
 
 

生
の
自
己
確
認
の
願
い
を
心
胸
に
秘
め
、
信
仰
家
郷
へ
 
の
 熱
い
想
い
に
駆
ら
れ
て
、
ギ
リ
シ
ア
 
ヘ
 、
パ
レ
ス
テ
 ィ
ナ
ヘ
、
北
 ア
フ
リ
カ
 

あ か 
る l     
時 ド 

は ル 一 
土 論文要 キーワみる。 望 し、 のなか 体感す 教 やモ 一オッ 義は大 

生首 括脈叩 の オ吊 フ ・ 「 
｜ド なで る、 6 。 ロ ツ トき旨 l い V 

」 大   
  

  
@ こ @ ま 
誘   

わ 幾 
ね た 
  び 
あ も 
る 遠 

時 く 

聖 

は 長 
里 ,, い 

界 旅 
へ る     
  

風見 途 か 
な え 

好 し 
苛 て     
ほ ろ 
， L@   

躍 
ら 

せ 

ま 

た 
あ 
る 
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は神 

読読 た と 民ル 」 
をみ慰 し 俗記の 
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へ
、
へ
、
そ
し
て
は
る
か
極
東
へ
と
、
 

幾
 た
び
 0
 世
界
各
地
へ
旅
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
も
、
時
に
ほ
 
ロ
 バ
の
 背
に
揺
ら
れ
急
峻
 

の
 岩
稜
に
修
道
院
を
訪
ね
、
あ
る
い
は
聖
地
を
め
ざ
し
 荒
野
を
経
回
り
、
時
に
は
異
教
の
祭
礼
を
追
っ
て
マ
ル
 
ク
ト
 の
雑
踏
を
縫
い
歩
 

き
、
し
ば
し
ば
何
カ
月
も
 、
 時
に
は
一
年
近
く
に
も
お
 よ
ぶ
大
旅
行
を
試
み
て
い
る
。
「
オ
ッ
ト
ー
は
神
学
者
 で
は
最
初
の
世
界
旅
行
 

者
に
な
っ
た
、
と
い
っ
て
も
間
違
い
で
は
な
か
ろ
う
」
 
あ
 。
 
ミ
コ
ド
 

の
「
の
・
ど
と
の
指
摘
も
、
あ
な
が
ち
誇
張
で
は
 
な
 い
 。
 

こ
れ
ら
の
旅
が
オ
ッ
ト
ー
宗
教
学
の
構
築
、
宗
教
理
念
 
の
 醸
成
に
果
た
し
た
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
。
ル
タ
ー
 
派
の
神
学
生
と
し
て
 

出
立
し
た
オ
ッ
ト
ー
は
、
異
教
世
界
と
の
 心
 揺
ら
ぐ
 出
 会
い
の
な
か
で
、
宗
教
哲
学
の
理
念
の
衣
も
 
ぬ
ぎ
 捨
て
 、
宗
教
学
者
へ
と
姿
を
 

 
 

語
を
生
き
生
き
と
語
り
告
げ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
 
そ
 

変
え
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
冥
界
の
招
き
に
お
の
の
き
 
綴
 ら
れ
た
数
多
く
の
旅
路
の
記
は
一
様
に
、
宗
教
理
解
の
 

こ
に
記
さ
れ
た
旅
す
る
オ
ッ
ト
ー
の
心
象
は
、
ガ
ッ
ト
 
｜
 宗
教
学
の
原
像
を
読
 

ラ
デ
ィ
カ
ル
 な
 変
容
 物
 

み
と
る
手
立
て
と
し
て
注
目
さ
れ
、
宗
教
理
念
の
裸
像
 を
 読
み
解
く
 鍵
 と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
 

「
旅
す
る
オ
ッ
ト
ー
」
こ
の
表
現
に
格
別
な
意
味
 を
 背
負
わ
せ
る
つ
も
り
は
な
い
。
一
宗
教
学
者
の
旅
に
 
、
信
仰
覚
醒
の
実
存
 

的
 磁
場
を
過
剰
に
読
み
こ
む
 っ
 も
り
は
な
い
。
ま
た
こ
 の
 テ
ー
マ
を
め
ぐ
っ
て
も
、
も
っ
ぱ
ら
こ
れ
が
 胚
種
す
 る
 豊
か
な
意
味
に
光
を
 

な
よ
 

あ
て
る
に
つ
と
め
、
そ
の
方
法
論
自
体
を
顕
示
的
に
掲
 
げ
 論
じ
る
つ
も
り
は
な
い
。
た
だ
、
「
 旅
 」
の
ご
と
き
 生
の
人
生
経
験
を
と
り
 

上
げ
、
学
的
衣
装
を
ま
と
わ
ぬ
裸
の
実
存
理
解
に
こ
だ
 
わ
る
理
由
に
は
、
簡
単
に
で
も
ふ
れ
て
お
く
必
要
が
あ
 
ろ
う
。
 

た
と
え
ば
「
 聖
 」
の
観
念
の
誕
生
、
発
酵
も
、
神
学
か
 ら
 宗
教
学
へ
の
越
境
の
加
速
も
、
あ
る
い
は
「
マ
ー
ル
 ブ
ル
ク
宗
教
学
資
料
 

館
 」
や
「
宗
教
史
資
料
集
」
の
構
想
が
芽
生
え
、
そ
の
 
企
画
を
育
ん
だ
の
も
、
さ
ら
に
ま
た
「
宗
教
同
盟
」
 
へ
の
実
践
的
情
熱
な
ど
 

コ
ス
モ
 
ロ
 

も
 、
い
ず
れ
も
旅
に
培
わ
れ
た
世
界
認
識
と
深
く
か
か
 
わ
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
オ
ッ
ト
ー
の
旅
は
 、
 生
き
た
宗
教
経
験
の
実
 

相
を
目
の
あ
た
り
に
し
、
宗
教
の
本
質
理
念
を
生
み
出
 
す
 に
 い
 た
っ
た
重
要
な
源
泉
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
神
学
 
か
ら
宗
教
学
的
圏
域
 へ
   



と
 急
傾
斜
し
て
ゆ
く
オ
ッ
ト
ー
宗
教
学
の
誕
生
の
秘
密
 
も
、
 旅
の
経
験
の
な
か
に
宿
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
 
れ
る
。
「
旅
す
る
 
オ
ッ
 

ト
ー
」
に
注
目
す
る
の
は
、
ひ
と
つ
に
は
、
こ
の
よ
う
 に
 旅
の
経
験
が
、
オ
ッ
ト
ー
宗
教
学
の
後
景
で
あ
り
 
原
 景
 で
も
あ
る
と
思
わ
れ
 

る
か
ら
で
あ
る
。
 

も
う
ひ
と
つ
は
、
オ
ッ
ト
ー
解
釈
と
宗
教
研
究
の
方
法
 論
 に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
 

聖
典
や
教
義
テ
ク
ス
ト
の
よ
う
な
信
仰
理
念
の
ス
ト
レ
 ｜
ト
 な
表
現
を
対
象
と
し
、
そ
の
信
仰
体
験
の
内
面
的
 な
 深
み
に
光
を
あ
て
 

る
 
「
信
仰
の
内
面
的
本
質
論
」
 
や
 、
あ
る
い
は
宗
教
 経
 験
の
普
遍
的
な
本
質
を
理
念
的
に
ほ
り
さ
げ
る
「
宗
教
 
の
 理
念
的
本
質
論
」
 
な
 

ど
は
、
い
ず
れ
も
宗
教
の
本
質
を
問
う
基
本
的
な
作
業
 
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
も
っ
ぱ
ら
舌
口
葉
の
意
味
世
界
を
 
主
題
と
し
た
、
こ
の
種
 

の
 理
念
的
に
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
宗
教
本
質
論
が
素
通
り
 
し
が
ち
な
、
知
覚
世
界
の
よ
う
な
宗
教
経
験
の
よ
り
 直
 接
 的
、
具
体
的
な
地
平
 

に
 注
目
し
、
か
っ
そ
れ
を
宗
教
の
生
け
る
現
実
の
基
層
 的
 世
界
と
し
て
主
題
化
す
る
胚
芽
を
、
オ
ッ
ト
ー
宗
教
 
学
は
宿
し
て
い
る
よ
う
 

に
 思
わ
れ
る
。
 

こ
の
種
の
オ
ッ
ト
ー
宗
教
学
の
不
透
明
な
基
層
に
光
を
 あ
て
る
に
は
、
理
論
構
成
の
暖
 抹
 さ
、
方
法
の
非
実
証
 性
 、
あ
る
い
は
宗
教
 

理
念
の
主
観
性
と
い
っ
た
批
判
の
詮
議
立
て
を
も
招
く
 
こ
と
に
な
っ
た
、
オ
ッ
ト
ー
宗
教
学
の
解
釈
学
的
前
提
 に
 立
ち
か
え
り
、
彼
の
 

宗
教
学
の
原
 像
 な
よ
び
覚
ま
し
、
そ
れ
を
導
く
宗
教
理
 念
の
裸
像
を
確
認
す
る
作
業
が
要
請
さ
れ
よ
う
。
 

あ
ま
た
の
オ
ッ
ト
ー
解
釈
の
轍
に
踏
み
固
め
ら
れ
て
い
 な
い
「
旅
す
る
オ
ッ
ト
ー
」
の
裸
足
の
足
跡
を
た
ど
っ
 
て
 、
彼
自
身
に
も
い
 

ま
だ
不
確
か
な
「
聖
の
原
 郷
 」
へ
と
お
も
む
き
、
そ
こ
 に
 立
ち
こ
め
る
学
的
彫
琢
以
前
の
生
地
の
宗
教
理
解
を
 手
が
か
り
に
す
る
と
、
 

周
 

オ
ッ
ト
ー
宗
教
学
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
固
定
的
 認
 識
 枠
に
閉
じ
こ
め
、
理
論
の
蛮
力
 で
 不
用
意
に
裁
断
し
 が
ち
な
声
高
な
解
釈
の
飛
翔
 

蜘
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
 う
 に
思
わ
れ
る
。
 

  



八 一     
度 
目 
  
大 
旅 
一丁 ク｜   

一
九
二
セ
 年
一
 0
 月
 中
旬
 ｜
 二
八
年
五
月
中
旬
 

「
セ
イ
ロ
ン
、
イ
ン
ド
、
エ
ジ
プ
ト
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
 、
 小
ア
ジ
ア
、
バ
ル
カ
ン
半
島
へ
の
旅
」
 

旅
の
概
要
と
資
料
 

ま
ず
、
確
認
し
え
た
「
代
表
的
な
 

「
英
国
旅
行
」
 

「
ギ
リ
シ
ア
旅
行
」
 

「
エ
ジ
プ
ト
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
 、
 

「
ロ
シ
ア
旅
行
」
 

全
一
度
目
の
大
旅
行
）
一
九
一
一
 

①
「
 北
 ア
フ
リ
カ
旅
行
」
 

②
「
ア
ジ
ア
旅
行
」
 

「
ア
メ
リ
カ
旅
行
」
 

「
 キ
 ア
ー
バ
リ
旅
行
」
 

旅
 」
を
列
記
し
て
お
こ
う
。
 

合
 取
初
の
比
較
的
大
き
な
 旅
 ）
 

合
 取
初
の
本
格
的
な
 
旅
 ）
 

ア
ト
ス
山
へ
の
旅
」
 

八
 最
初
の
大
旅
行
 ノ
 

｜
 
一
二
年
 

テ
ネ
 リ
フ
工
具
と
北
ア
フ
リ
カ
へ
の
旅
 

イ
ン
ド
、
ビ
ル
マ
、
日
本
、
中
国
へ
の
旅
 

ハ
ス
ケ
ル
講
演
旅
行
 

ジ
ェ
ノ
バ
 
湾
 休
暇
旅
行
 

一 一 一 一 

九 九 九 九 一 一 一 一 一 一 
五 四 一 一 
年 年 年 年 
夏 秋 一 三 
学 O 月 
期 月 下 

初 旬 
旬 l 
l セ 
一 月 

初旬 二年 

七 
月 
末 

一
八
八
九
年
期
末
休
暇
 

一
八
九
一
年
期
末
休
暇
 

一
八
九
五
年
春
 

一
九
 

0
0
 

年
期
末
休
暇
 

事 
実 

の寡 

黙 
な 
口 

か 

ら 

つ 
ぶ 

や 

{ 

オ 
  
  
    

小ヰ 牡 
学 
  
か 

す 
か 

な 
発 
酵 
,1'r 

自用 巳 
  
耳 
傾 
廿 l@ ， ・ 
る     
と 

  
  
よ 

つ , 

148 ㈱ 

と
も
あ
れ
、
解
釈
競
技
の
喧
 操
 に
か
き
消
さ
れ
た
 オ
ッ
 ト
｜
 自
身
の
豊
 醇
 な
（
事
実
）
に
立
ち
か
え
り
、
「
 旅
 す
る
オ
ッ
ト
ー
」
が
 
 
 



聖 の 原郷 

 
 
 
 
 
  
 

二
 

「
 テ
ネ
 リ
フ
 
エ
島
 と
北
ア
フ
リ
カ
へ
の
旅
」
 
二
九
二
年
）
 

 
 

 
 

ロ
シ
ア
旅
行
後
の
長
い
中
断
の
の
ち
、
ふ
た
た
び
 オ
ッ
 ト
 ー
は
旅
立
っ
。
「
二
度
目
の
大
旅
行
」
と
呼
ば
れ
る
 こ
の
旅
は
、
一
九
一
 

こ
う
し
た
旅
の
足
ど
り
を
逐
一
確
認
し
、
旅
す
る
 オ
ッ
 ト
 ー
の
心
胸
の
裡
を
明
細
に
聞
き
と
る
の
は
必
ず
し
も
 
容
易
で
は
な
い
 

ず
 何
よ
り
も
、
そ
れ
に
必
要
な
正
確
な
資
料
の
確
認
が
 
望
め
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
一
部
の
例
外
を
 
の
ぞ
き
、
旅
の
記
 

大
部
分
は
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
。
 

し
か
し
他
面
で
は
、
さ
い
わ
い
オ
ッ
ト
ー
自
身
の
手
に
 
な
る
旅
日
記
や
旅
先
か
ら
の
書
簡
、
報
告
書
類
、
あ
る
 
い
は
同
行
し
た
 

の
 記
録
や
回
想
な
ど
数
多
く
の
手
稿
 類
が
 、
さ
ら
に
は
 旅
先
で
収
集
し
た
資
料
な
ど
も
残
さ
れ
て
 
い
 て
、
こ
れ
 ら
未
 整
理
の
 オ
リ
 

ル
 か
ら
、
旅
の
足
跡
を
確
認
し
、
時
に
は
道
中
揺
れ
 動
 く
 心
裡
の
綾
を
読
み
と
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
 
と
も
あ
れ
、
 旅
す
 

ッ
ト
 ー
の
 り
景
 を
う
か
が
う
に
は
、
こ
う
し
た
オ
リ
ジ
 ナ
ル
 の
整
理
、
解
読
が
不
可
欠
で
あ
る
。
 

旅
の
 オ
リ
ジ
ナ
ル
記
録
が
確
認
し
つ
る
の
は
、
オ
ッ
ト
 
１
 0
 オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
ク
ス
ト
を
収
め
た
二
種
の
 
オ
ッ
 ト
 ー
・
ア
ル
 ヒ
 

-
 マ
ー
ル
プ
ル
ク
大
学
茂
一
、
①
 

之
お
目
ゅ
ロ
 
・
カ
ミ
 

年
絃
 
（
・
 

0
 コ
 。
 （
イ
山
の
Ⅱ
の
Ⅱ
Ⅰ
Ⅰ
 

@
 の
の
の
・
）
 

し
 
Ⅰ
 、
 ②
 オ
 由
江
 
0
 目
 。
 
0
 ヰ
ヰ
 
0
,
 
く
七
お
田
 

づ
 （
 
0
 く
七
Ⅰ
Ⅰ
ー
 

り
り
 
㏄
Ⅰ
 

り
 ㏄
 ま
 ・
）
で
あ
 ブ
つ
 
。
 

①
二
の
Ⅱ
の
Ⅱ
 
-
 
引
 m
 で
は
、
オ
ッ
ト
ー
手
稿
 

類
 代
表
ナ
ン
バ
ー
 ミ
の
コ
 は
省
略
し
、
記
号
 
ヱ
 の
と
枝
番
号
の
み
を
記
す
一
に
は
 

、
オ
 

類
の
大
半
が
、
 旅
 関
係
で
は
旅
の
書
簡
や
日
記
、
旅
先
 
で
 収
集
し
た
諸
資
料
、
あ
る
い
は
旅
の
同
行
者
、
友
人
 
た
ち
の
記
録
や
回
 

ど
が
、
一
方
②
 0
 下
に
は
、
オ
ッ
ト
ー
の
著
作
、
関
係
 
書
類
な
ど
、
し
た
が
っ
て
旅
の
報
告
書
類
、
雑
誌
 
掲
 載
の
旅
便
り
な
ど
 

め
ら
れ
て
い
る
。
 

  

ま
 

録
の
 

友
人
 

ジ
ナ
 

る
オ
 

｜
フ
 

の
ヰ
 

手
稿
 

想
な
 

が
収
 



一
年
三
月
末
に
は
じ
ま
り
途
中
三
カ
月
に
お
よ
ぶ
 中
断
を
含
む
、
 
翌
 
一
二
年
 セ
 月
に
い
た
る
長
期
に
 わ
た
り
、
そ
の
間
に
踏
 

破
し
た
地
は
 、
テ
ネ
リ
 フ
エ
 島
 お
よ
び
 北
 ア
フ
リ
カ
 
か
 ら
は
じ
ま
り
、
中
断
後
は
イ
ン
ド
を
皮
切
り
に
、
は
じ
 
め
て
本
格
的
に
ア
ジ
ア
 

各
地
を
訪
ね
歩
き
、
日
本
、
中
国
に
も
滞
在
し
、
帰
路
 
シ
ベ
リ
ア
を
横
断
す
る
な
ど
、
文
字
ど
お
り
大
規
模
な
 世
界
旅
行
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
旅
は
、
中
断
を
へ
だ
て
た
、
二
つ
の
部
分
か
ら
 成
 っ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
一
一
年
春
か
ら
夏
に
か
け
て
 の
 
「
 テ
ネ
リ
 フ
エ
 島
と
 

北
 ア
フ
リ
カ
へ
の
旅
」
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
秋
か
ら
 翌
 
一
二
年
夏
に
わ
た
る
「
ア
ジ
ア
旅
行
」
で
あ
る
。
 

-
 
｜
 -
 

本
論
が
扱
う
の
は
、
そ
の
前
半
部
分
、
「
 テ
ネ
リ
 フ
エ
 島
 と
北
 ア
フ
リ
カ
へ
の
旅
」
に
か
ぎ
ら
れ
る
。
 

こ
の
旅
の
記
録
と
し
て
確
認
し
え
た
の
は
、
以
下
の
資
 料
 で
あ
る
。
 

 
 

①
二
の
臼
の
Ⅱ
 
@
0
 庄
 0
 、
 勾
仁
年
 
o
-
h
 

Ⅰ
 勾
乱
 の
の
 
コ
ゆ
 
の
 ア
 円
の
 コ
蒋
 @
 
由
 a
-
 
才
自
ゅ
 
Ⅰ
 0
 ア
ア
 
0
-
 
持
 り
目
 
ゴ
 
⑪
 コ
 ・
 ト
ゆ
 
Ⅰ
Ⅰ
 
才
自
曲
 
Ⅰ
 ぃ
 N
 の
・
 
｜
 Ⅰ
 仁
コ
印
 円
ぢ
 の
の
 
す
 仁
の
 
ア
ヨ
曲
 
二
の
「
 

仁
コ
年
 
切
ヱ
の
日
の
・
（
 

下
 ひ
 し
 @
 
 
㏄
。
）
 

②
二
の
臼
Ⅱ
㌧
 ゅ
 一
口
。
 援
 「
 鰍
額
ゅ
コ
 0
 臣
 0
 」
・
子
の
 
ヰ
 ・
 力
宙
 ㏄
の
 セ
 0
 コ
ト
 目
コ
ド
 

の
Ⅰ
 
ミ
 の
の
の
・
）
 

0
 
n
 ア
 。
 ミ
 ・
 
ニ
 涛
の
 @
 
の
の
す
。
 

@
 
の
日
の
が
仁
の
之
 

0
 。
 守
 h
 
。
 守
 p
,
.
 
目
 
り
む
の
 こ
ふ
細
 
～
～
 

ぃ
 寸
心
 ヨ
ぃ
連
 Ⅰ
や
㌧
 印
 Ⅰ
 こ
 ）
）
・
 
之
プ
 N
o
.
 

㏄
。
 

・
㏄
Ⅰ
・
㏄
㌧
 

-
 ㏄
㏄
 

④
 0
 下
 ㏄
Ⅱ
の
 @
 力
 ・
 0
 臣
 0
 。
援
の
 
ヱ
 の
 耳
む
ヴ
 の
「
臼
の
力
乱
の
 
の
年
の
の
㌧
「
 

o
h
 

窃
の
 

0
 「
の
年
の
「
 

円
汗
 0
-
o
m
 

鰍
し
 ・
ロ
プ
 カ
仁
年
 
0
-
 
日
 0
 片
片
 
0
 ゅ
 打
の
 ヰ
 
@
 
で
 0
 コ
 

年
 -
 
ゅ
ヰ
 
の
 コ
 年
の
Ⅰ
 
木
リ
 ア
 コ
 ㏄
の
 
ア
 の
 コ
 Ⅰ
の
ヰ
岸
 

ヰ
仁
コ
 

の
日
 
仁
 Ⅰ
Ⅰ
円
仁
 

匹
ゅ
コ
年
 
㏄
 Ⅰ
。
尻
の
 

コ
 年
の
仁
 
ヰ
 
㏄
の
 
ア
 の
Ⅰ
 
Q
 の
 ヒ
 
⑪
 ア
 Ⅰ
 ド
 
0
 コ
 ニ
 ・
（
 
コ
つ
ピ
 

で
 0
 ㏄
 ア
 Ⅰ
の
・
 ト
｜
 
㌧
Ⅱ
・
）
 

⑤
 
0
 下
 ㏄
㏄
 

0
 
@
 

力
・
 

0
 臣
 0
,
 
下
 仁
の
年
の
ヨ
木
 
仁
 「
 ゅ
ヰ
 
0
 「
 ぎ
ヨ
年
 0
 ㏄
の
巳
で
の
 

コ
臼
仁
ヨ
 
㏄
 比
し
 
Ⅰ
Ⅰ
円
仁
 

匹
ゅ
コ
 
年
ひ
Ⅰ
の
あ
の
 

コ
年
 。
 仁
ヰ
 
㊦
の
 
ア
 の
Ⅰ
 イ
円
 
0
 の
 ア
 ㏄
の
 
ア
仁
 
二
の
 
ア
 Ⅰ
 0
 Ⅰ
 

援
 。
 ユ
 -
 
コ
，
木
仁
 
拝
 し
 ㏄
 ヨ
 -
 
コ
 -
 
㏄
 ド
の
コ
仁
ヨ
 

・
 ハ
 
Ⅱ
 
6
 片
 
コ
コ
 
の
の
 
コ
 。
年
の
 
コ
 ㌧
㏄
 ）
 2
.
 
）
 田
 ド
ニ
切
テ
）
 

ま
ず
旅
日
記
①
二
の
 5
6
 
～
に
は
、
旅
日
記
の
手
稿
「
 テ
、
 
キ
 リ
フ
工
具
、
モ
ロ
ッ
コ
、
イ
タ
リ
ア
へ
の
旅
」
と
、
 
旅
先
か
ら
の
書
簡
 セ
 

通
二
。
 ま
コ
 お
と
 四
お
 窄
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
②
 コ
 の
切
～
 

2
a
 

は
、
旅
先
で
受
信
し
た
書
簡
（
一
九
一
一
 年
の
旅
関
係
は
甲
・
）
ー
 ひ
   



の
み
一
を
収
め
て
い
る
。
こ
の
旅
で
は
、
帰
国
後
、
義
 務
 的
な
報
告
書
を
二
通
④
⑤
提
出
し
て
い
る
が
、
い
ず
 
れ
も
「
二
度
目
の
大
 族
 

行
 」
全
体
に
つ
い
て
の
 朝
 生
口
で
、
記
述
の
中
心
は
ア
ジ
 
ア
 旅
行
に
お
か
れ
て
お
り
、
こ
の
旅
の
記
述
は
 、
 ④
。
 卜
 ㏄
 
お
 
一
以
下
「
報
告
書
」
 

と
 略
記
一
の
 ゲ
 円
の
 コ
 の
上
③
 仁
コ
 
四
目
 目
 。
 
坤
坤
 
0
.
 

に
か
ぎ
ら
 

れ
る
。
 

た
だ
し
、
こ
の
旅
が
比
較
的
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
 
こ
 れ
 る
 オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ら
で
は
な
く
、
 ノ
 ミ
 
a
r
 
（
 
ぎ
 
刃
ロ
巨
の
 
編
纂
の
リ
ベ
ラ
ル
 な
 

福
音
主
義
派
の
週
刊
誌
も
む
の
か
 ぺ
あ
 
～
～
～
 

い
 
か
 e
 黄
落
 
-
"
@
 

（
 の
印
 ミ
 ・
 
-
 に
書
き
送
っ
た
 旅
 便
り
③
・
・
 
オ
 の
乙
の
甲
あ
こ
 い
 
仁
 の
 之
 0
q
 
巨
 改
ユ
 坤
 p
.
.
 

の
 め
 

え
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
旅
の
解
釈
の
試
み
は
、
互
 

の
 資
料
的
な
理
由
と
と
も
に
、
こ
の
旅
を
（
聖
の
経
験
 
の
 誕
生
地
）
と
告
げ
た
 

オ
ッ
ト
ー
自
身
の
発
言
も
手
伝
っ
て
、
ほ
か
の
旅
よ
り
 も
は
る
か
に
多
い
。
た
だ
し
そ
れ
ら
も
、
こ
の
旅
の
主
 題
 的
な
読
解
の
試
み
で
 

は
な
 い
 0
 

か
く
し
て
、
具
体
的
な
解
読
に
あ
た
っ
て
は
、
 ミ
 ・
 ぎ
 巨
 の
の
依
頼
に
こ
た
え
当
初
か
ら
公
表
を
前
提
に
綴
っ
 
た
 詳
細
な
旅
の
記
録
 

③
の
 ゴ
 ユ
ギ
㊤
キ
ミ
・
の
引
用
は
、
真
教
の
み
を
記
す
一
を
基
 本
 と
し
、
そ
の
素
材
に
あ
た
る
手
稿
①
 
ヱ
の
 %
 安
お
よ
 び
 
「
報
告
書
」
④
 
0
 卜
 

の
 ～
 
の
 に
よ
り
補
完
、
確
認
す
る
方
法
を
と
る
。
な
お
 旅
 程
な
ど
の
確
認
に
は
、
②
二
の
 ミ
ぎ
 
お
よ
び
も
 や
ん
 い
 
ぺ
 
%
 由
も
Ⅰ
 

捺
呵
 
㏄
 
め
い
 
か
や
か
～
 

巨
ぃ
キ
 

㏄
 

㏄
 い
キ
ま
守
ぎ
 Q
q
 ～
～
～
 

さ
吋
 
㏄
 
遷
 へ
い
 ぎ
 。
も
。
 
ト
 ま
ま
 赴
ミ
ぎ
 
～
～
 

Q
 遷
づ
 ハ
目
・
Ⅰ
 

仁
巨
 
0
 ヨ
 ロ
コ
コ
 

c
.
 

ミ
 ・
の
の
 
ゴ
 Ⅰ
。
 
巨
 。
Ⅰ
（
 
ハ
 Ⅱ
 
0
 寸
ゴ
 
コ
 ㎎
の
 
コ
 ・
 ト
ゆ
 
㏄
 円
 
-
.
 
宇
 ド
ク
メ
ン
ト
」
と
 

略
 ヨ
一
 

-
 
@
 
一
 
@
 
 
め
 、
、
の
註
 
Ⅰ
 ミ
 
0
-
 

ゆ
ド
へ
 

め
れ
 
寺
ミ
か
途
 

き
き
 さ
 ～
 R
n
R
&
 

一
 
m
-
 

さ
 ㌻
 ご
 コ
 
ミ
 ぺ
ひ
ま
 

っ
 
め
 ㏄
 
お
の
 
牙
山
口
・
 

N
.
 

き
コ
 ）
の
）
）
 

芽
 ）
 
ミ
 ）
 ぎ
 （
 
p
q
 
す
 u
r
g
.
 

）
 
ミ
 e
.
 を
参
照
し
 

@
 
+
.
 

ハ
 
し
 
。
 

手
稿
二
の
き
Ⅱ
の
手
紙
の
日
付
は
、
三
月
二
六
日
に
は
 じ
ま
り
七
月
五
日
で
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
 
ド
 ク
メ
ン
ト
」
㊤
・
 
q
 ト
一
 

趨
は
 、
こ
の
第
一
便
の
前
日
、
す
な
わ
ち
「
一
九
一
 
一
年
三
月
二
五
日
、
オ
ッ
ト
ー
は
（
ド
イ
ツ
人
学
者
と
 教
師
の
海
外
旅
行
基
金
）
 

か
 

蜘
ら
 、
一
万
マ
ル
ク
の
学
術
奨
励
金
と
旅
行
休
暇
を
 
え
た
」
と
報
じ
て
い
る
。
す
な
 ね
 ち
、
こ
の
旅
を
含
 め
た
「
二
度
目
の
大
旅
行
」
 

  



カ
ナ
リ
ア
諸
島
に
カ
ト
リ
ッ
ク
が
も
た
ら
さ
れ
る
以
前
 
、
こ
こ
に
は
グ
ア
ン
チ
ェ
族
が
住
ん
で
い
た
。
漁
師
 
二
 人
が
、
 腕
に
子
 

あ づ め ド も ち 

最 け の   量 定   オ   
  
    海ず : ァネ 

の 九 リ 

エ 

島 
旅 か 
ら 

の 

  

｜ JJ 

ア 
の 

聖 
母 

を マ 
ニ光 ｜ JJ 

ア   

  
檸広 
よ の   

ブ 」 、 の 
岸を北上して サ   

  

不ヰ秩、   
洞 

旅 健 神 
の 廃 学 

窟 
ルス 後ア 

表 を 者 ル に 
聖 面 と の ジ 滞 

母 
出 

的 リ ブ ェ 在 

ホ拝 

/ よ 一 戻 イ   
位 す l ア た 

で   に の 

  

も
の
で
あ
る
。
 

は
 、
プ
ロ
イ
セ
ン
文
部
省
の
斡
旋
で
、
「
ド
イ
ツ
人
手
 者
の
海
外
旅
行
の
た
め
の
力
ー
ン
財
団
」
の
給
費
金
を
 
受
け
て
可
能
に
な
っ
た
 

 
 



聖 の 原郷 

 
 

こ
の
聖
母
へ
の
伝
承
的
な
信
心
が
告
げ
て
い
る
、
癒
し
 を
 求
め
る
純
朴
な
民
の
願
い
を
率
直
に
受
け
と
め
、
 そ
 の
 願
い
に
こ
た
え
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 

民
俗
宗
教
の
基
層
に
根
ざ
し
た
癒
し
の
 力
 に
、
オ
ッ
ト
 ｜
は
 心
惹
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
数
日
後
、
カ
ン
デ
ラ
 リ
ア
の
ド
ミ
ニ
コ
派
 修
 

9
 

通
院
の
み
す
ぼ
ら
し
い
教
会
で
、
中
央
祭
壇
に
 弔
 さ
れ
 た
、
 

銀
の
蝋
燭
を
手
に
し
た
聖
母
像
を
前
に
し
て
、
 そ
 の
 縁
起
と
霊
験
、
奇
跡
 

供
を
抱
え
手
に
蝋
燭
を
も
っ
て
石
の
上
に
立
っ
て
い
る
 、
金
箔
の
木
製
の
大
女
を
浜
辺
で
見
か
け
た
。
そ
れ
は
 
聖
母
マ
リ
ア
だ
 つ
 

た
 。
彼
女
に
投
石
し
よ
う
と
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
腕
が
 
動
か
な
く
な
っ
た
。
彼
ら
は
王
を
呼
ん
だ
。
王
は
聖
 
母
 マ
リ
ア
を
崇
拝
 

し
 、
彼
女
を
幕
屋
に
持
ち
こ
も
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
 
運
ん
で
い
る
と
、
急
に
も
の
す
ご
く
重
く
な
っ
た
。
 
そ
 こ
で
王
は
 、
 助
け
 

て
 @
 
 と
 叫
ん
だ
。
か
く
し
て
そ
の
場
所
に
「
お
助
け
 」
の
 

0
n
o
 

ヌ
 0
 の
庵
が
建
て
ら
れ
た
。
の
ち
に
彼
女
は
 、
 そ
こ
か
ら
海
岸
の
 

洞
窟
に
運
び
出
さ
れ
、
そ
こ
で
グ
ア
ン
チ
ェ
族
が
崇
拝
 
し
、
 折
り
、
祀
っ
た
。
 

キ
リ
ス
ト
教
徒
が
や
っ
て
き
て
洞
窟
の
聖
母
を
見
つ
け
 、
彼
女
の
正
体
を
グ
ア
ン
チ
ェ
族
に
説
き
、
全
員
が
洗
 
礼
を
受
け
た
。
 

そ
し
て
素
晴
ら
し
い
大
教
会
と
修
道
院
を
建
て
、
そ
こ
 
に
 聖
母
を
運
び
こ
も
う
と
し
た
。
し
か
し
洞
窟
か
ら
 運
 び
 去
ろ
う
と
し
た
 

と
き
、
ま
た
も
や
動
か
せ
な
い
ほ
ど
重
く
な
っ
た
。
で
 も
 結
局
は
教
会
に
持
ち
こ
ま
れ
た
。
し
か
し
他
日
、
教
 
会
は
空
に
な
っ
て
 

い
て
、
聖
母
は
も
と
の
洞
窟
に
納
ま
っ
て
い
た
。
そ
ん
 な
こ
と
が
二
回
も
起
こ
っ
た
。
そ
の
聖
母
も
今
は
教
会
 
に
あ
る
。
 

こ
の
聖
母
は
、
カ
ナ
リ
ア
諸
島
す
べ
て
の
守
護
女
神
で
 、
各
地
か
ら
巡
礼
者
が
や
っ
て
く
る
。
そ
の
祝
祭
日
に
 
は
、
 大
き
な
行
 

列
も
行
わ
れ
る
。
聖
母
が
運
び
出
さ
れ
た
古
 
い
 洞
窟
に
 は
、
 小
さ
な
 聖
 フ
ラ
ス
が
祀
ら
れ
て
い
て
、
行
列
は
こ
 の
 古
い
洞
窟
を
も
 

訪
ね
る
。
こ
の
 聖
 ブ
ラ
ス
の
洞
窟
か
ら
、
癒
し
の
石
を
 人
 び
と
は
こ
っ
そ
り
持
ち
帰
る
。
こ
の
洞
窟
は
今
も
変
 
わ
ら
ぬ
信
仰
を
集
 

め
て
い
る
。
（
要
約
の
乙
 
o
N
 
ぷ
宝
し
 



と
 祝
祭
の
模
様
を
ふ
た
た
び
耳
に
し
、
お
 詰
 り
に
来
た
 黒
衣
に
身
を
包
ん
だ
老
女
の
誓
願
姿
を
目
の
あ
た
り
に
 
し
て
、
オ
ッ
ト
ー
は
 、
 

今
な
お
盛
ん
な
治
癒
信
仰
の
現
実
に
心
動
か
さ
れ
る
。
 

た
だ
し
オ
ッ
ト
ー
は
、
こ
の
誓
願
詣
で
の
参
拝
者
が
 醸
 し
だ
す
 、
 癒
し
を
求
め
る
人
び
と
の
宗
教
的
心
意
の
意
 味
解
読
に
は
向
か
わ
 

ず
に
、
む
し
ろ
蝋
燭
の
聖
母
の
存
在
に
注
目
し
、
洞
窟
 
崇
拝
を
介
し
て
、
聖
な
る
も
の
の
顕
現
現
象
に
想
い
を
 
馳
せ
、
民
俗
宗
教
の
宗
 

敦
史
的
解
釈
を
試
み
て
い
る
。
 

教
会
や
修
道
院
な
ど
が
密
集
し
、
急
斜
面
の
巨
大
な
 
岩
 塊
 に
ほ
と
ん
ど
張
り
つ
く
よ
う
に
立
っ
て
い
る
宗
教
 建
 造
物
の
奇
異
な
た
た
 

ず
ま
い
か
ら
、
オ
ッ
ト
ー
は
ま
ず
、
そ
の
岩
堀
自
体
に
 
特
異
な
意
味
が
読
み
こ
ま
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
と
 
想
像
す
る
。
聖
遺
物
の
 

宗
教
性
で
は
な
く
、
そ
れ
を
納
め
た
洞
窟
や
岩
塊
の
 
存
 在
 そ
の
も
の
に
こ
だ
わ
り
、
そ
れ
が
帯
び
て
い
る
宗
教
 的
 意
味
に
注
目
し
て
い
 

る
 。
 

「
肝
心
な
の
は
、
こ
こ
で
は
初
め
に
あ
っ
た
の
は
聖
母
 で
は
な
く
、
岩
石
と
洞
窟
だ
っ
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
 
」
で
、
マ
リ
ア
崇
拝
 

は
 、
そ
の
岩
石
と
洞
窟
の
上
に
の
ち
に
付
加
さ
れ
た
も
 
の
で
、
そ
の
基
層
を
な
す
洞
窟
崇
拝
と
は
切
り
離
し
が
 
た
い
。
そ
の
洞
窟
か
ら
 

石
を
持
ち
帰
る
の
は
、
そ
の
上
に
任
が
れ
た
水
の
治
癒
 効
能
の
ゆ
え
で
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
蝋
燭
の
聖
母
は
 
、
 そ
の
「
治
癒
 力
 の
あ
る
 

水
が
そ
こ
か
ら
湧
き
出
し
て
く
る
聖
別
さ
れ
た
岩
石
」
 
へ
の
崇
拝
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
聖
母
崇
拝
 と
洞
 窟
 崇
拝
を
め
ぐ
っ
て
 、
 

オ
ッ
ト
ー
は
こ
の
よ
う
に
、
聖
母
の
存
在
で
は
な
く
、
 
そ
れ
を
納
め
た
 岩
 塊
や
洞
窟
の
存
在
に
こ
だ
わ
っ
て
 ぃ
 る
が
、
こ
の
こ
だ
わ
り
 

が
 告
げ
て
い
る
の
は
、
岩
塊
と
洞
窟
が
も
つ
特
殊
な
 聖
 性
、
ヌ
 ミ
ナ
ス
な
特
性
へ
の
関
心
で
あ
り
、
ヌ
ー
メ
ン
 の
 顕
現
問
題
へ
の
「
古
木
 

敦
史
」
的
関
心
で
も
あ
る
。
 

聖
像
や
聖
君
 は
 、
聖
母
の
住
ま
い
の
洞
窟
は
、
た
ん
な
 る
 
「
 
像
 」
以
上
の
、
た
ん
な
る
「
住
ま
い
」
以
上
の
存
 
在
 で
あ
り
、
そ
れ
ら
   



聖 の 原郷 

こ
の
珍
し
い
古
い
丘
陵
崇
拝
と
岩
石
崇
拝
と
洞
窟
崇
拝
 の
 意
味
は
 、
 
時
と
処
を
こ
え
て
全
人
類
に
あ
ま
ね
く
 見
 出
す
こ
の
ま
っ
 

た
く
古
い
「
自
然
礼
拝
」
の
意
味
は
何
か
。
い
か
に
し
 
て
そ
う
し
た
崇
拝
が
生
じ
る
の
か
。
そ
し
て
何
が
 、
こ
 0
 世
万
坪
 に
、
 
め
本
 胡
叙
 

発
展
の
ま
こ
と
に
多
様
な
諸
段
階
に
も
そ
の
よ
う
に
た
 え
ず
保
持
さ
れ
、
む
し
ろ
い
つ
も
新
た
に
生
み
出
さ
れ
 
る
 力
を
与
え
る
の
 

か
 。
そ
の
解
答
は
い
と
も
簡
単
に
思
え
る
し
、
こ
こ
の
 
こ
の
場
所
で
は
も
っ
と
も
簡
単
に
思
え
る
。
で
も
や
は
 り
、
 

私
た
ち
の
ま
 

 
 

わ
り
を
見
回
し
、
そ
の
と
き
私
た
ち
自
身
で
体
験
し
た
 
こ
と
を
考
察
し
よ
う
。
⑦
の
 0 の
・
 
一
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 

そ
し
て
、
陽
が
傾
き
す
べ
て
が
ほ
の
か
な
黄
金
色
に
 蔽
 わ
れ
る
に
つ
れ
生
き
生
き
し
て
き
た
岩
石
 や
 、
ア
ー
チ
 

形
を
な
し
て
ほ
と
ん
 

は
も
と
も
と
は
神
そ
の
も
の
で
も
あ
る
。
「
顕
現
す
口
口
 銭
 @
0
 コ
一
 と
は
、
神
々
、
天
使
、
精
霊
す
宮
 吝
帥
 三
色
 の
よ
う
に
、
ヌ
ー
メ
ン
 

N
u
 
ヨ
 0
 コ
の
可
視
化
さ
れ
た
存
在
 
や
 、
知
覚
さ
れ
た
 存
 在
を
指
す
典
型
的
な
名
称
」
で
あ
る
が
、
オ
ッ
ト
 
｜
 の
 関
心
は
 、
 「
ヌ
ー
メ
ン
 

無
数
の
へ
顕
現
）
現
象
へ
の
分
裂
」
を
め
ぐ
る
宗
教
史
 

が
そ
こ
に
お
い
て
 
へ
 顕
現
す
る
）
そ
の
媒
体
に
対
す
る
 、
ヌ
ー
メ
ン
の
こ
の
奇
異
な
関
係
」
に
向
け
ら
れ
て
 

一
般
の
問
題
、
す
な
わ
ち
聖
な
る
も
の
の
顕
現
現
象
 
一
 

い
る
⑦
・
の
 
0
 
③
。
顕
現
 と
 

般
 に
も
舌
口
Ⅰ
い
お
よ
び
、
 

い
う
キ
リ
ス
ト
教
慣
用
語
を
用
い
な
が
ら
、
オ
ッ
ト
 ｜
 は
 、
ヌ
ー
メ
ン
と
そ
の
 ヒ
 エ
ロ
フ
ァ
ニ
ー
を
、
さ
ら
に
 は
聖
と
 日
常
的
現
実
と
 

の
 関
係
へ
の
想
い
を
も
語
っ
て
い
る
。
 

カ
ン
デ
ラ
リ
ア
の
聖
母
に
触
発
さ
れ
語
り
は
じ
め
た
 
聖
 母
 崇
拝
と
洞
窟
崇
拝
へ
の
問
い
は
、
個
別
宗
教
現
象
 
を
こ
え
て
、
「
宗
教
史
 

に
お
け
る
多
く
の
先
例
」
に
も
ふ
れ
、
「
あ
ま
り
広
げ
す
 ぎ
る
な
、
思
い
つ
き
よ
 !
 」
と
自
戒
し
つ
つ
も
、
「
 ひ
 と
つ
の
ヌ
ー
メ
ン
の
 、
 

さ
ら
に
は
「
自
然
礼
拝
」
の
意
味
に
、
つ
い
に
は
遥
か
 
「
宗
教
の
根
源
」
に
ま
で
想
像
の
翼
を
広
げ
て
い
る
。
 

    



「
ま
わ
り
を
見
回
し
、
自
身
で
体
験
し
た
こ
と
を
考
察
 し
よ
う
。
」
こ
の
発
言
に
任
意
し
て
お
こ
う
。
教
理
や
学
 説
の
錬
で
裁
断
す
る
 

の
で
な
く
、
目
の
前
の
現
実
に
裸
で
向
き
合
い
、
お
の
 れ
の
感
性
で
感
じ
体
験
し
た
ま
ま
を
受
け
と
め
素
手
で
 
考
え
る
。
旅
す
る
 オ
ッ
 

ト
 ー
の
思
索
の
基
調
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、
こ
の
 
こ
と
で
あ
る
。
異
教
の
奇
態
の
衝
撃
を
記
す
と
き
も
、
 鏡
舌
 は
く
り
か
え
さ
れ
 

る
 自
然
景
観
へ
の
美
的
陶
酔
に
お
い
て
も
、
そ
れ
は
 変
 わ
ら
な
い
。
 

ま
た
、
旅
先
の
宗
教
現
象
に
触
発
さ
れ
、
宗
教
経
験
の
 意
味
解
釈
を
試
み
る
と
き
に
も
、
オ
ッ
ト
ー
は
 
、
惹
か
 れ
て
や
ま
ぬ
自
然
の
 

魅
惑
的
な
姿
へ
の
感
動
を
素
直
に
告
げ
る
こ
と
を
辞
め
 
な
い
。
そ
し
て
惹
き
つ
け
ら
れ
た
自
然
の
た
た
ず
ま
 
い
を
、
「
そ
れ
は
ほ
と
ん
 

ど
 不
気
味
と
も
舌
口
う
べ
き
も
の
で
あ
る
」
⑦
・
の
 

日
 ・
 
-
 と
 形
容
し
て
も
い
る
。
 

そ
う
し
た
素
晴
ら
し
い
景
観
を
見
て
、
無
邪
気
な
感
受
 
性
 を
も
っ
た
未
開
民
族
の
心
情
に
神
的
な
る
も
の
が
 
予
 慰
 さ
れ
見
出
さ
 

れ
た
と
い
う
こ
と
、
こ
の
山
の
饗
 え
 立
三
局
み
で
、
 こ
 の
 渓
谷
と
岩
石
か
ら
な
る
巨
大
な
険
し
い
岩
山
で
、
 
神
 的
な
る
も
の
が
 敬
 

わ
れ
崇
拝
さ
れ
た
の
は
当
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
 
が
 宗
教
の
根
源
君
 口
 「
 
z
 
出
で
は
な
か
ろ
う
か
。
否
、
 宗
 教
の
根
源
は
こ
こ
 

で
は
な
い
。
一
中
略
 
一
 

自
然
の
美
的
体
験
は
、
た
し
か
に
そ
の
宗
教
的
体
験
 
へ
 の
 移
行
は
か
ぎ
り
な
く
多
様
で
あ
り
、
そ
の
深
い
根
底
 
に
お
い
て
宗
教
 

的
 体
験
に
類
似
し
て
い
る
が
、
し
か
し
美
意
識
は
宗
教
 
で
は
な
い
。
か
く
し
て
宗
教
の
起
源
 
C
 「
 
留
 「
ロ
コ
巷
は
 
、
そ
れ
と
は
全
く
 

ぷ の ど 
ョ 生 垂   
華 に 
麗 海 
な に 

色 落 
彩 ち 

が こ 

さ ん 
し で   
む る 
」 岩 
素 堂 
晴   

5 錠 
し 色 
い に 

白 樺 
然 く 

静か 景観 

へ な 
の 湾 
を 

美 道 
的 か 
陶 に 
酔 眺 
ほ の も 

  
- 口 

け の @ 
目 フ 
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ず 丈 て 
の 化 体 
諸 史 養 
形 的 す 
態 ・ る 

」 と 宗羽 散日 
と 史 に 
も 的 な 
@ こ 詔 つ 
、 問 た 
こ 題 」 

の の が 

島 伝   
0 車 そ 
「 や れ 

こ 遺 で 
の 世 物も " " 
な お こ 
ら よ の 
ざ び 島 
る ス の 
自 ぺ 滞 

然 イ 在 
の 、 ノ を 

実 力 価 

  値あ りしさ @ 
ッ る 

で ク も 

あ の の 
っ 隔 に 
た 離 し 

  
㏄ Ⅱ， 角し と @ @ 、 

  
容 、 ノ 
さ チ 
れ ェ 

た 文   
な と 
か そ 
ら め 

  

か
つ
徴
表
と
し
て
想
定
し
つ
る
の
は
自
然
的
領
域
か
ら
 
の
 超
絶
性
の
有
無
で
あ
ろ
う
か
。
「
聖
な
る
も
の
」
の
 分
析
 
宥
性
 ・
 
ロ
エ
 
・
の
・
の
 

6
.
-
 

を
う
か
が
わ
せ
る
こ
の
 発
 舌
口
は
、
さ
ら
な
る
解
釈
の
誘
 
惑
 を
は
ら
み
興
味
深
い
。
し
か
し
、
「
宗
教
の
起
源
は
 

」
 

そ
の
最
後
の
解
答
を
、
オ
ッ
ト
ー
は
あ
え
て
留
保
し
 
記
 し
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
編
者
 
目
 ・
 窯
 のは
、
遠
い
 

旅
先
に
あ
る
オ
ッ
ト
 

｜
に
 今
は
連
絡
で
き
な
い
が
、
こ
の
保
留
さ
れ
た
解
答
 
の
 説
明
を
い
ず
れ
求
め
た
 い
 、
と
あ
え
て
注
記
し
て
 ぃ
 る
 
（
の
・
の
 

0
q
.
 

コ
口
 

技
コ
 
0
 
ド
 
②
。
 

そ
の
解
答
に
代
え
て
、
オ
ッ
ト
ー
は
つ
ぶ
や
い
て
い
る
 
。
「
 今
 そ
う
し
た
難
し
い
問
い
に
答
え
了
せ
る
に
は
、
 
こ
こ
の
こ
の
バ
 テ
 の
 

香
り
は
あ
ま
り
に
も
甘
く
 、
 外
の
砕
け
散
る
大
波
の
低
 ハ
 モ
ル
は
あ
ま
り
に
も
華
麗
す
ぎ
る
」
と
。
 

帰
国
後
、
こ
の
島
の
経
験
を
総
括
し
、
オ
ッ
ト
ー
は
 
報
 告
 し
て
い
る
。
「
コ
レ
ラ
を
三
週
間
患
い
、
カ
ナ
リ
ア
 諸
島
で
さ
し
あ
た
っ
 

一
 
4
-
 

る
が
、
し
か
し
「
宗
教
の
前
庭
」
で
は
あ
っ
て
も
、
 宗
 教
 経
験
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
美
的
経
験
は
宗
教
体
験
 
で
は
な
い
。
両
者
を
分
 

  の き 
て 土   
l@ 了ら @ 
  
味そ 
ほ の 

想 純 
白 い 粋 素 
然 を な 晴   
の 馳 預 ら の 

美 せ 覚 し と 

的 る 軍と     
    

感動 

。 は 自 ろ 

か 然 @ 
あ 
る 

  景観を け離れ 

の 六 こ 一 目 fJ 
  

地 理 に 
の 念 し 

ホ皓牧 

の 

民 が て 起 
俗士 演   源 

小札 牧 
  
る ッ 

か 居、 ト 

ら   ュ ブナ "  l 

l@ 了ら @ 
c 

己叱 的 は あ 
み 推   る 

と 断 こ 
れ を こ 

  
  

る 拒 で   
  

み は 
  

    
の 自     

不皓牧 

こ 然 

の 

根 崇拝の の目永観 

源 を 亜 目 
了ら @@ @ 受 遍 
  け ，性 

不皓牧 

と も 

め 容 
的 た 易 
体 体 に 
験 験 予 
@ に 恵 
か   
ぎ し う 

  て る 
な 自 と 

  撚 っ 

類似   



（
 
現
 、
サ
ウ
ィ
ー
 ク
 ）
に
上
陸
し
て
い
る
。
「
報
告
書
」
 冒
頭
で
、
訪
問
の
目
的
を
、
「
 西
 イ
ス
ラ
ム
文
化
世
界
 を
み
ず
か
ら
徹
底
的
に
 

経
験
す
る
こ
と
」
む
下
の
㍉
の
・
 

い
 こ
と
記
し
た
と
お
り
 、
こ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
西
端
の
地
を
フ
ェ
ス
の
 
社
会
混
乱
で
、
内
陸
部
 

へ
の
旅
行
断
念
な
ど
、
当
初
の
計
画
の
大
幅
変
更
を
余
 儀
 な
く
さ
れ
は
し
た
が
オ
ッ
ト
ー
は
精
力
的
に
訪
 ね
 歩
く
。
そ
し
て
こ
の
 

地
 で
出
会
っ
た
宗
教
経
験
は
、
民
俗
宗
教
の
観
察
や
解
 釈
を
自
由
に
楽
し
ん
だ
 テ
ネ
 リ
 ブ
ェ
 と
は
対
照
的
に
 、
 お
よ
そ
観
察
的
姿
勢
と
 

の
 訣
別
を
求
め
、
観
察
正
体
そ
の
も
の
の
変
容
を
迫
る
 も
の
と
な
っ
た
。
 

ま
ず
一
四
日
に
は
、
サ
ウ
ィ
ー
 う
 の
マ
ド
ラ
サ
で
、
 い
 草
 の
ご
ざ
に
行
儀
良
く
座
り
イ
ス
ラ
ー
ム
の
 主
薦
 文
を
 朗
唱
す
る
「
ち
び
 ち
 

や
 ん
た
ち
」
の
授
業
風
景
を
見
学
し
、
「
生
徒
が
学
ぶ
の
 は
 コ
ー
ラ
ン
だ
け
だ
。
良
い
も
の
は
す
べ
て
コ
ー
ラ
 
ン
 に
あ
る
。
コ
ー
ラ
ン
 

に
 無
い
も
の
は
知
る
必
要
が
な
い
」
と
披
露
す
る
若
い
 教
師
の
教
育
談
議
に
耳
傾
け
る
⑦
・
 q
 
ョ
 
0
 
曲
 ョ
 
q
 
）
。
 

そ
の
後
も
幾
た
び
か
マ
ド
ラ
サ
の
教
育
風
景
を
目
に
し
 、
 論
じ
て
い
る
が
、
し
か
し
イ
ス
ラ
ー
ム
に
対
し
て
 
格
 別
 興
味
を
覚
え
た
の
 

は
 、
そ
の
伝
承
的
な
教
育
で
も
、
「
教
理
や
任
 解
書
の
 イ
ス
ラ
ー
ム
」
で
も
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
「
バ
ラ
 
カ
 の
 
ジ
ク
ル
 の
イ
ス
ラ
ー
 

ム
 」
、
す
な
わ
ち
そ
の
儀
礼
的
行
為
の
現
実
で
あ
る
。
 

が
 演
じ
る
 バ
ラ
カ
 の
奇
跡
に
、
オ
ッ
ト
ー
は
 釘
 づ
け
に
 

二
五
日
、
ラ
ク
ダ
の
 列
や
、
 運
び
屋
や
、
雑
多
な
商
人
 

な
る
。
 

た
ち
で
賑
わ
う
ア
ー
シ
フ
ィ
ー
の
マ
ル
ク
 ト
 の
一
角
で
 、
デ
ル
ウ
ィ
ー
シ
ュ
 

テ 

ネ 

  
  
  

島 
を 

あ 
と 

c 
  
た 
オ 
  
  
  
Ⅰ @@ へ @ 

貿 
易 
風 
c 
難 
儀 
  
た 

す 

え、 , 

五 

月 

中 
旬 
  
@@ Ⅰ へ @ 
ア 
  
  
カ 

西 
海 
山芹 

  
マ 
ガ 
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四
 

ア
ー
シ
フ
ィ
ー
の
マ
ル
ク
 
ト
 で
１
１
宗
教
 の
闇
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シ ひ ん 
ュ ど 師   
振 い を 
舞 び 見 
い つ 下 

に に す 

で 映 批 
は っ 半リ 

な た 者 
く こ た 
、 の ち 
そ バ と 

の う は 
青 力 明   
呪 彼 距 
術 ら 離 
を の を 
「 神 お 
い 学 い 

か 的 て 
さ 杓 い 
ま 車 る 
」 し   

と で す 
裁 裁 く 

断 断 な 
す し く 

る て と 
者 は も 
が め 、 

帯 な 西 
刀 い 欧 
す 。 の 
る む 客 
近 し 人 
ィ代 ろ の 
主 疑 倫 
義 間 理 
的 の 的 
な 子   

合理 神学 先は 

的 、 的 
偏 デ レ 
見 ル ン 
の ウ ズ 
，壊 イ @ こ 

刀 @ は 

  

教 葉 

れ さ さ ィ グ つ ル   た せ れ l 頭 を け ゥ 輪 
そ る 、 シ を 朗   
の 。 少 ュ 患 、 唱 く 。 @  な 
勇 三 年 が っ す る シ か 
は 人 は 自 た る ぐ ュ に 
輪 目 五 分 少 。 る が デ   

か の ち の 牛 蛙 振 、 ル 
ら 勇 夫 ビ が を り と ウ 
立 は る ュ 輪 も 回 ぐ イ   安 康 つ ヌ な た 。 を シ 
る だ ぎ l か 果 そ 巻 ュ     ほ の に は し き が 三人 デル黄菊 足 、 ひだ 連れ ヵ ズ 、 て三 舌 、 
ウ な に て か 人 を ぅ 

け ィ 患 引 こ ば そ ち ず   琶ょ月 正ゑ ; 色広ニ 
ュ 男 り 、 ス て ち っ 
が が こ そ タ 一 よ て 男輪 のに みの 、 剥 シ種 l の る出 いる 

。二人 手首を 入る。 聖なる きだし 状態だ 連禧 、 毒 した 
c 

っ 被 毛 に 。 ア 蛇 は 
か の を し ッ を 大 
み む 唱 た ラ 袋 小 
、 き え 襟   
彼 出 る 首 の ら テ   c 呼 取 イ 

開 に 奇 蛇 び り ン 
い し 跡 が か 出 パ 

せ た た が ま 

両 足 成 き   
力 歯 を   つけら 手に 唾 を、蛙 し遂げ フ く ゎ   な に ら れ 

れ パ 
と わ て 

つ 吐 ち れ 、 

ぶ 
が 人 き ょ た そ 

や 
突 も か ら 。 の 

いる 王者，え、 m 
た 腕   

き き 皆 け ち 蛇 頭 ち や 三 
つ 、 ょ は を 0 百 人 

    視 ろ 取 デ   力 に 目 
ぺ 六，三 じ壬 福 な り か タ 巻 の 
て 二丁 "  三ヨ さ め 外 ウ ロ き デ 



粗
野
な
エ
ク
ス
タ
シ
ー
に
狂
奔
す
る
 
デ
 ル
ウ
ィ
ー
シ
ュ
 の
 存
在
、
そ
し
て
野
蛮
な
 バ
ラ
カ
 。
日
常
倫
理
や
世
 界
 規
範
を
踏
み
 

り
 、
教
理
の
軌
道
を
も
踏
み
外
す
、
こ
の
「
素
朴
な
 
イ
 ス
ラ
ー
ム
の
古
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
狂
信
」
 あ
 
～
の
 

2
.
 
一
は
 、
た
し
か
に
醒
め
 

性
 に
は
、
そ
し
て
眠
れ
る
日
常
に
も
、
お
ぞ
ま
し
く
 異
 様
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
 否
 そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
 、
そ
れ
は
規
範
の
 に

じ
 

た
知
 

日
常
 

で む 
あ 「 と 

  る い も 
基   。 か め 

盤 。 す 、 き の こ さ れ 
の ま 、 た 位 人 に 彼ら り、 頼 や 叫び @ 」 と @ 」 

置 は そ 腕 、 ち だ は の 
す 私 の に そ   ゎ 何 奇 
べ た 際 血 の 自 り か 異 
き ち 魔 も ジ 分 に 別 な 
も に 力 流 ク た 
の は の さ ル ち 宗教 注意 のも 

で ぞ ご ず で の   
あ っと刀は宗 、 教 て 」 ラ 
る と き を お へ て 
。 す 聖 突 ガ を こ の を 半狂 要約 ほ る 者の き刺 ラス 

う 。 批つ 、 見 
半 り め 
拘 る 
理 オ   性 ヅ 

  
    彼 l 

か と 雄 ヒ ク 山 斥 を 
つ 七 % キ ス で 捉 
黒 髪 を ガ タ ね え 
様 と 生 エ シ け て 
で 唾 き か l な い 

あ 液 た を で く る 

る に ま 貫 首 睨 め 
縛 は 食 し み、 。 帯び ま引 9 す 

か   き い 丘帝 る 批 
し 奇 襲   り、 ィ可 半り 

か 者   あ た 
は 平子 そ う っ る ち 
、 い し l た 不 が 

なが 宗教 よ て @ 気 唾   味 棄 
の ら な し 
か 池 野 猿 振 も た 
の 方 蛮 か 舞 の 当 
不 を な れ れ へ の 
可 さ 儀 た   の も 
居、 迷 式 典 ァ こ の 

譲 れ だ に 
な 歩   奮ッ 状う わ ひ 
闇 く 血 態 l り そ 

- い の 

  
ぎ に 強 

定見く ご下向 
。 す け 
ユ ら 

ダ れ 
ヤ て 
教 い 
徒 る 
や よ 

つ > 
」 に 

ス 居 、 

ぅ わ 

知 し １ム れる。 - 
識 ち 
大 な 
の み 
発 @ こ         
に イ 

  ス 

  
儀礼を、オット 
  
必 れ 
ず は 
し ，慣 
も 習 
与 に 
し す 
て ぎ 
は な   
な 」 

い と 

  



 
 

 
 

の
 出
来
事
に
注
目
し
よ
う
。
こ
の
経
験
を
、
オ
ッ
ト
 
｜
は
 五
月
二
 0
 
日
 
（
日
付
は
 記
 
-
 

 
 
 
 

蜘
 

さ
れ
て
い
な
い
が
、
五
月
二
 

0
 日
 と
推
定
し
う
る
）
の
 、
 
安
息
日
の
日
記
に
記
し
て
い
る
。
 

  

眼 育 師 た 信 ね ね   
善 事 モ 
し Ⅱ 青 ロ た ちな い仰そ " の ぬぬ と " こさ の れ 
で で   と ら 大 北 し こ マ て 
" あ コ 五 そ " 熱 源 て う か き 
率 る で の 今 な の も し ク た 直 た ト 、 
な た こ で 宗 
警 と の   
を ュ 彩 ラ ル ラ 神 と す の l の 
綴 ダ る の と i 秘 え で 」 を 基 

ェ ム 的 ば に 宗 鉤 眉 

る 校 l   教 の の 、ト 。 願望 らも てい 闇で のは 

化とと 察では イ そ と 嗅 る あ 、 隠 
フ れ 期 ぎ よ っ 倫 れ   

ぶか江し 六日活 

な 

勃 如 
@ こ し 

占 た   を 琢   
め の 照 の 
ろ は ら ム 口   荒 義の 削り イ ん うー 気の宗 す 理 
ブ ユ 
、 ノ ダ   そ 的 

の む 
ス ヤ l は そ 能 確 「 
の 教 ム な も と か 図 
強 め ほ く そ 衝 な 式 
い 状 ご 、 も 動 万 化 

一 む ど と 法 」 況 影響 、   読 め 
に と ての ひこ Ⅱ㏄ -G- バ ろ なも 

は 衣   い な 
文 わ う の 宗 ま い 
ィヒ Ⅰ ナ 

使 そ   
節 の 、 眺 奇 み き 
の 教 睨 め 跡 と と 

が
 刻
印
し
た
「
い
か
さ
ま
」
な
る
レ
ッ
テ
ル
で
封
殺
し
 
う
る
唾
棄
す
べ
き
代
物
と
は
何
か
別
も
の
だ
。
む
し
ろ
 
そ
れ
は
、
こ
こ
か
ら
 宗
 

 
 

教
が
 自
ら
を
生
み
出
し
て
き
た
、
宗
教
の
地
下
の
基
盤
 
で
は
な
い
の
か
。
宗
教
の
「
純
粋
形
態
」
㊥
・
 72
 
の
・
 
一
も
 も
と
は
そ
こ
か
ら
生
み
 

  

 
 



つ
 し
り
し
た
書
見
台
を
備
え
た
小
さ
な
祭
壇
。
 @
 
暉
 

時
は
安
息
日
。
と
て
 っ
 も
な
く
汚
 い
 暗
 い
 ポ
ー
チ
で
す
 で
に
、
私
た
ち
は
 祈
薦
め
 
「
お
祈
り
」
と
聖
書
朗
読
を
 
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ
 

か
ら
教
会
や
モ
ス
ク
に
伝
え
ら
れ
た
、
あ
の
な
か
ば
 歌
 ぅ
 よ
う
な
、
な
か
ば
唱
え
る
よ
う
な
鼻
音
の
詠
唱
を
耳
 
に
し
て
い
た
。
 
美
 

し
い
響
き
で
、
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
の
よ
う
に
交
互
に
入
 
れ
 か
わ
り
続
く
規
則
的
な
明
確
な
転
調
と
抑
揚
が
容
易
 
に
 聞
き
分
け
ら
れ
 

る
 。
 
一
 詔
一
ま
 

n
@
 

葉
を
解
き
分
か
ち
意
味
を
理
解
し
よ
 う
と
、
耳
は
は
じ
め
は
無
駄
骨
を
折
っ
た
が
、
も
う
そ
 
ん
な
徒
労
を
断
念
 

し
よ
う
と
し
た
そ
の
矢
先
、
突
然
声
の
も
つ
れ
が
溶
け
 

荘
厳
な
お
の
の
き
が
五
体
を
貫
き
一
斉
に
 
、
 澄
ん
だ
声
で
、
 
き
 

っ
 ぽ
り
と
は
じ
き
 る
 。
 

木
ゅ
隼
 
0
 の
の
 
ア
 パ
 リ
隼
 
0
 の
の
 
ア
 パ
 リ
隼
 
0
 の
り
 
プ
 Ⅱ
ざ
三
ヨ
 ト
巨
 。
 目
 全
い
 色
 p
o
 
芽
 ト
ヨ
日
の
・
 
c
 
 
下
 ゆ
 の
の
 
す
ヨ
臼
 @
 
ヨ
ミ
リ
ぎ
 a
r
 
の
 ぃ
 零
丁
 0
 隼
 0
 
 
一
 

爺
 主
な
る
か
な
、
聖
な
る
か
な
、
聖
な
る
か
な
、
 
万
軍
 の
 主
、
そ
 の
 栄
光
は
全
地
に
満
つ
 !
-
 

サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
で
枢
機
卿
た
ち
の
の
 ゅ
コ
 
の
（
 
c
 の
 
。
の
 
ゅ
 日
日
夕
の
 ゅ
コ
 
の
片
口
の
を
、
ク
レ
ム
リ
ン
の
大
聖
堂
で
 
の
 名
田
ダ
の
名
田
 ダ
 

の
 名
田
（
を
、
エ
ル
サ
レ
ム
で
総
主
教
の
 ヱ
ゅ
住
 0
 の
・
 
ヱ
ゅ
 
雙
 0
 臼
ヱ
ゅ
四
 0
 の
を
、
私
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。
 

い
 ず
れ
 か
 
り
舌
口
 
葉
う
二
響
 

き
は
じ
め
よ
う
と
、
お
よ
そ
人
の
口
を
つ
い
て
出
る
か
 ぎ
り
な
く
岩
木
 -
@
 

回
む
 @
 
し
か
り
舌
口
業
 

は
、
そ
か
 り
 底
ド
に
ね
ひ
ろ
超
 俗
 的
な
る
も
の
の
 

秘
 義
を
、
途
方
も
な
 い
 お
の
の
き
を
こ
め
て
 よ
び
醒
ま
 し
 揺
り
動
か
し
、
い
つ
も
人
の
魂
の
奥
底
を
打
つ
。
 
こ
 こ
 、
こ
の
み
す
ぼ
 

安
息
日
 

 
 
 
 

薄
暗
い
小
ホ
ー
ル
。
長
さ
一
 0
 

メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
、
 
幅
 五
メ
ー
ト
ル
や
っ
と
。
上
部
か
ら
か
す
か
な
明
か
り
。
 
壁
面
の
褐
色
の
 
 
 

 
 
 
 
 
 

羽
目
板
は
、
つ
り
下
が
っ
た
 三
 0
 

個
の
灯
油
ラ
ン
プ
の
 濃
煙
 で
す
す
け
て
い
る
。
壁
に
沿
っ
て
ぐ
る
り
と
、
 托
 鉢
 修
道
会
 土
 の
 聖
 

 
 

軟
球
椅
子
 席
 の
よ
う
な
、
仕
切
り
座
席
の
つ
い
た
 べ
ン
 チ
 。
 
幅
 狭
の
間
仕
切
り
の
な
か
の
背
の
高
い
厨
子
、
 そ
 し
て
中
央
に
は
が
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的
な
、
こ
の
「
 旅
 便
り
」
の
公
刊
の
ゆ
え
で
も
あ
ろ
う
  
 

と
も
あ
れ
、
こ
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
体
験
の
ゆ
え
に
、
「
 研
 究
に
 費
や
す
時
間
が
ど
の
旅
行
よ
り
も
少
な
か
っ
た
 
こ
の
休
養
旅
行
こ
そ
 

が
、
 妙
な
こ
と
に
も
っ
と
も
良
く
知
ら
れ
た
旅
に
な
っ
 
た
 」
㊤
 宰
ぎ
 z
 
の
「
 
け
 ミ
ス
そ
し
て
、
こ
の
旅
の
意
義
に
 
ふ
れ
た
解
釈
者
た
ち
の
 

光
 @
=
 

口
 -
 
と
 
「
 
9
-
.
 

の
り
 

巨
，
 
）
。
の
。
・
 

巾
 @
@
0
 

。
の
。
・
 

巾
 m
 
：
）
：
 
ヰ
 @
 
田
 e
u
r
u
s
 

圭
 こ
も
 す
べ
て
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
そ
の
核
心
を
、
 旅
 便
り
 が
は
る
か
に
詳
細
に
記
 

し
て
い
る
イ
ス
ラ
ー
ム
に
で
は
な
く
、
そ
の
記
録
が
わ
 ず
か
な
こ
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
体
験
に
求
め
て
い
る
。
 
し
 か
し
オ
ッ
ト
ー
自
身
の
 

「
報
告
書
」
は
 、
 「
と
り
わ
け
興
味
深
い
当
地
の
ユ
ダ
ヤ
 教
の
状
況
を
認
識
さ
せ
て
く
れ
た
」
と
は
記
し
て
い
る
 
が
 、
こ
の
 シ
ナ
ゴ
｜
 

グ
の
 体
験
に
は
ま
っ
た
く
ふ
れ
て
い
な
い
。
 

理
由
は
と
も
あ
れ
、
流
布
し
た
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
 、
 望
観
念
の
ル
ー
ツ
探
し
の
興
味
に
幻
惑
さ
れ
て
、
こ
の
 
旅
 の
 豊
鏡
 な
る
経
験
 
19 (497) 

も と i" ロ   
つ げ こ 「 モ 

と た の 聖 ロ 
0 オ 休 む ッ 
    ソ 験 る コ らしい た舌口業㊤・ 708 
こ ト は か の 

  場所 さ ・ で、 オ の体 込臼 自 ー 、 な」 序 一 そ で 

験 身 ッ 0 部 の は 
の の ト 三 市 自ヰ 収 
  初 こ マガ 人 u  つ 簗 元三ロ１ -7- 0 口 @ 日日 し @ @, し @ @@   譲 以 
ぱか も ら 「 聖オ       そ も 」 う の 
" 観 ト け ど 

た こ 
民 で   

の よ 
回 り 
か も 
ら 激 
型 日 し 

く、きは 
じ こ 

と め の 
あ る か   る ぎ 

八期工 明椛叩 Ⅱの ヰ ・ 才 Ⅱ ト 
司 り 

さ 時 な 
な @"  し { 
シ   出生 
ナ 0 局 

の し 験     民 な 一 
  の 言 
グ 悪 業 
で   運 は   が、   

公 そ 知 安 
刊 れ ら 

激 イ 
自ひ し ザ 

の は れ 日 く ヤ 
な 容 て 

に田 

， む を 
か 易 い 胸 は 
で は ろ ' 。 ム " に じ 

  弟 わ 読み き 。 
迫 め 

た っ て 

め と 子 セ て 聞 
て ね た ラ き き 

倒 る ち ピ た 知 外 (<: ム   



の
 核
心
を
、
む
し
ろ
覆
い
隠
す
役
割
を
果
た
し
て
い
る
 
よ
う
 に
思
わ
れ
る
。
こ
の
旅
の
多
彩
な
体
験
の
ダ
 
イ
ナ
 ミ
ズ
ム
を
、
「
聖
の
 ル
 

｜
ツ
 」
と
い
う
、
か
ぎ
ら
れ
た
事
実
の
表
皮
に
収
飯
さ
 
せ
 、
こ
の
 
八
 聖
の
原
体
験
）
の
宝
探
し
の
興
味
に
足
を
 
す
く
わ
れ
て
、
公
ホ
 教
 

の
 原
風
景
）
へ
と
向
か
う
旅
す
る
オ
ッ
ト
ー
の
澄
ん
だ
 
眼
差
し
が
、
曇
ら
さ
れ
て
い
る
 よ
う
 に
思
わ
れ
る
。
 か
 く
し
て
、
こ
の
不
幸
な
 

固
定
観
念
を
ふ
り
払
い
、
こ
の
体
験
の
基
本
的
な
意
味
 
を
へ
 事
実
）
に
即
し
て
素
直
に
追
体
験
す
る
こ
と
が
 求
 め
ら
れ
る
。
 

こ
れ
に
必
要
な
解
釈
上
の
布
置
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
 

ま
ず
第
一
に
、
こ
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
体
験
を
、
そ
れ
 自
 体
 と
し
て
抽
出
す
る
の
で
な
く
、
 テ
ネ
 リ
 ブ
ェ
 の
民
俗
 宗
教
、
マ
ル
ク
 ト
 の
 

バ
ラ
カ
 な
ど
、
ど
こ
ま
で
も
こ
の
旅
の
多
様
な
経
験
の
 
ひ
と
つ
と
し
て
主
題
化
し
、
多
彩
な
宗
教
体
験
の
ダ
イ
 
ナ
ミ
ズ
ム
の
な
か
で
 読
 

み
 直
す
。
第
二
に
、
「
聖
な
る
か
な
」
の
感
動
を
 、
そ
 の
 「
か
ぎ
り
な
く
崇
高
な
言
葉
」
の
即
自
的
な
意
味
 領
 域
 に
お
い
て
見
る
の
で
 

な
く
、
こ
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
を
と
り
ま
く
状
況
全
体
を
背
 景
 に
浮
か
ん
で
く
る
 
へ
 
聖
な
る
も
の
の
 原
郷
 ）
の
生
き
 た
 コ
ス
モ
ス
の
な
か
で
 

読
み
解
く
。
 

ま
ず
、
こ
の
体
験
を
生
み
出
し
た
裾
野
の
風
景
に
注
目
 
し
 、
シ
ナ
ゴ
ー
グ
を
と
り
ま
く
情
景
か
ら
見
て
お
こ
う
 
。
そ
し
て
「
聖
な
る
 

か
な
」
の
感
動
を
招
来
し
た
特
異
な
コ
ス
モ
ス
を
 、
シ
 ナ
 ゴ
ー
グ
に
足
を
踏
み
入
れ
る
前
の
状
況
か
ら
追
体
験
 
し
て
み
よ
う
。
 

沿
岸
都
市
の
光
景
を
、
オ
ッ
ト
ー
は
高
い
バ
ル
コ
ニ
ー
 
の
上
か
ら
生
き
生
き
と
描
い
て
い
る
②
・
「
 o
e
 
。
 

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ム
 
ム
 の
小
さ
な
教
会
か
ら
、
五
月
の
信
、
心
 
を
 告
げ
る
マ
リ
ア
の
歌
が
響
き
わ
た
り
、
ミ
ナ
レ
ッ
ト
 
0
 回
廊
か
ら
、
ム
ェ
 

ツ
メ
ー
ン
の
 タ
 べ
の
礼
拝
の
呼
び
か
け
が
生
口
げ
ら
れ
て
 
い
る
。
こ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
沿
岸
都
市
の
輝
く
陽
光
の
も
 
と
に
、
シ
ナ
ゴ
ー
 ク
 が
 

四
 0
 ば
か
り
、
密
や
か
に
た
た
ず
ん
で
い
る
。
「
そ
の
ほ
 と
ん
ど
は
寄
進
で
ま
か
な
わ
れ
る
私
設
の
も
の
で
、
 
民
家
の
な
か
に
あ
り
、
 

付
属
礼
拝
堂
の
よ
う
に
維
持
さ
れ
、
古
 
い
 タ
イ
プ
の
う
 ビ
と
 信
奉
者
た
ち
が
世
話
す
る
 祈
 情
所
 兼
 タ
ル
ム
ー
ド
 学
校
だ
。
」
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ゲ
ッ
ト
ー
の
入
り
組
ん
だ
迷
路
を
通
り
、
暗
闇
の
狭
い
 
階
段
を
上
っ
て
、
オ
ッ
ト
ー
が
案
内
さ
れ
た
の
は
、
 
こ
 う
し
た
「
ま
だ
西
洋
 

人
の
手
が
ふ
れ
て
い
な
い
古
い
様
式
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
」
 
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
 

彼
を
迎
え
た
ポ
ー
チ
は
薄
汚
く
 、
小
 ホ
ー
ル
も
灯
油
 う
 シ
フ
 の
 濃
煙
 で
す
す
け
薄
暗
い
。
小
さ
な
祭
壇
、
壁
際
 
の
 べ
ン
チ
、
す
べ
て
 

が
 貧
弱
で
暗
い
。
オ
ッ
ト
ー
が
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
の
 
シ
ナ
ゴ
ー
グ
は
 、
 ギ
ラ
ギ
ラ
し
た
陽
光
の
も
と
白
く
輝
 く
 外
部
の
伸
び
や
か
な
 

光
景
と
は
、
ま
こ
と
に
対
照
的
だ
。
お
 ょ
そ
絢
燗
 た
る
 光
輝
と
も
、
伸
び
や
か
な
広
が
り
と
も
無
縁
な
 
、
 密
や
 か
に
た
た
ず
 れ
シ
ナ
ゴ
 

｜
グ
 内
部
の
、
日
常
の
営
み
に
背
を
向
け
た
こ
の
暗
い
 閉
鎖
空
間
に
は
、
外
部
や
高
み
へ
の
視
覚
の
開
放
が
 
、
 そ
し
て
そ
れ
が
も
た
ら
 

す
 高
揚
や
魂
の
解
放
 路
 が
ま
る
で
拒
ま
れ
て
い
る
。
 
，
 
」
う
し
た
情
景
の
生
地
の
上
で
、
聖
の
原
体
験
の
発
酵
 模
様
が
繰
り
広
げ
ら
れ
 

る
 。
 

つ
ぎ
に
、
ラ
ビ
が
 源
 古
の
賛
歌
を
歌
い
だ
し
、
会
衆
が
 そ
れ
に
応
諾
し
た
と
き
の
、
「
聖
な
る
か
な
」
の
三
唱
 に
 感
動
す
る
、
そ
の
 

直
前
の
状
況
に
任
目
し
て
み
よ
う
。
 

こ
の
暗
い
建
物
に
足
を
踏
み
入
れ
た
と
き
、
入
口
の
 ポ
 ｜
チ
 で
す
で
に
、
オ
ッ
ト
ー
は
、
 祈
禧
歌
や
 ト
ー
ラ
ー
 の
 朗
読
、
あ
る
い
は
 

賛
歌
の
美
し
い
響
き
を
耳
に
す
る
。
そ
し
て
ま
ず
最
初
 
は
 、
そ
の
「
舌
口
葉
の
意
味
」
内
容
の
読
解
に
心
配
っ
て
 Ⅰ
い
る
。
し
か
し
舌
口
業
 

の
 

土
日
 

ゅ
 
味
へ
の
問
い
を
断
念
し
よ
う
と
し
た
そ
の
矢
先
、
 
コ
 壮
厳
 な
お
の
の
き
が
五
体
を
貫
き
」
、
か
の
セ
ラ
ピ
 ム
 の
 賛
歌
が
響
き
わ
た
る
。
 

信
仰
理
念
の
ロ
ゴ
ス
内
容
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
断
念
し
 
よ
う
と
し
た
そ
の
と
き
、
そ
れ
と
ひ
き
換
え
に
、
純
粋
 
に
 感
性
的
な
音
声
の
魅
 

惑
 的
な
力
に
包
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
「
か
ぎ
り
な
く
 窒
 局
な
 舌
口
業
」
が
響
き
出
る
、
こ
の
知
覚
風
景
は
興
味
深
 い
 。
こ
こ
で
は
、
視
覚
 

的
 拡
散
は
も
と
よ
り
、
ロ
ゴ
ス
の
装
飾
も
は
ぎ
取
ら
れ
 
て
 、
音
声
の
魅
惑
的
な
力
が
純
粋
に
発
揚
さ
れ
、
迫
っ
 
て
く
る
。
 

ち
な
み
に
「
聖
な
る
か
な
」
の
三
唱
に
つ
い
て
い
え
ば
 、
理
念
の
違
い
を
内
包
し
た
ロ
ゴ
ス
と
し
て
の
舌
口
語
 そ
 の
も
の
の
相
違
は
問
   



と
も
あ
れ
聖
の
経
験
は
、
聖
典
の
講
読
や
宗
教
資
料
の
 分
析
か
ら
で
は
な
く
、
現
実
の
宗
教
経
験
と
の
生
き
た
 
出
会
い
の
感
動
の
な
 

 
 

望
観
念
の
ル
ー
ツ
探
し
を
楽
し
む
た
め
で
は
な
い
。
 
あ
 く
ま
で
も
オ
ッ
ト
ー
 宗
 

教
学
の
基
調
を
告
げ
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
は
や
は
り
 重
要
で
あ
る
。
あ
ま
た
の
オ
ッ
ト
ー
解
釈
に
見
ら
れ
る
 
、
理
論
の
鎧
で
重
装
備
 

 
 

 
 

 
 

わ
れ
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
、
そ
れ
は
舌
口
語
の
違
い
と
 
は
 無
関
係
に
同
じ
よ
う
に
感
動
的
だ
と
表
現
し
て
い
る
 
。
そ
れ
は
、
聖
な
る
も
 

の
の
経
験
に
と
っ
て
、
舌
口
語
の
理
念
内
容
の
相
違
が
必
 
ず
し
も
本
質
的
で
は
な
い
こ
と
を
語
る
か
の
よ
う
で
あ
 
る
 。
す
な
 ね
 ち
、
舌
口
語
 

に
 結
晶
し
た
宗
教
経
験
の
理
念
的
意
味
 や
 コ
ス
モ
ロ
 ジ
 １
 で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
を
背
景
へ
と
ゲ
シ
ュ
タ
 
ル
ト
，
チ
ェ
ン
ジ
 し
た
 

と
き
に
、
そ
れ
を
超
越
し
た
形
で
そ
こ
か
ら
新
た
に
 立
 ち
 現
れ
て
く
る
コ
ス
モ
ス
の
知
覚
的
な
表
象
そ
の
も
の
 
に
ひ
そ
む
ヌ
ー
メ
ン
の
 

-
8
-
 

f
a
 

の
の
ぎ
の
 

コ
 ㏄
の
 力
 が
、
そ
し
て
そ
れ
を
 預
 覚
す
る
 ヌ
｜
 メ
ン
 的
 感
情
が
、
注
目
さ
れ
て
い
る
 よ
う
 に
思
わ
れ
る
  
 

こ
の
知
覚
風
景
を
再
見
し
て
お
こ
う
。
聖
典
の
朗
唱
、
 
ト
ー
ラ
ー
の
朗
読
が
も
た
ら
し
た
宗
教
的
感
動
は
 
、
 「
 聖
な
る
か
な
」
の
 三
 

唱
 に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
聴
覚
に
よ
る
知
覚
の
高
揚
 に
 先
立
っ
て
、
ま
ず
最
初
、
光
と
影
が
 織
 な
す
色
彩
 や
 、
乳
香
の
匂
 い
 な
ど
の
 

刺
激
に
触
発
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
嗅
覚
や
視
覚
的
世
 界
 に
よ
 ぴ
 醒
ま
さ
れ
た
感
覚
の
高
揚
は
、
と
り
わ
け
 昔
 0
 世
界
、
そ
れ
も
 無
伴
 

奏
の
 タ
ル
ム
ー
ド
の
朗
唱
と
か
桁
橋
の
よ
う
な
人
の
士
 円
 だ
け
で
な
く
、
鐘
の
音
な
ど
も
含
ん
だ
全
体
と
し
て
 
の
 聴
覚
的
世
界
に
よ
っ
 

て
 、
知
覚
の
宗
教
的
高
み
へ
と
誘
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
 
れ
に
し
ろ
、
こ
の
か
ぎ
り
な
く
崇
高
な
舌
口
薬
、
「
 

望
む
 る
か
な
」
の
三
唱
に
 荘
 

厳
 な
お
の
の
き
を
覚
え
た
そ
の
宗
教
的
感
動
の
世
界
は
 、
宗
教
的
表
象
が
帯
び
て
い
る
こ
の
聴
覚
や
視
覚
、
 
さ
 ら
に
は
嗅
覚
を
も
動
員
 

し
た
知
覚
の
ム
ロ
 唱
的
 世
界
で
も
あ
っ
た
。
 

  



聖 の 原郷 

  
一・ l  l 三 
  

本     
よ、 @ 

筆 
者 
  

  
す 
  
  
  
  
    
  
机解 

作 
業 
    
環 
  
  
            
  
あ， 
  
    

  
あ， 

る 。 

全 
体 
  
構 
図、 

資 
平井 

解 

題 

  
  
  
  
  
  
    

  

し
た
方
法
論
議
が
ど
こ
か
空
疎
に
映
る
の
は
、
こ
の
 聖
 の
 原
体
験
が
如
実
に
告
げ
る
オ
ッ
ト
ー
宗
教
学
の
原
 
風
 景
を
素
通
り
し
て
い
る
 

か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
 

と
は
い
え
聖
の
原
体
験
は
、
こ
の
「
聖
な
る
か
な
」
の
 感
動
と
い
う
特
定
体
験
に
収
飯
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
 
、
民
俗
宗
教
や
 イ
ス
 

ラ
ー
ム
を
含
め
た
こ
の
旅
の
経
験
全
体
の
な
か
で
読
み
 と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
自
然
崇
拝
に
ふ
れ
て
、
「
 美
的
体
験
は
宗
教
で
は
 

な
い
」
と
つ
ぶ
や
き
、
バ
ラ
 カ
 ・
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
、
 ヨ
 ホ
教
は
倫
理
で
は
な
い
」
と
納
得
す
る
。
聖
な
る
世
界
 
の
 遠
景
を
、
美
意
識
と
 

も
 倫
理
と
も
違
っ
た
、
そ
れ
ら
を
超
絶
し
た
世
界
と
し
 
て
 視
野
に
お
さ
め
た
オ
ッ
ト
ー
は
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
（
 聖
な
る
世
界
の
胎
内
 め
 

ぐ
り
 ）
に
お
い
て
、
「
聖
な
る
も
の
」
を
体
験
し
、
 宗
 教
 経
験
の
核
心
に
ふ
れ
る
。
 

そ
し
て
こ
の
聖
の
原
体
験
は
、
知
覚
的
世
界
と
深
く
結
 び
つ
い
て
い
る
。
「
旅
す
る
オ
ッ
ト
ー
」
は
、
宗
教
的
 
コ
ウ
 
ハ
モ
ロ
㌧
ノ
ー
 
か
 り
 
込
珊
 

理
的
 深
奥
や
倫
理
的
峻
厳
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
そ
の
 社
会
的
機
能
で
も
な
く
、
聖
な
る
経
験
 領
野
 へ
と
わ
け
 知
ら
ず
誘
 い
 こ
む
宗
教
 

的
な
知
覚
的
表
象
の
美
学
に
 惹
き
 寄
せ
ら
れ
、
宗
教
 経
 験
の
意
味
を
、
そ
の
基
層
を
彩
る
知
覚
的
世
界
の
扉
 
か
 ら
 感
得
し
よ
う
と
試
み
 

は
じ
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ア
フ
リ
カ
を
後
に
 
し
 帰
路
を
辿
る
オ
ッ
ト
ー
の
心
胸
の
裡
を
、
と
り
わ
け
 、
道
中
変
貌
を
と
げ
た
 

「
旅
す
る
オ
ッ
ト
ー
」
の
宗
教
理
解
の
相
貌
を
、
こ
の
よ
 う
に
思
い
描
く
こ
と
が
出
来
よ
う
。
 

七
月
三
一
日
、
オ
ッ
ト
ー
は
 、
 「
カ
ナ
リ
ア
諸
島
、
 モ
 ロ
ッ
コ
 、
南
 ス
ペ
イ
ン
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
イ
タ
リ
ア
 
へ
の
旅
か
ら
帰
っ
た
 

こ
と
を
学
部
に
報
土
日
」
 
-
 
「
ド
ク
メ
ン
ト
」
 

け
 q
q
 
）
 し
 、
こ
の
 聖
 の
 原
 郷
へ
の
旅
に
幕
を
下
ろ
し
て
い
る
。
 



午
と
 
一
八
九
五
年
の
旅
に
つ
い
て
は
、
「
オ
ッ
ト
ー
宗
教
学
の
原
 

風
景
 ｜
 
「
旅
す
る
オ
ッ
ト
ー
」
 
二
 
二
三
鹿
児
島
大
学
文
科
報
土
 三
三
 0
 号
 、
一
九
 

九
四
年
 -
 、
「
聖
地
を
巡
る
 ｜
 
「
旅
す
る
オ
ッ
ト
ー
」
 
二
 一
一
」
 
-
 回
 二
 二
号
、
一
九
九
六
年
 
-
 拳
 昭
 ，
な
お
「
一
九
一
一
年
の
旅
」
の
 解
読
に
あ
た
っ
て
 

桝
 
 
 

は
 、
田
川
日
出
夫
氏
 -
 鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
 -
 に
、
こ
の
旅
の
 
解
読
に
必
要
な
カ
ナ
リ
ア
諸
島
に
 凹
 す
る
貴
重
な
資
料
を
ご
 
配
 慮
 い
た
だ
い
た
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 

-
2
 一
七
 %
.
 力
 ・
 由
 0
 の
 オ
や
，
 刃
ロ
 
笘
 0
 耳
 0
 目
 0
 一
ア
の
す
 

0
 コ
ロ
コ
口
目
ど
 
Ⅱ
 オ
 ，
，
一
コ
 

一
 く
ど
さ
ま
い
 

ざ
 ・
ン
ト
 

0
-
.
 
）
 4
.
 

Ⅰ
の
中
ゴ
 

伍
 ・
）
㏄
 

っ
 一
）
脂
の
：
 

刃
 ・
の
 
い
 ま
 コ
い
 
の
（
 
-
,
 
刃
ロ
 
良
 0
 目
 0
 口
 。
 

由
コ
 
（
 
毛
仁
ユ
 の
ぎ
 窯
由
ざ
 ㎎
「
 
い
 で
三
の
 
，
 ・
 ぎ
 一
 %
 ま
 き
 ㌔
 0
 ～
～
 

ら
げ
 出
き
て
 
ミ
 ま
 江
崎
 き
 「
 鮎
雨
 由
ミ
 心
ぎ
萌
き
淀
 ま
安
さ
 自
 あ
ま
 毬
荘
荘
む
ド
 き
 め
ら
 
～
 
ら
 
咬
む
 寸
心
ま
に
・
 

す
 Ⅰ
の
 

m
.
 

づ
 ・
 由
 

由
 0
 コ
 ぃ
 一
ア
 
の
ナ
ユ
 

0
 コ
 -
 ）
の
Ⅱ
 

こ
 。
の
・
ト
ム
㌣
Ⅰ
 由
 o
o
N
0
 

Ⅰ
，
 刃
仁
笘
 
0
 一
十
 
0
 （
 
（
 
0
-
 ）
㏄
 
ひ
の
 
一
ト
 
の
 ㏄
 コ
 
@
 円
二
の
 
0
%
g
e
 ロ
コ
笘
 
刃
ユ
一
 
%
0
 コ
の
毛
乙
の
 

0
 コ
 い
 
い
 す
 p
h
 
（
 
-
 
の
「
 
:
-
-
 

コ
 -
 鼠
ミ
 

ぎ
ド
 ハ
心
 
ト
 Q
 ぬ
 ～
 
雨
か
マ
 

～
 
雨
ぎ
 
q
n
 
「
 い
お
 
-
 
ぬ
ま
 中
ド
Ⅰ
 

卜
 
ま
ぬ
ヘ
心
の
め
 

Q
.
 

甘
臣
 き
き
 も
雨
ド
ヰ
い
 

す
Ⅰ
の
㎎
・
 

づ
 ・
Ⅰ
の
 
い
す
コ
い
 

い
 て
 -
 
ヲ
う
ぃ
Ⅰ
す
口
Ⅰ
 

m
-
 
ト
の
 
Ⅱ
 目
 -
 。
の
・
㏄
 

ひ
り
一
 

㏄
㏄
 
り
 -
 下
 Q
 
ト
 -
 
ヨ
目
 ユ
 

由
ま
荘
ら
 

㌔
 0
 ～
～
 

0
@
 ト
毬
 ㌔
 
毬
 ～
 
コ
 
Q
 も
 g
n
 

～
～
 

0
 毬
ぎ
臣
 み
田
 臣
 ～
～
ら
め
も
 

臣
 ～
 
い
 
い
～
 Ⅱ
お
さ
ぎ
 
簿
 
-
 
の
す
 
い
 で
 巴
 コ
ヨ
 ぃ
コ
ユ
ア
 
0
 コ
笘
 
0
 コ
 。
お
㏄
と
：
の
・
 
ロ
 ・
ト
ニ
 
の
の
 寂
 L
.
-
,
 

由
 ま
 き
 ㌔
 

0
 ～
 
ぎ
 ・
・
も
ま
 

き
ひ
ぎ
憶
 
S
 ち
ぎ
 ぃ
い
～
 
ぬ
 毬
も
め
 ミ
ぎ
 ～
田
沼
ぬ
 
ヒ
め
 -
 
ロ
 の
 「
一
 
@
 
コ
 。
）
 
の
の
 
ミ
 ・
 父
 2
 一
の
引
用
は
、
著
者
名
の
み
を
略
記
す
る
ご
 

-
3
-
 経
験
を
奪
わ
れ
た
理
念
は
、
宗
教
経
験
の
現
実
に
は
と
ど
 か
な
い
。
宗
教
経
験
が
理
解
可
能
に
な
る
の
は
、
概
念
的
に
明
せ
 
き
な
原
理
か
ら
論
証
的
 

ほ
 で
は
な
く
、
体
験
レ
ベ
ル
の
直
観
的
把
握
に
お
い
て
で
あ
る
。
 

こ
の
オ
ッ
ト
ー
の
宗
教
解
釈
の
基
調
は
 

、
 彼
の
学
以
前
の
コ
ス
モ
 

ロ
ジ
ー
の
傾
向
で
 

あ
る
と
と
も
に
、
自
覚
的
な
学
的
正
秀
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
旅
に
 
先
立
つ
木
ぶ
 瞭
き
 Ⅱ
ふ
 い
 
め
げ
う
か
心
安
～
 

ミ
 寒
も
 ミ
 ～
 
n
 の
も
か
 
～
 
e
u
 ぉ
も
 ぎ
捷
ト
毬
ド
ぺ
 
毬
も
ま
江
崎
 

ぬ
巣
 ぎ
ぃ
 ヨ
 e
o
 

～
ら
め
～
 

0
 口
 珪
ぎ
 n
,
 

の
コ
 
-
 こ
 。
 
S
 

で
明
確
に
打
ち
出
 
さ
れ
、
「
聖
な
る
も
の
」
一
七
匹
・
 パ
ぢ
 ・
 
2
 千
 燵
 し
で
も
く
り
か
え
 さ
れ
た
こ
の
 
預
覚
論
 

の
 主
張
 は
 、
し
か
し
は
じ
め
に
そ
の
理
論
ラ
リ
ー
ス
 
一
 か
ら
も
 た
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
一
八
九
五
年
の
旅
が
告
げ
て
い
る
よ
 
う
に
、
む
し
ろ
 
旅
 

先
の
宗
教
経
験
と
の
出
会
い
の
な
か
で
、
そ
れ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
 
の
 内
的
要
請
と
し
て
具
体
的
に
発
酵
し
か
つ
確
信
さ
れ
て
い
っ
 
た
 。
フ
リ
ー
ス
の
 
理
 

論
は
 、
そ
の
論
理
的
彫
琢
の
過
程
で
援
用
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
 
あ
ろ
う
。
 
宅
 旅
す
る
オ
ッ
ト
ー
 
二
こ
 」
参
照
。
 一
 

（
 
4
-
 
目
性
・
も
 
8
 
Ⅰ
 ぎ
 ～
ミ
ぃ
一
口
「
の
 

四
 p
c
 

。
）
の
）
「
。
 

ま
由
コ
ぃ
ゴ
 

の
 コ
 P
o
 

の
の
 

"
 
。
 
-
3
0
.
N
 

一
 
（
・
ロ
ロ
・
 

-
 パ
い
口
・
 
ヱ
 ・
す
の
 

9
.
 

の
・
）
 

お
 ・
ト
目
・
一
山
谷
省
吾
 
訳
 
「
聖
な
る
も
の
」
岩
波
 文
 

庫
 、
一
七
章
、
一
九
 
0
 頁
 参
照
。
 一
 

（
 
5
 ）
か
っ
て
エ
ル
サ
レ
ム
（
一
八
九
五
年
）
で
、
粗
暴
な
 喧
燥
 に
 包
ま
れ
た
復
活
祭
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
「
な
ん
て
ス
キ
ャ
 

ン
ダ
ラ
ス
な
 
!
 こ
れ
で
 

キ
リ
ス
ト
教
徒
を
自
称
す
る
と
は
、
な
ん
て
ひ
ど
い
奴
だ
 
!
 」
と
 、
そ
の
儀
礼
が
お
び
た
粗
野
な
異
教
的
表
象
を
冷
笑
し
批
判
す
 
る
 ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
 
と
 

は
 対
照
的
に
、
オ
ッ
ト
ー
は
、
そ
う
し
た
自
己
本
位
の
哺
 
笑
や
批
 判
の
介
入
の
余
地
の
な
 い
 ほ
ど
に
、
そ
の
奇
異
な
出
来
事
に
完
 全
に
 虜
に
な
り
、
 
ひ
 

た
す
ら
そ
の
「
純
粋
観
照
」
に
身
を
委
ね
て
い
た
。
 

一
 
「
旅
す
る
 オ
 ッ
ト
 １
 %
 こ
 」
七
章
参
照
。
 -
 

-
6
 一
 
オ
ッ
ト
ー
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
対
し
て
、
と
り
わ
け
神
韻
 
念
の
合
理
的
お
よ
び
倫
理
的
側
面
の
 禾
執
 な
い
し
欠
落
 

ヨ
性
 ・
 し
 コ
 ・
の
・
 

P
P
N
.
 

Ⅰ
そ
の
 営
 

利
 的
側
面
へ
の
嫌
悪
 ヨ
区
 ・
の
 
ぃ
ゴ
ぎ
お
 
「
の
・
 
田
 一
の
ゆ
え
に
、
 
も
 つ
 と
も
非
共
感
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
 

た
し
か
に
そ
れ
は
、
 
ヵ
 イ
ロ
二
八
九
五
年
 -
 の
 デ
 ル
ウ
ィ
ー
 シ
 ュ
 と
の
出
会
い
宮
の
Ⅰ
㏄
 つ
 @
 口
（
 
ぽ
オ
づ
 0
 コ
良
窯
刃
宙
お
コ
 u
n
 
す
い
 o
T
o
 Ⅰ
 0
 Ⅰ
 
仁
 



聖 の 原郷 

旅
の
記
録
の
調
査
に
あ
た
り
、
筆
者
は
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
宗
教
学
 
資
料
館
館
長
し
い
ま
㏄
「
（
 
@
 
コ
李
 ぶ
に
の
た
び
重
な
る
親
身
な
お
 心
遣
い
に
あ
ず
か
っ
て
 

い
る
。
ク
ラ
ー
ツ
氏
は
、
再
三
に
わ
た
る
資
料
館
滞
在
口
 ゅ
 m
q
.
 

㏄
 ダ
 お
き
，
）
 の
 の
ど
の
機
会
を
ご
配
慮
い
た
だ
き
、
オ
ッ
ト
ー
の
 オ 
 
 

関
係
資
料
の
調
査
、
利
用
、
解
読
に
何
か
と
便
宜
を
お
図
り
い
た
 
だ
き
、
 ご
 教
示
い
た
だ
い
た
。
あ
ら
た
め
て
謝
意
を
表
し
て
お
 
き
た
い
。
ま
た
オ
ッ
ト
 
｜
 

手
稿
 類
 Z
 閂
 ま
 し
 。
刃
ロ
 
ロ
 。
 目
 ・
 
O
t
t
o
 

（
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
図
書
館
 

茂
 -
 の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
手
稿
 

類
 責
任
者
し
 プ
 C
 ま
の
口
お
 ロ
 の
す
 
0
 ヨ
 
の
お
陰
を
こ
う
 

コ
 の
の
㍉
・
㏄
 

-
 

む
っ
て
い
る
。
 

⑦
Ⅳ
 
ト
 
㏄
Ⅱ
二
口
コ
ロ
年
の
Ⅱ
二
戸
（
 

す
 0
 の
 仁
 Ⅱ
 
二
 O
m
 
（
 
り
 
Ⅰ
 
目
 ）
㏄
の
 

m
.
 

の
・
 

臼
ト
す
 

・
 
-
 

ヱ
 
Ⅰ
 
れ
は
彼
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
ス
ラ
ー
ム
理
解
の
発
端
で
も
あ
る
 

か
ら
も
確
認
し
 

う
る
。
 宇
 旅
す
る
オ
ッ
ト
ー
 ゴ
こ
 」
五
章
 参
昭
 。
 一
 し
か
し
こ
の
 流
布
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
批
判
の
図
式
を
鵜
呑
み
に
す
る
オ
ッ
ト
 ｜
 解
釈
者
の
視
線
は
 、
 

バ
ラ
カ
 を
「
い
か
さ
ま
」
と
見
下
す
 蝸
 実
者
た
ち
の
、
宗
教
の
闇
 の
 深
み
を
覆
い
隠
し
た
近
代
的
合
理
と
倫
理
の
レ
ン
ズ
の
偏
光
 
を
ま
め
が
れ
て
は
 い
 

な
い
。
す
く
な
く
と
も
、
「
い
か
さ
ま
と
は
別
も
の
」
の
予
感
に
 
お
の
の
 く
 オ
ッ
ト
ー
か
ら
は
、
そ
れ
は
遠
い
。
く
た
 ひ
ね
 た
 オ
ッ
 ト
｜
 解
釈
に
見
え
 

か
く
れ
す
る
、
こ
の
種
の
屈
折
し
た
神
学
的
レ
ン
ズ
は
、
オ
ッ
ト
 
｜
が
 旅
す
る
な
か
で
修
正
を
迫
ら
れ
、
か
っ
自
覚
的
に
超
克
し
よ
 
う
と
試
み
た
も
の
 

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
 

一
 
7
 一
 「
彼
に
と
っ
て
は
、
こ
の
聖
な
る
も
の
の
経
験
は
、
最
初
 
に
 聖
典
の
講
読
か
ら
で
は
な
く
、
 彼
 み
ず
か
ら
が
私
に
語
っ
た
よ
 う
に
、
む
し
ろ
旅
行
中
 

の
 モ
ロ
ッ
コ
の
、
と
あ
る
ユ
ダ
ヤ
教
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
で
自
然
に
わ
 き
 起
こ
っ
て
き
た
宗
教
経
験
と
し
て
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
 」
 口
 ・
 ロ
 0
 
コ
 い
 の
の
の
 

づ
匹
・
 
円
 ・
イ
山
か
 

白
 
-
 
の
 「
の
・
 
-
 
㍉
 

（
 
8
@
 
 
「
 ヌ
 ミ
ノ
ー
 ゼ
 の
表
出
方
法
」
 @
 ヱ
 ・
パ
 
リ
ロ
 
・
 
コ
 ・
 
プ
 ㏄
・
戸
口
 
ギ
 0
 
オ
（
の
・
け
さ
（
・
一
で
展
開
さ
れ
た
、
ヌ
ー
メ
ン
 

的
 感
情
の
表
出
 模
 様
の
原
風
景
を
、
こ
こ
 

か
ら
読
み
と
る
こ
と
は
困
難
で
は
な
い
。
 

一
 
9
 一
 今
日
で
も
宗
教
が
そ
の
本
源
的
な
姿
で
生
き
て
い
る
具
体
 何
 と
し
て
、
オ
ッ
ト
ー
は
 、
ヨ
 迷
い
イ
ス
ラ
ー
ム
国
の
片
隅
」
 
や
 、
 「
 マ
ガ
 ド
ー
ル
 や
マ
ラ
 

ケ
シ
ュ
の
マ
ル
ク
 ト
 や
街
道
」
を
挙
げ
て
い
る
自
ヱ
・
 ザ
 品
切
 邦
訳
二
四
三
頁
㍉
こ
の
事
例
は
、
こ
の
旅
の
具
体
的
な
経
験
か
 ら
 出
て
い
る
の
で
 

あ
っ
て
、
宗
教
史
の
資
料
分
析
か
ら
で
は
な
い
。
 

  



一
セ
 九
四
 /
 

ヒ
テ
 に
 さ
 き
だ
 

る
批
判
哲
学
を
 

か
ら
一
元
的
に
 

序
 

九
五
年
の
「
全
知
識
学
の
基
礎
 ヒ
 に
お
い
て
、
フ
ィ
 ヒ
 テ
は
 自
我
を
第
一
原
理
と
す
る
哲
学
体
系
を
提
示
し
た
 

ブ
イ
 

っ
て
カ
ン
ト
は
、
人
間
の
理
性
を
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
 っ
て
理
論
的
知
識
お
よ
び
実
践
的
知
識
の
由
来
を
明
ら
 か
に
す
 

形
成
し
て
い
た
が
、
「
全
知
識
学
の
基
礎
」
は
、
カ
ン
 ト
が
 理
性
と
呼
ん
だ
も
の
の
本
質
を
自
我
性
に
見
出
し
 
、
そ
こ
 

一
切
の
知
識
を
根
拠
づ
け
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
 と
 言
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
全
知
識
学
の
基
礎
」
の
 策
 一
 根
本
   

八
 論
文
要
旨
 V
 
 
一
八
 0
 四
年
の
「
知
識
字
口
に
お
い
て
 

ブ
イ
ヒ
 テ
が
 絶
対
者
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
 
る
こ
と
が
小
論
の
課
題
 

で
あ
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
絶
対
者
の
問
題
を
知
の
問
題
と
し
て
 
考
 察
す
る
。
絶
対
者
を
知
の
外
に
置
く
と
い
う
や
り
方
は
、
一
見
 
絶
対
者
の
純
粋
さ
を
 

保
持
す
る
よ
う
に
見
え
て
、
そ
の
実
、
絶
対
者
を
独
断
と
妄
想
の
 
危
険
に
さ
ら
す
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
絶
対
者
を
知
 
の
中
に
見
る
と
い
う
 

こ
と
は
、
こ
の
場
合
、
絶
対
者
を
知
の
対
象
と
し
て
論
じ
る
と
い
 
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
知
に
よ
っ
て
対
象
化
さ
れ
た
絶
対
者
は
 
も
は
や
絶
対
者
 
そ
 

の
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
の
は
フ
ィ
ヒ
テ
の
基
本
的
見
解
で
あ
 
る
 。
一
八
 0
 四
年
の
「
知
識
学
」
で
は
、
絶
対
者
は
知
の
生
命
で
 
あ
り
、
そ
れ
は
 
知
 

の
 対
象
と
な
る
こ
と
が
な
い
、
と
 @
 わ
れ
る
。
す
な
 
ね
 ち
、
絶
対
 者
は
、
我
々
の
意
識
に
は
隠
さ
れ
た
我
々
の
意
識
の
生
命
で
あ
る
 
、
と
い
う
こ
と
で
 

あ
る
。
ま
た
、
知
は
絶
対
者
の
像
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
 

八
 キ
ー
ワ
ー
ド
 
V
 
 概
念
の
自
己
滅
却
、
光
、
生
命
、
当
為
、
 

像
 

フ
ィ
ヒ
テ
に
お
け
る
絶
対
者
 
-
 
｜
 -
 

一
八
 0
 四
年
の
「
知
識
学
」
 
の 

土 工 

t 口 吻 

  

美
濃
部
 
仁
 



命
題
に
あ
る
よ
 う
 に
、
自
我
と
は
自
己
を
端
的
に
定
立
 す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
 ね
 ち
、
自
我
は
 、
 自
ら
が
 そ
 れ
で
あ
る
と
こ
ろ
の
も
 

の
で
あ
り
（
自
己
同
一
性
一
、
か
つ
、
あ
る
が
ゆ
え
に
 あ
る
（
自
由
 一
 と
い
う
あ
り
方
を
す
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
 
、
そ
の
よ
う
な
自
我
の
 

あ
り
方
に
、
カ
ン
ト
の
超
越
論
的
統
覚
と
意
志
の
自
律
 
を
と
も
に
成
り
立
た
せ
る
理
性
一
般
の
本
質
を
見
て
取
 
っ
 た
の
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
一
八
 0
0
 年
頃
か
ら
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
自
我
を
 哲
学
の
第
一
原
理
と
す
る
こ
と
に
問
題
を
感
じ
は
じ
め
 
る
 。
た
し
か
に
、
 
一
 

切
の
知
識
が
（
理
論
的
知
識
も
実
践
的
知
識
も
一
、
 端
 的
に
自
己
定
立
す
る
自
我
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
い
る
 
と
 舌
口
う
こ
と
は
で
き
る
。
 

し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
言
 う
 こ
と
が
で
き
る
の
は
、
 自
 我
の
自
覚
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
自
覚
は
何
に
由
来
 
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
 

と
が
こ
の
頃
の
フ
ィ
ヒ
テ
の
な
か
で
問
題
に
な
っ
て
く
 
る
 。
自
我
が
一
切
の
知
識
の
制
約
で
あ
る
と
い
う
こ
と
 
が
 自
我
自
身
の
自
覚
の
 

な
か
に
見
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
は
、
 自
我
の
哲
学
の
強
み
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
 
す
 な
ね
 ち
、
自
我
の
哲
学
 

は
 、
自
覚
を
拠
り
所
と
す
る
が
ゆ
え
に
、
独
断
論
に
陥
 
る
こ
と
な
く
知
識
の
由
来
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
 
と
 考
え
ら
れ
て
い
た
。
 

哲
学
を
可
能
に
す
る
こ
の
自
覚
は
「
知
的
直
観
」
と
 
呼
 ば
れ
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
哲
学
の
根
底
に
置
か
れ
て
き
た
の
 
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
今
や
、
こ
の
自
覚
が
果
た
し
て
自
己
確
実
性
 
を
も
つ
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
 
自
覚
に
あ
ら
わ
れ
る
 

も
の
は
、
む
し
ろ
虚
無
の
上
に
漂
 う
 仮
象
で
は
な
い
の
 か
 、
と
。
こ
こ
に
お
い
て
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
あ
ら
た
め
て
 
絶
対
的
な
も
の
⑤
 お
 

申
す
の
 
0
 圧
 8
 
 絶
対
者
一
を
問
う
こ
と
に
な
る
。
 
一
セ
九
 口
 /
 九
五
年
の
「
全
知
識
学
の
基
隆
の
原
理
と
さ
 れ
た
「
絶
対
戦
」
と
 
一
 

八
 0
 四
年
の
「
知
識
学
」
で
主
題
化
さ
れ
る
「
絶
対
者
 」
と
を
対
比
す
る
な
ら
ば
、
後
者
は
前
者
に
絶
対
性
を
 
与
え
て
い
る
も
の
と
 言
 

う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
八
 0
0
 年
頃
を
境
に
フ
ィ
ヒ
テ
の
関
心
は
自
我
を
離
れ
て
絶
対
 
者
に
向
か
っ
た
、
と
い
 

つ
 め
は
正
確
で
は
な
い
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
自
我
と
は
何
か
 を
 徹
底
し
て
考
え
る
な
か
で
、
絶
対
者
へ
の
問
い
に
 
直
 面
し
た
の
で
あ
る
。
 小
 

論
は
 、
以
上
の
よ
う
な
仕
方
で
開
始
さ
れ
た
フ
ィ
ヒ
テ
 
に
よ
る
絶
対
者
の
思
索
の
一
つ
の
到
達
点
と
み
な
さ
れ
 
る
 一
八
 0
 四
年
の
「
 知
   



フィヒテにおけ ス 

  
識 う 見 
学 に ら 

』 見 れ 
は え て 
、 る い 
そ が な   
よ そ か 
う の ら 
な 実 で 
危 、 あ 
険 絶 る 
を 対   
祖 考 絶 
野 を 対 
に 独 者 
入 断 る 
れ と 知 
っ 妄 の 
つ 想 外 
、 の に 

そ 危 置 
れ 険 く 

ま に と 
で さ い 

宗 ら う 

教 す や 
に も り 

お の 方 
い で は 

て あ 、 
事 る 一 

実 約 と見 言 、 
@ こ わ 絶 
捉 な 封 
え け 者 
ら れ の 
れ ば 純 
て な 粋 
き ら さ 

た な を 
絶 い 保 
対 。 持 
者 フ し 
を ィ て 
、 ヒ い 
知 テ る 
に の か 

  

，絶対者 

講
学
」
に
お
い
て
、
絶
対
者
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
 
て
 理
解
さ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
 
の
で
あ
る
。
 

一
八
 0
 四
年
の
「
知
識
学
」
の
第
一
話
に
は
、
哲
学
の
 
課
題
は
「
絶
対
者
の
叙
述
」
で
あ
る
、
と
書
か
れ
て
 
ぃ
 る
 
（
 
N
 旧
年
・
の
 

5
0
 

絶
対
者
と
は
、
伝
統
的
な
言
葉
で
舌
口
 

ぇ
ば
、
 神
で
あ
る
 。
し
た
が
っ
て
、
一
八
 0
 四
年
の
「
知
識
学
 ヒ
は
、
伝
 統
 的
に
は
宗
教
で
問
題
 

に
さ
れ
て
き
た
事
柄
を
中
心
問
題
に
し
て
い
る
と
、
 さ
 し
あ
た
っ
て
は
 @
@
@
 

う
ケ
こ
 
と
が
で
き
る
。
 
し
木
 げ
し
、
も
し
 
「
 神
 」
を
、
元
来
「
 人
 

間
 」
の
彼
方
に
あ
っ
て
人
間
に
対
す
る
も
の
と
理
解
す
 
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
「
 神
 」
は
知
識
学
の
「
絶
対
 者
 」
と
は
異
な
る
。
 
フ
 

ィ
ヒ
テ
 は
絶
対
者
を
知
の
な
か
に
見
出
そ
う
と
す
る
。
 
そ
し
て
、
フ
ィ
ヒ
テ
が
 知
と
 呼
ぶ
も
の
は
、
「
 
神
 的
な
 も
の
」
と
「
人
間
的
な
 

も
の
」
の
区
別
以
前
の
、
よ
り
根
源
的
な
も
の
で
あ
る
 。
知
は
神
的
で
も
人
間
的
で
も
な
い
。
知
が
人
間
の
本
 
質
を
構
成
す
る
こ
と
は
 

言
 う
 ま
で
も
な
い
が
、
し
か
し
、
知
が
空
想
や
仮
象
 と
 区
別
さ
れ
た
も
の
と
し
て
知
で
あ
る
以
上
、
そ
こ
に
は
 

一
般
に
人
間
的
と
 
@
 

わ
れ
る
も
の
に
収
ま
り
き
ら
な
 い
 絶
対
性
が
含
ま
れ
て
 い
る
。
知
の
な
か
に
見
出
さ
れ
る
そ
の
よ
う
な
絶
対
性
 の
 根
拠
こ
そ
純
粋
な
意
 

味
 に
お
け
る
絶
対
者
で
あ
る
と
フ
ィ
ヒ
テ
は
考
え
て
 
ぃ
 る
 。
 

 
 

知
 と
ま
っ
た
く
通
路
を
も
た
な
い
「
絶
対
者
」
を
論
じ
 る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
空
虚
な
議
論
に
な
っ
て
し
ま
う
 で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
 

知
と
 信
仰
を
区
別
し
た
つ
え
で
、
絶
対
者
は
知
の
事
柄
 
で
は
な
く
信
仰
の
事
柄
で
あ
る
と
す
る
よ
う
な
玉
帳
 も
 あ
る
が
、
そ
れ
は
、
 

一
 

八
 0
 四
年
の
フ
ィ
ヒ
テ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
不
徹
底
 で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
 ょ
 う
な
 
王
張
 が
成
立
す
 る
た
め
に
は
、
 
知
 と
は
 

 
 

区
別
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
信
仰
が
な
ん
ら
か
の
仕
方
 
で
 知
ら
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
 主
張
に
お
い
て
は
そ
の
 



1
 
 実
体
と
し
て
 

絶
対
者
を
知
の
な
 

う
か
 。
ま
ず
、
我
々
 

が
 、
 知
の
客
観
で
あ
 

ヒ
テ
 は
書
い
て
い
る
 

り
離
さ
れ
た
場
合
に
 の

 絶
対
者
 

か
に
見
出
す
こ
と
が
、
知
識
学
の
第
一
の
課
題
で
あ
る
 。
知
の
な
か
の
ど
こ
に
絶
対
者
は
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
 
ろ
 

に
よ
っ
て
知
ら
れ
た
客
観
が
絶
対
者
で
な
い
こ
と
は
、
 
明
ら
か
で
あ
る
。
従
来
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
思
想
 
家
 

る
も
の
に
「
存
在
」
と
い
う
名
を
与
え
、
そ
れ
を
絶
対
 者
 と
み
な
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
、
 と
フ
 
 
 

戸
づ
 0
 「
（
「
 

い
 の
 一
 Z
 目
早
道
。
客
観
は
、
主
観
と
の
相
対
 
的
 関
係
に
お
い
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
主
観
 
と
 切
 

は
 何
も
の
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
同
じ
理
由
か
ら
、
 
主
観
を
絶
対
者
と
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
客
観
と
の
 
関
 

  

お
い
て
正
確
に
見
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
 

そ
の
際
、
二
つ
の
こ
と
が
課
題
と
な
る
。
す
な
 ね
 ち
、
 知
 の
な
か
に
絶
対
者
を
位
置
づ
け
る
こ
と
と
、
絶
対
者
 
の
な
か
に
知
を
位
置
 

つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
の
課
題
を
果
た
す
た
め
に
 は
、
 知
に
お
け
る
絶
対
者
と
は
何
か
、
す
な
 ね
 ち
、
 真
 理
 と
は
何
か
 、
が
 問
わ
 

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
フ
ィ
ヒ
テ
が
「
真
理
論
」
と
 名
 づ
け
る
一
八
 0
 四
年
の
「
知
識
学
」
の
前
半
は
 、
こ
 の
 問
題
の
解
明
に
充
て
 

ら
れ
て
い
る
。
第
二
の
課
題
へ
の
展
望
は
、
第
一
の
 
課
 題
を
解
決
し
て
は
じ
め
て
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
 
先
取
り
し
て
言
 う
 な
ら
 

ば
 、
「
知
識
学
」
に
お
い
て
は
知
は
絶
対
者
の
現
象
と
 み
な
さ
れ
る
。
「
知
識
学
」
の
後
半
が
「
現
象
論
」
と
 名
 づ
け
ら
れ
る
所
以
で
あ
 

る
 。
 

以
下
で
は
フ
ィ
ヒ
テ
の
言
う
「
絶
対
者
」
の
根
本
特
徴
 
を
 取
り
出
す
こ
と
を
試
み
る
が
、
そ
の
際
、
な
る
べ
く
 
つ
ノ
ィ
 
卜
し
 
テ
か
 
り
達
就
 

論
ハ
し
 

枠
組
み
を
保
持
す
る
よ
う
に
し
た
い
。
真
理
論
の
問
題
 
は
 第
一
章
で
、
現
象
論
の
問
題
は
第
二
章
で
考
え
る
。
 

  



フィヒテにおけ そ 

な ら で 
ら し あ る 得るない 。 
。 の そ 
か れ 
と は   
う 主 

  
で 親 
あ 関 
る Ⅰ 系   
こ 倶 Ⅰ 
の か 
問 ら 
題 言 

な え 

視 は 
野   
に 王 

入 観 
れ 審 
て 観 関 
絶 係 
対 の 
老 中 
と @ こ 
ぃ あ 
， っ る 

0 者 
め が 
の ど 
あ の 
り よ 

万 う 
が に 
さ し 

ら て 
に 純 
吟 粋 
味 知 
さ を 

れ 目 
な 覚 
け に 
れ も 
ば た 

  

，絶対者 

る 係 
の し 2 
は か 、 の か ま 

、 し 光   
主 、 と 

観 絶 し 
客 射 て 
観 者 の 
関 を 絶 
係 実 射 
を 体 者 
超 的   。 係 い よ は 
越 な 
し 知 
た と え て 
実 し 
体 て 
的 叙 
な 述 

純 し 
粋 て 
知 み 
が る 
ど と   
よ そ つ , 
@, Ⅰ． @, @- 

し は 
て ま 
王 だ 

親 本 
客 明 
観 瞭 
関 な   
ィ系 ， 点 
に が 

絶 あ 
射 る 
，性 こ   見 

な と 

年 @ こ   

  
る く     
か 不 て え 。 。 き 

と 明 「 希有 省 まにし与るつで た、 鮎 いてこ主な 
い 瞭 

  し 変 」 る い の 観 い 
ぅ で で て 化 ⑤ も る こ 審 。 
点 あ あ い を 拐 の と と 雀貝 



純
粋
 矧
 が
ど
の
よ
う
に
し
て
我
々
の
自
覚
に
も
た
ら
 
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
次
の
よ
う
に
 
書
 い
て
い
る
。
「
そ
の
 知
 

は
、
 抗
え
な
れ
よ
う
な
仕
方
で
あ
な
た
が
た
を
と
ら
え
 
る
 絶
対
的
明
証
性
㊥
 丘
口
 
0
 コ
 ぃ
一
 を
も
っ
て
、
あ
な
た
 が
た
に
あ
ら
わ
れ
る
」
 

㊤
 絹
 0
 
「
（
「
㏄
 

だ
 Z
 旧
 I
1
 

。
）
 

0
 
～
 
一
 
。
ま
た
、
「
そ
の
知
は
、
直
接
 に
 確
実
な
も
の
と
し
て
、
あ
な
た
が
た
に
明
ら
か
に
な
 る
 
（
の
 

@
n
-
 

の
 
活
オ
 珪
の
日
ツ
 

レ
 
」
 

-
 
の
ヴ
 
の
 
邑
巴
 と
も
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
 
る
の
は
、
主
観
客
観
関
係
を
超
越
し
た
純
粋
 
知
が
、
 「
明
証
性
」
あ
る
い
は
 

「
明
ら
か
さ
」
を
も
っ
て
、
主
観
客
観
関
係
の
中
に
あ
る
 者
に
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
 
純
 粋
矧
 が
、
主
観
客
観
 

関
係
に
介
入
す
る
と
い
う
仕
方
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
 
主
観
客
観
関
係
が
そ
こ
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
明
る
 
さ
の
場
と
し
て
三
観
客
 

観
 関
係
に
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
 
事
態
を
表
現
す
る
の
に
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
「
 光
 」
 戸
 @
c
 
ミ
 一
 と
い
う
語
を
用
い
て
 

い
る
。
純
粋
 知
は
 、
さ
き
に
は
実
体
的
な
も
の
と
し
て
 絶
対
者
で
あ
る
と
叙
述
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
は
 
光
 と
し
て
絶
対
者
で
あ
 

る
と
叙
述
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
主
観
客
観
関
係
を
超
越
し
つ
つ
主
観
客
観
 閲
 係
を
可
能
に
す
る
絶
対
者
の
光
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
 
こ
と
は
、
三
観
客
観
 

関
係
に
と
っ
て
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
主
観
 
客
観
関
係
に
お
い
て
は
た
ら
く
知
は
「
概
念
把
握
」
（
 汀
ゅ
 「
の
 
@
 
こ
と
 呼
ば
れ
 

る
 。
概
念
と
は
、
あ
る
も
の
が
客
観
と
し
て
明
瞭
に
さ
 
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
 
そ
し
て
、
概
念
把
握
を
 

主
観
と
し
て
主
宰
す
る
の
は
「
自
我
」
あ
る
い
は
「
 
我
 々
」
で
あ
る
。
絶
対
者
の
光
が
あ
ら
わ
れ
る
と
き
、
 我
 々
の
有
す
る
概
念
お
よ
 

び
 我
々
自
身
は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
あ
ろ
向
か
。
 

光
 が
あ
ら
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
は
、
概
念
の
滅
却
、
我
々
 
の
 自
己
否
定
と
い
う
こ
と
が
生
じ
る
。
絶
対
者
の
光
は
 
、
さ
き
に
見
た
よ
う
 

に
 、
主
観
客
観
関
係
を
圧
倒
し
つ
つ
「
抗
え
な
い
よ
う
 
な
 仕
方
で
」
あ
ら
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
光
に
照
ら
さ
 
れ
る
と
き
、
知
の
内
容
 

は
 概
念
と
い
う
あ
り
方
を
や
め
、
主
観
客
観
関
係
を
主
 
幸
 し
て
い
た
我
々
は
 、
 知
の
王
幸
若
と
い
う
地
位
を
奪
 わ
れ
る
。
た
だ
し
、
 こ
   



 
 
目
 

成
立
す
べ
き
で
あ
る
と
き
に
は
、
概
念
が
定
立
さ
 
ね
 、
そ
し
て
滅
却
す
 絨
 已
往
 討
已
 
さ
れ
、
そ
れ
自
体
 と
し
て
は
概
念
把
握
不
可
能
 

 
 
 
 テ
な
 存
在
が
定
立
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 」
 宮
 ・
 づ
 0
 「
（
「
 
ぞ
 ア
ミ
二
目
 巴
 0
 
こ
の
命
題
は
、
フ
ィ
 ヒ
 テ
が
 
「
知
の
根
本
法
則
」
と
 

 
 
ハ
 

呼
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
知
が
 
自
己
否
定
を
不
可
欠
の
契
機
と
し
て
も
つ
運
動
と
し
て
 成
立
す
る
と
い
う
こ
と
が
 示
   

絶対者 

そ
の
な
か
で
、
絶
対
者
の
光
は
概
念
に
よ
っ
て
把
握
さ
 
れ
 得
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
概
念
の
滅
却
と
相
 
即
す
る
形
で
あ
ら
わ
れ
 

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
 
フ
 ィ
ヒ
テ
 は
、
そ
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
 
「
純
粋
な
光
が
現
実
に
 

こ
で
、
光
に
照
 

っ
て
明
証
性
 
だ
 

要
で
あ
る
よ
う
 

己
 否
定
を
迫
る
 

ら
わ
れ
る
と
 ぃ
 

係
を
可
能
に
す
 

絶
対
者
は
光
 

が
実
体
と
し
て
 

ぅ
 事
態
を
我
々
 

帰
せ
ら
れ
た
主
 

の
で
あ
る
。
 

以
上
、
さ
き
 ら

さ
れ
て
概
念
が
滅
却
さ
れ
我
々
が
否
定
さ
れ
る
と
 
ぃ
 う
こ
と
は
、
光
が
あ
ら
わ
れ
た
結
果
、
概
念
や
我
々
が
 
な
く
な
 

け
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
太
陽
 
が
 明
る
さ
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
太
陽
に
照
ら
さ
れ
る
 
物
 が
必
 

に
 、
絶
対
者
の
光
が
明
証
性
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
 概
 念
や
我
々
が
必
要
で
あ
る
。
光
は
、
概
念
を
滅
却
し
 
我
 々
に
 自
 

と
い
う
仕
方
で
明
証
性
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
我
々
 
が
 自
己
を
否
定
し
概
念
を
滅
却
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
 
光
 が
あ
 

う
こ
と
は
、
相
即
し
た
一
つ
の
事
柄
で
あ
る
。
こ
の
よ
 う
に
し
て
、
光
が
主
観
客
観
関
係
を
超
越
し
つ
つ
主
観
 
客
観
 閲
 

る
と
い
う
事
態
は
成
立
す
る
。
 

と
し
て
我
々
の
概
念
把
握
を
否
定
す
る
よ
う
な
仕
方
で
 
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
新
し
い
洞
察
に
よ
っ
て
、
さ
き
に
 
絶
対
者
 

叙
述
さ
れ
た
の
は
何
故
か
が
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
 
ち
 、
絶
対
者
が
我
々
の
概
念
を
否
定
し
っ
 
っ
 あ
ら
わ
れ
 る
と
い
 

の
 側
か
ら
叙
述
す
る
と
「
絶
対
者
は
概
念
把
握
不
可
能
 
な
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
さ
き
に
 絶
 対
 者
に
 

観
客
観
関
係
か
ら
の
超
越
性
や
実
体
性
は
こ
の
概
念
 
把
 握
 不
可
能
性
の
表
現
で
あ
っ
た
、
と
説
明
す
る
こ
と
が
 
で
き
る
 

に
 実
体
と
し
て
叙
述
さ
れ
た
絶
対
者
は
、
よ
り
根
源
的
 
に
は
光
と
し
て
叙
述
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
見
た
。
 そ
 し
て
、
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 自
己
を
構
成
す
る
自
体
と
し
て
の
絶
対
者
 

絶
対
者
は
光
と
し
て
叙
述
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
以
前
 
よ
り
明
瞭
さ
を
 

る
 。
す
な
 む
 ち
、
前
節
で
は
光
の
実
現
と
我
々
の
概
念
 
の
 滅
却
は
相
即
 す
 

う
に
し
て
生
じ
る
の
か
一
な
ぜ
両
者
は
無
関
係
で
な
い
 
の
か
 ）
と
い
う
こ
 

相
即
の
根
拠
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

相
即
の
根
拠
へ
の
問
い
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
は
次
の
よ
 
う
に
立
て
る
こ
 

る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
自
己
を
否
定
す
る
我
々
に
よ
っ
 
て
 成
立
す
る
の
か
 

す
る
が
ゆ
え
に
「
実
在
論
」
的
な
見
方
、
後
者
は
、
 我
 々
を
根
拠
と
す
る
 

訂
 し
て
み
て
ま
ず
気
づ
く
の
は
、
観
念
論
的
な
見
方
 
に
 は
 困
難
が
含
ま
れ
 

の
 自
己
否
定
の
根
拠
が
我
々
自
身
に
あ
る
と
主
張
す
る
 
か
ら
で
あ
る
。
 そ
 

い
 。
そ
こ
に
は
、
自
己
を
否
定
す
る
自
己
が
否
定
さ
れ
 ず
に
残
さ
れ
る
。
 

の
側
に
あ
る
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
一
実
在
論
の
立
 場
 ）
。
 

と
は
い
え
、
 光
 そ
の
も
の
を
相
即
の
根
拠
と
考
え
る
こ
 と
は
で
き
な
い
 

け
か
ら
は
説
明
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
だ
か
ら
で
 
あ
る
。
こ
の
点
を
 増

し
た
が
、
そ
れ
で
も
、
ま
だ
不
明
瞭
な
部
分
は
残
っ
 
て
い
 

る
 一
つ
の
事
柄
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
そ
の
相
即
が
ど
 の
 よ
 

と
が
、
ま
だ
明
瞭
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
 次
 こ
ま
 

4
@
 

と
が
で
き
る
。
す
な
 む
 ち
、
相
即
は
 、
 光
に
よ
っ
て
 成
 止
 す
 

と
 。
前
者
は
、
我
々
か
ら
独
立
に
実
在
す
る
光
を
根
拠
 
と
 

が
ゆ
え
に
「
観
念
論
」
的
な
見
方
と
呼
ば
れ
る
。
両
者
 
を
検
 

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
観
念
論
的
な
見
方
は
 、
 我
々
 

の
よ
う
な
自
己
否
定
は
不
徹
底
な
も
の
で
あ
ら
ざ
る
を
 
え
な
 

そ
れ
ゆ
え
、
相
即
の
根
拠
は
 、
 我
々
の
側
に
で
は
な
く
 、
光
 

。
な
ぜ
な
ら
、
自
己
否
定
す
る
「
我
々
」
の
成
立
は
 、
 光
だ
 

考
察
す
る
な
か
で
、
再
び
観
念
論
的
な
見
方
が
自
ら
の
 
妥
当
 

下田 @@ @ 
な 
  
    

と 

  
か 

  

概 ム 

ゐ把 

握 
不 
可 
ヒ ム ヒ 目 
な 
も 

  
と 

  
て 

絶 
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者 
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存在 

す 
る 
    

と 

を 

知 
る 

と 

  

ぅ運 

動 
全 
体 
で 
あ 
る 
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さ
れ
て
い
る
。
 
知
 と
は
、
概
念
把
握
と
い
う
あ
り
方
を
 す
る
知
が
光
に
接
し
て
自
己
を
否
定
し
、
概
念
把
握
さ
 
れ
た
も
の
は
絶
対
者
で
 
 
 
 
 



う
据
乙
 し
と
い
う
性
格
を
も
つ
か
ぎ
り
に
お
い
て
で
 
あ
る
 
@
 ・
 
く
 0
 「
（
「
 

ド
だ
 ア
ミ
 目
 ・
）
～
の
 

一
 
。
そ
し
て
「
自
体
と
 は
 、
た
だ
自
体
に
つ
い
 

て
の
思
惟
を
滅
却
す
る
も
の
と
し
て
の
み
記
述
さ
れ
 ぅ
 る
 」
 -
1
2
.
 

ぎ
 「
（
「
 

い
た
 ア
ミ
 目
 ）
の
 

じ
 。
つ
ま
り
、
光
と
は
、
 

さ
き
に
見
た
よ
う
に
、
 

抗
え
な
い
よ
う
な
仕
方
で
我
々
を
圧
倒
し
つ
つ
あ
ら
れ
 
れ
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
 我
々
に
あ
ら
わ
れ
た
 光
 

を
相
即
の
根
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
 光
 を
そ
れ
自
体
に
お
い
て
見
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
こ
そ
 相
即
の
根
拠
が
あ
る
、
 

と
 実
在
論
は
主
張
す
る
。
 

光
 自
体
と
は
、
光
が
光
と
な
 る
 以
前
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
単
に
「
自
体
 」
と
も
呼
ば
れ
る
。
 

実
 

在
 論
に
 ょ
 れ
ば
、
自
体
が
光
と
な
る
と
こ
ろ
に
上
述
の
 相
即
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
 

さ
て
、
自
体
が
光
と
な
る
と
は
、
自
体
が
我
々
の
思
惟
 
に
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
す
で
 に
 述
べ
た
よ
う
に
、
 

自
体
が
光
と
な
っ
て
我
々
に
あ
ら
わ
れ
る
と
き
に
は
、
 
我
々
の
思
惟
に
お
い
て
概
念
の
滅
却
が
生
じ
る
。
 
厳
 密
 に
言
う
な
ら
ば
、
「
 
思
 

惟
 の
な
か
で
思
惟
は
自
体
に
接
し
て
自
己
を
滅
却
す
る
 」
 -
 
元
・
 
く
 。
 ュ
あ
巴
妾
戸
 
）
の
 

4
 ）
と
い
う
こ
と
が
生
じ
る
 。
実
在
論
は
、
思
惟
に
 

 
 

と
、
 光
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
を
、
一
つ
の
こ
と
で
あ
 
る
と
見
る
。
す
な
 ね
 ち
、
 自
 

 
 

 
 

付
 す
る
思
惟
を
構
成
す
る
 
絆
 0
 コ
の
 
（
「
田
印
。
 

已
 
こ
と
に
 他
な
ら
な
い
、
と
見
る
。
 そ
 

 
 
 
 
テ
 

の
よ
う
な
仕
方
で
、
自
体
は
 、
 光
の
実
現
と
思
惟
 の
 自
己
滅
却
と
の
相
即
の
根
拠
と
な
り
、
知
を
成
立
 
せ
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
、
 

 
 
 
 

  

性
を
王
張
 す
る
こ
と
 

て
い
る
の
も
我
々
の
 

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
 

礎
を
も
つ
も
の
で
あ
 に

な
る
。
す
な
 ね
 ち
、
相
即
の
根
拠
が
我
々
の
側
に
で
 は
な
く
光
の
側
に
あ
る
と
い
う
見
方
自
身
を
成
立
せ
し
 
め
 

「
反
省
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
 
館
 ・
 モ
 0
 。
（
。
 

p
 だ
 
ア
 ミ
コ
，
 ）
～
の
 

-
 で
は
な
い
の
か
、
と
。
 

よ
う
な
見
方
に
対
し
て
は
、
実
在
論
の
側
か
ら
反
論
が
 出
さ
れ
る
。
も
し
も
光
が
「
反
省
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
 基
 

る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
そ
れ
は
光
と
い
う
名
に
 値
し
な
い
、
と
。
光
が
光
で
あ
る
の
は
、
光
が
「
自
体
 
 
 



4
 
 自
己
内
に
閉
じ
た
自
我
と
し
て
の
絶
対
者
 

し
か
し
、
自
己
構
成
す
る
自
体
を
絶
対
者
と
す
る
上
述
 
の
 見
方
に
よ
っ
て
 、
 知
が
完
全
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
 る
わ
け
で
は
な
 

と
に
よ
っ
て
知
が
成
立
し
て
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
 
と
 理
解
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
ふ
り
返
っ
て
見
る
と
、
 
さ
 き
に
「
 光
 」
と
呼
ば
 

た
の
は
、
自
体
の
自
己
構
成
が
有
す
る
（
現
れ
る
）
 
と
 い
う
側
面
で
あ
り
、
「
思
惟
の
自
己
滅
却
」
と
呼
ば
れ
 た
の
は
、
そ
の
（
 隠
 

て
い
る
も
の
が
あ
る
）
と
い
う
側
面
で
あ
る
と
い
う
こ
 と
が
明
ら
か
に
な
る
。
ズ
隠
れ
て
い
る
）
と
い
う
こ
と
 
は
、
 単
に
（
無
い
）
 

い
う
こ
と
と
は
異
な
り
、
内
に
運
動
を
ふ
く
ん
だ
事
態
 で
あ
る
。
思
惟
の
自
己
滅
却
と
い
う
動
的
表
現
は
 、
そ
 れ
に
対
応
す
る
も
の
 

あ
る
。
）
思
惟
の
自
己
滅
却
と
光
の
実
現
と
が
相
即
 す
 る
と
い
う
事
態
は
、
自
体
の
自
己
構
成
に
必
然
的
に
伴
 
う
も
の
と
し
て
説
明
 

れ
る
。
 

こ
こ
に
お
い
て
、
我
々
は
も
は
や
光
と
対
立
す
る
も
の
 
で
は
な
い
。
と
い
子
の
も
、
自
体
は
 、
 光
を
成
立
せ
し
 め
る
も
の
で
あ
る
 

と
も
に
、
我
々
自
身
を
成
立
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
か
 ら
で
あ
る
。
我
々
は
、
自
己
自
身
に
よ
っ
て
我
々
で
あ
 
る
の
で
は
な
く
（
 あ
 

い
は
、
我
々
の
思
惟
は
自
己
確
実
性
を
も
つ
も
の
で
は
 な
く
）
 、
 我
々
の
根
底
に
あ
っ
て
我
々
に
自
己
否
定
を
 
迫
る
よ
う
な
も
の
に
 

っ
て
我
々
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
 
れ
が
、
我
々
が
光
の
な
か
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
 
あ
る
。
我
々
が
本
来
 

我
々
で
あ
る
の
は
、
光
に
接
し
て
自
己
を
否
定
す
る
と
 
い
う
仕
方
に
お
い
て
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
こ
こ
に
 示
さ
れ
て
い
る
。
 
の よ る と さ で と れ れ 

ナ 旨 い 

  

この事 業る す 舌口 自 。 
で 休 憩 
め が は 
る 自 問 
が 己 潔 
ゆ な に 
え 構   

  

@- 

に 自 
  
  
ていて い， っ 

れ   
ている かし、 りし 」 一   
  
  
ぅ は、 乙 
こ れ - 
と て と 
が い 表 

現 る 現 
れ も さ 

る め れ 
こ を て 

  



フィヒテにおけ る 絶対 

 
 

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
よ
く
検
討
す
る
な
ら
ば
、
 実
 在
 論
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
意
識
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
 
こ
と
が
判
明
す
る
か
ら
 

こ
の
見
方
に
対
し
て
は
、
観
念
論
の
側
か
ら
、
さ
き
ほ
 
ど
と
同
様
の
反
論
が
出
さ
れ
 ぅ
 る
か
ら
で
あ
る
。
「
 し
 か
し
、
我
々
は
自
体
を
 

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
 
考
え
な
け
れ
 ば
 な
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
我
々
は
 、
 自
体
の
元
の
な
か
で
、
 

生
き
た
自
己
構
成
に
自
ら
を
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
 
っ
た
 。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
こ
そ
、
や
は
り
、
あ
ら
ゆ
る
 
も
の
の
第
一
条
件
で
あ
 

石
こ
 @
 ド
せ
 0
 
「
 
巨
斧
 
二
毛
目
）
の
 
9
 の
。
 
百
巴
ト
 二
車
立
 
位
 論
 的
 探
求
と
観
念
論
的
探
求
は
、
水
掛
け
論
に
な
る
。
 

知
識
学
に
お
い
て
解
決
は
、
観
念
論
と
実
在
論
を
と
も
 
に
 斥
け
る
と
い
う
仕
方
で
一
挙
に
与
え
ら
れ
る
。
そ
の
 
際
 、
手
が
か
り
と
さ
 

れ
る
の
は
、
観
念
論
が
最
終
的
な
拠
り
所
と
す
る
「
 意
 識
 」
で
あ
る
。
一
般
的
に
舌
口
っ
て
観
念
論
は
、
い
か
な
 る
も
の
が
絶
対
者
と
し
 

て
 提
示
さ
れ
て
も
、
そ
れ
は
我
々
に
よ
っ
て
意
識
さ
れ
 
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
絶
対
者
の
絶
対
性
を
「
我
々
 
」
の
側
に
引
き
取
っ
て
 

し
ま
う
。
果
た
し
て
そ
れ
は
妥
当
で
あ
る
の
か
。
 

意
識
を
絶
対
者
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
の
 
が
 知
識
学
の
立
場
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
意
識
の
有
 
す
 る
 妥
当
性
は
、
見
出
 

さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
妥
当
性
す
な
わ
ち
事
実
的
一
円
㏄
 
下
 @
 ヒ
 
妥
当
性
に
す
ぎ
ず
、
真
理
と
し
て
の
妥
当
性
 
す
な
わ
ち
絶
対
的
妥
当
 

性
 で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
意
識
を
「
 断
 絶
を
通
し
て
の
投
影
」
 a
q
o
@
R
 

ま
 。
で
 
浅
ま
 ㏄
日
ヨ
）
 と
 性
格
づ
け
る
。
意
識
を
 

も
っ
と
は
、
あ
る
影
像
を
も
っ
こ
と
で
あ
る
が
、
意
識
 
の
 影
像
は
自
ら
の
妥
当
性
に
つ
い
て
何
の
釈
明
も
し
 
な
い
が
ゆ
え
に
、
「
断
絶
 

を
 通
し
て
の
」
投
影
と
舌
口
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
意
識
は
 、
意
識
だ
け
を
切
り
離
せ
ば
「
根
元
に
死
を
」
も
つ
 
も
の
で
あ
る
 
-
 
）
 
阜
 ・
ン
ト
 

0
 
「
 

（
 
こ
だ
 9
 旧
目
 9
0
0
 

ス
ヱ
 Ⅰ
れ
ゆ
え
、
 次
小
 
リ
ト
よ
う
Ⅰ
 

肛
 舌
口
 
わ
 れ
る
。
「
真
理
が
真
理
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
が
こ
の
 意
 識
 の
な
か
に
あ
る
と
 考
 

え
る
な
ら
ば
、
君
は
仮
象
に
陥
る
こ
と
に
な
る
」
 
-
 
）
 
の
 せ
 0
 「
（
「
 

a
g
 

一
二
毛
目
）
 

峯
と
 0
 

土
日
旧
識
を
絶
対
者
と
す
る
観
念
論
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
 

最
終
的
決
定
的
に
斥
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
 
ょ
 っ
て
実
在
論
が
是
認
   



も
の
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
 
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
 

も
し
自
体
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
 
そ
れ
は
、
光
が
現
れ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
を
 否
 （
 
疋
 す
る
こ
と
に
よ
っ
て
 

で
あ
る
。
そ
れ
が
唯
一
の
方
法
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
 
「
自
体
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
よ
う
と
も
、
そ
れ
は
い
 
つ
む
 、
非
非
自
体
で
あ
 

る
 。
す
な
 ね
 ち
、
自
体
は
、
自
体
に
対
立
す
る
も
の
の
 否
定
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
」
一
）
 
4
.
 
く
 0
 「
 
由
 
「
 
ゆ
た
 Z
 毛
戸
 
2
0
0
.
 

の
。
 

宮
 と
と
 =
 
二
口
 

わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
 ょ
う
 に
し
て
規
定
さ
れ
た
も
 の
は
、
厳
密
に
舌
口
え
ば
、
も
は
や
自
体
で
は
な
い
。
 

規
 定
 さ
れ
た
も
の
は
、
 
す
 

べ
て
光
の
な
か
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
自
体
は
 、
 語
ら
 れ
る
や
否
や
、
自
体
で
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
実
在
 論
は
 、
意
識
の
立
場
を
 

去
っ
て
自
体
を
原
理
と
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
 

 
 

こ
ろ
に
、
実
在
論
一
般
 

が
も
っ
不
徹
底
さ
が
見
出
さ
れ
る
。
「
我
々
が
最
高
の
実
 在
論
 ㎜
と
舌
口
っ
た
も
の
も
一
つ
の
観
念
論
で
あ
 る
と
い
う
こ
と
、
た
だ
、
 

こ
れ
ま
で
は
そ
の
根
源
が
覆
わ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
に
 す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
こ
こ
で
明
ら
か
に
な
る
」
 
コ
占
 く
 0
q
 

下
ゅ
 

の
 一
之
旧
主
 

0
0
 
ど
 。
実
在
論
は
 、
 
一
つ
の
「
論
」
で
あ
る
か
ぎ
り
に
 お
い
て
、
意
識
の
立
場
を
完
全
に
払
拭
す
る
こ
と
は
で
 
き
ず
、
そ
の
目
指
す
と
 

こ
ろ
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
 

か
く
し
て
、
意
識
の
有
す
る
問
題
性
を
考
察
す
る
な
か
 
で
、
観
念
論
ば
か
り
で
な
く
実
在
論
も
斥
け
ら
れ
る
に
 
い
た
っ
た
。
そ
れ
で
 

は
 、
観
念
論
で
も
な
く
実
在
論
で
も
な
 
い
 知
識
学
の
原
 理
 と
は
何
で
あ
る
の
か
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
そ
れ
を
「
 
を
在
」
あ
の
き
と
名
づ
 

け
る
。
「
根
源
的
自
体
に
お
い
て
も
、
ま
だ
、
非
自
体
 に
 関
わ
る
と
い
う
仕
方
で
、
相
対
的
関
係
 

待
 の
田
ま
 
0
 コ
 ）
が
見
出
さ
れ
た
。
 

こ
 

の
 絶
対
的
な
相
対
的
関
係
を
取
り
去
る
と
き
、
あ
と
に
 
は
 純
粋
な
単
な
る
存
在
以
外
の
も
の
は
何
も
残
ら
な
い
 
」
 宙
 0
.
 
く
 0
 「
 
由
 
「
㏄
の
 
一
 Z
 毛
 

  

ま で 
れ あ 
て る   
る 実 
と 在   二 三ム 

とは一口 う 。 珊 
さ 絶 
き 文寸 

に 者 
述 を 
べ 「 
た 自 

よ 体 
ぅ 」 
@@ Ⅰ． @, @ 見 
自 る 

侍 立 
と 場 
は で 
光 る 
が つ 

現 た 
れ が る 
以 フ   
目 1l イ 

の ヒ 

と 一 ア 

」 は ろ 
  

自体」 隠れ 

て 
い と 
る 呼 
も ば 
め れ 
を た 

もの意味 
す に 

る 問 
  題 

隠 が 
れ ふ 
た く 

.16)  38 



  絶対者 
か
ら
で
あ
る
。
存
在
を
意
識
の
外
に
あ
る
も
の
と
す
る
 見
解
は
、
自
体
を
非
非
自
体
と
す
る
実
在
論
の
見
解
と
 
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
よ
 

う
 な
見
解
は
斥
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

そ
れ
で
は
、
我
々
の
意
識
か
ら
独
立
で
あ
る
と
同
時
に
 我
々
の
意
識
の
外
に
は
な
い
と
さ
れ
る
存
在
と
は
い
か
 
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
 

か
 。
そ
れ
は
、
我
々
自
身
の
「
生
命
」
㊥
の
す
の
じ
で
あ
 る
 、
と
フ
ィ
ヒ
テ
は
舌
口
 
う
 。
ま
た
そ
れ
は
、
「
自
己
 内
 に
 閉
じ
た
自
我
」
 式
コ
 

一
コ
 
維
の
す
幅
の
の
の
す
 

-
o
 
の
の
の
 

コ
 の
の
Ⅰ
の
す
 

@
P
o
.
 

く
 。
 
ユ
 ③
㎎
一
之
 
ミ
目
 
N
o
7
,
2
0
 

㊥
と
も
表
現
さ
れ
る
。
「
自
己
内
に
閉
じ
た
 

」
と
舌
口
わ
れ
る
の
は
、
 

我
々
に
意
識
さ
れ
た
我
々
（
自
我
）
で
は
な
い
か
ら
で
 
あ
り
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
自
我
」
と
舌
口
わ
れ
る
 の
は
、
我
々
の
意
識
の
   

戸
田
 ョ
ひ
一
 

。
し
か
し
、
一
切
の
相
対
的
関
係
を
離
れ
た
「
 存
在
」
と
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
 
。
そ
れ
を
な
ん
ら
 

表
現
に
も
た
ら
す
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
 

フ
ィ
ヒ
テ
は
、
存
在
を
叙
述
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
 が
 意
識
の
立
場
を
去
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
 
あ
る
と
い
う
こ
 

手
が
か
り
に
す
る
。
 

存
在
が
意
識
と
の
相
対
的
関
係
の
う
ち
に
な
い
と
い
う
 
こ
と
は
、
第
一
に
、
存
在
が
意
識
か
ら
独
立
に
存
在
す
 
る
と
い
う
こ
と
 

抹
 す
る
。
そ
れ
を
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
「
自
己
か
ら
、
自
己
 の
 内
に
、
自
己
を
通
し
て
存
在
す
る
」
、
あ
る
い
は
、
「
 純
粋
活
動
（
現
実
 

に
お
け
る
存
在
」
 す
 拐
の
ぎ
 ヨ
浅
 o
p
 

降
し
、
ま
た
、
「
 

存
在
と
生
命
、
生
命
と
存
在
の
両
者
が
、
ど
こ
ま
で
も
 
浸
透
し
合
い
、
 互
 

相
手
に
な
り
き
り
、
同
一
で
あ
る
」
と
表
現
し
て
い
る
 
一
 
1
5
.
 

く
 0
 「
（
 

こ
 だ
 %
 安
目
 

N
o
 

き
 。
要
す
る
に
、
存
在
は
 他
 に
依
存
す
る
こ
 

く
 生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
第
二
に
、
存
在
は
、
意
識
か
ら
独
立
に
存
在
 
す
る
と
は
い
っ
て
も
、
意
識
の
外
に
あ
る
の
で
は
な
い
 
。
も
し
存
在
が
 

の
外
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
存
在
は
「
意
識
で
は
な
 
い
も
の
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
意
識
と
並
列
的
相
対
 的
で
あ
る
こ
と
に
 な 意 と い 態 を と か 

る 識 な に ） 意 を   



5
 
 現
象
の
原
理
と
し
て
の
当
為
（
第
十
六
話
 
｜
 第
十
 セ
講
 ）
 

知
識
学
の
第
一
部
を
な
す
真
理
論
の
課
題
は
、
絶
対
者
 

が
 知
の
な
か
に
ど
の
よ
う
な
仕
方
で
見
出
さ
れ
る
か
を
 

明
ら
か
に
す
る
こ
と
 

で
あ
っ
た
。
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
そ
の
課
題
は
果
 

た
さ
れ
て
い
る
。
す
な
 
ね
 ち
、
知
に
お
け
る
絶
対
者
 
と
 は
 、
自
己
内
に
閉
じ
た
 

存
在
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
生
き
た
存
在
で
あ
る
、
 

と
 。
し
か
し
、
こ
の
結
論
か
ら
、
新
た
な
問
い
が
生
じ
 

る
 。
自
己
内
に
閉
じ
た
 

存
在
が
ど
の
よ
う
に
し
て
知
を
形
成
す
る
の
か
、
 
と
ぃ
 ぅ
 問
 い
 で
あ
る
。
形
成
さ
れ
た
知
は
、
現
存
在
 ら
 ㏄
 ぽ
巨
 
あ
る
い
は
意
識
 

（
野
毛
目
ロ
（
の
の
 

ぎ
 ）
と
い
う
あ
り
ナ
刀
を
す
る
が
ゆ
え
に
、
 

こ
の
間
 ぃ
は
、
 言
い
換
え
れ
ば
、
存
在
は
ど
の
よ
う
に
 
し
て
現
存
在
あ
る
い
 

は
 意
識
へ
と
現
象
す
お
の
 
オ
 の
ぎ
の
こ
す
る
の
か
、
と
い
 
ぅ
 問
 い
 で
あ
る
。
知
識
学
の
第
二
部
を
な
す
「
現
象
 
仏
柵
 
」
（
Ⅱ
Ⅰ
の
の
 

オ
 の
 
ぎ
 /
 コ
内
の
 

目
オ
 
Ⅰ
の
・
 

ロ
オ
曲
コ
 

0
5
0
 
コ
 0
 」
 
0
 
四
 ③
は
、
こ
の
間
い
に
答
え
 る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
 

こ
の
問
題
を
考
え
る
に
際
し
て
手
が
か
り
と
な
る
の
 
は
 、
存
在
が
「
生
命
」
で
あ
る
こ
と
、
す
な
 
ね
 ち
、
 存
 在
が
 「
自
己
か
ら
」
 

一 
一 

外
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
 
い
 て
 示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
我
々
が
求
め
て
い
た
絶
対
者
 
は
 、
観
念
論
的
に
我
々
 

の
 意
識
の
な
か
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
も
な
く
 
、
ま
た
実
在
論
的
に
我
々
の
外
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
 べ
き
で
も
な
く
、
 

 
 

の
 意
識
に
は
隠
さ
れ
た
我
々
の
意
識
の
生
命
で
あ
る
と
 
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
 
て
 、
そ
れ
こ
そ
が
「
 存
 

在
 」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
 
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
知
識
学
の
「
根
本
命
題
」
と
し
 
て
、
 次
の
命
題
が
掲
げ
 

ら
れ
る
。
「
存
在
は
、
ど
こ
ま
で
も
、
自
己
内
に
閉
じ
 た
 単
一
者
㊥
 曇
ミ
 邑
で
あ
る
。
自
己
か
ら
外
に
出
 る
こ
と
の
決
し
て
あ
り
 

得
な
い
生
き
た
直
接
的
存
在
の
単
一
者
で
あ
る
」
 
-
 
～
 
め
 づ
 0
 「
 
巨
曲
 
項
一
之
 

ミ
ロ
 

イ
 
-
 
い
 
～
 
め
 -
 
の
 。
 
棺
巴
 。
 

  



フィヒテにおけ 

  形 

こ 成さ ぴ 。 口存 

窩芭 i 

  
結 、我 は 帰 とは、 

文 

  
礎 意 い   
目 るた O 、 

  
い こ で     
即題の一 を手 票 

笑 『 
れ に 

る お   
と て 
で 当 

あ 為 

  

る 絶対者 

隼一 

「 観， よ うに 土 、 提 示 
に 識 フ す 

で       
で に 哩 

  
要 、 居   

る は 洞 げ    
 

意
識
の
あ
 い
 だ
に
は
両
者
を
結
び
つ
け
る
原
理
が
欠
け
 て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
存
在
と
意
識
の
 あ
 い
 だ
の
 無
 原
理
性
を
 

?
0
 コ
の
ガ
已
 と
い
う
性
格
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
 
一
 
前
節
 参
理
 。
こ
れ
は
、
存
在
が
「
自
己
を
構
成
す
る
」
 
す
 亡
い
 
ゴ
オ
 0
 コ
 の
 
ヰ
 
Ⅱ
日
の
Ⅱ
の
 

コ
 ）
 

こ
と
、
と
も
言
わ
れ
る
。
知
は
、
存
在
が
自
己
を
構
成
 す
る
と
こ
ろ
に
、
 現
 1
 存
在
㊥
 ド
の
巳
こ
 あ
る
い
は
 土
 
思
識
 1
 存
在
苗
の
 ヨ
 鵠下
 

の
巳
 
こ
と
し
て
成
立
す
る
。
そ
の
よ
う
な
知
を
成
立
 
せ
 し
め
る
存
在
の
自
己
構
成
の
原
理
を
明
ら
か
に
す
る
こ
 
と
が
、
こ
こ
で
の
課
題
 

で
あ
る
。
た
だ
し
、
存
在
は
自
己
内
に
閉
じ
た
も
の
で
 あ
る
か
ら
、
存
在
と
意
識
の
あ
 い
 だ
に
は
断
絶
が
あ
る
 。
す
な
 ね
 ち
、
存
在
と
 



る
 。
す
な
 ね
 ち
、
真
理
論
の
課
題
で
あ
る
。
小
論
の
は
 じ
め
 
序
 ）
に
は
、
知
の
な
か
に
絶
対
者
を
見
出
す
こ
と
 が
 真
理
論
の
課
題
で
あ
 

る
と
書
い
た
が
、
そ
れ
は
、
こ
こ
に
言
わ
れ
る
洞
察
を
 
手
に
入
れ
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
知
の
な
か
に
 
絶
 対
 者
を
見
出
す
と
は
、
 

我
々
の
有
す
る
観
念
の
基
礎
に
絶
対
者
を
見
て
取
る
こ
 と
だ
か
ら
で
あ
る
。
 

命
題
の
後
半
で
、
観
念
的
自
己
構
成
が
「
事
実
的
に
定
 立
 」
さ
れ
る
と
 @
 
ニ
 
ロ
 わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
意
味
す
る
の
は
 、
 我
々
の
観
念
が
 、
 

根
拠
あ
る
い
は
原
理
な
し
に
定
立
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
 
で
あ
る
。
こ
の
 ょ
う
 な
定
立
は
「
前
提
」
 

安
 0
 （
 害
 お
 の
 （
 
ぃ
仁
コ
 
⑧
と
も
呼
ば
れ
 

る
 。
我
々
の
観
念
が
前
提
と
い
う
仕
方
で
定
立
さ
れ
る
 
と
は
、
我
々
の
観
念
の
根
拠
で
あ
る
存
在
に
我
々
の
 観
 念
 が
届
か
な
い
と
い
う
 

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
存
在
は
自
己
内
に
閉
じ
た
も
 
の
で
あ
る
と
い
う
真
理
論
の
結
論
と
同
じ
事
態
を
指
し
 
示
し
て
い
る
。
真
理
論
 

の
 結
論
が
こ
の
よ
う
に
説
明
不
可
能
な
事
実
と
し
て
 存
 在
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
知
識
学
が
 
こ
の
説
明
の
不
可
能
性
 

を
 説
明
す
る
現
象
論
を
真
理
論
の
後
に
置
か
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
見
た
と
お
り
 
で
あ
る
。
 

フ
ィ
ヒ
テ
は
こ
の
よ
う
に
真
理
論
の
筋
道
を
辿
り
直
し
 
た
 つ
 え
で
、
上
の
命
題
の
「
当
為
」
②
。
 戸
 ・
・
）
が
 
真
 理
論
全
体
を
導
く
 原
 

な
ぜ
な
ら
ば
、
第
一
に
、
こ
の
 岩
 為
 
（
お
よ
び
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
課
題
）
は
、
そ
れ
 が
な
け
れ
ば
真
理
論
 全
 

体
の
議
論
が
は
じ
ま
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
、
真
理
論
 
全
体
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
 
第
 二
に
 、
当
為
自
身
は
 、
 

そ
れ
以
上
何
も
の
に
も
根
拠
づ
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
 
り
 、
「
無
か
ら
の
創
造
」
 
一
ミ
 く
 0
 「
（
「
 

り
だ
 三
ミ
 戸
 
N
 ）
の
 
-
 と
い
う
性
格
を
も
つ
か
 

ら
で
あ
る
。
真
理
論
全
体
を
、
存
在
が
意
識
へ
と
現
象
 
す
る
過
程
と
見
る
な
ら
ば
（
 す
な
ね
 ち
、
自
己
内
に
閉
 じ
た
存
在
が
、
自
己
 内
 

に
 閉
じ
た
も
の
と
し
て
洞
察
に
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
 
事
態
が
生
じ
る
過
程
と
見
る
な
ら
ば
）
、
そ
の
原
理
は
 、
絶
対
的
洞
察
へ
の
 要
 

求
を
無
か
ら
生
ぜ
し
め
た
当
為
で
あ
る
と
フ
ィ
ヒ
テ
は
 
言
 う
 の
で
あ
る
。
「
こ
の
当
為
は
 、
 …
…
構
成
に
際
し
 て
 直
接
に
事
柄
自
身
を
 

生
ぜ
し
め
る
、
存
在
の
観
念
的
自
己
構
成
そ
の
も
の
で
 
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
」
 -
 
）
の
・
 

づ
 0
 「
（
「
 

り
だ
 Z
 毛
 ）
）
・
 

臣
 ③
と
。
こ
の
よ
う
に
 

  



  

存
在
の
自
己
構
成
そ
の
も
の
を
実
在
論
的
に
と
ら
え
る
 
た
め
に
は
、
意
識
の
立
場
に
立
っ
「
我
々
」
あ
る
い
は
 我
々
の
「
自
由
」
に
 

ヒテ におけ 

さ て 
ね め 
る 当 為 
  
不 
十 
分 
さ 

へ 
  
洞 

察 
を 

ふ 

ま 

え 

第十 

  
講 
か 

ら 

第   
  
十 
講 
@ 」 
お 
  
て 

よ @ ， 

存在 

  
自 

己 
構 
成 

の実 

在 込 
ヨ Ⅱ H 
的 
原 
理 
が 

探 
求 

  

し
て
、
第
十
六
話
 と
 第
十
 セ
 講
で
は
、
当
為
を
現
象
の
 原
理
と
見
る
立
場
が
叙
述
さ
れ
る
。
 

6
 
 現
象
の
原
理
と
し
て
の
「
お
の
ず
か
ら
」
（
第
十
八
 講
｜
 第
二
十
 講
 ）
 

し
か
し
、
こ
の
当
為
を
現
象
の
最
終
原
理
と
す
る
こ
と
 は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
 う
 す
る
と
説
明
さ
れ
な
 い
も
の
が
残
る
か
ら
 

で
あ
る
。
当
為
は
、
「
無
か
ら
の
創
造
」
と
い
う
仕
方
で
 存
在
の
自
己
構
成
の
原
理
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
 
と
が
舌
口
わ
れ
た
。
そ
れ
 

 
 

あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
 

が
 意
味
す
る
の
は
、
存
在
が
観
念
的
に
自
己
構
成
す
べ
 き
で
あ
る
と
い
う
要
求
が
、
存
在
が
観
念
的
に
自
己
を
 

と
す
れ
ば
、
そ
の
原
理
は
、
存
在
に
と
っ
て
外
的
な
 
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
 

構
成
す
る
際
の
原
理
で
 

る
 。
な
ぜ
な
ら
、
存
在
に
は
自
己
を
構
成
す
べ
き
 場
ム
ロ
 
と
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
 。
当
為
は
存
在
の
内
的
 

 
 

こ
の
よ
う
な
不
都
合
の
原
因
は
 、
 我
々
が
存
在
の
自
己
 構
成
を
意
識
（
観
念
）
の
側
か
ら
見
て
い
る
と
い
う
と
 
こ
ろ
に
求
め
る
こ
と
 

 
 

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
当
為
は
、
意
識
を
生
ぜ
し
め
る
 た
め
の
原
理
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
 、
存
在
の
外
、
我
々
の
 

意
識
の
側
に
あ
る
原
理
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
 
で
あ
る
。
た
し
か
に
当
為
は
、
事
実
と
し
て
根
拠
な
し
 
に
 見
出
さ
れ
る
他
は
な
 

い
 意
識
と
い
う
も
の
の
由
来
を
正
し
く
示
し
て
は
い
る
 が
 、
し
か
し
、
意
識
が
存
在
に
接
す
る
最
後
の
点
を
示
 
し
 得
て
い
な
い
。
フ
ィ
 

 
 
紛
 

ヒ
テ
が
、
当
為
を
観
念
論
的
で
あ
る
と
し
て
斥
け
 
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
 
-
%
.
 
ま
 「
（
「
 

い
た
 Z
 旧
年
 
ぃ
ひ
 
）
 
日
 
・
）
。
観
念
論
的
原
理
と
し
 

 
 



す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
 次
 の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
こ
の
前
提
が
可
能
で
あ
る
 と
い
う
そ
れ
だ
け
の
こ
 

る
 。
我
々
の
意
識
に
見
出
さ
れ
る
光
が
存
在
の
「
お
の
 ず
か
ら
」
な
る
自
己
構
成
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
 
た
 し
か
に
単
な
る
前
提
に
 

よ
っ
て
成
立
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
我
々
の
側
か
ら
の
 
遺
構
成
 
ラ
 a
c
 
プ
マ
 
。
二
の
（
「
白
ガ
 

ヱ
 0
 已
に
よ
っ
て
成
立
す
 る
も
の
を
一
切
捨
象
す
 

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
捨
象
は
我
々
 
自
身
に
よ
っ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
我
々
 が
 
「
我
々
」
と
呼
ぶ
と
 

こ
ろ
の
も
の
、
あ
る
い
は
我
々
の
自
由
、
ま
た
…
…
 追
 構
成
か
ら
導
出
さ
れ
る
べ
き
 ヒ
 こ
ろ
の
も
の
は
、
た
だ
 、
ま
さ
に
自
ら
が
遺
構
 

成
 に
よ
っ
て
産
出
し
た
も
の
の
捨
象
を
お
こ
な
う
こ
と
 が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
根
源
的
理
性
を
生
み
出
す
 
ょ
 う
な
構
成
を
お
こ
な
う
 

こ
と
は
で
き
な
い
。
と
は
い
え
、
捨
象
が
完
成
す
る
と
 た
だ
ち
に
根
源
的
理
性
が
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
」
 
二
 %
 づ
 0
 
ユ
 「
 
ハ
ぬ
一
 

Z
 旧
主
 

ド
 
の
の
 
-
 
。
捨
象
の
完
成
と
と
も
に
あ
ら
わ
れ
る
根
源
的
 
埋
 性
 こ
そ
、
こ
こ
で
求
め
ら
れ
て
い
る
実
在
論
的
原
理
で
 
あ
る
。
そ
れ
は
、
我
々
 

が
 手
を
加
え
る
こ
と
な
く
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
原
理
で
 
あ
る
か
ら
、
「
お
の
ず
か
ら
」
（
 
弍
 。
二
の
 

ぢ
下
 あ
る
い
は
 単
純
に
く
。
こ
と
も
 
呼
 

ば
れ
る
。
存
在
は
「
お
の
ず
か
ら
」
自
己
を
構
成
す
る
 
と
い
う
仕
方
で
我
々
の
意
識
に
あ
ら
わ
れ
る
、
と
い
う
 
の
が
実
在
論
的
な
見
方
 

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
 ょ
う
 な
仕
方
で
意
識
に
あ
ら
 わ
れ
た
も
の
が
「
 光
 」
で
あ
る
と
フ
ィ
ヒ
テ
は
言
う
。
 

こ
の
立
場
に
お
い
て
は
、
存
在
と
意
識
の
連
続
性
が
前
 面
 に
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
意
識
の
側
か
ら
見
る
と
 存
在
は
自
己
内
に
閉
 

じ
た
も
の
で
あ
る
よ
 う
 に
見
え
る
が
、
そ
の
意
識
自
身
 は
 存
在
の
自
己
構
成
で
あ
る
、
と
い
う
ふ
う
に
考
え
 
も
 れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
 

し
 、
こ
こ
で
再
び
、
存
在
と
意
識
と
の
接
点
に
つ
い
て
 
0
 間
 ぃ
が
 生
じ
る
。
第
十
六
議
 ｜
 第
十
七
話
 で
 問
題
に
 さ
れ
た
当
為
と
い
う
 原
 

埋
が
 、
意
識
の
側
に
あ
っ
て
存
在
に
と
ど
か
な
い
と
 
言
 わ
れ
た
の
と
逆
に
 、
 「
お
の
ず
か
ら
」
と
い
う
原
理
は
 単
に
存
在
の
側
に
置
か
 

れ
た
も
の
で
我
々
の
意
識
に
と
ど
か
な
い
の
で
は
な
い
 
か
 、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
フ
ィ
ヒ
テ
 は
、
 我
々
の
意
識
が
存
 

在
は
 つ
い
て
「
お
の
ず
か
ら
」
と
い
う
原
理
を
想
定
し
 得
た
と
い
う
こ
と
自
身
が
存
在
と
意
識
と
の
接
触
を
 
示
し
て
い
る
、
と
考
え
   



フィヒテにお       絶対者 
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 現
象
の
原
理
と
し
て
の
 像
 
（
第
二
十
一
諾
 
｜
 第
二
 十
五
話
）
 

以
上
、
存
在
が
「
お
の
ず
か
ら
」
意
識
へ
と
現
象
す
る
 、
と
い
う
見
方
を
叙
述
し
た
。
そ
し
て
そ
の
な
か
で
、
 
そ
の
見
方
の
真
理
性
 

を
 証
明
し
て
い
る
の
は
、
我
々
が
そ
の
よ
う
な
事
態
を
 前
提
 し
 得
る
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
 
こ
と
を
述
べ
た
。
し
か
 

し
 、
こ
の
証
明
は
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。
「
前
提
」
 あ
 る
い
は
「
事
実
」
と
い
う
言
葉
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
 
う
に
、
そ
こ
に
は
原
理
 

の
 提
示
が
欠
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
「
 一
 
刊
提
 」
あ
る
い
は
「
事
実
」
に
原
理
が
欠
け
て
い
る
の
 
は
 、
あ
る
意
味
で
は
 当
 

然
 で
あ
る
。
さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
原
理
を
も
た
 
な
 い
 も
の
を
人
は
「
前
提
」
や
「
事
実
」
と
名
づ
け
 
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
 

し
 、
無
原
理
性
を
成
立
せ
し
め
て
い
る
原
理
の
提
示
を
 
課
題
と
す
る
現
象
論
は
、
そ
の
 ょ
う
 な
前
提
が
 い
 か
な
 る
 原
理
に
基
づ
い
て
 成
 

立
 す
る
の
か
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
十
一
 講
か
ら
第
二
十
五
話
 で
 展
開
さ
れ
る
議
論
は
、
こ
の
 間
 い
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
 

る
 。
 

「
す
べ
て
の
前
提
に
は
、
問
題
的
当
為
 
C
 「
 
o
 荘
の
 
ヨ
 ㏄
（
 
@
 
の
 
の
汗
の
の
 
0
 巳
が
伴
う
」
 
G
 ）
・
 
く
 0
 
「
（
「
 

り
だ
 Z
 旧
主
 -
0
0
0
-
 

と
 い
う
原
則
の
下
に
 、
 

フ
ィ
ヒ
テ
は
こ
こ
で
再
び
当
為
を
考
察
の
手
引
き
と
 す
 る
 。
あ
る
こ
と
を
前
提
す
る
と
は
、
そ
の
前
提
内
容
を
 無
条
件
に
妥
当
す
る
も
 

の
と
し
て
で
は
な
く
、
当
為
と
い
う
話
法
に
お
い
て
 示
 さ
れ
る
条
件
の
下
に
あ
る
も
の
と
し
て
和
上
 足
 す
る
こ
と
 で
あ
る
、
と
い
う
の
が
 

こ
の
原
則
で
あ
る
。
い
ま
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
我
々
 の
 意
識
に
見
出
さ
れ
る
光
が
存
在
の
「
お
の
ず
か
ら
」
 
な
る
自
己
構
成
で
あ
る
 

と
い
う
前
提
の
条
件
で
あ
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
存
在
の
 
お
の
ず
か
ら
な
る
自
己
構
成
と
い
う
も
の
 
一
 
こ
れ
は
、
 短
く
「
お
の
ず
か
ら
」
   

と
が
、
こ
の
前
提
の
真
理
性
と
正
当
性
を
証
明
し
て
い
 
る
 」
 -
 
）
の
・
 

く
 。
 
ユ
 田
田
 Z
 旧
目
 N
&
 
の
 
-
 と
 。
も
し
光
が
存
在
 の
 
「
お
の
ず
か
ら
」
 な
 

る
 自
己
構
成
で
な
い
と
す
れ
ば
、
我
々
は
そ
の
こ
と
を
 前
提
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
、
と
い
 
ぅ
 の
で
あ
る
。
 



と
 言
わ
れ
る
）
が
存
在
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
 前
提
の
条
件
で
あ
る
と
言
う
。
も
し
「
お
の
ず
か
ら
」
 
が
 存
在
す
べ
き
で
あ
る
 

と
い
う
 テ
し
 
と
が
舌
口
え
な
い
な
ら
。
は
 、
 「
 
わ
 
い
 爪
り
 
す
ふ
 

。
 
Ⅲ
 
ら
 」
 を
 想
定
す
る
こ
と
も
不
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
 

こ
の
事
態
は
 、
ヨ
 お
の
 

ず
か
ら
」
が
存
在
す
べ
き
で
あ
る
と
き
に
は
、
光
が
 

「
お
の
ず
か
ら
」
で
あ
る
こ
と
が
前
提
さ
れ
な
け
れ
。
は
 

な
ら
な
い
」
 
あ
 。
二
の
ぎ
 

-
3
-
 

く
 0
 目
 ㏄
 
四
コ
 。
㏄
 
0
 
 
目
白
㏄
 づ
 
0
 Ⅰ
 
い
目
 
㏄
㎎
の
㏄
の
 

ヰ
ぃ
ヰ
 

毛
の
Ⅰ
Ⅰ
の
 

且
 Ⅰ
㏄
㏄
 
Ⅰ
篇
目
臼
ヰ
 の
 ぎ
く
 0
 コ
の
巴
 ・
）
と
定
式
化
で
き
る
。
光
が
 

「
お
の
ず
か
ら
」
で
あ
 

る
と
い
う
前
提
は
 、
 「
お
の
ず
か
ら
」
が
存
在
す
べ
き
で
 あ
る
と
い
う
条
件
の
下
に
成
立
し
て
い
る
、
と
い
う
 
@
 
」
と
で
あ
る
。
 

こ
の
定
式
に
ふ
く
ま
れ
る
当
為
は
、
第
十
五
 講
｜
 第
十
 入
講
 で
 現
象
の
原
理
と
さ
れ
た
当
為
と
同
じ
で
は
な
い
 。
そ
こ
で
は
、
真
理
 

論
の
結
論
が
「
意
識
は
存
在
に
基
づ
く
」
と
い
う
前
提
 
の
形
で
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
 そ
 の
 前
提
を
成
立
せ
し
め
 

た
の
は
、
そ
の
事
態
へ
の
洞
察
を
要
求
し
た
当
為
で
あ
 
る
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
当
為
 
は
 、
意
識
の
側
か
ら
 存
 

往
 に
発
せ
ら
れ
た
要
求
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
 ぅ
 理
由
で
、
観
念
論
的
と
言
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
 
に
 対
し
て
、
こ
こ
で
の
 

当
為
は
、
も
は
や
意
識
と
存
在
と
い
う
二
項
を
媒
介
す
 
る
 原
理
で
は
な
く
、
意
識
と
存
在
を
貫
く
統
一
で
あ
る
 
「
お
の
ず
か
ら
」
の
あ
 

り
 方
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
「
お
の
ず
か
ら
」
は
前
提
 と
い
う
仕
方
で
我
々
の
意
識
に
あ
ら
わ
れ
る
が
、
そ
の
 
根
拠
は
 、
 「
が
め
ず
 か
 

 
 

ら
 」
の
「
存
在
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
あ
り
方
に
存
 す
る
と
い
う
こ
と
が
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
 
。
と
こ
ろ
で
、
意
識
と
 

存
在
の
統
一
は
「
 知
 」
に
他
な
ら
な
い
か
ら
、
こ
こ
で
 の
 当
為
は
、
一
般
的
に
言
え
ば
、
知
の
あ
り
方
を
示
す
 
も
の
で
あ
る
。
知
は
 、
 

単
に
「
存
在
す
る
」
の
で
も
な
く
「
存
在
し
な
い
」
の
 

が
ゆ
え
に
、
我
々
の
意
識
に
光
を
と
も
な
っ
て
あ
ら
れ
 
で
も
な
く
、
「
存
在
す
べ
き
で
あ
る
」
。
そ
し
て
、
そ
の
 

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
「
存
在
す
べ
き
で
あ
る
 」
と
は
ど
う
い
う
あ
り
 

よ
う
な
あ
り
方
を
す
る
 

方
で
あ
ろ
う
か
。
 

 
 

「
存
在
す
べ
き
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
際
の
「
べ
し
（
 当
為
 二
は
 、
意
識
と
し
て
の
「
我
々
」
に
関
わ
る
も
の
 
で
あ
る
。
意
識
の
立
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場
 に
立
つ
我
々
に
は
、
存
在
と
意
識
と
の
統
一
で
あ
る
 知
が
 
「
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
と
舌
口
 
ぅ
 こ
と
 は
で
き
ず
、
知
が
「
 存
 

在
す
べ
き
で
あ
る
」
と
言
え
る
だ
け
で
あ
る
、
と
い
う
 
こ
と
が
そ
こ
に
は
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
我
々
 」
が
知
の
原
理
で
は
な
 

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
知
は
我
々
の
外
の
な
ん
ら
か
 の
 原
理
に
よ
っ
て
存
在
せ
し
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
 
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 

と
は
い
え
、
知
は
我
々
に
と
っ
て
「
存
在
す
べ
き
で
あ
 
る
 」
も
の
で
あ
っ
て
「
存
在
し
な
い
」
も
の
で
は
な
 
い
か
ら
、
 
知
と
 我
々
 と
 

 
 

に
 接
点
が
な
れ
の
で
は
な
い
。
我
々
自
身
は
原
理
で
は
 
な
い
、
と
い
う
否
定
に
よ
っ
て
我
々
は
 
知
と
 接
し
て
 い
 る
 、
と
 言
 う
 こ
と
が
 

で
き
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
こ
の
否
定
を
「
積
極
的
否
定
」
 
（
で
 
0
 ヒ
ま
セ
 
の
 ア
 の
的
建
 
ヱ
 0
 コ
 @
 り
ト
く
っ
 
「
（
「
 

り
 ㎎
一
之
 
ま
 （
（
・
い
の
⑰
 

と
 呼
ぶ
。
と
こ
ろ
で
、
 

「
我
々
」
は
知
に
お
い
て
意
識
構
成
あ
る
い
は
「
生
成
 」
お
の
 コ
 の
 四
 巴
を
担
う
要
素
で
あ
る
か
ら
、
「
我
々
」
の
 
積
極
的
否
定
に
よ
っ
 

て
 提
示
さ
れ
る
の
は
「
非
生
成
」
 ラ
卍
ぎ
 ・
の
の
 

コ
 の
の
 
@
 

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
知
の
存
在
は
 、
 我
々
に
よ
っ
て
 、
 知
の
非
生
成
と
し
て
 

定
立
さ
れ
る
。
 

以
上
の
考
察
か
ら
、
「
存
在
す
べ
き
で
あ
る
」
は
 、
知
 に
お
け
る
次
の
よ
う
な
運
動
を
表
現
し
て
い
る
と
舌
口
 ぅ
 こ
と
が
で
き
る
。
 
す
 

な
ね
 ち
、
①
知
は
我
々
に
お
い
て
生
成
す
る
。
し
か
し
 、
 ②
我
々
は
自
己
を
知
の
原
理
と
し
て
は
否
定
す
る
。
 
そ
し
て
、
③
我
々
は
 知
 

 
 

を
 非
生
成
丁
存
在
）
と
し
て
定
立
す
る
、
と
い
う
 
運
 動
 で
あ
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
の
現
象
論
は
 、
 知
の
こ
の
よ
 う
 な
 運
動
に
現
象
の
最
終
 

竹
原
理
を
見
て
い
る
と
私
は
考
え
る
。
現
象
は
、
自
己
 内
に
閉
じ
た
存
在
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
意
識
に
 
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
 矛
 

盾
 し
た
外
見
を
も
つ
。
こ
の
外
見
上
の
矛
盾
を
説
明
す
 
る
こ
と
が
現
象
論
の
課
題
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
お
い
 
て
 、
そ
の
矛
盾
は
 、
知
 

の
 運
動
に
ふ
く
ま
れ
る
我
々
の
自
己
否
定
か
ら
説
明
さ
 
れ
る
の
で
あ
る
。
 

こ
こ
に
示
さ
れ
た
知
の
連
動
を
つ
づ
め
て
言
え
ば
、
 知
 は
 自
ら
の
非
生
成
を
指
し
示
す
よ
う
な
仕
方
で
生
成
す
 
る
 、
と
い
う
こ
と
で
 

あ
る
。
「
存
在
」
と
「
意
識
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
 な
ら
ば
、
知
は
存
在
を
指
し
示
す
意
識
を
形
成
す
る
、
 
と
 言
え
る
。
「
知
は
そ
れ
 

  



知
 と
は
、
自
己
を
像
と
し
て
定
立
し
つ
つ
像
で
あ
る
こ
 
と
 
（
の
 
う
由
 @
 
乙
の
里
の
の
 

つ
い
 
の
 コ
 笘
の
と
 
オ
 田
の
い
 
サ
圧
 
）
で
あ
る
 」
（
 
N
 
ぴ
 ・
 
く
 0
 
（
（
（
 

ぃ
 
㎎
 @
 三
と
 

舌
 （
（
・
 

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
表
現
を
観
念
論
的
に
理
解
す
る
 
と
 、
知
識
学
を
誤
解
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
 す
 な
ね
 ち
、
 こ
 @
 
し
で
 =
@
 

目
 

 
 

わ
れ
て
い
る
の
は
、
存
在
も
意
識
と
同
様
に
我
々
の
 知
 に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
 
は
な
い
。
む
し
ろ
、
 
そ
 

こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
存
在
は
静
止
し
た
死
ん
だ
 も
の
で
は
な
く
、
生
命
を
も
っ
て
上
に
示
し
た
よ
う
な
 
知
の
運
動
を
遂
行
し
て
 

い
 る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
存
在
が
「
 存
在
」
と
し
て
定
立
さ
れ
る
の
は
知
の
連
動
の
一
局
面
 
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
 

そ
れ
を
ふ
く
む
知
の
運
動
全
体
は
そ
の
ま
ま
存
在
の
運
 動
 で
あ
る
。
知
が
そ
の
運
動
に
お
い
て
自
己
を
木
口
 

定
し
 な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
 

は
 、
そ
れ
が
知
の
担
い
手
で
あ
る
我
々
を
超
え
た
存
在
 
の
 運
動
だ
か
ら
で
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
な
あ
り
方
を
す
る
知
を
一
話
で
表
現
す
る
た
 
め
に
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
「
 像
 」
（
山
眉
 
巳
 
と
い
う
舌
口
業
 を
 用
い
る
。
像
は
 、
一
 

般
 的
に
舌
口
っ
て
、
二
面
性
を
も
っ
て
い
る
。
第
一
 

実
物
で
は
な
く
単
な
る
写
し
で
あ
る
と
い
う
面
、
第
二
 
に
 、
し
か
し
幻
影
で
は
 

な
く
本
物
の
写
し
で
あ
る
と
い
う
面
で
あ
る
。
こ
の
よ
 
う
な
像
の
あ
り
方
と
、
存
在
を
指
し
示
し
つ
つ
現
存
在
 
す
る
知
の
あ
り
方
と
の
 

あ
い
だ
に
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
対
応
を
見
て
取
る
の
で
あ
る
 。
 最
 晩
年
に
い
た
る
ま
で
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
知
を
表
現
す
 
る
の
に
「
 像
 」
と
い
う
 

語
を
用
い
て
い
る
。
厳
密
に
舌
口
え
ば
、
知
は
単
な
る
 像
 で
は
な
く
、
自
ら
が
像
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
 像
 で
あ
る
。
つ
ま
り
、
 
自
 

ら
は
写
し
（
 追
 構
成
一
で
あ
っ
て
、
本
物
（
根
源
的
な
 

 
 

を
 指
し
示
す
よ
う
な
 像
 

で
あ
る
。
「
 像
 と
し
て
の
 像
 」
（
 し
 日
日
の
し
二
口
㌫
・
 
づ
 
0
 「
（
「
 

い
た
 三
毛
目
 揺
 ③
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
次
の
よ
 
う
 に
言
わ
れ
る
。
「
絶
対
 

ら で 自 
れ あ 身 
る る       

  
    c   

  
お のない ど そ る 。 

  
根源的 その それを 

  
あり、 角度かとは、 
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い に す 
う 漂 る フ 

者でことで ィヒ一 5 こと、 T 
あ あ し に 
る る か よ 
。 と し れ 
者 、 ば 
え 絶   
る 対 我 
こ 者 々 
と か の 
も ら 知 
、 隔 は 

ま て 、 
た ら 絶 
、 れ 対 
絶 た 者 
大才 も の 
者 の 像 
そ で で 
の あ あ 
も る る 

のこ をと 像 。 
捉 を と 

え 如 し   
者 そ 知 
で れ に 
あ は お 
る 、 い 
と 我 て 
考 々   
え を 我 
る 絶 々 
こ % 寸 ・ は 

と 者   
む か 自 
、 も ら 

と 切 の 
も り 知 
に 離 が 
諜 し 絶 
り て 対 
で 虚 者 
あ 無 @ こ 
る の 曲 
と 上 夫 

ド
 
の
の
 
-
 の
 。
 宮
己
 
と
。
こ
の
命
題
は
、
さ
き
に
示
し
た
知
の
 運
動
を
正
確
に
表
現
し
て
い
る
。
 

  

 
 

  

  



論
は
 、
両
方
の
テ
ク
ス
ト
を
参
照
し
つ
つ
考
察
を
す
す
め
て
い
 る
が
、
引
用
に
際
し
て
は
、
便
宜
の
た
め
に
、
原
則
と
し
て
 イ
 マ
ヌ
エ
ル
・
ヘ
ル
 
マ
 

 
 

ン
 
・
フ
ィ
ヒ
テ
 版
 全
集
を
用
い
、
引
用
箇
所
も
、
そ
の
 頁
数
 で
示
 す
こ
と
と
す
る
。
 
わ
 0
 百
㌔
を
採
用
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
に
 対
 応
 す
る
真
数
の
あ
 
5
 
 
 
 
 

と
に
の
 0
 哩
 り
と
記
し
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
。
 

 
 
 
 

-
2
-
 
こ
こ
で
問
題
に
さ
れ
て
い
る
命
題
は
 

、
 「
…
・
・
・
す
べ
き
で
 
あ
る
と
き
に
は
、
…
 
@
 で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
⑦
 0 戸
 @
 ヨ
 二
口
 -
 と
い
う
形
式
を
も
っ
 

て
い
る
。
こ
の
命
題
自
身
が
意
味
す
る
の
は
、
舌
口
う
ま
で
も
な
く
 

、
命
題
前
半
で
舌
口
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
命
題
後
半
で
舌
口
わ
れ
て
 
い
る
こ
と
に
制
約
さ
 

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
そ
の
 
よ
う
な
「
制
約
１
 
被
 制
約
」
関
係
の
洞
察
自
身
を
生
ぜ
し
め
る
 の
は
命
題
前
半
の
当
 

為
 で
あ
る
と
見
て
、
当
為
が
原
理
で
あ
る
、
と
舌
口
 
ぅ
 の
で
あ
る
。
 

-
3
-
 
こ
れ
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
の
引
用
で
は
な
 

テ
ク
ス
ト
を
参
照
し
つ
つ
筆
者
が
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
 
-
 
く
 %
.
 ど
 ・
 く
 0
 「
（
「
の
的
 

一
 

z
 毛
目
り
宝
 h
.
-
 

。
 

一
 
4
 一
 
否
定
を
ふ
く
ん
だ
こ
の
知
の
連
動
を
理
解
す
る
た
め
に
、
 

第
二
十
六
話
 が
 参
考
に
な
る
。
そ
こ
に
は
、
例
え
ば
、
知
の
根
底
 に
あ
る
投
影
の
作
用
に
 

つ
い
て
次
の
よ
う
な
文
章
が
見
出
さ
れ
る
。
「
投
影
は
、
自
己
 

自
 身
の
内
で
直
接
に
、
投
影
と
し
て
は
、
す
な
わ
ち
外
的
な
も
の
と
 
し
て
は
 
一
 
自
己
を
」
 

承
認
し
つ
つ
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
の
自
己
を
滅
却
す
る
。
 

そ
し
て
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
つ
ま
り
こ
の
滅
却
 
を
 通
し
て
、
内
的
な
 

も
の
、
叙
述
内
容
を
定
立
す
る
の
で
あ
る
」
 

-
N
 ま
 
早
出
 已
 。
 投
 彩
 は
、
自
己
を
滅
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の
存
在
を
現
前
 
せ
し
め
る
と
い
う
 
仕
 

方
で
、
投
影
で
あ
る
。
 



支
え
る
も
と
と
な
っ
た
歴
史
的
出
来
事
が
あ
っ
た
。
 
そ
 れ
が
、
帝
政
ロ
ー
マ
を
開
始
し
た
初
代
皇
帝
ア
ウ
グ
ス
 
ト
ウ
ス
 
に
よ
る
復
興
致
 

古 
代 古 
へ 代     
0 ロ キい ス と 定命 ゥ 言論 
， 清 @  は 

l 重の い的の ス 説文 要旨 ワ｜ 要 な 宗教 極 ラ コン 公布 によ とな 

ド   点復め テ を る っ V   V で る 興てク通 」 政スしア現西 「て 
た 以 

  欧 アウグ 思 の る 。 復 が「 的役 治 の中 ト 復 「 て ゥグス れた。 
ス 興割で興 ト こ 想 

れ 今   」 を 捉 」 ゥ の の 
は 世 ゥ と 果 え の ス 「 根 

「 糸目 
ひ @ し 
底に ス、 意味 した 直す 意図 宗 の 、永遠 

水せ迷 
の た 
ロ る 

l ま 
マ で   
と 西 
い 欧 

う の 
理 屈、 
念 想 
と る 
な 根   
丈 現 で て 
ね え 
た 続   
， し 力 - Ⅰ   
の の 

「 は 成際 がり   

    
ロ ス   
マ 教   

と   
神 立 
諸 ん l @ ロ 体制と よ 「 ア の現 祭儀の 0 代皇帝 馨 
な で 
生   
  
でス い 体 、 グ と 

  み 古 
      曲   
  

「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
 め
 
示
教
復
興
」
の
 再
 検
討
 



マ の ら さ 神 側 か ら   
興 精 た ぅ       

も 

ラ ム る た る い 、   

ィ ど う 紀 レ た 廃 不   
違 っ げ   
が て ら ア ト げ 、 け し を 
公 ア れ ポ ゥ ら 空 ら く 併 
の ウ る ロ ス れ 位 れ は せ 
祭 グ 。 神 の 、 で る 剣 持 

儀 ス   や て 桂一 威見っ前 あ 。 由 とて っ 
際 ウ ル が 新 た 者 い い 
に ス 
調 が   
わ ロ な 行 尊 テ 視 ち そ   ど け 人 ル 的 ら れ 

  

「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
宗
教
復
興
」
の
概
略
と
問
 
題
点
 

策
 で
あ
る
。
こ
の
政
策
を
「
ア
ウ
ク
ス
ト
ゥ
ス
の
宗
教
 復
興
」
と
呼
ぶ
。
こ
れ
は
、
古
代
ロ
ー
マ
に
お
い
て
、
 
ア
ウ
 ク
ス
ト
ゥ
ス
以
前
 

 
 

の
 内
乱
期
節
一
世
世
に
廃
れ
て
し
ま
っ
た
祭
儀
や
神
 殿
を
初
代
皇
帝
ア
ウ
ク
ス
ト
ゥ
ス
（
個
人
名
は
 
オ
ク
 タ
ウ
ィ
 ア
メ
 ス
）
が
 そ
 

の
 統
治
時
代
 
一
 
在
位
前
二
十
八
午
か
ら
後
十
四
年
 -
 を
 通
じ
 て
 復
興
し
た
と
い
う
歴
史
的
事
象
を
指
す
。
本
稿
で
は
 
こ
の
歴
史
的
事
象
の
宗
 

敦
史
学
的
分
析
に
力
点
を
置
き
つ
つ
、
「
永
遠
の
 ロ
｜
 マ
 」
と
い
う
規
範
理
念
が
「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
宗
教
 
復
興
」
を
通
じ
て
形
成
 

さ
れ
た
点
を
検
討
し
た
い
。
 

  



 
 

 
 

 
 

こ
の
よ
う
に
「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
宗
教
復
興
 」
が
「
復
興
」
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
ら
れ
た
結
果
は
 
後
世
の
歴
史
形
成
に
大
き
な
 

 
 ゥ
で
 大
い
に
研
究
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
 
の
 運
命
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
 の
 宗
教
復
興
」
 
ほ
今
尚
 、 
問
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

わ
れ
続
け
て
い
る
 

 
 

の 宗教復興」の 再検討 

る
 讃
歌
や
詩
を
以
て
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
ア
ウ
グ
ス
ト
 
ゥ
ス
 の
宗
教
政
策
及
び
道
徳
復
興
政
策
を
支
え
た
，
」
と
 
が
 挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
 

ら
 可
視
的
・
不
可
視
的
両
面
の
出
来
事
は
ア
ウ
グ
ス
ト
 
ゥ
ス
 の
生
涯
に
わ
た
っ
て
生
じ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
 互
 い
に
密
接
な
関
係
を
有
 

し
て
い
る
。
そ
こ
で
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
生
涯
を
帝
政
 
は
 前
の
三
頭
政
治
時
代
と
帝
政
成
立
後
と
に
分
け
て
 
第
 三
章
及
び
第
四
章
で
検
 

訂
 す
る
。
 

と
こ
ろ
で
こ
の
「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
宗
教
復
興
」
と
 
い
う
呼
び
方
自
体
は
近
代
の
学
者
達
の
命
名
に
よ
る
も
 
の
で
あ
る
。
し
か
も
 

呼
称
自
体
「
復
興
」
「
刷
新
」
「
改
革
」
と
様
々
な
表
現
 が
あ
り
、
そ
の
ど
れ
を
取
る
か
で
研
究
者
の
立
場
が
問
 
わ
れ
る
と
い
う
問
題
が
 

あ
る
。
こ
こ
で
は
敢
え
て
「
復
興
」
の
語
を
 m
 い
る
こ
 と
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
事
象
を
ま
さ
に
「
 復
 興
 」
と
解
釈
す
る
こ
と
 

に
ょ
 り
、
「
ロ
ー
マ
は
何
度
滅
び
て
も
必
ず
永
遠
に
復
 皿
 一
 
し
続
け
る
」
と
い
う
「
永
遠
の
ロ
ー
マ
」
神
話
が
生
 
じ
 、
西
欧
思
想
に
多
大
 

な
 影
響
を
与
え
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
 東
 ロ
ー
マ
帝
国
 が
そ
の
 衿
 持
を
千
年
も
保
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
 も
 、
モ
ス
ク
フ
公
国
の
 

首
都
モ
ス
ク
フ
が
第
三
の
ロ
ー
マ
と
呼
ば
れ
た
の
も
、
 
西
欧
で
西
ロ
ー
マ
帝
国
の
復
活
と
し
て
の
 八
 0
0
 年
の
 シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
の
 

戴
冠
に
始
ま
り
、
九
六
二
年
の
オ
ッ
ト
ー
一
世
の
即
位
 
以
後
一
八
 0
 六
年
ま
で
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
が
続
い
た
の
 も
、
皆
 こ
の
神
話
に
 エ
 

ネ
ル
ギ
ー
を
得
て
い
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
も
ム
ッ
ソ
リ
ー
 
ニ
も
 古
代
ロ
ー
マ
の
復
活
を
夢
見
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
さ
え
 
も
 ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
に
 

擬
え
ら
れ
た
。
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
当
時
は
、
成
功
の
階
段
 
を
 昇
り
つ
め
て
ゆ
く
様
を
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
成
功
 
に
 擬
え
ら
れ
て
い
た
。
 

そ
れ
故
、
「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
宗
教
復
興
」
の
 テ
｜
 て
 は
一
九
二
 0
 年
代
か
ら
 三
 0
 年
代
に
か
け
て
、
ド
イ
 ツ
を
 初
め
と
す
る
西
欧
 



(532) 

究 も l 出 に り に か 
で な 海 で さ 関 ス 、 し 古   マ 
ヴ 宗 は 体 が や 隆 
イ 教   に " 広 と 

史 
ラ冊 

    
（ し ヴ な は 」 め   
ずの 毛胡こ 韻 彼らの 

圭巴 @ ま、 議論 o 
ロ @ ま   
て や 『 
の は ロ 
王 9 l 

マ 。 "" Ⅰ 

崩 百人   
遡 マ 宗   
つ 宗 教   が多 氏の、残俳りのあ 論 利 本にお 社会 る 

な る 「 い で か 

本質 一 ホ像」 」 ブ ・ @ が 研 う て あ っ 
存 」 は ら 究 レ は る た 
在 の 今 は ス だ 
す 追 で ロ 提 」 キ け し 

価値 宗教 を皇 では 

ィ宴 し な 判 
興 て い 断 
  い だ を 
な る 3  4 半 
通 。 う っ 

じ そ か て 
て こ 。 い 

現 で 現 な 
れ 本 代 ぃ 
た 稿 の だ 

様 で 古 ろ 
十目 は 典 う 
を こ 字 か 
  の の   

  
マ   
  何ら と を 

濱偏お 
範 ご 親     
が る こ 

「こに アと見 
ウ に よ 
グ 対 う 
ス し と 

ト て す 
ゥ 、 る 

ス 凝 立 
の 議 場 

影
響
を
及
ぼ
し
た
。
し
か
し
、
「
ア
ウ
ク
ス
ト
ゥ
ス
の
 士
 ホ
教
復
興
」
を
「
復
興
」
と
し
て
捉
え
る
視
点
は
そ
れ
 だ
け
で
既
に
あ
る
種
の
 

 
 
 
 



 
 

-
9
-
 

 
 
け
ず
、
「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
復
興
」
と
い
う
章
を
 
設
け
て
淡
々
と
出
来
事
を
記
し
て
ゆ
く
と
い
う
ス
タ
イ
 
か
な
 取
っ
た
。
 

クストウ ス 

系 

  
解 し 
ょ た 

り 主 
も 張 
  c 
歴 呼 
史 応 
約 し 
理 て、 
解 - 
を フ 

目 ツ - 

ナ目 ア 

し、 宋 
ロ ア 
l p@ ヰ ヰ 

マ ③ 

宗教 ょ一 ｜ 

塁 Ⅰ 

  
描き出 大著 

    
におい 彼は殆 

てロ ど何 

  
評 マ 

宗教 栖 も   
え 体 

  

る
は
ず
の
ロ
ー
マ
宗
教
の
「
原
初
的
形
態
」
を
抽
出
し
 
ロ
ー
マ
宗
教
は
外
部
か
ら
の
影
響
に
よ
っ
て
、
こ
の
 

固
有
の
宗
教
観
念
が
変
 

質
し
て
ゆ
く
過
程
だ
と
捉
え
る
。
「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
 

の
 宗
教
復
興
」
に
関
す
る
彼
の
評
価
は
、
ア
ウ
ク
ス
ト
 
ゥ
ス
 の
自
筆
と
さ
れ
る
 

「
神
君
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
業
績
 

録
 」
 や
 ウ
ェ
ル
 ギ
リ
ウ
 ス
、
 ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
と
い
っ
た
詩
人
達
が
提
示
す
る
 
「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
に
 

-
6
-
 

よ
っ
て
偉
大
な
復
興
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
」
と
い
う
「
 

復
興
」
の
観
点
か
ら
な
さ
れ
た
解
釈
を
素
朴
に
受
け
入
 

れ
た
評
価
で
あ
っ
た
。
 

彼
は
衰
微
の
方
向
に
向
か
っ
た
宗
教
や
儀
礼
を
、
一
個
 

人
の
 力
 で
復
興
を
成
し
遂
げ
た
事
、
そ
し
て
そ
れ
が
そ
 

の
後
三
世
紀
に
わ
た
っ
 

て
 存
続
し
た
こ
と
は
、
宗
教
史
上
殆
ど
空
前
絶
後
の
偉
 

業
 で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
 

し
か
し
今
世
紀
前
半
に
活
躍
し
た
ア
ル
ト
ハ
イ
ム
 
田
 %
 安
住
 ヨ
 ）
は
、
ヴ
ィ
ッ
 ソ
ヴ
ァ
 ら
の
「
原
初
的
形
態
 
」
を
追
究
し
て
「
 
本
 

質
 」
を
抽
出
し
ょ
う
と
す
る
方
法
論
に
異
を
唱
え
た
。
 

彼
は
、
ロ
ー
マ
の
宗
教
は
元
来
社
会
・
政
治
と
密
接
に
 

絡
む
傾
向
を
有
し
て
お
 

り
 、
純
粋
な
「
ロ
ー
マ
的
宗
教
形
態
」
と
い
う
も
の
は
 

存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ロ
ー
マ
宗
教
は
 

ロ
 １
 7
 人
の
生
活
の
中
で
 

-
7
-
 

発
現
す
る
そ
の
形
態
に
お
い
て
こ
そ
本
質
を
看
取
出
来
 

る
と
説
い
た
。
そ
し
て
「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
宗
教
 

復
 興
 」
に
関
し
て
は
、
 
そ
 

暁
 
柑
 
し
か
。
だ
が
、
実
態
と
し
て
は
新
し
い
 

れ
 %
 単
な
る
復
興
や
旧
来
の
宗
教
的
価
 

 
 

 
 

簗
故
 

，
 

、
同
時
代
人
の
意
識
さ
え
も
欺
い
て
旧
態
の
「
 
復
興
」
だ
と
思
わ
せ
る
結
果
を
生
ん
だ
の
だ
、
と
い
う
 

0
 が
ア
ル
ト
ハ
イ
ム
の
主
張
 

教
 
碍
 
で
あ
っ
た
。
 



の
 宗
教
復
興
」
も
形
態
と
し
て
は
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
 

は
な
い
。
」
と
玉
帳
し
た
の
が
ウ
ォ
ー
ド
マ
ン
（
 

ト
 ・
 
圭
 
 
 

都
市
に
基
盤
を
置
く
ギ
リ
シ
ャ
 や
 ロ
ー
マ
の
宗
教
で
は
 
い
つ
の
時
代
に
も
ど
こ
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
お
 
り
、
 「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
 

こ
れ
ら
の
「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
宗
教
復
興
」
を
ど
ち
 ら
か
と
舌
口
え
ば
特
別
 
規
 す
る
立
場
に
対
し
て
、
「
宗
教
 の
 復
興
と
刷
新
は
 、
 

オ
ジ
 ル
ヴ
ィ
（
 力
 ・
 
ま
 ・
 
0
 毘
曲
 ③
、
リ
ー
ベ
シ
ュ
ッ
ツ
 
む
 ・
 
ヱ
 ・
 
ミ
 ・
 
n
.
 

ピ
色
の
の
 

り
プ
 
ロ
曳
と
に
至
っ
て
、
よ
う
や
 く
 ヴ
ィ
ッ
 
ソ
ヴ
ァ
 
の
 

流
れ
と
ア
ル
ト
ハ
イ
ム
の
流
れ
を
 統
ム
ロ
 
す
る
方
向
に
な
 る
 。
オ
ジ
ル
ヴ
ィ
は
 
百
１
で
人
 と
彼
ら
の
神
々
 ヒ
の
 中
で
、
「
ア
ウ
グ
ス
ト
 

ゥ
ス
 の
宗
教
復
興
」
が
成
功
し
た
と
言
え
る
の
は
、
 そ
 の
後
四
百
年
の
ロ
ー
マ
宗
教
の
存
続
と
ロ
ー
マ
人
の
自
 信
の
回
復
を
見
れ
ば
 判
 

 
 

る
 、
と
述
べ
て
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
宗
教
復
興
自
体
 
を
 高
く
評
価
す
る
が
、
一
方
で
「
ロ
ー
マ
宗
教
の
基
 
盤
は
存
続
し
て
い
た
か
 

ら
 、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
宗
教
復
興
も
成
功
し
た
の
で
 あ
る
。
」
と
全
く
の
刷
新
で
は
な
く
、
宗
教
基
盤
の
連
 続
 性
を
指
摘
し
て
い
る
。
 

リ
ー
ベ
シ
ュ
ッ
ツ
は
「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
宗
教
復
興
 」
に
お
い
て
、
当
事
者
が
ど
の
よ
う
な
目
で
捉
え
て
い
 
よ
う
と
も
、
実
態
と
し
 

一
は
 
-
 

て
は
「
復
興
」
よ
り
は
刷
新
の
要
素
が
強
く
、
政
治
的
 意
図
を
抜
き
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
と
玉
帳
し
た
。
一
方
   

弓
 
z
a
 

二
才
の
Ⅰ
 

一
は
 、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
時
代
の
建
造
物
 の
 研
究
を
通
し
て
「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
宗
教
復
興
」
 
を
 眺
め
、
様
々
の
 現
 

一
れ
 
-
 

豪
的
変
化
よ
り
も
価
値
の
体
系
の
変
化
に
注
目
す
る
事
 が
 重
要
で
あ
る
と
説
い
た
。
 

 
 る
 "
 し

か
し
、
こ
れ
ら
の
議
論
は
何
れ
に
し
て
も
ど
こ
か
に
 
「
ロ
ー
マ
宗
教
の
本
質
」
な
る
も
の
を
設
定
し
 、
ロ
｜
 マ
 宗
教
の
歴
史
は
そ
 

れ
が
変
質
す
る
過
程
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
発
現
す
 る
 過
程
な
の
か
と
問
 う
 て
い
る
点
で
、
「
宗
教
の
本
質
 」
論
に
拘
束
さ
れ
て
い
 

る
 。
毛
利
氏
は
こ
の
問
い
の
立
て
方
よ
り
も
、
「
現
象
 そ
れ
自
体
を
 、
 何
を
ど
 う
 受
け
入
れ
た
か
、
そ
の
際
 受
 容
 し
た
も
の
を
ど
 う
変
 

質
さ
せ
、
ま
た
自
ら
ど
う
変
わ
っ
て
い
っ
た
か
と
い
う
 観
点
の
下
に
考
察
し
、
そ
の
過
程
を
跡
付
け
る
べ
き
で
 
は
な
い
か
」
と
指
摘
す
   



が
ぅ
と
 努
め
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
精
神
的
に
も
 
ロ
ー
マ
が
立
ち
直
ら
な
け
れ
ば
ロ
ー
マ
は
再
建
さ
れ
な
 

と
 考
え
た
。
彼
の
考
え
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

れ
は
彼
が
最
晩
年
三
記
し
た
「
神
君
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
 

ス
の
 業
績
 録
 」
 

庚
 病的
の
の
（
 き
口
ヨ
 下
馬
 巳
 き
の
中
 で
 自
ら
の
統
治
理
念
と
し
て
 

 
 

 
  
 

 
 

 
 

葉
 に
最
も
よ
く
現
れ
て
い
る
。
彼
が
「
祖
先
」
と
い
う
 言
葉
で
念
頭
に
置
い
て
い
た
 

の 宗教復興」の 声 

第   
上 草 
で 三 
述 
べ 

  
に ス @ 
ア ウ 

ウグストゥ 生涯 スの 

ス に 

は神殿 見る 
建 ヨ 

本数だ役 笑ゃ 新 
た 興 
な 」 

  
-% - - 収     

  
面 
か 

ら自 

ら 

  
権 
威 
を   
F' ヨ 
め 
よ 

  検討 

こ
の
議
論
を
受
け
て
ノ
ー
ス
 
串
 ・
 
下
 ・
 
Z
 。
二
 %
 
 は
 、
 b
 不
 
教
の
変
化
自
体
は
、
共
和
 政
 期
か
ら
既
に
始
ま
っ
て
 
お
り
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
 

ス
 に
よ
っ
て
急
激
に
改
変
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
、
 
と
 

 
 

は
な
い
、
と
指
摘
し
、
 

自
説
が
「
共
和
 政
 末
期
宗
教
衰
微
論
」
で
は
な
い
こ
と
 な
こ
と
わ
っ
た
上
で
、
共
和
政
か
ら
帝
政
へ
の
体
制
の
 
移
行
に
伴
っ
て
、
よ
く
 

舌
口
わ
れ
る
 よ
う
 に
宗
教
生
活
が
変
化
し
た
と
は
舌
口
え
な
 

い
の
で
は
な
い
か
、
と
説
く
。
そ
の
上
で
「
ア
ウ
グ
ス
 ト
ゥ
ス
の
 古
 
示
教
 復
血
ご
 

を
 眺
め
る
時
、
そ
れ
は
変
化
自
体
を
示
し
て
い
る
の
で
 
は
な
く
、
帝
政
へ
の
変
化
・
体
制
の
刷
新
に
対
す
る
 
カ
 ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
で
あ
っ
 

た
の
で
は
な
い
か
、
と
論
じ
る
。
 

現
在
の
所
、
議
論
は
、
画
題
の
現
象
自
体
が
「
復
興
」
 
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
「
刷
新
」
で
あ
る
か
、
 と
 問
 う
 対
立
図
式
か
ら
は
な
 

れ
て
、
現
象
の
奥
に
潜
む
価
値
観
の
変
化
を
一
そ
れ
が
 
政
治
的
意
図
の
下
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
、
自
発
 
的
に
生
じ
た
も
の
で
あ
 

れ
 ）
問
う
の
か
、
そ
れ
と
も
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
 中
で
現
象
自
体
の
特
殊
性
を
軽
視
し
て
提
示
す
る
の
か
 
、
と
い
っ
た
対
立
図
式
 

に
 移
行
し
て
き
て
い
る
よ
 う
 で
あ
る
。
し
か
し
本
当
の
 問
題
は
、
こ
の
よ
う
に
こ
の
テ
ー
マ
が
く
り
返
し
問
い
 続
け
ら
れ
る
こ
と
自
体
 

の
う
ち
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
「
 ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
宗
教
復
興
」
自
体
を
帝
政
前
後
で
 分
け
て
考
察
す
る
。
 



1
 
 
オ
ク
タ
ウ
ィ
ア
ヌ
ス
 

オ
ク
タ
ウ
ィ
ア
ヌ
ス
（
後
の
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
）
は
 、
一
 型
 八
十
三
年
九
月
二
十
三
日
に
ロ
ー
マ
で
 ガ
 

息
子
と
し
て
生
ま
れ
、
父
と
同
じ
名
を
付
け
ら
れ
た
。
 
彼
は
五
歳
で
父
を
亡
く
し
、
大
叔
父
カ
エ
サ
ル
 

も
あ
っ
て
 、
 彼
の
晩
年
 
箭
 四
十
五
年
九
星
に
養
子
と
 な
り
、
正
式
名
を
ガ
 イ
ュ
ス
 
・
 ュ
 リ
ウ
ス
・
 
カ
 

お
帥
 三
の
目
三
三
の
の
り
の
の
曲
Ⅱ
 
0
 の
Ⅰ
 
曲
ミ
 リ
コ
 仁
巴
と
 名
乗
っ
た
  
 

前
 四
十
四
年
、
カ
エ
サ
ル
暗
殺
後
、
カ
エ
サ
ル
家
の
家
 長
 と
な
っ
た
オ
ク
タ
ウ
ィ
ア
ヌ
ス
は
、
ア
ン
 

者
 ブ
ル
ー
ト
ゥ
ス
と
が
戦
っ
て
い
る
間
に
、
元
老
院
に
 
お
い
て
勢
力
を
得
、
法
務
官
に
就
任
す
る
。
 フ
 イ

ユ
ス
 
・
オ
ク
タ
ウ
ィ
 
ウ
ス
 の
 

に
正
式
な
子
が
無
か
っ
た
こ
と
 

エ
サ
ル
・
オ
ク
タ
ウ
ィ
ア
ヌ
ス
 

ト
ニ
ウ
 
ス
と
 カ
エ
サ
ル
の
暗
殺
 

ィ
リ
ピ
 
の
戦
い
で
カ
エ
サ
ル
 暗
 

の
は
ど
の
時
代
で
あ
る
か
は
特
定
出
来
な
い
が
、
し
か
 し
 共
和
 政
斯
 の
、
し
か
も
最
末
期
で
は
な
い
時
代
を
念
 頭
に
置
い
て
い
た
の
は
 

確
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
実
態
が
ど
う
で
あ
れ
、
後
述
す
 
る
よ
う
に
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
が
自
分
を
「
共
和
 攻
め
 復
興
者
」
で
あ
り
「
 市
 

民
の
第
一
人
者
」
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
た
事
か
ら
も
 確
か
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
彼
は
共
和
 政
を
 モ
デ
ル
に
 
し
た
「
ロ
ー
マ
精
神
」
 

と
で
も
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
を
復
興
し
よ
う
と
 
試
 み
た
。
当
時
の
言
葉
で
言
え
ば
、
「
人
間
間
の
秩
序
を
 回
復
し
、
神
々
に
対
す
 

る
 敬
虔
 
G
 目
 （
 
り
の
 
）
を
取
り
戻
す
」
こ
と
で
あ
っ
た
と
 一
 
目
 え
る
。
 

こ
の
よ
う
に
彼
の
目
標
は
「
ロ
ー
マ
再
興
」
で
あ
っ
た
 。
し
か
し
歴
史
現
象
と
し
て
「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
 宗
 教
 復
興
」
を
見
る
と
、
 

そ
の
歩
み
は
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
が
段
階
的
に
権
力
を
掌
 損
 し
て
ゆ
く
過
程
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
こ
れ
 
を
 政
治
的
事
件
と
切
り
 

離
し
て
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
ま
ず
、
三
頭
 
政
治
時
代
の
オ
ク
タ
ウ
ィ
ア
ヌ
ス
に
焦
点
を
当
て
、
 次
 に
ア
ウ
 ク
ス
ト
ゥ
ス
の
 

宗
教
復
興
を
精
神
的
側
面
か
ら
支
え
た
二
人
の
詩
人
 
ゥ
 エ
ル
ギ
リ
ウ
ス
 
と
 ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
果
し
た
役
割
に
つ
 い
て
検
討
し
た
い
。
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す ス パ ギ 

ろ は ト リ 
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し 対 を ャ 
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@ ま @   
あ 帰 を 

<  ヨ 足玉 。 迭 
ま し ん 
で   で 

共 確 ア 
オロ 実 ン 

政 に   

ニウ の伝 権力 

統 を ス 

に 草 と 

則 握 対 
つ し 戦 
て つ   
い つ る 勝 
と 後 
い に 

  
を 

う 帝 収 
装 政 め 
い と て 

の 呼 
下 は 

  
@ 一 月   

に れ     ノ 丁丁 一 る 十 

  

沖
 

重
ん
じ
て
復
活
さ
せ
る
と
い
う
姿
勢
を
元
老
院
に
 
示
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
 既
に
祭
司
団
の
再
編
が
行
わ
 

 
 
頭
 

れ
て
お
り
、
オ
ク
タ
ウ
ィ
ア
ヌ
ス
は
近
親
者
や
親
 
友
 を
そ
の
中
に
入
れ
て
、
祭
司
団
の
掌
握
も
図
っ
た
。
 
両
三
十
一
年
、
ア
ウ
グ
ス
ト
 

散
す
 

 
 

柑
 
す
と
い
う
古
め
か
し
い
や
り
万
を
復
活
し
て
宣
戦
 布
告
を
行
な
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
 
ス
が
 共
和
 政
 本
来
の
形
式
を
 

殺
 者
達
を
滅
ぼ
す
に
当
っ
て
 
箭
 四
十
二
年
一
、
復
讐
者
 
マ
ル
ス
の
神
殿
の
奉
献
を
誓
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
 
フ
 ィ
リ
ピ
 の
戦
い
の
後
、
 

 
 

マ
ル
ク
ス
・
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
、
レ
ピ
ド
ゥ
ス
と
組
ん
で
 、
五
年
間
の
期
限
を
切
っ
て
第
二
回
三
頭
政
治
を
行
う
 
。
両
三
十
 セ
 年
に
は
 三
 

頼
政
治
を
更
に
五
年
間
続
行
す
る
こ
と
を
三
者
で
決
め
 
る
が
、
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
は
エ
ジ
プ
ト
女
王
ク
レ
オ
パ
 
ト
ラ
 と
の
恋
愛
の
た
め
 

首
都
ロ
ー
マ
の
ロ
ー
マ
市
民
の
間
で
人
望
を
失
い
 
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
翌
前
三
十
六
年
レ
ピ
ド
ゥ
ス
 が
 失
脚
し
て
、
ロ
ー
マ
 

宗
教
の
長
と
し
て
の
権
威
の
み
を
有
す
る
大
神
祇
官
（
 
㌧
 0
 コ
 （
 
@
f
 

の
Ⅹ
ま
の
 

准
ヨ
拐
 ）
の
 職
 だ
け
を
辛
う
じ
て
保
つ
 よ
う
に
な
る
と
、
西
方
 

は
 全
て
オ
ク
タ
ウ
ィ
ア
ヌ
ス
の
支
配
下
に
帰
し
た
。
 彼
 は
 徐
々
に
軍
団
を
解
散
さ
せ
て
植
民
市
を
築
か
せ
る
 
一
 万
 、
自
分
と
イ
タ
リ
ア
 

や
諸
属
州
 と
の
間
に
、
オ
ク
タ
ウ
ィ
ア
ヌ
ス
を
パ
ト
ロ
 
メ
 ス
と
し
各
自
治
体
を
ク
リ
エ
ン
テ
ー
 ス
 と
す
る
 ク
リ
 エ
ン
テ
ー
ラ
関
係
を
結
 

び
、
 着
々
と
元
首
 制
 確
立
の
基
盤
を
整
え
て
い
た
。
 こ
 の
 早
落
雷
で
危
う
く
命
拾
い
し
た
時
に
 、
 ア
ポ
ロ
に
 神
 殿
の
奉
献
を
誓
い
、
 ま
 

た
 自
分
が
ア
ポ
ロ
神
の
加
護
を
受
け
て
い
る
と
宣
伝
し
 
始
め
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
後
の
ア
ポ
ロ
神
童
 
視
へ
の
布
石
と
な
る
。
 

前
 三
十
二
年
に
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
と
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
に
 
対
 し
て
宣
戦
を
布
告
し
た
時
に
も
、
彼
は
宣
戦
布
告
者
 

（
 
ヰ
の
 
（
 
田
 e
 ③
を
遣
わ
 



予
見
し
て
い
る
の
だ
と
、
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
が
生
き
て
 
い
た
当
時
も
、
後
代
に
も
考
え
ら
れ
て
い
た
。
「
鉄
の
 時
代
か
ら
黄
金
の
 

に
 帰
る
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
ロ
ー
マ
が
再
生
し
続
け
 
る
と
い
う
「
永
遠
の
ロ
ー
マ
」
神
話
の
も
と
と
な
る
も
 
の
で
あ
っ
た
。
 

両
三
十
七
年
か
ら
執
筆
さ
れ
た
「
農
耕
 詩
 」
第
四
巻
は
 

ロ
ー
マ
人
の
暗
 楡
 で
あ
ろ
う
と
思
わ
せ
る
蜜
蜂
の
社
 会
の
絶
滅
、
 オ
 

ウ
ス
と
ェ
ウ
リ
ュ
 デ
ィ
ケ
ー
と
蜜
蜂
に
纏
わ
る
有
名
な
 伝
説
、
彼
ら
二
人
の
怒
れ
る
霊
が
宥
め
ら
れ
た
後
の
蜜
 
蜂
の
社
会
の
再
生
 

い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
に
は
、
ロ
ー
マ
 は
 一
度
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
怒
れ
る
神
々
を
宥
め
 て
 初
め
て
、
新
た
 

命
に
 甦
っ
て
繁
栄
す
る
、
と
い
う
「
ロ
ー
マ
再
生
史
観
 
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
思
想
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
 
解
 秋
 さ
れ
て
き
た
。
 

「
農
耕
 
詩
 」
は
前
二
十
九
年
に
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
別
荘
 
で
 全
部
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。
 

そ
し
て
前
三
十
一
年
か
ら
執
筆
さ
れ
て
未
完
に
終
っ
た
 
「
ア
エ
ネ
ー
イ
ス
」
は
、
ホ
メ
ー
ロ
ス
の
「
イ
ー
リ
ア
 ス
 」
と
「
オ
デ
 時

代
 

 
 

と
 

な
土
 

こ
の
 

ユ
ツ
 

わ
れ
た
の
で
あ
り
、
彼
が
自
ら
を
「
祖
先
の
良
風
美
俗
 」
即
ち
古
き
良
き
ロ
ー
マ
の
「
再
興
者
」
と
し
て
呈
示
 
し
て
い
た
こ
と
は
忘
れ
 

て
は
な
ら
な
い
（
 注
 （
 
ぬ
 ）
 参
笘
 。
 

2
 
 ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
 

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
「
ロ
ー
マ
再
興
」
モ
デ
ル
を
早
い
 時
代
か
ら
文
学
の
面
か
ら
支
え
た
の
が
ウ
ェ
ル
 
ギ
リ
ウ
 ス
石
宇
お
 口
 ・
 
n
.
-
 
で
 

あ
る
。
 前
 四
十
一
年
頃
か
ら
執
筆
さ
れ
始
め
た
「
牧
歌
 」
の
「
第
四
牧
歌
」
に
お
い
て
「
ロ
ー
マ
か
ら
立
ち
去
 
っ
て
い
た
 Z
 女
 
（
正
義
 

-
Z
 
一
 

の
女
神
の
比
 倫
 ）
が
帰
っ
て
き
て
、
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
の
 時
代
が
戻
り
、
天
か
ら
新
し
い
世
代
が
降
り
て
く
る
。
 
そ
し
て
あ
る
赤
ん
坊
が
 

誕
生
し
、
世
界
は
そ
の
子
供
の
成
長
に
つ
れ
て
、
戦
争
 
に
 満
ち
た
鉄
の
時
代
か
ら
幸
福
な
黄
金
の
時
代
に
還
っ
 
て
ゆ
き
、
ア
ポ
ロ
が
 王
 

 
 

に
な
る
。
」
と
語
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
赤
ん
坊
は
 ア
ウ
 グ
ス
ト
ゥ
ス
の
象
徴
で
あ
り
、
黄
金
の
時
代
と
は
 
ア
 ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
時
代
を
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 ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
 

ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
（
の
 ぃ
 ム
ロ
・
 

n
.
 

）
が
内
乱
期
末
期
 
@
 
四
十
 ｜
 三
十
一
ま
に
著
し
た
恋
愛
や
社
会
不
満
を
誼
っ
た
 

詩
集
「
エ
ポ
ー
デ
ィ
 

｜
 」
か
ら
、
彼
が
内
乱
か
ら
受
け
た
苦
痛
に
悩
み
、
 
ロ
 ｜
マ
の
 未
来
に
重
苦
し
い
運
命
を
感
じ
取
っ
て
い
た
 次
 第
が
 明
ら
か
に
な
る
。
 

「
エ
ポ
ー
デ
ィ
ー
」
第
十
六
 
歌
 
「
市
民
戦
争
の
苦
悩
」
で
 
は
 、
「
我
々
、
敬
虔
を
忘
れ
た
世
代
が
、
過
去
の
ど
ん
 な
 動
乱
の
と
き
に
も
 

 
 

安
泰
だ
っ
た
ロ
ー
マ
を
滅
ぼ
す
で
あ
ろ
う
」
と
悲
観
的
 
に
 嘆
き
、
同
第
七
 歌
 
「
市
民
戦
争
の
恐
る
べ
き
再
開
」
 

に
お
い
て
は
、
ロ
ー
マ
   

た る エ 復 命 ロ 乗 て ま セ 
こ 。 か し に l 」 こ 、 で ィ 

ア
 」
と
を
手
本
と
し
て
、
ア
エ
 ネ
 ー
 ア
ス
 と
い
う
ト
ロ
 
イ
ア
人
の
英
雄
が
祖
国
を
出
て
か
ら
ロ
ー
マ
の
母
体
と
 
な
る
都
市
を
築
く
 

の
話
を
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
 
ュ
 リ
ウ
ス
一
族
と
 ア
 エ
ネ
ー
ア
ス
、
ひ
い
て
は
歴
史
的
に
名
高
い
ト
ロ
イ
 
ア
 と
を
結
び
付
け
 

ロ
ー
マ
を
 
へ
 レ
ニ
ズ
ム
世
界
の
中
で
権
威
付
け
よ
う
と
 す
る
企
図
が
看
 て
 取
れ
る
。
 

の
よ
う
に
、
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
は
「
第
四
牧
歌
」
で
 見
 た
よ
う
に
来
る
べ
き
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
時
代
を
最
初
は
 
「
黄
金
時
代
の
再
 

と
の
予
感
の
下
に
捉
え
た
。
そ
し
て
司
辰
新
語
」
で
 見
 ら
れ
た
「
怒
れ
る
神
々
を
宥
め
、
敬
虔
を
回
復
す
る
こ
 
と
に
よ
っ
て
し
か
 

マ
の
 繁
栄
は
取
り
戻
せ
な
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
 
そ
 れ
 自
体
は
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
「
祖
先
の
良
風
美
俗
の
 
復
活
」
と
い
う
 理
 

合
致
す
る
よ
う
に
み
え
る
。
従
来
は
、
ウ
ェ
ル
 
ギ
リ
ウ
 ス
は
 、
内
乱
に
対
し
て
糾
弾
の
声
を
上
げ
、
内
乱
を
平
 定
 し
て
秩
序
を
回
 

た
 ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
を
賛
美
し
た
と
い
う
解
釈
が
多
か
 
っ
た
 。
現
在
「
ア
エ
ネ
ー
イ
ス
」
の
悲
劇
的
結
末
を
分
 
析
 し
た
結
果
、
 
ウ
 

ギ
 リ
ウ
ス
自
身
に
関
す
る
評
価
は
必
ず
し
も
ア
ウ
グ
ス
 
ト
 ウ
ス
賛
美
一
色
の
御
用
詩
人
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
 く
な
っ
て
き
て
い
 

し
か
し
彼
が
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
政
策
を
賛
美
し
 、
ア
 ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
政
策
を
精
神
的
に
意
味
付
け
る
役
割
 
を
 結
果
的
に
果
し
 

と
は
否
め
な
い
 て
 
あ
ろ
う
。
 
O
-
4
-
2
 



前
 達
の
祖
先
の
罪
を
被
り
続
け
る
だ
ろ
う
。
…
…
無
視
 
さ
れ
た
神
々
は
 、
 諸
々
の
禍
を
悲
し
み
に
満
ち
た
 
へ
ス
 ペ
リ
ア
（
イ
タ
リ
ア
）
 

 
 

に
 下
し
た
の
だ
」
と
警
告
す
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
「
 
罪
過
に
満
ち
満
ち
た
世
代
は
、
ま
ず
婚
礼
の
寝
台
を
汚
 
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
子
孫
 

一
花
 
一
 

も
 家
も
汚
さ
れ
た
 ｜
 こ
の
よ
う
な
（
諸
悪
の
）
源
泉
 か
 ら
 湧
き
出
し
た
災
厄
は
祖
国
と
民
と
の
中
に
満
ち
溢
れ
 
て
い
る
」
こ
と
に
よ
っ
 

て
 更
に
悪
く
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
姦
通
か
ら
始
ま
 
っ
て
、
敬
虔
を
欠
い
た
悪
 い
 子
供
達
が
生
ま
れ
、
家
が
 崩
壊
し
て
祭
祀
が
途
絶
 

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
、
 
と
 誼
 
-
 う
 。
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
論
旨
は
、
市
民
戦
争
の
原
因
は
 
、
 神
々
を
無
視
し
て
 

る
こ
と
と
、
世
の
中
の
諸
々
の
不
道
徳
即
ち
秩
序
破
壊
 
と
に
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
互
い
に
関
連
し
て
い
る
と
 
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 彼
 

は
、
 人
々
が
敬
虔
を
取
り
戻
し
、
か
っ
て
の
よ
う
に
 慎
 し
ん
で
神
意
に
耳
を
傾
け
る
 よ
う
 に
な
れ
ば
、
神
々
は
 怒
り
を
静
め
て
諸
々
の
 

補
を
イ
タ
リ
ア
か
ら
取
り
除
い
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
、
 
と
 考
え
て
い
た
。
 

ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
毒
が
人
々
の
心
を
捉
え
た
の
は
、
 彼
 の
こ
の
よ
う
な
感
覚
が
当
時
の
ロ
ー
マ
市
民
の
心
を
あ
 
る
 程
度
代
弁
し
て
い
 

た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
の
作
品
は
 ア
ウ
 ク
ス
ト
 ゥ
ス
 に
と
っ
て
 、
 自
ら
の
提
示
す
る
「
現
在
の
ロ
ー
マ
 は
微
 れ
て
お
り
、
清
め
 

に
よ
っ
て
再
び
ロ
ー
マ
に
繁
栄
を
取
り
戻
す
」
と
い
う
 
ロ
ー
マ
観
に
適
合
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ウ
ェ
ル
 ギ
リ
 ウ
ス
没
後
、
彼
は
詩
人
 

達
の
中
で
最
も
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
に
重
用
さ
れ
た
。
 
そ
 れ
枚
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
自
身
の
意
図
に
拘
ら
ず
、
彼
の
詩
 
作
も
結
果
的
に
ア
ウ
グ
 

ス
ト
ゥ
ス
の
「
ロ
ー
マ
再
興
」
の
理
念
を
補
強
し
 、
支
 

 
 

彼
は
後
年
、
前
十
 セ
 年
の
世
紀
祭
の
折
に
は
、
帝
の
依
 頼
を
受
け
て
「
祝
祭
讃
歌
」
を
著
し
て
い
る
。
 

  
よ 見 を 
お 以 
前 て 
達 す 
に れ 
罪 は 
が 神 
な 々 
<  ひ " し 
と 対 
も す 
る 

宙倶 肪探 耳目 山肌 

し へ 
た の 
伸 夫 
々 罰 
の で 
平中 あ 
殿 つ 
や た 
-% 市日   

を 彼 
了ひ @@ @ 

  
て ル 

里 ミ 
い ナ 

煤 
  

で 第 
清 二 

れ 春 
た 第 
神 木 
々 歌 
の 「 

像 宗 
を 数 

と純 修復 

す 粋 
る 」 

ま で 
で 「 

は ロ 

  
ガ マ 

(540) 

  
地 
が 

市 
民 
同 
士 
  
戦 
  
ひ @ し 
よ 

  
て 

  
塗 

ら 

れ 
て 

  
  
    

と 

を 

嘆 
  
が 26 

    

  
市 
民 
戦 
争 
と 

  

ぅ状 

況 
そ 

  
も 

  
が 

ホ   
  
テ 
  
ウ 
ス 

62 
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フ
ォ
ル
ム
（
広
場
）
に
神
君
ユ
リ
ウ
ス
神
殿
す
の
巨
の
の
 
ま
ユ
 （
 
ロ
コ
 
ご
を
建
て
て
、
ユ
リ
ウ
ス
広
場
 

田
 0
 「
Ⅰ
 
ヨ
 （
 
ロ
コ
ロ
 
邑
と
 名
付
け
る
。
 

こ
の
頃
か
ら
オ
ク
タ
ウ
ィ
ア
ヌ
ス
の
 ゲ
ニ
ウ
ス
 を
礼
拝
 す
る
習
慣
が
出
現
す
る
が
、
そ
れ
が
形
式
上
で
も
整
え
 ら
れ
る
の
は
、
前
七
年
 

ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
前
三
十
一
年
か
 ら
 前
二
十
三
年
ま
で
毎
年
執
政
官
同
僚
を
務
め
、
そ
の
 権
限
を
以
て
引
き
続
き
 

前
 二
十
八
年
に
元
老
院
議
員
の
人
員
削
減
（
九
百
人
か
 
ら
 八
百
人
へ
一
な
ど
の
諸
改
革
に
着
手
し
、
ま
た
 
国
 民
の
戸
口
調
査
を
行
っ
 

た
 。
同
年
、
四
十
一
年
ぶ
り
に
修
祓
式
を
挙
げ
、
パ
ラ
 
テ
ィ
 メ
 ス
丘
の
帝
室
の
隣
に
ア
ポ
ロ
の
神
殿
を
奉
献
し
 

そ
こ
に
 シ
ビ
ュ
ラ
 の
 

一
弘
一
 

巻
物
を
ユ
ピ
テ
ル
神
殿
か
ら
移
管
し
た
。
こ
の
年
に
 
、
 都
 ロ
ー
マ
の
八
十
二
の
神
域
を
修
復
し
た
。
こ
の
他
に
 ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
 意
 

向
を
受
け
て
側
近
の
人
々
が
奉
献
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
 神
殿
も
多
い
。
こ
の
こ
と
は
、
公
共
建
築
物
で
あ
る
 
神
 殿
を
政
治
的
有
力
者
が
 

公
有
地
に
私
費
で
奉
献
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
政
治
 権
力
が
介
入
し
て
ゆ
く
ロ
ー
マ
の
宗
教
の
あ
り
方
を
物
 
語
る
と
共
に
、
ア
ウ
グ
   

一
四
 
-
 

オ
ク
タ
ウ
ィ
ア
ヌ
ス
は
自
分
が
ロ
ー
マ
に
凱
旋
し
た
 日
 を
 祝
日
と
定
め
、
前
二
十
九
年
ヤ
ヌ
ス
神
殿
の
扉
を
閉
 
じ
た
。
同
年
、
彼
は
 

し ス 立 
  て 即 自 前 

法 ち 伸 二 
神 的 ア に 十 
殿 に ゃ 関 九 四 

建築 

ロ ク     し 午 

と 

祭儀   的 神 セ ィ @ 
便 殿 年 ア ウ 

  
世 の が て に 

細 高     
解 え 数 る 

不軸窒   
興 下っ説こ にてがれ 」   
  
  け で い   
し "  @  @ こ 
た - 時 は 
次 万 代 ゅ 
第 で の か 
を 道 オ な 

クタ 検討 徳復 

す 興 ゥ 帝 
る 令 ィ 政 
。 を ア の 
出 ヌ 成 



け
 取
っ
て
イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル
 
笘
ヨ
桶
 「
 
緊
 。
邑
の
称
号
 を
 得
る
と
同
時
に
、
「
至
尊
者
」
と
い
う
意
味
の
「
 ア
 ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
」
と
い
 

う
 称
号
を
も
元
老
院
か
ら
贈
ら
れ
る
。
こ
の
・
。
 
p
 目
の
目
の
（
 

曳
 ，
と
い
う
形
容
詞
は
、
共
和
政
則
に
は
（
尊
厳
な
る
 
）
と
い
う
宗
教
的
な
意
 

抹
 し
か
持
た
な
い
詰
で
あ
っ
た
が
、
前
二
十
 セ
 年
以
降
 、
皇
帝
だ
け
が
帯
び
る
こ
と
の
で
き
る
政
治
的
権
威
を
 
表
す
称
号
と
な
っ
た
。
 

こ
の
時
同
時
に
、
一
年
の
第
六
番
目
の
月
一
現
在
の
八
 月
一
を
「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
 月
 」
と
呼
ぶ
こ
と
も
 決
 議
さ
れ
た
。
こ
の
後
オ
 

ク
 タ
ウ
ィ
 ア
ヌ
ス
 即
ち
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
は
分
散
的
に
 存
在
し
て
い
た
国
政
上
の
機
能
を
徐
々
に
一
身
に
集
中
 
す
る
こ
と
で
合
法
的
な
 

裏
付
け
を
な
し
つ
つ
、
皇
帝
の
地
位
を
確
立
し
て
ゆ
く
 
。
彼
は
常
に
自
分
の
地
位
を
、
元
老
院
の
 ヨ
聖
局
位
の
メ
 
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
首
席
 

元
老
院
議
員
一
元
首
下
ぎ
の
の
毘
の
の
 コ
リ
 
（
 
仁
 ③
と
し
て
 位
置
付
け
て
い
た
。
 

こ
の
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
帝
政
に
対
す
る
様
々
な
評
価
 も
 、
現
在
は
「
共
和
 政
 と
は
異
な
る
帝
政
へ
と
体
制
を
 巧
み
に
移
行
し
た
」
 

と
い
う
辺
に
落
ち
着
い
て
い
る
。
彼
は
独
裁
者
と
し
て
 振
る
舞
い
貴
族
的
市
民
の
怒
り
を
買
っ
て
暗
殺
さ
れ
た
 
カ
 エ
 サ
ル
の
轍
を
踏
ま
 

ぬ
よ
う
、
自
分
は
共
和
 政
 と
い
う
ロ
ー
マ
の
伝
統
の
復
 其
者
で
あ
っ
て
「
市
民
の
第
一
人
者
 
田
 「
 
ぎ
 の
の
口
の
）
」
 

で
あ
る
と
い
う
姿
勢
だ
 

け
は
生
涯
貫
い
た
。
 

前
 二
十
 セ
 年
か
ら
の
数
年
間
は
、
帝
国
の
国
境
を
拡
大
 
し
よ
う
と
外
征
を
試
み
る
が
、
同
じ
時
期
に
ア
ウ
グ
ス
 
ト
ゥ
ス
自
身
が
重
い
 

病
 に
倒
れ
、
ま
た
陰
謀
事
件
も
起
っ
た
。
 前
 二
十
三
年
 に
 執
政
官
職
を
退
く
が
、
終
身
の
護
民
官
職
権
を
得
る
 
。
こ
の
護
民
官
職
権
は
 

全
て
の
決
議
に
対
す
る
絶
対
的
な
拒
否
権
と
完
全
な
国
 
家
の
統
治
権
、
身
体
の
不
可
侵
権
を
含
む
も
の
で
あ
っ
 
た
 。
こ
の
終
身
護
民
官
 

 
 

ス
ト
ゥ
ス
と
そ
の
側
近
に
よ
る
政
権
の
基
盤
固
め
が
 進
 付
 し
て
行
く
過
程
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
 
る
 。
 

前
 二
十
七
年
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
は
 、
 形
の
上
で
は
、
 
三
頭
政
治
及
び
マ
ル
ク
ス
・
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
と
の
戦
の
 
間
 に
与
え
ら
れ
て
い
 

た
 戦
時
の
特
別
な
権
限
 
一
 イ
ン
ペ
リ
ウ
ム
 
@
 
ロ
の
「
 

ぎ
 己
な
 一
旦
元
老
院
に
返
還
し
た
上
で
、
改
め
て
元
老
 院
か
ら
そ
の
権
限
を
受
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職
権
の
獲
得
を
帝
政
の
確
立
し
た
年
代
と
見
る
学
者
も
 
多
い
。
同
年
に
マ
ル
ス
の
神
殿
を
公
有
地
で
は
な
く
 
帝
 室
の
私
有
地
に
新
た
に
 

建
立
し
始
め
た
事
も
、
ア
ウ
ク
ス
ト
ゥ
ス
の
権
威
を
人
 
々
に
知
ら
せ
る
意
味
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
神
殿
に
 、
カ
ピ
 ト
リ
ー
ヌ
ス
三
 

の
 ユ
ピ
テ
ル
神
殿
に
与
え
ら
れ
て
い
た
特
権
が
移
譲
さ
 れ
た
こ
と
も
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
一
門
（
カ
 
エ
 サ
ル
 家
 ）
へ
の
宗
教
的
権
力
 集
 

 
 

中
の
過
程
と
し
て
特
筆
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
し
か
 
し
 翌
年
の
前
二
十
二
年
、
独
裁
官
権
限
を
与
え
る
と
い
 う
 元
老
院
の
決
議
に
対
 

し
て
は
、
受
取
を
拒
否
す
る
。
同
年
 カ
ピ
 ト
リ
ウ
ム
の
 ユ
ピ
テ
ル
神
殿
が
建
立
さ
れ
、
神
官
田
が
充
実
さ
れ
る
 。
こ
の
午
か
ら
三
年
間
 

尾
州
を
巡
回
し
て
ロ
ー
マ
を
離
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
 
い
て
は
世
紀
祭
の
項
で
後
述
す
る
。
 前
 二
十
年
 に
パ
ル
 テ
ィ
ア
 と
 平
和
協
定
を
 

結
び
、
前
十
九
年
に
ロ
ー
マ
に
帰
還
し
た
日
を
記
念
し
 
て
 、
毎
年
犠
牲
式
を
挙
げ
る
こ
と
を
決
定
し
、
こ
の
 祭
 儀
を
自
分
の
呼
称
を
冠
 

し
た
「
ア
ウ
グ
ス
タ
リ
ア
」
と
名
付
け
た
。
こ
の
年
 、
 フ
 オ
ル
ト
ウ
ー
 ナ
 の
祭
壇
 
ず
 「
 簿
 Ⅰ
 0
 コ
 月
目
 
ド
 の
力
の
隼
 
仁
ユ
 ③
を
建
立
す
る
。
 

前
 十
八
年
に
は
 著
移
 禁
止
令
を
出
し
、
同
時
に
元
老
院
 議
員
の
人
員
整
理
令
、
姦
通
禁
止
令
、
不
正
選
挙
防
止
 
法
を
次
々
と
発
布
す
 

る
な
ど
本
格
的
な
道
徳
復
興
政
策
に
取
り
組
み
、
前
十
 セ
 年
に
は
世
紀
祭
を
催
す
。
 

前
 十
五
 ｜
 十
三
年
の
 ガ
リ
 ア
 親
征
か
ら
帰
還
す
る
 

と
、
 「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
平
和
の
祭
壇
す
ぶ
㌧
㏄
 ユ
め
 申
吾
 柱
の
 （
㏄
②
」
を
マ
ル
ス
の
野
に
建
立
す
る
。
四
年
後
 に 完
成
し
た
こ
の
祭
壇
 

は
 、
皇
帝
と
そ
の
家
族
を
中
心
に
帝
室
の
頂
点
に
立
つ
 
人
々
が
行
列
を
組
ん
で
犠
牲
 式
 に
臨
む
様
を
浮
き
彫
り
 で
 描
い
て
お
り
、
当
時
 

0
 人
物
の
勢
力
や
序
列
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
一
級
 
の
 美
術
品
で
あ
る
。
 

前
 十
二
年
、
レ
ピ
ド
ゥ
ス
の
死
に
よ
り
、
大
神
祇
官
（
 
㌧
 0
 コ
 （
 
@
f
 
の
 メ
ヨ
 ㏄
 甑
ヨ
巳
 ）
に
就
任
す
る
が
、
こ
れ
は
 ア
 ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
が
 宗
 

数
両
で
も
ロ
ー
マ
の
首
長
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
た
 
。
こ
の
年
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
は
パ
ラ
テ
ィ
 
メ
 ス
丘
の
 帝
室
の
隣
 、
 ア
ポ
ロ
 神
 

殿
の
近
く
に
、
家
庭
祭
儀
を
司
る
ウ
ェ
ス
タ
の
神
殿
を
 
建
立
し
た
。
こ
の
よ
う
に
国
事
を
司
る
 
シ
ビ
ュ
ラ
 の
 書
 を
 保
管
す
る
ア
ポ
ロ
 神
 

殿
 と
家
庭
祭
儀
を
司
る
ウ
ェ
ス
タ
の
神
殿
と
ア
ウ
グ
ス
 ト
ゥ
ス
の
帝
室
と
が
地
理
的
に
も
緊
密
な
関
係
に
お
か
 れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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支
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
 

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
財
力
と
権
力
を
人
々
に
誇
示
し
、
 
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
が
ロ
ー
マ
の
首
長
で
あ
る
こ
と
を
 人
 

る
 。
し
か
し
こ
れ
も
、
ア
ウ
ク
ス
ト
ゥ
ス
に
よ
る
宗
教
 
復
興
政
策
の
一
環
に
取
 

々
に
認
識
さ
せ
る
結
果
 

り
込
ま
れ
て
い
っ
た
点
で
は
、
「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
 ゐ
 ホ
教
復
興
」
の
中
に
含
め
て
考
え
ら
れ
る
。
 

前
 二
年
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
は
（
国
父
）
の
称
号
を
得
 
る
 。
こ
の
 年
 、
ア
ウ
ク
ス
ト
ゥ
ス
の
家
を
称
え
て
 
ア
 ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
広
場
 

（
Ⅱ
 

o
q
/
 

ヨ
片
目
的
 

/
 の
侍
 
/
 ヨ
）
 と
右
 
俊
雄
昌
生
月
マ
ル
ス
（
 

ン
由
 
㏄
Ⅰ
の
 
C
 岸
 。
こ
の
神
殿
が
完
成
し
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
威
光
 
は
 絶
頂
に
達
し
た
か
に
 

見
え
た
。
神
殿
建
築
は
こ
の
後
も
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
 
妻
や
 孫
な
ど
の
側
近
の
名
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
い
う
 
形
を
と
っ
て
続
い
た
。
 

こ
の
よ
う
に
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
 神
 殿
 建
築
を
行
っ
た
。
共
和
 政
 時
代
に
は
、
神
殿
は
元
老
 院
 が
国
費
で
、
あ
る
 

ぃ
は
 有
力
市
民
が
私
費
で
建
立
す
る
慣
わ
し
で
あ
っ
た
 
が
 、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
が
こ
れ
だ
け
多
く
の
神
殿
の
建
 
築
を
行
っ
た
こ
と
は
、
 

と
な
っ
た
。
更
に
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
に
よ
っ
て
従
来
 
ユ
 ピ
テ
ル
神
殿
に
保
管
さ
れ
て
い
た
、
国
家
の
大
事
を
決
 
す
る
際
に
託
宣
を
仰
ぐ
 

大
事
な
書
物
で
あ
る
 シ
ビ
ュ
ラ
 の
書
が
ア
ポ
ロ
神
殿
に
 移
さ
れ
た
こ
と
は
、
国
家
鎮
護
の
象
徴
が
ユ
ピ
テ
ル
 
か
 ら
 ア
ポ
ロ
に
移
っ
た
よ
 

う
な
印
象
を
人
々
に
与
え
る
効
果
が
あ
っ
た
。
そ
れ
 
以
 前
か
ら
ア
ポ
ロ
は
 ア
ウ
 ク
ス
ト
ゥ
ス
の
守
護
神
的
存
在
 と
し
て
宣
伝
さ
れ
て
い
 

た
の
で
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
効
果
は
増
大
し
た
。
 

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
は
「
伝
統
の
復
興
者
」
と
い
う
姿
勢
 
を
 保
っ
て
い
た
が
、
実
態
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
 
以
 土
 見
た
よ
う
に
新
し
 

こ
れ
は
、
帝
室
が
ロ
ー
マ
市
の
礼
拝
の
中
心
と
な
っ
た
 
事
を
示
す
、
重
要
な
出
来
事
で
あ
る
。
 

 
 
 
 

前
 七
年
に
は
辻
祭
り
ラ
レ
ス
の
祭
儀
一
の
再
編
成
を
 

行
い
、
首
都
を
市
区
と
街
区
と
に
分
け
て
整
備
し
た
。
 
前
 二
十
年
代
前
半
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
 既
に
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
 ゲ
ニ
ウ
ス
 を
ラ
レ
ス
に
 合
 祀
 す
る
風
習
が
生
じ
て
お
り
、
前
七
年
の
改
革
 は
 現
状
 を
 追
認
し
て
、
法
制
化
 

 
 

し
て
整
え
る
意
味
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
下
か
ら
の
変
革
 
と
し
て
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
政
策
が
ロ
ー
マ
の
下
層
 
市
民
や
解
放
奴
隷
に
も
 



年
に
護
民
官
職
権
を
得
た
後
に
、
首
都
ロ
ー
マ
を
離
れ
 
る
と
、
翌
年
か
ら
、
凶
兆
が
頻
繁
に
見
ら
れ
、
疫
病
が
 発
生
し
た
。
ロ
ー
マ
の
 

人
々
は
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
が
ロ
ー
マ
を
離
れ
た
か
ら
、
 神
々
が
怒
り
、
こ
の
よ
う
な
徴
を
送
っ
た
の
だ
と
考
え
 
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
に
 

ロ
ー
マ
へ
の
帰
還
と
彼
の
高
職
兼
任
及
び
穀
物
の
配
給
 を
 求
め
た
。
彼
ら
の
求
め
に
応
じ
て
、
ア
ウ
ク
ス
ト
ゥ
 
ス
は
 ロ
ー
マ
に
戻
り
、
 

穀
物
の
配
給
を
自
分
の
個
人
財
産
か
ら
支
出
し
て
確
保
 し
た
後
、
著
 移
 禁
止
 ム
コ
 
を
出
し
、
元
老
院
議
員
か
ら
 下
 層
民
 に
至
る
ま
で
人
々
 

の
賛
 沢
を
戒
め
た
。
こ
の
措
置
は
市
民
の
道
徳
復
興
を
 目
論
み
、
同
時
に
自
ら
の
権
力
を
脅
か
す
よ
う
な
行
為
 を
 防
止
す
る
た
め
で
あ
 

っ
 た
が
、
他
方
、
そ
れ
は
神
々
の
祭
儀
の
軽
視
に
結
び
 付
く
と
い
う
批
判
も
生
じ
た
。
そ
こ
で
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
 
ス
は
 前
十
九
年
に
 、
フ
 

樹
 
オ
ル
ト
ゥ
ー
 ナ
 の
祭
壇
を
建
立
し
、
同
時
に
本
格
 的
な
道
徳
復
興
に
乗
り
出
し
て
、
元
老
院
議
員
の
人
員
 整
理
令
、
姦
通
禁
止
令
、
不
 

坤
正
 選
挙
防
止
法
を
次
々
と
発
布
し
た
。
元
老
院
議
 
員
の
人
員
整
理
令
は
、
内
乱
期
を
経
て
落
ち
ぶ
れ
て
し
 
ま
っ
て
元
老
院
議
員
と
し
て
 

 
 

地
位
に
相
応
し
い
 カ
 を
持
た
な
い
の
に
金
で
元
老
院
議
 員
の
身
分
を
買
っ
た
者
を
審
 

 
 
ぬ
 
査
の
上
、
身
分
を
剥
奪
す
る
も
の
で
、
秩
序
回
復
 
の
 狙
い
を
持
っ
て
い
た
。
姦
通
禁
止
令
も
、
ロ
ー
マ
 市
 民
の
血
統
を
守
る
た
め
に
、
 

-
 
あ
 -
 

パ
 
夫
婦
関
係
の
秩
序
回
復
を
意
図
し
て
お
り
、
不
正
 
選
挙
防
止
法
も
秩
序
回
復
を
目
論
む
も
の
で
あ
っ
た
 
と
 考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

し
か
し
、
ア
ウ
ク
ス
ト
ゥ
ス
は
法
令
に
よ
っ
て
 人
々
の
間
に
秩
序
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
他
に
 、
 別
の
 土
日
 

ゅ
味
 
づ
け
を
人
々
に
与
え
る
 

け
 
祭
儀
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
秩
序
回
復
を
広
く
 
人
々
の
心
に
植
え
付
け
よ
う
と
目
論
ん
だ
。
そ
れ
が
 前
 十
七
年
に
偕
行
さ
れ
た
世
紀
 

67 (545) 

ぃ
 要
素
が
多
か
っ
た
。
中
で
も
と
り
わ
け
大
き
な
も
の
 は
 次
に
挙
げ
る
前
十
七
年
の
世
紀
 祭
 で
あ
る
。
 

2
 
 ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
に
よ
る
前
十
八
年
の
道
徳
復
興
 令
 と
世
紀
 祭
 

 
 

前
 十
七
年
の
世
紀
 祭
 が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
 は
 、
リ
ー
ベ
シ
ュ
ッ
ツ
の
著
作
に
詳
し
い
。
ア
ウ
グ
ス
 
ト
ゥ
ス
が
前
二
十
三
 



-
6
-
 

%
 ，
 
下
 で
あ
る
。
 

ま
ず
世
紀
祭
の
準
備
と
し
て
五
月
二
十
六
日
か
ら
三
日
 
間
 、
神
官
か
ら
ロ
ー
マ
に
住
む
す
べ
て
の
市
民
と
自
 
白
人
に
浄
め
の
材
料
 

（
松
明
・
硫
黄
・
 幡
圭
巳
が
 配
布
さ
れ
、
続
く
三
日
間
に
 人
々
は
十
五
人
委
員
の
所
に
小
麦
の
初
穂
を
献
 げ
、
ゥ
 エ
 ス
 タ
 の
食
糧
康
を
 

清
掃
し
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
内
乱
で
 微
 れ
た
ロ
ー
マ
を
 浄
め
、
 微
 れ
た
時
代
を
過
去
の
も
の
に
す
る
こ
と
に
よ
 
っ
て
神
々
の
怒
り
を
 解
 

き
、
浄
め
ら
れ
て
再
生
し
た
ロ
ー
マ
に
神
々
の
恵
み
を
 乞
う
儀
式
で
あ
っ
た
。
本
番
は
 セ
 月
一
日
の
前
夜
か
ら
 二
 晩
三
日
続
い
た
。
 
ア
 

ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
 と
 ア
グ
リ
ッ
パ
は
第
一
夜
に
は
運
命
の
 女
神
に
、
第
二
夜
に
は
ギ
リ
シ
ャ
の
出
産
の
女
神
に
 
、
 第
三
夜
に
は
母
な
る
 人
 

地
 に
犠
牲
を
献
げ
て
、
国
家
の
繁
栄
及
び
自
分
と
家
族
 の
 繁
栄
を
祈
願
し
た
。
日
中
に
は
最
初
の
二
日
間
は
 
ヵ
 ピ
 ト
リ
ウ
ム
の
ユ
ピ
テ
 

ル
と
 ユ
ノ
に
犠
牲
を
献
 げ
 、
三
日
目
に
は
ア
ウ
グ
ス
ト
 タ
 ス
が
居
住
し
て
い
る
パ
ラ
テ
ィ
 メ
 ス
丘
の
ア
ポ
ロ
 
と
 デ
ィ
ア
ナ
の
神
殿
で
 犠
 

牲
 を
敵
げ
た
。
三
日
目
の
ア
ポ
ロ
の
神
殿
で
の
供
犠
の
 後
に
 、
 ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
が
作
詩
し
た
煩
語
呂
祝
祭
 
讃
 歌
し
 
が
、
両
親
の
健
在
 

な
 二
十
 セ
 人
の
少
年
と
同
数
の
少
女
と
に
よ
っ
て
歌
わ
 れ
た
。
そ
の
後
同
じ
ム
ロ
 唱
隊
は
 パ
ラ
テ
ィ
 
メ
 ス
丘
を
下
 っ
て
 、
カ
ピ
ト
リ
メ
 ス
 

丘
 に
上
り
ユ
ピ
テ
ル
神
殿
で
 頒
 詩
を
繰
り
返
し
歌
っ
た
  
 

こ
の
世
紀
祭
は
元
来
、
人
間
が
生
き
ら
れ
る
最
大
限
の
 長
さ
で
あ
る
百
年
間
を
無
事
に
過
ご
し
た
こ
と
を
祝
い
 
、
同
時
に
死
者
を
宥
 

め
る
祭
で
、
前
三
四
八
年
に
初
め
て
行
わ
れ
、
そ
の
後
 前
 二
四
九
年
、
前
一
四
六
年
に
行
わ
れ
、
前
四
十
年
代
 
に
も
計
画
は
立
て
ら
れ
 

て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
祭
を
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
は
 、
ロ
 １
 7
 を
清
め
、
神
々
と
の
よ
い
関
係
を
回
復
さ
せ
て
 人
 々

に
敬
虔
の
心
を
取
り
 

戻
さ
せ
る
 祭
 と
し
て
解
釈
し
直
し
、
パ
ラ
テ
ィ
 メ
 ス
 丘
 を
 祭
礼
の
中
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
権
威
 
を
高
め
る
こ
と
に
役
立
 

て
つ
つ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ロ
ー
マ
が
繁
栄
に
向
か
う
と
 
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
人
々
に
持
た
せ
る
の
に
成
功
し
た
 と
 言
え
よ
う
。
以
上
の
 

よ
う
に
、
世
紀
祭
は
道
徳
復
興
 令
 と
組
み
合
わ
せ
て
、
 
儀
式
的
・
精
神
的
両
面
か
ら
ロ
ー
マ
の
復
興
を
実
現
す
 
る
 装
置
と
し
て
 ア
ウ
、
グ
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お
わ
り
に
 

ス
ト
ゥ
ス
に
よ
る
新
た
な
解
釈
の
下
に
呈
示
さ
れ
た
も
 
の
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
よ
う
に
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
は
精
神
的
に
ロ
ー
マ
を
 再
興
し
よ
う
と
い
う
企
図
を
抱
い
て
い
た
。
し
か
し
こ
 
の
道
徳
 令
 故
に
家
族
 

の
 犠
牲
も
生
じ
た
。
（
国
父
）
の
称
号
を
得
た
同
じ
 前
一
 一
年
に
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
は
娘
の
エ
リ
ア
を
道
徳
ム
 下
 違
反
（
姦
通
罪
）
の
 廉
 

で
 追
放
の
刑
に
処
さ
ね
 ば
 な
ら
な
か
っ
た
。
同
年
、
 ロ
 １
 7
 市
に
生
っ
粋
の
ロ
ー
マ
人
で
な
い
自
由
人
（
解
放
 
奴
隷
）
が
増
え
て
将
来
 

的
に
ロ
ー
マ
市
民
に
な
り
、
ロ
ー
マ
の
伝
統
を
損
な
う
 危
険
を
避
け
る
た
め
に
、
一
人
の
主
人
が
解
放
出
来
る
 
奴
隷
の
総
数
に
制
限
を
 

加
え
る
 法
ム
 
Ⅰ
を
出
し
た
。
紀
元
八
年
に
は
孫
娘
の
 ュ
リ
 ア
も
 道
徳
 今
 に
抵
触
し
た
廉
で
追
放
さ
れ
、
詩
人
才
 ウ
 ィ
 デ
ィ
ウ
 ス
 も
同
罪
で
 

追
放
さ
れ
る
。
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
は
紀
元
十
三
年
か
ら
 
十
四
年
に
か
け
て
遺
言
と
「
神
君
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
 業
績
 録
 」
を
執
筆
し
、
 

十
四
年
八
月
十
九
日
に
世
を
去
っ
た
。
 



か
な
ら
ず
、
道
徳
復
興
 ム
 
コ
や
詩
人
の
宣
伝
と
い
っ
た
 精
 神
面
 に
ま
で
及
ん
で
い
た
故
に
、
効
果
が
あ
っ
た
の
で
 あ
ろ
う
。
だ
か
ら
「
 ア
 

ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
宗
教
復
興
」
の
現
象
自
体
は
、
ウ
ォ
 
｜
 ド
マ
ン
ら
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ギ
リ
シ
ャ
・
 
ロ
｜
 マ
の
 諸
都
市
で
よ
く
 見
 

ら
れ
た
現
象
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
こ
の
帝
政
 開
 始
期
の
ロ
ー
マ
で
こ
の
規
模
で
起
っ
た
故
に
大
き
な
 
イ
 ン
パ
ク
ト
を
人
々
の
 心
 

に
 与
え
た
、
と
い
う
事
実
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
 
れ
る
。
 

一
方
「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
宗
教
復
興
」
に
関
し
て
は
 
「
平
和
の
祭
壇
」
や
神
殿
と
い
う
大
き
な
建
築
物
が
遺
 さ
れ
、
「
神
君
ア
ウ
 

グ
ス
ト
ゥ
ス
の
業
績
 録
 」
と
い
う
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
 自
 身
の
筆
に
な
る
碑
文
が
残
り
、
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
 
と
ホ
 ラ
テ
ィ
 ウ
ス
 の
詩
作
を
 

初
め
と
す
る
、
同
時
代
の
著
作
家
の
作
品
が
よ
く
伝
わ
 
っ
 た
と
い
う
史
料
的
幸
運
が
「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
 宗
 敬
復
興
」
を
再
構
成
し
 

易
く
す
る
の
に
寄
与
し
て
い
た
と
い
う
事
情
も
考
慮
し
 な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
冒
頭
に
述
べ
た
「
ロ
ー
マ
は
 永
 遠
 に
再
生
す
る
」
と
 ぃ
 

う
 神
話
を
再
構
成
し
易
く
し
た
の
は
何
と
い
っ
て
も
こ
 
れ
る
の
著
作
家
の
作
品
と
い
う
史
料
で
あ
っ
た
こ
と
は
 否
定
出
来
な
い
。
 

だ
か
ら
「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
宗
教
復
興
」
が
歴
史
的
 
出
来
事
と
し
て
本
当
に
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
 
か
と
い
う
問
題
は
こ
 

こ
で
は
脇
に
置
い
て
、
そ
れ
が
後
世
の
歴
史
を
再
構
成
 し
よ
う
と
す
る
人
々
の
目
に
目
覚
ま
し
い
出
来
事
と
し
 
て
 映
っ
た
こ
と
を
考
え
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
後
世
の
模
 範
 と
な
っ
た
出
来
事
と
し
て
人
々
に
記
憶
さ
れ
、
特
に
 古
典
を
愛
し
た
人
文
主
 

義
者
に
と
っ
て
特
筆
す
べ
き
も
の
と
し
て
記
憶
さ
れ
た
 

 
 

成
し
た
思
想
家
 運
 0
 ロ
 

｜
マ
 史
観
を
論
じ
る
余
裕
は
も
う
な
い
。
 

だ
が
「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
宗
教
復
興
」
と
い
う
現
象
 
を
 、
「
復
興
」
と
い
う
意
図
を
以
て
提
示
し
た
 ア
ウ
ク
 ス
ト
ゥ
ス
自
身
や
当
 

時
の
詩
人
達
の
著
作
か
ら
再
構
成
し
て
み
る
時
、
近
代
 
の
 思
想
家
運
が
や
 ほ
り
 
「
復
興
」
と
い
う
観
点
か
ら
こ
 の
 出
来
事
を
捉
え
る
よ
 

う
に
誘
引
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
れ
は
 体
制
を
革
命
的
な
転
覆
抜
き
に
変
革
し
、
し
か
も
人
々
 
の
心
を
一
 つ
に
 統
合
す
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リ
一
 
「
神
君
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
業
績
銀
目
 
は
ア
ウ
 ク
ス
ト
ゥ
 
ス
 時
代
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
史
料
の
内
で
、
時
代
に
最
も
近
い
 一
次
史
料
で
あ
り
、
 
ア
 

ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
直
筆
で
現
存
す
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
ス
エ
 
ト
 
ニ
ウ
ス
 
は
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
業
績
の
要
約
コ
コ
ロ
の
 
メ
 お
 こ
ョ
 
の
の
の
（
ぃ
三
 

ヨ
 @
 
0
%
 
什
 

在
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
業
績
録
の
要
約
は
、
そ
の
写
し
を
通
じ
 
て
 今
日
ほ
 ほ
 全
文
が
解
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
ア
ウ
グ
 ス
ト
ウ
ス
自
身
の
 
@
=
 

ロ
 

葉
 に
よ
る
自
ら
の
事
蹟
の
紹
介
で
あ
り
、
ア
ウ
ク
ス
ト
ゥ
ス
時
代
 
を
 再
構
成
す
る
に
は
適
切
な
材
料
で
あ
る
。
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
 の 霊
廟
の
正
面
に
掲
 

げ
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
業
績
録
の
青
銅
板
本
文
一
口
ー
マ
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州
の
各
地
に
配
ら
れ
て
、
ア
ウ
グ
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ゥ
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神
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れ
て
い
た
ら
し
い
。
一
五
五
五
年
に
属
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ラ
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ュ
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ル
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ア
ン
カ
こ
で
発
見
さ
れ
た
写
し
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「
ア
ン
キ
ュ
ラ
碑
文
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と
呼
ば
れ
、
ラ
テ
ン
語
と
ギ
リ
シ
ャ
語
訳
文
と
か
ら
成
り
、
 

祖
 本
の
ほ
ぼ
全
貌
を
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伝
え
る
。
こ
の
碑
文
の
判
読
不
能
部
分
は
 、
 共
に
断
片
で
は
あ
る
 
が
 、
ギ
リ
シ
ャ
語
訳
文
の
み
の
「
ア
ポ
ロ
ニ
ア
碑
文
」
と
 ラテ
 ン
 語
の
み
の
「
ア
ン
 

テ
ィ
オ
ケ
イ
ア
碑
文
」
と
を
比
較
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 

ム
コ
 
目
 で
は
ほ
 ほ
 完
全
に
復
元
さ
れ
た
。
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「
私
の
提
案
で
新
し
い
諸
法
案
を
制
定
し
、
す
で
に
わ
れ
わ
れ
の
 

時
代
に
廃
れ
て
い
た
、
祖
先
の
多
く
の
良
風
美
俗
を
復
活
さ
せ
、
 

そ
し
て
手
本
と
 

す
べ
き
多
く
の
実
例
を
後
世
に
伝
え
た
。
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ウ
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世
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時
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い
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伝
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ロ
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。
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ギ
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 -
 
ぃ
 ㍉
の
 
む
コ
ぃ
 Ⅰ
 -
 
ぃ
ヨ
コ
 0
 つ
 い
 っ
 Ⅱ
 0
 ㏄
の
 
コ
 -
 
の
の
 
ぃ
 ぃ
ニ
 0
 年
の
 
ヨ
ぎ
 （
 
ぎ
廷
 
㍉
 ぃ
耳
 
。
 

Ⅰ
ヰ
口
Ⅱ
 
コ
 0
 臼
 0
 
 
コ
 い
の
 
い
 の
 コ
ヱ
 つ
仁
の
㍉
 

0
,
 
つ
口
。
 
ヰ
 
。
㍉
㍉
の
い
つ
 

コ
 Ⅱ
ロ
口
Ⅱ
 

ロ
 Ⅰ
年
の
臼
 
コ
の
 
叶
い
 
い
叶
 
0
 叶
 
0
 の
 
廷
 ㍉
 
ぬ
 0
 叶
 ぬ
の
 
コ
 の
 い
廷
 
㍉
の
 
い
ヨ
 二
コ
 
年
 0
-
 
Ⅰ
・
 
い
 い
の
叶
い
叶
い
く
の
Ⅰ
 

仁
い
 
-
 
コ
い
 @
 片
 
廷
 二
の
 -
 
い
ヨ
 

㍉
の
の
 

コ
い
叶
 
下
 っ
 0
 ニ
 0
.
:
 

宛
 ）
小
川
正
 廣
 
「
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
研
究
 
｜
 ロ
ー
マ
詩
人
の
創
 造
 」
京
都
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
 年
 、
一
三
ー
二
四
頁
。
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%
 一
目
 0
q
 
津
ざ
 s
-
 
由
 っ
 0
 臼
 。
 ポ
 く
ゲ
 戸
キ
 ）
 0
 。
 ぶ
ヨ
つ
 守
 っ
 色
音
 ヨ
 二
の
臼
 
0
 づ
 0
 二
の
い
 
コ
 の
 廷
 -
 
コ
乙
 い
の
叶
い
 

ダ
 Ⅰ
 林
 
0
 コ
 の
串
二
の
㍉
 

廷
 下
の
二
の
 

0
 い
い
二
つ
い
す
 

-
 
宮
下
の
。
 
三
ヨ
 ・
 
，
 

-
 
卵
 
的
 -
 
子
ナ
ユ
：
 
と
ト
主
 
。
 コ
 ・
）
Ⅱ
 
l
 ㏄
 っ
 

 
 

（
 
折
 一
己
 @
 汁
の
き
 ヨ
 @
 
コ
仁
ヨ
 
。
手
目
（
 年
 ー
 く
 （
 
，
戸
 ）
・
 
4
-
q
.
 

の
 -
,
 
ロ
 0
 目
 ぃ
 結
ヨ
田
 。
Ⅱ
 
廷
ヨ
 -
 
ヨ
ヨ
宙
一
 
こ
の
三
品
，
Ⅰ
 オ
 っ
ヨ
 ぃ
コ
 
の
。
 
臼
 o
 コ
 
R
 
ド
の
ヨ
つ
寸
 

Ⅱ
の
 
林
 
。
い
の
㍉
㍉
Ⅰ
Ⅰ
 

目
帥
 
Ⅰ
 由
 ㏄
 ニ
 仁
の
俺
 

 
 

テ
 
い
す
の
 
コ
 （
 
幼
臼
 0
 。
Ⅱ
 
仁
 ロ
 
Ⅱ
 ㊦
 叶
 
Ⅰ
 ヰ
 
。
の
 
臼
ぃ
コ
と
咀
 

Ⅱ
。
 田
 Ⅱ
コ
ロ
ナ
 

リ
ぃ
母
 片
口
Ⅱ
 

ロ
 0
.
 
Ⅰ
 

Ⅰ
・
 
年
 -
 ヨ
 二
 % い
コ
 の
 む
 牙
り
 
ヱ
由
巾
巨
の
 

Ⅱ
二
コ
 
ヰ
 
Ⅰ
Ⅰ
目
の
の
 

つ
 の
 コ
 い
の
 ヨ
い
 了
ざ
 い
 内
廷
 
0
 田
由
由
 
・
 
:
 

 
 

-
 
為
 -
 
岸
 二
口
・
，
の
い
㍉
Ⅱ
 

ロ
 @
 
コ
仁
 
ロ
 
Ⅱ
 -
 目
 す
の
㍉
（
Ⅰ
 

丁
ピ
 Ⅱ
。
 
コ
 ・
 ト
 ㍉
 ｜
 N
o
 

。
ょ
林
の
 

ぃ
仁
コ
臼
 

い
 い
 仁
一
つ
い
の
の
い
の
 

ぃ
廷
 
-
 
い
コ
仁
つ
コ
 

い
の
、
Ⅰ
 

、
 
ロ
コ
 
3
%
 ヨ
 一
コ
 
コ
廷
 
-
 
コ
 い
 つ
 の
㍉
の
の
叶
の
の
 

コ
 仁
の
の
片
山
 

0
 ゴ
ロ
 
0
 田
 
Ⅱ
Ⅰ
 
プ
 。
 ぃ
 



ヰ
 
0
 コ
厨
ユ
 e
 「
・
 

ア
 <
 
ぃ
 ㎡
㏄
八
二
 

ぃ
ユ
 
0
 川
 Ⅰ
 イ
コ
 で
㏄
㎡
「
・
あ
ヨ
で
。
で
王
ヒ
 

2
%
 ヒ
 
0
 コ
仁
 
Ⅹ
 ミ
  
 

 
 

元
一
ヤ
ヌ
ス
神
殿
の
扉
は
戦
時
中
は
開
か
れ
、
平
和
な
時
に
は
 閉
じ
ら
れ
る
の
が
慣
わ
し
だ
っ
た
が
、
ロ
ー
マ
共
和
 
政
 期
の
間
は
 
オ
ク
タ
ウ
ィ
ア
ヌ
ス
 
以
 

7
 

前
に
こ
の
神
殿
 空
屏
が
 閉
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
二
回
し
か
な
か
 っ
た
 。
そ
れ
故
、
オ
ク
タ
ウ
ィ
ア
ヌ
ス
が
ヤ
ヌ
ス
神
殿
の
扉
を
閉
 じ
た
と
い
う
こ
と
 

亥
 
 
 
 
 

は
、
 。
領
土
内
に
戦
争
が
起
っ
て
軍
隊
が
出
動
し
て
い
な
い
 

"
 と
 い
 う
 意
味
で
の
平
和
の
到
来
を
意
味
し
た
。
 

-
 
㏄
 -
 
戸
 -
 
（
 
す
ユ
ミ
 。
 ア
 耳
ミ
 卸
ぎ
ぐ
宝
お
 ら
ま
 黛
ん
隠
武
ぎ
ギ
 
Ⅰ
。
 
コ
ユ
 
。
 
且
 
-
 の
 ㏄
～
 
，
ワ
 ㏄
 り
 
m
.
 「
神
君
ア
ウ
ク
ス
ト
ゥ
ス
の
業
績
 
録
ヒ
第
 二
十
節
。
「
神
君
ア
ウ
グ
 

ス
ト
ゥ
ス
の
業
績
 
録
 」
に
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
が
自
分
で
建
立
し
た
 
と
 記
し
て
い
る
神
殿
は
、
パ
ラ
テ
ィ
ウ
ム
の
柱
廊
附
属
ア
ポ
ロ
ン
 
神
殿
、
神
君
ユ
リ
 

ウ
ス
神
殿
、
 

ル
 ペ
ル
力
 め
 、
 カ
ピ
 ト
リ
ウ
ム
の
征
服
者
ユ
ピ
テ
ル
 
と
 雷
神
ユ
ピ
テ
ル
の
神
殿
、
ク
イ
リ
ヌ
ス
神
殿
、
ミ
ネ
ル
 
ウ
ア
神
 殿
 、
女
王
ユ
ノ
 
神
 

殿
 、
ア
ウ
ェ
ン
テ
イ
 
メ
 ス
丘
の
自
由
ユ
ピ
テ
ル
の
神
殿
、
聖
道
（
 

ウ
ィ
 
ア
 
・
サ
ク
ラ
 -
 の
 
一
番
高
い
所
の
ラ
レ
ス
神
殿
、
ウ
ェ
リ
 

ア
 丘
の
ぺ
 ナ
 テ
ス
 神
 

殿
 、
若
年
一
ユ
ウ
ェ
ン
タ
ス
 
-
 の
神
殿
、
パ
ラ
テ
ィ
ウ
ム
の
大
地
 

母
神
の
神
殿
 

一
 
以
上
十
九
節
 
-
 で
あ
る
。
復
讐
者
マ
ル
ス
の
神
 殿は
 ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
 

ス
の
 
私
有
地
に
建
て
ら
れ
た
の
で
、
区
別
さ
れ
て
第
二
十
一
節
に
 
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 

一
切
 -
 
ス
エ
ト
ニ
ウ
 
ス
 に
よ
れ
ば
、
マ
ル
 
キ
 ウ
ス
・
ピ
リ
ッ
プ
ス
 
に
よ
り
 
へ
 ラ
ク
レ
ス
と
詩
の
女
神
達
一
ム
ー
サ
イ
 

-
 の
神
殿
、
 
ル
 キ
 ウ
ス
・
コ
ル
ニ
フ
ィ
 

キ
ウ
ス
 に
よ
り
デ
ィ
ア
ナ
の
神
殿
、
ア
シ
 

ニ
 ウ
ス
・
ポ
リ
オ
に
 
よ
 り
 自
由
の
女
神
の
広
間
、
 
ム
ナ
 テ
ィ
ウ
ス
・
プ
ラ
ン
ク
ス
に
よ
り
 
 
 

神
殿
が
奉
献
さ
れ
た
。
カ
ッ
シ
ウ
ス
・
デ
ィ
オ
は
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
 

 
 

ノ
 ト
ウ
ー
ヌ
 
ス
 の
 柱
 

廊
 、
パ
ン
テ
オ
ン
と
呼
ば
れ
た
多
く
の
神
像
を
安
置
し
た
丸
天
井
 
の
 建
物
、
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
 

一
 後
の
皇
帝
 -
 に
よ
る
紀
元
十
年
の
 
コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
の
 

神
殿
の
奉
献
を
記
し
て
い
る
。
 

（
 
窩
 -
 
㌧
「
 
日
 e
.
 の
・
 
力
 ・
 
つ
 ・
。
 
，
円
す
 
。
 旦
 a
c
e
o
f
 
「
 
臼
噌
 0
 コ
 @
 力
 o
 ヨ
 n
@
 コ
豆
 n
n
 ㏄
「
 
-
 
ピ
 0
 ミ
 ロ
 @
 
「
 
n
,
 。
 ゴ
 臣
の
の
さ
ま
け
 
ふ
軋
 Ⅱ
の
 ト s
q
 ～
～
 
-
@
 

～
 モ
こ
こ
 ぐ
、
の
 。
 ぃ
 
0
 目
ユ
 。
ユ
 
ミ
 -
0
 
コ
パ
 -
 

の
 ㏄
 
ヨ
ヴ
ふ
 Q
m
n
 ロ
 ・
 
ア
 ・
）
 
c
o
 
の
・
ロ
ロ
・
の
 

討
，
 0
 ム
～
 

お
 -
 
毛
利
品
「
所
謂
「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
に
よ
る
ラ
レ
ス
祭
儀
 
の
 改
革
」
と
ロ
ー
マ
の
ウ
ィ
ー
コ
マ
 

ギ
 ス
テ
ル
」
昌
史
学
 
雑
丑
医
 

一
 0 ①
 ｜
三
 、
一
九
九
 

一
年
 -
 、
「
紀
元
前
六
四
年
の
元
老
院
決
議
と
コ
ン
ピ
タ
ー
リ
ア
の
 

担
い
手
た
ち
」
三
史
学
雑
誌
」
 

一
 ①
 
一
｜
三
 、
一
九
九
二
年
一
を
 
参
照
。
 

一
 
利
 -
 
二
。
 ヴ
 。
 
お
す
仁
 。
 
む
，
ナ
 Ⅰ
・
 甘
 「
・
の
・
 

，
の
 。
 
s
 巨
 s
 こ
せ
 

b
s
 

軋
の
ぎ
 s
 封
の
 q
s
 ～
こ
の
 
巧
 ら
ま
 さ
む
 市
隠
 武
可
 
ら
お
・
 
0
 Ⅹ
 片
 
0
 「
 已
 
Ⅰ
Ⅰ
の
Ⅱ
の
・
 

ロ
 Ⅰ
 
ト
 切
切
 
ヰ
 

一
 
祐
 -
@
 ヴ
 @Q
 
：
ロ
ロ
・
 

9
 じ
ヰ
 

元
一
 

O
.
n
.
 

ロ
 
-
 
、
の
 
R
 三
キ
 
の
リ
 ヨ
㊤
 ，
 の
 頃
 、
口
 色
 0
 の
 
0
 す
 仁
 0 （
 
ぃ
 邑
お
 ，
 毛
 ・
 
9
 ～
 
ヰ
 ・
を
参
照
。
 

初
一
ダ
ン
テ
が
「
神
曲
」
に
お
い
て
、
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
を
 地
 獄
 篇
の
案
内
役
に
し
て
い
る
占
か
ら
も
、
人
文
王
義
者
が
如
何
に
 
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
を
 
愛
 

し
た
か
が
窺
え
る
。
小
川
前
掲
 書
 、
 ハ
｜
一
 
0
 頁
 。
 



序
 

ナ - Ⅰ 
明 夢 本 
恵 の 論 
の 憲 文 
要 義 は 
を を 、 

題 中 主 
材 心 に 
ほ ほ 明 

取   恵 
る 彼 房 

  
は そ 一 

、 の 一 

  
量 っ 二 
と て 三 
も の 二 

  
@ar   
  
生 も 辺 
涯 の に 
に で あ 
わ あ っ 
た る た 
つ 。 人 

て 々 
コし ひ， し 

  受 
続   
  取 
ナ @ Ⅰ ら 
    れ 

  

八
 論
文
要
旨
Ⅴ
明
恵
戸
高
弁
の
「
 
夢
記
ヒ
 0
 基
本
的
構
造
は
 、
 覚
醒
時
の
体
験
・
行
為
と
夢
想
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
叙
述
さ
れ
 る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
 こ
 

れ
は
「
 夢
記
ヒ
 の
夢
が
「
 験
 」
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
 意
 抹
 す
る
。
「
事
記
し
の
夢
は
、
「
 

複
 い
も
の
」
と
い
う
地
楡
 的
 
「
 
夢
 」
観
で
捉
え
ら
れ
 

る
も
の
で
も
心
理
作
用
に
還
元
さ
れ
る
「
 夢
 」
で
も
な
く
、
 明
 恵
 に
と
っ
て
は
行
法
と
同
様
の
、
宗
教
的
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
へ
の
 一
 つ
の
道
筋
で
あ
っ
 

た
 。
そ
れ
は
彼
の
「
現
実
」
を
宗
教
的
意
味
の
開
示
に
よ
っ
て
 昭
 対
 し
、
よ
り
基
底
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
お
い
て
再
構
築
す
る
 
も
の
で
あ
っ
た
の
で
 

あ
る
。
明
恵
を
中
心
と
す
る
共
同
体
が
共
有
し
て
い
た
の
も
、
 ，
 
-
 の
「
 験
 」
と
し
て
の
夢
の
意
味
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
 夢
 記
し
の
 「
 
験
 」
の
在
り
方
に
 

は
 、
告
知
 夢
的
 側
面
と
前
兆
 夢
的
 側
面
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
 仏
教
伝
来
以
前
か
ら
の
伝
統
的
宗
教
観
に
通
じ
る
と
考
え
得
る
 も
の
で
、
そ
れ
は
ま
 

た
 明
恵
の
時
代
の
「
 夢
 」
観
に
混
在
し
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
。
 前
者
は
観
音
霊
場
で
の
「
薯
籠
り
」
に
、
後
者
は
「
物
忌
み
」
 
儀
 礼
の
背
景
に
あ
る
 

 
 

八
 キ
ー
ワ
ー
ド
Ⅴ
 
夢
 、
明
恵
 戸
 高
弁
、
告
知
 夢
 、
前
兆
 夢
 、
 験
 

海
山
宏
之
 

明
恵
上
人
の
夢
 託
 と
夢
の
意
味
 

    



明
恵
上
人
が
生
ま
れ
た
の
は
承
安
三
年
、
親
鸞
と
同
年
 

で
あ
る
。
出
自
は
平
氏
の
武
家
で
あ
り
、
幼
年
に
し
て
 

 
 

か 書 か に る は 心 と で こ が 

ら は 「 来斤 の し る し と 工 「 
                    あ た 作 てるか、 夢 

て 我 し な 用 の 。 し 圭   
  へ 一 

  

  
田   

は の 、 
、 人 物 

が 「   
  
安 純 に 夢 と 言舌 

つ , 
な 

  
ィ代 き 多   

くの往生ったといたのだ る 

う ， つ イー ム 

か 子 や 
。 盾 説 
  

め れ 参 夢 」 が て に る 
し 言舌 よ て 籠 」 か で き あ も 
た に と い 中 観 ら き て る の 
様 夢 
十日 の     
を モ さ 

示 チ   れ   の も て 

平 プ 現ににも「 伏 そ対しわ経専   
安 が 人 こ す く が 酸 実 る 

  

と
 、
ま
た
明
恵
の
伝
記
を
は
じ
め
と
す
る
彼
の
周
囲
に
 
よ
っ
て
記
述
さ
れ
た
夢
の
記
録
も
数
多
い
こ
と
に
も
あ
 
る
が
、
彼
の
生
き
た
の
 
 
  
 



明恵 

 
 

だ
が
も
と
も
と
、
日
本
に
渡
来
し
た
大
乗
仏
教
は
 、
む
 し
ろ
先
に
述
べ
た
「
は
か
な
い
も
の
」
と
し
て
の
「
 夢
 」
観
を
伸
長
さ
せ
る
 

上人の夢 記 

の 書 
一 か 
つ れ 
め て 
遭 い 

筋 る 

でこ あ と 
っ か 

た ら 
， し も と 
は 明 
罹 患 
か は 

で と 
あ っ 
ろ て 

  
ま 

で 
が 

禅 
疋 （ 
と 

目様 

@ 
修 
ノ イ 一 丁 

  
  
環 
で 

あ 
  

求 
め 
る 

宗教 

的 
  
ア 
  
テ 
  
  
へ 

  

と 夢の意味 

問 の び 出 歳 が   「明 体化華厳見聞らの さて 也、 @ 一 こよ して に釈 厳密 荘厳 され 萌 る 

い ま 上 

き 分 の は と ニ を記 沢木 二年 

願 以 し はじ 仏 ム冠 降と 

集 推 め 
L 定 た 

真 と 感 に さ 翌 
明 い 

射 れ % 
す る 
る そ 時 

に 宙 た 旧 の 代 

鎌倉 側 仏教 は 「 夢記 
に す か 』 へ 

  
尾 ろ ん ら の のと 記移 

た を も だ 論 述 る 
め 挙 は 難 に   
め げ や の は 彼 

書 、 の 

想像「 夢 
想 れ す 
慰 を る 「慶記 催邪 「 夢での 

博 通 し 論 法 L 
法 官 か し 然 は 
」 の な お と 六 
が 学 ぃ   よ の 十 



１
を
指
し
示
す
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
 睡
眠
時
の
心
の
作
用
で
あ
る
と
か
覚
醒
時
の
心
の
作
用
 
で
 

に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
そ
 れ
が
持
つ
リ
ア
ル
さ
ゆ
え
に
、
明
ら
か
に
「
は
か
な
さ
  
 

 
 

夢
 と
は
異
な
っ
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
彼
自
身
の
言
葉
 
で
 舌
口
え
ば
、
そ
れ
は
「
 
験
 」
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
 
た
 

あ
る
と
か
い
う
区
別
 

を
以
っ
て
語
ら
れ
る
 

の
だ
（
こ
の
内
容
に
 

釈
教
歌
が
存
在
し
て
い
る
。
修
辞
的
な
意
味
も
あ
ろ
う
 が
 、
明
恵
に
も
「
は
か
な
い
も
の
」
と
し
て
の
「
 夢
 」
 観
は
確
実
に
あ
っ
た
 

い
う
 証
で
あ
る
。
 

田
中
久
夫
は
「
顕
密
円
通
成
仏
心
要
 集
 」
を
引
い
て
、
 
「
 好
 相
を
夢
に
見
る
こ
と
は
、
密
教
に
お
い
て
は
、
 
修
 行
の
成
就
す
る
 相
 

 
 

し
て
よ
 る
 こ
ぼ
れ
て
い
た
」
と
す
る
。
 

夢
 と
明
恵
の
関
 係
を
考
え
る
上
で
、
明
恵
が
密
教
系
の
上
覧
 房
 仁
慈
 の
 も
と
で
修
学
を
始
め
 

こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
は
一
つ
の
当
を
得
た
推
測
で
あ
ろ
 ぅ
 。
だ
が
後
述
す
る
よ
う
に
明
恵
の
夢
見
に
対
す
る
 態
 度
 に
は
、
仏
教
伝
来
 

前
の
伝
統
的
「
 夢
 」
観
の
反
映
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
  
 

明
恵
に
と
っ
て
の
 
冨
夕
記
 」
の
夢
は
 、
 「
は
か
な
い
も
 の
 」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
夢
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
 
単
に
睡
眠
時
に
わ
 

ゆ
め
う
つ
つ
 

わ
れ
に
与
え
ら
れ
る
知
覚
世
界
で
は
な
く
、
覚
醒
時
の
 
行
為
と
結
び
付
け
ら
れ
、
夢
現
の
境
を
越
え
た
 
さ
ら
 に
 一
口
同
次
の
リ
ア
リ
テ
 
ィ れ 似 た と と 

 
 

を
 得
な
い
。
明
恵
上
人
自
身
の
歌
に
も
、
「
な
が
き
よ
 の
夢
を
ゆ
め
 そ
と
 し
る
 君
 や
さ
め
て
迷
へ
る
人
を
た
 す
 け
む
」
と
い
う
よ
う
な
 

も
の
で
あ
っ
た
。
夢
が
 

に
過
ぎ
な
い
も
の
」
と
 

の
定
着
に
影
響
が
あ
っ
 

如
し
。
露
の
如
く
ま
た
 

こ
れ
ら
仏
教
教
理
の
 七
輪
 的
 
「
 夢
 」
観
が
 、
 「
は
か
な
い
も
の
」
と
し
て
の
 

ン
ド
 に
お
け
る
大
乗
の
諸
論
集
に
お
い
て
「
常
に
 非
現
実
に
し
て
虚
誕
な
る
も
の
、
た
だ
仮
説
せ
ら
れ
 

「
 夢
 」
観
に
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
は
疑
い
 た

 

-
 
け
 -
 

し
て
あ
っ
た
こ
と
は
服
部
正
明
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
 
い
る
。
ま
た
、
社
会
的
階
層
を
越
え
て
仏
教
の
日
本
へ
 

た
と
さ
れ
る
源
信
の
「
往
生
要
集
 ヒ
 に
は
、
有
名
な
「
 金
剛
経
」
の
二
郎
「
一
切
有
為
の
法
は
、
夢
幻
泡
影
の
 

電
の
如
し
」
が
引
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

Ⅰ
 し
 

  



 
 夢
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 氾と 夢の意味 

前
節
米
で
述
べ
た
「
慶
記
」
の
特
色
 に
 絡
ん
で
こ
こ
で
ま
ず
佳
日
下
べ
き
 は
 、
行
法
の
記
述
と
見
仏
体
験
が
一
 組
 で
記
さ
れ
て
い
る
 

こ
と
、
そ
し
て
 
冨
ダ
記
 」
の
冒
頭
に
 あ
る
記
事
で
あ
る
に
も
 拘
 わ
ら
ず
「
 現
形
 
一
 と
い
う
表
現
が
な
さ
れ
て
 ぃ
 る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
 

は
こ
の
 
冨
ダ
記
 」
が
夢
想
の
記
録
に
 と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
覚
醒
 時
 の
 体
験
と
関
連
し
て
意
味
を
持
つ
 
，
 @
 と
、
そ
し
て
後
者
は
 

「
 夢
 記
し
に
お
け
る
ヴ
 ィ
 ジ
ョ
ン
体
験
 が
 睡
眠
時
の
「
苦
行
と
い
う
枠
に
 限
 定
 さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
唆
ず
る
  
 

明
恵
に
関
下
 ろ
 先
行
研
究
に
お
い
て
 、
奥
田
 勤
は
冨
ダ
記
 」
に
記
録
さ
れ
 て
い
る
様
々
な
夢
想
に
次
の
よ
う
 
な
 分
類
を
与
え
て
い
 

 
 
 
 
 
 

し
 
り
 -
 

 
 
 
 

w
 。
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
の
書
出
し
 の
型
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 
 
 

A
 

「
 其
夜
 要
一
の
型
二
八
二
例
）
 、
 B
 

「
行
法
休
息
時
限
太
古
ニ
の
型
 
二
五
例
）
、
 
C
 

「
陣
中
 
好
相
 一
の
 型
 
二
三
型
、
 D
 

明
恵
の
「
夢
話
」
は
冒
頭
の
欠
損
に
 続
い
て
、
文
殊
菩
薩
の
顕
現
の
記
述
 か
ら
始
ま
る
。
 

（
引
用
一
）
 

之
を
持
ち
て
即
ち
失
は
ず
と
云
々
。
 

一
 、
同
 廿
 五
日
、
釈
迦
大
師
の
御
前
 に
於
 い
て
無
想
観
を
修
す
。
空
山
 
文
殊
大
聖
現
形
 す
 。
金
色
に
し
て
、
 獅
子
王
に
坐
す
。
 

そ
の
 長
 、
一
 肘
鼻
 許
り
 也
 。
 

（
 一
 1
1
4
 ）
 

二
 
「
事
記
」
の
基
本
的
構
造
 

つ
い
て
は
後
述
す
る
㍉
 

こ
の
意
味
で
 

冨
夕
記
 」
は
、
通
常
 わ
 れ
わ
れ
が
用
い
る
意
味
で
の
「
夢
の
 記
録
一
で
は
な
い
と
さ
え
舌
口
え
る
の
 

で
あ
る
。
 



え
ら
れ
る
。
実
際
、
「
 夢
記
 」
の
記
述
の
か
な
り
の
も
 の
が
、
何
ら
か
の
覚
醒
時
の
体
験
に
続
く
形
で
記
さ
れ
 
て
い
る
の
で
あ
る
。
 つ
 

こ
こ
で
「
其
の
」
と
い
う
指
示
語
に
任
目
し
た
い
。
 
こ
 の
 語
は
覚
醒
時
の
体
験
と
夢
想
の
内
容
を
併
記
し
、
 
結
 び
 付
け
る
も
の
と
 考
 

「
 
幻
 」
の
型
 
宝
例
 ）
、
 E
 
 「
 
思
 」
の
型
（
一
例
Ⅰ
 

こ
の
分
類
は
客
観
的
な
記
述
に
基
づ
い
た
一
つ
の
試
み
 
で
あ
る
。
そ
し
て
奥
田
分
類
は
、
こ
こ
か
ら
 
い
 わ
ゆ
る
 睡
眠
中
の
「
 夢
 」
 の
 

出
来
事
と
、
 ェ
 ク
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
経
験
で
あ
る
と
こ
 ろ
の
狭
義
の
「
宗
教
体
験
」
を
分
け
、
明
恵
の
「
 古
ダ
記
 
」
の
記
述
を
従
来
の
宗
 

教
 体
験
研
究
の
中
に
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
。
 

だ
が
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
分
け
万
は
、
現
代
の
研
究
者
 
の
 側
で
こ
そ
理
解
し
や
す
い
も
の
で
あ
り
、
対
象
の
側
 
か
ら
の
意
味
の
把
握
 

に
は
異
な
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
有
り
得
る
。
実
際
、
明
 恵
 に
と
っ
て
の
夢
想
体
験
の
意
味
を
中
心
に
捉
え
直
す
 と
き
、
そ
こ
に
は
こ
の
 

分
類
を
超
え
た
共
通
の
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
 
の
だ
。
 

奥
田
の
分
類
を
見
て
気
づ
く
こ
と
は
、
圧
倒
的
に
「
 
其
 の
夜
の
夢
に
云
は
く
…
」
と
い
っ
た
体
の
書
出
し
の
夢
 
の
 記
述
が
多
い
と
 ぃ
 

う
こ
と
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
。
 

（
引
用
一
二
 

元
久
元
年
九
月
三
日
、
紀
 州
 よ
り
移
り
て
、
神
護
寺
の
 槙
尾
房
に
還
住
 す
 。
 

一
 、
同
十
一
日
、
学
問
、
之
を
始
む
。
 
未
 だ
書
籍
を
取
 り
 寄
せ
ざ
る
間
、
一
両
の
同
行
と
と
も
に
香
象
の
密
 
厳
の
疏
を
読
み
始
 

む
 。
其
の
夜
、
夢
に
云
は
く
、
紀
 州
蕪
坂
と
 覚
し
き
 所
 に
 、
成
井
 が
 居
所
と
思
し
き
庵
室
あ
り
。
わ
り
な
く
 之
 を
 造
れ
り
。
 

一
五
、
 
1
 １
 7
-
   



明恵上人の夢 討 と夢の意味 

          
考 と え る 
ぇ 一 ば の 
る 連 次 で 

の の の あ 
に 夢 引 る 
は 見 用     
が 述 、 

あ さ 五 
る れ 月 
。 て 三 
    
つ る 日     
暗 れ 日 
の を 郡 
ィ一 丁 一 一一   
為 干 潟 
と 日 の 

行法 そ 、 前後 

れ の 」 
に 期 に 

続 問 対   
夢 升 ， Ⅰ 月日 ， ;  " 五て " 
0 間 五 
別 だ 月 
記 け 二 

と 夢 十 
い 見 元 
ぅ が 日 
言己 あ   

三十 迷彩 り 、   
六月一 「慶記 をその 

』 のま ま 日 、 
牢 記 入   
81@ (559) 

「
 
夢
記
 」
に
お
け
る
夢
想
・
相
を
、
覚
醒
時
の
体
験
と
の
 結
び
つ
き
が
は
っ
き
り
と
考
え
ら
れ
る
か
否
か
の
 
基
 準
 の
み
で
数
え
る
と
、
 

不
確
か
な
も
の
を
考
慮
せ
ず
に
数
え
て
も
、
一
六
五
例
 
の
う
ち
八
三
例
 
-
 
お
よ
そ
 五
 0
 パ
ー
セ
ン
ト
 
-
 以
上
が
そ
 う
し
た
記
述
で
あ
る
と
 

ま
り
「
慶
記
」
は
、
夢
想
体
験
の
記
録
だ
 

て
く
る
と
い
う
基
本
構
造
を
持
つ
の
だ
。
 

そ
う
考
え
る
と
、
奥
田
の
分
類
の
 B
 以
 

確
に
覚
醒
時
の
体
験
（
つ
ま
り
こ
こ
で
は
 

も
そ
れ
が
窺
え
る
。
 

（
訓
典
三
 

元
久
二
年
神
護
寺
槙
尾
 に
於
い
 

一
 、
十
月
十
一
日
、
道
場
よ
り
出
で
 

肩
 に
小
児
五
六
人
許
り
を
置
け
り
。
 け

で
は
な
く
、
そ
れ
と
結
び
っ
く
「
 現
 」
の
体
験
と
と
 も
に
書
か
れ
る
こ
と
で
意
味
を
持
っ
 

下
の
仏
教
関
係
の
行
法
の
合
間
に
見
た
と
さ
れ
る
夢
想
 
の
 記
述
も
、
む
し
ろ
 A
 の
型
よ
り
 明
 

行
法
と
い
う
形
で
の
実
践
）
と
結
び
付
い
て
い
る
と
 
言
 え
る
。
次
の
例
の
記
述
の
仕
方
か
ら
 

て
 、
宝
楼
閣
法
を
修
し
て
、
仏
頂
を
読
す
。
 

て
 、
初
夜
の
時
の
後
に
学
文
等
畢
ん
ぬ
。
丑
の
剋
許
り
 、
熟
眠
 す
 。
夢
に
云
は
く
 、
 此
の
住
 

然
る
に
、
四
五
人
許
り
学
問
 処
に
 在
り
。
今
一
人
 持
佛
 宣
之
 方
 よ
り
足
音
 来
 。
 -
 
セ
、
 1
 １
 7
 一
 



建
 、
 
杏
 九
年
五
月
 廿
 日
よ
り
、
在
日
郡
の
為
に
 、
 立
ち
ど
 こ
ろ
に
直
ち
に
所
信
し
て
行
法
を
始
む
。
二
時
に
宝
楼
 
閣
 法
を
修
す
。
 

（
 
証
 、
本
書
に
見
え
た
り
と
云
々
）
井
に
二
時
に
仏
眼
 念
 謂
 ・
大
仏
頂
等
、
之
を
始
む
。
神
護
寺
に
 於
い
 て
 す
 。
 

Ⅰ
同
社
九
日
の
夜
、
夢
に
云
は
く
、
一
人
の
童
子
有
 り
 。
遍
身
に
 宝
實
櫻
 路
を
帯
び
、
倖
の
面
に
し
て
 
来
 り
て
親
近
す
と
 

云
々
。
 又
 、
十
余
人
の
童
子
有
り
。
 皆
 悉
く
愛
好
 也
 。
 来
り
て
親
近
す
と
云
々
。
 

一
 、
同
川
日
の
夜
、
夢
に
云
は
く
、
一
人
の
女
房
有
り
 
。
鉢
に
白
粥
を
盛
り
、
 白
 芥
子
を
和
合
し
て
、
箸
を
 
以
て
之
を
挟
み
取
 

り
 、
成
井
な
し
て
之
を
含
み
之
を
食
は
し
む
と
云
々
 

。
其
の
以
前
に
、
越
野
 
に
 詣
で
し
事
、
在
田
の
諸
人
 
、
 成
 弁
を
待
つ
と
 

云
々
。
 

一
 、
同
六
月
一
日
の
夜
、
夢
に
云
は
く
、
在
日
郎
に
故
 鎌
倉
大
将
 殿
 居
ら
れ
て
、
既
に
将
に
出
で
去
ら
む
と
す
 
と
 云
々
。
 又
 、
宮
 

原
の
尼
御
前
等
、
将
に
出
で
去
ら
む
と
す
と
云
々
。
 
又
 、
兵
衛
尉
 之
許
 よ
り
一
通
の
消
息
を
得
た
り
。
彼
の
中
 
を
開
き
て
之
を
見
 

る
に
、
銅
を
以
て
之
を
造
れ
る
完
具
 也
 。
即
ち
、
 是
花
 厳
 票
目
録
 也
 。
傍
に
湯
浅
の
尼
公
有
り
て
云
は
く
 、
 「
 本
は
得
て
む
」
と
。
 

心
 に
思
は
く
 、
 此
の
兵
衛
尉
、
 花
 蔵
経
書
写
の
大
願
 有
 り
 。
 是
 、
尋
ね
得
て
写
し
た
る
木
地
。
数
人
の
中
に
 於
 い
て
之
を
見
る
と
 

云
々
。
 

一
 、
同
六
日
の
夜
、
夢
に
云
は
く
、
石
崎
人
道
芝
家
の
 一
 
刊
 に
海
有
り
。
海
中
に
大
き
な
る
 宙
 有
り
。
大
三
は
く
 、
「
 是
鰐
也
 。
」
 

つ
の
 角
 生
ひ
た
り
。
其
の
長
一
文
許
り
 也
 。
頭
を
貫
き
 て
 之
を
繋
ぐ
。
心
に
思
は
く
 、
 此
の
魚
、
死
ぬ
べ
き
こ
 と
 近
し
と
云
々
。
 

る く 

    る 
  

そ 
    

K 
@ @@ し ひ 

最初 

  
， 子 "- T 
為 
と 

そ 

  

に関 

連 
す 
る 

と 

考 
え 

る 

夢 
右目 ， 口 、 

を 

珪 
  
分 
  
て 
コし 

す 
明 
恵 
      
図 
が 「 

明 
ら 

か 
c 
見 
ら 

れ 

  



明恵 上人の夢 討 と夢の意味 

  し ィ回 

接 こ そ 
目 ら れ る 五 内 む 
時 に は か 々 伝   
や あ 第     
場る 所。 一 に 
が 記   に い で 

確 億 個 も う き 

定 が 人 関 側 る 
で 確 の 連 両 基 
き か 記 
る で 憶 な 強 情 
行 事 の 
為 英 中 の と に 
と で に か い 対 

の あ あ ど う し 

つ れ る   云 う と て 
な ば も @@ ユ 小 Ⅰ か こ 、 
が こ の ろ 半 り 

断 に こ 

は あ で   そ そ記述りのみ を、 
な す の 

な 側 聞   
"  要 @ こ   
夢 が 必 攻 む 
想 な ず め る 
と り、 し 梨 
関 " も 
連 と す 
す い べ     記録 行為 て る 場合 う み   
に も す 
は 考 る 

  

自 え か 
"  一 つ天旦 首 " 

分 ら ど 
め れ う 
長 る か 
年 の は 
に だ わ   
ね 。 か     

ビ 盲目 

修 築 け は 口 
  が   柴 胡 

成 、 う 一 ゐ と 智 裕 た 恵 

83  (561) 

一
 
、
同
月
八
日
の
夜
、
夢
に
云
は
く
、
 縁
 官
房
来
り
て
 告
げ
て
日
は
く
 、
二
 
々
に
留
守
を
置
き
候
は
ぼ
や
。
 ム
 
「
よ
り
御
分
に
成
 

-
 
セ
、
皿
 １
 %
 一
 

る
べ
く
 候
也
 。
僧
都
知
る
べ
か
ら
ず
 候
 」
と
云
々
。
 



の と が が   る 

ど そ 

は夢 、 想、 基れの 」   
こ ・ 奉 ら よ て   
こ 小目 的 の う 先 以 の 見 同 /¥ 格 
ま の に 問 な 述 で 
で 休 明 題 も の 

で 験 恵 は の よ 十三日列記 物を て 夜、夢 。御 る 
明 が の す で ぅ 中 に 簾 よ さ 

確 「 い ぐ 何 に す 、 な り れ 
事 乳 持   て をど にさ一組 「私 た地 解 に 有 一 ち 室   

れ の 平 決 ぅ 記   り 鉢 挙 楼 る 

。 を ぐ 閨 よ         不 時 る 小 つ , 
  べ ろ り あ 慮 て に 呪 @, "- 

え と て べ な る @ こ り   十 も 

る し が き る が 院 。 十 方 受 
だ て 明 も 事 ゆ よ 臼 五 返   
ろ 放 る の 」 え 取 

りき六 Z 大計 Z 、 ら   を 一 り を れ 
困 、 な な っ そ 沙 疋 の 始   汰 育 美 む 

点 に と 関 か 述   後者 

  が 
  

、 意 は 連 る 、 ロ 十 -a- 夕 
な 味 な す 夢 第 と Z を 四 が 

お が い る 想 、 三 

明 あ の 文 ど 者 日 云々 懸け 食 を 、 「 抽 Ⅲ @ 

ら る だ 献 う な 口 @ よ Ⅰ 凸目 

か と 。 を し 必 盛 む 自 由   
に い だ 用 の ず り と き 7 千   
す ぅ が い 関 し な 欲 服 法 

" て 係 も る す を の 
事 

べ き 日し 夢 うのを 意 事 。 著 時 
事 記 し 考 探 識 地 貝 口 て に 

と関 

係 
要 』 た 証 る し ち と   
な の 間 が 手 て 覚 覚 成 幻 た 
点 基 題 い 掛 い ゆ め 弁 の も 

を 本   点 さ り な 。 了 を 如   
課 的 に さ が い ん 見 く で 

題 積 も か 不 た ぬ る し あ 
。 と て る   文 夫   可 

て 者 ら け な こ 
、 々 殊 性 能 一一 ロ セ宰 , 。 勝 
小目 一 な も の 残すが 「消 のであ えられ 覚 ず、 にはな る あ 

、 る 醒 る る ，自   る 

こ も 時 う 。 」   

が 果 
ま や で 
た っ あ 
凍 て る 
の き と 

引 た か 
用 場 宗   
う も 境 
な ち 地 

の 場ム 一口 日 uH ま 、 何 ろん 一 一 伊 U @ 
っ か で 
の は あ 
夢 あ る 
の っ と 

関 た か 
係 で   
な あ 漠 
@ 寸 ろ 然   
す 。 し 
る た 
  
が 

も 

  
困 も 

難 
で 

考 
え 

あ ら 

る れ 

  る 

判者 

  
で 

を あ 
受 る 

  
て ま 

後 
者 
が 

た予 

期 
あ せ 
る ぬ 

と 時 
も   
考 
え 

ら 

顕 「 
現 

れ 
  

  



明恵上人の夢 討 と夢の意味 

c あ 方 「 の   C 
そ 

一 目 l 
  「 記さ し 引用り、 、そ しか 宗教 十 目 

れ 一 次 の し 体 」 て 
て に に 意 こ 験 と 奥 分類に 、廿 用七） 

味 の 」 い 田   @ 下味 @ 
日 次 
  

    末 よ 

  法   

示観 

な 
も 

    
時、 

が 

入 

  
禅 る 

中 
好 
目 木 

の中 

fc 

我 
が 

@@ 下味 @   
戸コ   

身   
院 
  
御 
子 

士 類 け と 

為 
る る 

  女口 

来 

の家 

@ 
生 

る よ 捉 ま 

る 
  

    
で い 身 

也 

@@ 下味 @ 
次 

例えば 」 「 夢 
との い言一 " 己 一十、 

  "  つ 木 1% " と 狭の @ し   

よ   点 の 義 則 
  
  

  で 仕 0 月 

85 (563) 

 
 

も
の
と
い
う
視
点
で
捉
え
、
睡
眠
 中
 と
い
う
自
覚
が
な
 い
 
「
自
覚
的
に
認
識
し
て
い
る
幻
想
」
と
し
て
一
括
し
 得
る
と
す
る
。
例
え
ば
 

れ 
奥 よ @ 
田 試 
@@ 下味 @ み 
光 三 と 

して の 分 の 類に 軍記 、 古 
お 。 @  明 
    
接 れ 周 
に た 辺 

解   
が て 

ィ吏   
わ   
れ つ 
て   
  道 
な め肋 

  と 

次 な 

  る 

C 
か 

ら 

と考 

え 

E る 

  
型 
  
- 一 一 口 - 己 
述 
を 

A 
や 
B 
と 

@ @@ し ひ 
異 
な 
る 



と
い
う
も
の
で
、
こ
の
夢
に
つ
い
て
「
 夢
記
 」
に
記
述
 は
な
い
。
夢
を
「
わ
が
心
の
作
用
」
だ
と
す
る
「
古
今
 
集
 」
の
和
歌
に
つ
い
 

也、 
 
 
一
五
」
 

若 承 ィム は 

居 、 「 明 ケ ハ 「   
居、 思、 

、 ン 我 一   マ 

先 頭 

    何薩 ス 
覚 此 
了 / 
ヌ 身 身雙 

ヲ 
色 二 

施セ云、   
も 

丑 一口 Ⅰ 己 」 
眼ノ 金色 -   

上 ム   カエ 人 ト 羅 豆占 - 
が 

後 居、 
あ 

索観 

玉律 
ニ ア 

る 立 諾 足   

年 
ま @   

も 
一輝 ケ 獅子   云 タテ ヲ 少   

ク ヘ ち 一リ 乗 、 
忍 時 変 

此 テ よ 
  

  夢 目 " て 目ヲア 現 シテ 

ヨ山 

生 
覚ナ / Ⅰ Ⅱ .. 身 落葉 

と   侍食 一 - 、 ン 童子 

へ 見 
為 な お て   

好 ヲ の         
楽 ハ よ 記 て る 且、 ,   つ ,   

な 
さ も が   

コ ネ 巻       加エ   捨 
身 の大 

尽 ニ 
ヲ 然 い 状 ら 

を 
ハ ウ 

夢 而 士 般 る " 一 か カ カ 
中 シ @i 二 @, 若 。 @ こ @ こ   
ニ 々   た お 睡 テ 
シ ス と い 眠 先 規 
" ア ト ま @ え て 時 明 二 
ナ 居 、 ば も の ヵ セ 
シ ア 次 、 夢     
試 不 の 見 と ヤ 尺 

  



明恵上人の夢 記と 夢の意味 

  

が と め れ か 
み た 。 そ れ 出来、 この 」 関 十六歳 「 夢 見 も 先 
ら の に で 

建 で 孫 と れ で 考 は 
久 田 を 、 る あ 察 『   
二 た に に で 。 よ 』 

千 明 示 明 は ま う に 
一 恵 す 恵 な た に お 

    
等 間 一   

裁 定 る 怯 た 
宝字「 かの 文 的とべ   
守 る の 味 冨 

い 寺 を っ   
に て あ 関 六ヵ の ，に 。二 。 すら「 。 れ 現よ記 っ 

  わ る 実 っ 述 た 
そ り 

  
て さ の 

わ 理 考 て   
れ あ た 元 ら だ れ 
て 
@sr 

る 、 さ ず ろ た 

ダ が 

を 

畏 フ 次のよれるも「古名詞 。 ，     
る う の 」     

べ な で に で 

き 引 は お   
事、 用 な い 明 

を く て 恵 
    
な 見 れ回 、 「 見 ム、   

る事 

ば 耳塵 ィム 日 
、 0 件   

有 明 符 験 理 
る 恵 別 @ 学 
べ 自 の 顕 が   
か 身 意 現       
ら が 味 」     
ず 夢 を と よ 

そ 時 司 ナつ 

而   な 
  も た 童 あ 

  の も き る 

見事 

の の を 
表 と 持 

種 
  

か 現 し っ 
と て て 

夢 

｜ 乗 
  

し 受 「 
へ 

ィ動 

  き 

口商圧 」が 相 夢 て「 け止め 

    
ら 圭三 ロ 口 願 「 

オ目 と れ る 望 
有 い て れ 
る う い て 
べ 語 る い 

の充 

足 
き を こ ろ 

  

也 使 と の を 

用 を は 
    

し 一 万   識 

て し そ   
    て 

四、 る い 夢   

0 2 一 
め る が る 
が ，     と 



中
心
の
修
行
生
活
を
企
て
た
。
明
恵
の
生
を
買
い
た
 
主
 題
が
 、
仏
教
の
根
本
に
立
ち
戻
り
教
え
の
通
り
清
廉
 
に
 生
き
る
こ
と
（
「
忠
ス
 

-
 
刀
 -
 

ト
コ
ロ
 偏
 二
聖
教
 ノ
 深
青
 ヲ
エ
テ
 、
名
利
 ノ
 緊
縛
ニ
綾
 レ
 サ
ラ
ム
コ
 
ト
ヲ
 ノ
ミ
 思
キ
 」
）
で
あ
っ
て
み
れ
ば
 
当
 然
 の
こ
と
で
あ
る
。
 
そ
 

し
て
わ
ず
か
の
聖
経
と
数
人
の
同
志
と
と
も
に
草
庵
で
 
の
 修
行
生
活
が
始
ま
る
。
そ
れ
は
「
此
処
 
ニ
 シ
テ
行
法
 坐
禅
話
経
学
問
等
 勤
 、
 

一
れ
 
-
 

寝
食
 ヲ
 フ
ス
 レ
 テ
 プ
 コ
 タ
 リ
ナ
シ
、
昼
夜
朝
暮
ニ
月
 仏
 俊
二
旬
 テ
 在
世
 ノ
昔
ヲ
 恋
慕
 シ
 、
聖
教
二
対
シ
テ
説
法
 ノ
古
ヲ
ウ
ラ
 ヤ
ム
」
と
 

い
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
暮
ら
し
の
中
心
と
な
っ
た
明
恵
を
は
じ
め
、
そ
こ
 に
は
「
行
状
」
を
書
い
た
言
海
等
の
純
粋
な
若
者
達
し
 か
い
な
か
っ
た
。
 
先
 

達
 に
導
か
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
ま
し
て
寺
院
で
 の
 生
活
に
比
し
て
非
常
に
不
自
由
な
生
活
で
あ
る
。
 自
 公
達
の
思
い
へ
の
静
か
 

な
 興
奮
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
「
如
此
シ
テ
数
 
日
数
月
 ヲ
送
テ
、
 
（
 ア
タ
 タ
カ
）
ナ
ル
食
事
ナ
シ
 、
又
 塩
噌
 ノ
類
モ
遥
 ニ
遠
 サ
 

力
 め
 、
有
待
 ノ
身
ナ
レ
ハ
 
、
四
大
乖
違
シ
テ
、
白
痢
 ノ
 如
ク
 ナ
ル
 物
 々
 、
然
モ
 
白
痢
二
八
弁
 ス
 、
 殆
腹
綿
ノ
損
 セ
ル
 カ
ト
 難
物
、
 痢
ニ
 

-
 
巴
 -
 

降
 リ
テ
…
」
と
い
う
苦
し
い
も
の
で
も
あ
っ
た
。
 

そ
の
よ
う
な
時
、
「
行
状
」
の
記
述
で
は
 騎
 心
を
抑
え
 形
を
實
し
て
仏
道
に
入
る
（
専
心
す
る
）
た
め
に
、
 
明
 恵
は
自
分
の
右
耳
を
 

一
ぬ
 
-
 

切
る
と
い
う
自
傷
行
為
を
行
う
。
「
 血
 ハ
シ
 リ
テ
 本
尊
 ナ
 ラ
ヒ
二
仏
具
等
ニ
カ
）
 レ
り
 、
真
面
 今
ニ
ウ
 セ
ス
」
と
 
も
 記
さ
れ
て
い
る
。
 

厳
し
く
も
充
実
し
た
生
活
の
中
で
、
な
ぜ
明
恵
は
耳
を
 
切
る
と
い
う
行
為
に
で
た
の
か
。
「
行
状
」
に
書
か
れ
 た
 理
由
の
他
に
 、
そ
 

こ
に
は
絶
対
的
な
と
こ
ろ
で
の
自
信
の
無
さ
 、
 言
い
換
 え
る
な
ら
ば
究
極
的
な
も
の
に
支
え
ら
れ
て
い
な
い
が
 
た
め
の
不
安
が
あ
っ
た
 

と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
 

そ
の
後
、
明
恵
の
行
為
に
対
し
、
ま
ず
耳
を
切
っ
た
 夜
 の
夢
に
梵
僧
が
現
わ
れ
、
仏
の
た
め
に
苦
行
と
し
て
 耳
 を
 切
り
形
を
董
し
て
 

(566) 

こ
で
の
派
閥
に
よ
る
「
学
堂
雌
雄
 ノ
争
ヒ
 」
を
見
る
に
 耐
え
か
ね
て
、
閑
居
の
志
を
強
く
し
、
東
大
寺
を
離
れ
 
紀
州
 白
 上
の
峰
に
行
法
 
8
 
8
 



明恵上 

 
  
 

さ
て
、
こ
の
「
 現
 」
と
「
夢
想
」
と
超
越
的
リ
ア
リ
テ
 イ
 -
8
-
 

ド
と
の
関
係
は
、
「
 
夢
記
 」
中
を
見
れ
ば
、
「
 
験
 」
と
 い
う
言
葉
に
集
約
で
 

  の夢話 

四 

験 「 」 

と 

し 

て 
の 
古 
タ 
の 

在 

り方 

  

-
 
あ
 -
 

如
来
を
供
養
し
た
行
為
を
賞
揚
 し
 、
記
録
し
て
お
く
と
 明
恵
に
告
げ
る
。
そ
し
て
翌
日
、
華
厳
経
十
地
 
品
 を
調
 し
て
い
る
時
に
、
 金
獅
 

一
花
 
-
 

子
に
乗
っ
た
金
色
の
文
殊
菩
薩
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。
 引
用
一
の
「
 夢
記
ヒ
の
 記
述
は
 、
 疑
い
な
く
こ
の
顕
現
 を
 指
す
。
 

こ
の
顕
現
を
受
け
て
明
恵
は
「
 イ
コ
 イ
 ョ
 真
心
 ヲ
ハ
ケ
 マ
シ
テ
 、
他
事
 ナ
ク
 一
心
ニ
文
殊
大
聖
 ニ
 祈
請
シ
テ
 大
 知
恵
 ヲ
乞
フ
 、
一
代
 

聖
教
 ノ
 大
意
 ヲ
得
テ
 、
諸
仏
菩
薩
 ノ
心
ヲ
 モ
テ
 我
力
心
 ト
シ
 、
諸
宗
 章
疏
ノ
 解
釈
 ヲ
 ミ
カ
 キ
テ
 、
伝
法
 ノ
 高
祖
 ヲ
友
ト
 セ
ム
 、
彼
ノ
修
 

-
 
刀
 -
 

行
ヲ
 マ
ナ
 ヒ
、
彼
ノ
 本
意
 ヲ
顧
テ
 、
生
涯
 ヲ
尽
シ
命
ヲ
 終
ヘ
シ
ト
 恵
キ
」
と
決
意
し
た
の
で
あ
る
。
 

明
恵
が
晩
年
に
至
っ
て
も
こ
の
話
を
弟
子
達
に
し
、
 
感
 動
を
伝
え
て
い
た
こ
と
が
「
 却
 廃
忘
 記
 」
に
記
さ
れ
て
 い
る
が
、
こ
の
顕
現
 

は
 生
涯
を
通
じ
て
の
彼
の
宗
教
的
生
を
支
え
る
も
の
と
 
し
て
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
近
習
の
 弟
子
達
も
明
恵
の
話
を
 

通
じ
て
、
同
じ
く
重
要
な
価
値
を
も
っ
て
こ
の
顕
現
を
 
受
け
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
 

こ
こ
で
の
文
殊
現
形
は
、
そ
の
宗
教
的
生
活
に
究
極
の
 リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
基
盤
を
与
え
、
明
恵
の
生
を
支
 
え
る
の
み
な
ら
ず
、
 

そ
の
後
の
生
き
方
の
動
因
と
も
な
っ
た
。
結
局
、
白
上
 
の
 峰
で
の
修
行
生
活
は
諸
般
の
理
由
か
ら
当
座
打
ち
切
 
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
 

だ
が
、
学
業
と
行
法
を
旨
と
し
清
廉
に
生
き
る
と
い
う
 生
活
は
、
生
涯
明
恵
周
辺
で
続
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

一
つ
の
「
 現
 」
と
し
て
の
体
験
・
行
為
が
 、
 「
は
か
な
 い
 」
夢
幻
な
ど
で
は
な
い
宗
教
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
し
て
 
の
夢
想
体
験
と
結
び
 

 
 

 
 

  

 
 



  
刀下 

こ
こ
で
は
、
仏
教
的
議
論
に
お
け
る
疑
問
に
対
し
答
え
 を
 与
え
る
と
い
う
形
で
「
 験
 」
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
 い
う
明
確
な
認
識
が
 

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
何
ら
か
の
祈
請
・
祈
願
に
対
し
 
て
の
回
答
と
し
て
夢
想
が
示
さ
れ
る
例
も
少
な
く
な
い
  
 

（
引
用
一
一
）
 

一
 、
同
什
一
日
長
期
 に
 、
信
心
を
起
し
祈
請
す
。
「
清
浄
 之
 夢
想
を
得
 は
 、
如
法
域
恒
之
 験
と
 為
す
べ
し
」
と
 申
す
。
学
文
所
に
 

縄
床
よ
り
下
り
て
、
祈
請
の
休
み
の
夢
に
云
は
く
 、
予
 、
菩
提
子
の
数
珠
を
持
て
 り
 。
 @
 
瞠
 
其
の
珠
々
達
磨
 水
精
に
て
 、
 而
も
 

普
通
よ
り
は
其
の
勢
小
さ
し
。
 掲
 磨
を
以
て
 荘
と
 為
し
 、
 弟
 珠
を
貫
き
て
、
悦
喜
の
心
深
く
し
て
覚
め
下
ん
 
ぬ
と
云
々
。
（
祈
請
 

  

に
 応
ず
る
こ
と
之
を
思
ふ
べ
し
）
 

き
る
と
思
わ
れ
る
。
「
 験
 」
は
「
し
る
し
」
と
 訓
 み
、
「
 

御
利
益
・
霊
験
」
ま
た
「
き
ざ
し
・
前
兆
」
と
舌
口
っ
た
 

意
味
を
表
す
。
先
に
挙
 

げ
た
引
用
 セ
の
 
「
 
禅
 中
坪
 相
 」
は
特
に
顕
著
に
こ
れ
を
 示
す
の
で
あ
る
が
、
何
ら
か
の
行
法
、
あ
る
い
は
 
祈
 請
 に
対
す
る
応
答
と
し
 

て
 、
ま
た
仏
教
的
境
地
の
深
ま
り
に
応
じ
て
明
恵
に
夢
 想
 が
感
得
さ
れ
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
占
で
彼
の
夢
想
 体
験
を
捉
え
る
と
、
 そ
 

れ
を
端
的
に
示
す
舌
口
業
が
こ
の
「
 
験
 」
と
な
る
の
で
あ
 る
 。
次
の
引
用
に
も
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
 

（
引
用
 一
 0 ）
 

一
 、
同
五
月
上
旬
の
比
、
 霊
鰻
 菩
薩
の
飛
び
騰
れ
る
 形
 の
事
を
議
 る
 間
、
日
中
、
仮
に
眠
る
。
（
此
の
時
、
 此
 の
事
を
心
に
懸
け
 

ず
 ）
忽
然
に
夢
に
云
は
く
 、
 一
つ
の
清
く
澄
め
る
 池
有
 り
 。
其
の
中
よ
り
鰻
の
如
き
魚
の
跳
り
挙
が
る
。
（
 長
 さ
 一
尺
余
り
 也
 ）
 

 
 

其
の
形
、
頭
 屋
 倶
に
垂
る
。
其
の
形
 
ヮ
 （
此
の
如
く
 
也
 ）
。
 是
 即
ち
 霊
鰻
 菩
薩
 2
%
 験
也
。
 

  



 
 

 
 
 
 

%
 
 

以
前
に
「
聖
別
」
が
上
口
 卸
 さ
れ
る
夢
と
い
う
 パ
タ
 ｜
ン
も
、
 

聖
な
る
も
の
と
の
交
渉
が
可
能
な
存
在
で
あ
 る
と
い
う
「
貴
種
性
」
を
 基
 

 
 
 
  
 

 
 

て
も
そ
の
例
に
も
れ
な
い
。
「
伝
記
」
を
は
じ
め
と
す
 る
 幾
つ
か
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
 

 
 

 
 

 
 

㍾
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
 

夢の意味 

「
慶
記
」
本
文
に
現
れ
る
「
 
験
 」
の
文
字
は
四
カ
所
、
一
 
祈
請
・
祈
願
」
は
合
わ
せ
て
一
三
カ
所
で
あ
る
。
し
か
 
し
 例
え
ば
〒
 夢
記
 」
 

冒
頭
の
文
殊
菩
薩
現
形
 
一
 
示
現
）
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
 、
 は
っ
き
り
と
「
行
状
 六
 
「
伝
記
」
に
お
い
て
祈
請
に
対
 し
て
の
も
の
と
さ
れ
て
 

い
る
よ
う
に
、
本
人
の
心
覚
え
の
 
審
ダ
記
 」
に
は
直
接
 示
さ
れ
ず
、
明
恵
の
語
る
と
こ
ろ
の
聞
き
書
き
を
基
と
 す
る
「
行
状
」
な
ど
に
 

は
 祈
り
に
対
す
る
回
答
と
し
て
記
さ
れ
る
も
の
も
多
い
  
 

さ
て
次
に
よ
り
詳
し
く
こ
の
「
 験
 」
の
か
た
ち
を
捉
え
 て
み
る
と
、
ま
ず
気
づ
く
の
は
、
特
定
の
答
を
意
識
的
 
に
 求
め
て
得
る
も
の
 

が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
 

先
 ㌢
月
一
一
な
ど
は
、
ま
さ
 に
 求
め
て
得
た
も
の
で
あ
り
、
「
 夢
記
ヒ
 
の
中
で
明
確
 に
は
八
例
を
数
え
る
。
 

一
 、
同
初
夜
坐
禅
の
時
、
滅
罪
の
事
を
祈
願
し
 、
戒
 鉢
を
得
た
り
。
若
し
好
 相
 現
ぜ
 は
 諸
人
に
戒
を
授
け
む
 と
 祈
願
す
。
」
 

 
 

一
 、
貞
元
二
年
二
月
社
日
、
初
夜
に
 、
 此
の
光
明
法
を
 修
す
。
心
の
中
、
夢
の
中
に
、
本
尊
の
許
否
を
欲
す
。
   

な
ど
と
あ
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
「
 
ぅ
け
 ひ
 」
と
し
て
の
伝
統
的
な
夢
の
用
い
ら
れ
 
万
 そ
の
も
 の
に
近
い
。
「
善
一
 
う
 

 
 

け
 ）
 ひ
 」
と
は
、
「
伸
一
仏
 -
 に
祈
っ
て
そ
の
効
験
に
よ
 っ
て
吉
凶
・
禍
福
・
真
偽
な
ど
を
う
ら
な
う
 意
 」
で
あ
 り
 、
 乞
 夢
に
よ
る
「
 う
 

け
ひ
寝
 」
は
古
く
は
「
古
事
記
」
 

舌
口
、
こ
そ
の
 

@
 
 

己
キ
仙
 
と
が
山
か
り
 

-
o
-
3
 

る
 。
日
本
古
代
、
記
紀
の
記
述
以
降
、
こ
う
し
た
神
々
 
と
 の
 交
渉
技
術
は
、
特
定
 

-
 
皿
 -
 

の
 血
統
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
た
り
、
特
殊
な
訓
練
に
よ
 
っ
て
初
め
て
獲
得
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
仏
教
の
伝
 来
 と
そ
の
受
容
・
定
着
 

期
を
経
て
、
中
世
期
に
は
定
着
し
て
い
た
高
僧
や
聖
の
 
一
 
後
に
は
特
別
の
権
力
者
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
る
）
 伝
 -
 
記
に
見
ら
れ
る
、
誕
生
 



「
 母
 六
角
堂
観
音
ニ
話
 デ
日
ヲ
経
テ
 堂
達
ル
車
 刀
反
 、
 茸
 @
 
間
普
門
品
 ヲ
謂
 祈
請
 云
 、
 我
 受
難
人
身
 雄
得
ト
 女
人
 ハ
 心
身
 ヲ
 失
却
 セ
 

ン
也
 、
願
大
慈
大
悲
、
 
我
 後
世
功
程
子
一
人
 タ
ヘ
ト
精
 誠
至
 祈
念
 ス
 、
承
安
元
年
孟
夏
上
旬
 比
也
 、
堂
前
座
 眠
 夢
人
来
今
英
一
類
 

-
 
㏄
 -
 

年
足
破
壊
 入
ト
 見
、
 某
 俊
平
 幾
 懐
妊
、
同
二
年
正
月
八
 日
展
 剋
 日
出
時
誕
生
、
・
・
・
」
。
 

 
 

ま
た
 
冨
穿
記
 」
の
夢
想
・
相
の
う
ち
少
な
く
と
も
十
例
 
は
 、
記
述
さ
れ
た
名
称
か
ら
ま
さ
に
見
仏
体
験
と
考
 
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
 

は
 、
文
殊
大
聖
一
引
用
 
一
参
里
 、
金
色
の
大
孔
雀
 王
 、
 迦
葉
尊
者
、
毘
盧
舎
那
仏
な
ど
の
「
現
形
」
が
記
さ
 
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
 

見
仏
体
験
は
、
平
安
後
期
の
往
生
伝
以
降
に
顕
著
に
見
 
ら
れ
る
奇
瑞
と
し
て
の
そ
れ
に
も
直
結
す
る
も
の
と
し
 
て
 考
え
ら
れ
る
。
平
安
 

後
期
に
菅
原
孝
標
の
女
が
著
し
た
「
更
級
日
記
」
に
お
 
い
て
も
、
そ
こ
に
記
さ
れ
る
十
一
例
の
夢
の
う
ち
、
 天
 喜
三
年
十
月
十
二
一
日
の
 

「
阿
弥
陀
仏
来
迎
」
の
夢
の
み
は
、
別
格
の
意
味
の
重
 

 
 

こ
の
種
の
聖
な
る
も
の
の
顕
現
は
、
教
義
的
制
約
を
も
 
つ
 と
も
受
け
る
と
考
え
ら
れ
る
。
象
徴
的
に
は
共
通
の
 
も
の
が
あ
っ
た
と
し
 

て
も
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
限
定
さ
れ
た
存
在
が
あ
り
、
 
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
背
後
に
あ
る
意
味
世
界
を
喚
起
す
る
 
と
い
う
役
割
に
お
い
て
 

一
品
 
-
 

イ
メ
ー
ジ
自
体
に
意
味
が
あ
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
こ
こ
 
に
も
「
貴
種
性
」
が
要
請
さ
れ
る
。
 

「
 う
け
ひ
 」
夢
も
「
見
仏
」
夢
も
、
そ
の
あ
り
方
は
異
 
な
る
に
せ
 よ
 、
あ
る
意
味
で
超
越
的
存
在
か
ら
の
上
口
 知
 専
一
メ
ッ
セ
ー
ジ
 ド
 

リ
ー
ム
 一
 と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
 
直
接
的
な
聖
な
る
も
の
の
開
示
で
あ
り
、
交
渉
で
あ
 
る
 。
つ
ま
り
こ
こ
で
の
 

「
 験
 」
は
、
超
越
的
存
在
の
開
示
に
よ
る
世
界
観
の
再
 
生
 
・
意
味
付
与
に
関
わ
っ
て
い
る
。
 

ま
た
「
 夢
記
ヒ
は
 ほ
、
い
わ
ゆ
る
予
知
要
下
前
兆
 夢
 一
 と
し
て
の
明
恵
の
夢
想
に
つ
い
て
の
記
述
も
あ
る
。
 例
え
ば
元
久
元
年
二
 

月
 十
日
の
夜
の
夢
の
記
述
の
最
後
に
あ
る
の
が
そ
れ
で
 
あ
る
。
 

（
引
用
一
一
二
 

  



 
 

そ
の
解
釈
の
背
後
に
は
、
い
わ
ゆ
る
前
兆
夢
を
信
じ
る
 考
え
方
の
背
後
に
あ
る
の
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

Ⅱ
同
質
の
宗
教
的
観
念
が
認
め
ら
れ
る
の
だ
。
 

 
 
 
 

 
 

夢の意味 

ク
ノ
 如
ク
 奇
瑞
勝
境
 ノ
 相
等
、
他
人
 ハ
 カ
ル
ベ
 キ
ニ
ア
 ラ
 ス
 、
 又
 委
細
ニ
コ
レ
ラ
シ
ラ
 ス
 、
上
人
時
々
 事
ノ
次
 ヲ
 モ
テ
 示
シ
詰
う
 

 
 

ル
ル
 事
 ア
リ
 キ
、
繍
 ニ
一
両
 ヲ
 注
ス
、
コ
レ
ラ
モ
テ
 余
 ヲ
 シ
ル
ベ
 シ
、
 」
 

一
 
-
 
、
 
/
 ,
g
 
Ⅱ
Ⅰ
 

Ⅰ
 
ノ
 
@
 
-
 

已
上
未
だ
 此
 事
を
聞
か
ざ
る
以
前
の
夢
想
な
り
。
 

こ
う
し
た
予
知
 夢
は
 、
直
接
の
聖
な
る
も
の
の
体
験
と
 は
 異
な
り
、
む
し
ろ
貴
族
社
会
に
お
け
る
「
物
忌
」
と
 
い
う
 行
為
に
通
底
 す
 

 
 

る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
小
右
記
」
等
 書
 @ 族の
 日
記
に
見
ら
れ
る
記
述
、
「
今
朝
、
夢
想
あ
り
、
物
忌
 す
 」
に
見
ら
れ
る
よ
 う
 

な
 、
日
常
的
と
も
舌
口
え
る
夢
に
よ
る
吉
凶
の
判
断
、
前
 
兆
 と
し
て
の
夢
の
受
容
が
、
性
格
の
近
い
も
の
と
し
て
 あ
る
 よ
う
 に
考
え
ら
れ
 

る
の
で
あ
る
。
 

さ
て
「
伝
記
」
に
は
、
弟
子
を
は
じ
め
と
す
る
明
恵
の
 
周
辺
の
人
々
が
彼
を
「
権
者
」
（
仏
や
菩
薩
が
こ
の
世
 に
 仮
現
し
た
者
）
 
だ
 

と
 考
え
た
と
い
 ぅ
己
述
 

@
=
 
。
、
ラ
 

が
あ
る
。
 

-
3
 
 
そ
れ
は
、
明
恵
が
遠
 隔
 透
視
の
よ
う
な
超
自
然
的
能
力
を
持
つ
者
と
し
て
 
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
 

る
 。
 

「
・
・
・
 

又
或
 博
行
法
 ノ
修
中
ニ
 
侍
者
 良
詮
ヲ
呼
テ
告
テ
云
 、
手
水
桶
 ノ
 永
ニ
 
一
ノ
虫
 落
入
 レ
ル
カ
ト
覚
ユ
、
是
 
ヲ
 タ
ス
ク
 ベ
シ
 

云
々
、
 良
詮
驚
テ
 克
ニ
、
ハ
タ
シ
テ
 
一
ノ
蜂
 落
人
 レ
ル
 ヲ
 貝
ル
、
後
日
工
 修
中
 ニ
回
 キ
 侍
者
 ヲ
呼
テ
告
テ
云
ク
 、
後
ノ
 竹
原
 ノ
中
 

ニ
 小
島
物
ニ
ケ
ラ
 レ
 タ
ル
カ
 
ト
覚
 シ
キ
ア
リ
、
コ
レ
ラ
 見
 リ
ベ
 シ
 云
々
、
ス
ナ
ハ
チ
 見
 ル
ニ
 又
 ハ
タ
シ
テ
 詞
ノ
 ゴ
ト
シ
、
惣
テ
カ
 



夢
の
間
に
魂
が
身
体
を
抜
け
出
て
、
動
物
の
形
態
で
様
 
々
 な
 経
験
を
す
る
と
い
う
伝
承
は
多
く
存
在
し
た
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
明
恵
の
周
辺
 
に
お
い
て
彼
の
夢
想
が
そ
の
伝
記
を
は
じ
め
と
し
て
 非
 常
に
強
調
さ
れ
た
 背
 

後
に
は
、
明
恵
が
「
飛
翔
す
る
 魂
 」
を
持
っ
宗
教
者
で
 あ
る
と
す
る
考
え
方
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
 

日
本
の
和
歌
に
お
い
て
は
、
多
く
の
「
夢
の
魂
」
と
い
 う
も
の
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
っ
た
。
ま
た
そ
こ
は
「
 夢
の
通
ひ
 路
 」
と
い
 

5
 表
現
が
あ
っ
 +
 
八
こ
の
「
夢
の
通
ひ
 

こ
 。
 

路
 」
と
い
う
 通
 路
は
 、
人
体
側
で
は
多
く
「
 口
 」
あ
る
い
は
「
 鼻
 」
で
 あ
る
と
さ
れ
た
。
西
郷
 

一
花
 
-
 

信
綱
は
 、
「
 
宇
 溥
傑
物
五
 %
 
 に
あ
る
「
 口
 な
く
ば
、
 い
 づ
 こ
よ
り
か
 魂
 か
よ
は
 な
 」
と
い
う
記
述
を
指
摘
し
て
 い
ろ
。
日
本
に
限
ら
ず
、
 

五
 

前
兆
 事
 と
告
知
事
 

こ
こ
で
、
明
恵
と
そ
の
周
辺
の
夢
を
よ
り
広
い
コ
ン
テ
 ク
ス
ト
の
中
で
考
え
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
、
前
兆
票
 
と
 告
知
 夢
 と
い
う
 夢
 

分
類
を
一
つ
の
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
に
す
る
。
 

前
兆
 夢
 と
告
知
事
と
い
う
分
類
は
伝
統
的
社
会
に
非
常
 に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
れ
が
夢
の
当
事
者
 
に
と
っ
て
の
重
要
な
 

意
味
を
表
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
 
力
 
て
あ
る
Ⅰ
 

@
 
 -
g
-
3
 
 

。
 
オ
 ・
 オ
ッ
 ペ
ン
ハ
イ
ム
に
よ
れ
ば
、
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
 
文
明
に
お
い
て
は
占
術
 

（
夢
占
い
）
が
非
常
に
重
視
さ
れ
、
「
科
学
的
」
と
も
 
@
 
二
口
 

え
る
 ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
。
 
そ
 れ
は
「
前
兆
」
の
 名
 

の
下
に
夢
の
観
察
と
組
織
的
分
析
が
な
さ
れ
、
そ
の
 家
 微
分
析
の
上
に
解
釈
が
下
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
 
だ
 が
そ
こ
に
お
い
て
も
、
 

告
知
 夢
 
す
の
の
の
 

曲
 ㎎
の
卸
の
 
ビ
 已
に
は
全
く
異
な
っ
た
 ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
っ
た
。
告
知
夢
は
神
的
存
在
が
現
れ
 
る
も
の
で
、
そ
の
現
れ
 

は
 王
や
英
雄
や
司
祭
に
限
ら
れ
、
様
式
化
さ
れ
た
語
り
 
口
 で
話
さ
れ
、
彼
ら
の
行
為
の
保
証
と
な
り
、
な
に
 ょ
 り
 解
釈
が
な
さ
れ
な
い
 

-
 
仙
 -
 

も
の
で
あ
っ
た
。
 

  



明恵  
 
  人の夢 記 味

 

た
ち
を
含
ん
だ
一
群
の
人
々
は
、
 兼
 実
に
直
接
関
 わ
る
夢
を
見
た
と
言
っ
て
は
 兼
 実
に
任
運
し
た
。
そ
し
 て
兼
 実
は
そ
れ
ら
の
夢
 お
ょ
 

ゆ
び
自
分
の
夢
見
を
動
因
と
し
て
参
籠
や
祈
請
の
手
 
続
き
を
と
り
、
再
び
夢
想
を
求
め
る
と
い
う
「
興
味
深
 
い
 サ
イ
ク
ル
」
を
度
々
繰
り
 

 
 

 
 

 
 

返
し
て
い
る
。
 

 
 
 
 
 
 

こ
の
サ
イ
ク
ル
は
前
兆
 夢
 と
告
知
夢
の
交
錯
す
る
関
係
 を
見
せ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
 
「
夢
の
時
代
」
に
お
 

 
 
 
 

-
 
耶
 -
 

け
る
貴
族
社
会
の
物
忌
み
に
関
す
る
夢
の
働
き
、
す
な
 わ
ち
「
陰
陽
道
禁
忌
と
連
接
し
た
（
 夢
 ）
信
仰
」
は
 前
 兆
夢
の
 、
ま
た
、
多
く
 

な
ぜ
夢
に
お
い
て
世
界
の
未
来
の
出
来
事
の
前
兆
が
 捉
 え
ら
れ
る
と
さ
れ
る
の
か
。
 

夢
の
魂
に
つ
い
て
は
、
西
郷
の
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
 
る
 。
「
魂
は
外
か
ら
や
っ
て
き
て
個
体
に
棲
み
こ
ん
だ
 も
の
と
い
っ
て
も
よ
 

く
 、
そ
れ
は
個
体
に
自
生
的
で
は
な
く
全
体
か
ら
分
与
 さ
れ
た
も
の
だ
と
い
い
換
え
て
も
よ
い
。
民
俗
語
彙
で
 祖
霊
の
こ
と
を
 ミ
タ
マ
 

と
 呼
ぶ
。
命
名
や
成
年
式
に
さ
 い
し
 魂
が
附
与
さ
れ
た
 り
 更
新
さ
れ
た
り
す
る
の
は
、
こ
の
祖
霊
と
の
合
一
が
 前
提
に
な
っ
て
い
る
と
 

-
 
帖
 -
 

考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
」
 

こ
の
言
葉
も
示
唆
す
る
よ
う
に
、
夢
を
経
験
す
る
魂
が
 個
人
の
も
の
で
な
く
全
体
か
ら
分
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
 
る
と
捉
え
ら
れ
る
と
 

す
る
と
、
「
魂
の
経
験
と
し
て
の
夢
」
と
い
う
発
想
の
底
 流
に
 、
人
間
が
世
界
と
通
底
し
そ
の
秩
序
を
反
映
す
 
る
と
い
う
考
え
方
が
見
 

ら
れ
る
の
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
遠
隔
地
の
事
象
や
未
来
の
 出
来
事
の
前
兆
の
感
得
が
可
能
な
も
の
と
し
て
認
識
さ
 
れ
る
の
で
あ
る
。
 

こ
こ
で
の
「
 験
 」
の
在
り
方
に
は
、
意
味
付
与
 ｜
 開
示
 的
 側
面
は
弱
い
が
、
古
代
か
ら
の
伝
統
的
宗
教
観
念
を
 
よ
り
色
濃
く
映
し
出
 

し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
 

菅
原
昭
 英
は
 、
明
恵
と
ほ
 ぽ
 同
時
代
の
九
条
兼
実
を
中
 心
と
し
て
で
き
た
、
夢
に
対
す
る
信
を
共
に
す
る
「
 夢
 語
り
共
同
体
」
に
つ
 

 
 

台
僧
 慈
円
や
叔
父
の
南
都
倍
倍
 円
 、
妻
妾
、
息
子
、
家
 司
 、
祈
薦
僧
や
陰
陽
師
 



以
上
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
明
恵
 
に
と
っ
て
の
夢
は
そ
の
宗
教
的
 
生
 を
 支
え
る
「
 験
 一
と
 

喜
ヱ
 
は
「
 現
 」
の
行
為
と
一
組
に
さ
 れ
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
 よ
 り
 基
底
的
な
超
越
的
 

え
た
。
そ
れ
は
「
 夢
 」
が
現
世
的
 リ
 ア
リ
テ
ィ
ー
と
そ
れ
を
超
え
た
基
底
 的
 リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
 一
 

し
て
働
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
 

し
て
あ
っ
た
。
 冨
夕
記
 」
に
お
け
る
 

「
 
現
 一
を
開
示
し
、
生
に
意
味
を
与
 

つ
の
生
に
お
い
て
つ
な
ぐ
「
強
一
と
 

結 

の
 観
音
霊
場
に
お
け
る
「
葛
籠
り
一
 は
 告
知
 夢
の
 、
特
徴
的
性
格
を
そ
れ
 ぞ
れ
強
く
持
っ
て
い
た
。
明
恵
の
 
一
 事
記
」
の
中
に
両
者
が
 

並
置
し
て
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
 時
代
の
夢
の
受
け
取
り
方
に
も
、
 

交
 錯
 し
た
形
で
両
者
が
混
在
し
て
い
た
 の
で
あ
る
。
 

「
行
状
し
や
「
伝
記
」
、
ま
だ
明
恵
に
 
関
す
る
同
時
代
の
様
々
な
記
述
を
見
 る
 限
り
、
彼
の
宗
教
性
と
夢
想
と
は
 分
ち
難
い
関
係
を
も
 

っ
て
周
囲
に
受
け
止
め
ら
れ
て
 

」
と
が
わ
か
る
。
明
恵
は
教
団
等
を
 興
す
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
彼
の
周
 囲
 に
は
彼
を
慕
う
弟
子
 

や
 信
奉
す
る
世
俗
の
「
明
恵
の
夢
・
 

 
 

々
が
集
ま
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
 

奥
田
勲
は
、
承
久
二
年
二
二
二
色
 

頃
よ
り
明
恵
が
し
ば
し
ば
 夢
 合
を
行
 っ
て
い
る
事
実
を
基
に
、
こ
の
頃
 明
恵
の
夢
想
の
世
界
 

が
 
一
つ
の
高
揚
期
を
迎
え
、
夢
が
明
 恵
と
 弟
子
達
の
共
有
物
と
な
っ
た
こ
 
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
   

状
 」
や
「
伝
記
」
等
、
明
恵
の
死
後
 に
 弟
子
達
に
よ
っ
て
著
さ
れ
 だ
 記
述
 に
も
、
明
恵
の
直
接
の
言
動
や
教
え
 と
ほ
ほ
変
わ
ら
ぬ
比
重
 

で
 明
恵
の
夢
想
の
内
容
が
記
さ
れ
て
 い
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
が
窺
え
る
。
 

そ
し
て
 @
 
丁
 二
）
の
共
有
の
意
味
は
 
、
 明
恵
に
開
示
さ
れ
た
一
つ
の
宗
教
的
 リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
自
ら
の
価
値
と
し
 て
 受
け
入
れ
、
自
分
 

達
の
世
界
観
を
広
げ
る
こ
と
に
 他
な
 ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 

(574) 96 
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@
-
 

服
部
正
明
「
夢
の
警
 楡
は
 つ
い
て
」
 宅
 印
度
 学
 仏
教
学
研
 

先
口
第
三
巻
第
一
号
、
一
九
五
五
年
一
二
五
二
ー
二
五
四
頁
。
 

朽
一
 

「
新
 続
 古
今
集
目
（
八
五
一
 -
 。
 

一
リ
 ）
田
中
久
夫
「
人
物
叢
書
 
明
宙
ど
 吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
 

一
年
、
二
一
頁
。
 

元
 -
 
奥
田
勲
「
明
恵
上
人
の
夢
話
 と
 夢
に
つ
い
て
」
 
ミ
 高
山
寺
 資
料
叢
書
明
恵
上
人
資
料
第
一
三
一
九
 セ
 八
年
 -
 、
二
二
セ
ー
 
二
 二
八
頁
。
 

-
 
帖
 -
 
ち
な
み
に
こ
の
引
用
で
は
、
覚
醒
時
の
体
験
と
の
結
び
っ
 
き
が
は
っ
き
り
と
考
え
ら
れ
る
夢
が
五
例
あ
る
と
数
え
ら
れ
る
。
 

（
と
奥
田
、
前
掲
論
文
、
二
二
 
セ
頁
 。
 

-
M
 一
 
奥
田
、
前
掲
論
文
、
二
二
三
頁
。
 

-
 
円
一
「
行
状
日
二
六
頁
。
 

-
 
別
 @
 
 ヨ
 行
状
日
一
八
頁
。
 

一
八
 
@
 
 「
行
状
 ロ
セ
 八
頁
。
 

一
リ
 
@
 
 「
行
状
日
二
三
頁
。
 

宛
 @
 
 「
行
状
」
二
九
頁
。
 

一
別
 @
 
 ヌ
行
状
」
二
四
 ｜
 二
五
頁
。
 

元
 ）
「
行
状
」
二
五
頁
。
 

（
 葮
 
「
行
状
」
二
六
頁
。
「
上
人
亡
妻
」
 
%
 高
山
寺
資
料
叢
書
 明
 東
上
人
資
料
第
一
ヒ
一
九
 セ
 
一
年
一
、
五
九
八
頁
。
 

一
と
 

「
行
状
日
二
六
頁
。
 

元
一
た
だ
し
こ
の
「
超
越
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
学
に
い
っ
と
こ
 ろ
の
も
の
と
は
異
な
る
。
む
し
ろ
内
在
的
超
越
・
突
破
に
よ
っ
て
 
受
け
取
ら
れ
る
も
の
と
 

し
て
用
い
る
。
 

一
四
一
旺
文
社
「
古
語
辞
 

堅
 。
 

一
 
㏄
 @
 
 「
古
事
記
 ヒ
 崇
神
天
皇
の
条
な
ど
。
 

繍
 -
 
中
村
生
 雄
 
「
カ
ミ
 と
ヒ
ト
 の
精
神
史
日
本
仏
教
の
深
層
 
構
せ
 生
人
文
書
院
、
一
九
八
八
年
、
二
 0
 九
頁
。
 

（
㌍
 @
 
 「
伝
記
」
 二
セ
ハ
 ー
ニ
セ
九
頁
。
 

お
一
 

「
光
明
真
言
」
の
実
体
化
し
た
「
光
明
の
琳
」
 

や
、
 光
る
 櫻
略
 を
も
つ
 毘
盧
 舎
那
優
等
は
除
く
が
、
兜
率
天
上
に
至
る
夢
は
 含め
る
。
 

一
理
湖
見
 道
隆
 
「
中
世
の
精
神
世
界
 

死
と
 救
済
口
人
文
書
院
 

一
九
八
五
年
、
二
二
一
頁
。
 

元
一
例
え
ば
仏
教
受
容
と
い
う
契
機
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
見
仏
 体
験
な
の
で
あ
り
、
「
往
生
」
が
問
題
に
な
る
と
い
う
意
味
に
お
 

い
て
見
神
体
験
で
は
な
   



明恵上人の夢 記と 夢の意味 

い
の
で
あ
る
。
 

-
 
㏄
 @
 
 
「
小
右
記
 三
 弘
安
三
年
十
二
月
三
日
の
条
。
 

朽
 @
 
 
「
伝
記
三
三
 -
 
ハ
 -
 
ハ
頁
。
 

-
 
㏄
 @
 
 
口
 行
壮
と
 二
一
 ｜
二
 二
頁
。
 

-
 
㏄
 一
 拙
稿
「
宗
教
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
 

と
カ
 」
 宰
 哲
学
・
思
想
論
叢
 
口
 一
九
九
 セ
年
 、
第
一
五
口
 こ
 
参
照
。
 

-
 
如
）
 簗
 ・
 ト
 ・
Ⅰ
の
 

0
0
 つ
つ
の
コ
す
文
ヨ
・
 

，
目
ひ
耳
 
ぎ
し
お
 い
ヨ
 の
ぎ
 珪
 0
 ト
 ヨ
目
 三
三
 9
 「
Ⅱ
 ぃ
降
 ・
 
，
ぎ
 一
円
す
の
し
 
目
ぃ
ヨ
ひ
コ
 
年
年
ヒ
 ヨ
ま
 ）
 の
 。
 ハ
ご
 
①
 巳
 。
の
 
C
 コ
 @
 
く
㏄
Ⅰ
四
円
 

ヒ
 

0
 ヰ
の
 い
 -
 
目
 0
 Ⅱ
 
コ
 @
 
リ
㌧
Ⅱ
㏄
の
の
 

ト
 
の
の
の
 

-
 
打
 @
 
 一
例
を
挙
げ
る
と
、
百
人
一
首
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
 
る
 藤
原
敏
行
朝
臣
の
「
住
の
江
の
岸
に
寄
る
波
よ
る
 さ
へ
 や
尊
 の
 通
ひ
路
人
目
よ
く
ら
 

む
 」
 宅
 古
今
集
」
 
巻
 十
二
・
 恋
 こ
な
ど
が
あ
る
。
 

う
一
西
郷
信
 綱
 
「
古
代
人
と
夢
三
平
凡
社
、
一
九
八
三
年
、
五
 

四
頁
。
 

@
-
 

西
郷
、
前
掲
 書
 、
五
八
頁
。
 

花
一
 
菅
原
昭
 英
 
「
夢
を
信
じ
た
世
界
 ｜
 九
条
兼
実
と
そ
の
周
囲
 」
三
日
本
学
三
五
号
、
一
九
八
四
年
 -
 
、
五
二
 ｜
 六
一
頁
。
 

@
-
 
菅
原
、
前
掲
論
文
、
五
六
頁
。
 

-
 む
他
見
、
前
掲
 書
 、
二
一
二
一
頁
。
 

行
 -
 船
団
 誠
 
「
日
本
禅
宗
の
成
立
日
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
 

セ
 年
 、
一
 セ
 五
頁
。
 

徳
一
奥
田
勲
「
明
恵
 
｜
 遍
歴
と
夏
日
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
 
七
八
年
、
一
三
 
0
 頁
 。
 

  



一
九
六
 0
 年
代
か
ら
の
本
格
的
な
工
業
化
・
開
発
政
策
 は
 タ
イ
の
都
市
お
よ
び
村
落
に
急
激
な
変
化
を
も
た
ら
 
し
た
。
こ
の
よ
う
な
 

-
l
-
 

変
化
に
対
応
し
て
、
一
九
七
 0
 年
代
か
ら
既
存
の
仏
教
 や
 民
俗
宗
教
と
は
異
な
る
多
様
な
宗
教
運
動
・
思
想
が
 
展
開
し
つ
つ
あ
る
。
 こ
 

れ
ら
諸
運
動
・
思
想
は
、
そ
の
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
 問
 題
 ・
関
心
に
そ
っ
て
整
理
す
れ
ば
お
お
よ
そ
次
の
二
つ
 の
方
向
に
展
開
し
て
い
 

る
と
舌
口
 
え
よ
う
 。
一
方
は
、
都
市
や
村
落
の
共
同
体
の
 
再
 形
成
に
関
わ
り
、
様
々
な
社
会
問
題
に
積
極
的
に
 
対
処
し
て
い
く
宗
教
 
活
   

一
 
は
じ
め
に
 

八
 論
文
要
旨
Ⅴ
急
激
に
変
動
す
る
現
代
タ
 
イ
 の
社
会
的
・
文
化
 的
 状
況
に
対
応
し
、
一
九
七
 0
 年
代
中
頃
よ
り
様
々
な
宗
教
 運
 動
 ・
思
想
が
展
開
し
て
 

い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
現
象
を
取
り
上
げ
た
議
論
の
多
く
は
、
 
二
十
世
紀
前
半
に
生
じ
た
宗
教
変
動
と
の
連
続
性
や
変
容
を
十
分
 
省
み
ず
に
な
さ
れ
 

て
き
た
。
こ
の
連
続
性
と
変
容
を
明
ら
か
に
す
る
準
備
作
業
と
し
 
て
 、
ま
ず
二
十
世
紀
前
半
の
宗
教
変
動
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
 る
 。
そ
の
一
事
例
と
 

し
て
、
今
日
多
く
の
在
家
瞑
想
者
を
有
す
タ
ン
マ
カ
ー
 イ
キ
 ・
 パ
 ｜
 ク
ナ
ー
ム
寺
の
瞑
想
に
着
目
す
る
。
こ
の
瞑
想
は
光
の
球
体
 
や
 多
層
な
内
な
る
 身
 

体
を
内
観
し
て
 浬
築
 に
達
す
る
特
有
の
修
行
法
を
も
ち
、
ま
た
 
当
 祝
 そ
れ
は
呪
術
的
な
守
護
力
の
獲
得
や
精
霊
信
仰
と
も
関
連
し
 
て
い
た
。
こ
の
よ
 う
 

な
 多
様
な
呪
術
・
宗
教
的
サ
ー
ビ
ス
の
吸
飲
、
さ
ら
に
在
家
者
 瞑
 想
 と
い
う
新
た
な
実
践
形
式
は
、
当
時
の
都
市
（
バ
ン
コ
ク
）
 
近
 郊
の
社
会
的
流
動
 

化
と
国
家
に
よ
る
サ
ン
ガ
統
治
と
い
う
文
化
変
動
の
影
響
の
下
に
 
形
成
さ
れ
た
。
 

ハ
 キ
ー
ワ
ー
ド
Ⅴ
上
座
部
仏
教
、
タ
イ
・
サ
ン
ガ
、
都
市
的
 習
 合
 、
精
霊
信
仰
、
瞑
想
 

都
市
の
タ
 イ
 上
座
部
仏
教
 

タ
ン
マ
カ
ー
イ
式
瞑
想
の
形
成
と
瞑
想
の
大
 衆
化
 

 
 

矢
野
秀
武
 



市
 近
郊
の
社
会
変
動
と
の
関
わ
り
、
 さ
ら
に
在
家
者
に
よ
る
瞑
想
実
践
と
仏
教
の
国
家
管
理
 
と
い
う
文
化
変
動
の
関
わ
り
を
論
じ
る
。
 

ム
寺
の
活
動
を
と
り
あ
げ
、
以
下
こ
の
瞑
想
の
方
法
と
 、
実
際
の
瞑
想
実
践
に
お
け
る
呪
術
的
側
面
の
包
摂
、
 
そ
の
よ
う
な
包
摂
 と
都
 

解
体
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
す
る
「
開
発
 僧
 」
 田
す
 む
コ
 ロ
オ
ロ
 リ
ミ
す
 
リ
コ
巴
の
活
動
や
、
既
存
の
上
座
部
 仏
 教
の
思
想
と
は
一
線
を
 

一
 
2
-
 

回
 す
解
釈
を
展
開
し
独
自
の
思
想
を
構
築
し
た
 
プ
ッ
タ
 タ
ー
ト
比
丘
 
宙
 
て
す
仁
田
芋
口
目
丹
田
 

す
田
 已
な
ど
が
あ
 ド
り
 
ら
れ
る
。
後
者
と
し
て
 

は
 、
都
市
部
を
中
心
に
勃
興
し
て
い
る
職
業
的
シ
ャ
ー
 
マ
ン
や
観
音
信
仰
、
瞑
想
や
疑
似
瞑
想
的
実
践
を
大
衆
 化
し
た
体
験
主
義
的
な
 

-
 
り
 -
 

精
霊
信
仰
が
顕
著
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
宗
教
運
動
の
展
開
な
い
し
は
宗
教
変
動
の
生
 
じ
た
時
期
と
し
て
一
九
 セ
 0
 年
代
の
み
を
強
調
し
す
ぎ
 る
の
は
い
さ
さ
か
 問
 

題
 が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
ら
の
運
動
の
一
部
あ
る
い
 
は
そ
の
基
盤
と
な
る
思
想
の
多
く
は
一
九
六
 0
 年
代
以
 前
に
既
に
現
れ
て
い
る
 

か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
プ
ッ
タ
タ
ー
ト
比
丘
は
一
九
 
三
 0
 年
代
よ
り
独
自
の
思
想
を
形
成
し
始
め
て
い
る
。
 
職
業
的
シ
ャ
ー
マ
ン
に
 

し
て
も
バ
ン
コ
ク
近
郊
で
は
一
九
四
 0
 年
代
か
ら
増
え
 始
め
て
い
る
（
 森
 

一
九
 セ
四
 、
一
三
一
 -
 
。
 

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
タ
イ
に
お
け
る
一
九
 セ
 0
 年
代
 以
降
の
宗
教
変
動
に
関
す
る
議
論
を
見
直
す
必
要
が
あ
 
ろ
 う
 。
ま
ず
は
二
十
 

世
紀
前
半
の
宗
教
変
動
、
と
り
わ
け
こ
れ
ま
で
研
究
の
 
少
な
い
都
市
近
郊
の
宗
教
変
動
に
着
目
し
、
そ
の
背
景
 
と
な
っ
た
社
会
変
動
や
 

文
化
変
動
と
の
関
わ
り
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
し
た
 
い
 。
そ
こ
で
本
稿
で
は
事
例
と
し
て
仏
教
瞑
想
の
大
衆
化
 
を
 促
し
た
パ
ー
ク
ナ
ー
 

村 薄 動 

、あ 落社 く 

会 日 る 
0 分 い 
再 を は 
構 と そ 
成 り の 
を ま よ 

避 く う 

じ 私 な 
て @ 約 7 舌 
、 な 動 
資 生 を 
本 清 友 
主 領 持 
義 域 す 
経 に る 
済 お 知 
と け 識 
消 る 人 
費 諾 め 
文 問 思 
化 題 想 
の ・ で 

急 諸 あ 

激関 な ，し、     
流 」 へ 他 
人 の 方 
を 対 は 
整 応   
流 を 社 
Ⅰ ヒ 二乗塾 舎 

し 、 視の す構 
村 る 造 
落 諾 約 

に 運 な 

お 軌 間 
け ・ 題 
る 活 へ 
社 勤 め 
余 で 対 
的 あ 処 
お る と 

よ 。 い 
び 前 ぅ 
道 者 自 

徳的 し士傍毛 、 は 
  



寺
院
系
列
で
実
践
さ
れ
て
い
る
瞑
想
を
こ
こ
で
は
「
 
タ
 シ
 マ
カ
ー
イ
式
瞑
想
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
 

タ
ン
マ
カ
ー
イ
式
瞑
想
は
、
バ
ン
コ
ク
の
チ
ェ
ー
 タ
ポ
 ン
寺
 
（
通
称
ワ
ッ
ト
・
ポ
ー
）
を
中
心
に
チ
ャ
オ
 フ
ラ
 サ
ー
 河
の
デ
ル
タ
 地
 

帯
を
遊
行
し
て
い
た
 
一
 僧
侶
に
よ
っ
て
一
九
一
八
年
頃
 に
 創
出
さ
れ
た
。
彼
が
後
に
パ
ー
ク
ナ
ー
ム
寺
の
住
職
 
と
な
る
 ブ
 ラ
・
モ
ン
 コ
 

（
㌧
 
す
 Ⅰ
の
 
ヲ
自
 
0
 コ
的
オ
ア
 

0
 二
円
 ア
 の
ロ
ヨ
口
 

三
 。
）
㏄
㏄
 

庁
 哀
切
 
3
 
 で
あ
る
。
彼
の
生
涯
や
タ
ン
マ
カ
ー
 イ
式
 瞑
想
の
詳
し
い
 内
 

容
 、
他
の
上
座
部
仏
教
の
瞑
想
と
の
異
同
、
密
教
の
影
 
響
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
は
紙
数
の
都
ム
ロ
 上
 、
別
 稿
 に
お
い
て
論
じ
る
事
に
 

僻
 
し
、
本
節
で
は
後
の
議
論
の
展
開
に
関
わ
る
必
要
 

 
 

 
 
 
 

 
 

瞑
想
（
呼
吸
に
集
中
し
た
り
、
想
起
さ
れ
る
観
念
や
感
 
情
を
逐
一
確
認
す
る
瞑
想
）
 

 
 
鍍
と
 大
き
く
異
な
る
。
タ
ン
マ
カ
ー
イ
式
瞑
想
に
お
 
い
て
は
、
具
象
化
さ
れ
た
像
を
内
観
す
る
こ
と
が
そ
の
 万
法
の
中
心
と
な
る
。
こ
れ
 

師
 
に
は
い
く
つ
か
の
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
、
各
ス
テ
ー
 
ジ
は
 多
数
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
か
れ
て
い
る
。
 

  

Ⅰ
 
し
 -
 

双
方
の
寺
院
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
活
動
を
展
開
し
て
 
お
り
、
国
内
・
国
外
に
多
く
の
支
部
寺
や
支
部
を
持
つ
 。
こ
れ
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
 

コ
 

タ
ン
マ
カ
ー
イ
式
瞑
想
 

タ
イ
に
お
い
て
上
座
部
仏
教
の
瞑
想
を
在
家
信
者
が
実
 践
 す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
そ
れ
ほ
ど
古
い
こ
と
で
は
 
な
い
。
確
実
な
証
拠
 

は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
二
十
世
紀
以
降
の
現
象
で
あ
ろ
 う
 。
中
で
も
今
日
数
多
く
の
信
徒
を
抱
え
、
海
外
布
教
 
も
 積
極
的
に
展
開
し
て
 

い
る
の
が
、
バ
ン
コ
ク
近
郊
の
 パ
 ト
ム
 タ
ニ
 1
 県
に
広
 大
な
敷
地
を
持
つ
タ
ン
マ
カ
ー
イ
 
寺
 
（
 毛
緊
 
㌧
 ア
 r
a
 つ
 ぎ
 ョ
ョ
牛
 き
で
あ
 

-
@
-
 

る
 。
こ
の
寺
で
信
徒
が
実
践
し
て
い
る
瞑
想
は
 
、
 元
々
 は
 バ
ン
コ
ク
の
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
 ｜
 河
西
岸
に
あ
る
。
 ハ
 ｜
 ク
ナ
ー
ム
 寺
 
（
 毛
笘
 

つ
 ロ
オ
 
コ
 ロ
ヨ
 巾
器
ご
 a
r
 
の
Ⅰ
し
の
住
職
が
創
出
し
た
も
の
で
 あ
り
、
現
在
で
も
こ
の
寺
院
に
お
い
て
同
様
の
瞑
想
 
修
 行
 が
な
さ
れ
て
い
る
。
 



と
ど
め
る
。
 

第
二
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
 第
セ
 ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
集
中
し
、
 水
日
明
を
よ
り
輝
か
せ
透
明
な
も
の
に
す
る
。
こ
の
 レ
ベ
 ル
が
 タ
ン
マ
カ
ー
 イ
 

瞑
想
の
初
め
の
重
要
な
到
達
点
で
あ
り
、
「
初
通
」
 穴
 ト
マ
マ
 ツ
カ
 
㌧
す
 

%
0
 

日
日
が
日
が
 

巴
と
 呼
ば
れ
る
。
 次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
 

こ
の
光
球
の
中
か
ら
 地
 ・
 水
 ・
 火
 ・
 風
 ・
 空
 ・
識
の
六
 つ
の
球
体
の
連
係
し
た
も
の
が
生
じ
る
（
内
観
す
る
）
 。
さ
ら
に
、
中
心
に
あ
 

る
 識
の
球
か
ら
 戒
 ・
 定
 ・
 慧
 ・
解
脱
・
解
脱
智
見
の
五
 っ
 の
球
体
が
順
次
生
じ
る
。
 

第
三
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
解
脱
智
見
の
球
の
中
心
か
ら
、
 
十
八
身
の
内
な
る
「
身
体
」
（
カ
ー
イ
パ
巴
が
 順
 に
 現
れ
る
。
こ
れ
は
 

そ
れ
ぞ
れ
 粗
 ・
細
の
二
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
か
れ
て
い
る
 九
種
類
の
「
身
体
」
（
ム
ロ
計
十
八
見
一
で
あ
り
、
こ
の
 
九
種
類
の
内
な
る
「
 身
 

体
 」
は
人
問
 身
 ・
天
人
身
・
 色
梵
身
 ・
無
色
 梵
身
 ・
 法
 身
 ・
 預
流
 法
身
・
一
束
法
身
・
平
遠
法
身
・
阿
羅
漢
 
法
身
へ
と
、
よ
り
洗
練
 

さ
れ
た
身
体
と
な
り
、
阿
羅
漢
法
身
ま
で
到
達
の
後
 
は
浬
築
へ
 至
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
第
五
身
体
の
 

法
身
（
タ
ン
マ
カ
ー
 
イ
 

巳
こ
 日
日
が
 笘
 以
上
の
瞑
想
レ
ベ
ル
に
達
す
る
と
「
 仏
法
を
体
得
し
た
」
（
ダ
イ
・
タ
ン
マ
 
ロ
注
臼
リ
ヨ
 日
巴
と
 言
わ
れ
、
瞑
想
 

レ
ベ
ル
の
高
い
者
と
み
な
さ
れ
る
。
 

さ
ら
に
タ
ン
マ
カ
ー
イ
式
瞑
想
に
は
、
瞑
想
レ
ベ
ル
の
 高
い
者
を
対
象
に
し
た
秘
儀
化
さ
れ
た
瞑
想
が
あ
る
。
 
こ
の
瞑
想
の
一
部
に
 

は
 他
界
探
訪
、
守
護
者
 雀
 巴
の
内
観
な
ど
、
精
霊
信
仰
 と
 重
な
る
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
大
ま
か
な
内
容
の
 
み
を
以
下
に
列
挙
し
て
 

お
く
（
地
獄
や
餓
鬼
や
修
羅
な
ど
を
含
む
六
道
に
お
け
 る
 霊
的
存
在
に
つ
い
て
知
る
瞑
想
、
過
去
世
を
知
る
 
瞑
 想
 、
地
獄
や
混
 葉
 の
 世
 

窩体 
へ 第 
、 逐 一 

さ 明 ス 
ら む テ 
に Ⅲ ム l 

で   
蓋 メ 「 
、 @ サ 
喉 ジ ン 

、 を マ 
雙 想   
と 起   
J@  す ア   
動 こ 、 ノ 

さ れ （ 

没日 はセせ、 
最 つ 日 
後 の が 
に ス 銭 

抽 テ 住 

上紺 ッがコ プぬ 一 
四 に 」 

  
部分（ 第セ ポジ した水晶を（あるいは白色 ｜ジ 

や透 ショ 鼻 @ 
ン か 明 
一 ら な 

に 眼 球 

(582)@ 104 



タ
ン
マ
カ
ー
イ
式
瞑
想
の
一
般
的
な
説
明
で
は
、
法
身
 を
 内
観
し
 浬
磐
に
 達
す
る
こ
と
が
究
極
的
な
目
的
と
な
 る
 。
こ
の
瞑
想
方
法
 

は
 法
身
と
い
う
概
念
の
強
調
と
「
視
覚
」
的
イ
メ
ー
ジ
 を
 内
観
す
る
と
い
う
特
異
性
を
有
す
る
も
の
の
、
ア
ラ
 
ハ
ン
に
な
る
こ
と
が
 日
 

的
と
さ
れ
る
占
で
上
座
部
仏
教
の
伝
統
の
中
に
あ
る
と
 
舌
口
え
よ
 
う
 。
し
か
し
、
実
際
的
な
文
脈
で
の
瞑
想
の
使
 用
の
さ
れ
か
た
や
 、
前
 

筋
 で
述
べ
た
秘
儀
化
し
た
あ
る
種
応
用
的
な
瞑
想
に
注
 目
す
る
と
異
な
る
側
面
が
見
え
て
く
る
。
瞑
想
使
用
の
 
実
際
的
な
あ
り
方
と
し
 

て
は
、
仏
教
的
な
道
徳
観
お
よ
び
 混
 架
な
ど
の
超
俗
性
 と
の
関
わ
り
、
さ
ら
に
精
霊
信
仰
や
神
秘
的
な
 カ
と
瞑
 想
の
関
わ
り
を
論
じ
る
 

必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
後
者
の
み
扱
う
こ
と
に
す
 
る
 。
 

在
家
の
瞑
想
実
践
者
で
、
前
節
で
示
し
た
よ
う
な
細
か
 
な
段
階
を
一
つ
一
つ
丹
念
に
実
践
し
て
い
く
者
は
少
な
 
ぃ
 。
寺
院
が
発
行
し
 

 
 

水
 ・
 火 ・
 風 ・
 空 ・
識
の
連
係
し
た
球
体
や
戒
・
 定
 ・
 慧 ・
解
脱
・
解
脱
智
見
の
 

掬
 
球
体
、
十
八
の
内
な
る
身
体
の
細
か
な
区
別
に
舌
口
 反
 し
た
箇
所
は
見
あ
た
ら
な
い
。
重
要
な
の
は
、
光
の
 球
体
や
仏
像
が
見
え
た
か
、
 

リ
 
そ
し
て
内
な
る
身
体
が
現
れ
た
か
、
そ
れ
が
法
身
 
0
 段
階
の
も
の
で
あ
る
か
、
こ
の
三
点
だ
け
で
あ
る
。
 
ま
た
瞑
想
指
導
を
行
う
僧
侶
 

冊
も
 、
在
家
者
の
瞑
想
レ
ベ
ル
を
逐
一
瞑
想
階
梯
の
 
中
に
位
置
づ
け
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
 

105 (583) 

一   一 

タ
ン
マ
カ
ー
イ
式
瞑
想
実
践
の
呪
術
的
側
面
 

界
を
垣
間
み
る
 

る
瞑
想
、
 
眼
 
・
 

分
け
る
瞑
想
、
 

観
す
る
瞑
想
、
 

ぽ
想
 、
内
な
る
身
体
を
最
大
限
に
拡
大
す
る
瞑
想
、
理
 解
 ・
記
憶
・
思
考
・
認
識
の
球
体
を
そ
れ
ぞ
れ
最
大
限
 拡
大
す
 

耳
 ・
 ミ
 ・
 チ
 ・
身
体
・
心
の
神
通
を
得
る
瞑
想
、
功
徳
 ・
悪
徳
な
ど
を
色
で
識
別
す
る
瞑
想
、
波
羅
密
の
大
き
 さ
を
 見
 

人
間
・
天
神
・
梵
天
の
混
 架
 に
人
 る
 瞑
想
、
水
晶
の
中
 の
 精
霊
的
存
在
を
見
る
瞑
想
、
人
間
の
中
に
い
る
守
護
 
者
を
内
 

精
神
の
暗
黒
面
に
打
ち
勝
っ
瞑
想
）
。
 



さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
瞑
想
体
験
は
、
と
り
わ
け
在
家
信
 徒
 と
関
わ
る
中
に
お
い
て
、
現
世
の
世
俗
的
な
生
活
に
 
お
け
る
苦
難
を
除
去
 

す
る
方
法
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
点
が
指
摘
で
き
る
 。
こ
の
現
世
利
益
的
側
面
は
 ブ
 ラ
・
モ
ン
コ
ン
・
 テ
｜
 プ
 ム
ニ
ー
が
パ
ー
ク
ナ
 

１
ム
寺
で
の
活
動
を
活
発
に
展
開
し
て
い
た
一
九
三
 0
 年
代
後
半
か
ら
一
九
五
九
 年
 ま
で
顕
著
で
あ
っ
た
が
、
 そ
の
後
そ
の
よ
う
な
 側
 

面
は
強
調
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
 
今
 日
の
在
家
瞑
想
者
 
宍
 ー
ク
ナ
ー
ム
 寺
 系
列
で
あ
れ
、
 タ
ン
マ
カ
ー
イ
 寺
 系
列
 

で
あ
れ
）
に
よ
る
自
己
の
瞑
想
体
験
の
説
明
に
お
い
て
 も
 、
同
様
の
要
素
が
垣
間
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
 

こ
の
世
俗
生
活
の
苦
難
の
除
去
と
い
う
側
面
は
、
前
節
 
の
 瞑
想
の
諸
階
梯
に
お
け
る
秘
儀
的
レ
ベ
ル
だ
け
で
 
は
な
く
、
初
歩
レ
ベ
 

・
中
程
度
の
レ
ベ
ル
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
 初
 歩
の
瞑
想
の
際
に
集
中
を
容
易
に
す
る
道
具
と
し
て
 
使
 用
 さ
れ
る
水
晶
に
は
、
 

カ
ー
イ
ヤ
シ
ッ
ト
縛
が
 守
拐
巳
と
 呼
ば
れ
る
超
自
然
 的
な
力
が
宿
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
 
僧
 侶
の
有
す
る
功
徳
や
何
 

ら
か
の
超
自
然
的
 力
 に
由
来
す
る
力
で
は
な
い
が
、
 こ
 の
 カ
ー
イ
ヤ
シ
ッ
ト
の
こ
も
っ
た
水
日
明
を
身
に
着
け
る
 
と
そ
の
人
を
様
々
な
 危
 

機
か
ら
守
護
し
、
さ
ら
に
瞑
想
の
上
達
を
促
す
と
さ
れ
 
て
い
る
 
一
 
N
 守
ヨ
 ォ
寸
ヨ
）
 
ま
号
邑
 5
0
 

こ
の
カ
ー
イ
ヤ
 

シ
 ッ
ト
 を
内
観
し
、
こ
れ
 

と
 コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
す
る
方
法
は
秘
儀
的
瞑
想
の
中
に
 示
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
瞑
想
の
初
歩
に
お
い
て
 水
晶
（
の
イ
メ
ー
ジ
）
 

を
 内
観
す
る
と
言
う
こ
と
は
、
 浬
喋
へ
 到
る
た
め
の
 修
 行
正
の
一
段
階
と
い
う
以
外
の
意
味
が
付
加
さ
れ
て
い
 
る
 。
 

同
様
の
意
味
の
重
層
性
が
仏
像
に
つ
い
て
も
見
ら
れ
る
 
。
プ
ラ
・
モ
ン
コ
ン
・
テ
ー
プ
ム
ニ
ー
は
お
守
り
と
し
 
て
 使
用
さ
れ
る
小
仏
 

像
の
作
成
者
と
し
て
も
有
名
で
あ
り
、
こ
の
小
仏
像
の
 超
自
然
的
な
守
護
力
へ
の
信
仰
は
階
層
を
問
わ
ず
多
く
 
0
 人
々
に
広
ま
っ
て
 い
 

る
 。
し
か
し
 ブ
 ラ
・
モ
ン
コ
ン
・
テ
ー
プ
ム
ニ
ー
の
 作
 成
し
た
小
仏
像
は
た
だ
身
に
着
け
て
い
れ
ば
よ
い
と
 
@
 
ミ
ロ
 

ぅ
 わ
け
で
は
な
い
。
 瞑
 

想
 に
よ
っ
て
こ
の
小
仏
像
を
体
の
中
心
 第
セ
 ポ
ジ
シ
ョ
 ン
に
 明
確
に
内
観
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
仏
像
が
 様
 々
 な
 折
り
や
願
い
に
 答
 

え
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
、
と
彼
は
説
明
し
て
い
る
 
一
 
の
り
 
ヨ
コ
り
オ
 

の
り
 
コ
 も
Ⅰ
 
り
り
 
下
り
の
り
 

ヨ
 も
下
り
 

コ
 ヒ
目
り
づ
も
り
 

布
コ
リ
 

ヨ
Ⅰ
の
の
Ⅰ
一
仁
Ⅰ
 

｜
 
母
 。
こ
の
よ
う
な
小
仏
   



像
の
瞑
想
は
、
前
節
で
述
べ
た
一
般
的
な
瞑
想
の
方
法
 
の
 一
部
と
重
な
る
こ
と
は
指
摘
で
き
よ
う
。
こ
の
 瞑
相
 ゅ
 
は
い
わ
ば
基
本
的
な
 瞑
 

想
 方
法
の
応
用
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
 

さ
ら
に
瞑
想
レ
ベ
ル
の
高
い
者
の
場
合
で
も
、
 
浬
磐
に
 到
る
以
外
に
神
秘
力
 
め
 使
用
と
い
う
目
的
が
瞑
想
 実
 践
 に
付
加
さ
れ
て
 ぃ
 

了
 
た
 -
 
。
例
え
ば
、
内
な
る
身
体
の
う
ち
、
法
身
レ
ベ
ル
 
以
 上
に
達
し
た
者
は
、
自
分
以
外
の
者
の
病
を
癒
す
こ
と
 が
で
き
る
と
さ
れ
て
 ぃ
 

る
 。
パ
ー
ク
ナ
ー
ム
寺
の
在
家
弟
子
委
員
会
の
現
 
委
口
 
貝
 長
の
女
性
は
、
母
親
の
病
を
治
す
た
め
に
こ
の
寺
に
 
瞑
想
修
行
に
来
て
い
る
 

ヨ
田
主
 ガ
ゴ
 
の
 
ヨ
 ）
の
の
方
の
の
 

-
 
。
ま
た
法
身
レ
ベ
ル
以
上
の
上
 達
者
が
、
 治
 病
を
願
う
人
々
の
た
め
に
寺
院
内
の
特
別
 
祈
 億
所
で
瞑
想
の
功
 

徳
 ・
 力
 を
送
っ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、
一
時
は
死
 者
の
霊
の
居
場
所
を
確
か
め
る
た
め
の
瞑
想
 
や
ノ
 ー
 チ
 ｜
 
（
 
富
 R
 目
 
出
家
主
 

活
を
営
む
女
性
修
行
者
。
比
丘
尼
で
は
な
い
 一
 へ
の
 降
 霊
 、
さ
ら
に
は
特
別
な
仏
教
行
事
の
際
に
 浬
磐
に
 
（
 
実
 体
 的
と
れ
ろ
と
さ
れ
 

て
い
る
ブ
ッ
ダ
を
こ
の
世
に
召
還
す
る
儀
礼
も
行
わ
れ
 
て
い
た
芝
田
主
 李
ぃ
 五
 %
 田
 -
 ㏄
の
の
）
。
在
家
信
徒
に
と
 
っ
て
の
タ
ン
マ
カ
ー
 イ
 

式
 瞑
想
は
、
一
方
で
 浬
磐
に
 到
る
道
で
あ
り
他
方
で
世
 俗
 生
活
に
お
け
る
諸
問
題
を
解
決
す
る
超
自
然
的
力
 
め
 源
 と
し
て
二
重
の
意
味
 

を
 帯
び
て
い
た
の
だ
。
 

以
上
の
よ
う
な
瞑
想
の
神
秘
力
 の
 う
ち
、
他
界
探
訪
 や
 過
去
世
を
知
る
こ
と
な
ど
は
上
座
部
仏
教
の
瞑
想
に
お
 
け
る
神
通
力
の
一
種
 

-
9
 
一
 

と
し
て
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
（
と
は
い
え
、
 
こ
の
 力
 に
こ
だ
わ
り
を
持
つ
こ
と
は
修
行
の
本
道
と
は
 み
な
さ
れ
て
な
い
が
 一
 
。
 

趨
 
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
実
践
は
仏
教
経
典
と
の
 接
 点
を
見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
む
し
ろ
上
座
部
仏
教
 
の
 呪
術
的
側
面
と
し
て
指
摘
 

部
 
牌
 
さ
れ
て
き
た
、
経
典
の
一
部
を
唱
え
て
魔
除
け
や
 
災
害
を
除
去
す
る
 護
呪
 
（
 
ブ
 ラ
・
パ
リ
 ツ
ト
 
㌧
 ゴ
 「
 
ゅ
 せ
 い
 「
 
円
 
（
 
一
 、
聖
水
儀
礼
あ
る
い
 

 
 

な
ど
と
機
能
的
に
重
な
る
部
分
が
あ
る
。
し
か
し
、
 
大
 き
な
相
違
が
二
点
指
摘
で
き
 

師
る
 。
一
つ
は
タ
ン
マ
カ
ー
イ
式
瞑
想
で
得
ら
れ
る
 
守
護
力
は
精
霊
的
な
ブ
ッ
ダ
観
念
や
人
格
的
な
霊
魂
の
 
観
念
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
   



四
 

都
市
近
郊
の
社
会
的
流
動
化
と
宗
教
的
 
観
 念
の
都
市
的
習
合
 

ブ
 ラ
・
モ
ン
コ
ン
・
テ
ー
プ
ム
ニ
ー
が
パ
ー
ク
ナ
ー
 ム
 寺
の
住
職
と
し
て
赴
任
し
た
一
九
二
 0
 年
代
か
ら
彼
が
 亡
く
な
る
一
九
五
九
 

導
く
指
導
で
も
あ
り
、
同
時
に
僧
侶
や
そ
の
他
の
宗
教
 
儀
礼
執
行
者
の
も
っ
呪
 力
と
 権
威
を
一
般
の
在
家
者
に
 分
配
し
て
内
在
化
さ
 

る
 効
果
も
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
二
つ
 
の
 特
異
性
、
つ
ま
り
精
霊
や
精
神
韻
 と
 関
わ
る
守
護
力
 の
 仏
教
的
吸
殻
、
 
お
 

び
そ
の
 力
 の
大
衆
化
・
内
在
化
は
ど
の
よ
う
な
社
会
的
 
背
景
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
 
占
 を
 次
に
明
ら
か
に
し
 

 
 
 
 

た よ せ 

家
 老
 個
々
人
が
獲
得
す
る
よ
う
に
促
し
て
い
る
点
に
あ
 
る
 。
タ
ン
マ
カ
ー
イ
式
瞑
想
の
場
 ム
ロ
 
、
在
家
者
へ
の
 瞑
 想
の
普
及
は
、
 
浬
磐
へ
 

の
 瞑
想
実
践
へ
と
姿
を
変
え
て
い
っ
た
。
 

第
二
の
相
違
は
、
タ
ン
マ
カ
ー
イ
式
瞑
想
の
実
際
的
な
 
使
用
に
お
い
て
は
、
僧
侶
や
経
典
の
呪
力
に
依
拠
す
る
 
よ
り
も
、
呪
力
 を
在
 

生
霊
・
精
神
の
成
長
を
促
し
同
時
に
村
内
の
互
酬
性
を
 
支
え
る
通
過
儀
礼
は
玲
 ぃ
ヨ
 
b
@
a
 

プ
ト
 の
～
 

0
-
 

、
 内
な
る
超
越
 性
を
抱
え
た
自
己
形
成
 

っ
た
 -
 
ミ
ぎ
田
尾
 ぎ
コ
 %
 安
ふ
 庁
 4
5
-
 

。
ま
た
、
肉
体
を
抜
 

け
 出
る
生
霊
は
瞑
想
で
内
観
で
き
る
内
な
る
身
体
の
 

一
部
と
解
さ
れ
、
こ
の
 

払
い
の
け
る
一
種
の
守
護
神
の
よ
う
に
時
に
は
実
体
化
 
さ
れ
た
法
身
仏
や
空
飛
ぶ
 ノ
 ー
チ
ー
の
姿
と
し
て
 イ
メ
 ｜
ジ
 さ
れ
る
こ
と
も
あ
 

想
の
守
護
力
は
空
襲
と
い
う
災
害
（
地
域
の
守
護
神
の
 守
護
領
域
を
越
え
る
よ
う
な
外
部
か
ら
の
秩
序
破
壊
 
作
 用
 ）
に
対
し
、
そ
れ
を
 

占
 が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
む
し
ろ
 
ピ
 １
市
こ
 
や
 テ
 フ
ダ
 1
 
月
 汗
ミ
 と
 と
と
 呼
ば
れ
る
悪
霊
や
地
域
 
の
 守
護
神
に
関
す
る
 観
 

念
 、
あ
る
い
は
 ク
 ワ
ン
 

室
 ミ リ
 し
と
呼
ば
れ
る
 生
帝
 正
 ・
精
神
 
-
 
小
野
澤
一
九
九
一
、
一
二
五
 
｜
 一
 二セ
 ）
の
 観
 念
な
ど
を
変
換
・
解
体
 

し
 、
タ
ン
マ
カ
ー
イ
式
瞑
想
を
媒
介
に
し
て
仏
教
と
名
 
付
け
ら
れ
た
信
念
体
系
に
収
 飯
 し
て
い
っ
た
も
の
と
 考
 え
ら
れ
る
。
例
え
ば
 瞑
 

(586) 108 
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と
え
一
九
六
 0
 年
代
以
前
の
バ
ン
コ
ク
近
郊
の
状
況
も
 射
程
に
入
れ
た
議
論
と
み
な
す
と
し
て
も
、
や
は
り
 
一
 九
六
 0
 年
代
以
前
と
 以
 

-
 
は
 -
 

後
の
変
容
を
無
視
し
て
し
ま
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
 
ま
た
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
意
図
や
マ
ス
メ
デ
ィ
 
ア
 0
 発
達
状
況
な
ど
が
 

考
慮
さ
れ
て
い
な
い
点
も
問
題
で
は
あ
る
。
し
か
し
そ
 
れ
る
の
点
で
修
正
を
加
え
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
 
こ
 こ
で
は
こ
の
仮
説
を
と
 

り
あ
え
ず
受
け
入
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。
 

そ
こ
で
ま
ず
問
題
と
し
た
 い
 の
は
二
十
世
紀
前
半
の
 バ
 ン
コ
ク
近
郊
に
な
ん
ら
か
の
社
会
の
流
動
化
状
況
が
生
 
じ
て
い
た
か
ど
う
か
 

 
 

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
節
で
は
パ
ー
ク
ナ
ー
ム
寺
の
 活
動
が
活
発
化
す
る
一
九
三
 0
 年
代
後
半
か
ら
一
九
四
 0
 年
代
に
お
け
る
、
 同
 

寺
院
の
一
般
信
徒
の
特
徴
か
ら
、
こ
の
点
を
考
察
す
る
 
こ
と
と
し
よ
う
。
た
だ
し
当
時
の
数
少
な
い
資
料
と
し
 
て
 残
っ
て
い
る
の
は
 パ
 

｜
 ク
ナ
ー
ム
寺
の
瞑
想
指
導
者
の
も
の
が
大
半
で
あ
り
 、
 彼
ら
の
特
徴
か
ら
一
般
信
徒
の
特
徴
を
類
推
す
る
し
 
か
な
い
。
し
か
し
、
 彼
 

-
%
-
 

ら
も
二
部
の
僧
侶
を
除
き
 一
 瞑
想
を
始
め
た
当
初
は
 
一
般
信
徒
で
あ
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
こ
の
類
推
も
許
さ
 れ
る
と
考
え
た
い
。
 以
 

下
 こ
れ
ら
初
期
の
信
徒
二
十
名
（
僧
侶
八
名
、
メ
ー
 チ
 ｜
 九
名
、
男
性
一
般
信
徒
三
名
一
の
特
徴
の
分
析
を
行
 
,
 
つ
 

ま
ず
僧
侶
の
中
で
最
も
多
い
の
が
農
村
出
身
者
五
名
 

一
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
パ
ー
ク
ナ
ー
ム
寺
の
存
在
を
知
 
っ
た
 経
路
や
出
家
の
 

理
由
な
ど
わ
か
ら
な
い
。
プ
ラ
・
モ
ン
コ
ン
・
テ
ー
プ
 
ム
ニ
ー
や
そ
の
一
番
弟
子
と
同
郷
（
 村
一
 出
身
の
僧
侶
が
 四
名
い
る
こ
と
か
ら
、
 

都
会
に
近
い
寺
院
で
教
育
を
得
る
た
め
に
縁
故
を
頼
っ
 
て
 出
家
し
て
き
た
者
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
他
の
三
名
 
は
 大
卒
後
商
業
に
従
事
 

し
た
者
、
航
空
機
の
技
師
、
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
 出
 皇
宗
 は
サ
ム
ッ
 ト
プ
ラ
カ
ー
ン
、
ス
パ
ン
ブ
リ
ー
、
 ト
 ン
プ
リ
ー
（
パ
ー
ク
ナ
 

１
ム
寺
の
位
置
す
る
 県
 。
現
在
は
大
バ
ン
コ
ク
都
に
吸
 収
 さ
れ
て
い
る
Ⅰ
ア
 ユ
 タ
ヤ
ー
と
い
ず
れ
も
バ
ン
コ
 
ク
 近
郊
の
県
に
集
中
し
 

て
い
る
。
 

ノ
 ー
チ
ー
お
よ
び
 ノ
 ー
チ
ー
経
験
者
の
場
合
は
階
層
が
 い
さ
さ
か
異
な
る
。
七
名
は
出
家
以
前
に
、
官
吏
や
医
 者
や
農
園
主
の
家
庭
   



都市のタイ上座部仏教 

し る と 考 
よ 傾 が え   
第 大 で た 場 きい生二 ムロ こ、も 、 きる。 
バ 活 第 次 

ン を -   
コ 営 に よ 

ク ん 、 ぅ 
近 で 都 な 
効 い 市 四 

のた近点 デと郊か 
ル 居 、 の ら 

タ わ 比 あ 
地 れ 較 る 
帯 る 的 種 
を 。 裕 の 
結 先 福 祉 

全的 ぶ運 の メ な階 

同 l 層 流 
網 チ の 動   
存 の 々 が 
在 夫 の あ 

生活 や両 

九 頬 杖 パ 
六 ま 況 l 
0 た 。 ク 
年 男 宮 ナ 
代 佳 史 l 
以 一 や ム 
降 殿 軍 手 
の 信 人 の 
バ 徒 や 信 

ン な 面 従 
コ ど 人 達 
ク は な は 
へ こ ど そ 
の の は の 
急 ケ 職 渦 
速 l 場 中 
な ス を に 
人 に 移 い 
口 該 動 た 
流 当 す こ 

  

一
 
%
 一
 

で
 比
較
的
裕
福
な
生
活
を
営
ん
で
い
た
。
二
名
は
そ
れ
 
ほ
ど
裕
福
で
は
な
い
農
村
出
身
者
で
あ
り
、
 う
 ち
一
名
 は
 バ
ン
コ
ク
近
郊
 曳
 @
 
田
 

豪
の
家
で
家
政
婦
を
し
て
い
た
伯
母
を
頼
り
、
同
様
に
 
出
稼
ぎ
に
出
て
き
て
い
る
。
出
身
地
は
や
は
り
バ
ン
コ
 
ク
 近
郊
の
県
（
ア
ン
ト
 

 
 ン
 、
サ
ム
 
ッ
 ト
プ
ラ
カ
ー
ン
、
ト
ン
プ
リ
Ⅰ
チ
 ャ
チ
 ユ
ノ
サ
オ
 、
ナ
コ
ン
パ
ト
ム
、
バ
ン
コ
乙
に
集
中
し
 て
い
る
。
 
北
 タ
イ
の
 

チ
ェ
ン
マ
イ
 県
 出
身
者
が
一
名
い
る
が
、
彼
女
は
 チ
ェ
 ン
マ
イ
の
王
族
使
用
人
が
当
地
に
パ
ー
ク
ナ
ー
ム
寺
の
 
僧
侶
を
招
い
た
際
に
 タ
 

シ
 マ
カ
ー
イ
式
瞑
想
を
知
る
機
会
を
得
て
い
る
。
 パ
｜
 ク
ナ
ー
ム
寺
に
関
す
る
情
報
の
人
手
先
は
、
信
徒
で
あ
 
る
 親
や
親
類
や
夫
の
場
 

合
 が
三
名
、
不
明
は
六
名
。
メ
ー
チ
ー
と
し
て
の
出
家
 
の
 理
由
は
、
そ
れ
ほ
ど
定
か
で
は
な
い
が
、
あ
え
て
 分
 類
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
 

な
る
。
病
苦
や
災
害
か
ら
の
救
済
を
求
め
て
が
三
名
、
 
瞑
想
や
仏
教
教
理
の
学
習
へ
の
興
味
か
ら
が
二
名
、
不
 
明
 が
四
名
（
両
三
名
が
 

両
親
や
夫
亡
き
 後
 独
り
身
に
な
っ
て
か
ら
出
家
し
て
い
 る
 ）
。
 

男
性
の
一
般
信
徒
の
職
業
は
、
高
等
裁
判
所
判
事
 

三
 名
 ）
、
軍
人
（
一
名
）
と
な
っ
て
い
る
。
判
事
二
名
の
 勤
務
地
は
不
明
で
あ
 

る
 。
判
事
の
一
人
は
様
々
な
小
仏
像
の
お
守
り
を
集
め
 
る
た
め
多
く
の
地
域
を
巡
り
、
そ
の
際
パ
ー
ク
ナ
ー
 
ム
 寺
 の
こ
と
を
耳
に
し
て
 

い
る
。
も
う
一
人
は
疎
開
先
で
 ノ
 ー
チ
ー
か
ら
タ
ン
 マ
 カ
ー
イ
式
瞑
想
の
話
を
耳
に
し
て
い
る
。
軍
人
の
赴
任
 
先
は
不
明
だ
が
、
後
者
 

の
 判
事
と
バ
ン
コ
ク
で
出
会
っ
て
い
る
。
 

以
上
が
パ
ー
ク
ナ
ー
ム
 寺
 初
期
の
信
徒
の
特
徴
で
あ
る
 。
こ
の
よ
う
な
特
徴
と
当
時
の
バ
ン
コ
ク
近
郊
の
社
会
 
的
 状
況
を
合
わ
せ
て
 



入
を
促
し
た
一
つ
の
要
因
は
、
そ
の
当
時
に
建
設
さ
れ
 始
め
た
バ
ン
コ
ク
と
各
県
を
結
ぶ
幹
線
道
路
の
存
在
で
 
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
 

れ
て
い
る
 
-
 
末
廣
一
九
八
九
、
四
四
。
他
方
、
二
十
世
 紀
 前
半
の
バ
ン
コ
ク
近
郊
の
諸
泉
に
関
し
て
は
す
で
に
 
運
河
 網
 が
形
成
さ
れ
て
 

い
た
た
め
 二
 
@
 
果
位
一
九
八
二
、
二
三
 
0
 ｜
 二
三
六
、
ニ
セ
 
一
 
｜
ニ
セ
と
、
 舟
で
の
移
動
は
比
較
的
容
易
で
あ
り
、
 
村
 藩
領
域
を
越
え
る
広
 
い
 

生
活
 圏
 が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
 パ
 ｜
 ク
ナ
ー
ム
寺
の
か
つ
て
の
入
り
 ロ
 は
運
河
に
面
し
て
 い
 る
し
、
プ
ラ
・
モ
ン
 

コ
ン
・
テ
ー
プ
ム
ニ
ー
自
身
か
つ
て
は
ス
パ
ン
プ
リ
ー
 か
ら
ナ
コ
ン
チ
ャ
イ
シ
ー
（
現
在
の
ナ
コ
ン
パ
ト
ム
 県
 に
位
置
す
る
 町
 ）
 へ
舟
 

で
 米
を
運
ぶ
仕
事
を
し
て
い
た
 
弓
ゴ
 
「
 
い
ロ
叫
吝
団
臣
ロ
コ
っ
 

 
 

ぎ
 。
一
九
三
 0
 年
代
後
 

平
 に
は
世
界
恐
慌
の
た
め
都
会
で
の
雇
用
機
会
が
減
り
 農
村
へ
帰
る
者
も
め
た
と
舌
口
わ
れ
て
い
る
高
谷
一
 
九
八
二
、
二
八
一
㍉
し
か
 

し
 、
こ
の
こ
と
は
逆
に
当
時
既
に
バ
ン
コ
ク
近
郊
 
早
め
 農
民
の
中
に
は
、
都
会
で
の
雇
用
を
目
的
に
上
京
す
る
 
者
が
い
た
事
を
意
味
し
 

よ
 う
 。
先
に
述
べ
た
農
民
出
身
の
 ノ
 ー
チ
ー
は
こ
の
 ケ
 ｜
ス
に
 該
当
す
る
。
当
時
未
開
拓
地
が
急
速
に
減
少
し
 
て
い
た
事
な
ど
も
こ
れ
 

に
 関
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
第
四
に
第
二
次
世
界
大
戦
 
の
 影
響
。
一
九
四
 0
 年
以
降
日
本
軍
に
よ
る
タ
イ
経
済
 
へ
の
寄
生
は
タ
イ
経
済
 

を
 大
混
乱
に
陥
れ
、
物
資
不
足
と
イ
ン
フ
レ
を
招
い
た
 
。
さ
ら
に
一
九
四
三
年
十
二
月
に
は
バ
ン
コ
ク
周
辺
へ
 
の
 爆
撃
も
始
ま
っ
て
 い
 

る
 
一
生
田
一
九
八
八
、
二
四
三
ー
二
五
一
㌔
こ
の
よ
う
な
 
状
況
で
も
っ
と
も
被
害
を
被
っ
た
の
は
バ
ン
コ
ク
近
郊
 
0
 人
々
で
あ
り
、
自
給
 

自
足
状
況
に
は
な
 い
 商
人
や
官
吏
や
軍
人
で
あ
ろ
う
。
 先
の
例
に
も
あ
る
よ
う
に
一
時
疎
開
し
て
い
た
者
も
い
 
る
 。
 

こ
の
よ
う
に
、
二
十
世
紀
前
半
の
バ
ン
コ
ク
近
郊
は
社
 全
的
流
動
性
が
高
く
、
都
市
域
の
拡
大
に
よ
っ
て
村
落
 
共
同
体
が
変
容
・
 解
 

体
し
て
い
な
く
て
も
、
村
落
共
同
体
の
外
部
へ
と
流
動
 
し
て
い
く
人
々
は
い
た
。
パ
ー
ク
ナ
ー
ム
寺
は
そ
の
よ
 う
な
人
々
を
信
徒
と
し
 

て
 活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
 
こ
 の
よ
う
な
人
々
の
流
動
性
が
森
の
舌
口
う
よ
う
に
、
呪
術
 ・
宗
教
的
サ
ー
ビ
ス
の
 

集
中
化
に
っ
な
が
る
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
 
側
は
そ
の
要
求
に
た
だ
受
動
的
に
対
応
し
た
の
で
あ
ろ
 
う
か
。
ま
た
こ
の
集
中
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タ
ン
マ
カ
ー
イ
式
瞑
想
に
関
し
て
別
の
角
度
か
ら
そ
の
 
形
成
時
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
資
料
と
し
 
て
 、
プ
ラ
・
モ
ン
 コ
 

ン
 ・
テ
ー
プ
ム
ニ
ー
の
甥
で
後
に
サ
ン
ガ
の
中
の
最
Ⅰ
 日
 
位
の
役
職
で
あ
る
僧
正
一
サ
ン
カ
ラ
ー
ト
 

組
は
祷
す
 の
 
（
の
（
 

一
 と
な
る
プ
ン
 比
 

丘
宙
レ
 n
 す
守
 已
に
よ
る
 ブ
 ラ
・
モ
ン
コ
ン
・
 テ
｜
 プ
 ム
ニ
ー
の
伝
記
 
ひ
 0
 ヨ
宙
笘
巾
甲
 い
下
（
 
モ
 の
ま
 
0
 コ
 
%
 ㏄
 
オ
 0
 目
 
㏄
 
ゼ
の
 
コ
ロ
コ
 
0
 宙
の
目
の
」
 

は
下
け
㌧
 ヨ
 。
 守
 （
 
二
 と
表
記
す
る
一
が
あ
る
。
こ
の
 
資
 料
 に
よ
る
と
、
住
職
と
な
る
以
前
に
 ブ
 ラ
・
モ
ン
コ
ン
 ・
テ
ー
プ
ム
ニ
ー
は
 、
 

バ
ン
コ
ク
の
い
く
つ
か
の
著
名
な
寺
院
で
パ
ー
リ
語
の
 学
習
を
行
う
傍
ら
、
バ
ン
コ
ク
近
郊
の
デ
ル
タ
地
帯
に
 
あ
る
様
々
な
寺
院
を
訪
 

ね
 、
瞑
想
修
行
を
も
行
っ
て
い
た
。
サ
ン
ガ
の
パ
ー
リ
 語
 試
験
に
落
ち
て
か
ら
は
、
と
り
わ
け
瞑
想
修
行
に
 
カ
 を
任
 い
で
い
っ
た
と
 記
 

さ
れ
て
い
る
⑦
㌧
 ヨ
 。
 守
繍
 丁
と
。
タ
ン
マ
カ
ー
 イ
 式
 瞑
想
は
そ
の
よ
う
な
修
行
の
中
で
少
し
づ
つ
形
成
さ
 
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
 

彼
は
遊
行
僧
と
し
て
地
方
の
寺
院
を
訪
れ
、
時
に
は
 
廃
 手
 で
修
行
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
 そ
の
地
区
の
監
督
 僧
 

は
 、
遊
行
を
や
め
る
よ
う
彼
に
勧
告
し
て
い
る
。
そ
の
 
後
 し
ば
ら
く
し
て
か
ら
バ
ン
コ
ク
近
郊
の
パ
ー
ク
ナ
ー
 
ム
 寺
の
住
職
と
し
て
 赴
 

任
す
る
よ
う
彼
に
辞
 ム
 
下
を
出
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
 住
職
就
任
に
際
し
、
監
督
僧
は
呪
術
的
な
行
為
に
よ
る
 
奇
跡
な
ど
を
行
わ
な
い
 

こ
と
、
近
隣
の
寺
院
の
事
柄
に
口
出
し
し
な
い
こ
と
な
 ど
を
彼
に
要
求
し
た
㊧
・
㌧
 
ヨ
 o
&
u
 
（
の
 

u
-
 
巴
 。
監
督
 僧
 に
よ
る
定
住
命
令
や
釘
 

を
 刺
す
よ
う
な
要
求
の
追
加
か
ら
、
当
時
の
 ブ
 ラ
・
 モ
 ン
コ
ン
・
テ
ー
プ
ム
ニ
ー
が
 、
 何
ら
か
の
呪
術
的
な
行
 為
 を
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
 

寺
院
で
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。
 

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
全
国
規
模
で
の
僧
侶
・
僧
院
の
組
 織
 化
と
規
則
の
明
確
化
・
画
一
化
を
目
指
し
た
、
一
九
 
0
 二
年
に
始
ま
る
 タ
 

五
 
近
代
国
家
の
サ
ン
ガ
統
治
 
1
,
 大
伝
統
形
成
 の
光
と
 陰
影
 

化
は
在
家
者
の
瞑
想
と
い
う
実
践
形
式
と
ど
の
よ
う
に
 関
 わ
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
点
を
次
節
で
論
じ
た
い
。
 



住
職
就
任
後
し
ば
ら
く
は
両
者
の
関
係
は
良
好
で
あ
っ
 
た
 。
し
か
し
後
に
 譚
ぃ
は
 再
発
す
る
。
両
者
の
関
係
は
 ま
す
ま
す
険
悪
な
も
 

 
 

の
と
な
り
、
監
督
僧
は
住
職
就
任
時
の
約
束
が
守
ら
れ
 
て
い
な
い
と
非
難
し
て
き
た
②
㌧
 日
 。
 守
 耳
目
色
。
 
し
か
し
こ
の
よ
う
な
 監
 

督
 僧
の
圧
力
に
対
し
、
彼
は
呪
的
カ
リ
ス
マ
 僧
 と
し
て
 
の
 活
動
を
中
止
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
 

そ
の
理
由
を
十
分
証
拠
立
て
て
提
示
す
る
こ
と
は
難
し
 
い
 。
彼
の
性
格
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
 
、
こ
こ
で
は
彼
の
 ぁ
不
 

敬
体
験
や
学
習
過
程
、
お
よ
び
サ
ン
ガ
の
国
家
管
理
の
 
関
係
か
ら
そ
の
理
由
を
推
測
し
て
み
た
い
。
ひ
と
つ
 
重
 要
 な
点
は
 、
 彼
の
思
想
 

の
核
と
な
っ
た
部
分
（
宗
教
体
験
や
経
典
学
習
 一
 が
国
 家
 管
理
さ
れ
た
近
代
サ
ン
ガ
の
枠
組
み
の
外
で
形
成
さ
 
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
 

か
と
い
う
点
で
あ
る
。
詳
細
な
事
例
の
提
示
は
省
略
す
 
る
が
、
彼
が
幼
少
の
こ
ろ
寺
院
で
読
み
書
き
を
学
ぶ
 際
 に
 使
用
さ
れ
て
い
た
 教
 

秘
書
 は
 、
他
界
探
訪
譚
を
含
み
ま
た
弥
勒
菩
薩
信
仰
 と
 関
 わ
る
 ブ
 ラ
・
マ
ー
ラ
イ
 経
 
（
 
ま
凹
注
 
の
 
旨
ァ
ァ
 曲
ヨ
 ざ
 曲
コ
 し
な
 ビ
 
②
㌧
 
-
 
コ
。
 

口
 ㏄
（
の
 

-
-
 
ご
 、
現
在
の
パ
ー
リ
三
蔵
経
に
は
含
ま
れ
な
い
 
も
の
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
密
教
的
な
法
身
の
概
念
や
 
古
 い
 上
座
部
の
瞑
想
 法
 

一
光
の
球
体
や
仏
像
を
想
起
す
る
瞑
想
を
含
 芭
安
ギ
 の
の
（
 

e
 
「
 
@
 
ォ
）
の
～
「
 
ぃ
 巴
な
ど
、
や
は
り
現
在
の
パ
ー
リ
 
三
 威
に
含
ま
れ
て
い
な
い
 

諸
観
念
を
取
り
入
れ
て
い
る
（
こ
れ
は
口
述
で
伝
わ
っ
 
た
も
の
だ
ろ
う
か
と
。
そ
し
て
そ
こ
に
自
分
の
神
秘
 

的
な
体
験
（
出
家
を
決
 

心
し
た
と
き
の
霊
魂
の
離
脱
感
覚
や
瞑
想
に
よ
っ
て
 得
 ら
れ
た
体
験
一
を
組
み
込
ん
で
い
ろ
。
こ
の
よ
う
な
 宗
 教
観
念
の
独
自
の
習
合
 

を
 土
台
に
さ
ら
に
民
俗
宗
教
の
精
霊
 観
 ・
精
神
鏡
を
も
 
包
摂
し
て
い
っ
た
と
舌
口
え
よ
う
。
 

も
ち
ろ
ん
彼
も
現
在
正
統
と
見
な
さ
れ
て
い
る
三
蔵
経
 
0
 字
習
を
行
わ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
 彼
は
こ
の
占
で
挫
折
 

イ 考 イ 
の え ・ 

遮 ら サ 
行 れ ン 
僧 る ガ   
が 。 の 

形成 サン 遊行 

ガ の の 
紐 帯Ⅱ も 

治 限 と 
の も で 

申 そ 理 
に の 解 
純 一 さ 
み 端 れ 
込 で る 
ま あ べ 
れ ろ き 
て う だ 
い 。 ろ 

く こ う 

過 の   

程 点 監 
と は 督 
ィ以 タ ィ管 

て ン は   
る イ 的 
一 ア カ 
ゴ が り   持 ）のの を たよ す 

と う つ 

。 な 僧 
  イ目 
睨 め 
的 活 
力 動 
リ を 

ス 制 
マ 限 
な し 

右 よ 
し う 
た と 

東 し 
ノヒ た 
タ と 
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に だ こ 二 
    の に 

ま 第 儀   
た 三 礼 僧 
生 に に ィ目 活 関 に 
上 在 し 近 
の 家 て い 
話 者 の @ 

を行 自身に問題を 行 記述は 
そ よ 一 つ 

力 こ 

ろ は 

    
，性 た ， l 

  
こな わ ように すもの の実施 

-9- を控えせた。して、である l 
プ と た た 
ラ 同 ょ だ 
・ 時 う し 
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し
て
い
る
。
当
時
導
入
さ
れ
た
教
理
学
習
お
よ
び
 パ
｜
 リ
 語
学
習
に
お
け
る
新
た
な
試
験
制
度
の
導
入
に
適
応
 
で
き
ず
、
彼
は
以
後
項
 

想
修
行
に
専
心
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
筆
記
試
験
 
が
 苦
手
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
⑦
 

ロ
す
 o
d
a
 
（
の
 
-
 と
 。
お
そ
ら
く
筆
記
 と
 

い
う
慣
習
へ
不
慣
れ
だ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
タ
イ
文
字
 の
 使
用
や
新
た
な
教
科
書
の
導
入
に
適
応
で
き
な
か
っ
 
た
と
い
う
面
も
あ
っ
た
 

 
 

に
 十
分
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
 
に
 、
彼
自
身
の
中
で
は
 

正
統
仏
教
外
で
形
成
さ
れ
た
思
想
を
排
除
す
る
シ
ス
テ
 
ム
が
 十
分
に
働
か
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
監
督
 
僧
 か
ら
の
圧
力
を
受
け
な
 

が
ら
も
彼
が
 呪
的
 カ
リ
ス
マ
僧
侶
と
し
て
活
動
を
や
め
 な
か
っ
た
の
は
、
教
理
試
験
の
制
度
化
の
間
隙
に
陥
っ
 た
 彼
に
と
っ
て
、
 
呪
的
 

 
 

を
意
味
あ
る
も
の
と
す
る
最
後
の
砦
と
感
じ
て
い
た
 
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
 

Ⅰ
 
カ
 0
 

し
か
し
な
が
ら
彼
は
呪
的
カ
リ
ス
マ
僧
侶
と
し
て
の
 活
 動
を
維
持
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
サ
ン
ガ
の
意
に
逆
ら
っ
 
て
 強
引
に
展
開
し
た
 

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
そ
の
活
動
に
お
い
て
僧
侶
 
の
役
割
を
間
接
的
な
も
の
に
留
め
よ
う
と
し
、
他
の
寺
 院
 に
は
見
ら
れ
な
い
 特
 

殊
 な
形
の
呪
術
・
宗
教
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
。
 第
 
に
 僧
侶
・
メ
ー
チ
ー
に
よ
る
呪
術
・
宗
教
的
サ
ー
ビ
 
ス
の
 提
供
は
、
一
般
人
 

の
 入
れ
な
い
閉
ざ
さ
れ
た
部
屋
で
行
わ
れ
た
。
お
守
り
 
と
し
て
の
小
仏
像
へ
の
聖
な
る
力
の
佳
人
 や
 、
瞑
想
に
 よ
る
遠
隔
治
療
、
ブ
ッ
 

ダ
の
 召
還
、
爆
撃
を
避
け
る
瞑
想
な
ど
が
こ
の
部
屋
で
 行
わ
れ
、
外
部
者
は
そ
の
実
践
を
間
近
に
見
る
こ
と
は
 
で
き
な
く
な
っ
た
。
 
第
 



  

も 以 な カ ン る こ 

あて きな な タ他あ 隆 ら民 一 l 7 いこ 本 
て か イ 方 る の な 俗 イ カ は で 稿 では 浮き え っ， 仏教 回 だ 3 社会 宗教 式 瞑 ｜イ 流動 論じ 

上 が の 家 ラ 変 ま と 想 六 者 ら 二 
が 、 刑 政 。 動 た 仏 は 瞑 を れ 十 
ら 国 度 策 に 全 教   忠 一 た 世 
せ 家 的 と 0 日 と タ は 定 よ 紀 
た ひこ ・ 関 み の い て 村 程 う 前 
も よ 組 め 固 様 う ユ 落 度 に 半 
の る 織 る 執 々 二 ッ に 抱 、 の 
で 「 約 文 す な 分 ト お え 社 都 
あ 正 彰 化 
り 続 成 変     
に 仁 L は 面 な 的 に 観 
陰 教 り か 
影 の 着 ら 宗教 側面活動く 村落 始ま 命・ ， 側面 

を 情 過 プ 
も 築 で う 

きが 作りま、 モ @ ・ 

  0 以前， 想と 慮す 代タ 観念 社ム 世 
出 タ い ン 
し イ 独 コ 
た の 自 ン 
  既 の   

正 有 彩 テ 
統 の 響 l 
な 多 を プ コ し 

( ム 棟 吾 ム 
教 な え ニ   

窪牡ま 、 俘掲臆署自 
続 考 う で を っ の 想   の形成 性・ 不 観点か察する / く よ 、 展開し た こ 。 社会的 

連 隠 ら 民 た の 流 過 
続 に も 俗 。 よ 動 程 を 性を 明 、一 ょ 理解 宗教 した うな 状 化   孝 一 さ と が 状 況 ら 

す 一 分 国、 慮 九 れ 仏 っ 況 に か 
る 面 に 「 
反 に 議 正 
両 党 論 統 
  

た 
、 な で 」 ンマ 必要 あ 年代 れば 関係 タ （ 

ム 

口由 ビ 

せ 

た ノ だけⅠⅩ・ 
  
に そ 

れ 
を 

在 
家 

信者 

が 

自 
ら 

実 
践 
す 
る 

瞑 
相ぃ ， 
へ 
と 

形成 

  
て 
  
  
た 
  
で 
あ 
る 

モ
 
ン
コ
ン
・
テ
ー
プ
ム
ニ
ー
は
土
着
の
精
霊
観
念
・
 精
 神
 観
念
と
近
代
以
降
の
上
座
部
仏
教
と
そ
れ
以
前
・
 
以
 外
の
仏
教
の
観
念
を
習
 
 
 
 
 

  



 
 

 
 都
 
の タイ上座部仏教 

や え ま 

人 は ぇ 
間 生 る 

こと 関係 霊と 

を し が 

生 て 大 
み の 町 
出 ク で 
し ワ あ 
て 、 ノ り 

未 や   
た 功 ま 
の 徳 た 
か と 村 
を し 落 
考 て 社 
察 の 会 
す ブ に 
る ン お       
と が て 

も 、 権 
払 暁 威 
要 在 あ 
と め る 
な 部 他 
ろ 両 者 を っ。 ， 通 社会 
に じ 

お て 
い 形 

て 成 
ビ さ   
よ て 
， っ き 

に た 

変 宮 
容 己   
  精 
ど 神   
よ 白 
う 己 

観念 救 な 
  
  

そ
れ
ら
を
超
越
す
る
 混
磐
 に
関
す
る
議
論
や
仏
法
に
 ょ
 る
 守
護
力
の
観
念
を
除
外
し
て
き
た
。
そ
の
創
造
さ
 
れ
た
大
伝
統
・
「
正
統
」
 

な
 仏
教
の
陰
影
の
一
つ
が
タ
ン
マ
カ
ー
イ
式
瞑
想
で
ほ
 
な
 い
 だ
ら
つ
か
。
し
か
し
こ
の
陰
影
 は
 
「
正
統
」
 な
仏
 教
の
光
の
部
分
な
し
に
 

は
 成
り
立
ち
得
な
い
。
そ
れ
と
の
妥
協
の
一
 
つ
が
 在
家
 瞑
想
と
い
う
実
践
に
つ
な
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
 

こ
れ
ま
で
の
タ
ン
マ
カ
ー
イ
式
瞑
想
に
関
す
る
研
究
 は
 

一
九
 セ
 0
 年
代
中
頃
か
ら
都
市
新
中
間
層
を
中
心
に
 広
が
っ
た
タ
ン
 7
 カ
 

｜
イ
 寺
に
関
す
る
も
の
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
 
た
 。
そ
し
て
タ
ン
マ
カ
ー
イ
式
瞑
想
 は
 都
市
新
中
間
層
 0
 個
人
主
義
的
傾
向
に
 

即
し
て
い
る
の
で
広
ま
っ
た
と
言
わ
れ
 
宵
ぃ
ピ
 
-
0
 

「
し
き
 -
 
、
さ
ら
に
「
視
覚
的
」
内
観
を
重
視
す
る
具
象
の
瞑
 
想
は
 、
功
徳
の
具
象
化
 

（
金
銭
化
・
物
質
化
 -
 で
あ
り
、
こ
れ
は
消
費
主
義
に
適
 応
 し
た
仏
教
だ
と
い
う
評
価
も
な
さ
れ
て
い
る
 

び
ぃ
 
（
 
ァ
 p
 。
 
p
 郎
邑
 ）
 
0
0
0
 

一
 
。
 そ
 

れ
ぞ
れ
、
確
か
に
考
慮
す
る
べ
き
間
 
い
 か
け
を
含
ん
で
 い
る
と
ほ
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
の
考
察
 が
 示
す
 よ
う
 に
、
こ
の
 

ほ
 想
で
構
築
さ
れ
る
自
己
の
観
念
・
精
神
鏡
あ
る
い
は
 
身
体
 親
 は
、
多
様
な
仏
教
思
想
の
諸
観
念
と
土
着
の
精
 霊
 観
念
・
精
神
観
念
か
 

 
 

ら
 構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ほ
理
性
や
個
性
を
基
盤
と
 
す
る
個
人
工
義
の
個
人
と
ほ
い
さ
さ
か
異
な
る
と
思
わ
 
れ
る
。
ま
た
こ
の
瞑
想
 

の
形
成
と
普
及
は
消
費
主
義
社
会
の
到
来
以
前
の
出
来
 事
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ほ
世
俗
道
徳
と
功
徳
の
仏
教
を
補
 
克
 す
る
陰
影
と
し
て
の
 

特
質
を
も
有
し
て
お
り
、
そ
の
特
質
と
の
関
係
か
ら
 
消
 賢
主
義
へ
の
対
応
の
意
味
も
 ム
 「
 
後
 再
考
察
さ
れ
る
べ
き
 で
あ
ろ
う
。
タ
ン
 7
 カ
 

｜
イ
 式
瞑
想
の
み
な
ら
ず
現
代
タ
イ
に
お
け
る
都
市
の
 宗
教
変
動
に
関
す
る
研
究
 は
 、
二
十
世
紀
前
半
の
社
会
 変
動
・
文
化
変
動
を
踏
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-
9
@
 
 い
わ
ゆ
る
「
森
の
寺
」
一
 
ミ
 注
口
 ぃ
 
村
落
の
古
老
が
中
心
 
と
な
る
村
の
新
た
な
寺
院
や
、
全
国
・
世
界
規
模
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
 
ク
 を
も
つ
ノ
ン
 
パ
ポ
ン
 

寺
 -
 の
 瞑
想
一
杯
一
九
九
一
、
一
 
0
 五
｜
 
一
一
 0
 七
 、
一
一
五
 -
 や
、
バ
ン
コ
ク
近
郊
を
中
心
に
一
九
三
 

0
 年
代
頃
か
ら
在
家
 に
 広
ま
る
ビ
ル
マ
系
 

の
 瞑
想
で
は
、
瞑
想
の
神
秘
方
お
よ
び
そ
の
力
の
行
使
は
強
調
さ
 
れ
て
い
な
い
。
現
在
の
パ
ー
ク
ナ
ー
ム
寺
や
タ
ン
マ
カ
ー
イ
 
寺
 は
こ
れ
ら
と
同
様
の
 

傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
神
秘
力
を
強
調
し
た
か
つ
て
の
パ
ー
ク
 
チ
ー
ム
寺
の
タ
ン
マ
カ
ー
イ
式
瞑
想
は
、
む
し
ろ
守
護
力
を
帯
 
び
て
い
る
と
み
な
さ
 

れ
る
小
仏
像
や
メ
ダ
ル
を
配
布
す
る
東
北
タ
イ
の
「
森
の
寺
」
の
 別
 の
一
派
や
 
@
 
リ
 ヨ
安
目
）
ま
し
、
守
護
力
と
し
て
の
仏
法
に
 依
拠
し
た
在
俗
の
 

儀
礼
執
行
者
で
あ
る
東
北
タ
イ
の
モ
ー
タ
ム
一
目
 
0
 （
 
ア
リ
 
ヨ
一
一
杯
 

一
九
八
九
）
 
と
 
一
脈
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
 

-
%
-
 
パ
ー
ク
ナ
ー
ム
寺
は
 
ブ
 
ラ
・
モ
ン
コ
ン
・
テ
ー
プ
ム
ニ
ー
 

在
世
中
か
ら
教
理
・
パ
ー
リ
語
学
習
に
も
力
を
注
い
で
き
た
。
 

現
 在
 で
は
教
理
・
 

語
学
校
と
し
て
も
名
高
い
。
教
理
学
習
は
主
に
僧
侶
・
沙
弥
を
対
 
象
 に
し
て
い
る
が
、
メ
ー
チ
ー
も
一
部
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
 
ザ
 
」
 
く
 少
数
で
は
あ
る
 

想
 ま
で
を
一
部
の
信
徒
に
講
義
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
布
教
を
促
し
 

が
 在
家
信
徒
も
参
加
し
て
い
る
よ
う
だ
。
 

て
い
る
 
ハ
て
す
 
（
 ぃ
 七
す
 
い
ミ
リ
コ
ぃ
オ
 
0
 の
 
0
 コ
ヰ
 す
の
（
 

ぃ
 ）
の
 
ヂ
き
 。
こ
の
よ
，
 
つ
む
 講
義
を
行
い
そ
 

れ
 @
 
 さ
ら
に
赤
の
調
査
結
果
を
細
か
く
見
て
み
る
と
、
職
業
的
 シ
 ヤ
ー
マ
ン
の
活
動
開
始
時
期
は
一
九
四
 

0
 年
代
に
始
ま
り
一
九
 五 0
 年
代
か
ら
急
増
し
 

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
 

う
 @
 
 一
九
八
六
年
か
ら
呪
術
・
宗
教
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
 

様
々
な
寺
院
・
 
祈
 億
所
・
祠
な
ど
を
紹
介
す
る
雑
誌
が
刊
行
さ
れ
 て
お
り
、
こ
れ
が
か
な
 

り
の
発
行
部
数
を
有
し
て
い
る
。
 

一
ケ
 月
で
四
万
部
発
行
し
て
い
 
る
 雑
誌
も
あ
る
二
九
九
 セ
 年
の
筆
者
の
調
査
に
よ
る
 -
 。
こ
の
 よ
う
な
情
報
誌
は
 
、
 

都
市
に
お
い
て
も
様
々
な
呪
術
・
宗
教
的
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
 
す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
 
内
容
の
差
異
化
が
進
 

付
 し
あ
ら
た
な
分
業
が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
る
。
 

お
 -
 
経
歴
の
明
確
な
一
 
セ
 名
の
瞑
想
指
導
者
が
タ
ン
マ
カ
ー
 イ 式
 瞑
想
を
始
め
た
年
代
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
一
九
二
 
0
 年
代
：
一
名
、
一
九
二
一
 

0
 年
代
：
四
名
、
一
九
四
 0 年
代
：
 セ
名
 、
一
九
五
 0
 年
代
以
降
 
三
名
、
不
明
：
二
名
。
ま
た
一
般
信
徒
に
よ
る
タ
ン
マ
カ
ー
 
イ
式
 瞑
想
に
関
す
る
 

記
述
が
散
見
さ
れ
る
の
も
一
九
四
 
0
 年
代
中
頃
か
ら
で
あ
る
。
 

-
 
@
 れ
ら
の
占
か
ら
、
一
九
三
 
0
 年
代
後
半
に
パ
ー
ク
ナ
ー
ム
寺
の
 信
徒
は
増
え
始
め
、
 

一
九
四
 0
 年
代
か
ら
急
増
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
 

ブ
 
ラ
・
モ
ン
コ
ン
・
テ
ー
プ
ム
ニ
ー
は
一
九
四
二
年
に
基
礎
か
ら
 
秘
儀
的
な
高
度
 瞑
 

 
 

れ
が
弟
子
に
よ
っ
て
筆
記
さ
れ
た
と
い
う
事
は
、
信
徒
増
加
へ
 

対
 応
 す
る
た
め
に
、
瞑
想
指
導
者
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
 
だ
ろ
う
。
 

と
 
本
節
で
お
も
に
参
考
と
し
た
資
料
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
 

｜
 ク
ナ
ー
ム
寺
が
出
版
し
て
い
る
書
物
弓
手
ミ
ま
 %
 っ
銭
ぎ
 ゼ
い
 Ⅰ
の
肚
の
。
Ⅰ
 

い
コ
億
 

す
い
 
オ
い
 

 
 

下
侍
Ⅱ
の
Ⅱ
の
。
二
 

%
 ヨ
オ
ア
リ
 
ヨ
Ⅱ
の
㏄
 

4
.
 

パ
す
 ㍉
 
0
 コ
幅
オ
ぃ
コ
テ
リ
 
ヨ
 ヨ
い
 つ
い
ま
す
 

い
 （
 ヰ
三
 a
@
i
U
 

日
 a@
n
h
@
a
@
n
h
@
O
@
.
@
 

ミ
 「
 
D
 ニ
 
@
p
@
a
@
@
@
@
@
.
@
a
@
 

ヨ
 
穏
 ニ
ど
 
a
@
 

（
の
（
 

@
.
@
 

）
 っ
の
 
こ
、
 

-
 
。
 
ハ
 

  

 
 
 
 

ノ
 ー
チ
ー
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
 

一
 
雑
誌
 -
-
 記
事
⑦
 ぃ
オ
 
日
の
痒
 こ
 ㏄
 
ま
 、
メ
ー
チ
ー
一
名
へ
の
筆
者
の
聞
き
取
り
二
九
九
 
セ
年
 
一
月
 "
-
 

 
 

し
 
出
家
以
前
の
職
業
一
な
い
し
は
夫
や
家
族
の
職
業
 - は
次
 の
よ
う
に
な
つ
て
い
る
。
農
園
 王 の
 娘
 、
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
病
院
 の
 外
科
医
の
妻
、
地
方
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諾
 い
の
 
再
発
以
前
に
パ
ー
ク
ナ
ー
ム
寺
で
強
盗
殺
人
事
件
 
が
 起
き
て
い
る
。
こ
れ
が
近
隣
寺
院
と
の
争
い
に
端
を
発
し
て
い
 るの
な
ら
ば
、
監
督
 
僧
 

の
 非
難
の
理
由
は
そ
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
伝
記
の
著
者
 
の
 記
述
は
こ
の
点
 暖
昧
 で
あ
り
、
彼
は
事
件
が
生
じ
た
そ
の
頃
、
 

監
督
 僧
 と
の
 譚
い
 

も
 再
発
し
た
と
述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
監
督
 
僧
の
非
難
の
原
因
は
事
件
と
は
別
の
事
柄
に
あ
る
と
も
推
測
で
 きる
。
つ
ま
り
 
呪
的
 

カ
リ
ス
マ
の
誇
示
へ
の
批
判
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
 
そ
の
可
能
性
に
基
づ
い
て
論
を
展
開
す
る
。
 

寅
 ）
実
際
彼
の
自
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0
 戸
 c
 
ヨ
の
 ㏄
Ⅱ
 
お
 口
の
 
9
%
 
ぃ
 二
幅
 
@
 
令
 
0
 左
 -
 ア
日
ぃ
ド
・
 

Ⅰ
 仁
目
り
 
卜
の
り
③
 

へ
い
コ
ロ
 の
（
の
「
 

ぎ
 。
Ⅰ
 
0
 ユ
コ
 「
・
の
 
武
モ
 
㌣
 き
 ～
ト
ド
や
 
も
ミ
こ
 ～
～
 

o
n
0
 玉
の
Ⅰ
 さ
 。
 こ
寒
 ～
 よ
き
き
 k
@
 卜
養
 
ミ
 ㏄
ま
 
き
 ～
～
 

ら
ぉ
ぎ
 
Ⅰ
の
 蓬
 ～
 
さ
 ～
 目
お
 ま
 ・
六
 %
 き
め
ぬ
・
（
 

巾
チ
し
 

已
 @
 
り
り
の
Ⅱ
 

侍
ド
 
ニ
 0
 申
 ・
 ト
 
Ⅰ
三
つ
の
Ⅰ
 

か
 
ム
ド
 
ド
 0
 十
二
 コ
コ
 
0
@
 
の
 -
 Ⅰ
の
Ⅱ
 

さ
 

メ
ク
 
@
p
 
エ
 「
 
ぃ
コ
 
匠
丁
 
仁
コ
 
。
 C
 す
 い
 の
 ぎ
ぃ
円
ゴ
ぃ
毛
ぎ
 （
 
巾
仁
コ
の
 

0
 目
し
 ・
㌧
 ア
亡
べ
 仁
 寸
口
 
い
 二
幅
一
い
コ
ぬ
 
才
コ
ミ
 
㏄
 ヨ
 
㏄
 い
コ
り
 

Ⅰ
の
ド
方
ゴ
つ
 

%
 内
幸
 ド
 ド
七
ユ
Ⅰ
 
い
円
ア
 
ぃ
ヨ
 ヨ
笑
 注
 。
（
三
三
ぃ
 
三
ヱ
 

目
ぃ
 ヨ
ョ
 ぃ
 丁
日
 -
 り
ひ
 
㏄
 ト
コ
 の
㏄
㏄
 

ご
 



以
前
に
立
て
た
仮
説
と
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

検 人 
訪 は 
し ィ可 

あ な 

岩ホ佳什 るい 

は す 
修 る 
正 の 
す か る 
こ つ 

と ま 

な り 目 
的 バ 

と タ   
て ク 
い の 

  
  

信仰 

対 
象 
下 @@ へ @ 
可 ィ 

な 
  
か 

を 

明 
ら 

か 
K 
す 

る   
  
と 

  
よ 

  
て 

    
  
仮 
説 

を 

  

山
本
春
樹
 

ハ
 論
文
要
旨
Ⅴ
 
バ
 タ
ッ
ク
族
の
宗
教
は
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
い
わ
 

ヴ
ァ
ル
ネ
ッ
ク
の
研
究
成
果
を
使
っ
て
こ
れ
ら
の
 バ
 タ
ッ
ク
の
々
 

た
 。
そ
の
信
仰
対
象
に
つ
い
て
は
、
神
々
、
祖
霊
や
死
霊
、
生
き
 

が
そ
の
信
仰
対
象
と
す
る
も
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
表
象
さ
れ
多
く
 

て
 、
こ
の
宗
教
的
諸
観
念
が
実
際
の
信
仰
の
場
面
、
す
な
わ
ち
 
儀
 

れ
た
り
、
多
神
教
と
い
わ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
高
神
信
仰
で
あ
る
 

示
教
 的
 諸
観
念
を
整
理
し
て
理
解
し
、
つ
い
で
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
の
 

礼
の
場
で
ど
の
よ
う
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
の
か
見
た
。
結
論
と
 

た
人
間
と
霊
魂
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
報
告
さ
れ
て
き
た
。
 

0
 個
別
的
な
観
念
に
分
け
ら
れ
て
は
い
る
が
、
実
は
一
つ
の
も
 

と
さ
れ
た
り
し
て
き
 

 
 の
で
あ
り
、
多
く
の
 

研
究
を
材
料
に
し
 

本
論
で
は
、
ま
ず
 

観
念
や
表
象
は
こ
れ
を
指
し
示
す
指
標
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
こ
 
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
結
論
に
基
づ
い
て
、
 
旧
 稿
で
 批
判
し
た
ト
ビ
 

ン
の
バ
 タ
ッ
ク
の
高
神
信
仰
論
が
、
一
面
で
は
 バ
 タ
ッ
ク
の
宗
教
 を
 理
解
す
る
上
で
重
要
な
指
摘
を
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
 
 
 

八
 キ
ー
ワ
ー
ド
Ⅴ
 
バ
 タ
ッ
ク
 族
 、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
、
多
神
教
、
原
 始
 一
神
観
、
信
仰
対
象
、
汎
神
論
 

は
じ
め
に
 

 
 

宗
教
を
考
察
す
る
上
で
次
の
よ
う
な
仮
説
を
立
て
た
。
 
本
論
は
、
バ
タ
ッ
ク
 

-
l
 
一
 

バ
 タ
ッ
ク
人
が
崇
拝
す
る
も
の
 



ぞ
れ
の
論
の
内
容
と
研
究
の
仕
方
は
、
三
者
三
様
に
個
 
性
的
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ル
ネ
ッ
ク
は
 バ
 タ
ッ
ク
人
が
信
じ
 る
 神
々
や
精
霊
、
祖
霊
 

や
 霊
魂
を
取
り
上
げ
て
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 
バ
 タ
ッ
ク
人
の
観
念
世
界
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
 
そ
の
た
め
に
彼
が
と
っ
 

た
 方
法
は
、
バ
タ
ッ
ク
 人
 自
身
を
促
し
て
神
話
や
伝
承
 等
を
蒐
集
さ
せ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
宗
教
的
諸
観
念
を
 
ま
と
ま
っ
た
形
で
提
示
 

さ
せ
、
こ
れ
ら
を
素
材
に
し
て
研
究
す
る
と
い
う
も
の
 
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
は
現
象
 
の
 領
域
に
視
線
を
集
中
 

し
 、
観
念
の
分
析
に
は
あ
ま
り
関
心
を
示
さ
な
い
。
 
研
 究
の
仕
方
は
、
 

芭
緊
 已
に
つ
き
 従
っ
て
そ
の
行
為
や
さ
 

ま
ざ
ま
な
儀
礼
を
観
察
し
、
そ
こ
で
何
が
行
な
わ
れ
、
 
何
が
崇
拝
さ
れ
る
の
か
を
丹
念
に
記
述
す
る
と
い
う
も
 
の
で
あ
る
。
観
念
の
世
 

界
 に
関
心
を
集
中
さ
せ
る
ヴ
ァ
ル
ネ
ッ
ク
 や
、
 逆
に
現
 象
の
記
述
に
自
ら
を
限
定
す
る
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
と
は
 
違
 っ
て
、
ト
ビ
 ン
 は
観
念
 

一
 
3
-
 

ッ
ク
 、
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
Ⅰ
お
よ
び
ト
ビ
 ン
 で
あ
る
。
 

こ
 の
 三
人
は
 バ
 タ
ッ
ク
宗
教
の
研
究
史
を
代
表
す
る
論
者
 で
あ
る
と
共
に
、
そ
れ
 

バ
 タ
ッ
ク
の
神
々
と
精
霊
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
ば
ら
ば
ら
 
な
も
の
で
は
な
く
、
上
位
下
位
の
序
列
的
分
化
と
機
能
 
約
 分
化
の
両
方
を
含
 

み
つ
つ
、
一
つ
の
パ
ン
テ
オ
ン
へ
と
組
織
さ
れ
、
こ
れ
 
に
よ
っ
て
神
々
や
精
霊
た
ち
の
世
界
は
構
造
化
さ
れ
た
 
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
 

時
に
こ
の
パ
ン
テ
オ
ン
は
、
そ
こ
に
属
す
る
全
て
の
神
 
々
や
精
霊
を
融
解
し
た
ア
マ
ル
ガ
ム
と
し
て
立
ち
現
 
れ
 れ
る
こ
と
も
あ
る
。
 さ
 

ら
に
は
、
こ
の
パ
ン
テ
オ
ン
は
限
ら
れ
た
特
定
の
呪
術
 
的
 、
宗
教
的
現
象
と
だ
け
 結
 ぴ
っ
 い
 た
も
の
で
は
な
く
 

一
切
の
現
象
に
浸
潤
 

し
て
い
る
。
現
象
の
な
か
に
浸
透
す
る
と
き
パ
ン
 
テ
オ
 ン
は
 、
そ
の
構
成
要
素
の
一
部
を
前
面
に
打
ち
出
す
こ
 
と
も
あ
る
が
、
し
か
し
 

そ
の
場
合
に
も
、
背
景
に
あ
る
パ
ン
テ
オ
ン
の
全
体
が
 
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
し
て
こ
の
 
浸
 通
性
 と
 遍
在
性
が
 、
さ
 

ま
ざ
ま
な
現
象
を
全
体
と
し
て
一
つ
の
も
の
に
ま
と
め
 上
げ
、
バ
タ
ッ
ク
の
宗
教
と
呼
び
 ぅ
 る
も
の
に
す
る
 媒
 材
の
役
割
を
果
た
し
て
 

い
る
。
 

こ
の
仮
説
を
検
証
す
る
に
あ
た
り
、
三
人
の
先
学
の
論
 
を
 議
論
の
材
料
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
 
す
 が
 ね
ち
、
ヴ
ァ
ル
 ネ
   

    



 
 バ
が
 云
う
と
こ
ろ
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
は
、
生
き
た
 人
 間
 が
持
つ
霊
的
要
素
 
釜
並
魂
 、
バ
タ
ッ
ク
語
で
ト
ン
 デ
 ィ
 ）
と
死
ん
だ
人
間
が
な
る
 
 
 

        人が 崇拝するもの 

， @ 
の ヴ りでに 、 なお ヴ 
ゆ ア こ い い ア 
え ル の が て ル 
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    ソ 味 こ バ     
人の九年 著作宗教 とい つ、 し 宗教 

観 

み ホ バ 

教 タ 
に ッ 

関 ク 
す め 
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な ア 
  
イ ー - 
ノ ミ 

l ズ 
ジ ム 

な と 
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彼 ッ 
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心
底
に
持
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
 甫
降
 
ア
ニ
ミ
ズ
 
ム
 宗
教
の
長
 い
 進
化
が
あ
り
、
そ
れ
が
文
化
的
、
知
的
 高
ま
り
に
よ
っ
て
支
持
 

さ
れ
る
に
し
て
も
 神
 観
念
を
圧
倒
的
に
排
除
す
る
に
は
 
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
進
化
の
道
は
疑
い
な
く
下
方
 
に
 向
か
っ
て
い
る
。
 

-
 
中
 

一
 
g
-
 

瞠
 
よ
り
純
粋
に
存
在
し
た
も
の
は
、
今
で
は
ア
ニ
 、
、
 

.
 
ズ
ム
 の
雑
草
に
お
お
わ
れ
て
い
る
」
。
あ
る
い
は
次
の
 よ
 う
 に
も
云
 う
 。
「
 デ
バ
 

忍
不
 
教
の
形
成
 ヒ
の
 出
版
は
、
ヴ
ァ
ル
ネ
ッ
ク
の
も
の
に
 
先
立
っ
一
八
九
八
年
で
あ
る
。
一
 

8
-
 

妙
に
も
 甫
 降
神
観
念
は
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
 ね
 け
で
は
な
い
。
一
中
略
 

-
 そ
れ
は
、
 ヴ
ァ
ル
ネ
ッ
ク
は
次
の
よ
う
に
云
う
。
「
青
 

一
見
し
た
よ
り
も
よ
り
深
い
根
拠
を
人
間
の
 

も
 う
 ひ
と
つ
の
理
由
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
原
始
一
神
 
観
 学
説
の
影
響
で
あ
る
。
こ
の
学
説
の
事
実
上
の
出
 
発
 点
で
あ
る
ラ
ン
グ
の
 

-
J
-
 

な
の
で
あ
る
」
と
彼
が
云
う
と
き
、
そ
こ
に
は
彼
の
先
 入
観
、
す
な
む
ち
有
神
論
的
な
宗
教
観
が
如
実
に
示
さ
 
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

わ
ち
人
間
の
神
々
へ
の
結
び
つ
き
が
大
事
な
の
で
は
な
 く
 、
宗
教
性
の
反
対
、
つ
ま
り
人
間
の
人
間
的
な
も
の
 
へ
の
結
び
っ
き
が
大
事
 

「
表
面
的
に
見
れ
ば
 
バ
 タ
ッ
ク
人
は
す
ぐ
れ
て
宗
教
的
 で
あ
る
よ
 う
 に
見
え
る
。
一
中
堕
し
か
し
、
そ
こ
で
は
 真
正
な
宗
教
性
、
す
な
 

は
 、
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
者
で
あ
る
ヴ
ァ
ル
ネ
ッ
ク
に
 
と
っ
て
「
 神
 」
の
い
な
い
「
 &
 
小
我
」
な
ど
考
え
ら
れ
な
 か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
 

祖
霊
な
ど
に
ほ
ぼ
同
じ
分
量
の
頁
が
割
か
れ
て
い
る
の
 
は
 奇
妙
で
は
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
二
つ
の
理
由
 
が
 考
え
ら
れ
る
。
一
 
つ
 

こ
の
よ
う
に
云
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
著
作
の
内
 容
は
神
々
に
つ
い
て
の
記
述
か
ら
始
ま
り
、
か
つ
、
 
神
 々
、
霊
魂
、
死
霊
 と
 

と
な
り
、
か
た
や
神
々
の
世
界
と
の
関
係
は
最
小
限
で
 あ
る
。
神
々
は
 バ
 タ
ッ
ク
人
の
思
惟
と
行
動
、
宗
教
的
 情
緒
に
大
し
て
影
響
を
 

一
 
G
 一
 

及
ぼ
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
云
う
。
 

ま @ 垂   
考 こ 的 
え の 存 
る よ 在 
。 ぅ で 
バ な あ 

タ ア る 
ツ ニ 兎 

ク 人 ' ズや " 垂 立 
の ん 祖 

宗教 と し（ 壱 立 
生 て バ 

清 め タ   
あ タ ク 

つ ツ 語 

て ク で 
は の べ グ 人間 や 宗教 
の の ス 
雪 中 で 

魂 で ゴ   
や は ッ 
死 " ト 
霊 木 中 な 
、 々 い 
祖 は し 
霊 副 ソ 

が 次 ン 

バオ 宗教 的な 

的 位 ン   
，し、 、 し へ 
の か の 

中 白 信   
に て を 
据 い 意 
え な 味 
ら い し 
れ と て 
て ヴ ぃ 

祭 ァ る 
儀 ル 。 

0 ネ 
対 ソ 

象 ク 

  



 
 

ゆ
は
 、
ム
ラ
・
Ⅰ
 ン
ヤ
 ゴ
 
ノ
ィ
 
・
 ナ
 
・
ボ
ロ
ン
が
土
日
の
 
バ
 
タ
ッ
ク
の
 日
 
要
員
 神
 、
創
造
 神
 で
あ
り
、
イ
ン
ド
か
ら
 入
 っ
て
き
た
三
神
に
そ
の
地
位
 

タ
 と
い
う
舌
口
葉
は
神
と
い
う
一
般
的
意
味
で
日
常
生
活
 

に
お
い
て
口
癖
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。
 

-
 
中
峰
こ
れ
 は
 @
 壁
以
前
の
よ
り
 

純
粋
な
神
意
識
の
名
残
で
あ
る
よ
 

う
 に
思
わ
れ
 @
 略
 -
 多
神
教
的
思
惟
や
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
思
惟
と
矛
盾
す
 

る
も
の
で
あ
り
以
下
 

-
%
-
 

蜂
 」
。
ヴ
ァ
ル
ネ
ッ
ク
は
原
始
一
神
鏡
学
説
を
明
確
な
 

形
で
援
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
以
上
 

の
 引
用
か
ら
み
て
も
そ
 

の
 影
響
は
木
口
 

定
 で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
 

二
 つ
の
理
由
か
ら
彼
は
、
バ
タ
ッ
ク
の
宗
教
に
関
す
る
そ
 

の
 記
述
を
神
々
の
世
界
 

か
ら
始
め
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
 

以
下
、
ヴ
ァ
ル
ネ
ツ
ク
の
書
物
に
し
た
が
っ
て
 

バ
タ
ッ
 
ク
の
 宗
教
的
諸
観
念
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
最
初
 

は
神
々
の
世
界
で
あ
 

る
 。
神
々
は
上
界
の
神
々
と
そ
の
他
の
神
々
に
分
け
 

ち
 れ
る
。
上
界
と
は
、
中
男
下
界
と
共
に
、
バ
タ
ッ
ク
の
 

コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
が
示
す
 

三
界
の
一
つ
で
あ
る
。
 

上
界
に
は
五
位
の
神
々
が
い
る
。
バ
タ
ラ
・
グ
ル
 

臼
 ゅ
 
（
 
ゅ
 
ぷ
の
 目
巳
 、
ソ
リ
 パ
ダ
 ②
 0
 
づ
ぢ
 
注
 し
 、
マ
ガ
ラ
 
ブ
ラ
ン
（
 
ヨ
ゅ
コ
 

ぬ
田
ゅ
 

 
 

の
も
の
が
こ
れ
に
依
存
す
る
と
い
わ
れ
る
神
で
あ
る
 

す
三
 
い
こ
、
ア
シ
ア
 
シ
 （
下
の
了
し
、
お
よ
び
ム
ラ
・
ジ
ャ
 

要
 な
も
の
で
、
天
の
三
つ
の
王
国
を
そ
れ
ぞ
れ
治
め
て
 

ン
デ
 ア
ッ
ク
・
パ
ル
ジ
ャ
ル
市
区
 

S
 オ
正
目
ち
こ
を
 

 
 

。
こ
の
 バ
 タ
ラ
・
グ
ル
が
人
間
に
対
し
て
怒
る
と
き
、
 

い
る
。
な
か
で
も
 
バ
 タ
ラ
・
グ
ル
が
最
も
有
力
で
第
一
 

デ
ィ
・
 ナ
 ・
ボ
ロ
ン
 -
 
ま
 三
が
Ⅰ
が
 

臼
コ
が
 
㏄
 0
 
ざ
 已
で
 

介
し
て
地
上
の
世
界
を
創
造
し
、
人
間
を
創
 

り
、
一
 

 
 

こ
れ
を
宥
め
、
人
間
を
弁
護
 

切
を
支
配
し
、
一
切
の
 

あ
る
。
前
の
三
神
が
主
 

の
神
で
あ
る
。
そ
の
 

眼
   



バ
タ
 

ネ
ッ
ク
 

ニ
 ミ
ズ
 

ラ
 
・
 グ
 

ト
ン
 デ
 

ッ
ク
 の
パ
ン
テ
オ
ン
の
二
つ
目
は
生
き
た
人
間
の
霊
魂
 で
あ
る
。
バ
タ
ッ
ク
語
で
は
ト
ン
デ
ィ
（
 目
イ
三
 
き
と
 い
う
 0
 ヴ
ァ
ル
 

に
よ
れ
ば
人
間
に
と
っ
て
ト
ン
デ
イ
と
の
関
係
は
神
々
 と
の
関
係
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
重
要
で
あ
り
、
 
パ
タ
ッ
ク
の
 ア
 

ム
的
信
仰
の
中
核
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。
ト
ン
デ
ィ
 
と
は
上
界
の
神
（
ム
ラ
・
ジ
ャ
デ
ィ
・
 
ナ
 ・
ボ
ロ
ン
 あ
る
い
は
 バ
タ
 

ル
 一
の
許
か
ら
来
て
人
間
に
入
り
、
こ
れ
に
生
命
を
与
 
え
、
 死
に
よ
っ
て
人
間
を
去
っ
て
神
の
許
に
戻
る
も
の
 
で
あ
る
。
こ
の
 

ィ
 0
 本
性
に
つ
い
て
ヴ
ァ
ル
ネ
ッ
ク
は
種
々
論
じ
て
い
 
る
が
、
一
面
で
は
そ
の
説
明
は
 
E
.
B
.
 
タ
イ
ラ
 

の
 霊
魂
（
ア
ニ
 

ツ
ク
ま
、
う
 

@
 し
 -
2
-
i
 

。
 

を
 奪
わ
れ
た
神
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
ア
シ
ア
 
シ
 は
 三
神
の
間
で
不
和
が
生
じ
る
と
こ
れ
を
調
停
 し
、
ま
 た
そ
の
 名
 
「
同
情
」
に
 

-
 
Ⅱ
 -
 

ふ
さ
わ
し
く
人
間
に
同
情
を
寄
せ
る
神
で
あ
る
が
、
 
三
 神
に
依
存
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

上
界
の
神
々
以
外
の
そ
の
他
の
神
々
と
し
て
ヴ
ァ
ル
 
ネ
 ッ
ク
 が
挙
げ
る
の
は
次
の
四
つ
で
あ
り
、
 中
界
 と
下
界
 を
そ
の
所
在
地
と
す
 

る
 。
 デ
 バ
タ
・
イ
ド
タ
ッ
プ
 
コ
り
 
⑪
 ご
ゅ
 
（
 
p
H
 住
由
 し
は
 バ
 タ
ッ
ク
で
唯
一
、
像
を
以
て
表
象
さ
れ
る
神
で
あ
る
。
 
男
女
一
対
の
像
に
作
ら
 

れ
て
祭
ら
れ
、
生
殖
力
と
生
命
力
を
示
し
、
と
り
わ
 
け
 子
宝
を
求
め
る
夫
婦
の
信
仰
対
象
と
な
る
。
 

ボ
 ル
 ・
 サ
 
ニ
ャ
ン
・
 
ナ
ガ
 

㊨
。
 ヨ
は
 コ
 % 亮
之
 ボ
 巴
は
水
の
中
に
住
む
女
性
 神
 で
、
人
間
に
農
耕
と
漁
労
に
お
け
る
祝
福
を
も
た
ら
す
 
と
 共
に
、
危
険
な
存
 

在
 で
も
あ
る
。
農
業
と
漁
業
に
ま
つ
わ
る
儀
礼
が
こ
れ
 に
 捧
げ
ら
れ
 ブ
つ
 
。
 ボ
 ミ
ノ
ス
 
パ
手
ノ
ィ
 ・
 ニ
 ・
 タ
ノ
ノ
 （
㏄
。
Ⅰ
 

い
 の
で
い
 
ロ
コ
 @
 
 
円
 ㏄
 コ
 0
 一
は
 

地
中
に
住
む
神
で
大
地
の
豊
龍
佳
を
あ
ら
れ
す
。
バ
タ
 
ッ
ク
 の
家
屋
に
よ
く
見
ら
れ
る
ト
カ
ゲ
を
モ
テ
ィ
ー
フ
 に
し
た
装
飾
は
こ
の
神
 

を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
農
作
業
や
家
の
建
築
な
 
ど
に
際
し
て
は
か
な
ら
ず
儀
礼
が
捧
げ
ら
れ
る
。
ヴ
ァ
 
ル
ネ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
 

神
々
に
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
る
時
に
は
三
神
に
先
立
っ
て
 
ま
ず
こ
れ
に
祈
ら
れ
る
と
い
う
。
ボ
ル
・
 ナ
 ・
モ
ラ
（
 い
 。
Ⅰ
 
目
コ
い
 ま
。
Ⅰ
 
巴
 
し
は
 

悪
意
に
満
ち
た
空
の
神
で
あ
る
が
、
滅
多
に
舌
口
 
及
 さ
れ
 る
こ
と
が
な
い
こ
の
神
に
つ
い
て
は
詳
し
い
こ
と
は
 分
 か
ら
な
い
と
ヴ
ァ
ル
 ネ
   



霊
質
 概
念
に
重
な
っ
て
い
る
。
人
格
的
霊
魂
概
念
と
非
 
人
格
的
雪
質
概
念
の
両
方
に
ま
た
が
り
、
し
た
が
っ
て
 
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
ダ
イ
ナ
 

ミ
ズ
ム
の
両
方
に
関
わ
る
の
が
ヴ
ァ
ル
ネ
ッ
ク
が
説
明
 
す
る
と
こ
ろ
の
ト
ン
デ
ィ
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
 
「
一
種
の
人
間
の
中
の
 

人
間
で
あ
る
が
、
そ
の
人
格
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
 
く
 、
そ
の
自
我
と
は
し
ば
し
ば
衝
突
し
、
自
分
の
意
志
 
と
 願
望
を
持
ち
、
そ
の
 

人
間
の
意
志
と
願
望
と
衝
突
し
」
、
「
常
に
そ
の
願
望
が
 
実
現
さ
れ
る
」
よ
う
な
ト
ン
デ
ィ
と
の
関
係
を
良
好
な
 
も
の
に
し
て
お
く
こ
と
 

が
バ
 タ
ッ
ク
人
に
と
っ
て
は
肝
要
で
あ
り
、
頻
繁
に
行
 な
わ
れ
る
供
物
を
捧
げ
る
儀
礼
が
こ
れ
を
保
証
す
る
も
  
 

 
 パ

ン
テ
オ
ン
を
構
成
す
る
三
番
目
の
要
素
は
死
後
の
人
 
間
で
あ
る
。
こ
れ
は
 
べ
グ
 
面
の
幅
 
し
 、
ス
マ
ゴ
ッ
ト
 
（
の
 
c
 ヨ
 ゅ
臣
幅
 

。
 こ
、
ソ
 

シ
 バ
オ
ン
②
。
 ョ
ヴ
 
p
o
 
し
に
分
か
れ
る
。
人
は
死
ぬ
と
 ペ
グ
す
な
わ
ち
死
霊
に
な
り
、
ベ
ク
の
国
で
暮
ら
す
 
。
こ
れ
は
基
本
的
に
生
 

き
て
い
る
人
間
に
と
っ
て
危
険
な
存
在
で
あ
り
、
 夢
や
 霊
媒
の
託
宣
を
通
し
て
こ
れ
が
供
物
を
要
求
す
る
時
に
 
は
 必
ず
応
え
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
の
供
物
は
大
き
な
も
の
で
は
な
 
ぃ
 。
や
が
て
時
が
経
ち
、
子
孫
が
大
き
な
祭
り
を
催
す
 
こ
と
に
よ
っ
て
 べ
グ
 は
 

祖
霊
ス
マ
ゴ
ッ
ド
に
な
る
。
ス
マ
ゴ
ッ
ト
は
基
本
的
に
 
子
孫
に
対
し
て
幸
福
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
人
々
は
 
し
ぱ
 し
ば
自
発
的
に
こ
 

れ
に
大
き
な
供
犠
（
 豚
 、
 牛
 、
水
牛
）
を
し
て
そ
の
 好
 意
を
確
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
。
さ
ら
に
時
を
経
 
、
な
お
子
孫
に
崇
拝
さ
 

め
 
れ
て
お
れ
ば
 ス
マ
 ゴ
ッ
ト
は
さ
ら
に
偉
大
な
祖
霊
 ソ
シ
 バ
オ
ン
へ
と
昇
格
す
る
。
こ
の
よ
う
な
べ
 グ
 か
ら
 ス
マ
 ゴ
ッ
ト
 や
ソ
シ
 バ
オ
ン
 

 
 

れ
へ
の
い
わ
ば
昇
格
儀
礼
は
、
そ
の
骨
を
掘
出
し
 
改
 め
て
葬
る
儀
礼
を
通
し
て
行
な
わ
れ
、
現
在
で
も
盛
ん
 
に
 行
な
わ
れ
て
い
る
。
祖
霊
 

磯
の
加
護
を
求
め
る
儀
礼
は
大
規
模
な
も
の
か
ら
 
日
 常
 的
な
も
の
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
、
バ
タ
ッ
ク
人
が
行
 
な
う
儀
礼
行
為
の
ほ
と
ん
ど
 

 
 

以
上
、
神
々
 、
 生
き
た
人
間
の
霊
魂
、
死
霊
 と
 

ク
 
が
こ
れ
に
関
わ
る
も
の
だ
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
 祖

霊
に
つ
い
て
ヴ
ァ
ル
ネ
ッ
ク
が
語
る
と
こ
ろ
を
見
て
 

ろ
う
 
-
 
l
 
。
 -
 
。
 

き
た
が
、
こ
れ
ら
が
、
バ
タ
 

129 (607) 

7
 ）
概
念
に
、
い
わ
ゆ
る
「
夢
の
理
論
」
を
も
含
め
て
 、
 重
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
他
面
で
は
そ
れ
は
、
 
A
.
C
.
 
ク
ロ
イ
ト
の
 



ッ
ク
 人
が
信
仰
の
対
象
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
 
バ
 タ
ッ
ク
の
パ
ン
テ
オ
ン
は
こ
れ
ら
の
も
の
か
ら
構
成
さ
 
れ
て
い
る
。
ヴ
ァ
ル
 ネ
 

ッ
ク
 は
こ
れ
を
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
呼
ん
だ
が
、
こ
こ
に
は
 、
 祖
 幸
一
皿
崇
拝
と
か
多
神
教
と
い
っ
た
性
格
も
ま
た
濃
厚
 
に
 見
ら
れ
る
と
い
う
べ
 

き
で
あ
ろ
う
。
 

バ
 タ
ッ
ク
の
パ
ン
テ
オ
ン
に
関
し
て
、
最
後
に
 
デ
バ
タ
 
㊦
の
す
 注
 し
に
つ
い
て
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
 
。
 デ
バ
タ
 と
は
神
と
 

い
 う
 意
味
の
外
来
系
の
言
葉
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ル
ネ
ッ
ク
 
に
よ
る
と
、
神
に
関
す
る
諺
や
日
常
会
話
に
お
い
て
は
 神
々
の
固
有
名
詞
が
挙
 

げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
普
通
名
詞
と
し
て
の
こ
の
 
@
 葉
 が
用
い
ら
れ
る
。
神
々
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
 デ
バ
 タ
と
 呼
び
、
そ
の
上
で
 

「
全
て
は
 デ
バ
タ
 に
依
存
す
る
」
「
一
切
は
 
デ
バ
タ
 に
 由
 来
す
る
」
「
わ
れ
わ
れ
は
 デ
バ
タ
 の
手
の
中
に
あ
る
」
「
 
デ
バ
タ
 は
慈
悲
深
い
」
 

な
ど
と
云
わ
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
神
々
の
世
界
が
序
列
 約
 分
化
と
機
能
的
分
化
を
示
し
つ
つ
も
、
そ
れ
と
共
に
 
一
体
の
も
の
と
し
て
 
認
 

識
 さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
 
こ
 れ
に
加
え
て
、
 
デ
バ
タ
 と
い
う
言
葉
は
神
々
の
世
界
を
 越
え
て
も
用
い
ら
れ
て
 

い
る
。
偉
大
な
る
祖
霊
 ソ
シ
 バ
オ
ン
は
「
全
て
の
死
者
 を
 支
配
し
、
あ
る
意
味
で
は
 デ
バ
タ
 の
仲
間
」
で
あ
り
 、
 「
ソ
ン
 バ
 オ
ン
 と
ス
 

 
 

マ
 ゴ
ッ
ト
は
あ
る
意
味
で
は
 デ
バ
タ
 の
 弟
 た
ち
」
で
あ
 る
と
ヴ
ア
ル
 ル
ネ
ッ
ク
は
重
日
 く
 。
こ
う
し
て
 デ
い
ハ
タ
 の
 W
 
店
 口
 
間
人
り
し
た
祖
霊
は
も
 

は
や
霊
媒
を
通
し
て
こ
の
世
に
現
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
 、
供
物
を
要
求
す
る
こ
と
も
な
く
な
る
と
い
う
。
こ
の
 
よ
う
な
祖
霊
 ソ
シ
 バ
 オ
 

ン
は
、
 高
 い
出
 、
熱
 い
泉
 、
深
 い
 森
な
ど
に
す
む
自
然
 

 
 

々
が
人
間
に
対
す
る
が
 

如
く
民
衆
に
権
力
を
以
て
臨
む
首
長
た
ち
も
ま
た
 
デ
バ
 タ
と
 呼
ば
れ
、
そ
も
そ
も
人
間
一
般
が
「
 中
界
の
デ
バ
 タ
 」
と
呼
ば
れ
る
の
で
 

 
 

然
霊
 、
祖
霊
、
人
間
を
全
て
包
み
こ
む
も
の
で
も
あ
 
る
 

 
 

  



バクック人が 崇拝するもの 

活
 全
般
に
わ
た
る
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
 第
 二
部
で
は
ま
ず
「
生
命
を
維
持
す
る
 術
 」
と
し
て
、
 
ダ
 ト
ゥ
 が
行
な
う
普
通
の
 

医
術
と
神
秘
的
医
術
、
霊
魂
、
祖
霊
、
神
々
へ
の
崇
拝
 
に
よ
る
医
術
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
つ
い
で
「
 生
 命
 を
滅
ぼ
す
 術
 」
と
し
 

て
い
 わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ジ
ッ
ク
が
報
告
さ
れ
、
最
後
 に
 
「
占
い
の
 
街
 」
と
し
て
 ダ
ト
ゥ
 
が
行
な
う
さ
ま
ざ
ま
 な
 占
 い
や
 神
占
が
報
告
 

さ
れ
る
。
い
ず
れ
の
部
分
も
興
味
深
い
も
の
で
は
あ
る
 が
 、
こ
こ
で
は
個
々
の
事
項
に
立
ち
入
っ
て
紹
介
し
論
 じ
る
余
裕
は
な
い
。
 

こ
こ
で
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
の
は
、
 ダ
ト
ゥ
 
を
中
心
 に
し
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
信
仰
現
象
に
お
 
い
て
何
が
崇
拝
の
対
 

 
 
 
 
 
 

 
 

家
 に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
幸
い
に
 し
て
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
は
こ
の
点
に
つ
い
て
も
他
書
に
は
 
な
 い
 詳
細
な
情
報
を
わ
 
 
 
 
 

れ
わ
れ
に
与
え
て
く
れ
て
い
る
。
 

の
 記
述
に
あ
る
。
本
論
は
第
一
部
「
衛
生
状
態
と
衛
生
 観
念
」
と
第
二
部
「
呪
医
」
か
ら
成
り
、
第
一
部
で
は
 
衣
食
住
お
よ
び
社
会
生
 

か
し
こ
こ
で
は
こ
の
序
論
は
問
題
と
し
な
い
で
お
く
。
 
こ
の
書
物
の
価
値
は
 ダ
ト
ゥ
 
の
仕
事
に
関
す
る
細
密
画
 の
ご
と
き
精
密
な
本
論
 

医
者
の
目
を
通
し
て
具
体
的
な
事
実
を
丹
念
に
記
述
し
 
た
 貴
重
な
民
族
誌
で
あ
る
。
 

序
論
「
異
教
徒
バ
タ
ッ
ク
族
の
世
界
観
」
に
お
い
て
 
ヴ
 イ
ン
ク
ラ
ー
も
、
ヴ
ァ
ル
ネ
ッ
ク
と
同
様
に
、
バ
タ
 
ッ
 ク
の
 宗
教
を
ア
ニ
 、
、
ト
 

ズ
ム
 と
し
、
し
か
し
デ
ィ
ナ
ミ
ズ
ム
的
な
説
明
を
交
え
 、
さ
ら
に
は
原
始
一
神
韻
学
説
の
影
響
を
も
感
じ
さ
せ
 
る
 論
を
展
開
す
る
。
 し
 

 
 

や
か
な
る
日
の
ス
マ
ト
ラ
の
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
 族
｜
ア
 ニ
 ミ
ズ
ム
 的
 異
教
を
理
解
す
る
た
め
に
 ｜
 」
を
材
料
に
 用
い
る
。
こ
の
書
物
は
 

崇
拝
さ
れ
て
い
る
の
か
を
調
べ
る
の
が
本
節
の
目
的
で
 
あ
る
。
こ
こ
で
は
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
が
一
九
二
五
年
 
に
著
 し
た
「
病
め
る
日
と
健
 

第
一
節
で
見
た
よ
う
な
 バ
 タ
ッ
ク
人
の
宗
教
的
諸
観
念
 を
 構
成
す
る
神
々
や
霊
魂
や
祖
霊
が
、
実
際
の
儀
礼
の
 
場
面
で
ど
の
よ
う
に
 

一 
一 

儀
礼
の
中
で
崇
拝
さ
れ
る
も
の
 



ダ
ト
ゥ
 の
仕
事
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
は
、
彼
が
果
た
 
す
 役
割
に
応
じ
て
そ
の
都
度
 ダ
ト
ゥ
 に
与
え
ら
れ
る
 呼
び
名
の
亘
 量
昌
 さ
か
 

ら
も
う
か
が
え
る
。
 

ダ
 ト
ゥ
・
パ
ナ
オ
ワ
ル
一
口
㏄
（
 仁
 目
 po
 
目
 
癒
す
 ダ
ト
ゥ
 ）
 
、
ダ
 ト
ゥ
・
ポ
ル
マ
ン
マ
 
ン
 
㊥
㏄
（
 
c
 
 
巾
 o
 「
コ
コ
リ
コ
の
 

ヨ
日
 漏
 

呪
文
を
唱
え
る
 ダ
ト
ゥ
 ）
 
、
ダ
ト
ゥ
，
ポ
 

ン
ゴ
ト
ン
ゴ
一
口
 笘
 庄
市
。
 臣
 0
 コ
 の
の
 
0
 （
 
0
 コ
 の
の
。
祈
る
 
ダ
ト
ゥ
 ）
 、
ダ
ト
ゥ
 

ガ
テ
ィ
 
ハ
 ・
パ
ッ
ダ
ン
・
ト
ル
ス
一
口
㏄
（
庄
市
 ド
コ
 
の
㏄
（
 

ぎ
 ㏄
 巾
ド
コ
巨
ド
コ
 

の
 円
 0
 「
仁
の
占
う
 ダ
ト
ウ
、
 
遠
く
を
見
通
 す
ダ
ト
ゥ
 ）
 
、
ダ
 ト
ゥ
・
 

ポ
ル
シ
セ
ア
ン
一
口
㏄
 
日
巾
 0
 「
の
 
@
 
の
の
 
ド
コ
拓
 教
え
る
 ダ
ト
ウ
 
）
 
、
 バ
ノ
ト
ウ
・
ポ
ル
マ
ン
シ
，
デ
ィ
・
ロ
ピ
ア
ン
㊥
㏄
 富
巾
 。
Ⅱ
 
ヨ
 リ
コ
 

9
s
 

一
 ㍗
 巳
 
ヰ
目
、
。
 

宮
ド
コ
 
文
字
に
精
通
し
た
 ダ
ト
ゥ
 ）
 
、
ダ
ト
ゥ
，
 
パ
 ス
 ス
ル
 
・
デ
イ
・
 ビ
 サ
ラ
・
 ナ
 ・
 ゴ
 タ
ン
㊥
 笘
 庄
ロ
 コ
 仁
の
 
仁
 Ⅱ
 臼
し
 -
 
の
 
㏄
Ⅱ
 
ド
コ
ド
ハ
 
Ⅱ
。
 

ま
の
 
戦
い
で
敵
を
打
ち
破
る
 ダ
ト
ゥ
 
、
訴
訟
で
相
手
 を
打
ち
負
か
す
 ダ
ト
ゥ
 ）
 
、
ダ
 ト
ゥ
・
パ
 
ス
ジ
ュ
 
㊥
㏄
 富
巾
ド
コ
仁
甘
 天
候
を
支
 

和
山
 
す
る
か
ノ
ト
 ウ
 ）
 、
 バ
ノ
ト
ウ
・
パ
ル
シ
 フ
 ス
 フ
ス
 
㊥
㏄
 富
巾
 ㏄
「
の
る
仁
の
窄
の
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ジ
ッ
ク
を
 仁
 
穏
な
う
 ダ
ト
ゥ
 ）
 
、
ダ
ト
ゥ
 

ル
タ
ツ
 ダ
ン
・
ボ
ロ
ン
㊥
㏄
 
日
巾
 ㏄
「
（
 

ド
コ
請
コ
 
の
し
。
 こ
 

 
 

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
多
岐
に
わ
た
る
 
ダ
ト
ゥ
 の
仕
事
と
 

そ
の
儀
礼
に
お
い
て
、
何
が
信
じ
ら
れ
る
対
象
に
な
 

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
 

か
 。
詳
し
く
見
て
い
き
た
 

普
通
の
医
術
、
す
な
わ
ち
王
に
植
物
性
の
薬
を
用
い
、
 
か
 つ
 そ
の
薬
の
成
分
の
効
果
だ
け
で
行
な
わ
れ
る
医
術
 を
 除
い
て
、
 
ダ
ト
ゥ
 

が
 行
な
 う
 そ
の
他
の
仕
事
の
全
て
に
は
、
な
ん
ら
か
の
 形
で
 バ
 タ
ッ
ク
の
パ
ン
テ
オ
ン
が
関
与
し
て
い
る
。
 す
 な
わ
ち
事
柄
に
応
じ
て
 

信
仰
の
対
象
と
な
る
も
の
が
呼
び
出
さ
れ
、
供
物
が
 捧
 げ
ら
れ
、
願
 い
が
 掛
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ン
 ク
 ラ
ー
の
著
作
か
ら
こ
の
 

よ
う
な
記
述
を
数
え
挙
げ
る
と
五
十
四
例
が
あ
る
。
 
こ
 の
 五
十
四
例
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
も
 
の
が
呼
び
出
さ
れ
て
 捧
 

げ
 物
が
為
さ
れ
て
い
る
の
か
を
見
て
れ
こ
 う
 。
 

儀
礼
に
お
い
て
呼
び
出
さ
れ
崇
拝
の
対
象
と
な
る
も
 
の
に
関
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
次
の
よ
う
な
整
理
を
行
な
 
っ
て
お
く
こ
と
に
す
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崇
拝
 

 
 

Ⅰ
呪
薬
を
作
る
と
き
の
儀
礼
 

 
 

 
 
  するもの 

る
 。
 ヴ
 ア
ル
ネ
ッ
ク
が
云
う
神
々
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
う
 ち
の
上
界
の
神
々
以
外
の
神
々
を
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
は
 自
 然
 神
と
呼
ん
で
い
る
の
 

で
、
こ
こ
で
は
こ
の
呼
び
方
に
従
う
。
こ
の
自
然
神
に
 は
 、
ヴ
ァ
ル
ネ
ッ
ク
が
挙
げ
て
い
る
も
の
の
他
に
家
の
 
守
護
神
で
あ
る
ボ
ラ
ス
 

テ
 ィ
 ・
 ニ
 ・
 か
て
 
（
 
い
 0
 「
㏄
の
 

寸
 ㏄
 ま
コ
 一
力
 
c
 ヨ
 ハ
 ）
 
、
村
 の
 守
護
神
ボ
ラ
ス
パ
テ
ィ
・
 
ニ
 ・
フ
タ
 
宙
 0
 「
㏄
の
 

寸
 ㏄
（
 
一
 三
ヱ
 巨
 p
 、
あ
る
い
は
 

ウ
タ
・
 ニ
 ・
 フ
タ
い
 a
u
 

（
㏄
三
ヱ
 

宍
巴
が
 含
ま
れ
 る
 。
同
時
に
、
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
が
占
星
術
上
の
霊
的
 
存
在
う
の
（
「
 
0
-
0
 

田
の
の
 
ア
 の
 

Q
 由
降
 %
 安
の
の
の
し
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
 
黄
道
十
二
宮
を
支
配
す
る
 
パ
ネ
 ・
 ナ
 ・
ボ
ロ
ン
 
篭
 ㏄
 コ
 0
 
 
コ
い
い
 
0
-
0
 

コ
 ）
、
そ
の
 

子
の
ア
ナ
・
 ニ
 ・
パ
ネ
（
 ト
コ
キ
 三
丁
 コ
 ㊤
、
あ
る
い
 は
 方
位
、
日
、
月
を
支
配
す
る
も
の
な
ど
は
、
そ
の
 木
 佳
士
自
然
神
と
み
な
し
 

得
る
の
で
、
そ
の
よ
う
に
整
理
す
る
。
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
 
は
家
 そ
の
も
の
に
供
物
が
捧
げ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
を
二
例
 挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
 

一
 
%
 一
 

は
 家
が
持
つ
ト
ン
デ
ィ
に
捧
げ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
 
ろ
 れ
る
の
で
、
こ
こ
で
の
崇
拝
の
対
象
は
ト
ン
デ
ィ
 
と
し
 て
 分
類
し
た
。
も
う
ひ
 

と
つ
、
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
は
多
く
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
 ダ
ト
ゥ
 の
師
匠
の
霊
が
崇
拝
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
 報
 生
口
し
て
い
る
が
、
こ
れ
 

は
 祖
霊
と
同
様
に
扱
う
こ
と
に
す
る
。
 

さ
て
、
崇
拝
の
対
象
と
な
る
も
の
は
、
一
つ
が
単
独
で
 崇
拝
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
複
数
が
組
 
み
 合
わ
さ
れ
て
崇
拝
 

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
組
合
せ
は
十
二
に
分
類
で
き
る
。
 
こ
の
分
類
に
し
た
が
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
ど
の
 よ
う
な
機
会
に
崇
拝
さ
 

れ
て
い
る
の
か
を
、
具
体
例
を
例
示
し
な
が
ら
見
て
 
ぃ
 き
た
 い
 。
 

一
 
神
々
（
す
な
わ
ち
上
界
の
神
々
）
、
祖
霊
、
自
然
神
 が
 崇
拝
さ
れ
る
場
合
 



5
 
 敗
と
の
戦
い
に
守
護
 壷
 
一
皿
（
パ
グ
ル
バ
ラ
ン
㌧
 
リ
コ
 
窄
 ざ
す
 
巴
 目
し
を
使
う
儀
礼
 

0
 人
々
は
三
神
、
ボ
ル
・
 サ
 ニ
ア
ン
・
ナ
ガ
、
ボ
ル
・
 ナ
 ・
モ
ラ
、
祖
霊
に
「
こ
の
守
護
 霊
を
 授
け
て
わ
れ
ら
 の
 敵
を
殺
し
て
 

-
%
-
 

呪
 咀
を
解
く
。
 

②
呪
薬
の
製
造
の
仕
上
げ
に
 ダ
ト
ゥ
 
は
、
祖
霊
、
三
神
 
ム
ラ
・
ジ
ャ
デ
ィ
・
 
ナ
 
・
ボ
ロ
ン
、
三
つ
の
ボ
ラ
ス
 パ
テ
ィ
に
供
物
 

 
 

を
 捧
げ
る
。
 

2
 
 祖
霊
に
対
す
る
供
犠
 祭
 

①
病
気
の
原
因
で
あ
る
祖
霊
の
怒
り
を
鎮
め
る
た
め
の
 
儀
礼
で
、
 
ダ
ト
ゥ
 は
音
楽
に
あ
れ
せ
て
踊
り
な
が
ら
 
怒
れ
る
祖
霊
、
 

 
 

神
々
、
自
然
神
に
米
の
供
物
を
捧
げ
る
。
 

②
祖
霊
の
好
意
を
引
き
出
す
た
め
の
大
規
模
な
供
犠
 
祭
 で
、
 ダ
ト
ゥ
 は
首
長
の
家
の
前
で
敷
物
の
上
に
 
槍
、
 剣
 、
布
を
置
き
 

神
々
と
祖
霊
を
食
事
に
招
く
。
 別
 な
場
所
で
同
様
の
食
 事
 な
パ
ネ
 ・
 ナ
 
・
ボ
ロ
ン
に
も
捧
げ
る
。
村
の
広
場
の
 真
ん
中
で
は
 

神
々
と
祖
霊
に
米
、
菓
子
、
 
べ
｜
 テ
ル
が
供
え
ら
れ
る
 。
供
犠
 柱
 が
立
て
ら
れ
水
牛
が
っ
な
が
れ
る
と
、
 
ダ
 ト
ゥ
 は
米
を
 

-
 
托
一
 

神
々
、
自
然
神
、
祖
霊
に
捧
げ
、
さ
ら
に
祖
霊
と
神
々
 
に
は
別
な
供
物
も
供
え
ら
れ
る
。
 

3
 
 形
代
（
ポ
ル
シ
 リ
 

㌧
 0
 「
の
 
ご
 ご
を
使
っ
て
病
気
や
 敵
の
悪
意
を
取
り
去
る
儀
礼
 

一
ア
 
-
 

0
 ダ
ト
ゥ
 
は
神
々
、
自
然
神
、
占
星
術
の
神
、
八
方
位
 の
主
 、
祖
霊
に
祈
り
っ
二
形
代
を
病
人
の
家
か
ら
運
び
 出
す
。
 

4
 
 敵
の
呪
咀
を
解
く
儀
礼
 

0
 ダ
ト
ゥ
 
は
岡
の
上
に
祭
壇
を
建
て
神
々
、
自
然
神
、
 八
方
位
の
主
、
パ
ネ
・
 ナ
 
・
ボ
ロ
ン
、
祖
霊
に
食
物
を
 供
え
る
。
依
頼
 

者
の
意
図
を
確
か
め
て
か
ら
神
々
と
祖
霊
に
食
物
を
供
 
え
 、
祖
霊
と
神
々
に
祈
り
な
が
ら
箱
の
な
か
の
虫
を
放
 
っ
て
 、
 以
て
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バ タック人が崇拝する     

0
 三
神
に
捧
げ
る
馬
を
聖
別
す
る
と
き
、
人
々
は
村
の
 
広
場
に
集
ま
り
三
神
、
自
然
神
、
祖
霊
に
祈
り
つ
つ
 
こ
れ
を
聖
別
 す
 

 
 
る
 。
 

二
神
々
と
祖
霊
が
崇
拝
さ
れ
る
場
合
 

1
 
 
疫
病
、
凶
作
、
一
族
の
衰
退
等
の
理
由
で
催
さ
れ
 
る
 供
犠
 祭
 

 
 

0
 供
犠
 柱
 に
水
牛
を
縛
り
、
 
ダ
ト
ウ
 
は
神
々
、
祖
霊
に
 供
物
を
捧
げ
る
。
 

10 9 8 7 6 

 
 

く
だ
さ
い
」
と
祈
り
つ
つ
、
こ
の
守
護
霊
を
敵
の
村
 
へ
 運
ぶ
。
 

鶏
 の
 肝
 占
い
 

0
 ダ
ト
ゥ
 
は
吉
兆
が
現
わ
れ
る
よ
う
に
上
界
、
中
 界
 、
 下
界
の
全
て
の
神
々
 、
 三
つ
の
ボ
ラ
ス
パ
テ
ィ
、
ボ
ル
 
・
 サ
 ニ
ア
ン
・
 

 
 

ナ
ガ
、
 デ
 バ
タ
・
イ
ド
ッ
 プ
、
 シ
バ
 ソ
 ・
 ナ
 ・
ボ
ロ
ン
 、
セ
 世
代
前
ま
で
の
祖
霊
、
付
近
に
住
む
精
霊
に
切
願
 
す
る
。
 

農
作
業
に
結
び
つ
い
た
儀
礼
 

 
 

0
 田
作
り
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
既
婚
の
女
達
が
供
 物
の
米
を
田
の
一
隅
に
運
び
、
祖
霊
、
神
々
、
自
然
神
 
に
 捧
げ
る
。
 

驚
い
た
た
め
身
体
を
抜
け
出
た
ト
ン
デ
ィ
を
呼
び
戻
す
 
儀
礼
 

0
 ダ
ト
ゥ
 
は
驚
い
た
場
所
に
祭
壇
を
建
て
、
祖
霊
、
 神
 々
 、
 

ダ
ト
ゥ
 
に
な
る
修
業
中
の
儀
礼
 

0
 筆
記
 具
 用
の
竹
を
取
り
に
入
っ
た
竹
藪
で
 ダ
ト
ゥ
 は
 師
匠
の
霊
、
祖
霊
、
神
々
、
ボ
ラ
ス
パ
テ
ィ
・
 
ニ
 ・
 タ
 ノ
 、
ボ
ル
・
 
サ
 

ニ
ア
ン
・
 ナ
ガ
 

神
馬
の
聖
別
儀
礼
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セ 

祖
霊
、
自
然
神
が
崇
拝
さ
れ
る
場
合
 

- Ⅰ 五 四 

神
々
、
祖
霊
、
自
然
神
、
ト
ン
デ
ィ
が
崇
拝
さ
れ
る
 
場
 @
-
 

a
 

0
 蛇
を
見
た
驚
き
で
病
気
に
な
っ
た
人
の
た
め
に
 
ダ
ト
 ゥ
は
 蛇
形
の
形
代
を
作
り
、
供
物
を
供
え
て
病
人
の
 
ト
ン
デ
ィ
、
 祖
 

霊
 、
ム
ラ
ジ
 ャ
 デ
ィ
、
ボ
ラ
ス
パ
テ
ィ
・
 
ニ
 ・
 タ
ノ
、
 ボ
ル
・
 サ
 ニ
ア
ン
・
ナ
ガ
、
ボ
ラ
ス
パ
テ
ィ
・
 
ニ
 ・
 ル
マ
、
バ
ウ
 

 
 

祖
霊
、
自
然
神
、
ト
ン
デ
ィ
が
崇
拝
さ
れ
る
場
合
 

0
 家
族
や
村
の
慶
事
を
祖
霊
に
感
謝
す
る
た
め
の
供
犠
 
儀
礼
で
、
 ダ
ト
ゥ
 は
祖
霊
、
師
匠
の
霊
、
自
然
神
、
 八
 方
位
の
主
、
参
 

加
 者
の
ト
ン
デ
ィ
に
食
物
を
供
え
る
 

、
 -
o
 

@
 一
 
。
 

祖
霊
が
崇
拝
さ
れ
る
場
合
 

一
 
Ⅱ
 一
 

0
 苗
の
植
え
替
え
後
、
首
長
た
ち
が
集
ま
っ
て
 豚
 、
 牛
 、
水
牛
な
ど
を
殺
し
、
そ
の
肉
を
各
自
持
ち
帰
っ
て
 
祖
 霊
に
 捧
げ
る
。
 

-
$
-
 

の
で
あ
る
。
 

2
 
 

そ
の
他
、
雑
 

 
 
 
 
 
 

0
 

村
 全
体
の
た
め
の
魔
除
け
を
作
る
た
め
 ダ
ト
ゥ
 
は
神
 々
と
祖
霊
に
供
物
を
捧
け
る
 

、
 

。
。
 

一
 
6
-
3
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
 

自
然
神
が
崇
拝
さ
れ
る
場
合
 

0
 
不
吉
な
夢
を
見
る
と
、
 

ダ
ト
ゥ
 
は
そ
の
人
に
川
で
水
 浴
す
る
よ
う
に
命
じ
、
ボ
ル
・
 サ
 
ニ
ア
ン
・
 
ナ
ガ
 に
 祈
 り
つ
つ
供
物
を
 

-
 
切
 一
 

捧
げ
る
。
 

0
 

田
の
刈
り
入
れ
後
の
儀
礼
的
戦
争
で
供
犠
が
行
な
わ
 ね
 、
こ
れ
は
占
星
術
上
の
霊
的
存
在
で
あ
る
年
の
主
に
 
捧
げ
ら
れ
る
も
 



八
ト
ン
デ
ィ
が
崇
拝
さ
れ
る
場
合
 -
 
お
 
一
 

0
 
全
て
の
農
作
業
に
先
立
っ
て
 

、
 
米
が
田
の
ト
ン
デ
ィ
 

に
 
供
え
ら
れ
る
。
 

九
三
神
が
崇
拝
さ
れ
る
場
合
 

0
 
疫
病
が
発
生
し
、
託
宣
が
指
示
す
る
と
き
は
、
三
神
 

に
 
供
物
が
捧
げ
ら
れ
、
供
犠
を
伴
 

う
 
と
き
は
、
白
 

い
鶏
 
か
 
山
羊
で
、
 

こ
 

一
村
 

一
 

れ
は
三
神
に
だ
け
捧
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 

土
神
々
、
祖
霊
、
ト
ン
デ
ィ
が
崇
拝
さ
れ
る
場
合
 

-
 
め
 
-
 

0
 
削
歯
 
儀
礼
で
は
神
々
と
祖
霊
と
母
方
の
親
族
の
ト
ン
 

デ
 イ
 
に
供
物
が
捧
げ
ら
れ
る
。
 

十
一
神
々
、
祖
霊
、
パ
グ
ル
バ
ラ
ン
が
崇
拝
さ
れ
る
 

場
合
 

-
 
仏
 
-
 

  

  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
 れ
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
よ
う
。
 

一
 
%
-
 

0
 新
村
を
作
る
と
き
、
予
定
地
の
真
ん
中
に
ブ
リ
ギ
ン
 樹
を
植
え
、
祖
霊
と
ボ
ラ
ス
パ
テ
ィ
・
 
ニ
 ・
 タ
ノ
 に
 供
 物
を
捧
げ
る
。
 



ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
該
当
す
る
例
の
数
を
挙
げ
 
て
お
く
と
、
「
 一
 
神
々
、
祖
霊
、
自
然
神
が
崇
拝
さ
 
れ
る
場
合
」
に
該
当
 

す
る
の
は
二
十
三
例
で
、
そ
の
内
訳
は
 、
 1
 が
 五
例
、
 2
 が
四
例
、
 3
 が
三
例
、
 4
 、
 5
 、
 6
 、
 7
 が
各
二
例
 
8
 、
 9
 、
㏄
が
各
一
 

側
 で
あ
る
。
「
二
神
々
と
祖
霊
が
崇
拝
さ
れ
る
 
場
 ム
コ
」
 
は
 七
例
で
、
 1
 が
三
例
、
 2
 が
四
例
で
あ
る
。
「
 三
 
自
然
神
が
崇
拝
さ
れ
る
 

場
 ム
コ
」
は
六
例
、
「
四
神
々
、
祖
霊
、
自
然
神
、
 ト
 ン
デ
ィ
が
崇
拝
さ
れ
る
 場
 ム
コ
」
は
五
例
、
「
 

五
 
祖
霊
、
 自
然
神
、
ト
ン
デ
ィ
が
 

崇
拝
さ
れ
る
場
合
」
は
三
例
、
「
六
祖
霊
が
崇
拝
さ
 

れ
る
湯
ム
 D
 」
と
「
七
祖
霊
、
自
然
神
が
崇
拝
さ
れ
る
 場
合
」
と
「
八
ト
ン
 

デ
 イ
 が
崇
拝
さ
れ
る
場
合
」
は
そ
れ
ぞ
れ
二
例
、
九
 
か
 ら
 十
二
ま
で
は
そ
れ
ぞ
れ
一
例
と
な
っ
て
い
る
。
 

数
字
を
使
っ
て
統
計
的
に
処
理
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
間
 
題
 で
は
な
い
が
、
も
う
少
し
数
的
に
分
析
し
て
み
よ
う
 。
は
じ
め
に
、
一
つ
 

0
 対
象
し
か
崇
拝
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
を
数
え
る
と
、
 
九
 の
神
々
だ
け
の
場
合
の
二
例
、
六
の
祖
霊
だ
け
の
場
合
 
の
 二
例
、
三
の
自
然
神
 

だ
け
の
場
合
の
六
例
、
 ハ
 0
 ト
ン
デ
ィ
だ
け
の
場
合
の
 

目
に
つ
く
。
他
の
組
合
せ
は
、
こ
れ
に
ト
ン
デ
ィ
 
や
 。
 
ハ
 グ
ル
バ
ラ
ン
が
加
わ
る
か
、
あ
る
い
は
逆
に
、
三
者
の
 

二
例
、
で
あ
る
。
う
ち
、
自
然
神
の
場
 ム
ロ
 
の
内
の
四
例
 う

 ち
の
ど
れ
か
が
抜
け
 

ほ
 つ
い
て
は
、
ボ
ル
・
 

サ
 ニ
ア
ン
・
 ナ
ガ
 と
い
う
、
水
に
結
び
つ
い
て
そ
の
性
 格
や
役
割
が
他
の
崇
拝
対
象
と
比
較
し
て
か
な
り
特
化
 
し
て
い
る
も
の
に
関
し
 

て
お
り
、
や
や
特
殊
で
あ
る
。
こ
れ
を
除
く
と
、
た
だ
 
一
つ
の
も
の
だ
け
が
崇
拝
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
八
例
で
あ
 り
 、
全
体
の
五
十
四
例
 

の
中
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
大
半
は
複
数
の
崇
拝
対
象
 を
 持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
 

複
数
の
崇
拝
対
象
の
組
合
せ
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
は
 
、
前
節
で
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
 
の
は
、
こ
の
組
み
合
 

わ
せ
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
見
い
だ
せ
る
の
か
と
い
う
 
こ
と
、
あ
る
い
は
、
こ
の
組
合
せ
と
当
該
の
儀
礼
の
内
 容
 と
の
間
に
必
然
的
関
 

連
 性
が
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
崇
拝
 対
象
の
組
合
せ
と
し
て
は
、
神
々
と
祖
霊
と
自
然
神
の
 
三
者
の
組
合
せ
が
ま
ず
 

落
ち
る
形
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
付
け
加
わ
る
も
の
の
 
う
 ち
パ
グ
ル
バ
ラ
ン
は
特
に
こ
れ
に
向
け
ら
れ
た
儀
礼
 
の
な
か
で
崇
拝
さ
れ
て
   



バ タック人が崇拝する 

  崇拝 るこでは て 
崇拝 とにいわ 対象 

な な は す 
く る 儀 る 
と 。 礼 の 
も こ 内 で 
、 の 容 あ 
ど   よ と る 
こ う 必 。 

か な 然 し 
相 事 性 か 
応 態 を し 

，性 に とも "  つこ " 
失 神 て の 
け 々 縞 よ 
る と び ぅ 
と 祖 つ に 
い 霊 か い 

ぅ と ず ぅ 
  アミ   
では 木口 め 神が た 自 
な フ 花 金 
い ン に て 

。 セ 組 が 
神 ッ み 明 

々 やでわか ト合 ら 

にな 自然 崇拝 され 

不 申 さ "  っ 

な 詐 れけた るけ わ 
し と 如 け 
く い え で 

個 う ら は 
々 表 れ な 
の 現 、 い 

固 め る   
百 聞 る 先 
名 に い に 
で は は 見 
タ U    取 た 
挙 子 り よ 

し 眉 際 う 
、 と か に 

阻 ま れ 、 

  

以
上
で
 バ
 タ
ッ
ク
人
が
何
を
崇
拝
す
る
の
か
を
 明
ら
か
に
し
た
。
バ
タ
ッ
ク
人
は
神
々
と
祖
霊
と
自
然
 神
の
フ
ン
セ
ッ
ト
を
基
本
に
 

 
 

い
る
が
、
こ
れ
は
意
図
的
か
つ
人
為
的
に
作
ら
れ
た
 神
 格
 で
あ
る
と
い
う
点
を
考
慮
す
る
と
例
外
的
な
ケ
ー
ス
 と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
 

ろ
う
。
ト
ン
デ
ィ
の
場
 ム
ロ
 
は
例
外
的
な
も
の
と
は
云
え
 な
い
。
し
か
し
ト
ン
デ
ィ
が
崇
拝
対
象
に
付
け
加
え
 
ろ
 れ
る
こ
と
と
当
該
の
儀
 

札
内
容
と
の
間
に
特
別
な
相
関
関
係
が
見
い
だ
せ
る
よ
 
う
に
は
思
え
な
い
。
同
じ
こ
と
が
、
神
々
と
祖
霊
 
と
自
 然
 神
の
内
の
い
ず
れ
か
 

が
 欠
落
す
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
た
と
え
ば
 、
自
然
神
が
欠
落
す
る
二
の
場
合
を
見
る
と
、
 
1
 で
 例
 示
し
た
ケ
ー
ス
は
 、
一
 

0
2
 

の
ケ
ー
ス
と
内
容
的
に
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
 

自
 然
 神
の
み
が
崇
拝
さ
れ
神
々
と
祖
霊
が
欠
落
す
る
三
の
 
場
合
に
例
示
し
た
一
つ
 

は
 農
耕
儀
礼
の
一
部
で
あ
る
が
、
同
様
の
農
耕
儀
礼
は
 
三
つ
が
揃
っ
て
崇
拝
さ
れ
る
 場
 ム
ロ
一
一
の
 
7
 ）
に
も
、
 祖
霊
だ
け
し
か
崇
拝
さ
 

れ
な
い
 場
 ム
ロ
二
八
一
に
も
見
ら
れ
、
儀
礼
内
容
と
崇
拝
 

対
 象
の
間
に
必
然
的
関
係
は
見
ら
れ
な
い
。
神
々
だ
け
が
 
崇
拝
さ
れ
る
九
の
場
 ム
ロ
 

は
 、
儀
礼
の
一
部
分
と
し
て
の
神
々
へ
の
供
犠
を
取
り
 上
げ
た
も
の
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
他
へ
の
崇
拝
を
 
前
提
に
し
て
い
る
と
 考
 

え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
の
組
 ム
ロ
 
せ
も
色
々
 と
あ
り
、
そ
の
全
て
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
適
切
な
説
明
 
を
 付
け
る
こ
と
は
困
難
 

で
あ
る
が
、
全
体
的
に
い
え
ば
、
崇
拝
対
象
と
儀
礼
 
内
 容
の
間
に
な
ん
ら
か
の
必
然
的
関
係
が
あ
る
よ
う
に
 
は
 思
え
な
い
。
す
な
わ
 

ち
、
 神
々
と
祖
霊
と
自
然
神
の
組
み
 ム
ロ
 
わ
せ
を
崇
拝
 対
 象
の
基
本
形
と
し
、
全
て
の
儀
礼
に
お
い
て
一
様
に
こ
 
0
 対
象
を
崇
拝
す
る
と
 

い
う
の
が
、
バ
タ
ッ
ク
の
儀
礼
の
あ
り
よ
う
で
あ
る
と
 い
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
 



霊
 を
べ
 ク
と
ス
マ
 ゴ
ッ
ト
 と
ソ
シ
 バ
オ
ン
に
細
分
し
 、
 さ
ら
に
は
こ
れ
に
ト
ン
デ
ィ
 や
 パ
グ
ル
バ
ラ
ン
を
付
け
 加
え
て
崇
拝
対
象
を
よ
 

り
は
っ
き
り
さ
せ
た
と
し
て
も
、
こ
の
感
は
消
え
な
い
 。
む
し
ろ
そ
の
組
み
合
わ
せ
方
の
自
在
振
り
に
戸
惑
 
う
 だ
け
で
あ
る
。
 

で
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
な
の
か
。
こ
れ
ま
で
 
は
 、
ま
ず
神
々
や
祖
霊
や
自
然
神
と
い
っ
た
も
の
が
あ
 
っ
て
、
そ
れ
が
色
々
 

と
 複
数
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
崇
拝
さ
れ
る
と
い
う
風
に
 考
え
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
方
の
融
 
通
 無
碍
さ
や
崇
拝
対
象
 

と
 儀
礼
内
容
の
偶
然
的
関
係
を
前
に
し
て
戸
惑
う
こ
と
 
に
な
っ
た
。
で
は
逆
に
考
え
て
み
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
 
か
 。
す
な
 ね
 ち
、
神
々
 

や
 祖
霊
や
自
然
神
、
さ
ら
に
は
ト
ン
デ
ィ
 
や
 パ
グ
ル
バ
 ラ
ン
な
ど
を
包
み
込
ん
だ
未
分
化
の
一
体
と
し
て
の
 
一
つ
の
も
の
が
先
ず
る
 

り
、
 人
々
は
こ
れ
を
崇
拝
す
る
。
崇
拝
す
る
に
あ
た
っ
 
て
 、
具
体
的
な
儀
礼
の
場
で
は
こ
の
一
つ
の
も
の
は
さ
 
ま
ざ
ま
な
名
前
で
呼
ば
 

れ
る
。
こ
れ
が
多
く
の
神
々
や
祖
霊
や
種
々
の
自
然
神
 
な
ど
で
あ
る
、
と
。
神
々
や
祖
霊
と
し
て
呼
ば
れ
る
こ
 
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
す
 

べ
て
を
内
包
し
た
一
つ
の
も
の
と
い
う
、
い
わ
 
ぼ
 抽
象
 的
で
無
定
形
な
も
の
は
、
よ
り
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
な
も
 
の
に
変
貌
す
る
。
し
か
 

し
 、
ど
ん
な
に
具
象
的
で
個
別
的
な
も
の
と
し
て
表
象
 
さ
れ
よ
う
と
も
、
そ
れ
は
一
つ
の
も
の
が
持
つ
顔
の
 
一
 っ
 に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
 

よ
う
に
考
え
る
と
、
先
の
よ
う
な
戸
惑
い
は
な
く
な
る
 
。
崇
拝
対
象
の
組
み
合
わ
さ
れ
方
や
、
こ
れ
と
儀
礼
 
目
的
と
の
結
び
つ
き
に
 

は
 、
基
本
的
に
は
大
し
て
意
味
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
 
か
ら
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
組
合
せ
で
崇
拝
さ
れ
よ
 
う
 と
も
、
ど
の
よ
う
な
 目
 

的
 を
も
っ
て
崇
拝
さ
れ
よ
 う
 と
も
、
そ
こ
で
崇
拝
さ
れ
 て
い
る
の
は
こ
の
一
つ
の
も
の
で
あ
る
。
 

こ
こ
で
、
第
一
節
の
末
尾
で
言
及
し
た
事
柄
を
思
い
出
 し
て
み
よ
う
。
神
々
、
祖
霊
、
自
然
神
、
人
間
を
全
て
 
包
み
込
む
よ
う
な
 @
 
ニ
 
ロ
 

葉
を
 バ
 タ
ッ
ク
人
は
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
日
常
的
に
 使
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
 
ば
、
 バ
 タ
ッ
ク
人
は
神
々
 や
 

祖
霊
や
自
然
神
、
さ
ら
に
は
人
間
の
持
つ
一
面
ま
で
を
 
も
 同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
理
解
し
、
一
つ
の
言
葉
で
そ
れ
 
を
 表
現
す
る
と
い
う
こ
 

と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
ヴ
ァ
ル
ネ
ッ
ク
の
所
説
は
 、
一
 
刊
段
 で
述
べ
た
筆
者
の
考
え
方
を
支
持
す
る
も
の
と
い
 え
よ
う
。
ヴ
ァ
ル
ネ
ッ
 

(618)  140 



 
 バ
 

観
念
や
イ
メ
ー
ジ
に
 デ
バ
タ
 を
固
定
的
に
つ
な
ぎ
 留
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
前
述
し
た
よ
 う
 に
神
々
 や
 祖
霊
や
自
然
神
は
実
在
的
な
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ク
 の
い
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
全
て
を
包
み
込
む
よ
う
 な
 言
葉
は
 デ
バ
タ
 で
あ
っ
た
。
そ
 う
 す
る
と
、
前
段
で
 考
え
た
よ
う
な
崇
拝
さ
 

れ
る
対
象
と
し
て
の
一
つ
の
も
の
は
こ
の
 
デ
バ
タ
と
い
 ぅ
 @
 葉
で
表
す
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
 
く
 元
来
は
名
前
を
持
た
 

ず
、
 が
し
か
し
意
識
さ
れ
て
は
い
た
こ
の
一
つ
の
も
の
 
が
 、
外
来
語
を
使
っ
て
言
い
表
わ
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
 
い
 で
あ
ろ
う
。
第
一
節
 

の
 末
尾
で
は
、
「
 デ
バ
タ
 と
は
神
と
い
う
意
味
の
外
来
 系
の
言
葉
で
あ
る
」
と
書
い
た
。
し
か
し
、
神
と
い
う
 
意
味
で
あ
る
と
か
、
 外
 

来
 系
の
言
葉
で
あ
る
と
か
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
は
 無
 意
味
で
あ
る
。
一
般
的
に
「
 神
 」
の
概
念
を
考
え
た
り
 、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
 語
 

の
年
の
 
セ
ゅ
 
可
の
意
味
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
は
、
バ
タ
 
ッ
ク
 人
が
め
う
 デ
バ
タ
 の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
 役
に
立
つ
も
の
で
は
な
 

い
 。
一
般
的
意
味
に
お
け
る
「
 神
 」
の
意
味
で
は
な
く
 、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
年
の
 セ
ゅ
 
審
の
意
味
で
も
な
く
 
、
 先
に
述
べ
た
よ
う
な
 

意
味
に
お
い
て
 バ
 タ
ッ
ク
人
は
 デ
バ
タ
 を
崇
拝
す
る
の
 で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
 デ
バ
タ
 へ
の
崇
拝
が
 バ
 タ
ッ
ク
 人
の
宗
教
生
活
の
根
幹
 

で
あ
る
と
 い
 え
そ
う
で
あ
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
 バ
 タ
ッ
ク
人
の
 デ
 パ
タ
崇
拝
は
ど
の
よ
う
な
理
論
的
概
念
に
よ
っ
て
説
明
 さ
れ
る
べ
き
も
の
で
 

あ
ろ
う
か
。
上
で
見
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、
神
々
 
や
祖
 霊
や
自
然
神
な
ど
は
個
別
的
で
個
性
的
な
本
質
や
属
性
 
を
 持
っ
た
実
在
的
な
 信
 

仰
 対
象
と
は
考
え
る
べ
き
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
 
っ
た
 。
そ
れ
は
、
あ
る
一
つ
の
も
の
、
つ
ま
り
 
バ
タ
ッ
 ク
 人
が
 デ
バ
タ
と
 呼
ぶ
 

の
と
こ
ろ
の
も
の
が
、
そ
の
都
度
に
見
せ
る
顔
の
 

一
 つ
 一
つ
に
す
ぎ
な
い
。
で
は
、
こ
の
一
つ
の
も
の
あ
る
 い
は
デ
バ
タ
 に
つ
い
て
は
ど
 

 
 



も
の
で
は
な
い
。
で
は
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
指
し
示
さ
 
れ
る
 デ
 バ
タ
自
身
は
実
在
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
 そ
 れ
は
世
界
に
超
越
的
に
 

対
待
す
る
唯
一
神
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
個
性
と
役
割
を
 
も
っ
て
共
存
す
る
多
神
の
パ
ン
テ
オ
ン
あ
る
い
は
そ
の
 
一
つ
と
し
て
の
神
な
の
 

か
 。
人
間
の
内
な
る
存
在
か
ら
や
が
て
精
霊
な
ど
へ
と
 
発
展
す
る
ア
ニ
マ
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
存
在
す
る
 
も
の
に
 カ
と
ェ
 ネ
ル
ギ
 

１
を
付
与
す
る
マ
ナ
な
の
か
。
一
切
に
浸
透
す
る
 
汎
神
 論
 的
な
神
な
の
か
。
あ
る
い
は
そ
れ
は
 
ヌ
 ミ
ノ
ー
 ゼ
 の
 体
験
な
の
で
あ
ろ
う
 

か
 。
聖
の
領
域
な
の
か
。
従
来
の
宗
教
研
究
に
お
い
て
 
提
示
さ
れ
て
き
た
諸
理
論
と
照
合
し
な
が
ら
こ
の
 
デ
バ
 タ
は
 つ
い
て
考
え
る
こ
 

と
は
、
バ
タ
ッ
ク
の
宗
教
の
本
質
を
理
解
す
る
た
め
に
 重
要
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
小
論
で
可
能
な
範
囲
 
を
 越
え
て
し
ま
う
の
で
 

別
 な
機
会
に
譲
り
た
い
。
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
次
の
 
よ
う
に
だ
け
云
っ
て
お
こ
う
。
バ
タ
ッ
ク
人
に
と
っ
て
 
デ
バ
タ
 は
 、
 神
々
 、
自
 

然
神
 、
死
ん
だ
人
間
と
生
き
て
い
る
人
間
、
さ
ま
ざ
ま
 な
 事
物
、
つ
ま
り
は
世
界
内
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
包
み
 
込
む
も
の
で
あ
り
、
 世
 

界
 そ
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
世
界
そ
の
も
の
と
は
 
云
っ
て
も
、
世
界
の
全
て
が
 デ
バ
タ
 な
の
で
は
な
い
。
 人
々
が
日
常
的
に
生
き
 

る
 場
と
し
て
の
世
界
の
、
い
わ
ば
裏
側
に
貼
り
付
い
た
 世
界
が
 デ
バ
タ
 で
あ
る
。
バ
タ
ッ
ク
の
人
々
は
、
裏
側
 に
 貼
り
付
い
た
も
う
ひ
 

と
つ
の
世
界
と
交
流
し
つ
つ
、
こ
の
世
界
で
暮
ら
し
て
 
い
る
。
彼
自
身
も
ま
た
半
ば
は
、
ト
ン
デ
ィ
と
い
う
 形
 で
、
も
う
ひ
と
つ
の
 世
 

界
 に
生
き
る
者
で
も
あ
る
の
だ
。
世
界
と
い
う
メ
ダ
ル
 
の
 一
面
と
も
う
一
つ
の
面
と
い
っ
た
ほ
う
が
よ
い
か
も
 し
れ
な
い
。
 

こ
の
よ
う
に
世
界
の
も
う
一
つ
の
側
面
で
あ
る
 デ
バ
タ
 が
バ
 タ
ッ
ク
人
の
信
仰
の
対
象
で
あ
り
、
そ
れ
と
の
 交
 流
が
バ
 タ
ッ
ク
の
 宗
 

教
 で
あ
る
と
考
え
る
と
、
本
稿
の
冒
頭
に
掲
げ
た
筆
者
 
の
 仮
説
は
次
の
よ
う
に
言
い
換
え
る
の
が
よ
い
で
あ
ろ
 
う
 。
バ
タ
ッ
ク
の
神
々
 

と
 精
霊
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
実
在
的
な
も
の
で
は
な
く
、
 
世
界
の
一
つ
の
側
面
で
あ
る
一
つ
の
も
の
、
 
デ
バ
タ
 を
 指
し
示
す
指
標
で
あ
 

り
 、
こ
の
 デ
バ
タ
 は
 バ
 タ
ッ
ク
の
宗
教
現
象
の
一
切
に
 浸
透
し
て
い
る
。
現
象
の
な
か
に
現
わ
れ
る
と
き
、
 
デ
 バ
タ
 は
そ
の
指
標
の
 一
 

っ
 な
い
し
 幾
 っ
か
を
前
面
に
打
ち
出
す
こ
と
も
あ
る
が
 、
し
か
し
そ
の
場
合
に
も
、
背
景
に
あ
る
 デ
バ
タ
 の
「
 一
 」
性
が
忘
れ
ら
れ
て
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と
こ
ろ
で
、
旧
稿
で
筆
者
は
論
考
の
半
ば
を
 、
 神
々
 や
 ト
ン
デ
ィ
を
は
じ
め
と
し
て
 バ
 タ
ッ
ク
人
が
持
つ
一
切
 の
 宗
教
的
観
念
を
高
 

ック 人が崇拝する 

る 教 は 
  観   
と バ 

訣 タ 
月リ ツ 

し ク   
宗教 他方 

に な 

お こ   
て よ 
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で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
バ
タ
ッ
ク
宗
教
に
関
す
 る
 彼
の
研
究
が
、
学
問
的
営
為
で
あ
る
と
同
時
に
 、
主
 観
 的
実
践
的
意
義
、
 
す
 

神
 へ
と
 収
 飯
さ
せ
て
い
く
ト
ビ
 ン
 の
論
理
の
組
み
立
て
 方
を
批
判
す
る
こ
と
に
費
や
し
、
そ
れ
を
、
ト
ビ
 
ン
 の
 論
旨
は
そ
の
大
筋
で
 

り
 立
た
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
っ
な
げ
た
。
 
こ
の
批
判
と
結
論
は
、
一
言
で
い
え
ば
、
上
で
見
た
よ
 う
な
二
つ
の
性
格
を
 

つ
の
高
神
像
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
ト
ビ
 ン
 の
論
証
 法
の
強
引
さ
と
無
理
さ
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
 
批
判
と
結
論
は
 、
そ
 

自
体
は
修
正
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
 

し
か
し
、
前
節
ま
で
に
見
て
き
た
と
こ
ろ
を
踏
ま
え
て
 再
度
検
討
す
る
時
、
ト
ビ
 ン
 の
所
説
は
違
っ
た
姿
を
見
 せ
て
く
る
よ
う
で
 

る
 。
第
三
節
の
最
後
で
出
し
て
お
い
た
結
論
に
戻
っ
て
 
み
よ
う
。
バ
タ
ッ
ク
人
が
崇
拝
す
る
も
の
は
基
本
的
に
 
、
 全
て
を
内
包
 し
抽
 

的
で
無
定
形
な
一
つ
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
 デ
バ
タ
 と
 呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
が
結
論
で
あ
っ
た
。
 
そ
こ
で
は
、
多
く
の
 

前
を
持
つ
神
々
や
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
自
然
神
と
祖
霊
 
は
 、
こ
の
一
つ
の
も
の
を
 よ
 り
具
象
的
に
表
現
す
る
た
 め
の
も
の
に
す
ぎ
ず
 

そ
れ
自
体
が
ま
ず
実
在
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
い
 。
そ
こ
で
、
バ
タ
ッ
ク
人
の
崇
拝
対
象
と
な
る
こ
の
よ
 
う
な
一
つ
の
も
の
と
 

ビ
ン
 の
高
神
像
を
較
べ
て
み
る
と
、
高
神
を
そ
の
第
二
 の
 性
格
す
な
む
ち
汎
神
論
的
な
い
し
は
 汎
 宇
宙
論
的
な
 非
人
格
的
存
在
と
し
 

の
 性
格
に
お
い
て
捉
え
る
か
ぎ
り
は
、
こ
の
二
つ
が
 
よ
 く
 重
な
り
合
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
 
，
 
っ
 。
こ
の
意
味
に
お
 

て
 、
ト
ビ
 ン
 の
 バ
 タ
ッ
ク
高
神
論
は
、
一
面
に
お
い
て
 は
 、
バ
タ
ッ
ク
人
が
崇
拝
の
対
象
と
す
る
も
の
を
的
確
 
に
 捉
え
て
い
た
と
も
 

え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
か
 
っ
 た
と
い
う
意
味
で
は
、
筆
者
の
先
の
論
考
は
不
十
分
 
な
も
の
で
あ
っ
た
 と
 

あ
 ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
ト
ビ
 ン
 の
議
論
は
さ
ら
に
 先
に
進
む
。
彼
の
主
観
的
実
践
的
関
心
は
、
高
神
を
こ
 
の
 性
格
に
よ
っ
て
 説
 

す
る
だ
け
で
は
満
足
で
き
な
か
っ
た
。
彼
の
原
始
一
神
 講
学
説
へ
の
共
感
あ
る
い
は
ア
ニ
ミ
ズ
ム
理
論
へ
の
 
反
 発
 に
も
示
さ
れ
る
 ょ
 

に
 、
ト
ビ
 ン
 は
高
神
の
有
神
論
的
さ
ら
に
は
一
神
教
的
 性
格
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
自
分
の
研
究
 
を
 完
結
さ
せ
る
こ
と
 が う 明 い い い て ト 、 名 家 あ れ 一 成 

(622)@ 144 



バ タック人が崇拝するもの 
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プ 0 
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を
 併
せ
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
来
る
要
請
で
 
あ
っ
た
。
旧
稿
に
お
い
て
筆
者
が
着
目
し
強
調
し
た
の
 
は
こ
の
点
で
あ
っ
た
。
 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
あ
る
に
せ
よ
、
前
節
 
ま
 で
の
考
察
を
通
し
て
、
バ
タ
ッ
ク
の
宗
教
を
理
解
す
る
 
う
え
で
、
ト
ビ
 ン
 の
 

高
神
像
が
示
す
一
面
が
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
 
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
意
味
で
ト
ビ
 
ン
 の
 研
究
は
 バ
 タ
ッ
ク
 宗
 

教
の
研
究
に
と
っ
て
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
 
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 

な
わ
ち
 バ
 タ
ッ
ク
人
で
あ
る
こ
と
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
 あ
る
こ
と
の
両
方
を
満
た
す
統
一
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
 
ィ
の
 探
求
と
い
う
意
義
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バ
 タ
ッ
ク
社
会
で
の
宗
教
的
職
能
者
の
一
つ
。
ジ
ャ
ワ
の
 
ド
ゥ
ク
ン
や
 
マ
レ
ー
の
 パ
 ワ
ン
に
相
当
す
る
。
呪
術
師
な
い
し
 

呪
 医
と
 訳
さ
れ
る
こ
と
が
 

多
い
が
、
本
稿
で
は
呪
術
と
い
う
用
語
を
使
う
こ
と
は
避
け
て
お
 
き
た
い
。
呪
術
と
宗
教
の
関
係
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
 い
 。
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ふ
 き
お
 
㎏
 N
g
 

「
ネ
ぃ
）
 

-
 
ミ
豆
 潟
軋
携
い
 お
～
 
ま
汁
涛
ぃ
苗
 
㏄
 
お
 

立
て
遠
ぃ
 
ま
 ～
 
ミ
 ま
の
，
の
づ
目
づ
づ
挿
句
「
（
 

-
 い
 す
Ⅰ
 由
 0
 万
の
「
 
オ
 ・
の
・
く
の
「
 

田
コ
 内
の
す
 
目
 ぃ
ゴ
す
笘
コ
宙
 

-
 
目
コ
め
 
-
 Ⅱ
の
㏄
 

り
 

-
 
打
一
目
ぶ
 コ
 オ
下
 二
 0
 口
 ・
 n
 岸
 ：
 ロ
 ・
 
q
q
 

（
 
援
 ）
こ
こ
ま
で
ト
ン
デ
ィ
は
生
き
て
い
る
人
間
が
持
つ
霊
魂
 と
 し
て
説
明
し
て
き
た
が
、
バ
タ
ッ
ク
人
が
考
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
 
ぱ
 、
ト
ン
デ
ィ
は
人
間
 

た
け
の
も
の
で
は
な
い
。
人
間
生
活
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
 全
 て
の
動
物
、
植
物
、
自
然
物
と
人
工
物
も
ま
た
ト
ン
デ
ィ
を
持
つ
 と
 考
え
ら
れ
て
い
 

る
 。
 

一
典
 -
 
ま
ぶ
 コ
オ
 
下
 コ
 0
 口
 ・
 
コ
 -
.
.
 

ロ
 ・
 P
q
x
 

一
村
一
目
二
コ
 
耳
 下
ニ
 0
 口
 ・
 n
 ぎ
 ：
 ロ
 ・
 
0
%
 

一
お
 -
 
メ
川
ト
目
コ
ヰ
巨
 

㍉
 0
 口
 ・
 n
@
 
侍
 ：
 ロ
 ・
 P
 
ト
ぃ
 

左
巴
 
目
二
 ，
 
-
 
ニ
ミ
，
 O
p
@
.
 

（
 
目
 ：
 P
@
.
1
 

び
 ㏄
・
Ⅱ
び
 

り
 

-
 四
 @
 
 メ
ギ
 
ぶ
コ
 
オ
 下
「
，
 
0
 口
 ・
 ミ
づ
 
：
 口
 ・
）
 
り
め
 

（
 
爺
 -
 
目
 二
コ
オ
下
 
二
 0
 口
 ・
 臼
 （
・
・
 

ロ
 ・
 P
4
 
の
 1
 ）
 
4
q
 

一
 
㏄
 -
 
ヨ
 コ
マ
 
帝
二
 0
 口
 ・
 臼
 グ
ロ
・
）
 
め
 Ⅱ
 

一
 
㎝
 -
 
ヨ
コ
 

Ⅰ
 
オ
下
 コ
 0
 ロ
 ・
 臼
ダ
ロ
 ・
 し
ト
 

（
 
綴
 ）
 
目
 ニ
コ
マ
 
忘
コ
 c
 ロ
 ・
 住
 （
・
。
 

ロ
 ・
三
）
 

一
花
 -
 
目
ぶ
コ
ア
下
コ
 
C
 ロ
 ・
 臼
 （
・
・
 

ロ
 ・
 1
2
6
l
1
2
7
 

 
 

一
 
㏄
 -
 
ま
ぶ
 コ
 三
の
「
。
 

0
Q
.
 

ユ
 （
・
・
 

ロ
 ・
 
お
 

 
 

 
 
 
 

 
 

一
 
㏄
）
 
メ
目
 コ
マ
 
-
 
③
 二
 c
 ロ
 ・
 い
目
 
（
・
。
 

ロ
 ・
 P
 ）
㏄
・
）
）
の
 

 
 

-
 田
 -
 
目
ぶ
 コ
 左
下
 こ
 0
 ロ
 ・
 臼
 （
：
 
ロ
 ・
）
 
り
じ
 

（
㏄
 -
 
旧
一
 -
-
k
@
 

二
 0
 ロ
 ・
 ミ
戸
 -
 戸
 ）
 4
4
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転
じ
甘
ギ
）
 @
 
（
 
-
e
m
 

Ⅰ
 o
 戸
 c
n
 

目
（
・
・
 

戸
 ）
の
の
 

-
 
如
 -
 タ
ぶ
コ
 

メ
 
オ
 -e
 
こ
 o
 口
 ・
 
住
 （
：
 
口
 ・
）
の
～
 

一
 
Ⅱ
こ
 と
考
 
コ
目
）
 

@
-
@
-
e
m
 

「
。
 
0
 も
・
 

c
n
 

目
（
：
（
 

a
.
 
）
ミ
ド
 

-
 
乾
 ）
メ
 タ
ぶ
コ
オ
 
-
 
の
 「
 
-
0
 
口
 ・
 
n
 一
 
（
：
 
口
 ・
 
2
 の
 

一
ぜ
一
ョ
考
考
ギ
 

）
 
巴
 e
m
r
-
o
 

（
 
a
.
c
n
 

ゴ
，
 （
 
a
.
 

三
）
 

-
 巴
毛
 @ ヰ
 
-
r
,
o
 
つ
 き
：
 戸
 Ⅰ
の
）
 

-
 
巧
 -
 タ
ぶ
コ
 

メ
 
オ
 -e
 
「
・
 
0
 口
 ・
 
n
 一
 
（
・
 

-
 ロ
 ・
の
～
 

一
 
h
W
 

（
 一
一
ゼ
 
考
考
一
 

@
 
）
 
@
 
（
 
-
e
m
 

「
。
 

0
 も
・
 
c
n
n
%
.
 

。
（
 
ソ
 ）
の
の
 

パ
グ
ル
バ
ラ
ン
と
は
、
他
村
か
ら
さ
も
っ
て
き
た
子
供
を
手
懐
け
 
た
 上
で
殺
害
し
、
そ
の
死
霊
を
村
の
守
護
 霊 に
し
た
も
の
。
 
殺
 さ
れ
る
直
前
の
約
 

束
 に
し
た
が
っ
て
、
こ
の
死
霊
は
 

ダ
ト
ウ
 
の
 命
ム
 下
に
従
わ
ぬ
 ば
む
 ら
な
い
。
最
も
恐
れ
ら
れ
て
い
る
霊
的
存
在
で
あ
る
。
 

-
 
町
 -
 目
 ぶ
コ
オ
 
-
 
の
 
㍉
 0
 口
 ・
 
ロ
ヴ
 。
 ロ
 ・
）
～
の
 

（
㎎
 
-
 ㌧
 ア
 0
.
 「
・
 
円
 0
 旺
コ
 9
.
 パ
ぎ
簗
き
 已
ま
 ミ
晃
 き
ぬ
 ゴ
ま
 a
,
 

出
口
 

ぎ
 沖
山
斗
～
も
 連
 
～
 
か
 め
 亜
曄
由
 Q
 ミ
 ・
下
ヨ
 
降
 自
守
 ヨ
 ・
 甘
 n
o
 
ヴ
蕊
コ
 の
 ㏄
 
ヨ
も
 0
 コ
・
）
の
 

い
ひ
 

山
本
春
樹
「
我
等
が
神
を
求
め
て
 ｜
バ
 タ
ッ
ク
族
の
宗
教
と
民
族
 
｜
 」
 
、
ヨ
 下
散
研
究
」
二
九
六
号
、
一
九
九
三
年
。
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キ 里中れ 級 な っけ る 限た論 要旨 ｜ワ｜ 文 人 なる でも バ てきて 一 の 日 い @ ℡事例 るほど 信 ては る行為 火を創 ノ く｜シ 定し、 反映さ   

っ封ィテ も   
  

ソ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
パ
ー
シ
ー
の
 望
む
 る
火
 と
集
団
構
造
 



こ
れ
ら
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
 ゾ
ロ
ア
 ス
タ
ー
散
文
化
に
お
け
る
聖
な
る
火
の
存
在
に
関
わ
る
 問
題
を
明
確
に
す
る
 

だ
け
で
な
く
、
象
徴
と
社
会
の
問
題
に
接
近
す
る
一
方
 
法
 で
も
あ
る
。
 

一
 
資
料
と
方
法
 

問
題
の
提
起
お
よ
び
考
察
は
、
調
査
 
地
 ナ
ウ
 サ
 リ
ヨ
 が
お
き
 
ナ
ウ
 サ
リ
 の
概
観
に
つ
い
て
は
、
 ヨ
 本
数
冊
 究
 」
二
五
 セ
号
 、
八
 

二
頁
 参
芭
に
 限
定
し
て
試
み
る
。
本
稿
で
使
用
す
る
 資
料
の
領
域
は
 、
 聖
な
る
火
の
創
設
に
関
す
る
グ
ジ
ャ
 ラ
テ
ィ
 
已
仁
ト
宙
 （
 
ご
 

文
献
、
聖
な
る
火
に
香
木
を
加
え
る
儀
礼
（
マ
ー
チ
 ヨ
曲
 
S
 
 に
関
す
る
聖
火
殿
の
資
料
、
パ
ー
シ
ー
 の
 系
譜
史
料
 
已
 あ
ト
・
 

-
6
h
u
-
 

㌧
 0
 づ
由
 Ⅰ
 と
 づ
 %
 之
 の
下
下
づ
 
%
 こ
 の
 由
 0
 中
口
 
-
,
,
@
 
 

0
 ）
 と
ナ
｜
 ム
 ガ
ラ
ン
（
 之
 下
ま
 0
 片
刃
 下
ニ
 ）
な
ら
び
に
フ
ィ
ー
 ル
 ド
フ
 ー
 ク
 に
よ
る
資
料
 

で
あ
る
。
 

-
4
-
 

カ
 そ
う
し
た
聖
な
る
火
は
パ
ー
シ
ー
集
団
の
中
で
具
体
的
 
に
は
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
 
維
持
さ
れ
て
い
る
の
 

か
 。
聖
な
る
火
の
維
持
の
場
面
に
は
、
パ
ー
シ
ー
の
 
集
 団
の
構
造
の
ど
の
側
面
が
ど
の
よ
う
に
関
与
し
、
 
ま
 た
 反
映
さ
れ
て
い
る
の
 

-
3
-
 

「
清
浄
 

忘
 p
o
N
 
隼
 a
.
 
一
 」
を
保
つ
儀
礼
的
な
手
段
と
し
て
 重
要
な
意
味
を
に
な
っ
て
い
る
。
 

 
 5
 

は
じ
め
に
 

 
 

 
 

 
 

ソ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
パ
ー
シ
ー
の
現
実
の
生
活
場
面
に
 
お
い
て
、
等
級
の
異
な
る
三
種
類
の
聖
な
る
人
う
 
村
 打
し
 の
す
「
 
卸
ヨ
 
-
 下
 （
 扱
ゆ
 

一
 
l
 一
 

下
山
 ゅ
 ㌫
コ
下
（
 抜
 し
回
 隼
幅
卸
 こ
は
宗
教
集
団
の
最
も
重
 要
な
 象
徴
と
し
て
、
ま
た
死
者
と
生
者
を
結
節
す
る
 
手
段
と
し
て
、
三
さ
ら
に
 



叩
く
平
信
徒
も
香
木
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
第
 二
等
級
の
火
ア
ー
タ
シ
ュ
・
ア
ー
ダ
ラ
ー
ン
に
は
、
 

祭
 目
 だ
け
が
香
木
を
加
え
る
こ
   

アスター教徒 パ一 

文 ヴ   
手 ェ 聖 

ど ス な 
お タ る   
に 語 に 

は （ 祭 

    
る 目 げ 
の ㏄ る 

儀礼 意味） そ にあた 
とり、 呼 の も 

  

呼ぼれ二等級の火である ア イざ巳と を意味する。パーシ 
｜タシ 。Ⅹ @@ o ー 斗よ、 ノ る 

  
は デき 

す   
で き 、 

な き ． ア 

  

の 聖なる人と集団構造 

1
 
 
聖
な
る
火
に
香
木
を
捧
げ
る
儀
礼
 

聖
火
 殿
 に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
パ
ー
シ
ー
の
聖
な
る
 人
 は
 、
パ
ー
シ
ー
が
絶
え
ず
香
木
を
加
え
っ
づ
け
る
こ
と
 
ウ
 
-
 
Ⅰ
 

て
き
て
い
る
。
香
木
は
一
定
の
形
式
に
も
と
づ
い
て
 聖
 火
 に
捧
げ
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
後
述
す
る
マ
ー
チ
 
0
2
 

0
 日
時
に
特
定
の
個
人
や
集
団
が
香
木
を
捧
げ
る
場
合
 と
 、
個
人
の
人
生
儀
礼
な
ど
の
不
特
定
の
場
面
で
不
特
 （
疋
の
 

 
 

な
 行
 う
 場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
香
木
を
祭
司
が
聖
火
に
 捧
げ
る
場
合
と
平
信
徒
が
そ
れ
を
行
う
場
合
と
が
あ
る
 
 
 

よ
っ
て
維
持
さ
れ
 

う
に
、
あ
る
特
定
 

パ
ー
シ
ー
が
そ
れ
 

に
 記
述
し
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
マ
ー
チ
に
関
す
る
事
 実
を
系
譜
と
の
関
連
で
再
構
成
し
、
聖
な
る
火
を
と
お
 
し
て
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
 

徒
 パ
ー
シ
ー
の
集
団
構
造
の
一
側
面
を
取
り
出
し
て
い
  
 

-
9
-
 

そ
こ
で
、
は
じ
め
に
聖
な
る
火
に
香
木
を
捧
げ
る
儀
礼
 
に
 具
体
的
に
言
及
す
る
。
つ
ぎ
に
、
そ
の
儀
礼
を
 パ
｜
 シ
ー
が
ど
の
よ
う
に
 

保
持
し
て
き
て
い
る
か
を
系
譜
と
の
関
連
で
論
述
す
る
 
 
 

 
 

-
7
7
l
-
 

聖
な
る
火
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
維
持
さ
れ
て
い
る
 
か
を
取
り
出
す
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
、
聖
火
殿
の
構
造
 
、
清
浄
儀
礼
を
中
心
 

一 
一 

聖
な
る
人
と
集
団
構
造
 



で nl  の は ュ 

・
 べ
｜
 ラ
ー
ム
に
香
木
を
捧
げ
る
 場
ム
ロ
 
は
、
祭
司
は
最
 も
 清
浄
な
状
態
に
自
分
を
保
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
 
な
い
 0
 そ
の
場
合
に
 

、
香
木
は
マ
ー
チ
と
呼
ば
れ
る
組
み
方
に
組
ま
れ
て
 
捧
 げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
香
木
を
捧
げ
る
 ガ
 ー
に
お
け
る
 聖
な
る
火
へ
の
祈
り
 

回
数
は
、
等
級
の
低
い
火
の
場
 ム
ロ
 
に
は
一
度
で
あ
る
が
 、
 最
も
等
級
の
高
い
人
ア
ー
タ
シ
ュ
・
 べ
｜
 ラ
ー
ム
に
 対
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
 

 
 

聖
な
る
火
に
香
木
を
捧
げ
る
儀
礼
は
、
パ
ー
シ
ー
に
 
と
 っ
て
は
、
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
「
ア
フ
ラ
ー
・
マ
ズ
ダ
 １
を
崇
め
る
」
こ
と
 

-
 
巧
 -
 

あ
り
、
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
個
人
個
人
の
「
思
想
、
言
 
葉
 、
行
為
を
啓
 く
 」
こ
と
で
あ
る
。
複
雑
で
太
古
的
な
 儀
礼
的
慣
習
か
ら
 構
 

に
、
 聖
な
る
人
へ
 

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
 

シ
ュ
・
ダ
ー
ド
ガ
 

ブ
 イ
の
儀
礼
は
 

て
き
て
い
る
。
 
こ
 

し
た
祭
司
だ
け
で
 

 
 

の
 折
り
（
 ア
 ー
タ
シ
ュ
・
ニ
ー
ア
ー
シ
ュ
 

下
 （
 扱
之
 ぞ
甜
 じ
が
唱
え
ら
れ
る
。
ア
ー
タ
シ
ュ
・
 

べ
｜
ラ
｜
 ム
に
 

ガ
 ー
ご
と
に
、
Ⅱ
回
、
 
9
 回
、
 
7
 回
、
 
7
 回
、
 
9
 回
 と
 な
っ
て
い
る
が
、
ア
ー
タ
シ
ュ
・
ア
ー
ダ
ラ
ー
ン
 と
ア
 
１
タ
 

｜
 に
は
一
度
だ
け
で
よ
い
。
 

、
 ア
ヴ
ェ
ス
タ
ー
の
時
代
か
ら
継
承
さ
れ
て
き
て
い
る
 

あ
る
が
、
聖
な
る
火
の
等
級
に
応
じ
て
そ
の
内
容
が
異
 

太
古
的
な
清
浄
儀
礼
、
祈
り
、
時
刻
、
方
位
感
覚
を
保
 

な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
等
級
の
高
い
火
で
あ
る
 
ア
｜
 持

し
 

タ
シ
 

か
儀
礼
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ク
ー
 ブ
 と
い
う
 特
別
に
清
浄
な
 
屯
 p
o
N
 
巨
 a
 。
 
-
 状
態
を
儀
礼
に
よ
っ
て
 獲
得
 

-
 
Ⅱ
 -
 

と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
祭
司
の
資
格
が
問
題
 
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
第
一
等
級
の
人
ア
ー
タ
シ
ュ
 
・
 べ
｜
 ラ
ー
ム
に
対
し
 
 
  
 

 
 

て
は
、
祭
司
だ
け
が
、
し
か
も
 ク
 ー
ブ
 
縛
口
す
一
 
0
 日
 に
わ
た
る
清
祓
儀
礼
を
経
た
翌
日
に
 ヤ
ス
ナ
 の
儀
礼
 

を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
 

 
 
 
 

っ
て
獲
得
さ
れ
る
 状
能
 ど
を
終
え
て
い
る
祭
司
だ
け
が
 
、
香
木
を
捧
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
ク
ー
プ
の
 
状
 態
は
 、
四
日
間
だ
け
 有
 
㈹
 

効
 な
の
で
、
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
再
び
ク
ー
プ
を
獲
得
し
   

ブ
イ
の
儀
礼
は
、
一
日
に
 
5
 回
、
 
ガ
 １
 
%
 曲
ァ
 
一
日
 

 
 

  



ソ ・ ロ アスタ 一 教徒 パ一 シ一   の 聖なる 火 と集団構造 

同
じ
で
あ
る
が
、
マ
ー
チ
を
実
行
し
て
い
く
過
程
で
の
 
役
割
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
 

姓
 
（
家
族
）
と
し
て
 区
 則
 し
た
。
マ
ー
チ
の
 一
 

む か 
ィラ ら 

つ む 
て っ 

い て   
と る   
う 後 
役 者 
割 の 
を 姓 

圭 ご本 日一 つ 

て族 し一 
る に よ 
し る 

た て 

が l 
っ チ 

て は   
  
老 老 
の の 

家 個 
族 人 と 
後 家   
姓 親 
一族 家 、 

族 集 
一 団 
は て 

  
台 チ 
帳 を 
へ 補 
の 完 

表す 記 る 
上 形 
の で 

形 マ 
態 i 
は チ 
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待 た の に 等 王 l 一 ゾ 成 

マ い 個 詳 記 級 義 チ 7 2 万 ロ さ 
法 ア れ   で ス て 

  あ タ い 
ののに得れれ 基結っててと パ個 l 人日 一 チ る l る 

。 裁 こ 

本果ぃ 的をて 筆 " い るれ さ シ l 案 " 洋 ご 徒 の 

な 橋構 再は者 " が 内てコ族と 容 い き " 
に 儀 
と 礼 

成 成俊 聖 はる ュ親怯 つ む 

ア ニ 族パ て   

  最 パ 

も l 

人、 重 シ 

要 l 
家 な が 

族、 象 現   
親 で、 の 

族 あ 生 
ま   る 活 
た 聖 場 
Ⅰ @ よ 卜 な 画 
集 信 い か る で 
団 火 ど 
で を の 
担 " 項 メ " こ   パ よ 

わ l つ 
れ シ に 

て @  Ⅰ上 上 
  が 置 
る ど づ 

部分 

の け 
よ て 

と つ , 
に る 

姓 と か 

（ 家 
ら を 

族     え具 て体   い 的 
で   る @ こ 

担 つ む " 為 か 取 
わ   な り 

れ に 帳 汀 い 大 同 あ 
て 

明 山 

  
ら す 
か こ 

る   @ こ と 

部分 

  す は 
な れ 一 表 も 食 マ る 



 
 

姓
 、
 5
 事
例
 6
 姓
 、
 6
 事
例
 6
 姓
 、
 7
 事
例
 8
 姓
 、
 8
 事
例
 4
 姓
 、
 9
 事
例
 8
 姓
 、
Ⅳ
事
例
以
上
 甜
姓
 と
な
 

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
㏄
事
例
以
上
の
分
布
を
示
す
 姓
 を
 具
体
的
に
示
す
と
、
表
 2
 の
よ
う
に
な
る
。
 

 
 

の
 様
態
は
、
 

1
 事
例
 
紐
姓
 
、
 2
 事
例
 
ぬ
姓
 
、
 3
 事
例
 
Ⅸ
 姓
 、
 4
 事
例
㎎
 

表 1 ( 一カ月のマーチの 一部分 ) 

 
 
姓
 
（
家
族
）
を
単
位
と
し
て
香
木
が
捧
げ
ら
れ
る
こ
 と
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
 
姓
 
一
家
 

族
 ）
に
よ
る
マ
ー
チ
を
除
い
て
、
マ
ー
チ
の
す
べ
て
の
 
事
例
を
姓
で
類
別
し
て
ゆ
く
と
、
棚
の
姓
を
抽
出
す
 

 
 

 
 

た
 結
果
で
あ
る
。
 

 
 

一
 
1
 ）
 姓
 

 
 

表
 1
 が
示
す
よ
う
に
、
聖
な
る
火
は
日
時
・
刻
限
を
特
 

定
 し
て
、
個
人
、
家
族
、
親
族
、
集
団
あ
る
い
は
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
卸
姓
尹
 

 
 

部
分
を
表
で
表
す
と
、
泰
ュ
の
よ
う
な
構
成
に
な
る
。
 
表
 1
 の
左
端
の
㏄
項
目
は
、
ア
フ
ラ
ー
・
マ
ズ
ダ
 ｜
 

を
 含
め
た
神
々
の
名
称
で
、
 

ゾ
ロ
 ア
ス
タ
ー
暦
に
お
い
 て
 ㏄
日
の
日
者
と
な
っ
て
い
る
。
上
段
の
 5
 項
目
は
 

第
 1
 か
ら
第
 5
 刻
限
を
表
す
。
こ
の
 2
 項
目
で
囲
ま
れ
 た
 枠
内
の
表
記
は
、
こ
の
特
定
の
日
時
に
 、
 聖
な
る
 

火
 に
香
木
を
捧
げ
る
個
人
名
、
家
族
名
、
親
族
名
あ
る
 
い
は
集
団
名
を
表
す
。
泰
ュ
 の
 右
端
の
表
記
は
 、
第
 

1
 か
ら
第
 5
 刻
限
に
 、
 聖
な
る
火
に
香
木
を
捧
げ
る
 姓
 
（
家
族
）
名
を
表
し
て
い
る
。
 

総
数
℡
の
マ
ー
チ
を
、
表
 1
 の
よ
う
に
再
構
成
し
、
 

そ
 れ
ら
を
 1
 月
か
ら
は
月
ま
で
集
計
し
分
析
を
試
み
 

た
 
一
以
下
、
表
に
再
構
成
し
た
マ
ー
チ
資
料
と
表
記
）
 。
（
 1
 ）
か
ら
（
 4
 ）
に
提
示
し
た
内
容
は
、
マ
ー
チ
を
 

材
料
領
域
と
し
て
、
聖
な
る
 人
 ア
ー
タ
シ
ュ
・
 
べ
｜
ラ
 
１
ム
と
の
関
連
で
パ
ー
シ
ー
の
集
団
構
造
を
分
析
し
   



ゾロアスター 教徒 パ一   の 聖なる人と  
 
 
 
集
 

 
 

姓 名 
アマリア (Amaria) 

アンティア (Ant@) 

アスンダリア (Asunda ㎡ a) 

バジャン (Balan) 

バラ ポリア (Balaporia) 

バリア (Ba 「 ia) 

バット リワラ (Ba Ⅲ w 引 a) 
ベ ドワール (Bhedwa わ 

ポート (Bhoot) 

プハリワラ (Buhariwa@) 

カザツ テイ (Cassattee) 

チ ニ％ ラ (Ch@iwa@) 

ダプ一 (Daboo) 

ダダチャンジ (Dadachan@ 

ダル ワラ (Daruwa@a) 

ダストウール (Dastur) 

デ フ一 (Deboo) 

デサィ (Desa け 

ファニ バ、 ノ ダール (Fanibanda カ 

ホヂイヴラ (Hod@ala) 

ホムジ @om@U 

カ カリア (Kaka Ⅱ ;a) 

カンガ (Kanga) 

カルカリア (Ka 「 karia) 

カサツド (Kasad) 

カ トラック (Katrak) 

コラー (Ko@h) 

コト ワル (Kotwa け 

  

  

事例数 

15 

63 

l
7
 l
2
 

@
.
@
@
q
0
 

0
 
乙
 

1
 

  

  

g
0
2
 
l
l
l
l
l
l
 

3
@
9
9
 

l
l
l
l
l
l
l
l
7
 

 
  

 

 
 

l
@
l
l
l
 

2
l
l
l
5
 

  

  

 
 

  

  

  

姓 の 重な 

りの総数 

  
42 

  
  

  
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  
44 

43 

103 

  
  
43 

  
81 

  

  
  
  
49 

姓 の 重な 

りの人数 

  
  

  
  

  
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  
  

  
22 

  
  
  

  
  

  

  
  
  
  

祭司系譜 

  
  

  
  

  
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  
  

  
22 

  
  
  

  
  

  
  
  
  

死者供養 ナウ 在住・ サリ ぬ 

    
    

ム ンパイ 

    
    
ムンバイ 

    
    
ムンバイ 

    
    
  23 

ムンバイ 

    
    
    

ス ー ラ ト 

    
    
    
      
    
    
ムンバイ 

    
    
    
ムンバイ 

    
    
ムシ バⅠ 

    
アーメド 々 

    
    
    
    
ムンバイ 
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  姓     事例数 

クタール (Kuta わ 

マダン (Maddan) 

マサ 一二 (Masan け 

メータ (Mehta) 

ムーラ (Mullah) 

パテル (Pate け 一 (Sukhadw3 a) 
タンボリ (Tambo@ 

ヴア ジ ブ ダール (Vajifda わ 

 
 

 
 

引
き
受
け
な
が
 

あ
り
、
そ
の
う
 

で
あ
る
。
こ
の
 

姓
が
分
担
し
て
 

ュ
 ・
 べ
｜
 ラ
 ー
 

体
 が
比
較
的
 均
 

も
 強
く
関
与
す
 ら

、
 聖
な
る
火
を
維
持
し
て
い
る
。
マ
ー
チ
の
事
例
の
 総
数
が
℡
で
 

ち
的
 事
例
を
集
団
マ
ー
チ
が
し
め
る
の
で
、
℡
事
例
が
 
個
人
マ
ー
チ
 

℡
事
例
の
な
か
の
 的
 ㏄
拷
に
相
当
す
る
℡
事
例
を
 、
表
 2
 が
示
す
 第
 

い
る
の
で
あ
る
。
掩
体
言
す
る
と
、
 
巧
ソ
ん
 
の
パ
ー
シ
ー
が
 、
ア
ー
タ
シ
 

ム
の
 マ
ー
チ
の
 6
 割
 8
 分
を
行
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
 る
 。
集
団
 全
 

一
に
関
与
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
一
部
の
姓
が
 他
 の
 姓
 よ
り
 

る
 形
を
と
り
な
が
ら
、
パ
ー
シ
ー
は
聖
な
る
 人
 ア
ー
 タ
 シ
ュ
・
 べ
｜
 

例
え
ば
、
 
2
 

明
を
行
う
。
 
こ
 

事
例
は
、
そ
れ
 

同
一
人
物
が
 2
 

つ
た
 マ
ー
チ
の
 

ィ
ア
 に
よ
っ
て
 

同
系
譜
に
属
し
 

客
中
 9
 名
で
、
 

在
住
で
あ
る
。
 

表
 2
 に
も
と
 番

目
の
ア
ン
テ
ィ
ア
を
例
に
し
て
、
表
 2
 に
表
記
さ
れ
 た
 内
容
の
説
 

の
 姓
が
マ
ー
チ
を
行
っ
た
事
例
の
総
数
が
㏄
で
あ
る
。
 
こ
れ
ら
の
㏄
 

ぞ
れ
異
な
る
㏄
名
の
個
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
の
 
で
は
な
い
。
 

回
 以
上
マ
ー
チ
を
行
っ
て
い
る
事
実
が
あ
り
、
そ
の
よ
 
う
 な
形
を
と
 

事
例
を
合
計
す
る
と
何
に
な
る
。
そ
の
 蛇
 事
例
は
 、
 Ⅱ
 右
 の
ア
ン
テ
 

つ
く
と
、
 棚
姓
 の
な
か
の
 
第
 姓
氏
 九
 ）
が
 、
 Ⅲ
事
例
 

分
担
さ
れ
て
い
る
。
Ⅱ
名
の
ア
ン
テ
ィ
ア
の
う
ち
、
Ⅱ
 

ナ
ウ
 サ
リ
 在
住
の
ア
ン
テ
ィ
ア
は
㏄
 名
 、
残
り
の
 1
 名
 

て
い
る
。
死
者
の
霊
の
供
養
と
の
関
連
で
マ
ー
チ
を
 行
 名
 全
員
が
 祭
 

が
 ム
ン
バ
イ
 

の
 マ
ー
チ
を
 

っ
 た
の
が
Ⅱ
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ソロアスター 教徒 パ一 

す ら ュ サ 
  れ       
パ て べ に 
l い l お 
、 ン ろ う   
@ 。 l て 
に ② ム は 
お ク の 、 
い ト 7 9 
て ゥ つ つ 

死 の聖 @ ユ、 ブ ノ がそう な 
若 苗 で る 
0 % あ 火 

のう 記憶 仁ヨす るし 

ま @ ， ち 
コ 文 133  8 
家 系 の つ 
糸 山 里 が 

  
  
父 

つ 

8     
で 録 に l 
死 し 建 タ 
老 残 て シ 
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ラ
ー
ム
を
保
持
し
て
き
て
い
る
。
 

（
 
2
 一
信
託
百
日
色
と
死
者
供
養
 

マ
ー
チ
の
記
録
を
追
跡
し
て
い
く
と
、
個
人
や
家
族
 

を
 単
位
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
親
族
や
そ
の
他
を
単
 

位
 と
す
る
ト
ラ
ス
ト
 

臼
 「
 
括
 （
信
託
に
よ
っ
て
香
木
が
捧
げ
ら
れ
て
い
る
 
尭
 事
例
 一
 
。
ト
ラ
ス
ト
は
㏄
事
例
が
家
族
・
親
族
、
 

7
 事
例
が
「
通
り
」
 

、
 

3
 事
例
が
 バ
 ガ
リ
ア
ー
㊥
 す
 ㏄
 
幅
 ㏄
「
 
巨
 
祭
司
集
団
、
 
1
 事
例
が
菜
食
主
義
者
、
 

1
 事
例
が
パ
ー
シ
ー
コ
ミ
ュ
 

-
 
一
 
テ
ィ
全
体
 田
斡
 
二
 %
 三
 

ョ
ゆ
 
き
を
単
位
と
し
て
い
る
。
 

こ
の
場
面
で
の
信
託
は
、
パ
ー
シ
ー
に
よ
っ
て
 

ニ
 バ
ウ
 ぎ
ぎ
ま
 
し
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
サ
ー
サ
 

｜
ン
朝
 時
代
の
慣
習
 

鋼
 
構
 
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
古
い
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
造
法
典
（
日
出
口
・
 

ミ
い
口
 
Ⅰ
の
ゅ
コ
～
互
い
Ⅱ
 

卸
 
「
白
材
出
組
 

卸
已
 

 
 

 
 

火
 
実
は
、
目
耳
 
白
 ・
特
に
目
二
ロ
・
 

き
め
 
「
死
者
の
魂
 
の
 供
養
（
 目
曇
 せ
り
曲
の
ぎ
㌫
 

し
 」
の
残
存
と
考
え
る
 

 
 

 
 
 
 

 
 

令
 す
る
形
、
死
者
の
名
前
を
記
憶
す
る
形
で
行
わ
れ
て
 

い
く
。
死
者
の
名
前
を
確
実
 

 
 
Ⅰ
に
残
す
手
段
と
し
て
、
①
「
故
人
の
霊
の
た
め
に
 

」
、
聖
火
 
殿
 、
鳥
葬
の
塔
を
は
じ
め
そ
の
他
の
社
会
 

施
 設
を
創
設
し
て
い
く
。
 

チ
 オ
 



き
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

を
 記
憶
す
る
仕
方
と
、
「
家
系
図
１
 垂
 
Ⅰ
の
よ
う
な
形
 

H
 」
 

で
 ク
ト
ゥ
ン
 ブ
 の
下
位
集
団
の
規
模
で
死
者
を
記
憶
 
す
 る
 仕
方
が
存
在
す
る
。
 

前
者
は
男
子
君
だ
け
を
記
憶
し
、
後
者
は
男
女
 
名
 を
記
 憶
 す
る
。
毎
年
、
「
死
者
を
供
養
し
祀
る
 日
 」
に
は
、
 聖
火
 殿
 で
行
わ
れ
る
 死
 

者
 供
養
の
儀
礼
の
中
で
、
「
家
系
図
１
旦
に
記
録
さ
 
れ
た
名
前
を
祭
司
が
声
に
出
し
て
全
て
呼
び
上
げ
る
。
 
ク
ト
ゥ
ン
 ブ
 の
規
模
の
 

場
合
は
 一
 

れ
は
 パ
ー
シ
ー
が
広
範
な
時
間
 幅
 に
わ
た
っ
て
名
前
を
 記
憶
し
ょ
う
と
す
る
 行
 

為
 で
あ
り
、
そ
こ
に
は
男
子
名
を
記
憶
す
る
規
模
と
女
 千
名
を
記
憶
す
る
規
模
が
異
な
り
を
示
し
な
が
ら
並
存
 
し
て
い
る
。
 

こ
う
し
た
仕
方
に
加
え
て
、
パ
ー
シ
ー
は
聖
な
る
火
に
 香
木
を
捧
げ
る
行
為
に
よ
っ
て
も
死
者
を
供
養
し
て
い
 
こ
 う
 と
す
る
。
表
に
 

再
構
成
し
た
マ
ー
チ
資
料
の
中
の
個
人
マ
ー
チ
に
関
し
 
て
 、
そ
こ
に
名
前
が
記
載
さ
れ
た
個
人
に
つ
い
て
聴
取
 調
査
を
行
う
と
、
阻
害
 

例
一
 全
体
の
約
㏄
 拷
 ）
が
死
者
で
あ
る
。
個
人
の
断
面
 で
も
、
信
託
マ
ー
チ
と
い
う
集
団
の
断
面
で
も
、
 
マ
｜
 チ
は
 死
者
の
供
養
 と
深
 

く
 関
わ
り
な
が
ら
行
わ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

こ
こ
で
、
㏄
事
例
の
信
託
を
具
体
的
に
分
析
す
る
と
、
 
紐
の
姓
が
家
族
・
親
族
マ
ー
チ
を
担
っ
て
い
る
が
、
 
そ
の
う
ち
㌍
姓
が
 
1
 

回
、
 2
 姓
が
 2
 回
、
 1
 姓
が
 3
 回
、
 1
 姓
が
 5
 回
、
 1
 姓
が
 6
 回
、
 1
 姓
が
 9
 回
、
 1
 姓
が
Ⅱ
回
、
 1
 姓
が
 羽
 固
め
 マ
ー
チ
を
引
き
受
 

け
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
 3
 姓
 
一
口
羽
田
、
 

し
 0
 「
 
ミ
 ・
の
す
 
o
F
 
お
 ㌧
で
約
半
分
の
集
団
マ
ー
チ
を
分
担
す
る
偏
り
 

が
 見
ら
れ
る
。
 3
 姓
の
 

う
ち
で
、
ド
ー
デ
ィ
一
口
 0
 「
き
と
 チ
ョ
ク
 ス
ィ
ー
 
一
 
の
す
。
 
ォ
ぉ
 ㌧
は
、
集
団
マ
ー
チ
だ
け
で
聖
な
る
火
の
維
 
特
 に
関
与
し
て
い
る
。
 

こ
の
こ
と
は
、
 5
 回
担
っ
て
い
る
バ
バ
 
苗
 す
 い
 す
す
 
し
 
と
 、
 6
 回
担
っ
て
い
る
ギ
ャ
ラ
 
あ
ゼ
ゅ
 
「
巴
に
つ
い
て
 も
 同
様
で
あ
る
。
個
人
 

マ
ー
チ
だ
け
で
な
く
、
集
団
マ
ー
チ
で
あ
る
信
託
に
つ
 い
て
も
、
一
部
の
特
定
の
姓
が
他
の
姓
よ
り
も
強
く
関
 与
す
る
形
が
と
ら
れ
て
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    一 教徒パーシ   の 聖なる人と集団構造 

（
 3
 ）
女
子
 名
 

表
 に
再
構
成
し
た
マ
ー
チ
資
料
に
は
、
女
性
の
名
前
が
 弼
 事
例
出
て
く
る
。
こ
の
 川
 事
例
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
 れ
 聴
取
調
査
を
行
っ
 

た
 結
果
は
、
未
婚
一
人
暮
ら
し
が
初
事
例
、
既
婚
・
 
子
 供
 な
し
が
㏄
事
例
、
既
婚
・
息
子
な
し
・
 娘
 あ
り
が
 四
 事
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
 

の
女
性
 は
 、
パ
ー
シ
ー
に
お
い
て
ほ
、
後
継
者
が
い
な
 
い
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
立
場
に
あ
る
女
性
で
あ
る
 。
ア
ー
タ
シ
ュ
・
 べ
 

ラ
ー
ム
の
マ
ー
チ
 は
 、
そ
う
し
た
社
会
的
立
場
に
あ
る
 女
子
の
た
め
に
も
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
 

パ
ー
シ
ー
が
高
く
価
値
づ
け
る
系
譜
資
料
で
あ
る
「
 家
 系
図
１
 1
 」
に
は
女
子
名
は
記
録
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
 死
者
供
養
の
た
め
の
 

 
 

養
取
 慣
行
 
弓
曲
三
 巴
の
場
面
で
も
、
女
子
に
関
わ
る
 
事
例
 は
 殆
ど
観
察
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
個
人
マ
ー
チ
 
や
 、
財
物
の
一
部
を
信
 

話
 に
し
、
そ
こ
に
相
続
継
承
の
観
念
が
入
っ
て
く
る
 信
 託
 マ
ー
チ
の
場
面
で
は
既
に
記
述
し
た
よ
う
に
、
 こ
こ
は
死
者
の
魂
の
供
 

養
の
場
面
で
も
あ
る
の
だ
が
、
女
子
が
そ
れ
ら
の
 信
託
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
し
、
女
子
（
 妻
 や
媒
）
 が
 そ
れ
ら
を
相
続
す
る
こ
 

と
も
あ
る
。
 

女
子
が
信
託
を
起
こ
す
場
合
は
 
、
せ
操
 苗
の
形
式
を
と
る
 こ
と
も
で
き
る
。
信
託
の
相
続
継
承
は
 、
 ①
自
分
の
 家
族
の
線
を
た
ど
る
 

形
、
 ②
 被
 信
託
人
の
線
を
た
ど
る
形
、
が
あ
る
。
具
体
 的
に
は
、
①
個
人
あ
る
い
は
集
団
が
財
産
の
一
部
を
遺
 
言
な
ど
で
信
託
に
し
、
 

そ
の
利
子
で
聖
な
る
火
に
香
木
を
加
え
っ
づ
け
る
形
、
 ②
既
存
の
信
託
に
資
金
や
土
地
を
委
託
し
、
そ
こ
か
ら
 
生
じ
る
利
子
や
上
納
で
 

 
 

聖
な
る
火
に
香
木
を
加
え
て
い
く
形
と
が
あ
る
。
 
パ
｜
 シ
ー
は
こ
れ
ら
の
信
託
を
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
死
後
 
「
魂
の
供
養
」
を
し
て
 

も
ら
え
な
い
立
場
に
あ
る
人
物
の
た
め
に
、
聖
火
 殿
に
 お
い
て
聖
火
に
香
木
を
捧
げ
て
い
く
。
自
分
自
身
の
魂
 だ
け
で
な
く
他
の
人
々
 

の
魂
の
供
養
も
含
め
て
信
託
を
組
む
思
考
 や
 、
信
託
の
 利
子
を
使
 m
 し
て
供
養
を
行
っ
て
い
く
等
の
事
実
は
 、
 サ
ー
サ
ー
ン
朝
時
代
の
 

慣
行
が
パ
ー
シ
ー
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
て
き
て
い
る
と
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一
 4
@
 

ア
ー
 タ
 

る
 。
ナ
 ウ
 

例
 ）
や
そ
 

で
保
持
さ
 

パ
ー
シ
 

そ
れ
が
 行
 

ア
 ー
タ
シ
 

ナ
ジ
 
・
 ア
 

%
 域
性
 

シ
ュ
・
 べ
｜
 ラ
ー
ム
の
マ
ー
チ
は
 、
 そ
の
Ⅶ
事
例
（
 約
 W
 九
 ）
が
 チ
 オ
 サ
 リ
 在
住
の
パ
ー
シ
ー
に
よ
っ
て
行
わ
れ
 て
き
て
い
 

サ
リ
 の
聖
な
る
 
人
 ア
ー
タ
シ
ュ
・
 
べ
 ｜
 ラ
ー
ム
を
維
持
す
る
三
体
 は
チ
 オ
 サ
リ
 を
中
心
に
し
て
い
て
、
 

ム
シ
 バ
 イ
 
一
肌
 事
 

の
他
の
地
域
 
-
 艶
事
例
）
へ
の
広
が
 り
は
示
さ
な
い
。
バ
ー
ジ
ー
の
 聖
な
 6
 人
 は
 、
極
度
に
強
い
地
域
性
と
集
団
 性
 の
な
か
 

れ
て
き
て
い
る
。
 

１
 0
 聖
な
る
火
は
、
そ
れ
ら
の
等
級
 に
か
か
わ
ら
ず
、
個
人
に
よ
っ
て
 創
 設
 さ
れ
て
き
て
い
る
。
個
人
が
生
き
て
 い
る
間
に
 

わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
し
 
一
 
ム
ン
バ
イ
 
の
ダ
 デ
ィ
バ
イ
・
ア
ー
タ
シ
ュ
，
 べ
 ｜
 ラ
ー
ム
 や
 ス
ラ
ー
ト
の
モ
デ
ィ
・
 
ヴ
 ァ
キ
ル
 
・
 

ュ
 ・
 べ
｜
 ラ
ー
ム
な
ど
）
、
個
人
の
遺
 
言
 に
基
づ
い
て
後
継
者
が
そ
れ
を
 行
 う
こ
と
も
あ
る
（
ム
ン
バ
イ
の
 ワ
デ
 ィ
ア
 
・
 バ
 

｜
 タ
シ
ュ
・
 
べ
｜
 ラ
ー
ム
な
ど
㍉
 
，
 」
れ
る
の
行
為
は
、
男
子
で
も
女
子
で
 0
 行
 う
 こ
と
が
で
き
る
。
 
緑
 出
口
㏄
 Ⅱ
 @
@
 
の
 l
@
 
の
 

チ
 オ
 サ
リ
 で
は
、
ド
ジ
バ
イ
・
 

コ
ト
 7
 ル
の
遺
言
に
よ
っ
て
、
一
九
二
三
 年
に
聖
な
る
 人
 
（
ダ
ー
ド
ガ
ー
 

音
隼
 ㏄
の
 
ヒ
 
も
創
設
さ
れ
 

ド
 シ
バ
イ
自
身
と
彼
女
の
両
親
の
た
 め
に
、
年
々
ア
フ
ァ
ル
ガ
ー
シ
・
 バ
 

 
 

タ
ー
ド
（
ノ
ミ
 c
 オ
（
神
曲
 

@
 

 
 

が
 行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
女
子
が
 聖
 な
る
火
を
創
設
す
る
事
実
も
サ
ー
 ザ
 ｜
ン
朝
 時
代
の
慣
習
法
典
の
中
に
散
 見
す
る
 
-
 
目
立
し
・
 
ぬ
ギ
い
 

 
 

こ
の
よ
う
に
系
譜
資
料
の
「
家
系
図
 ｜
 1
 」
お
よ
び
 養
取
 慣
行
で
は
社
会
 的
に
劣
位
に
置
か
れ
て
い
る
女
子
が
 、
 マ
 l
 チ
な
ら
び
に
 

聖
な
る
火
の
創
設
や
維
持
の
場
面
で
 は
 、
そ
れ
ら
の
領
域
に
比
し
て
比
較
 的
 高
 い
 位
置
を
占
め
て
い
る
。
し
か
も
 そ
の
事
実
は
サ
ー
サ
 

｜
ン
朝
 時
代
か
ら
の
古
い
慣
行
と
考
 ，
 
ぇ
 ら
れ
る
。
 

(638)  160 



ぬ
 
乙
が
、
後
者
に
よ
る
事
例
 
縮
 事
例
 
毬
乙
 
を
 用
事
例
上
回
っ
て
い
る
。
全
体
の
半
分
ず
つ
を
、
 

両
 者
で
分
担
し
合
っ
て
き
て
い
 

 
 
勒
 
る
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
祭
司
系
譜
の
パ
ー
シ
 

｜
と
 平
信
徒
の
聖
な
る
火
へ
の
具
体
的
な
関
わ
り
の
 

度
 合
い
を
取
り
出
す
た
め
に
、
 

棚
 
姓
の
重
な
り
を
再
考
す
る
。
姓
の
重
な
り
の
事
例
 
総
数
冊
を
、
そ
れ
を
担
っ
た
人
数
Ⅲ
人
で
割
る
と
、
 

平
 均
値
は
 ℡
事
例
と
な
る
。
 
こ
 

 
 
ん
こ
で
、
祭
司
系
譜
と
平
信
徒
の
間
で
、
平
均
値
の
 
比
較
を
行
 う
と
 、
祭
司
系
譜
が
別
事
例
、
平
信
徒
が
 
掛
 事
例
と
な
る
。
姓
の
重
な
り
 

 
 

祭
司
系
譜
に
属
す
る
パ
ー
シ
ー
の
方
が
平
信
徒
よ
り
も
 

わ
ず
か
な
が
ら
高
 い
 こ
と
が
 

 
 

几
 
す
る
の
で
あ
る
。
 

が
 
指
摘
で
き
る
。
舌
ロ
 

い
 換
え
る
と
、
聖
な
る
人
と
よ
 
り
 強
く
関
わ
ろ
う
と
す
る
態
度
は
、
祭
司
系
譜
に
属
す
 

る
 パ
ー
シ
ー
の
な
か
に
存
在
 161  (639) 

3
 
 マ
ー
チ
と
系
譜
 

 
 

 
 

③
 
か
 平
信
徒
 
田
 の
す
 
ロ
 Ⅰ
 
已
 
か
で
類
別
す
る
と
、
前
者
 に
よ
る
事
例
 
碗
 事
例
 
乾
 

集
 

に
は
、
一
人
の
女
性
が
聖
な
る
火
を
創
設
し
、
 亜
 
漫
言
を
 残
さ
ず
に
死
ん
だ
の
で
、
聖
な
る
火
が
彼
女
の
夫
に
よ
 
っ
て
継
承
さ
れ
る
事
例
 

*
W
-
 

も
 記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
養
子
も
聖
な
る
火
の
信
 記
 
す
㏄
二
 
%
 ュ
 じ
を
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
た
 

-
 
ミ
エ
 し
 ㏄
 
ギ
巴
 。
個
人
に
よ
っ
 

て
 創
設
さ
れ
て
聖
な
る
火
は
、
い
っ
た
ん
聖
火
殿
の
中
 
に
お
さ
め
ら
れ
る
と
、
永
続
的
な
独
自
性
を
与
え
ら
れ
 、
 他
の
火
と
混
ぜ
合
わ
 

さ
れ
た
り
、
そ
の
聖
な
る
火
か
ら
別
の
火
が
分
か
れ
る
 
こ
と
も
あ
り
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
聖
な
る
人
そ
れ
 自
身
が
特
有
の
独
自
性
 

を
も
つ
こ
と
と
も
深
く
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
 
ナ
 ウ
サ
リ
 の
聖
な
る
火
は
、
パ
ー
シ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
 １
を
広
く
交
錯
す
る
 形
 

で
は
保
持
さ
れ
て
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
 う
 な
 思
考
と
慣
行
は
、
サ
ー
サ
ー
ン
朝
時
代
か
ら
現
代
ま
 
で
 保
持
さ
れ
て
き
て
お
 

り
 、
こ
の
こ
と
が
聖
な
る
火
の
地
域
性
と
関
連
し
て
い
 る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 



と
こ
ろ
で
、
表
に
再
構
成
し
た
マ
ー
チ
資
料
に
記
 
載
 さ
れ
た
 姓
 
一
家
族
）
に
関
し
て
数
的
な
処
理
を
 行 う
と
 、
カ
ン
ガ
 

未
か
む
呵
巴
 と
 て
 サ
ー
ニ
 
一
ま
 傍
が
 コ
 ご
の
頻
出
の
度
人
口
 
い
が
極
め
て
高
い
。
こ
れ
ら
の
 2
 姓
の
全
体
に
対
す
る
 比
率
を
各
月
に
わ
た
 

っ
て
具
体
的
に
示
す
と
、
そ
れ
ぞ
れ
 1
 月
お
拷
 ・
 姐
九
 
一
 
㏄
 九
 ）
、
 2
 月
㏄
 拷
 
・
 卸
拷
 
一
例
 拷
 ）
、
 3
 月
四
九
・
 
M
 九
一
㏄
 拷
エ
 
4
 月
 

%
 拷
 
・
㏄
九
一
㎝
 九
 Ⅰ
 
5
 月
Ⅳ
 拷
 
・
㏄
九
一
町
 九
 Ⅰ
 
6
 月
Ⅳ
 拷
 
・
 蛇
拷
一
 ㏄
 拷
 Ⅰ
 
7
 月
㎎
 拷
 
・
 即
拷
一
 ㏄
 拷
 Ⅰ
 
8
 月
 お
 0
@
.
 
㌍
 拷
 

（
㍗
 拷
 Ⅰ
 
9
 月
Ⅸ
 九
 
・
Ⅱ
九
一
㏄
 九
 ）
、
 印
月
 Ⅳ
 拷
 
・
 姐
 九
一
㎝
 九
 ）
 、
 Ⅱ
 月
 四
九
・
㏄
 拷
一
れ
拷
 Ⅰ
は
同
 6
 拷
 
・
㌍
 0
@
 
 
（
㏄
 

0
@
 
 

と
 

な
っ
て
い
る
。
 
5
 月
 仰
九
 と
は
 月
 ㏄
拷
が
比
較
的
低
い
 割
合
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
月
は
 
6
 割
以
上
の
 数
値
を
示
し
て
お
り
、
 

両
者
を
合
わ
せ
た
各
月
の
平
均
値
は
㏄
 拷
 と
な
っ
て
 い
 る
 。
 

こ
の
結
果
は
 、
姓
 
（
家
族
）
マ
ー
チ
の
場
合
も
、
個
人
 マ
ー
チ
な
ら
ぴ
に
信
託
マ
ー
チ
の
場
合
と
同
様
に
 、
あ
 る
 特
定
の
家
族
が
王
 

体
 と
な
っ
て
い
る
事
実
を
示
し
て
い
る
。
 

そ
こ
で
、
カ
ン
ガ
（
本
が
コ
 %
@
 
と
 て
 サ
ー
 
ニ
 
（
 ま
 膀
が
 コ
ご
 を
パ
ー
シ
ー
の
系
譜
史
料
「
家
系
図
１
 
@
 

で
 遡
 反
 し
て
い
く
と
、
 
さ
 

ら
に
そ
こ
に
新
し
い
事
実
が
発
見
さ
れ
る
。
す
な
わ
 ち、
 次
に
示
す
よ
う
に
、
カ
ン
ガ
に
関
し
て
は
 カ
 

  

一
 
パ
り
 オ
 ひ
し
 ゴ
 が
 コ
 も
 巴
 、
マ
サ
ー
 ニ
 に
 明
 Ⅲ
し
て
は
チ
ャ
ー
 

ダ
ー
・
フ
ァ
レ
ー
ド
ゥ
ー
 ン
 
（
の
 
ゴ
 曲
目
巨
材
Ⅱ
が
Ⅰ
の
山
ロ
 

コ
 ）
 と
 呼
ば
れ
る
出
自
 集
 

-
 
洲
 -
 

団
の
始
祖
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
で
あ
る
。
舌
ロ
 

い
 換
え
る
と
 
こ
の
場
面
で
は
、
聖
な
る
火
は
 、
ヵ
 ー
 ヵ
 ー
・
ダ
ン
 
パ
ー
ル
と
チ
ャ
ー
ン
ダ
 

｜
 ・
フ
ァ
レ
ー
ド
 
ゥ
 i
 ン
と
 呼
ば
れ
る
出
自
集
団
で
 
維
持
さ
れ
て
お
り
、
カ
ー
カ
ー
・
パ
ー
ラ
ン
 

寅
オ
卸
 ㌧
 卸
 三
が
 コ
 ）
、
ア
ー
シ
 ャ
 

｜
 ・
 フ
 ア
レ
ー
ド
ウ
ー
ン
一
戸
の
 
ゴ
曲
 Ⅱ
が
Ⅰ
の
山
口
 

已
 、
 マ
｜
 

・
フ
ァ
レ
ー
ド
ウ
ー
 ン
 
（
 
ノ
目
卸
ゴ
 

㎏
 卸
 Ⅰ
Ⅱ
が
Ⅰ
の
 

巨
 ロ
コ
一
 と
称
さ
れ
る
出
自
 

集
団
に
よ
っ
て
は
維
持
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
祭
司
系
譜
に
属
す
る
パ
ー
シ
ー
を
系
譜
 史
 料
 
「
家
系
図
１
 1
 」
で
追
跡
し
て
い
く
と
、
そ
こ
に
数
 本
の
出
自
の
流
れ
が
   



ソロアスター 教徒 パ -   シー の聖な   6 人と集団構造 

存
在
し
て
い
る
こ
と
が
取
り
出
せ
る
。
そ
れ
ら
は
、
 
バ
 ガ
リ
ア
ー
（
 い
ゴ
 
㏄
 的
銭
宙
 Ⅰ
サ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ー
 
あ
 ㏄
 
邑
 曲
コ
 
鱗
 ）
、
ゴ
ー
 

ノ
ー
 

バ
 
ワ
 

一
四
 
-
 

ラ
 ー
一
 Q
0
 笘
ゅ
く
 

（
 
巴
 、
バ
ル
チ
 ャ
｜
 
一
口
 
ゴ
 ㏄
（
目
の
 

ゴ
巴
、
カ
 ム
バ
ー
タ
 
一
 
パ
ぎ
 ヨ
す
笘
巴
 で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
 ナ
ウ
 サ
リ
 と
の
関
連
で
 

重
要
な
 バ
 ガ
リ
ア
ー
だ
け
を
取
り
上
げ
る
。
 

 
 

（
）
 カ
カ
 
・
パ
ー
ラ
ン
（
①
シ
ャ
プ
ー
ル
・
 シ
 ャ
 リ
ア
ー
ル
、
②
う
ー
 ん
 ヤ
ー
ル
、
③
オ
ー
ル
マ
ズ
 ド
  
 

ル
、
 ④
モ
ー
バ
ッ
ド
 、
 ⑤
ザ
ル
ト
ー
シ
ュ
ト
 、
 ⑥
 カ
｜
 ム
デ
ィ
ー
ン
、
⑦
モ
 ー
 バ
ッ
ド
 、
 ⑧
カ
ム
デ
ィ
ー
ン
、
 ⑨
 ラ
 ー
 ナ
 Ⅰ
⑩
チ
ャ
 

 
 ン
ド
ナ
 L
 
 ⑪
ア
ー
ン
 ナ
 Ⅰ
⑫
パ
ー
ラ
ン
）
 
、
 （
 
2
 ）
 

・
シ
ヤ
 リ
 ア
ー
ル
、
②
う
ー
 ん
 

 
 

、
 ⑤
ザ
ル
ト
ー
シ
ュ
ト
 、
 ⑥
カ
ー
ム
デ
ィ
ー
ン
、
⑦
 モ
 ｜
 バ
ッ
ド
 、
 ⑧
ラ
ク
ミ
 

 
 

ダ
ン
パ
ー
ル
、
⑫
カ
ー
カ
 
上
 、
一
 
3
 ）
ア
ー
シ
ャ
ー
 ・
 フ
 ア
レ
ー
ド
ウ
ー
 ン
 

（
①
シ
ャ
プ
ー
ル
・
シ
ャ
リ
ア
ー
ル
、
②
 ダ
 ヴ
ァ
ル
 、
 ③
 ネ
 ー
リ
ョ
サ
ン
グ
、
④
モ
ー
バ
ッ
ド
 、
 ⑤
ク
シ
ュ
マ
 ス
タ
 Ⅰ
⑥
ク
ジ
ャ
ス
 

タ
 Ⅰ
⑦
 バ
 マ
ン
ヤ
ー
ル
、
⑧
ク
ー
ル
シ
ェ
ー
ド
、
⑨
 

 
 

ン
、
 ⑫
ア
ー
シ
ヤ
ー
Ⅰ
 

（
 
4
 ）
 で
 ー
 ヒ
 ヤ
ー
ル
 

父
 3
 ）
の
 は
 代
目
ア
ー
シ
ャ
ー
の
部
分
に
 
て
 ー
 ヒ
 ヤ
ー
ル
が
入
る
 Ⅰ
（
 5
 ）
チ
ャ
ー
ン
ダ
 

｜
 ・
フ
ァ
レ
ー
ド
ゥ
ー
ン
 
父
 3
%
4
 ）
の
は
代
目
の
部
 
分
に
 チ
ャ
ー
ン
ダ
ー
が
入
る
）
の
 5
 ポ
ー
ル
面
色
・
で
 絃
 
路
地
の
意
）
か
ら
 構
 

成
さ
れ
て
き
た
 
訪
 
Ⅱ
。
と
こ
ろ
で
、
マ
ー
チ
は
、
既
述
し
た
 

-
 

よ
う
に
、
基
本
的
に
は
、
個
人
、
家
族
、
親
族
ま
た
は
 集
団
で
担
わ
れ
て
い
る
 

部
分
と
、
 姓
 
（
家
族
）
で
担
わ
れ
て
い
る
部
分
か
ら
 構
 成
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
前
述
の
表
 2
 の
個
人
、
家
族
 、
親
族
ま
た
は
集
団
で
 

担
わ
れ
て
い
る
部
分
に
任
目
し
、
そ
れ
ら
を
「
家
系
図
 ｜
 1
 」
と
の
関
連
で
考
察
す
る
と
、
そ
こ
に
は
別
の
事
 実
 が
発
見
さ
れ
る
。
 

表
 2
 で
舌
口
 
及
 し
た
よ
う
に
、
ア
ン
テ
ィ
ア
ラ
 巨
あ
 
㏄
事
例
）
 、
 ダ
ス
ト
ゥ
ー
ル
㊥
㏄
の
（
 
目
 （
四
事
例
）
 、
デ
 ブ
 ー
（
し
 ま
 0
0
 
 
幼
 

事
例
）
 、
デ
サ
ィ
已
 病
田
 
蝸
 事
例
Ⅰ
ホ
ム
 ジ
日
 。
 
ヨ
 目
引
事
例
）
、
カ
ン
ガ
 
束
 ㏄
 コ
 ㎎
㏄
㎜
事
例
Ⅰ
 
コ
 ト
 ワ
ル
 
一
パ
 
0
 （
幸
田
㏄
   



中
心
と
な
っ
て
お
り
、
 マ
｜
ヒ
 ヤ
ー
ル
・
 

 
 

例
 ず
つ
し
か
関
わ
っ
て
 

九
 Ⅰ
チ
 ャ
 ー
ン
ダ
ー
・
 フ
 ア
レ
ー
ド
ゥ
ー
ン
 
一
バ
シ
 サ
 ン
・
カ
ム
ス
・
ク
タ
ー
ル
・
パ
ウ
リ
・
セ
ス
ナ
 

総
 計
 7
 事
例
 
巧
 九
一
 が
 

事
型
が
 聖
な
る
火
の
維
持
に
特
に
強
く
関
わ
っ
て
 
い
 る
 。
こ
れ
ら
の
 8
 姓
で
 卸
 事
例
を
引
き
受
け
、
全
体
 
の
約
乾
拷
 を
し
め
て
い
 

除
く
す
べ
て
が
 バ
 ガ
リ
ア
ー
で
あ
る
こ
と
が
追
跡
で
き
 

チ
 ャ
 ー
ン
ジ
・
 デ
 サ
イ
・
カ
ト
ラ
ッ
ク
・
 コ
ト
ワ
ル
 

 
 

｜
チ
な
 行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
姓
の
系
 
報
 

る
 。
こ
れ
ら
の
姓
は
、
 1
 月
か
ら
は
月
ま
で
、
す
べ
て
 

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

は
、
 特
に
、
カ
ー
カ
ー
・
ダ
ン
パ
ー
ル
 
一
 
ベ
ド
ワ
ー
ル
 

ガ
リ
ア
ー
祭
司
系
譜
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ア
ー
シ
ャ
 

㏄
九
を
分
担
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
Ⅸ
 姓
 す
べ
て
 

カ
ー
カ
ー
・
パ
ー
ラ
ン
ア
ス
ト
ゥ
ー
ル
・
カ
カ
リ
ア
 

に
 、
ア
ン
テ
ィ
ア
が
 マ
 ー
 ヒ
 ヤ
ー
ル
・
 

ほ
 つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
全
体
の
半
数
に
あ
た
る
 仰
 

・
ラ
ン
ジ
・
 サ
 シ
ュ
ト
リ
総
計
㎎
事
例
 
冊
拷
一
 
、
 

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
姓
を
「
家
系
図
１
 I
 」
に
も
と
づ
 

帽
を
 「
家
系
図
１
 1
 」
に
も
と
づ
い
て
追
跡
し
て
い
く
 

総
計
 拐
 事
例
㏄
匹
が
中
心
と
な
っ
て
マ
ー
チ
を
 
行
 

が
バ
 ガ
リ
ア
ー
祭
司
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
既
に
取
 

る
 。
表
 2
 の
㌍
姓
の
な
か
の
半
数
Ⅸ
が
祭
司
系
譜
に
 属
 

0
 月
に
分
布
し
な
が
ら
、
あ
る
特
定
の
月
に
極
端
な
 偏
 

｜
ン
に
、
 ダ
ス
ト
ゥ
ー
ル
が
カ
ー
カ
ー
・
パ
ー
ラ
ン
、
 

の
 信
託
マ
ー
チ
を
、
祭
司
系
譜
の
パ
ー
シ
ー
が
担
っ
て
 

・
 ヵ
ン
ガ
 ・
マ
ダ
ン
・
ム
ー
ラ
，
ヴ
ァ
ジ
 ブ
 ダ
ー
ル
 

ヵ
 ー
・
ダ
ン
パ
ー
ル
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
が
取
り
 

｜
 ・
フ
ァ
レ
ー
ド
ク
ー
ン
テ
サ
イ
・
カ
ト
ラ
ッ
ク
 

カ
ー
カ
ー
・
パ
ー
ラ
ン
 
一
 
ド
ー
デ
ィ
・
ダ
ス
ト
ゥ
ー
 

総
計
Ⅲ
事
例
Ⅸ
九
）
 

と
 ア
ー
シ
ャ
ー
・
フ
ァ
レ
 ｜
 

い
て
、
 バ
 ガ
リ
ア
ー
 か
非
バ
 ガ
リ
ア
ー
か
で
区
別
し
て
 

出
せ
る
。
こ
の
部
分
で
 

と
 、
つ
ぎ
に
示
す
よ
 う
 

総
計
㎜
事
例
 

担
拷
一
 
、
 

り
を
示
す
こ
と
な
く
て
 

デ
 サ
イ
、
 コ
ト
ワ
ル
 が
 

り
 上
げ
た
信
託
マ
ー
チ
 

ド
ゥ
ー
ン
ア
ー
ダ
ー
 

し
て
い
て
、
全
体
の
約
 

ル
 
総
計
り
事
例
 

捧
 

聖
な
る
火
を
維
持
 

・
 コ
ト
ワ
ル
 ・
モ
 ー
デ
 

い
 る
が
、
す
べ
て
が
 バ
 

い
く
と
、
デ
 フ
 ー
を
   



ゾロアスター 教徒     の聖な   集団構造 

パ
ー
シ
ー
が
聖
な
る
火
に
香
木
を
捧
げ
る
行
為
を
考
察
 
す
る
と
、
パ
ー
シ
ー
の
聖
な
る
火
は
 
、
 「
ア
フ
ラ
ー
・
 マ
ズ
ダ
ー
の
子
」
で
 

あ
り
 
繍
臼
弥
ヱ
 せ
り
の
 

ぽ
 千
田
）
 0
 一
 冨
一
）
 
巴
 、
パ
ー
シ
ー
 は
 
「
（
聖
な
る
）
火
を
と
お
し
て
、
ア
フ
ラ
ー
・
マ
ズ
ダ
 １
を
崇
め
る
」
。
 聖
な
 

る
 火
は
、
「
供
え
物
と
折
り
」
を
も
っ
て
近
づ
く
べ
き
 
「
永
遠
の
存
在
」
で
あ
り
 繍
 N
 
 Ⅱ
・
里
甲
 こ
、
 供
え
 物
 を
も
っ
て
こ
れ
に
 近
 

つ
く
も
の
に
は
、
「
生
命
、
知
恵
、
子
孫
、
活
動
力
、
勇
 気
 」
 繍
 Z
 ニ
 %
 こ
や
「
善
き
報
い
と
魂
の
永
き
平
静
 
」
 繍
 N
 
Ⅰ
ど
を
恵
む
。
 

パ
ー
シ
ー
の
聖
な
る
火
は
、
個
人
や
家
族
に
よ
っ
て
 創
 設
 さ
れ
、
聖
別
さ
れ
、
聖
火
 殿
 に
保
持
さ
れ
、
一
般
の
 火
 と
は
区
別
さ
れ
て
 

き
た
。
パ
ー
シ
ー
が
聖
な
る
火
を
創
設
す
る
行
為
は
 、
 個
人
や
家
族
の
名
前
が
記
憶
さ
れ
、
ま
た
、
死
者
の
魂
 
が
 供
養
さ
れ
る
こ
と
で
 

も
あ
る
。
こ
の
思
考
は
、
パ
ー
シ
ー
が
祭
司
を
と
お
し
 
て
 聖
な
る
火
に
香
木
を
捧
げ
つ
づ
け
る
行
為
の
動
因
と
 
も
な
っ
て
い
る
 0
 パ
｜
 

シ
ー
は
、
個
人
、
家
族
、
集
団
を
単
位
に
し
て
、
こ
の
 
行
為
を
持
続
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
信
託
を
組
む
形
 
で
も
継
続
し
ょ
う
と
す
 

165 (643) 

こ
れ
ら
の
事
実
は
 、
 ナ
オ
 サ
リ
 に
お
い
て
最
も
等
級
の
 高
い
 ア
 ー
タ
シ
ュ
・
 べ
｜
 ラ
ー
ム
は
、
祭
司
系
譜
に
 属
 す
る
集
団
、
特
に
 、
 

バ
 ガ
リ
ア
ー
祭
司
集
団
が
中
心
と
な
っ
て
、
個
人
、
家
 族
 、
親
族
ま
た
は
集
団
マ
ー
チ
 と
姓
 
（
家
族
）
マ
ー
チ
 を
そ
れ
ぞ
れ
分
担
す
る
 

こ
と
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
 。
具
体
的
に
は
、
前
者
を
ア
ー
シ
ャ
ー
・
フ
ァ
レ
ー
ド
 
ク
ー
ン
、
カ
ー
カ
ー
・
 

。
ハ
ー
ラ
ン
、
 
ヵ
 ー
 ヵ
 ー
・
ダ
ン
パ
ー
ル
が
、
後
者
を
 ヵ
 １
ヵ
ー
・
ダ
ン
パ
ー
ル
、
チ
ャ
ー
ン
ダ
ー
・
フ
ァ
レ
 
｜
 ド
ク
ー
ン
が
担
っ
て
 い
 

る
 。
聖
な
る
火
に
香
木
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
 祭
司
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
と
は
別
の
断
面
に
お
い
て
 
も
、
 聖
な
る
火
は
祭
司
 

系
譜
に
属
す
る
パ
ー
シ
ー
に
よ
る
マ
ー
チ
に
よ
っ
て
 
保
 持
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

お
わ
り
に
 

  
な 
  
  



 
 
 
 
@
-
 
中
 別
府
温
和
「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
お
け
る
聖
な
る
 
人
｜
 チ
 オ
 サ
リ
 の
事
例
を
中
心
と
し
て
 ｜
 」
 宅
 哲
学
年
報
」
第
四
二
 輯
 、
一
九
八
三
年
一
、
二
 

九
｜
 五
二
頁
。
 

（
 
2
 ）
 
中
 別
府
温
和
「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
パ
ー
シ
ー
の
聖
な
る
 
火
 と
名
前
の
記
憶
に
つ
い
て
」
 

宅
 西
日
本
宗
教
学
雑
誌
」
第
一
 

八
号
、
一
九
九
六
年
Ⅰ
 

一
 二
 ー
二
五
頁
。
 

-
3
 一
中
別
府
温
和
「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
お
け
る
聖
な
る
人
と
 清
浄
儀
礼
 ｜
チ
 オ
 サ
リ
 の
事
例
を
中
心
に
 
｜
 」
 宅
 哲
学
年
報
」
 
第
四
三
韓
、
一
九
八
四
 

午
 Ⅰ
九
一
 ｜
一
 0
 九
頁
。
 

一
 
4
 ）
聖
な
る
火
の
維
持
に
関
し
て
は
、
拙
論
「
イ
ン
ド
に
お
け
 る
 ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
存
続
と
変
容
」
 

宅
 宗
教
間
の
協
調
と
葛
藤
 」
 佼
 放
出
版
社
、
一
九
 

八
九
年
一
、
二
二
九
 ｜
 二
四
六
頁
に
お
い
て
、
既
に
若
干
の
分
析
 

を
 試
み
た
。
当
該
論
文
の
内
容
の
一
部
と
、
本
稿
の
内
容
と
重
複
 す
る
箇
所
が
あ
る
 

こ
と
を
こ
こ
で
予
め
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
 

一
 
5
 一
晃
 下 ㌧
 0
 月
 下
（
は
、
一
九
六
六
年
ま
で
に
及
ぶ
 デ
サ
 ィ
 ・
ク
ト
ゥ
ン
 
ブ
コ
し
拮
 生
パ
 仁
 （
 
仁
ョ
巳
と
 
ダ
ス
ト
ゥ
ー
ル
・
 ク
ト
ゥ
ン
 ブ
 
-
 
し
お
コ
与
 

木
 ロ
ミ
 ヨ
 こ
の
系
譜
を
記
録
し
た
 グ
 ジ
 ャ
 ラ
ー
テ
ィ
史
料
で
あ
る
 
。
こ
の
史
料
は
、
個
人
の
名
前
、
没
年
月
日
、
祭
司
の
資
格
を
獲
 得
す
る
た
め
の
 儀
 

社
目
き
曲
「
一
の
終
了
 年
 、
個
人
に
関
す
る
説
明
一
例
え
ば
、
 

妻
 が
ど
の
ク
ト
ゥ
ン
 ブ
 の
出
身
で
あ
る
か
、
あ
だ
名
、
死
亡
原
因
 な
ど
一
を
記
録
し
 

て
い
る
。
 く
 下
三
の
 レ
く
 下
二
の
下
 0
 ㌧
 し
 0
 は
、
一
本
の
樹
と
枝
葉
 
を
 描
き
、
そ
の
 
幹
 、
枝
、
葉
の
順
に
系
譜
を
下
り
な
が
ら
一
人
一
 人
の
個
人
名
を
具
 

る
 。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
聖
な
る
火
に
香
木
を
捧
げ
 加
 え
る
行
為
は
、
当
事
者
に
と
っ
て
は
相
続
継
承
の
対
象
 
に
さ
え
な
る
ほ
ど
重
要
 

な
 意
味
を
も
っ
て
い
る
。
 

こ
の
行
為
は
、
ナ
ウ
 サ
リ
 の
 ア
 ー
タ
シ
ュ
・
 
べ
｜
ラ
｜
 ム
に
 関
し
て
は
、
祭
司
系
譜
に
属
す
る
パ
ー
シ
ー
が
 中
 心
と
な
っ
て
行
わ
れ
 

て
き
て
い
る
。
個
人
の
断
面
で
も
集
団
の
断
面
で
も
、
 祭
司
系
譜
に
属
す
る
特
定
の
家
族
（
 姓
 ）
が
、
ま
た
、
 祭
 同
系
譜
の
中
で
も
 バ
ガ
 

リ
ア
ー
と
呼
ば
れ
る
特
定
の
流
れ
に
属
す
る
集
団
が
 、
 ア
 ー
タ
シ
ュ
・
 
べ
｜
 ラ
ー
ム
に
香
木
を
捧
げ
る
こ
と
に
 よ
っ
て
聖
な
る
火
は
 、
水
 

続
 的
に
燃
え
つ
づ
け
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
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立
 @
 
 ぺ
 u
O
 
ま
 u
.
 

の
概
念
に
関
し
て
は
、
拙
論
「
 

ゾ
ロ
 ア
ス
タ
 ｜
 教
に
お
け
る
聖
な
る
人
と
清
浄
儀
礼
１
々
 オ
サ
リ
 の
事
例
を
中
 
七
に
｜
 」
 宅
 哲
学
年
報
し
 

第
四
三
 韓
 、
一
九
八
四
年
Ⅰ
九
九
 ｜
一
 0
 五
頁
、
な
ら
び
に
 
目
 ぃ
 「
 
ピ
い
 o
 ピ
 n
p
 ト
力
 め
あ
ぎ
 
ぉ
 で
 さ
 3
%
 ぎ
ミ
陳
 い
さ
⑧
～
 き
お
 み
 き
 ハ
レ
ポ
 

h
o
 

「
 
d
.
 

）
の
Ⅱ
 

7
-
 
で
フ
 
Ⅱ
 
 
 

鰻
 ・
）
お
を
参
照
。
 

 
  
 

@
-
 

こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
拙
論
「
聖
な
る
火
を
め
ぐ
る
 
ゾ
 
コ
 ア
ス
タ
ー
教
の
宗
教
儀
礼
」
 

宰
 宗
教
研
究
し
二
五
七
号
、
一
 

九
八
三
年
Ⅰ
九
七
１
元
 

撰
 

九
頁
、
 注
 （
 
6
-
 ブ
 イ
 の
儀
礼
を
参
照
。
 

@
-
 

事
実
上
は
、
大
量
の
資
料
に
な
る
が
、
紙
数
の
関
係
正
割
 
愛
し
、
そ
の
一
部
だ
け
を
示
し
た
。
 

@
-
 

筆
者
に
よ
っ
て
再
構
成
さ
れ
た
資
料
も
大
部
に
及
ぶ
の
で
 
、
こ
こ
で
は
、
紙
数
の
都
合
上
 注
 元
 -
 と
同
様
に
割
愛
せ
ざ
る
を
 

え
な
か
っ
た
。
 

穣
 -
 
中
別
府
温
和
「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
パ
ー
シ
ー
の
聖
な
る
 
火
 と
名
前
の
記
憶
に
つ
い
て
」
 

宅
 西
日
本
宗
教
学
雑
誌
」
第
一
 

八
号
、
一
九
九
六
年
Ⅰ
 

  

充
 -
 
本
稿
、
 注
 （
 5
-
 を
 参
照
。
 

（
初
 -
 
本
稿
、
 注
 -
6
-
 
を
 参
照
。
 

@
 
一
中
別
府
温
和
「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
パ
ー
シ
ー
の
聖
な
る
 火
 と
名
前
の
記
憶
に
つ
い
て
」
 

ミ
 西
日
本
宗
教
学
雑
誌
」
第
一
 

八
号
、
一
九
九
六
年
 ヒ
 

一
八
 ｜
 
一
九
頁
を
参
照
。
 

@
-
 

中
別
府
温
和
「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
パ
ー
シ
ー
に
お
け
る
 
聖
な
る
人
と
家
族
」
 

宅
 西
日
本
宗
教
学
雑
誌
し
第
一
七
号
、
一
 

九
九
五
年
 -
 、
八
頁
、
お
 

よ
び
 
「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
パ
ー
シ
ー
の
聖
な
る
人
と
名
前
の
記
 

憶
は
 
つ
い
て
」
 ミ
 西
日
本
宗
教
学
雑
誌
」
第
一
八
号
、
一
九
九
 二
八
年
 
て
 
一
皿
Ⅱ
 
｜
一
 

五
頁
を
参
照
。
 

@
 
一
①
既
存
の
信
託
に
依
頼
す
る
事
例
と
し
て
は
、
 ピ
ロ
ジ
 
バ
イ
・
ダ
ン
ジ
バ
イ
・
 

ペ
 ス
タ
ン
プ
・
モ
デ
ィ
 

弓
 ギ
ョ
 こ
 す
ま
し
 す
 い
 三
ヴ
 オ
ぃ
 
@
 巾
 o
 の
（
 
0
 二
 
%
 

ま
 0
 口
ご
が
ア
 ー
タ
シ
ュ
・
 
べ
｜
 ラ
ー
ム
 と
 ワ
デ
ィ
・
ダ
リ
・
 
メ
 １
ル
に
お
け
る
マ
ー
チ
を
委
託
し
て
い
る
。
②
 被
 信
託
 人
 に
依
頼
 す
る
事
例
と
し
て
 

は
 、
マ
ネ
ク
バ
イ
・
フ
ラ
ム
 
ジ
 ・
ク
ル
シ
ェ
 ド
ジ
 
・
ド
ー
デ
ィ
 
-
 
目
ぃ
コ
 
の
 ヰ
ヴ
酊
 Ⅱ
「
リ
ヨ
甘
木
丁
ロ
「
の
す
の
庄
 

@
 口
 0
 「
 
巨
こ
 
の
魂
の
供
養
の
た
 
め
に
、
ア
ー
タ
シ
 

ュ
 ・
 べ
｜
 ラ
ム
・
 
ニ
 バ
ウ
（
 下
 （
扱
い
り
 
す
 「
 
囲
 ヨ
三
子
 ぎ
ヱ
 
が
組
ま
 れ
て
い
る
。
③
個
人
が
自
分
の
土
地
の
一
部
を
信
託
に
す
る
事
例
 
と
し
て
、
ホ
ル
ム
 

ス
ジ
 ・
カ
フ
ス
 ジ
 ・
 ゴ
ツ
ト
ラ
 
-
 
目
 0
 Ⅱ
 目
 豊
の
 0
 韻
い
 の
 
-
@
0
0
 
（
 
寸
 一
家
の
バ
ー
ジ
・
ロ
ー
ジ
 

ガ
 １
 
%
 
臼
勾
 ユ
幅
り
こ
と
ん
ク
タ
ー
 
ド
 
一
ま
 
目
蚕
ぃ
 巳
の
 

信
託
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
姉
妹
の
息
子
が
ホ
ル
ム
ス
 
ジ
 ・
ゴ
ッ
 ト
ラ
 の
姓
名
を
継
承
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
信
託
 
権
 が
譲
渡
さ
 

れ
る
こ
と
と
、
そ
の
 

信
託
権
は
姉
妹
の
息
子
の
長
男
へ
と
継
承
さ
れ
る
こ
と
が
遺
言
さ
 
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
に
 、
 「
ア
ル
デ
シ
ー
ル
に
息
子
が
な
い
と
 

き
は
、
年
一
五
 
0
 

0
 
ル
ピ
ー
は
娘
の
 
ア
ワ
 バ
イ
 
宮
 ミ
 リ
虹
已
 
に
与
え
ら
れ
、
ア
ワ
 
バ
イ
の
死
後
は
そ
の
長
男
に
、
良
子
が
い
な
い
と
き
は
長
女
に
与
 え ら
る
。
そ
の
場
 

合
 、
全
て
の
人
物
は
ア
ル
デ
シ
ー
ル
の
子
孫
と
な
る
の
で
ゴ
ッ
ト
 
う
を
 姓
 と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
、
年
一
五
 

0
0
 
ル
ピ
 １
を
受
け
取
る
人
物
 



ソロアスター 教徒 シ 一の聖なる人と 集団構造 

が
 女
子
の
場
合
は
、
彼
女
の
夫
が
ゴ
ッ
ト
 ラ
 の
姓
を
名
乗
ら
ね
ば
 
な
ら
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
 
c
 

詳
し
く
は
、
拙
論
、
「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
パ
ー
シ
ー
の
聖
な
る
 

火
 と
名
前
の
記
憶
に
つ
い
て
」
 

宗
 西
日
本
宗
教
学
雑
誌
」
第
一
八
 号
 、
一
九
九
六
 

午
 Ⅰ
一
六
 ｜
 
一
九
頁
を
参
照
。
 

一
対
 -
 
中
別
府
温
和
「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
パ
ー
シ
ー
の
聖
な
る
 
火
 と
名
前
の
記
憶
に
つ
い
て
」
 

ミ
 西
日
本
宗
教
学
雑
誌
」
第
一
 

八
号
、
一
九
九
六
年
一
、
 

一
八
 ｜
 
一
九
頁
を
参
照
。
 

元
 @
 
 果
物
、
花
、
乳
、
水
か
ら
な
る
供
え
物
 -
2
%
 出
し
を
 用
意
し
て
、
天
使
や
死
者
の
霊
魂
 -
h
 
「
 い
つ
 
p
w
 

ご
を
迎
え
る
儀
礼
。
 
一
年
の
終
わ
り
の
五
日
 

問
 、
一
年
の
始
め
の
三
日
間
、
ガ
ー
ハ
ン
バ
ー
ル
（
（
 

討
ゴ
曲
ヨ
 
ま
い
「
 
）
と
呼
ば
れ
る
年
六
度
の
共
同
祝
祭
な
ど
の
場
面
で
も
行
わ
れ
る
 
 
 

-
 些
 
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
 暦
 の
 一
 0 
日
間
に
、
フ
ラ
ワ
シ
（
 h
 
「
の
 
づ
 p
w
@
 霊
魂
 -
 の
た
め
に
行
わ
れ
る
儀
礼
。
客
家
ご
と
に
フ
ラ
ワ
 ン
が
 迎
え
ら
れ
祀
ら
れ
 

る
 。
 

二
 
%
@
 
ミ
の
 「
 
せ
巾
 0
 ピ
い
 
P
O
 
コ
 （
 
プ
 の
の
 

u
n
 

「
の
口
ヨ
「
の
の
 

O
h
 
（
 
プ
の
 N
O
 
「
 
0
 い
 の
（
「
守
コ
 

9
 曲
 り
 0
 あ
め
 Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
 目
，
お
ひ
 
の
 ，
も
ワ
い
 
㏄
・
 
ひ
 ㏄
を
 参
招
 。
 

@
-
 

紙
数
の
都
合
で
、
 
原
 史
料
の
掲
載
は
割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
 か
っ
た
。
 

 
 

シ
ュ
ト
・
モ
 
ー
 バ
ッ
ド
は
、
カ
ー
ム
デ
ィ
ー
 
ン
と
 モ
 ー
 バ
ッ
ド
を
 と
も
に
、
サ
ン
ジ
 
ャ
｜
 

ン
 か
ら
北
へ
移
動
し
、
）
 N
 Ⅱ
 ぃ
レ
 の
・
頃
に
ナ
ウ
 サ
リ
 に
定
着
し
た
 

 
 

 
 

ル
チ
ヨ
ま
 き
 婁
 
あ
る
い
は
ブ
ロ
ー
チ
 
巾
 「
 
0
 お
 互
に
移
動
 し
 、
バ
ル
チ
ャ
ー
祭
司
 
田
ぎ
口
宰
り
 
耳
目
 の
 
（
の
）
の
始
祖
と
な
っ
 
 
 

｜
 ラ
ー
ン
・
モ
 
ー
 バ
ッ
ド
は
ス
ー
ラ
 
ト
二
 い
目
「
い
こ
に
 
移
動
し
、
ゴ
ー
ダ
ー
フ
ラ
ー
祭
司
 あ
 0
 口
 ぎ
 ㌫
 口
 「
 
@
 
の
の
（
の
 

-
 の
 始
 祖
 に
な
っ
た
。
 
サ
 

ン
ジ
ャ
ー
ナ
ー
宙
の
 コ
あ
コ
巴
 祭
司
の
一
系
譜
は
 
、
 ①
シ
 ャ
プ
｜
 

 
 

 
 

ク
シ
ュ
マ
ス
タ
Ⅰ
⑥
 ク
シ
 ャ
 ス
タ
 L
 
 ⑦
 バ
 マ
ン
ヤ
ー
ル
、
⑧
 

 
 

 
 

 
 

ッ
ド
、
 ⑮
ア
ー
ス
デ
ィ
ー
ン
、
⑯
チ
ャ
ー
イ
ヤ
ー
ン
、
⑰
 カ
｜
 
 
 

 
 

目
 
⑳
ジ
ャ
ー
マ
ス
プ
と
な
っ
て
い
る
。
 

菊
 -
 
一
四
世
紀
末
、
ナ
ウ
 
サ
リ
 の
人
口
が
増
大
し
た
の
で
、
 

カ
 

シ
ュ
ト
の
後
継
者
は
サ
ン
ジ
ャ
ー
 

ン
 か
ら
ホ
ー
ム
・
 

 
 

ヤ
ー
ル
は
、
一
人
自
子
の
フ
ァ
レ
ー
ド
 

ゥ
ン
 と
と
も
に
、
ナ
ウ
 
サ
 リ
に
 来
て
カ
ー
 
ム
 

・
ザ
ル
ト
ー
シ
ュ
ト
の
後
継
者
た
ち
を
援
助
し
て
い
た
  

 

１
ム
 0
 管
理
を
続
け
 

乃
 
 
 

て
い
た
。
そ
の
う
ち
、
サ
ン
ジ
ャ
ー
ン
在
住
の
、
ホ
ー
ム
・
 

バ
｜
 

 
 

 
 

バ
ー
マ
ン
ヤ
ー
ル
親
子
が
サ
ン
ジ
ャ
ー
 

ン
と
 ナ
ウ
 サ
リ
 の
ニ
ケ
 所
 で
 報
酬
を
得
る
こ
と
に
異
議
を
申
し
立
て
、
フ
ァ
レ
ド
ゥ
ー
 ンと
 二
人
の
息
子
 
-
 
ア
 

㏄
 
 
 

｜
 シ
ャ
ー
と
 て
ヒ
 ヤ
ー
ル
）
に
ナ
ウ
 
サ
り
 か
サ
ン
ジ
ャ
ー
 
ン
 の
 い
 ず
れ
か
一
方
で
働
く
よ
う
に
勧
告
し
た
。
フ
ァ
レ
ド
ゥ
ー
 ンと
一
 一
人
の
息
子
は
 、
パ
 



 
 

来
 さ
れ
て
き
て
い
る
モ
 
ー
 バ
ッ
ド
・
カ
ー
ム
デ
ィ
ー
 
ン
 の
後
継
 者
た
ち
が
、
宗
教
 儀
 

礼
の
報
酬
を
彼
ら
と
フ
ァ
レ
ー
ド
ゥ
ー
 ン
 の
三
人
の
息
子
た
ち
と
 
の
間
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
永
続
的
に
均
分
す
る
こ
と
に
ム
ロ
 

意
 す
れ
ば
、
サ
ン
ジ
ャ
 

｜
ン
の
ア
 ー
タ
シ
ュ
・
 
べ
｜
 ラ
ー
ム
の
管
理
す
る
権
利
を
放
棄
 し
 ナ
ウ
 サ
リ
 で
仕
事
を
続
け
る
旨
を
伝
え
た
。
パ
ー
ラ
ン
・
 ア
｜
   

｜
 ・
ダ
ン
パ
ー
ル
の
後
継
者
た
ち
は
、
こ
の
申
し
出
に
同
意
し
 

、
 

 
 

同
資
格
同
党
者
と
な
 

り
 、
以
来
、
 
バ
 ガ
リ
ア
ー
 
-
 
援
 す
 い
 の
 a
r
@
 

色
 
あ
る
い
は
 
バ
 ガ
ザ
 ｜
 ス
 
@
 す
り
幅
り
（
の
 

臼
 （
す
分
担
者
 
-
 と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

  



国
里
 院
 大
里
日
本
文
化
研
究
所
編
 

-
 井
上
順
孝
責
任
編
集
 -
 

ヨ
 示
教
と
教
主
日
 

日
本
の
宗
教
教
育
の
歴
史
と
現
状
 

弘
文
室
一
九
九
七
年
三
月
一
五
日
刊
 

A
5
 判
三
四
九
頁
 
五
 0
0
0
 
円
 

家
塚
 
高
志
 

國
撃
院
 大
草
日
本
文
化
研
究
所
は
「
宗
教
と
教
育
に
関
す
る
 調
 査
研
 

究
 」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
一
九
九
 0
 年
度
か
ら
九
五
年
度
に
 
 
 

行
っ
た
。
一
九
九
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
 國
車
院
 大
軍
日
本
文
化
 研
究
所
 

編
 ・
井
上
順
孝
監
修
「
宗
教
教
育
資
料
集
」
 

一
 す
ず
き
出
版
 一
は
 そ
の
中
 

間
 報
告
で
あ
り
、
今
回
刊
行
さ
れ
た
本
書
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
 
 
 

完
成
果
を
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
宗
教
教
育
の
問
題
は
 
宗
教
学
 

と
し
て
は
周
辺
的
な
領
域
に
属
し
て
お
り
、
日
本
宗
教
学
会
に
お
 
け
る
 研
 

突
発
表
も
、
研
究
論
文
も
ご
く
少
な
い
。
し
か
し
オ
ウ
ム
真
理
教
 
事
件
以
 

来
、
宗
教
教
育
の
必
要
性
を
主
張
す
る
人
は
多
く
な
り
、
宗
教
教
 
育
 に
対
 

す
る
関
心
も
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
想
像
を
絶
す
る
よ
う
な
 
青
 少
年
の
 

凶
悪
犯
罪
の
多
発
と
い
う
現
象
か
ら
、
道
徳
教
育
の
見
直
し
も
 
迫
 ら
れ
て
 

い
る
。
人
間
形
成
に
お
け
る
宗
教
の
役
割
に
つ
い
て
も
改
め
て
 

問
 い
 直
さ
 

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
宗
教
教
育
に
つ
い
て
 
、
宗
教
 

書
評
と
紹
介
 

字
の
立
場
か
ら
の
、
井
上
順
孝
氏
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
の
 
研
 究
 の
 成
 

果
 が
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
 
円
心
，
「
 

9
 

前
著
の
 
「
 ゐ
 下
散
教
育
資
料
集
」
は
宗
教
学
校
の
一
覧
・
年
表
・
 

文
 献
等
 

か
ら
成
り
、
大
変
役
に
立
つ
労
作
で
あ
っ
た
。
 

-
 各
包
括
宗
教
法
   

学
校
法
人
と
学
校
数
、
百
分
率
等
に
つ
い
て
の
統
計
が
無
い
の
は
 
画
竜
 占
 

晴
を
欠
く
と
い
う
気
が
し
て
 残
ム
 芯
で
あ
る
ご
し
か
し
こ
の
書
は
 あ
く
ま
 

で
 資
料
集
で
あ
り
、
今
後
の
宗
教
教
育
研
究
の
出
発
点
と
な
る
 
基
 礎
 資
料
 

ほ
 と
ど
ま
る
。
こ
の
書
で
の
地
道
な
資
料
収
集
の
努
力
を
ふ
ま
え
 
 
 

究
が
 、
今
回
刊
行
さ
れ
た
本
書
に
実
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。
 

本
書
が
問
題
と
す
る
宗
教
教
育
と
は
学
校
に
お
け
る
宗
教
教
育
 で
あ
 

り
 、
副
題
の
示
す
よ
う
に
日
本
の
宗
教
教
育
の
歴
史
と
現
状
に
つ
 
 
 

客
観
的
な
研
究
で
あ
る
。
十
一
名
の
執
筆
者
の
中
に
は
、
現
場
で
 
宗
教
教
 

育
を
実
践
し
て
い
る
方
も
含
み
、
立
場
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
 
い
 る
の
で
 

あ
る
が
、
全
体
と
し
て
こ
の
客
観
的
研
究
と
い
う
原
則
は
守
ら
れ
 
て
い
る
 

と
 舌
口
っ
て
よ
い
。
本
書
の
目
的
は
、
宗
教
教
育
に
つ
い
て
、
今
後
 

研
究
を
 

進
め
て
行
く
た
め
の
基
本
的
な
知
識
と
し
て
、
近
代
日
本
の
宗
教
 
教
士
円
山
 
リ
 

歴
史
的
背
景
を
明
ら
か
に
し
、
更
に
現
在
の
教
育
シ
ス
テ
ム
に
お
 
け
る
七
本
 

教
 教
育
の
意
義
や
学
生
・
生
徒
の
宗
教
意
識
の
実
態
を
考
察
す
る
 
 
 

こ
と
に
士
の
る
と
舌
ロ
ヰ
ん
よ
よ
 
ワ
 。
 

本
書
は
歴
史
的
研
究
の
第
一
部
と
、
調
査
の
分
析
結
果
の
報
告
の
 
第
二
 

部
と
 、
付
属
資
料
と
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
部
 
は
 

 
  
 

井
上
順
孝
「
近
代
日
本
の
宗
教
と
教
育
」
 

 
 

磯
間
哲
也
「
明
治
前
半
期
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
宗
教
教
 六
円
」
 

 
  
 

佐
々
木
裕
子
「
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
教
教
育
 ｜ 明
治
初
期
を
中
心
に
 
 
 

 
 

武
田
道
生
「
明
治
前
期
の
仏
教
教
育
の
目
指
し
た
も
の
 



｜
 僧
侶
養
成
教
育
と
一
般
女
子
教
育
」
 

岩
井
澤
「
新
宗
教
教
団
の
宗
教
教
育
へ
の
進
出
」
 

浮
城
寛
文
「
自
由
キ
リ
ス
ト
教
と
宗
教
教
育
」
 

0
 人
篇
か
ら
成
っ
て
い
る
。
 

最
初
の
論
文
は
編
者
井
上
氏
に
 よ
 る
概
説
で
あ
る
。
日
本
の
学
校
 教
育
 

に
お
け
る
宗
教
教
育
を
、
第
一
期
 
-
 明
治
維
新
か
ら
一
八
九
 0
 
年
頃
 ま
 

で
 -
 、
第
二
期
一
一
八
九
 0
 年
頃
か
ら
一
九
三
 0
 
年
頃
ま
で
Ⅰ
 
第
三
期
 

一
昭
和
前
期
一
九
四
五
年
ま
で
一
、
第
四
期
（
戦
後
期
）
の
 四
 期
 に
分
 

け
 、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
的
背
景
か
ら
宗
教
教
育
の
特
徴
を
概
観
し
 
、
 続
い
 

て
 キ
リ
ス
ト
教
系
、
仏
教
系
、
神
道
系
、
新
宗
教
系
そ
れ
ぞ
れ
の
 
宗
教
教
 

団
の
教
育
活
動
を
説
明
し
、
最
後
に
宗
教
教
育
の
現
状
を
論
じ
て
 
い
る
。
 

簡
潔
に
要
領
よ
く
問
題
点
が
整
理
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
宗
教
教
 
六
目
卜
し
つ
 

い
て
の
議
論
の
出
発
点
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
舌
ロ
え
よ
う
。
 

概
説
に
続
く
三
つ
の
論
文
で
、
現
在
活
発
な
宗
教
教
育
活
動
を
行
 っ
て
 

い
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
仏
教
に
つ
い
て
、
 磯
 両
氏
 

佐
々
木
氏
、
武
田
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
て
分
か
 
り
 易
く
 

説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
三
つ
の
論
文
の
王
 
題
は
 、
明
治
前
 
期
 に
限
 

足
 さ
れ
て
い
る
。
編
者
に
よ
れ
ば
、
宗
教
教
育
開
始
の
経
緯
に
 
佳
 点
 を
あ
 

て
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
重
点
を
こ
の
時
期
に
置
い
た
と
い
う
 
意
図
は
 

理
解
で
き
る
が
、
宗
教
教
育
の
歴
史
と
し
て
は
、
そ
れ
に
止
ま
ら
 
ず
、
そ
 

の
後
の
各
教
団
に
お
け
る
宗
教
教
育
の
展
開
や
、
現
在
当
面
し
て
 
い
る
 問
 

題
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
更
に
継
続
し
た
 
研
 究
 の
 発
 

表
を
期
待
し
た
 

新
宗
教
教
団
の
宗
教
教
育
に
つ
い
て
の
岩
井
氏
の
論
文
で
は
、
 

天
 理
数
 

以
下
八
つ
の
教
団
の
教
育
事
業
へ
の
進
出
と
、
そ
の
教
育
機
関
の
 
現
状
を
 

説
明
し
て
い
る
。
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、
大
変
参
考
に
な
る
 
。
論
文
 

中
 、
各
教
団
の
現
在
の
問
題
の
一
つ
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
教
育
 
機
 
 
 

極
 分
化
、
即
ち
信
者
子
弟
の
割
合
が
高
く
、
宗
教
教
育
に
力
を
入
 
 
 

 
 

る
 
「
信
者
の
た
め
の
学
校
」
と
呼
べ
る
学
校
と
、
信
者
子
弟
の
割
 

合
 が
低
 

く
 、
宗
教
教
育
に
ウ
ェ
イ
ト
が
置
か
れ
ず
、
一
般
私
立
校
と
か
わ
 
ら
な
い
 

教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
学
校
と
が
は
っ
き
り
分
か
れ
る
と
い
う
こ
 
と
が
 指
 

捕
 さ
れ
て
い
る
。
 

こ
の
二
極
分
化
の
傾
向
は
、
こ
こ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
新
宗
教
系
 
の
教
 

育
 機
関
の
み
な
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
、
仏
教
等
す
べ
て
の
宗
教
系
 
学
校
で
 

問
題
に
な
っ
て
い
る
現
象
で
、
現
在
の
宗
教
系
学
校
に
お
け
る
 
宗
 教
 教
育
 

は
 決
し
て
容
易
で
は
な
い
。
山
形
県
に
あ
る
基
督
教
独
立
学
園
高
 
校
 の
よ
 

う
に
、
大
学
受
験
勉
強
を
人
間
形
成
に
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
と
し
 て
 否
定
 

し
 、
少
人
数
制
の
徹
底
し
た
宗
教
教
育
を
実
施
し
て
い
る
学
校
も
 
少
数
で
 

は
あ
る
が
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
学
校
は
例
外
で
 
、
現
状
 

で
は
、
宗
教
教
育
に
徹
す
る
場
合
は
経
営
的
に
困
難
と
な
る
お
そ
 
れ
が
あ
 

り
 、
如
何
に
し
て
宗
教
教
育
と
受
験
教
育
と
を
両
立
さ
せ
る
か
と
 い
う
こ
 

と
は
、
現
代
の
多
く
の
宗
教
系
学
校
の
当
面
し
て
い
る
大
き
な
 
課
 頼
 む
の
 

で
あ
る
。
 

次
の
「
自
由
キ
リ
ス
ト
教
と
宗
教
教
育
」
と
い
う
論
文
で
、
浮
城
 
氏
は
 

ユ
 ニ
テ
リ
ア
ン
 や
 ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ス
ト
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
 

自
 由
 キ
リ
 

ス
ト
教
が
宗
教
教
育
に
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
 

こ
の
 女
琳
 

文
 で
は
、
正
統
的
な
キ
リ
ス
ト
教
教
義
に
も
と
づ
く
宗
教
教
育
 で
は
な
 

超
宗
派
的
な
、
あ
る
い
は
宗
教
 白
め
ぅ
 す
れ
た
人
間
教
育
が
 
、
日
本
 

化
し
た
キ
リ
ス
ト
教
と
し
て
の
自
由
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
っ
て
試
み
 
ら
れ
た
 

と
し
て
、
沢
山
 
保
羅
 、
川
合
宿
水
、
小
原
因
 芳
 、
清
水
 安
三
 と
い
 う
 四
人
 



の
 思
想
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
に
よ
っ
て
 
、
 宗
派
教
 

育
 で
は
な
い
、
人
間
形
成
の
た
め
の
広
 

い
 意
味
で
の
宗
教
教
育
の
 

一
つ
の
 

方
向
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
国
公
立
学
校
で
の
 
可
能
性
 

を
も
含
め
た
、
将
来
の
日
本
の
宗
教
教
育
の
向
か
う
べ
き
方
向
と
 
し
て
、
 

こ
れ
か
ら
研
究
さ
れ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
課
題
で
 
あ
る
と
 

私
自
身
は
考
え
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
け
て
、
教
育
の
基
本
は
宗
教
 に
あ
る
 

と
し
て
、
こ
の
方
向
の
宗
教
教
育
を
徹
底
し
て
論
じ
、
且
つ
実
践
 
 
 

物
が
 、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
信
仰
を
発
展
さ
せ
、
諸
宗
教
の
垣
根
を
 
取
り
払
 

お
 う
 と
す
る
日
本
自
由
宗
教
連
盟
を
創
立
し
た
今
岡
信
一
良
で
あ
 
る
が
 

こ
の
論
文
で
は
今
岡
 
店
 
一
良
 は
 つ
い
て
全
く
触
れ
て
い
な
い
の
は
 

残
念
で
 

あ
る
。
 

第
二
部
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
中
心
と
し
て
現
在
の
学
生
生
 
徒
の
 

宗
教
意
識
を
分
析
し
て
い
る
。
 

内
容
は
次
の
六
つ
の
論
文
で
あ
る
。
 

井
上
順
孝
「
大
学
生
に
お
け
る
宗
教
教
育
へ
の
関
心
と
宗
教
 意
 識
 

｜
 ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
か
ら
 

-
1
 ニ
 

磯
間
哲
也
「
宗
教
系
大
学
生
の
宗
教
意
識
 

｜
 ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
か
ら
 

一
 2
%
 

田
口
め
ぐ
み
「
中
等
教
育
に
お
け
る
宗
教
教
育
の
意
義
 

｜
 ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
 
か
，
ヱ
 3
 二
 

田
島
忠
 篤
 

「
宗
教
系
高
等
学
校
生
徒
の
宗
教
意
識
調
査
に
つ
い
 

 
 

｜
 宗
教
教
育
の
宗
教
意
識
に
対
す
る
影
響
に
関
し
て
」
 

 
 

田
島
忠
 篤
 

「
宗
教
系
中
学
に
お
け
る
保
護
者
及
び
生
徒
の
宗
教
 

調
査
 

 
 
 
 

｜
 カ
ト
リ
ッ
ク
・
精
通
三
川
台
中
学
の
事
例
」
 

評
 

州
 香
寿
 昭
 

「
東
京
の
仏
教
主
義
高
校
に
お
け
る
宗
教
教
育
」
 

重
日
 

こ
の
第
二
部
の
は
じ
め
の
三
つ
の
論
文
は
、
一
九
九
二
年
に
全
国
 
一
一
一
一
一
 

大
学
の
学
生
を
対
象
に
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
で
あ
 
る
 。
 四
 

0
0
 

五
名
の
有
効
回
答
を
集
計
し
た
、
か
な
り
大
規
模
な
調
査
 で
あ
る
 

 
  
 1
 
 
国
公
立
大
学
は
一
校
だ
け
で
、
私
立
の
文
科
系
の
字
 
生
が
殆
 ど
で
 

あ
る
。
 

2
 
 
各
大
学
の
教
員
に
依
頼
し
て
、
一
般
教
育
科
目
の
よ
う
な
 
多
 様
な
 

学
部
・
学
科
の
、
そ
の
教
員
の
講
義
の
出
席
者
を
対
象
に
行
っ
 

 
 

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
協
力
者
の
方
々
の
 

顔
 ぶ
れ
を
見
る
と
、
 

お
そ
ら
く
宗
教
学
も
し
く
は
そ
れ
に
関
連
す
る
講
義
が
多
い
と
 
考
 

え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
そ
の
出
席
者
の
多
く
は
、
多
少
な
り
と
 
 
 

宗
教
に
関
心
の
あ
る
学
生
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 

以
上
の
理
由
で
こ
の
デ
ー
タ
は
現
在
の
大
学
生
一
般
 
は
 つ
い
て
の
 デ
ー
タ
 

で
あ
る
と
は
舌
口
え
ず
、
あ
る
程
度
の
偏
り
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
 

こ
と
を
 

 
 

最
初
の
井
上
氏
の
論
文
で
は
、
こ
の
調
査
の
目
的
は
 

1
 
 
中
学
・
高
校
に
お
け
る
宗
教
教
育
の
効
果
に
つ
い
て
 

2
 
 
宗
教
系
中
高
と
一
般
中
高
の
出
身
者
の
間
の
宗
教
意
識
の
違
 
い
に
 

つ
い
て
 

3
 
 
宗
教
系
大
学
の
学
生
と
一
般
大
学
の
学
生
と
の
宗
教
意
識
の
 
@
 
遅
 い
 

ほ
 つ
い
て
 

4
 
 
大
学
生
の
超
常
現
象
や
神
秘
現
象
に
つ
い
て
の
関
心
や
情
報
 
源
に
 

 
 
 
 
 
 

つ
い
て
 

以
上
四
つ
の
点
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
に
あ
る
と
し
て
、
 

ア
ン
ケ
 

悶
 
 
 

｜
ト
の
 結
果
を
分
析
し
て
い
る
。
結
論
だ
け
を
ご
く
簡
単
に
要
約
 する
と
 



次
の
よ
う
に
な
る
。
 

1
 は
 つ
い
て
は
、
宗
教
系
中
高
の
宗
教
教
育
の
知
識
面
に
お
け
る
 

効
果
 

と
 、
宗
教
系
の
字
 校
 に
通
っ
た
と
い
う
印
象
を
記
憶
に
止
め
て
い
 

る
と
い
 

う
 占
で
の
効
果
は
認
め
ら
れ
る
。
 

2
 ほ
 つ
い
て
は
、
宗
教
系
中
高
で
の
教
育
は
、
宗
教
へ
の
関
心
を
 

増
や
 

す
 方
向
に
作
 m
 
し
て
お
り
、
宗
教
に
対
し
て
い
く
ら
か
肯
定
的
に
 なる
と
 

い
う
結
果
を
示
し
て
い
る
。
 

3
 ほ
 つ
い
て
は
、
宗
教
系
の
大
学
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
特
別
の
 

意
味
 

を
感
じ
て
い
な
い
字
 生
 が
約
七
割
で
あ
り
、
大
学
で
の
行
事
の
影
 
響
 も
小
 

さ
い
。
大
学
に
お
け
る
宗
教
教
育
は
中
高
よ
り
も
格
段
に
困
難
で
 
あ
る
。
 

4
 ほ
 つ
い
て
は
、
関
心
は
一
般
的
に
高
い
が
様
々
な
要
素
が
含
ま
 

れ
て
 

お
り
、
一
概
に
は
吉
ロ
え
な
い
。
情
報
源
は
テ
レ
ビ
が
多
い
。
 

こ
の
第
二
部
で
報
告
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
全
般
に
つ
 

い
て
 

舌
口
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
一
般
的
常
識
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
 

と
を
 覆
 

す
よ
う
な
意
外
な
結
果
は
出
て
い
な
い
。
 

次
の
磯
間
氏
の
論
文
で
は
、
前
記
の
井
上
論
文
の
あ
げ
た
調
査
 
目
  
 

3
 と
 4
 
に
つ
い
て
、
宗
教
系
大
学
を
神
道
系
、
仏
教
系
、
キ
リ
 ス
ト
 教
 

系
 、
新
宗
教
系
と
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
そ
の
特
徴
の
有
 
無
 や
円
 

杏
ほ
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
は
興
味
深
い
が
 
、
対
象
 

と
す
る
宗
教
系
一
八
大
字
の
中
、
神
道
系
は
國
串
焼
と
皇
 
享
館
の
 
二
大
学
 

で
、
回
答
者
の
中
信
仰
者
数
が
二
九
・
五
 
%
 、
系
統
宗
教
信
者
数
 
・
、
一
一
一
一
一
 

力
・
 

四
 %
 、
仏
教
系
は
五
大
学
で
、
信
仰
者
数
は
一
三
・
五
 

%
 、
系
統
 宗
教
 信
 

者
故
は
一
 0
.
 五
 %
 、
キ
リ
ス
ト
教
系
は
九
大
学
で
、
信
仰
者
数
 
 
 

系
統
宗
教
信
者
数
は
五
・
三
 
%
 、
新
宗
教
系
は
天
理
大
と
 創
 仙
人
 の
二
大
 

学
 で
、
信
仰
者
数
は
九
一
・
七
 
%
 、
系
統
宗
教
信
者
接
は
八
九
・
二
 
九
 で
あ
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 紹
 と
拍
 

評
 
主
日
 

「
ま
え
が
き
」
お
よ
び
「
あ
と
が
き
」
で
、
著
者
 

曲
 
お
よ
そ
次
の
 よ
う
 

に
 述
べ
て
い
る
。
本
書
は
、
一
九
九
二
年
か
ら
九
五
年
に
か
け
て
 シャ
パ
 

ン
タ
イ
ム
ス
紙
に
掲
載
し
た
一
三
篇
の
英
文
評
論
の
和
文
原
文
と
 

、
今
回
 

出
版
の
た
め
に
未
完
成
で
あ
っ
た
手
稿
に
手
を
入
れ
て
仕
上
げ
 わ
に
一
一
 

竹
扁
 

-
 
⑨
と
⑫
 -
 と
を
収
め
る
。
前
者
の
一
嵩
 

篇
 も
す
べ
て
読
み
直
し
 
 
 

書
き
呈
し
た
も
の
も
あ
る
の
で
、
本
書
は
全
体
と
し
て
は
現
時
日
 

で
の
 執
 

筆
と
寺
 え
て
頂
き
た
い
。
私
は
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
か
ら
出
て
 

宗
 教
学
を
 

志
し
宗
教
子
者
に
な
っ
た
。
そ
の
過
程
で
「
問
う
」
こ
と
が
自
分
 
 
 

う
る
最
善
の
こ
と
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
問
う
の
は
求
め
 
て
い
る
 

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
問
い
に
は
な
ん
ら
か
の
程
度
批
判
も
含
ま
 
 
 

る
 。
こ
の
よ
う
な
問
い
を
、
こ
こ
数
年
間
の
わ
が
国
の
宗
教
的
状
 
況
 に
つ
 

@
 て
、
 私
は
そ
の
時
々
で
投
げ
か
け
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
評
論
を
 
本
書
に
 

皿
 べ
て
み
る
と
、
宗
教
ブ
ー
ム
か
ら
オ
ウ
ム
真
理
教
へ
の
な
り
ゆ
 

き
に
あ
 

り
 必
然
性
を
感
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
誰
も
が
こ
の
よ
う
に
 
見
る
べ
 

⑩
宗
教
は
平
和
へ
の
 転
 敵
手
た
り
う
る
か
 

今
、
宗
教
に
問
わ
れ
る
も
の
 

 
 

⑪
マ
ン
ガ
文
化
の
中
の
宗
教
 

一
 友
人
へ
の
返
信
 

一
 O
 セ
 

⑫
あ
る
神
道
者
の
苦
悩
に
つ
い
て
 

一
五
 

⑬
「
呪
術
の
園
」
と
し
て
の
日
本
 

二
四
 

一
 三
五
 

⑮
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
の
意
味
す
る
も
の
 

⑭
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
日
本
人
の
美
し
さ
に
つ
い
て
 

わ
が
国
宗
教
文
化
の
病
状
 

 
 

一
四
 -
 
ハ
 

 
 

 
 

き
だ
と
言
う
つ
も
り
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
見
る
こ
と
も
必
要
 
で
は
な
 

い
か
と
考
え
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
私
の
問
い
は
宗
教
学
的
立
場
 
 
 

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
マ
ッ
ク
ス
・
 

ウ
 
 
 

１
 0
 影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
た
も
の
だ
と
い
う
 
-
 」
と
も
改
め
て
 自
覚
し
 

た
 。
た
だ
し
、
私
の
ウ
ェ
ー
バ
ー
研
究
も
か
な
り
批
判
的
な
も
の
 
だ
っ
た
 

の
で
、
本
書
を
「
ウ
ェ
ー
バ
ー
的
立
場
」
か
ら
の
も
の
と
は
考
え
 
 
 

 
 

以
上
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
本
書
は
そ
の
時
々
の
宗
教
評
論
の
集
 
成
で
 

あ
っ
て
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
る
。
す
べ
て
を
一
々
取
り
上
げ
る
 
余
裕
も
 

な
い
の
で
、
最
初
と
最
後
の
二
篇
に
つ
い
て
内
容
の
要
約
紹
介
 を
 試
み
 

る
 。
 

①
「
宗
教
ブ
ー
ム
を
ど
う
見
る
か
」
二
九
九
二
年
二
月
一
八
日
 
-
 
の
要
 

 
 

昨
今
の
山
下
散
ブ
ー
ム
に
つ
い
て
、
一
人
の
宗
教
学
者
と
し
て
の
 

私
  
 

に
は
肯
定
と
否
定
と
の
両
方
の
気
持
が
交
錯
し
て
い
る
。
否
定
面
 
 
 

べ
る
と
、
宗
教
が
消
費
財
に
な
っ
て
い
る
の
が
 

盾
 な
い
 
0
 
マ
ス
コ
 
ミ
 を
通
 

じ
て
売
り
出
す
宗
教
、
必
要
な
と
き
だ
け
あ
れ
こ
れ
買
い
求
め
る
 
 
 

つ
ま
り
宗
教
が
安
直
に
売
買
流
通
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
 

宗
教
は
 

人
格
そ
の
も
の
に
か
か
わ
る
も
の
だ
か
ら
、
性
と
同
様
売
り
買
い
 
す
べ
き
 

で
は
な
い
。
消
費
財
化
さ
れ
た
宗
教
の
プ
ー
ム
は
、
経
済
偏
重
と
 
 
 

本
社
会
の
あ
り
方
と
関
係
し
て
い
る
。
国
際
企
業
化
さ
え
 
起
 こ
っ
 
て
い
る
 

現
在
の
宗
教
ブ
ー
ム
は
、
ま
さ
し
く
「
経
済
大
国
」
日
本
の
宗
教
 
的
 表
現
 

 
 
 
 
 
 

な
の
で
あ
る
。
し
か
し
よ
り
深
く
考
え
て
み
る
と
、
宗
教
を
消
費
 
 
 

 
 

 
 

「
八
百
万
の
神
」
が
存
在
し
て
き
た
多
神
教
の
国
で
は
、
神
々
は
 

そ
れ
だ
 



け
 軽
 い
 存
在
と
な
る
。
唯
一
神
宗
教
は
敬
遠
さ
れ
て
宗
教
温
情
 が
 起
こ
 

る
 。
 何
詣
 
・
結
婚
式
・
葬
式
で
神
 

社
会
的
 

慣
行
と
も
な
る
。
使
い
分
け
ら
れ
る
宗
教
と
は
、
使
い
捨
て
ら
れ
 
る
 宗
教
 

で
あ
る
。
か
く
て
日
本
社
会
に
お
け
る
宗
教
の
比
重
は
、
キ
リ
ス
 
ト
 数
社
 

全
や
イ
ス
ラ
ム
教
社
会
な
ど
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
軽
い
。
 

 
 

 
 

こ
の
こ
と
は
反
面
の
肯
定
的
な
も
の
を
も
伴
っ
て
い
る
。
宗
教
の
 
共
存
 

混
 清
は
人
間
の
共
存
融
合
に
曲
が
る
か
ら
で
あ
る
。
宗
教
の
価
値
 
が
 適
度
 

に
 軽
い
こ
と
、
宗
教
よ
り
も
人
間
が
優
先
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
 
悪
い
こ
 

と
 で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
人
間
中
心
的
社
会
」
と
し
て
 

0
 日
本
 

は
 、
安
直
な
宗
教
ブ
ー
ム
や
危
険
な
宗
教
バ
ブ
ル
が
た
や
す
く
 
生
 じ
る
よ
 

う
 な
社
会
で
あ
る
が
、
反
面
、
宗
教
の
名
の
も
と
に
非
人
間
化
す
 るこ
と
 

か
ら
は
免
れ
て
い
る
社
会
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
宗
教
ブ
ー
ム
に
 
む
 
@
 u
 
上
戸
戸
正
 

面
 が
あ
る
。
そ
れ
は
一
種
の
社
会
批
判
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
 

つ
ま
り
 

物
質
・
技
術
，
経
済
万
能
の
社
会
に
対
す
る
人
間
的
で
健
康
な
批
 
 
 

芯
 で
あ
り
、
精
神
的
な
も
の
へ
の
希
求
と
い
う
一
面
を
も
持
っ
て
 
い
る
。
 

宗
教
ブ
ー
ム
に
は
、
日
本
社
会
の
支
配
的
潮
流
に
た
い
し
て
 カ
  
 

大
衆
的
宗
教
運
動
を
軽
蔑
す
る
人
は
、
そ
の
教
祖
た
ち
や
信
奉
者
 

 
 

た
ち
が
 

ノ
ラ
ン
ス
を
と
る
よ
う
な
意
味
も
あ
る
。
こ
れ
を
憂
う
べ
き
宗
教
 

 
 

企
業
化
・
消
費
財
化
と
見
る
だ
け
で
は
や
は
り
十
分
で
は
な
 
現
ム
 「
 の 

は
た
し
て
何
ら
か
の
根
源
的
な
社
会
批
判
を
、
あ
る
い
は
現
代
文
 
 
 

を
 胸
の
内
に
蔵
し
て
い
な
か
っ
た
か
ど
う
か
を
真
剣
に
一
度
思
い
 
み
る
べ
 

き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
深
く
ま
た
鋭
い
 
問
い
 な
 

出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

⑮
「
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
の
意
味
す
る
も
の
わ
が
国
宗
教
 

文
  
 

病
状
」
二
九
九
五
年
九
月
一
八
、
一
九
日
一
の
要
約
 

 
 

い
わ
ゆ
る
「
宗
教
ブ
ー
ム
」
の
果
て
の
こ
の
事
件
も
、
歴
史
社
会
 約
文
Ⅱ
 

脈
の
中
で
生
じ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
に
は
、
教
団
側
の
狂
気
の
逸
 
脱
を
断
 

 
 

罪
す
れ
ば
そ
れ
で
す
む
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
社
会
の
側
の
問
 
題
 も
あ
 

る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
社
会
に
お
け
る
世
界
で
も
 
稀
 な
ほ
ど
 

の
 宗
教
的
自
由
の
保
証
が
オ
ウ
ム
の
指
導
者
た
ち
の
「
甘
え
」
を
 
許
し
た
 

と
い
う
見
方
も
あ
る
。
オ
カ
ル
テ
ィ
ズ
ム
を
は
じ
め
ポ
ス
ト
・
 

モ
  
 

チ
ヤ
ホ
ヤ
す
る
マ
ス
コ
 
、
、
 

.
@
 論
が
こ
れ
を
助
長
し
た
こ
と
は
事
実
 で
あ
ろ
 

う
 。
霊
界
モ
ノ
・
 
霊
術
 モ
ノ
を
喧
伝
す
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
と
 

 
 

全
的
土
壌
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
生
じ
た
現
象
で
は
な
か
っ
た
の
か
 
。
さ
ら
 

に
よ
り
べ
ー
シ
ッ
ク
に
は
、
日
本
社
会
が
宗
教
を
尊
敬
し
な
い
 

社
 会
 で
あ
 

る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
宗
教
を
面
白
が
っ
た
り
甘
や
か
す
こ
と
 
は
 出
来
 

て
も
真
の
意
味
で
育
成
は
で
き
な
い
社
会
、
宗
教
と
は
そ
の
場
 
そ
  
 

社
会
的
儀
礼
程
度
の
も
の
と
タ
カ
を
括
っ
て
馬
鹿
に
し
て
い
る
 
社
 会
 で
あ
 

る
 。
こ
う
し
て
宗
教
を
社
会
構
造
や
社
会
的
価
値
体
系
の
周
縁
部
 
分
 へ
と
 

押
し
や
っ
て
し
ま
っ
た
。
宗
教
的
多
元
状
況
の
な
か
で
、
伝
統
を
 
誇
る
神
 

道
も
仏
教
も
巨
大
な
人
員
を
擁
す
る
新
宗
教
も
オ
ウ
ム
的
カ
ル
 ト
 宗
教
 

も
 、
す
べ
て
の
宗
教
集
団
は
社
会
の
価
値
体
系
の
な
か
で
は
尊
敬
 
に
値
し
 

な
い
周
縁
的
存
在
に
お
と
さ
れ
て
し
ま
う
。
 

周
縁
へ
と
押
し
や
ら
れ
た
宗
教
は
、
そ
こ
で
社
会
か
ら
指
定
さ
れ
 
た
役
 

割
を
獣
 
々
と
果
た
す
か
、
ま
た
は
野
性
化
す
る
。
い
わ
ゆ
る
「
 葬
式
 仏
 

教
 」
や
年
中
行
事
の
神
道
は
前
者
で
あ
り
、
宗
教
と
し
て
は
仮
死
 
 
 

は
 休
眠
の
状
態
に
あ
る
。
よ
り
活
力
あ
る
宗
教
は
、
周
縁
に
押
し
 
や
ら
れ
 

て
 野
性
化
す
る
傾
向
を
も
つ
。
 

ア
り
 エ
ス
の
い
う
「
死
の
野
性
化
 
」
と
の
 

類
比
で
「
宗
教
の
野
性
化
」
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
と
私
は
考
え
 
る
 。
 そ
 



と
 
許
 

中
 

山
主
日
 

紹
 
  

      
バ
 フ
ル
の
破
裂
に
踵
を
接
し
て
、
オ
ウ
ム
事
件
と
い
う
形
で
宗
教
 
 
 

は
 破
裂
し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
事
態
に
直
面
し
て
今
後
の
展
望
を
試
み
れ
ば
、
相
互
 
的
関
 

係
 に
あ
る
二
つ
の
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
社
会
の
側
で
は
、
宗
教
 
を
も
っ
 

と
 社
会
的
価
値
の
中
心
部
に
迎
え
人
れ
る
こ
と
、
宗
教
の
側
で
は
 
 
 

ル
酌
量
的
志
向
で
な
く
信
仰
思
想
や
理
念
を
し
っ
か
り
と
形
成
し
 
つ
つ
 質
 

的
に
高
く
深
い
も
の
に
な
る
こ
と
、
こ
の
二
つ
で
あ
る
。
と
く
に
 
伝
統
 宗
 

教
 に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
原
由
回
帰
的
な
宗
教
改
革
以
外
に
は
 
 
 

最
後
に
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
宗
教
学
者
の
責
任
と
い
う
こ
 
と
で
 

あ
る
。
私
自
身
を
む
ろ
ん
含
め
て
、
宗
教
学
者
た
ち
は
「
襟
を
正
 
す
 」
 こ
 

と
が
必
要
で
あ
る
。
自
分
の
し
て
き
た
学
問
的
営
為
を
あ
ら
た
め
 
て
 点
検
 

せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
と
に
現
代
新
宗
教
の
研
究
者
に
点
検
願
い
 
た
 い
問
 

題
 性
を
三
つ
ほ
ど
、
私
個
人
の
意
見
な
い
し
願
望
と
し
て
述
べ
る
 一
 

新
宗
教
研
究
は
全
体
と
し
て
、
基
本
的
に
西
洋
近
代
主
義
や
エ
ス
 ノセ
ン
 

ト
 リ
ズ
ム
一
目
文
化
中
心
主
義
一
を
批
判
す
る
立
場
を
と
っ
て
き
 
た
と
 思
 

う
 。
つ
ま
り
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
の
立
場
と
文
化
相
対
主
義
で
あ
る
 -
 
し
 @
 

ま
で
は
よ
い
が
、
そ
れ
が
反
西
洋
的
 新 ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
な
 
伝
 統
 回
帰
 

主
義
に
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
一
種
の
ロ
マ
ン
正
義
的
な
 
ナ
シ
ョ
 

ナ
リ
ズ
ム
の
風
潮
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
の
が
問
題
で
あ
る
。
 た
と
え
 

ば
 、
生
命
主
義
と
い
う
非
合
理
主
義
や
神
秘
主
義
 釜
 血
性
主
義
 
-
 を
 強
調
 

し
 、
呪
術
の
復
権
を
語
り
、
主
観
主
義
的
な
解
釈
学
を
遂
行
す
る
 
な
ど
の
 

点
 に
懸
念
を
持
た
ざ
る
を
え
な
い
。
 

ニ
 、
あ
る
人
々
の
研
究
に
 お
け
る
 

 
 

「
批
判
的
距
離
の
喪
失
」
の
傾
向
で
あ
る
。
研
究
対
象
た
る
宗
教
 

団
体
に
 

あ
ま
り
に
も
接
近
し
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
共
感
的
理
 
解
 」
の
 

杓
 
 
 

名
 の
も
と
に
、
当
該
宗
教
の
救
済
体
験
を
共
有
し
よ
う
と
す
る
 
場
 ム
ロ
す
ら
 



見
ら
れ
る
。
共
感
的
理
解
の
君
が
、
他
者
認
識
に
お
け
る
イ
ロ
ハ
 

と
し
て
 

の
そ
れ
で
は
な
く
、
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
を
掲
げ
る
新
宗
教
研
北
に
 
お
け
る
 

新
し
い
「
体
験
主
義
」
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
ロ
マ
ン
土
圭
 
的
 坤
軸
 主
 

義
の
台
頭
に
問
題
性
を
覚
え
る
。
 三
 、
批
判
的
距
離
の
喪
失
 と
  
 

て
 、
教
団
に
研
究
資
金
を
出
さ
せ
る
と
か
、
教
団
か
ら
の
委
託
 
研
 究
 を
す
 

る
と
か
の
プ
ラ
ン
が
あ
る
と
い
う
。
一
種
の
産
学
共
同
の
方
向
で
 
あ
る
。
 

私
は
学
問
的
中
立
性
と
い
う
こ
と
か
ら
強
い
懸
念
を
表
明
し
た
い
 
。
研
究
 

は
 研
究
者
の
人
間
的
探
求
か
ら
発
す
る
も
の
で
あ
り
、
教
団
に
委
 
託
さ
れ
 

て
 行
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
的
な
 
傾
向
が
 

生
じ
た
こ
と
に
は
歴
史
的
な
経
緯
も
あ
る
。
前
世
代
の
新
宗
教
研
 
究
 者
に
 

見
ら
れ
た
偏
向
に
対
す
る
批
判
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
 
 
 

そ
れ
が
少
々
行
き
過
ぎ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
向
か
。
こ
の
点
を
 
反
省
し
 

て
 最
近
「
共
感
的
Ⅱ
批
判
的
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
研
究
者
 が
あ
る
 

 
 

内
容
的
に
本
書
の
基
軸
を
な
す
と
思
わ
れ
る
 二
 篇
の
論
旨
を
 
、
わ
 た
く
 

し
な
り
に
要
約
し
て
み
た
。
こ
れ
だ
け
で
は
ま
だ
紹
介
不
足
と
思
 
 
 

と
も
あ
れ
著
者
は
き
わ
め
て
真
摯
に
し
て
誠
実
で
あ
る
。
現
代
日
 
本
の
社
 

会
 を
憂
 い
 宗
教
を
憂
 い
 宗
教
学
を
憂
 い
 、
宗
教
 人
 ・
宗
教
学
者
を
 憂
い
つ
 

つ
 批
判
の
問
い
を
投
げ
か
け
る
。
広
範
な
話
題
を
捉
え
て
手
掛
か
 
 
 

な
が
ら
鋭
い
分
析
を
試
み
、
あ
る
べ
き
姿
を
求
め
進
む
べ
き
道
を
 
探
ろ
う
 

と
す
る
。
は
な
は
だ
真
面
目
で
執
心
で
あ
る
。
し
か
し
、
決
し
て
 
押
し
つ
 

け
が
ま
し
く
一
方
的
な
の
で
は
な
い
。
肯
定
と
否
定
、
立
論
と
反
 
 
 

面
の
可
能
性
に
配
慮
し
た
上
で
、
自
分
の
選
択
す
る
主
張
を
は
っ
 きり
と
 

展
開
し
て
み
せ
る
。
オ
ウ
ム
事
件
を
取
り
扱
っ
た
評
論
に
は
主
張
 
の
 強
さ
 

が
や
や
目
立
っ
よ
う
な
気
も
す
る
が
、
全
体
と
し
て
は
目
配
り
の
 
広
い
議
 

論
 に
な
っ
て
い
る
。
著
者
が
本
書
を
宗
教
学
的
立
場
か
ら
の
も
の
 
と
 自
認
 

 
 

し
 自
負
し
て
い
る
の
も
、
評
論
の
姿
勢
の
こ
の
よ
う
な
ひ
ろ
や
か
 
さ
か
ら
 

確
か
に
頷
け
る
。
疑
問
の
点
も
な
い
で
は
な
か
っ
た
が
、
読
み
な
 
が
 三
教
 

 
 
 
 
 
  
 

え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
 

は
 多
か
っ
た
。
さ
ら
に
 読
 後
に
 、
 

「
宗
教
学
的
」
 

な
 立
場
と
「
宗
教
学
」
の
立
場
と
の
同
異
は
ど
 ，
 
 
 

か
 、
宗
教
学
の
立
場
か
ら
宗
教
評
論
は
可
能
な
の
か
、
宗
教
学
者
 
の
 責
任
 

と
 宗
教
評
論
と
の
関
係
は
如
何
、
と
い
っ
た
問
題
が
わ
た
く
し
に
 
は
 迫
っ
 

て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
こ
の
占
を
、
本
書
所
収
で
 
末
 紹
介
の
 諸
篇
に
 

も
 触
れ
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。
 

宗
教
学
が
宗
教
の
あ
る
べ
き
規
範
の
問
題
を
含
む
か
ど
う
か
に
つ
 
 
 

は
 、
異
論
も
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
は
、
宗
教
学
は
研
究
者
の
主
観
 
 
 

判
断
を
で
き
る
だ
け
排
除
し
よ
う
と
努
力
す
る
記
述
科
学
 
だ
、
と
 す
る
 立
 

場
 を
と
る
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
わ
た
く
し
の
個
人
的
偏
向
で
は
な
 
く
、
学
 

史
的
に
も
多
く
の
賛
同
の
あ
る
立
場
だ
と
思
う
。
と
す
る
と
、
 

，
 @
 の
 宗
教
 

学
の
立
場
か
ら
は
、
事
実
と
し
て
の
宗
教
を
批
判
し
評
価
す
る
 
宗
 教
 評
論
 

は
 生
ま
れ
て
こ
な
い
。
宗
教
評
論
は
不
可
能
で
あ
る
。
評
論
の
 た
め
に
 

は
 、
論
者
は
自
己
の
価
値
基
準
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
 
に
 照
ら
 

し
て
眼
前
に
提
示
さ
れ
た
事
実
に
つ
い
て
価
値
判
断
を
下
し
、
 

あ
  
 

批
判
し
あ
る
い
は
評
価
し
て
そ
の
長
短
を
論
ず
る
こ
と
に
な
る
。
 

自
己
の
 

価
値
基
準
を
確
立
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
宗
教
学
の
提
供
す
る
 
知
 見
 が
大
 

い
 に
参
考
に
な
る
。
宗
教
学
を
大
い
に
参
考
す
る
 

立
坤
が
 宗
教
学
 

的
立
場
 

で
あ
る
。
こ
の
宗
教
学
的
立
場
か
ら
の
発
言
や
実
理
を
、
記
述
 
宗
 教
学
に
 

対
し
て
応
用
宗
教
学
と
わ
た
く
し
は
呼
び
分
け
た
い
。
宗
教
評
論
 
+
 
@
@
 

よ
 ,
 
 
 
一
 

つ
に
は
応
用
宗
教
学
の
一
分
野
と
し
て
成
立
す
る
。
 

し
か
し
、
宗
教
学
と
は
 
佃
 関
係
な
宗
教
評
論
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
う
 る 。
 



 
 
 
 
 
 
書
評
 

  
倫
理
学
、
教
育
学
、
社
会
学
、
心
理
学
、
人
類
学
、
法
律
学
、
自
 
然
 科
学
 

等
々
に
つ
な
が
る
宗
教
評
論
も
あ
れ
ば
、
く
さ
ぐ
さ
の
学
問
に
は
 
よ
ら
ず
 

論
者
独
自
の
価
値
観
に
よ
る
そ
れ
も
あ
る
。
ま
た
、
応
用
宗
教
学
 
の
 立
場
 

の
 内
部
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
 変
 差
の
幅
は
か
な
り
広
い
。
自
己
の
 

価
値
 基
 

準
を
形
成
す
る
に
際
し
て
は
、
宗
教
学
の
知
見
の
み
な
ら
ず
、
 

晢
 学
や
 神
 

学
や
主
体
的
信
念
や
思
想
な
ど
が
意
識
・
撫
生
貝
 
識
 の
う
ち
に
 影
饗
 日
す
 八
 
@
 w
 
か
 

ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
大
い
に
宗
教
学
を
参
考
し
て
宗
教
学
的
立
場
 
を
 自
称
 

す
る
評
論
に
も
、
宗
教
学
に
か
け
る
比
重
の
軽
重
に
ば
差
が
あ
り
 
、
さ
ら
 

に
ど
れ
ほ
ど
か
は
キ
リ
ス
ト
教
に
傾
い
た
り
仏
教
に
偏
っ
た
り
、
 

逆
に
反
 

宗
教
を
志
向
し
た
り
、
右
か
ら
左
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
現
れ
 る
こ
と
 

に
な
る
。
本
書
は
、
応
用
宗
教
学
の
な
か
で
は
キ
リ
ス
ト
教
に
 
、
 そ
れ
も
 

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
、
と
く
に
宗
教
社
会
主
義
に
傾
い
た
位
置
に
 
あ
る
、
 

と
わ
た
く
し
は
考
え
る
。
 

著
者
は
、
 

質
 よ
り
も
量
を
志
向
す
る
宗
教
バ
ブ
ル
を
批
判
し
て
い
 

 
 

逆
に
 量
 よ
り
も
質
を
重
視
す
る
の
が
私
の
立
場
だ
と
い
う
 一
 
⑤
Ⅰ
 
&
 本
 教
の
 

質
的
低
下
を
嘆
き
 
一
 
⑩
 一
 、
本
当
の
宗
教
、
真
の
宗
教
の
あ
り
方
を
 
五
山
っ
 
イ
ヒ
 

も
い
る
。
神
道
に
宗
教
と
し
て
の
内
容
が
乏
し
い
と
苦
悩
す
る
 神
道
者
 

に
 、
著
者
も
共
鳴
し
て
の
議
論
で
あ
る
。
年
中
行
事
や
民
俗
的
 
習
 慣
 と
し
 

て
の
儀
礼
に
終
始
す
る
宗
教
は
、
宗
教
と
し
て
十
分
で
な
い
。
 

行
 事
や
習
 

慣
の
生
活
の
日
常
性
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
も
の
こ
そ
、
勝
義
の
宗
 教
 で
あ
 

る
 。
神
道
は
民
族
宗
教
と
し
て
の
在
り
方
や
考
え
方
か
ら
脱
皮
 
し
 て
 、
亜
目
 

-
 
遮
 宗
教
へ
の
道
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
人
の
人
間
的
 
決
意
と
 

参
加
に
基
づ
く
宗
教
に
な
る
べ
き
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
 

-
 
⑫
㍉
 
著
者
 は
 

ま
た
、
呪
術
を
脱
出
し
て
宗
教
へ
入
る
推
移
は
人
間
的
な
要
請
 
だ
  
 

一
 
⑬
㍉
人
間
的
な
要
請
と
し
て
の
宗
教
社
会
主
義
運
動
の
研
究
を
 も
っ
て
 

私
の
研
究
キ
ャ
リ
ア
は
始
ま
っ
た
、
と
の
注
記
も
あ
る
 
一
 ⑧
㍉
 
か
  
 

繰
り
返
し
頻
出
す
る
「
人
間
的
」
と
い
う
こ
と
が
本
書
を
貫
く
 
基
 調
 土
日
で
 

あ
る
。
逆
に
、
非
人
間
性
に
た
い
す
る
根
源
的
な
批
判
を
宗
教
者
 
 
 

い
と
す
れ
ば
い
っ
た
い
誰
が
し
つ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
著
者
 
の
 
「
 現
 

代
 宗
教
へ
の
問
い
」
な
の
で
あ
る
。
 

こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
著
者
は
「
本
当
の
 

、
 真
の
、
勝
義
の
 
」
 士
 
，
 
 
 
-
 
、
 

刀
 

教
を
設
定
し
諸
宗
教
に
「
質
的
」
 

な
 高
低
深
浅
 
せ
 分
け
る
。
真
偽
 
優
劣
を
 

問
わ
な
い
比
較
を
方
法
と
し
た
マ
ッ
ク
ス
、
ミ
ュ
ラ
ー
と
は
 距
 離
 が
あ
 

る
 。
著
者
の
価
値
選
択
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
法
味
の
 
選
捨
選
 取
 を
思
 

わ
せ
る
。
呪
術
を
捨
て
て
宗
教
を
取
る
。
 

集
 田
の
儀
礼
を
捨
て
て
 
 
 

信
仰
思
想
を
取
る
。
民
族
宗
教
を
捨
て
て
 普肘
 宗
教
を
取
る
。
 
神
 秘
 主
義
 

的
 宗
教
を
捨
て
て
預
言
者
的
宗
教
を
取
る
。
選
択
取
捨
に
あ
た
っ
 
て
は
 

重
要
な
他
者
一
⑨
 -
 の
 意
見
に
耳
を
傾
け
る
 
-
 
」
と
を
忘
れ
な
い
。
 

-
 
」
の
姿
勢
 

の
 慎
重
さ
は
宗
教
学
的
で
あ
る
。
「
だ
が
し
か
し
、
そ
の
上
で
や
 

 
 

な
ど
と
い
っ
て
宗
教
社
会
主
義
的
価
値
観
に
つ
く
。
応
用
宗
社
 
宇
  
 

で
の
本
書
の
位
置
は
こ
こ
に
あ
る
と
思
う
。
 

記
述
宗
教
学
の
立
場
が
主
観
的
価
値
判
断
を
避
け
よ
う
と
努
力
す
 るも
 

の
と
し
て
も
、
研
究
の
対
象
選
択
 

や
舟
折
 万
法
な
ど
の
占
で
研
究
 者
 自
身
 

の
 価
値
観
が
作
用
し
て
く
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
 記
述
 宗
 

教
学
と
応
用
宗
教
学
と
の
境
目
は
実
際
に
は
 暖昧
で
 流
動
的
に
な
  
 

か
し
原
理
的
に
は
こ
の
二
つ
の
領
域
を
分
け
て
、
自
分
の
発
舌
口
が
 

 
 

ず
れ
に
属
す
る
か
を
宗
教
学
者
は
自
覚
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
 
う
   

 
 
 
 

宗
教
学
の
領
域
に
一
歩
を
踏
み
出
す
人
は
、
自
分
の
拠
っ
て
立
つ
 
価
値
 基
 

準
 の
あ
り
様
を
明
確
に
自
覚
す
べ
き
で
あ
る
。
冗
用
宗
教
学
に
お
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置
を
自
覚
し
な
い
で
、
宗
教
学
に
か
け
る
比
重
の
軽
い
評
論
家
が
 
不
用
意
 



に
 宗
教
学
者
の
肩
書
を
使
う
と
世
間
に
誤
解
を
招
き
か
れ
な
い
。
 

宗
教
学
 

者
の
責
任
と
し
て
、
評
論
そ
の
他
の
応
 m
 宗
教
学
に
ま
で
踏
み
込
 
む
べ
き
 

か
ど
う
か
の
判
断
は
 
、
 個
々
人
に
一
任
す
る
ほ
か
は
な
い
。
応
用
 に
は
 関
 

わ
ら
ず
、
記
述
宗
教
学
の
研
究
だ
け
で
宗
教
学
者
の
社
会
的
責
任
 
は
 果
た
 

せ
る
と
い
う
立
場
も
、
も
ち
ろ
ん
十
分
に
成
立
し
う
る
。
そ
の
 
立
 場
か
ら
 

の
 研
究
が
、
研
究
者
の
意
図
と
は
別
に
、
独
立
し
て
社
会
に
影
 
型
 申
を
与
え
 

る
こ
と
も
あ
り
 
ぅ
る
 。
そ
の
影
響
の
圭
Ⅰ
 し
 悪
し
を
想
定
し
て
こ
の
 
研
究
者
 

に
 対
す
る
批
判
を
行
 う
 な
ら
ば
、
研
究
本
来
の
筋
道
か
ら
は
外
れ
 た議
弘
珊
 

に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
 
い
か
 。
著
者
の
現
代
新
宗
教
研
究
者
批
判
 に
 聞
く
 

べ
き
点
は
多
い
が
、
応
用
宗
教
学
内
部
に
あ
っ
て
の
評
論
家
の
評
 
詩
家
に
 

対
す
る
批
判
と
い
う
趣
も
感
じ
ら
れ
る
。
応
用
問
題
か
ら
離
れ
て
 
、
あ
ら
 

た
め
て
よ
り
純
粋
な
学
問
的
論
争
と
し
て
、
宗
教
の
学
的
認
識
の
 
可
能
性
 

と
 限
界
に
つ
い
て
の
方
法
論
的
議
論
と
し
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
 
期
待
し
 

 
 最
後
に
、
教
団
か
ら
の
研
究
資
金
と
か
委
託
研
究
と
か
に
対
す
る
 
著
者
 

の
 批
判
は
、
教
団
の
経
営
す
る
研
究
機
関
と
の
協
力
提
携
な
ど
の
 
実
態
を
 

把
握
し
て
の
発
言
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
産
学
共
同
と
聞
い
た
だ
け
 
で
 感
情
 

的
に
反
発
し
た
か
つ
て
の
全
共
闘
学
生
の
よ
う
な
性
急
さ
を
こ
の
 
発
言
に
 

感
じ
る
の
は
、
当
時
教
授
会
メ
ン
バ
ー
の
一
員
だ
っ
た
わ
た
く
し
 
の
、
そ
 

し
て
現
在
宗
教
者
と
宗
教
研
究
者
と
の
協
力
の
仕
事
を
す
す
め
る
 
 
 

し
の
側
の
僻
み
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
か
く
人
間
に
僻
み
や
偏
り
 
は
つ
き
 

も
の
で
あ
る
。
そ
の
僻
み
や
偏
り
を
相
互
に
突
き
ム
ロ
わ
せ
て
し
か
 

も
な
お
 

敵
意
の
な
 
い
 対
立
討
論
を
、
わ
れ
わ
れ
宗
教
学
者
の
間
の
日
常
茶
 
飯
事
に
 

 
 

  



の 的三毒 し み なで   い て 民 し 分 

登
 

宮
田
 

「
深
層
文
化
」
と
い
う
語
は
、
大
変
魅
力
的
で
あ
り
、
評
者
な
ど
 
0
 目
 

の
 文
章
に
し
ば
し
ば
使
っ
た
り
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て
十
分
に
 
吟
味
 

た
 上
で
用
い
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
何
と
な
く
あ
や
ふ
や
に
な
 
る
 。
 

衆
意
識
や
日
本
的
心
性
な
ど
と
い
う
と
、
こ
れ
は
深
層
に
深
く
関
 
わ
っ
 

い
る
と
い
う
認
識
は
あ
る
が
、
客
観
性
を
帯
び
た
も
の
と
も
い
 え
な
 

。
こ
う
し
た
あ
い
ま
い
な
概
念
に
つ
い
て
、
本
書
の
著
者
は
、
 

こ
 れ
 き
 

の
 日
本
文
化
研
究
に
お
け
る
「
深
層
文
化
」
論
を
能
う
る
限
り
 
綜
 覧
し
 

が
ら
、
著
者
な
り
の
一
定
の
見
解
を
打
ち
だ
し
た
。
全
篇
に
緊
張
 
感
が
 

な
ぎ
る
気
鋭
の
労
作
で
あ
る
。
 

序
章
に
お
い
て
、
著
者
は
「
深
層
研
究
」
を
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
 
分
類
 

て
い
る
。
一
つ
は
「
歴
史
正
義
的
な
深
層
」
、
二
つ
は
「
文
化
 

心
 現
生
 

的
な
深
層
」
、
三
つ
は
「
民
俗
主
義
的
な
深
層
」
で
あ
る
。
こ
の
 
う
ち
 

群
 に
あ
た
る
「
民
俗
正
義
」
の
概
念
を
著
者
は
提
示
し
て
「
民
俗
 
正
義
 

な
 深
層
」
の
領
域
を
設
定
し
、
議
論
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
、
 

本
書
 

際
立
っ
た
特
色
で
あ
る
。
 

I
 部
「
歴
史
主
義
的
な
深
層
研
究
」
は
日
本
民
族
・
日
本
文
化
の
 
系
統
 

津
城
 寛
文
 著
 

「
日
本
の
深
層
文
化
序
説
 

三
つ
の
深
層
と
宗
教
 

玉
川
大
学
出
版
部
一
九
九
五
年
五
月
一
 
0
 日
刊
 

A
5
 判
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四
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書評と紹介 

論
を
通
し
て
、
日
本
の
基
層
文
化
に
迫
る
視
点
を
整
理
し
て
い
る
 
。
当
然
 

舌
口
語
学
や
神
話
学
、
歴
史
学
の
成
果
が
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
 
。
Ⅱ
部
 

「
文
化
心
理
主
義
的
な
深
層
研
究
」
は
、
そ
も
そ
も
「
深
層
」
が
 

表
層
 意
 

識
の
背
後
あ
る
い
は
そ
の
基
底
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
と
り
わ
 
け
 精
神
 

医
学
か
ら
の
造
語
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
著
者
は
、
 

日
 本
文
化
 

論
 に
お
け
る
フ
ロ
イ
ト
派
 
や
 ユ
ン
グ
派
の
学
者
た
ち
の
言
説
を
と
 
 
 

説
明
し
て
い
る
。
な
お
日
本
研
究
に
は
、
日
本
人
論
と
い
う
特
異
 
な
分
野
 

も
 成
立
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
文
化
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
」
 

論
 の
 立
 

場
か
ら
の
文
化
人
類
学
の
成
果
が
対
象
と
な
る
し
、
さ
ら
に
加
え
 
て
 日
本
 

文
化
史
や
日
本
思
想
史
の
深
層
研
究
が
抽
出
さ
れ
て
く
る
。
 

Ⅰ
 部
と
 Ⅱ
部
は
、
本
書
の
テ
キ
ス
ト
づ
く
り
に
も
と
づ
い
て
構
成
 
さ
れ
 

た
 内
容
で
あ
る
が
、
著
者
は
き
わ
め
て
 広
 領
域
に
わ
た
る
文
献
を
 
よ
く
 渉
 

猟
し
 、
か
つ
手
際
よ
く
論
点
を
ま
と
め
て
お
り
、
深
層
研
究
の
た
 
め
の
 概
 

論
の
役
割
を
十
分
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
著
者
も
明
言
し
て
い
 るよ
う
 

に
 、
本
書
は
、
た
ん
な
る
テ
キ
ス
ト
を
超
え
て
深
層
文
化
研
究
の
 
新
し
い
 

領
域
の
提
示
を
も
目
論
ん
で
お
り
、
 

I
 部
・
Ⅱ
部
は
そ
の
た
め
の
 
助
走
に
 

過
ぎ
な
い
。
 

Ⅲ
 部
 
「
民
俗
主
義
的
な
深
層
研
究
」
の
副
題
に
「
こ
の
な
っ
か
し
 

さ
は
 

ど
こ
か
ら
く
る
の
か
 
?
 」
と
い
う
名
辞
が
付
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
 テ
ー
マ
 

の
 究
明
が
著
者
の
真
骨
頂
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
「
原
体
験
  
 

愁
 」
と
し
て
、
こ
れ
を
「
民
俗
主
義
的
な
深
層
」
と
と
ら
え
る
。
 

国
際
的
 

な
 比
較
や
通
時
的
な
再
構
成
と
い
っ
た
次
元
で
、
民
族
学
や
歴
史
 
学
 に
劣
 

勢
 で
あ
る
民
俗
字
が
、
唯
一
優
れ
た
長
所
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
 

庶
民
の
 

日
常
生
活
を
扱
い
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
過
去
の
「
な
つ
か
し
さ
」
 

「
一
規
 

松
山
」
 

*
 

さ
を
導
き
だ
す
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
日
常
的
な
実
感
に
即
し
て
 
庶
民
感
 

盾
の
価
値
を
見
出
そ
う
と
い
う
態
度
は
、
民
俗
学
の
独
自
の
領
域
 
で
あ
る
 

と
 著
者
は
指
摘
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
柳
田
民
俗
学
の
も
つ
「
 
親
 密
な
 深
 

層
 」
が
い
わ
ぬ
る
原
体
験
の
核
と
な
る
。
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
 
る
キ
｜
 

ワ
ー
ド
で
、
「
原
風
景
」
や
「
親
密
 
さ
 」
、
「
な
っ
か
し
さ
」
等
々
 は
 主
に
 

ト
ウ
 
ア
ン
の
 
寅
ェ
 間
の
経
験
」
に
依
拠
し
て
い
る
こ
 

と
は
 明
 

ら
か
で
、
「
場
所
の
親
密
な
経
験
」
を
「
日
常
の
な
か
で
過
去
の
 

記
憶
の
 

神
秘
的
な
幸
福
感
に
み
た
さ
れ
た
体
験
」
と
パ
ラ
フ
レ
イ
ズ
し
て
 
い
る
。
 

こ
の
原
体
験
は
血
生
息
調
性
と
し
て
、
時
間
の
ス
ケ
ー
ル
が
二
百
年
 

 
 

と
す
る
民
俗
学
が
主
張
す
る
時
間
性
に
七
通
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
 
民
俗
学
 

の
 求
め
る
「
日
常
生
活
」
に
お
け
る
「
親
密
 
さ
 」
と
い
う
感
情
の
 
深
層
に
 

迫
ろ
う
と
し
た
柳
田
国
男
、
折
口
信
夫
、
宮
本
常
一
、
 

四
人
を
 

と
り
上
げ
た
。
著
者
の
論
ず
る
柳
田
国
男
論
や
折
口
信
夫
論
は
そ
 
れ
 自
体
 

日
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
「
深
層
研
究
」
の
モ
チ
ー
フ
 

と
結
  
 

「
親
密
な
場
所
の
経
験
」
を
検
証
し
ょ
う
と
し
た
点
に
は
オ
リ
ジ
 

ナ
リ
テ
 

ィ
 が
あ
る
。
正
月
や
盆
に
、
家
族
が
祖
霊
と
と
も
に
会
食
す
る
と
 
 
 

日
常
的
な
風
景
は
、
柳
田
民
俗
学
の
独
壇
場
で
あ
る
の
に
対
し
、
 

折
口
 民
 

俗
学
に
は
、
定
着
尺
の
も
つ
幸
福
か
ら
の
疎
外
感
が
あ
り
、
そ
れ
 
は
 ご
ろ
 

つ
 き
や
乞
食
、
か
ぶ
き
者
な
ど
、
漂
泊
民
の
系
譜
を
引
く
非
常
民
 
o
 世
界
 

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
折
口
民
俗
学
が
「
都
市
」
、
「
 

田
主
 
@
 
せ
 巾
 
」
、
 

「
古
代
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
興
味
深
い
 

説
明
が
 

な
さ
れ
て
い
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
柳
田
民
俗
学
や
折
口
民
俗
学
が
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
内
に
 
市
民
 

 
 

権
を
得
る
た
め
に
、
万
法
論
的
な
枠
組
み
を
整
え
て
行
く
の
に
 
対
 
 
 

れ
と
一
線
を
画
し
た
民
間
学
の
典
型
と
し
て
の
民
俗
学
を
代
表
す
 
1
8
3
 

宮
本
常
一
の
存
在
で
あ
り
、
そ
の
志
向
は
近
年
と
み
に
注
目
を
あ
 
 
 



る
 。
著
者
は
こ
の
宮
本
民
俗
学
に
つ
い
て
、
「
ふ
る
さ
と
の
生
活
 
 
 

愛
着
と
「
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
」
へ
の
追
悼
と
い
う
モ
チ
ー
フ
 
し
 か
な
 い
 

と
い
い
な
が
ら
、
民
俗
学
の
舞
台
 ヘ
 「
下
か
ら
上
へ
」
 難
 な
く
の
 ぽ
 っ
て
 

き
た
も
の
で
、
「
常
民
」
の
代
弁
者
と
い
う
お
も
む
き
が
あ
り
、
「
 

庶
民
の
 

「
原
体
験
・
原
風
景
巨
へ
の
「
な
つ
か
し
さ
」
と
い
う
意
味
で
の
 

民
俗
 士
 

義
を
 、
も
っ
と
も
素
朴
な
か
た
ち
で
実
現
し
て
い
る
」
 T
 一
 
O
0
 

芭
と
 

評
価
し
て
い
る
。
一
万
 -
 
」
う
し
た
宮
本
の
姿
勢
は
、
保
守
性
が
根
 

強
い
た
 

め
に
退
嬰
的
な
懐
古
主
義
と
い
わ
れ
か
れ
な
い
側
面
も
あ
る
だ
 
る
 う
 。
 宮
 

木
 が
発
見
し
た
民
俗
と
は
国
家
的
見
地
に
立
つ
大
仙
な
も
の
で
は
 
え
 
了
、
 

{
 

生
活
に
密
着
し
た
庶
民
の
つ
つ
ま
し
い
願
い
を
基
に
し
た
 
壊
 か
し
  
 

で
あ
り
「
民
俗
主
義
的
な
深
層
」
を
つ
く
り
上
げ
た
も
の
で
あ
っ
 

て
 
「
 現
 

代
の
美
し
い
民
話
」
と
し
て
残
存
す
る
と
い
う
と
ら
え
方
に
な
 
っ
て
 い
 

る
 。
た
し
か
に
そ
う
い
う
評
価
は
あ
る
に
し
て
も
、
若
干
疑
義
は
 
残
る
。
 

と
い
う
の
は
、
近
年
の
宮
本
プ
ー
ム
に
は
、
前
代
の
民
衆
の
知
恵
 
が
 現
代
 

人
 に
対
し
強
力
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
か
ら
で
、
た
ん
な
 
る
 懐
古
 

的
 思
念
以
外
の
も
の
を
感
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
次
に
柳
 
宗
  
 

芸
論
 が
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
四
者
の
相
違
占
は
手
際
 
よ
く
 説
 

明
 さ
れ
て
い
る
感
が
あ
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
四
者
の
差
異
が
「
 
民
俗
士
 

義
 」
を
一
律
に
と
ら
え
さ
せ
な
い
と
い
う
点
で
あ
り
、
そ
の
辺
り
 
思
考
を
 

こ
ら
す
著
者
の
苦
悩
が
伝
わ
っ
て
く
る
展
開
に
な
つ
て
い
る
。
 

次
に
景
観
論
の
立
場
か
ら
「
原
風
景
」
へ
の
郷
愁
を
詰
る
舌
口
説
を
 

 
 

上
げ
て
い
る
が
、
風
土
論
や
文
学
の
中
に
も
、
コ
ー
ド
化
さ
れ
た
 
自
然
や
 

都
市
の
深
層
を
発
見
で
き
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
一
つ
の
民
俗
士
 
義
 の
 要
 

素
 と
な
る
と
い
う
。
評
者
が
興
味
深
く
感
じ
た
の
は
、
ハ
ー
ン
を
 
 
 

て
 
「
異
文
化
の
深
層
体
験
」
を
分
析
し
た
箇
所
で
あ
る
。
自
己
 

内
 当
 の
 一
 

功
 と
し
て
、
日
本
民
俗
学
が
自
文
化
を
究
明
し
て
い
る
が
、
他
方
 
異
文
化
 

 
 

に
 深
い
共
感
を
示
す
外
国
人
た
ち
か
ら
の
視
点
が
あ
る
。
ラ
フ
 カ
デ
ィ
 

毬
 

オ
 
・
ハ
ー
ン
は
そ
の
一
人
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
ハ
ー
ン
の
日
本
 

体
験
が
 

 
 
 
 

「
な
つ
か
し
さ
」
の
感
情
に
彩
ら
れ
た
民
俗
主
義
に
も
と
づ
き
な
 

が
ら
 

究
極
に
は
、
民
族
性
・
国
民
性
・
風
土
性
の
消
滅
し
た
、
抽
象
 
仕
 し
た
 民
 

俗
 レ
ベ
ル
に
た
ど
り
つ
い
た
こ
と
で
、
「
国
籍
の
な
い
民
俗
学
」
 

に
な
っ
 

た
と
著
者
は
い
う
。
こ
れ
は
文
目
文
化
と
異
文
化
の
二
つ
を
生
き
 
る
こ
と
 

で
、
二
つ
の
文
化
に
通
底
す
る
民
俗
主
義
的
深
層
に
達
す
る
可
能
 
性
 を
示
 

唆
し
て
い
る
。
特
定
の
風
土
の
文
化
で
は
な
く
、
人
類
的
な
文
化
 
の
 深
層
 

な
の
で
あ
っ
た
。
「
国
籍
の
な
 
い
 民
俗
学
」
は
、
風
土
性
を
刻
印
 さ
れ
た
 

一
国
民
俗
学
に
対
す
る
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
の
あ
り
方
に
通
底
す
る
 だ
ろ
う
 

が
 、
異
文
化
か
自
文
化
か
と
い
う
基
準
を
超
え
た
場
所
で
、
「
 

民
 浴
主
義
」
 

が
 何
を
示
す
の
か
。
こ
の
テ
ー
マ
に
即
し
て
さ
ら
に
多
く
の
研
究
 
者
の
立
 

場
を
吟
味
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
 

本
書
終
章
に
「
宗
教
文
化
の
深
層
研
究
」
が
置
か
れ
て
い
る
 - 
」
と
  
 

な
か
な
か
意
味
深
長
で
あ
り
、
パ
ロ
デ
ィ
風
に
い
え
ば
、
こ
こ
が
 
本
書
の
 

深
層
な
の
だ
ろ
う
。
宗
教
文
化
そ
の
も
の
に
も
三
つ
の
深
層
研
究
 
が
 み
 ろ
 

れ
る
と
し
て
、
 
I
 部
に
固
有
信
仰
の
起
源
、
民
衆
の
宗
教
、
呪
術
 
宗
教
な
 

ど
に
対
す
る
歴
史
主
義
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
、
Ⅱ
 部
 と
し
て
、
（
一
木
 教
 心
理
 

学
 、
神
秘
主
義
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、
宗
教
的
心
性
に
対
す
る
 深
層
 研
 

究
 、
そ
し
て
Ⅲ
部
に
柳
田
や
折
口
な
ど
の
民
俗
神
道
論
な
ど
が
あ
 
 
 

て
い
る
。
た
だ
こ
の
三
分
類
に
つ
い
て
は
や
や
あ
い
ま
い
な
印
象
 
を
 与
え
 

て
い
る
。
著
者
が
も
っ
と
も
意
を
注
ぐ
Ⅲ
部
に
つ
い
て
も
、
民
俗
 
学
者
の
 

宗
教
研
究
に
頁
を
割
い
て
い
る
が
、
い
わ
ゆ
る
民
俗
宗
教
の
領
域
 
 
 

て
の
宗
教
学
か
ら
の
内
発
的
な
研
究
成
果
の
情
況
が
不
明
だ
か
 ら
で
あ
 



書評と紹介 

る
 。
恐
ら
く
表
面
的
な
分
類
で
は
律
し
切
れ
な
い
要
素
を
著
者
は
 
片
刃
。
つ
い
 

て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
宗
教
研
究
が
深
層
研
究
を
志
向
す
る
と
い
 

う
 立
場
 

と
 抵
触
す
る
こ
と
を
整
理
し
切
れ
て
い
な
い
で
い
る
た
め
と
推
量
 
す
る
。
 

そ
こ
で
著
者
は
用
意
周
到
に
「
補
説
と
展
望
」
を
設
け
て
い
る
。
 

こ
こ
で
 

は
じ
め
て
著
者
は
「
深
層
文
化
と
し
て
の
宗
教
」
を
正
面
か
ら
と
 
 
 

て
 舌
口
 
及
 し
て
い
る
。
こ
の
概
念
は
、
 

井
門
富
 二
夫
が
 、
 「
シ
ビ
ル
 
 
 

シ
ョ
ン
」
、
「
見
え
な
い
宗
教
」
、
「
聖
な
る
天
蓋
」
な
ど
 複
牧
 の
 概
 念
 を
ゆ
 

る
や
か
に
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
、
き
わ
め
て
包
括
的
な
概
念
と
 
 
 

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
前
提
を
著
者
は
も
っ
て
い
る
。
著
者
は
 
こ
の
 概
 

念
に
 
「
三
つ
の
深
層
」
の
 分
 傾
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
、
 

井
門
の
 理
論
と
 

は
 異
な
る
場
面
を
想
定
し
た
が
、
し
か
し
そ
れ
ぞ
れ
重
複
す
る
部
 
分
 も
多
 

く
 見
出
さ
れ
る
。
今
後
 井
門
と
 著
者
と
の
せ
め
ぎ
合
い
に
よ
る
「
 深
層
 文
 

化
」
論
の
一
層
の
深
化
を
期
待
す
る
の
は
評
者
だ
け
で
は
あ
る
ま
 
い
と
 思
 

う
 。
著
者
に
は
、
Ⅲ
部
の
「
民
俗
主
義
的
な
深
層
研
究
」
に
強
い
 
関
 、
心
が
 

あ
り
、
そ
れ
は
「
深
層
文
化
と
し
て
の
宗
教
」
の
中
枢
に
あ
た
 る
霊
信
 

仰
 、
祖
先
崇
拝
、
イ
エ
意
識
な
ど
に
ま
つ
わ
る
「
民
俗
感
覚
」
 で
も
あ
 

る
 。
た
だ
し
こ
れ
が
日
本
文
化
論
と
い
う
「
日
本
」
の
モ
チ
ー
フ
 
で
 展
開
 

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
に
大
き
な
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
と
著
者
は
 
 
 

く
 つ
て
い
る
。
 

以
上
、
本
書
の
き
わ
め
て
 

シ
シ
 
メ
ト
リ
カ
ル
 な
 構
成
に
し
た
が
っ
 
て
、
 

内
容
と
若
干
の
感
想
を
記
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
評
者
自
身
は
 
、
 本
書
で
 

し
ば
し
ば
タ
ー
ゲ
 
ツ
ド
 
に
な
つ
 た
 日
本
民
俗
学
の
立
場
か
ら
民
俗
 宗教
 の
 

領
域
を
学
ぶ
者
の
一
人
で
あ
る
が
、
何
よ
り
も
本
書
の
示
す
 
ス
ケ
  
 

大
き
な
文
化
理
論
に
圧
倒
さ
れ
た
。
し
か
し
一
万
で
著
者
が
次
第
 
に
 吸
飲
 

し
て
行
く
「
民
俗
士
 
義
 」
の
イ
メ
ー
ジ
に
あ
る
懐
か
し
さ
を
覚
え
 た
こ
と
 

も
 事
実
で
あ
る
。
以
下
本
書
を
通
読
し
て
気
づ
 い
 た
点
を
大
雑
把
 
に
ま
と
 

め
て
お
き
た
い
。
第
一
は
、
著
者
の
新
た
に
設
定
し
た
「
民
俗
士
 
義
 」
 の
 

概
念
で
あ
る
。
親
密
 さ
 、
な
つ
か
し
さ
、
原
風
景
、
原
体
験
等
の
 
 
 

｜
ド
は
 微
妙
に
心
の
ひ
だ
に
ふ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
に
客
観
性
を
も
 たせ
た
 

概
念
で
あ
る
と
し
て
も
、
「
民
俗
」
が
従
来
、
伝
統
的
、
原
初
的
 
 
 

｜
ジ
 を
も
つ
故
に
郷
愁
や
懐
古
主
義
の
先
端
に
あ
り
、
表
面
的
に
 
は
 退
嬰
 

逆
に
柳
田
や
宮
本
の
思
想
を
糧
に
退
行
で
は
な
く
革
新
を
創
造
す
 

た
の
は
、
も
は
や
原
風
景
の
民
俗
は
消
滅
し
た
と
の
認
識
に
よ
る
 

と
さ
れ
る
評
価
は
免
れ
得
な
い
。
そ
れ
は
現
代
の
知
識
人
に
と
っ
 

が
 、
ド
イ
ツ
で
は
こ
れ
を
 
フ
 オ
ー
ク
ロ
リ
ズ
ム
と
称
し
、
ア
メ
リ
 

り
 現
代
民
俗
は
全
て
に
虚
構
で
あ
る
が
、
現
代
人
の
日
常
生
活
に
 

り
 、
そ
れ
は
現
代
の
経
験
文
化
論
的
な
認
識
に
も
と
つ
い
て
い
る
 

も
あ
る
や
に
思
え
る
。
民
俗
学
の
概
念
に
「
現
代
民
俗
」
の
 
範
靖
 

て
い
る
と
い
え
る
。
そ
こ
に
伝
統
を
超
え
た
創
造
性
を
認
め
よ
う
 

一
世
紀
を
の
り
切
る
だ
け
の
理
論
た
り
得
る
か
疑
問
で
は
あ
る
。
 

自
づ
ぃ
 

。
つ
ま
 

 
 

る
 志
向
 

を
 設
け
 

て
、
二
 

力
 で
は
 

と
し
た
 

の
で
あ
 

フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
又
は
ネ
オ
，
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
と
し
た
。
日
本
の
民
 
俗
学
も
 

柳
田
や
宮
本
か
ら
学
び
な
が
ら
「
現
代
民
俗
」
を
別
枠
組
に
と
ら
 
え
 直
そ
 

う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
「
民
俗
主
義
」
の
関
係
を
考
え
る
 
必
 要
 を
感
 

じ
る
。
次
に
ミ
ン
 
ゾ
ク
 主
義
の
発
音
か
ら
「
民
族
主
義
」
の
方
も
 浮か
ん
 

で
く
る
。
民
族
学
の
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
「
民
族
」
に
こ
だ
わ
り
 「
民
俗
 

学
 」
も
一
国
民
族
学
と
の
混
同
は
さ
け
ら
れ
な
い
で
き
た
。
し
か
 
し
 
「
 民
 

裕
 」
を
命
毛
し
た
限
り
、
こ
れ
は
各
民
族
の
文
化
伝
統
に
よ
っ
て
 
発
現
の
 

 
 

仕
方
が
異
な
っ
て
い
る
。
民
族
性
を
こ
え
て
民
俗
性
を
求
め
る
こ
 
 
 

能
 な
ら
ば
、
こ
れ
は
世
界
民
俗
学
を
提
唱
し
て
い
た
柳
田
民
俗
学
 

 
 

す
る
。
「
民
俗
正
義
」
に
は
、
包
括
概
念
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
も
 
あ
る
の
 



か
も
知
れ
な
い
と
考
え
る
。
そ
し
て
第
三
に
「
深
層
文
化
と
し
 て
の
七
ホ
 

教
 」
に
つ
い
て
は
、
本
書
で
は
ま
だ
著
者
の
十
分
な
踏
み
込
み
が
 
な
か
っ
 

た
 気
が
す
る
。
「
民
俗
主
義
」
を
て
こ
に
し
て
そ
こ
へ
突
入
す
る
 

な
ら
ば
、
 

「
民
俗
宗
教
」
論
の
深
化
を
抜
き
に
で
き
な
い
と
考
え
る
。
一
 

白
 確
保
と
 

し
て
「
深
層
文
化
」
を
押
さ
え
、
全
面
展
開
を
民
俗
学
、
文
化
人
 
類
字
 

民
族
学
、
心
理
学
、
日
本
論
、
社
会
学
に
広
げ
た
著
者
の
力
量
 
か
 ら
す
れ
 

ば
 、
そ
の
部
分
は
庁
々
た
る
も
の
に
思
え
る
が
、
如
何
な
も
の
 だ
ろ
う
 

か
 本
書
は
テ
キ
ス
ト
形
式
を
と
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
各
章
 ごと
 

に
平
易
な
要
約
が
あ
る
。
全
体
は
流
れ
る
よ
う
に
明
快
な
文
章
で
 
 
 

大
著
な
が
ら
淡
々
と
読
め
た
。
し
か
し
評
者
の
不
勉
強
が
た
た
り
 
、
未
消
 

化
の
ま
ま
で
紹
介
す
る
羽
目
と
な
っ
た
こ
と
を
著
者
に
お
詫
び
し
 
 
 

    



深
澤
 
英
隆
 

い
わ
ゆ
る
先
進
資
本
主
義
諸
国
を
中
心
に
広
く
見
ら
れ
る
ニ
ュ
ー
 
 
 

イ
ジ
運
動
が
宗
教
学
の
研
究
対
象
と
な
っ
て
か
ら
、
十
年
以
上
の
 
時
 が
経
 

過
し
た
。
現
象
と
し
て
の
輪
郭
の
暖
 昧
 さ
や
流
動
性
と
、
従
来
の
 
宗
教
 伝
 

統
 に
対
す
る
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ッ
ク
で
両
義
的
な
関
係
な
ど
か
ら
、
 

初
期
に
 

は
 
「
ニ
ュ
ー
・
エ
イ
ジ
は
宗
教
学
の
対
象
た
り
う
る
か
」
な
ど
と
 

い
う
生
頭
 

論
 が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
宗
教
社
会
学
を
中
心
 
と
し
て
 

各
国
で
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
結
果
、
今
や
ニ
ュ
ー
・
 

エ
 イ
ジ
 運
 

勤
 は
、
現
代
宗
教
学
の
最
も
重
要
か
つ
活
発
な
主
題
領
域
の
ひ
と
 つ と
 な
 

っ
た
 。
と
は
い
え
、
日
本
に
お
い
て
は
な
お
本
格
的
な
 ニュ
 

エ
イ
ジ
 

研
究
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
島
 
薗
氏
 の
 著
 作
 
「
 
精
 

神
 世
界
の
ゆ
く
え
」
は
、
こ
の
ニ
ュ
ー
・
エ
イ
ジ
運
動
と
そ
の
 
周
 辺
 現
象
 

を
 本
格
的
に
論
じ
た
、
日
本
宗
教
学
の
最
初
の
ま
と
ま
っ
た
 成
 果
 で
あ
 

り
 、
こ
の
意
味
で
パ
イ
オ
ニ
ア
的
性
格
を
も
つ
重
要
な
著
作
で
あ
 
る
 。
 そ
 

れ
と
同
時
に
本
書
は
、
主
題
 
画
 で
も
方
法
面
で
も
、
狭
義
の
「
 

ニ
 ユ
｜
 

エ
 イ
ジ
現
象
の
経
験
的
研
究
」
と
い
う
枠
を
超
え
る
要
素
を
も
 
内
 包
 し
て
 

い
る
。
例
え
ば
文
明
論
・
時
代
診
断
的
分
析
、
あ
る
種
の
知
識
人
 
論
 、
全
 

島
薗
進
著
 

「
精
神
世
界
の
ゆ
く
え
 

現
代
世
界
と
新
霊
性
運
動
 

東
京
堂
出
版
一
九
九
六
年
九
月
三
 
0
 日
刊
 

四
六
判
三
九
六
頁
二
八
八
四
円
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体
を
貫
く
モ
ラ
ル
論
的
関
心
な
ど
が
そ
う
し
た
要
素
で
あ
る
。
 

こ
 れ
ら
は
 

欧
米
の
ニ
ュ
ー
・
エ
イ
ジ
研
究
と
は
異
な
る
、
本
書
の
顕
著
な
特
 
徴
 を
な
 

す
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
本
書
の
 
こ
う
し
 

た
 特
質
の
含
在
す
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
 
 
 

 
 

本
書
は
一
五
の
章
か
ら
な
り
、
そ
れ
が
三
章
 づ
 つ
ま
と
め
ら
れ
て
 
、
全
 

体
 と
し
て
五
部
構
成
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
 

第
一
部
「
グ
ロ
ー
バ
ル
 
な
 現
象
と
し
て
の
精
神
世
界
」
は
、
以
降
   

述
の
基
礎
論
の
役
割
を
果
た
す
セ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
本
書
の
 
タ
  
 

と
も
な
っ
て
い
る
「
精
神
世
界
」
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
す
で
 
に
仕
ふ
互
 

的
に
定
着
し
た
語
彙
で
あ
る
が
、
第
一
章
で
ま
ず
著
者
は
こ
の
「
 
精
神
 世
 

界
 」
の
詰
で
通
常
理
解
さ
れ
て
い
る
文
化
的
・
社
会
的
事
象
を
 特
徴
 づ
 

け
 、
こ
の
 
二
 0
 午
 ほ
ど
の
間
に
「
精
神
世
界
」
と
い
う
潮
流
が
日
 
本
に
お
 

け
る
所
与
の
宗
教
的
・
社
会
的
事
実
と
な
っ
た
 - 
」
と
を
確
認
す
る
  
 

そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、
「
精
神
世
界
」
と
「
ニ
ュ
ー
・
エ
イ
 ン
 」
 

と
の
関
係
で
あ
る
。
第
二
章
は
こ
の
問
題
に
当
て
ら
れ
て
い
る
が
 
、
著
者
 

は
 
「
「
精
神
世
界
」
に
あ
た
る
現
象
は
欧
米
で
は
「
ニ
ュ
ー
・
 

エ
 イ
ジ
 口
 

-
 
三
の
旧
 下
 い
と
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
」
 

二
 一
二
頁
 -
 と
し
た
う
 

え
 
で
 、
 

海
外
の
研
究
成
果
を
渉
猟
 し
、
 「
ニ
ュ
ー
・
エ
イ
ジ
運
動
の
輪
郭
 
」
を
 描
 

こ
う
と
す
る
。
そ
の
際
著
者
は
、
ニ
ュ
ー
・
エ
イ
ジ
ャ
ー
の
「
 信
仰
 せ
 

界
 」
の
 鍵
 と
な
る
内
容
を
一
九
ほ
ど
あ
げ
、
ま
た
そ
れ
を
三
つ
の
 
 
 

プ
に
 分
か
ち
、
狭
義
の
「
自
覚
的
」
ニ
ュ
ー
・
エ
イ
ジ
ャ
ー
 と
 
「
 @
 
 
ユ
 

｜
 ・
エ
イ
ジ
の
周
辺
」
に
位
置
す
る
人
々
と
を
、
さ
ら
に
は
 

メ
デ
 ノ
 ア
 と
 

結
び
つ
き
広
範
に
広
が
っ
て
い
る
「
オ
カ
呪
術
Ⅱ
宗
教
 
的
 大
衆
 

文
化
」
を
析
出
す
る
。
著
者
の
こ
う
し
た
手
続
き
は
、
ニ
ュ
ー
 
エ
イ
ジ
 

現
象
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
多
重
性
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
 

著
者
は
し
か
し
、
「
ニ
ュ
ー
・
エ
イ
ジ
」
と
い
う
語
は
学
術
用
語
 
と
し
 

て
は
相
応
し
く
な
い
と
し
、
日
本
の
精
神
世
界
、
ア
メ
リ
カ
等
 の
ニ
ュ
 

｜
 ・
 エ
イ
ジ
 と
そ
の
周
辺
を
も
含
み
、
世
界
で
一
同
時
多
発
的
に
 
」
自
生
 

し
つ
つ
あ
る
こ
う
し
た
潮
流
を
広
く
指
す
 
m
 語
 と
し
て
、
「
新
霊
 性
 運
動
」
 

ぎ
の
旧
の
毛
「
 
@
t
u
a
 

二
 %
 
 ヨ
 っ
 4
 の
日
当
色
と
い
う
語
の
使
用
を
提
唱
 す
る
。
 

こ
の
 話
 Ⅱ
概
念
の
解
説
に
あ
て
ら
れ
た
第
三
章
よ
り
、
そ
の
意
味
 
す
る
と
 

こ
ろ
を
最
も
明
確
に
示
す
箇
所
を
引
用
す
る
な
ら
ば
、
新
霊
性
 
運
 動
 と
は
 

「
個
々
人
の
「
自
己
変
容
」
や
軍
血
性
の
覚
醒
」
を
目
指
す
と
と
 

も
に
、
 

そ
れ
が
伝
統
的
な
文
明
や
そ
れ
を
支
え
る
宗
教
、
あ
る
い
は
近
代
 
科
学
と
 

西
洋
文
明
を
超
え
る
、
新
し
い
人
類
の
意
識
段
階
を
形
成
し
、
 

睾
 血
性
を
尊
 

ぶ
 新
し
い
人
類
の
文
明
に
貢
献
す
る
と
考
え
る
運
動
 
群
 で
あ
る
。
 事
実
、
 

伝
統
的
な
宗
教
と
は
異
な
り
、
固
定
的
な
教
義
や
教
団
組
織
や
権
 
威
 的
な
 

指
導
体
系
、
あ
る
い
は
「
救
い
 ヒ
 の
観
念
と
い
っ
た
も
の
を
も
 た
ず
、
 

個
々
人
の
自
発
的
な
探
求
や
実
践
に
ま
か
せ
る
傾
向
が
強
い
。
 

ま
 た
、
信
 

仰
と
 科
学
と
を
対
立
的
に
と
ら
え
る
こ
と
な
く
、
科
学
的
な
認
識
 
と
霊
性
 

の
 深
化
と
が
一
致
で
き
る
と
考
え
、
比
較
的
、
学
歴
に
め
ぐ
ま
れ
 
た
 層
に
 

支
持
者
が
多
い
。
近
代
社
会
の
な
か
で
、
こ
れ
と
似
た
考
え
方
や
 
実
践
の
 

形
態
は
さ
ま
ざ
ま
に
現
れ
た
が
、
新
し
い
意
識
や
文
明
へ
の
移
行
 
が
 近
 い
 

と
い
う
多
く
の
人
々
の
期
待
を
集
め
、
大
衆
的
な
規
模
を
も
つ
 
運
 助
辞
 と
 

し
て
展
開
し
た
の
は
、
一
九
 
セ
 0
 年
頃
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
大
き
 な
う
 ぬ
 

り
が
生
じ
て
か
ら
、
そ
の
う
ね
り
に
加
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
運
動
 
群
 を
新
 

 
 

霊
性
 運
動
と
よ
び
、
そ
れ
ま
で
に
展
開
し
て
き
た
近
代
の
さ
ま
ざ
 
ま
な
 ヰ
苦
並
 

性
 運
動
は
部
分
的
に
そ
こ
に
吸
収
さ
れ
た
も
の
と
見
る
。
Ⅰ
新
霊
 
性
 運
動
 

8
7
l
 

は
 世
界
の
先
進
国
に
お
い
て
、
ま
た
第
三
世
界
も
含
め
て
消
費
 
文
 化
が
発
 



達
し
た
大
都
市
に
お
い
て
同
時
多
発
的
に
、
多
様
な
形
態
で
展
開
 
 
 

る
 運
動
 群
 で
あ
る
」
 
@
 
一
頁
 -
 。
著
者
は
ま
た
、
こ
の
運
動
は
 、
 運
動
と
 

い
う
形
態
と
と
も
に
、
「
新
霊
性
文
化
」
と
も
言
う
べ
き
存
在
 

形
 態
 を
も
 

持
つ
こ
と
を
指
摘
す
る
。
五
三
頁
に
は
、
諸
概
念
の
関
係
を
示
す
 ベ
ン
図
 

が
 示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
精
神
世
界
」
と
「
ニ
ュ
 

｜
 ・
 エ
 

イ
ジ
」
は
ず
れ
を
持
ち
つ
つ
ほ
ぼ
重
な
り
、
両
者
を
丸
ご
と
含
み
 
な
が
ら
 

な
お
広
い
外
延
を
持
つ
概
念
と
し
て
、
「
新
霊
性
運
動
」
が
考
え
 
ら
れ
て
 

い
る
。
ま
た
「
新
宗
教
」
の
一
部
が
、
こ
れ
ら
三
者
に
重
な
る
も
 
の
と
さ
 

れ
て
い
る
。
 

以
上
の
概
念
規
定
に
も
と
づ
き
、
第
二
部
以
降
は
こ
の
運
動
Ⅱ
 
文
  
 

多
面
的
な
あ
り
方
と
そ
の
意
義
と
が
論
じ
ら
れ
る
。
第
二
部
「
 
新
 霊
性
運
 

動
の
体
験
と
生
の
形
」
で
は
・
新
霊
性
運
動
の
三
つ
の
顕
著
な
現
 
象
形
態
 

が
 取
り
上
げ
ら
れ
る
。
第
四
章
で
は
、
 

八
 ①
年
代
 よ
 り
浮
上
し
 て
き
た
 

「
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
」
の
現
象
形
式
と
伝
達
内
容
が
検
討
さ
れ
、
 

そ
  
 

「
心
理
学
的
な
癒
し
に
関
わ
る
体
系
的
な
知
、
あ
る
い
は
ニ
ュ
ー
 

・
エ
イ
 

ジ
 的
な
自
己
 観
 を
め
ぐ
る
体
系
的
な
知
を
も
っ
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
 二九
一
 

貫
一
と
特
徴
づ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
践
形
態
が
脱
中
心
 
的
で
脱
 

制
度
的
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
第
五
章
で
は
ニ
ュ
ー
・
 

ェ
  
 

代
表
す
る
存
在
の
一
人
で
あ
る
女
優
シ
ャ
 

ン
 0
 目
 

伝
的
 著
作
を
材
料
に
、
新
霊
性
運
動
に
お
け
る
回
心
と
救
済
の
特
 
徴
 を
探
 

る
 。
そ
こ
で
著
者
は
新
霊
性
運
動
を
、
「
救
い
」
の
宗
教
で
あ
る
 「
救
済
 

宗
教
」
の
後
に
来
た
、
「
癒
し
」
を
め
ぐ
る
「
自
己
変
容
」
の
 

体
 験
 を
核
 

心
と
す
る
新
た
な
信
念
Ⅱ
実
践
形
態
で
あ
る
と
す
る
 
-
 九
八
頁
   

悪
か
ら
の
解
放
や
絶
対
的
存
在
の
導
き
と
い
つ
た
救
済
宗
教
の
理
 
念
 が
後
 

遇
 し
、
自
己
実
現
や
個
人
主
義
が
前
景
化
す
る
様
を
著
者
ほ
 てッ
  
 

ン
の
 自
伝
資
料
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
す
る
が
、
同
時
に
著
者
は
 そう
し
 

た
 自
己
中
心
化
が
伴
う
矛
盾
や
「
孤
独
」
の
 影と
 、
そ
の
克
服
へ
   

を
も
見
届
け
て
い
る
。
第
六
章
の
主
題
 
は
 、
い
わ
ゆ
る
「
自
己
 
啓
 発
 セ
ミ
 

｜
 

 
 
 
 

ナ
ー
」
で
あ
る
。
「
山
下
散
的
自
己
覚
醒
の
世
俗
化
さ
れ
た
形
態
、
 

心
理
療
 

洪
化
し
た
形
態
」
で
あ
る
自
己
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
は
「
自
己
変
容
の
 
追
求
 と
 

い
う
占
で
、
他
の
現
代
的
 
霊
性
 運
動
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
 」
 -
 一
 

三
 二
頁
 -
 と
の
 観
 占
か
ら
、
著
者
は
自
ら
の
参
与
体
験
に
基
づ
き
 

 
 

ナ
 ー
の
「
論
理
と
倫
理
」
を
探
求
す
る
。
著
者
は
セ
ミ
ナ
ー
に
 
よ
 5
 
丁
 心
 

の
 開
け
」
の
体
験
に
一
定
の
共
感
と
価
値
を
見
い
だ
す
と
と
も
に
 
 
 

ナ
 ー
の
「
自
己
責
任
の
論
理
」
、
「
セ
ラ
ピ
ー
的
契
約
正
義
」
の
 

現
 美
容
認
 

的
で
ド
ラ
イ
な
性
格
を
も
指
摘
す
る
。
な
お
本
章
は
、
「
共
感
的
 
 
 

的
 学
習
報
告
者
」
の
立
場
を
提
唱
す
る
、
一
種
の
フ
ィ
ー
ル
ド
フ
 
｜
ウ
 Ⅰ
 
仏
冊
 

で
も
あ
る
。
 

第
三
部
「
新
霊
性
運
動
の
心
 観
 」
で
は
、
新
霊
性
運
動
の
核
心
と
   

え
る
「
 心
 」
の
観
念
と
そ
の
山
の
「
統
御
の
技
法
」
が
論
じ
ら
れ
 
る
 。
 め
弔
 

七
章
で
は
、
新
霊
性
運
動
の
理
論
面
を
代
表
す
る
「
ニ
ュ
ー
 サ
 
イ
エ
ン
 

ス
 」
の
玉
帳
内
容
が
検
討
さ
れ
、
そ
れ
が
「
近
代
の
知
の
構
造
の
 
後
退
と
 

新
し
い
知
の
構
造
の
模
索
」
に
対
応
す
る
「
科
学
Ⅱ
宗
教
 
複
 ム
コ
 
的
 な
 世
界
 

観
 」
を
呈
示
す
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。
し
か
し
著
者
は
同
 
時
に
 、
 

そ
の
心
 観
 が
心
を
機
構
や
資
源
と
と
ら
え
る
「
心
の
非
人
格
化
」
 

の
 要
素
 

を
は
ら
み
、
楽
観
的
で
「
私
的
な
「
意
識
の
探
求
」
や
「
自
己
 
変
 容
 」
 の
 

実
践
に
埋
没
す
る
傾
向
が
強
 い
 」
二
六
八
頁
 一
 こ
と
も
見
逃
さ
  
 

第
八
章
で
は
、
新
霊
性
運
動
の
心
理
的
実
践
と
、
新
宗
教
 -
 
具
体
 

的
に
は
 

雪
女
ム
き
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
前
者
の
特
徴
が
浮
き
彫
り
に
さ
 
れ
る
。
 

著
者
に
よ
れ
ば
新
宗
教
の
心
 観
 と
そ
れ
に
対
応
す
る
技
法
が
 

、
宗
 教
 内
倫
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理
性
に
も
と
づ
き
他
者
と
の
人
格
的
関
係
の
回
復
を
主
眼
と
す
る
 「
 
心
な
 

お
し
」
と
特
徴
づ
け
ら
れ
る
の
に
対
し
、
新
霊
性
運
動
の
そ
れ
は
 「
、
心
理
 

統
御
技
法
」
と
呼
び
う
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
他
者
と
の
 
関
  
 

全
く
欠
落
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
「
倫
理
的
楽
観
主
義
」
も
 
目
 立
ち
、
 

自
己
実
現
と
い
う
主
要
関
心
の
前
に
「
他
者
と
の
深
い
持
続
的
な
 
関
係
を
 

人
生
の
主
題
と
は
考
え
な
い
」
と
い
う
新
霊
性
運
動
の
思
想
特
徴
 
が
 表
れ
 

て
い
る
と
さ
れ
る
。
第
九
章
で
は
、
新
霊
性
運
動
の
心
理
実
践
 
と
 関
わ
り
 

の
 深
 い
 精
神
医
学
や
霊
性
主
義
運
動
、
新
宗
教
な
ど
に
お
け
る
 
心
 理
 療
法
 

や
 心
理
実
践
の
系
譜
が
検
証
さ
れ
、
「
宗
教
と
心
理
療
法
の
は
ざ
 
ま
に
あ
 

る
も
の
、
あ
る
い
は
両
者
の
法
 占
 に
あ
る
も
の
」
の
領
域
の
前
景
 
 
 

「
現
代
一
一
九
世
紀
以
来
 
-
 の
宗
教
変
容
、
あ
る
い
は
現
代
人
の
 

精
神
生
 

活
の
変
化
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
」
 

三
 0
 五
頁
 -
 で
あ
る
こ
と
が
 
確
認
さ
 

れ
る
。
さ
ら
に
著
者
は
、
マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ア
 やべ
 ラ
ー
の
諸
説
を
 
参
 @
 
照
し
 

つ
つ
、
「
道
徳
意
識
の
変
容
」
と
い
う
 
観
 占
か
ら
こ
の
事
実
を
検
 訂
 す
る
。
 

著
者
は
こ
れ
ら
の
論
者
の
セ
ラ
ピ
ー
批
判
に
対
し
て
は
一
定
の
留
 
保
 を
加
 

ぇ
 る
も
の
の
、
同
時
に
新
宗
教
や
新
霊
性
運
動
の
楽
観
性
と
非
社
 
合
性
を
 

も
 問
題
視
す
る
。
 

第
四
部
「
精
神
世
界
と
知
の
構
造
の
変
容
」
で
は
、
宗
教
史
と
い
 
う
文
 

脈
を
離
れ
て
、
「
日
本
社
会
に
お
け
る
知
の
構
造
の
変
容
」
と
 
新
 霊
怪
 運
 

動
 
（
精
神
世
界
の
運
動
 -
 と
の
関
わ
り
へ
の
着
目
が
な
さ
れ
る
。
 

第
一
①
 

章
 で
は
、
 七
 ①
年
代
末
以
来
の
近
代
的
「
教
養
」
の
相
対
化
と
同
 
 
 

精
神
世
界
の
勃
興
と
の
関
係
が
探
ら
れ
る
。
著
者
は
明
治
期
か
ら
 
第
二
次
 

大
戦
後
に
至
る
日
本
の
知
的
自
己
形
成
の
変
容
を
辿
っ
た
上
で
、
 

戦
後
の
 

「
社
会
的
教
養
主
義
」
の
欠
落
を
補
 
う
 も
の
と
し
て
精
神
世
界
が
 
浮
上
し
 

て
き
た
側
面
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
書
物
の
権
威
喪
失
と
、
エ
リ
  
 

化
 Ⅰ
大
衆
文
化
と
い
う
二
分
法
の
相
対
化
に
よ
る
「
中
間
文
化
」
 

 
 

が
 、
近
代
的
教
養
主
義
に
対
す
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
と
し
て
の
 
精
 神
 世
界
 

の
 興
隆
と
深
い
関
係
を
持
つ
と
考
え
る
。
ま
た
日
本
の
特
殊
 事
 盾
 と
し
 

て
 、
正
統
的
教
養
（
そ
の
自
然
観
や
修
養
親
 - と
 新
霊
性
運
動
の
 
回
 心
想
 と
 

の
 一
致
 占
が
 少
な
く
な
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
点
を
別
の
 
角
度
か
 

ら
 論
じ
た
の
が
、
続
く
第
一
一
章
で
あ
る
。
著
者
は
新
霊
性
運
動
 
に
 属
す
 

る
 思
想
や
実
践
が
主
流
文
化
に
取
り
込
ま
れ
て
ゆ
く
際
に
大
き
な
 
役
割
を
 

果
 た
し
た
学
者
・
知
識
人
を
「
 
霊
 性
的
知
識
人
」
と
呼
び
、
そ
の
 明
治
期
 

以
来
の
系
譜
を
辿
る
と
と
も
に
、
ま
た
梅
原
 
猛
 、
湯
浅
 秦
 雌
な
ど
 同
時
代
 

の
霊
 性
的
知
識
人
の
主
張
と
新
霊
性
運
動
と
の
思
想
的
，
 

制
 性
的
 凹
 わ
り
 

を
 検
討
す
る
。
続
く
第
一
二
章
で
も
、
こ
の
日
本
固
有
の
事
情
に
 
光
 が
あ
 

て
ら
れ
る
。
本
章
で
佳
日
さ
れ
る
の
は
、
日
本
の
近
代
社
会
に
新
 
霊
性
運
 

勤
め
 
「
先
行
形
態
」
の
一
つ
と
し
て
存
在
し
て
き
た
「
代
替
 

知
運
 動
 」
で
 

あ
る
。
医
療
や
農
業
な
ど
で
典
型
的
に
見
ら
れ
る
こ
の
運
動
は
 命
名
者
 

で
あ
る
著
者
に
よ
れ
ば
「
実
践
的
な
生
活
知
識
の
レ
ベ
ル
で
」
、
 

一
 
 
 

の
 普
及
と
と
も
に
、
近
代
知
に
対
抗
す
る
 知 と
し
て
、
あ
る
い
は
 
 
 

を
 補
 う
知
 と
し
て
展
開
」
三
一
七
四
頁
 -
 し
て
き
た
 知
 Ⅱ
実
践
の
運
 動
 を
表
 

す
 。
著
者
は
日
本
に
お
け
る
代
替
農
法
の
一
事
例
を
詳
し
く
検
討
 
し
、
自
 

球
人
環
境
 -
 観
や
生
命
観
な
ど
で
新
霊
性
運
動
と
の
共
通
項
が
存
在
 する
こ
 

と
を
確
認
し
、
代
替
 
知
運
軌
が
 
新
霊
性
運
動
受
容
の
土
壌
の
一
部
 を
な
し
 

た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
 

最
後
の
第
五
部
「
現
代
出
井
の
な
か
の
新
霊
性
運
動
」
は
、
 

新
壬
 五
性
 運
 

 
 

動
を
巨
視
的
な
角
度
か
ら
論
じ
た
、
木
下
に
お
い
て
最
も
野
心
的
 
な
 部
分
 

で
あ
る
。
ま
た
こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
全
体
を
通
じ
て
、
（
救
済
）
 
 
 

新
霊
性
運
動
と
の
対
置
が
、
根
本
的
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
。
 

第
一
三
 



章
 で
は
、
新
霊
性
運
動
の
側
か
ら
の
「
宗
教
」
批
判
と
「
超
宗
教
 
三
冊
」
 
の
 

試
み
が
検
討
さ
れ
る
。
明
治
期
以
来
の
類
似
の
宗
教
理
解
の
系
 
社
 田
 を
一
瞥
 

し
た
の
ち
著
者
は
、
今
日
の
新
霊
性
運
動
お
よ
び
そ
れ
に
近
い
 
陣
 営
 自
の
茎
 
珊
 

者
た
ち
の
行
う
「
宗
教
批
判
」
を
内
在
的
に
整
理
す
る
と
と
も
に
 さ
 る
 

に
 
「
仮
に
「
宗
教
」
一
般
の
側
に
立
っ
た
」
形
で
、
今
度
は
宗
教
 

 
 

ら
の
自
己
弁
証
と
新
霊
性
運
動
批
判
を
呈
示
し
、
両
者
を
対
決
さ
 
せ
る
。
 

著
者
の
意
図
は
「
こ
う
し
た
反
論
と
討
議
に
よ
っ
て
双
方
の
側
の
 
自
己
 理
 

解
 」
と
、
双
方
が
「
対
抗
し
あ
う
と
と
も
に
、
補
い
合
 
う
 も
の
で
 あ
る
と
 

い
う
理
解
」
 

三
 二
三
頁
 -
 の
 育
成
を
目
指
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
 

続
く
第
 

一
四
章
で
は
、
「
 悪
 」
の
観
念
を
め
ぐ
る
対
比
を
通
じ
て
、
 
救
 済
 宗
教
 

-
 歴
史
宗
教
お
よ
び
新
宗
教
 -
 と
 新
霊
性
運
動
と
の
対
照
が
試
み
 ら
れ
る
。
 

こ
の
章
は
、
本
書
全
体
で
最
も
思
想
二
 

%
 
竹
陰
影
の
濃
い
章
で
あ
 
る
 。
 根
 

本
黒
と
そ
こ
か
ら
の
脱
却
を
解
く
救
済
宗
教
に
対
し
、
新
霊
性
 
運
 動
 の
 特
 

徴
は
 ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
舌
口
 う
 
「
二
次
的
な
健
全
な
心
」
の
育
成
を
 

目
指
す
 

が
 、
こ
れ
は
先
進
国
に
お
け
る
悪
や
苦
難
の
「
私
事
化
」
や
「
 
土
 @
 
同
垂
 心
」
 

の
 観
念
の
後
退
と
密
接
に
関
係
が
あ
る
こ
と
を
、
著
者
は
示
唆
す
 
る
 。
口
取
 

終
章
で
は
、
ポ
ス
ト
近
代
的
状
況
と
目
さ
れ
る
現
代
世
界
に
お
け
 
る
 救
済
 

宗
教
と
新
霊
性
運
動
と
の
位
置
づ
け
が
図
ら
れ
る
。
ま
ず
は
 べル
  
 

ゼ
 ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
な
ど
の
、
歴
史
Ⅱ
救
済
宗
教
が
ム
コ
 
後
 益
々
重
要
 
性
 を
増
 

す
と
考
え
る
陣
営
と
、
ア
イ
ス
ラ
Ⅰ
梅
原
な
ど
、
「
軸
の
時
代
」
 
Ⅱ
世
界
 

宗
教
の
克
服
を
提
唱
す
る
陣
営
と
が
召
喚
さ
れ
、
対
比
さ
れ
る
。
 

さ
ら
に
 

新
霊
性
運
動
と
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
の
関
係
が
、
ト
ゥ
 

ミ
ン
、
 

C
.
 
テ
イ
ラ
ー
、
マ
フ
ェ
 
ノ
リ
 ら
に
よ
る
ポ
ス
ト
近
代
論
を
参
照
 し
つ
つ
 

検
討
さ
れ
、
巨
視
的
に
見
る
と
き
新
霊
性
運
動
が
「
確
か
に
 
ポ
ス
 ト
モ
ダ
 

ン
 的
な
知
や
自
己
や
ス
タ
イ
ル
の
現
れ
と
見
て
よ
い
」
三
七
五
 頁
 -
 こ
 

の 家 化 酌人に野 ジの と 響に 種 こ の に動の進 も 想 と 
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さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
論
争
と
関
連
づ
け
、
さ
ら
に
は
 一
 
現
代
の
世
 界
 で
進
 

付
 し
て
い
る
文
明
史
的
転
換
を
ど
う
と
ら
え
ら
か
と
い
う
問
題
に
 
ま
で
 払
珊
 

及
 」
一
七
頁
）
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
従
っ
て
ま
ず
扱
わ
れ
て
い
る
 

問
題
や
 

三
題
領
域
の
広
さ
と
厚
み
が
、
欧
米
の
通
常
の
ニ
ュ
ー
・
エ
イ
ジ
 

 
 

は
る
か
に
凌
駕
し
て
い
る
。
さ
ら
に
著
者
は
、
宗
教
学
や
社
会
科
 
字
 に
し
 

ば
し
ば
見
ら
れ
る
否
定
的
臆
断
を
控
え
て
、
内
在
的
な
理
解
に
よ
 
@
 
一
一
 
ユ
 

｜
 ・
 エ
 イ
 ジ
 の
真
理
請
求
と
実
践
的
妥
当
性
要
求
に
耳
を
傾
け
、
 

著
者
の
 

舌
口
業
 
で
 舌
口
え
ば
「
是
々
非
々
の
態
度
」
 -
 
八
頁
 -
 で
接
し
、
一
方
で
 
そ
の
 思
 

想
的
 
・
実
践
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
批
判
す
 

べ
き
と
 

思
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
か
な
り
立
ち
入
っ
た
規
範
的
批
判
を
加
 
え
て
い
 

る
 。
著
者
は
「
本
書
が
対
象
と
し
て
い
る
の
は
、
現
代
に
生
き
る
 
同
時
代
 

人
の
精
神
生
活
で
あ
り
、
自
ら
を
傍
観
者
の
立
場
に
置
い
て
そ
れ
 
 
 

て
 論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
（
 
同
 -
 と
 言
う
。
実
際
、
本
書
の
隠
 
れ
た
 主
 

題
は
 、
一
種
の
知
識
人
論
で
あ
り
、
宗
教
や
霊
性
を
語
る
こ
と
の
 そう
リ
 

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
意
味
と
責
任
と
が
、
本
書
の
全
体
を
通
じ
て
繰
り
 
返
し
 反
 

省
 さ
れ
、
検
証
さ
れ
て
い
る
と
も
舌
口
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
 

宗
教
学
 

に
 自
己
省
察
と
あ
る
種
の
規
範
的
判
断
を
求
め
る
一
般
か
ら
の
 
期
 待
 に
応
 

え
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
今
日
宗
教
学
が
、
経
験
 

 
 

と
 規
範
的
判
断
と
の
関
係
の
再
考
を
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
 
る
と
、
 

著
者
の
こ
う
し
た
立
場
は
、
宗
教
学
の
ム
コ
後
の
あ
り
方
を
考
え
 
る
う
え
 

で
、
示
唆
に
 -
@
 

田
 む
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
 

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
特
徴
に
も
関
わ
ら
ず
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
 
そ
れ
 

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
い
く
つ
か
の
占
で
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
 
 
 

ま
ず
は
著
者
の
提
唱
す
る
「
新
霊
性
運
動
 -
 文
化
二
の
概
念
で
あ
 る
 。
 

老
者
の
意
図
は
上
に
要
約
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
 

一
 
精
神
世
界
」
 
や
 
「
 @
 

ユ
 ー
・
エ
イ
 ザ
 」
の
よ
う
に
イ
ー
ミ
ッ
ク
な
語
で
は
な
く
あ
え
て
 一
 
学
術
 

用
語
」
と
し
て
導
入
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
経
験
的
使
用
に
耐
 
え
る
 明
 

確
 さ
と
あ
る
程
度
の
限
定
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

に
 引
用
 

し
た
、
思
想
内
容
と
意
識
傾
向
と
組
織
形
態
の
諸
特
徴
が
 
津
然
と
 列
挙
さ
 

れ
る
内
容
規
定
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
そ
の
内
包
と
外
延
は
必
 
 
 

明
確
で
は
な
い
。
例
え
ば
従
来
の
組
織
論
と
の
関
係
づ
け
 @
 
ル
 ト
、
セ
 

ク
ト
、
ミ
ス
テ
ィ
シ
ズ
ム
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
な
ど
の
梅
里
 
と
の
 関
 

係
 づ
け
 -
 が
な
さ
れ
れ
ば
、
こ
の
概
念
は
よ
り
明
確
に
な
っ
た
で
 
あ
ろ
う
 

し
 、
ま
た
思
想
特
徴
と
組
織
形
態
な
ど
複
数
の
指
標
を
設
定
し
て
 「
 @
W
 

宇
瓦
 

性
 運
動
」
自
体
の
類
型
化
を
明
示
す
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
は
 ず
で
あ
 

る
 。
ま
た
叙
述
が
進
む
に
従
い
、
著
者
の
王
 眼 は
む
し
ろ
「
救
済
 
山
下
 
教
 
@
 」
 

と
「
近
代
合
理
主
義
」
に
対
し
一
全
体
と
し
て
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
 
を
な
す
 

類
型
の
定
立
に
あ
る
か
の
よ
う
に
も
見
え
て
く
る
。
著
者
は
三
の
 

毛
下
 の
の
 

ヨ
冨
ョ
の
コ
ロ
 と
い
う
語
が
単
数
形
で
あ
る
た
め
に
、
こ
の
運
動
 が
 単
一
 

の
 運
動
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
・
エ
イ
ジ
の
 
語
 の
 学
 

術
的
 使
用
を
退
け
る
 
-
 
四
七
頁
 -
 。
し
か
し
論
述
が
抽
象
 度
 を
増
 し
、
時
 

代
診
断
的
な
レ
ベ
ル
に
達
す
る
と
、
著
者
の
語
法
は
単
 
牧
の
 
「
 
新
 霊
性
運
 

動
 」
を
前
提
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
響
く
。
新
霊
性
運
動
の
概
 
念
は
 、
 

記
述
概
念
で
あ
る
と
同
時
に
 

、
 強
く
 
宅
 o
c
a
 

（
才
の
な
性
格
を
も
つ
 

 
 

象
は
 、
否
定
し
が
た
い
よ
う
に
見
え
る
。
 

こ
の
新
霊
性
運
動
の
等
質
性
の
間
 題
 と
共
に
、
世
界
で
の
そ
の
 同
時
 

（
発
生
）
性
と
い
う
著
者
の
前
提
も
、
な
お
検
証
の
余
地
が
あ
る
と
 

思
わ
れ
 

る
 。
日
本
の
例
で
舌
口
え
ば
、
過
去
か
ら
の
連
続
性
、
そ
れ
と
不
連
 

続
 な
現
 

代
 的
自
発
生
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
外
か
ら
の
影
響
、
な
ど
 
 
 

因
の
兼
ね
合
い
を
ど
う
見
る
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
そ
の
場
合
新
 
霊
性
運
 



動
 の
よ
う
な
現
象
に
関
し
て
、
従
来
の
歴
史
学
・
文
献
学
な
ど
の
 
影
響
 史
 

的
 再
構
成
に
な
お
意
味
が
あ
る
の
か
、
影
響
と
い
う
よ
り
も
同
時
 
 
 

響
応
や
「
サ
ン
プ
リ
ン
グ
」
の
よ
う
な
概
念
が
一
定
の
有
効
性
を
 
持
つ
の
 

で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
議
論
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
 

こ
れ
に
加
え
て
本
書
の
全
体
を
貫
く
、
「
新
霊
性
運
動
」
と
「
 

救
 済
宗
 

教
 」
と
の
対
置
の
図
式
に
も
、
お
そ
ら
く
再
考
の
余
地
が
あ
ろ
う
 
。
 新
 幸
一
皿
 

性
 運
動
の
当
事
者
が
こ
の
二
項
対
立
に
立
っ
の
は
分
か
る
が
、
 

そ
 れ
を
そ
 

の
ま
ま
時
代
診
断
の
枠
組
み
に
採
用
す
る
こ
と
は
妥
当
か
、
と
の
 
疑
ム
 芯
が
 

残
る
。
著
者
の
「
救
済
宗
教
」
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
そ
こ
か
 
し
こ
 に
 

感
じ
ら
れ
る
だ
け
に
 

-
 例
え
ば
救
済
宗
教
の
論
理
を
内
在
的
に
再
 構成
し
 

て
 新
霊
性
運
動
に
対
置
さ
せ
た
箇
所
は
、
本
書
で
最
も
迫
力
あ
る
 
箇
所
の
 

ひ
と
っ
で
あ
る
。
 
三
 二
一
頁
以
下
参
照
 -
 、
新
霊
性
運
動
と
同
時
 に
 
「
 救
 

済
 宗
教
」
と
い
う
概
念
の
よ
り
詳
し
い
規
定
が
必
要
と
思
わ
れ
る
 
し
、
ま
 

た
 両
者
の
（
歴
史
的
 
-
 関
係
や
、
あ
り
う
べ
き
通
底
性
も
検
討
さ
 れ
る
べ
 

き
で
あ
ろ
う
。
 

本
書
に
お
け
る
新
霊
性
運
動
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
の
関
係
づ
 
 
 

つ
い
て
も
、
舌
口
 
及
 し
て
お
き
た
い
。
著
者
は
ゲ
ル
ナ
ー
の
三
帰
国
 
式
 
（
 
世
 

界
 宗
教
Ⅱ
原
理
主
義
Ⅰ
科
学
的
合
理
主
義
Ⅰ
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
 
-
 を
応
 

片
 し
て
、
ゲ
ル
ナ
ー
が
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
置
い
た
箇
所
に
 
、
 新
霊
性
 

運
動
を
据
え
る
。
し
か
し
両
者
を
等
 冒
 す
る
と
、
ど
う
し
て
も
 
蛆
 齢
 が
残
 

る
 。
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
 、
 確
か
に
近
代
主
義
が
等
閑
視
し
た
 問
題
 圏
 

を
 取
り
上
げ
る
こ
の
占
で
ニ
ュ
ー
・
エ
イ
ジ
 
と
 近
接
す
る
一
が
 
、
同
時
 

に
 近
代
に
固
有
の
懐
疑
を
よ
り
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
推
し
進
め
る
。
 

し
  
 

て
 ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
ニ
ュ
ー
・
 

エ
 イ
 ジ
 を
等
 直
 し
た
の
で
は
  
 

ろ
 現
代
の
最
も
重
要
な
思
想
的
ア
ク
タ
ー
を
問
題
の
外
に
お
い
 て
し
ま
 
 
 

ジ
 で
あ
 

 
 

れ
 -
 か
 、
の
 近
代
的
二
者
択
一
に
状
況
を
還
元
し
て
し
ま
う
こ
 
と
に
な
㎎
 

る
 。
 ヱ
 Ⅰ
 人
 0
 ヱ
 Ⅰ
 人
 0
 ニ
ュ
ー
・
エ
ノ
Ⅰ
Ⅰ
 ン
 左
へ
 
上
 u
 っ
 L
 Ⅰ
 人
 0
 ラ
ご
ノ
 イ
カ
ル
に
 相
 
 
 

 
 
 
 

う
る
の
は
、
近
代
合
理
主
義
で
は
な
く
、
ポ
ス
ト
近
代
論
の
脱
 
基
 礎
 づ
け
 

主
義
や
脱
実
在
論
の
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
立
場
に
立
っ
宗
教
 
思
相
 じ
一
 ポ
ス
 

ト
モ
ダ
ン
神
学
、
ネ
オ
・
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
宗
教
論
等
 
-
 も
 存
在
す
 

る
わ
け
で
あ
る
か
ら
，
問
題
を
宗
散
状
況
に
限
っ
て
も
、
四
席
 
図
 式
の
方
 

が
 実
状
に
あ
っ
て
い
よ
う
。
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
 @
 
ス
ト
モ
ダ
 
ニ
テ
ィ
 

よ
と
 ニ
ュ
ー
・
エ
イ
ジ
と
の
関
係
は
、
欧
米
の
研
究
の
争
点
と
 

な
っ
て
 

い
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
著
者
の
言
う
新
霊
性
運
動
と
は
、
社
会
 

ン
ス
テ
 

ム
と
 生
活
世
界
両
者
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
テ
ィ
ー
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
 

 
 

と
の
混
交
と
い
う
文
脈
に
お
か
れ
た
霊
怪
主
義
運
動
、
と
で
も
 
特
  
 

 
 

最
後
に
、
規
範
的
判
断
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
 き
た
 

い
 。
本
書
の
主
眼
は
あ
く
ま
で
経
験
的
な
宗
教
と
社
会
の
把
握
 で
あ
る
 

が
 、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
 う
 に
、
著
者
は
新
霊
性
運
動
に
対
す
る
 共
感
的
 

理
解
の
み
で
は
な
く
、
か
な
り
立
ち
入
っ
た
規
範
的
評
価
や
批
判
 
を
 下
し
 

て
い
る
。
著
者
が
宗
教
を
判
断
す
る
際
の
要
と
な
る
の
は
、
共
同
 
佳
一
公
 

共
 佳
一
志
向
か
個
人
（
 
私
 佳
 -
 志
向
か
、
倫
理
一
規
範
 - 志
向
か
 脱
 倫
理
 

（
規
範
 -
 志
向
か
、
と
い
う
対
立
軸
で
あ
り
、
「
連
帯
」
「
公
正
」
 

「
正
義
」
 

「
倫
理
規
範
」
「
公
的
関
与
」
「
道
徳
的
合
意
形
成
」
な
ど
が
肯
定
 

的
 価
値
 

を
 0
 
コ
言
葉
と
し
て
、
規
範
的
判
断
の
基
準
 

詰
 と
な
っ
て
い
る
。
 
こ
う
し
 

た
 視
座
に
対
し
て
異
論
を
差
し
挟
む
も
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
 
こ
れ
ら
 

規
範
的
判
断
の
リ
ミ
ッ
ト
を
形
作
っ
て
い
る
語
彙
は
、
終
極
的
基
 
準
 と
い
 

う
よ
り
も
、
ま
さ
に
そ
の
内
実
を
掘
り
下
げ
て
ゆ
く
べ
き
出
発
 
占
 を
 告
知
 



書評と紹介 

;
 
王
 

丁
 ）
評
者
が
目
に
し
、
さ
し
あ
た
り
念
頭
に
あ
る
も
の
と
し
て
  
 

え
ば
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 

の
す
Ⅰ
 
げ
 （
 
0
 で
 ア
し
 o
n
 

片
白
コ
 

幅
宙
 ・
Ⅴ
三
災
き
く
円
心
心
人
悪
 

ぉ
荘
ミ
も
軋
 
め
き
 め
カ
 隠
蒔
ぎ
ぉ
 

力
ミ
式
 ぎ
バ
 い
き
 
沖
 め
ぬ
 
め
ぃ
 
ミ
さ
 

～
 
こ
 い
キ
ぬ
ム
ミ
せ
魚
ぉ
 （
 
0
 臣
 （
 
0
 あ
 -
0
 
す
 @
 の
 プ
 Ⅰ
 木
曲
 一
の
 
戟
 

ト
 
の
の
 テ
 ま
一
り
す
 

曲
匹
ぺ
 0
 「
 拝
わ
ぎ
 Ⅱ
 ま
 め
 碇
 す
お
三
色
 き
 ミ
ふ
・
 
ム
め
 。
 ハ
 
～
 
0
 ～
 
0
 
ぬ
ヒ
 

叉
 
～
 
か
 め
三
 %
 

ト
聴
ぬ
瞳
毛
 S
 七
 %
 
悪
寒
 o
v
 
ぬ
 ま
ぶ
 こ
日
 0
 降
 0
 コ
 
勾
 o
 毛
 

ヨ
曲
コ
漆
 二
 %
 下
 音
圧
 
ト
 o
o
m
 

ご
 
%
 
日
コ
 R
 ざ
史
 わ
ぎ
牡
 ㊤
 ト
咬
め
 寒
 も
ぐ
 
め
 

ま
 ぶ
へ
 （
 
0
 ニ
 0
 「
 宙
匹
ぶ
 才
名
籠
目
 呂
の
ア
 
自
の
お
の
③
・
 

 
 

片
子
 
0
%
 口
 

説
が
 帯
び
る
、
あ
る
い
は
帯
び
ざ
る
を
え
な
い
、
あ
る
種
の
良
識
 
内
規
範
 

性
を
我
々
は
ど
う
更
新
し
て
ゆ
く
べ
き
か
。
宗
教
学
の
い
わ
ば
 
社
 会
 哲
学
 

的
 深
化
が
、
今
日
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

以
上
、
あ
く
ま
で
評
者
の
観
点
か
ら
で
あ
る
が
、
本
書
の
得
失
を
 
述
べ
 

た
 。
経
験
的
研
究
と
社
会
論
・
社
会
哲
学
的
考
察
の
い
ず
れ
の
方
 
向
性
に
 

お
い
て
も
、
本
書
に
は
な
お
考
慮
す
べ
き
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
 
と
 見
る
 

こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
こ
の
意
味
で
「
中
途
半
端
」
で
あ
る
と
 
い
っ
た
 

形
容
は
 、
 強
 い
力
 と
有
益
な
洞
察
に
満
ち
た
本
書
に
は
当
た
ら
 
む
  
 

し
ろ
本
書
は
、
ニ
ュ
ー
・
エ
イ
ジ
研
究
の
含
み
う
る
二
つ
の
方
向
 
性
 の
 定
 

礎
を
同
時
に
成
し
遂
げ
た
、
画
期
的
業
績
と
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 



渡
辺
勝
義
 

本
書
は
「
他
界
が
実
在
す
る
か
否
か
」
と
か
「
他
界
の
情
報
の
真
 
偽
や
 

正
確
さ
」
等
を
論
ず
る
も
の
で
は
な
く
、
「
他
界
が
あ
る
」
と
 

報
 上
口
 
L
 し
 七
に
 

人
間
の
意
識
が
宗
教
の
世
界
観
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
 
@
@
@
@
@
 

六
カ
 カ
 

上
な
研
究
課
題
で
あ
る
。
「
他
界
と
の
か
か
わ
り
か
ら
宗
教
と
文
 

明
 を
捉
 

え
 直
そ
う
と
す
る
試
み
」
で
あ
り
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
と
ギ
リ
シ
ャ
 
の
 他
界
 

観
を
参
照
し
つ
つ
、
シ
ヤ
ー
マ
ニ
ズ
ム
及
び
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
 
リ
 。
 
ス
  
 

見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
 
三
教
を
 

中
心
と
し
た
所
謂
「
セ
ム
的
一
神
教
」
世
界
に
お
け
る
「
他
界
観
 
」
に
つ
 

い
て
比
較
検
討
し
、
そ
れ
ら
の
際
立
っ
た
特
異
性
を
明
ら
か
に
す
 
べ
く
 真
 

摯
に
 取
り
組
ん
だ
研
究
書
で
あ
る
。
 

以
下
、
草
立
て
順
に
本
書
の
内
容
を
か
け
つ
ま
れ
で
紹
介
し
て
  
 

が
 、
紙
面
の
都
ム
コ
 上
 個
々
の
具
体
的
言
及
は
控
え
き
せ
て
い
た
だ
 き、
 全
 

体
を
通
し
て
の
評
者
の
感
想
を
最
後
に
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
 

ま
ず
序
章
「
 
原
 宗
教
と
し
て
の
他
界
観
」
で
は
本
論
の
要
約
及
び
 本書
 

で
 使
用
す
る
幾
つ
か
の
新
し
い
用
語
に
つ
い
て
の
定
義
、
説
明
が
 
与
え
 ろ
 

れ
て
い
る
の
で
、
長
く
な
る
が
見
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
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「
他
界
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仏
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比
較
宗
教
学
 
｜
 」 



「
他
界
」
の
語
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
「
他
界
は
し
ば
し
ば
場
所
ま
 

た
は
 

世
界
」
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
る
い
は
場
所
で
は
な
く
 「
土
居
 

識
 

の
 状
態
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
著
者
自
身
の
考
え
に
揺
れ
を
 
見
せ
て
 

い
る
ど
の
の
、
結
局
本
書
で
取
り
上
げ
る
一
神
教
社
会
で
は
も
 っ
ぱ
ら
 

「
場
所
」
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
か
ら
・
・
・
と
い
う
理
由
か
ら
 
-
 
不
完
全
 

で
あ
る
こ
と
を
承
知
の
上
で
一
と
断
っ
た
上
で
、
（
他
界
と
は
 

超
 越
 的
な
 

意
識
の
赴
く
場
所
で
あ
る
）
と
定
義
し
て
い
る
。
ま
た
天
国
や
地
 
獄
 、
幸
一
正
 

界
 、
中
有
な
ど
と
い
っ
た
、
宗
教
に
よ
っ
て
定
義
が
異
な
る
こ
れ
 
ら
を
 価
 

値
 中
立
の
観
点
か
ら
、
ま
た
、
論
じ
や
す
く
す
る
た
め
に
と
い
っ
 
た
 理
由
 

か
ら
、
全
て
ひ
と
ま
と
め
に
「
他
界
」
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い
た
 
と
 説
明
 

す
る
。
 

次
に
、
他
界
に
つ
い
て
一
時
的
情
報
を
も
た
ら
す
 
人
 
（
人
間
の
報
 告
だ
 

け
で
な
く
、
神
や
天
使
、
霊
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
通
信
で
あ
っ
 

て
も
 本
 

書
 で
は
人
間
の
報
告
と
し
て
扱
う
一
、
他
界
に
つ
い
て
の
超
越
的
 
体
験
を
 

も
ち
、
「
他
界
が
あ
る
」
と
言
明
し
た
人
ま
た
は
霊
を
著
者
は
「
 
他
界
の
 

イ
ン
フ
オ
ー
マ
ン
ト
」
と
名
づ
け
て
い
る
。
シ
ヤ
ー
マ
ン
、
項
 
=
@
 

ロ
 
者
、
魔
 

女
 、
ス
ー
フ
ィ
Ⅰ
教
祖
、
霊
媒
等
な
ど
と
呼
ば
れ
る
人
々
 
や
、
 変
性
 意
 

識
 状
態
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
人
々
が
そ
れ
で
あ
り
、
一
神
教
世
界
 
で
い
え
 

ば
 預
言
者
た
ち
や
イ
エ
ス
、
パ
ウ
ロ
、
ム
ハ
ン
マ
ド
、
ス
ー
フ
ィ
 
 
 

っ
た
 人
々
が
そ
れ
に
該
当
す
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
 

ズ
ム
 研
 

究
 に
お
け
る
シ
ャ
ー
マ
ン
の
二
類
型
を
そ
の
ま
ま
援
用
し
て
、
 

こ
  
 

界
の
 イ
ン
フ
オ
ー
マ
ン
ト
」
を
 
脱
 暁
旦
 と
侍
霊
 型
の
二
類
型
に
わ
 
 
 

れ
を
「
他
界
経
験
の
二
つ
の
元
型
」
で
あ
る
と
提
示
し
、
こ
れ
ら
 
二
元
型
 

は
 
「
他
界
」
に
対
す
る
身
体
の
対
応
で
あ
り
意
識
の
対
応
で
あ
る
 

と
し
て
 

「
他
界
観
的
元
型
」
と
名
付
け
て
い
る
。
こ
の
二
元
型
の
ど
ち
ら
 

が
 優
勢
 

に
 発
現
す
る
か
が
そ
の
文
明
と
宗
教
を
特
徴
づ
け
る
指
標
と
も
な
 
り
、
ま
 

 
 

た
そ
の
文
明
と
宗
教
が
ど
の
よ
う
な
他
界
観
を
持
っ
て
い
る
か
と
 い
う
こ
㎎
 

 
 

と
と
密
接
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
 

 
 
 
 

ま
た
、
新
し
い
用
語
と
し
て
、
神
の
住
む
場
所
（
ま
た
は
状
態
 
一
を
㏄
 

「
 神
 他
界
」
、
人
の
霊
の
住
む
場
所
 

-
 ま
た
は
 状
 %
 ど
を
「
人
間
 他
界
」
 

と
 名
付
け
、
こ
の
神
他
界
と
人
間
他
界
と
の
関
係
、
そ
こ
に
お
け
 
る
 存
在
 

者
の
あ
り
よ
う
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
諸
宗
教
の
他
界
観
を
試
案
 とし
て
 

次
の
よ
う
に
大
ま
か
に
説
明
し
て
い
る
。
 

セ
ム
的
一
神
教
の
神
中
心
的
な
他
界
観
で
は
初
め
 

神
 他
界
に
人
は
 
住
ん
 

で
い
な
い
が
、
後
に
住
む
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
そ
こ
は
人
間
 
他
 界
 と
呼
 

ば
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
 
神
 中
小
の
他
界
 額
 で
あ
る
た
め
に
 
依
殊
 
と
し
て
 

天
と
 呼
ば
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
居
る
は
ず
の
人
間
像
は
不
活
発
で
 
 
 

て
い
る
。
神
や
天
使
の
み
が
こ
の
世
に
干
渉
し
、
 

人
 霊
が
働
き
か
 
 
 

る
こ
と
は
な
い
し
、
ま
た
許
さ
れ
な
い
。
神
や
天
使
が
人
格
的
 で
あ
る
 

分
 、
人
霊
は
人
格
の
な
い
睡
眠
的
な
意
識
の
状
態
の
よ
う
な
も
の
 
だ
と
い
 

う
 。
肉
体
を
失
っ
た
も
の
足
り
な
さ
が
あ
り
、
こ
れ
が
彼
ら
を
 
肉
 体
の
 腹
 

活
 に
駆
り
立
て
る
原
因
で
も
あ
る
と
す
る
。
 

イ
ン
ド
で
は
天
部
の
も
の
が
多
数
存
在
す
る
が
、
究
極
の
存
在
は
 
ブ
ラ
 

フ
マ
ン
の
よ
う
に
意
識
の
状
態
に
帰
し
て
し
ま
う
。
転
生
と
再
生
 
を
 繰
り
 

返
す
宇
宙
の
中
で
は
肉
体
は
本
質
的
な
問
題
と
な
ら
ず
、
一
刻
も
 
早
く
 身
 

体
性
を
脱
却
し
て
神
的
意
識
の
状
態
性
（
ブ
ラ
フ
マ
ン
一
の
中
に
 
飛
び
込
 

も
 う
 と
す
る
。
 

中
国
の
天
は
人
の
形
は
取
ら
な
い
も
の
の
意
志
や
判
断
は
あ
り
、
 

場
や
 

占
い
に
は
そ
の
き
 写
 巳
を
表
す
。
 

ア
ジ
ア
 的
 他
界
観
で
は
人
間
他
界
が
明
瞭
に
存
在
し
、
入
監
で
あ
 
る
祖
 



書評と紹   

先
 霊
は
活
発
な
状
態
に
あ
り
、
他
界
か
ら
絶
え
ず
こ
の
世
に
働
 
き
   

い
る
。
そ
こ
で
 は
 神
も
人
も
人
間
で
あ
り
、
両
者
に
断
絶
は
な
く
 
 
 

や
が
て
神
に
な
る
の
だ
と
い
う
。
 

こ
う
し
た
対
比
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
セ
ム
的
な
意
識
の
特
 
徴
と
 

し
て
著
者
が
あ
げ
る
の
は
次
の
二
 

白
 
で
あ
る
。
第
一
に
 
、
 神
は
身
 体
 を
持
 

っ
て
お
り
、
最
後
ま
で
意
識
が
身
体
性
を
抜
け
出
し
て
い
な
い
  
 

占
 。
一
神
教
の
神
が
 
ぺ
 ル
ソ
ナ
を
脱
ぎ
捨
て
、
意
識
の
状
態
と
し
 

て
の
神
 

 
 

な
っ
て
 

し
ま
う
。
第
二
に
神
と
人
と
の
間
に
は
断
絶
が
あ
る
と
い
う
点
。
 

 
 

的
 意
識
は
修
行
に
よ
っ
て
比
較
的
た
や
す
く
宇
宙
意
識
と
往
来
す
 
る
が
、
 

一
神
教
で
は
神
と
人
と
の
交
通
は
預
言
者
に
の
み
可
能
な
難
事
 と
さ
れ
 

て
お
り
、
し
か
も
神
か
ら
の
一
方
的
な
恩
寵
を
待
つ
し
か
な
く
、
 

大
雪
 は
 

漠
 と
し
て
い
て
神
と
こ
の
世
を
結
ぶ
媒
介
に
は
な
り
え
な
い
の
  
 

 
 第

一
章
「
他
界
観
的
元
型
を
求
め
て
ー
シ
ヤ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
他
界
 
観
 
㎏
 @
 
」
 

で
は
他
界
観
と
の
関
連
に
お
い
て
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
基
本
型
に
 つい
て
 

考
察
し
て
い
る
。
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
 
 
 

チ
ャ
・
エ
リ
ア
ー
デ
に
よ
れ
ば
、
エ
ク
ス
タ
シ
ー
 一
脱
魂
一
 
こ
そ
 が
 シ
ャ
 

｜
 
マ
ニ
ズ
ム
の
唯
一
の
基
本
型
で
あ
る
と
し
、
 

猿
霊
 
-
 
精
霊
想
 依
 -
 ヰ
み
二
 

@
 

次
 的
な
も
の
で
し
か
な
い
と
し
た
が
、
そ
の
後
の
研
究
で
こ
の
 ェ
   

デ
の
 主
張
 は
 
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
の
も
と
に
な
っ
た
北
方
 

ツ
ン
  
 

嫉
め
 シ
ャ
ー
マ
ン
に
お
い
て
は
妥
当
性
を
見
る
も
の
の
、
 

東
 ア
ジ
 ア
一
帯
 

や
 南
方
ア
ジ
ア
で
は
 
脱
 暁
旦
よ
り
も
む
し
ろ
 想
霊
 型
の
方
が
一
般
 
的
で
あ
 

る
と
い
う
報
告
が
相
次
い
で
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
 

脱
魂
と
逓
霊
の
 
二
類
型
 

は
 地
域
的
濃
淡
は
あ
っ
て
も
世
界
的
に
分
布
し
、
と
き
と
し
て
は
 
そ
れ
ら
 

が
 混
在
す
る
ば
か
り
か
、
ひ
と
り
の
シ
ャ
ー
マ
ン
の
な
か
で
こ
の
 
 
 
二
つ
 注
 
カ
 

交
替
的
に
現
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
と
い
う
。
 

著
者
は
ま
ず
従
来
の
 
ゾ
サ
 
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
が
「
他
界
と
こ
の
世
 は 一
矢
 

渉
 を
も
つ
」
と
い
っ
た
自
明
の
他
界
観
的
世
界
観
の
表
明
に
対
し
 
て
こ
れ
 

ま
で
無
関
心
が
装
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
、
 

脱
魂
と
瓶
霊
の
 
二
類
型
 

は
 他
界
経
験
の
二
つ
の
型
で
あ
り
、
他
界
と
の
交
通
問
題
と
し
て
 
、
ま
た
 

他
界
交
渉
の
問
題
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
 
 
 

脱
魂
は
 シ
ヤ
ー
マ
ン
が
意
識
的
に
そ
の
「
 

自
魂
 」
を
身
体
か
ら
 
抜
  
 

さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
霊
魂
の
他
界
訪
問
で
あ
り
、
 

そ
の
 過
 

程
に
霊
魂
の
飛
翔
が
あ
る
と
し
、
そ
の
行
く
先
は
他
界
で
あ
る
と
 
い
，
っ
 
。
 

こ
の
 脱
魂
 型
の
シ
ャ
ー
マ
ン
は
能
動
的
で
あ
り
、
精
霊
統
御
の
能
 
力
 を
持
 

つ
と
説
く
。
こ
れ
に
対
し
て
凍
雲
 

は
 
「
地
塊
」
が
シ
ャ
ー
マ
ン
の
 
身
体
へ
 

侵
入
す
る
こ
と
で
あ
り
、
他
界
か
ら
こ
の
世
へ
の
魂
の
来
訪
で
あ
 
る
と
い
 

う
 。
こ
の
型
の
シ
ヤ
ー
マ
ン
は
本
質
的
に
受
動
的
で
精
霊
に
統
御
 ・
支
配
 

さ
れ
や
す
い
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
二
類
型
は
ハ
ッ
キ
リ
と
は
 
 
 

た
い
も
の
で
あ
り
、
単
純
に
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
 
旧
  
 

け
る
エ
 ゼ
キ
エ
ル
の
何
や
、
 
鯨
 雪
中
に
脱
 魂
 し
た
霊
媒
の
事
例
が
 
あ
る
こ
 

と
を
示
し
な
が
ら
指
摘
し
て
い
る
。
 

次
に
シ
ヤ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
他
界
構
造
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
一
元
的
 
に
決
 

是
 す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
諸
文
献
を
検
 
訂
 す
る
 

と
ほ
ほ
次
の
よ
う
な
結
論
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
。
即
ち
、
高
級
 
神
霊
 ま
 

た
は
神
界
は
上
方
に
位
置
し
、
人
間
他
界
は
上
方
の
（
最
下
層
か
 
水
平
方
 

 
 

向
 ま
た
は
地
下
 
-
 の
下
層
 -
 に
意
識
さ
れ
る
と
。
ま
た
、
「
天
国
 
と
 地
獄
」
 

は
 賞
罰
観
念
の
喧
し
い
高
等
宗
教
の
影
響
に
よ
っ
て
「
他
界
の
中
 

 
 

他
界
を
恒
常
的
に
設
置
す
る
条
件
と
し
て
設
け
ら
れ
」
た
も
の
で
 
あ
ろ
う
 



と
す
る
。
神
の
住
む
べ
き
他
界
に
人
間
を
住
ま
わ
せ
る
こ
と
は
 
他
 界
 の
 乱
 

れ
の
も
と
と
な
り
、
ま
た
、
人
間
他
界
を
設
け
て
無
法
な
人
間
の
 
死
後
の
 

常
楽
を
約
束
す
れ
ば
こ
の
世
に
無
法
を
許
す
結
果
に
な
り
か
ね
な
 
い
 等
々
 

と
い
っ
た
倫
理
的
な
意
識
の
発
達
し
た
宗
教
的
指
導
者
層
に
よ
っ
 

て
 成
立
 

し
た
と
い
う
。
そ
れ
は
シ
ャ
ー
マ
ニ
ス
ム
社
会
に
お
い
て
 
自
 殊
に
 

も
た
れ
 

て
い
た
人
間
他
界
が
一
端
否
定
さ
れ
、
他
界
が
特
権
階
級
の
も
の
 
と
な
っ
 

た
 後
の
こ
と
で
あ
る
と
説
く
。
シ
ヤ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
他
界
の
パ
ン
 テ オ
ン
 

に
は
人
の
住
む
べ
き
と
こ
ろ
が
割
り
当
て
ら
れ
て
お
り
、
人
問
 
他
 界
 と
現
 

界
の
人
間
界
と
は
相
互
交
渉
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
仲
立
ち
を
 
シ
 サ
 ー
 マ
 

ン
が
 行
 う
 と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
神
教
で
は
 
預
 舌
口
者
 や
イ
ェ
 

ス
 、
パ
ウ
ロ
以
外
の
他
界
の
イ
ン
フ
オ
ー
マ
ン
ト
を
認
め
な
い
か
 
ら
、
こ
 

う
し
た
関
係
は
な
く
な
っ
亡
し
ま
う
と
い
う
。
一
神
教
世
界
で
は
 そも
そ
 

0
 人
間
他
界
が
こ
の
世
に
交
渉
を
持
つ
と
い
う
考
え
方
自
体
を
許
 
さ
な
い
 

か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
は
人
間
性
に
対
す
る
長
 い 間
の
抑
圧
で
は
な
 
か
っ
た
 

か
と
著
者
は
い
う
。
 

ユ
ダ
ヤ
教
で
は
死
者
を
す
べ
て
不
浄
な
も
の
と
見
、
そ
う
し
た
 

霊
 の
こ
 

0
 世
へ
の
交
渉
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
最
初
夫
に
上
げ
ら
れ
た
の
 
は
 預
言
 

者
だ
け
で
、
つ
い
で
義
人
が
少
々
、
普
通
の
死
者
は
地
下
の
冥
界
 
で
仲
吟
 

し
 影
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
い
う
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
 
天
国
は
 

与
え
ら
れ
た
が
そ
こ
で
の
生
活
に
具
体
的
描
写
は
な
く
、
死
者
は
 
終
末
の
 

最
後
の
ラ
ッ
パ
の
時
ま
で
 
眠
 つ
て
い
る
か
、
何
も
し
て
い
な
い
か
 
 
 

た
暖
 味
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
死
後
の
世
界
は
 
や
や
 具
 

体
 的
で
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
ユ
ダ
ヤ
 的
 シ
ェ
オ
 レ
 の
影
が
 尾
 を
引
 

き
、
終
末
ま
で
は
確
固
た
る
独
立
し
た
人
間
他
界
は
存
在
し
な
  
 

 
 

第
二
章
一
古
代
的
他
界
観
の
展
開
 ｜
 オ
シ
リ
ス
信
仰
と
プ
ラ
ト
ン
 
 
 

界
観
 」
で
は
古
代
エ
ジ
プ
ト
 
と
 ギ
リ
シ
ャ
の
他
界
観
に
つ
い
て
 

述
 
 
 

る
 。
エ
ジ
プ
ト
 
火
 ほ
ど
執
心
に
来
世
を
信
じ
た
民
族
は
他
に
な
く
 
 
 

 
 
 
 

他
界
観
は
す
で
に
 
人
 霊
の
住
む
人
間
他
界
を
確
実
に
所
有
し
、
 

そ
 れ
が
 公
 

然
 と
信
じ
ら
れ
、
且
つ
そ
れ
は
公
認
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
人
間
 
 
 

住
人
は
こ
の
世
と
同
じ
よ
う
に
あ
の
世
で
生
き
、
生
活
し
て
お
 り
、
ま
 

た
 、
霊
媒
を
通
じ
て
こ
の
世
と
も
交
通
を
試
み
て
い
た
。
 

ェ
 ジ
 ブ
 ト
 0
 玉
 

オ
シ
リ
ス
は
 弟
セ
ト
 に
殺
さ
れ
、
死
体
は
切
り
刻
ま
れ
て
各
地
に
 

捨
て
 ろ
 

れ
る
が
、
 

妻
ィ
 シ
ス
が
苦
心
の
末
そ
の
死
体
を
集
め
、
魔
法
に
 

ょ
 
っ
て
 冥
 

界
か
ら
復
活
さ
せ
る
。
生
き
返
っ
た
オ
シ
リ
ス
は
 
、
 自
ら
選
ん
で
 
冥
界
に
 

戻
り
、
そ
の
 
王
 と
な
る
。
以
来
、
人
々
は
安
心
し
て
オ
シ
リ
ス
の
 
庇
護
の
 

も
と
に
死
後
の
生
活
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

そ
れ
ま
 

で
は
死
後
の
、
永
遠
の
い
の
ち
を
得
る
者
は
王
と
た
く
さ
ん
の
財
物
 

を
 神
に
 

供
え
る
こ
と
の
出
来
る
貴
族
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
。
死
者
の
神
 
 
 

ス
 は
や
が
て
エ
ジ
プ
ト
 
日
 
空
局
神
と
な
る
が
、
こ
れ
は
と
り
も
な
お
 

さ
ず
ェ
 

シ
フ
ト
人
が
死
後
の
世
界
と
い
う
も
の
を
如
何
に
重
視
し
て
い
た
 
 
 

う
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
に
足
る
。
オ
シ
リ
ス
は
冥
界
の
神
で
あ
っ
 
た
た
め
 

に
 伝
統
的
な
現
界
の
神
々
と
競
合
せ
ず
、
ま
た
、
多
神
教
の
故
に
 
人
間
 他
 

界
 が
存
在
し
て
も
天
の
神
々
 
と
人
 霊
は
仕
事
を
争
う
こ
と
も
な
か
 っ
た
 。
 

他
界
は
神
々
の
住
む
天
界
と
オ
シ
リ
ス
の
治
め
る
入
監
た
ち
の
 
亘
 @
 
界
 、
凶
 

霊
 た
ち
の
住
む
地
下
界
の
三
層
構
造
で
あ
っ
た
と
い
う
。
 

次
に
プ
ラ
ト
ン
の
他
界
は
天
上
二
層
、
中
間
が
人
間
界
、
地
下
二
 
層
の
 

構
造
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
天
界
は
神
々
の
世
界
だ
が
、
天
上
 
生
活
中
 

一
度
も
真
な
る
も
の
 
-
 
イ
デ
ア
 一
 を
見
な
か
っ
た
も
の
は
人
問
 以 下
 の
 動
 

切
 に
生
ま
れ
変
り
、
ま
た
、
人
間
が
動
物
や
昆
虫
な
ど
に
生
ま
れ
 
変
わ
る
 



 
 

 
 
評
 
@
 
三
 
H
 
-
 こ

と
も
あ
り
、
一
つ
の
魂
が
こ
れ
ら
の
境
涯
を
転
生
輪
廻
す
る
と
 
い
う
 

始
ま
り
は
天
界
か
ら
の
墜
落
で
あ
り
、
墜
落
が
な
け
れ
ば
転
生
も
 
な
い
こ
 

と
に
な
る
。
特
徴
的
な
の
は
各
々
の
境
涯
が
天
上
で
の
イ
デ
ア
を
 
 
 

ら
い
見
た
か
、
あ
る
い
は
想
起
で
き
る
か
で
決
ま
っ
て
く
る
と
さ
 
 
 

る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
 
地
 ・
下
の
生
活
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
 
地
 七
 で
の
 

生
涯
の
過
ご
し
 
方
 如
何
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
地
上
で
不
道
徳
な
 生活
を
 

し
た
こ
と
が
地
下
生
活
の
原
因
な
の
で
あ
る
と
い
う
。
プ
ラ
ト
ン
 
の
 他
界
 

観
 で
は
い
か
な
る
他
界
の
階
層
に
行
く
か
が
快
走
す
る
尺
度
は
 
イ
 デ
ア
 で
 

あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
プ
ラ
ト
ン
に
お
け
る
大
上
の
神
々
 
と
は
  
 

運
航
す
る
神
で
あ
り
、
結
局
は
他
界
に
お
け
る
人
間
に
ほ
か
な
 ら
ず
、
 

神
々
の
住
む
 
天
 と
は
「
人
間
他
界
」
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
 

こ
う
し
 

て
見
る
と
、
一
神
教
と
同
時
代
の
エ
ジ
プ
ト
や
ギ
リ
シ
ャ
に
お
け
 
る
そ
の
 

他
界
観
の
中
に
は
「
人
間
他
界
」
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
  
 

る
 。
ど
ち
ら
も
人
間
の
延
長
上
に
神
の
世
界
が
あ
り
、
両
者
の
間
 
に
 絶
対
 

の
 切
れ
目
は
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
セ
ム
的
一
神
教
の
世
界
で
 
 
 

神
と
人
と
の
間
に
絶
対
の
切
れ
目
を
与
え
て
お
り
、
絶
対
者
た
る
 
 
 

格
 が
強
烈
す
ぎ
て
他
界
の
存
在
そ
の
も
の
が
ぼ
や
け
て
し
ま
う
 
傾
  
 

り
 、
人
間
他
界
と
い
う
一
白
 
に
 絞
れ
ば
前
二
者
の
そ
れ
に
比
べ
て
 

一
神
教
 

の
そ
れ
は
 色
腿
せ
 、
後
退
し
た
感
を
免
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
 

第
三
章
「
他
界
拒
絶
の
宗
教
」
は
古
代
ユ
ダ
ヤ
教
の
他
界
観
に
っ
 いて
 

述
 ・
べ
て
い
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
三
教
 

 
 

に
 砂
漠
地
帯
な
い
し
砂
漠
を
周
辺
に
控
え
た
オ
リ
エ
ン
ト
出
自
の
 
白
丁
 
教
で
 

の
り
、
所
存
の
教
典
と
し
て
旧
約
聖
書
を
用
い
て
い
る
点
で
は
 

共
 通
し
て
 

い
ろ
。
相
違
 占
 
と
し
て
は
ユ
ダ
ヤ
教
が
旧
約
を
唯
一
の
聖
典
と
し
 
、
こ
れ
 

リ
 ラ
ビ
の
注
釈
で
あ
る
タ
ル
ム
ー
ド
を
現
実
的
な
規
範
と
し
た
  
 

し
、
 
最
も
重
視
す
る
聖
典
を
キ
リ
ス
ト
教
は
旧
約
か
ら
新
約
へ
、
 

イ
ス
ラ
 

ム
 教
は
旧
約
か
ら
コ
ー
ラ
ン
へ
と
移
し
て
い
る
占
で
あ
り
、
そ
れ
 
は
ま
た
 

他
界
観
の
相
違
と
も
な
っ
て
い
く
と
い
う
。
 

ユ
ダ
ヤ
教
は
元
来
他
界
拒
絶
的
な
宗
教
で
あ
り
、
古
代
ユ
ダ
ヤ
人
 

 
 

界
 的
意
識
浸
透
を
拒
む
民
族
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
巫
女
や
霊
媒
な
 
 
 

界
の
口
を
塞
ぎ
地
神
を
信
仰
す
る
こ
と
は
姦
淫
に
等
し
い
と
し
て
 
厳
し
く
 

禁
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
ユ
ダ
ヤ
人
に
と
っ
て
は
エ
ジ
プ
ト
の
 
民
 が
持
 

っ
た
よ
う
な
歓
喜
に
満
ち
た
尊
ば
れ
る
べ
き
死
者
の
国
は
存
在
し
 

な
か
っ
 

た
 。
旧
約
聖
書
の
大
部
分
を
通
じ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
は
、
死
者
 
 
 

と
こ
ろ
を
地
下
の
 
シ
ェ
オ
ル
 
（
冥
府
一
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
 
生
前
の
 

善
悪
に
よ
る
懲
罰
と
い
っ
た
観
念
や
最
後
の
審
判
も
ま
だ
無
い
。
 

人
類
の
 

先
祖
の
罪
に
よ
っ
て
人
は
罰
と
し
て
死
ぬ
の
で
あ
り
、
神
の
愛
 
か
  
 

離
さ
れ
た
死
者
は
、
肉
体
も
い
の
ち
の
自
も
な
い
影
の
よ
う
な
 
存
 在
 と
し
 

て
 、
た
だ
た
だ
冥
府
で
の
救
い
の
な
い
 陰
欝
 な
眠
り
が
あ
る
だ
 け
で
あ
 

る
 。
復
活
も
再
生
も
救
い
も
な
い
死
者
た
ち
は
た
だ
自
己
の
不
運
 
を
 呪
う
 

だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
誰
も
死
を
嫌
悪
し
恐
れ
ざ
る
を
得
な
い
 
だ
ろ
う
 

と
 著
者
は
い
う
。
こ
の
死
が
や
が
て
キ
リ
ス
ト
の
復
活
や
福
音
に
 
よ
っ
て
 

檀
 わ
れ
、
ム
ハ
ン
マ
ド
の
 
啓
 -
 
小
に
よ
っ
て
救
済
の
希
望
を
持
ち
得
 

る
よ
う
 

に
な
る
が
、
ユ
ダ
ヤ
 
的
 死
の
影
は
究
生
に
払
拭
さ
れ
て
は
い
な
い
 

と
 著
者
 

は
 玉
帳
す
る
。
 

心
 正
し
き
人
が
神
と
共
に
天
国
に
住
む
と
い
う
 
考
 え
 方
が
 

出
て
き
た
の
は
旧
約
の
後
期
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
終
末
の
と
 
き
、
 
亘
 @
 

府
 
@
 
ェ
 オ
ル
 
-
 
に
眠
っ
て
い
た
義
人
は
復
活
し
て
神
の
国
に
入
 

り
、
罪
 

 
 

人
は
冥
府
の
中
に
と
ど
ま
り
，
永
遠
の
責
め
苦
を
受
け
る
と
い
う
 

考
 え
 方
が
 

登
場
し
た
。
こ
の
 
シ
ェ
オ
ル
 が
地
獄
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
り
、
 

こ
こ
に
 

舘
 
 
 

天
国
と
地
獄
の
た
て
わ
け
が
始
ま
っ
た
と
い
う
。
だ
が
、
こ
の
 
人
 国
は
神
 



の
 天
で
あ
る
の
か
、
人
の
天
で
あ
る
の
か
ま
だ
ハ
ッ
キ
リ
し
て
は
 いな
か
 

っ
た
 。
ユ
ダ
ヤ
教
に
お
け
る
こ
う
し
た
意
識
の
変
化
は
、
異
国
の
 
侵
略
と
 

苦
い
 捕
 囚
の
憂
き
目
を
体
験
し
た
こ
と
と
 へ
 レ
ニ
ズ
ム
の
影
響
を
 
受
け
た
 

こ
と
に
よ
る
と
著
者
は
い
う
。
こ
の
他
界
の
二
重
構
造
は
の
ち
の
 
 
 

ト
教
 、
イ
ス
ラ
ム
教
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
 

イ
エ
ス
に
よ
る
人
間
他
界
の
設
置
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
以
後
 世
 
@
 

弄
 は
「
 天
｜
 天
国
 
-
 
キ
リ
ス
ト
の
支
配
す
る
人
間
他
界
 

-
 ｜
 地
獄
 」
の
 二
 

層
 構
造
に
移
行
し
た
が
、
人
間
他
界
の
・
問
題
は
そ
の
後
発
展
せ
ず
 

未
完
成
 

の
ま
ま
に
了
っ
て
い
る
と
い
う
。
他
界
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
 
う
ち
 半
 

分
 が
抑
圧
さ
れ
、
殺
害
さ
れ
、
悪
魔
の
刻
印
を
押
さ
れ
た
。
お
 
ょ
 そ
 二
千
 

年
間
、
人
間
他
界
の
情
報
は
途
絶
し
、
 

神
 他
界
の
中
に
塗
り
込
め
 
ら
れ
て
 

し
ま
い
、
人
間
他
界
か
ら
の
道
は
閉
ざ
さ
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
の
だ
 
と
 述
べ
 

て
い
る
。
 

第
四
章
「
他
界
の
独
占
と
隠
蔽
」
で
は
キ
リ
ス
ト
教
の
他
界
観
に
 つ
 

て
 検
討
し
て
い
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
に
お
い
て
天
は
元
来
人
の
住
ま
な
 い
と
こ
 

ろ
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
天
の
一
部
に
人
が
上
げ
ら
れ
住
む
よ
う
 
に
な
っ
 

た
 。
キ
リ
ス
ト
教
に
な
る
と
天
の
一
部
は
イ
エ
ス
の
国
と
な
り
、
 

そ
の
 支
 

配
を
イ
ェ
ス
が
神
か
ら
任
さ
れ
て
い
る
と
の
考
え
が
生
じ
、
そ
こ
 
 
 

の
 住
む
人
間
他
界
と
な
る
は
ず
で
あ
る
と
い
う
。
終
末
 
が
 来
る
と
 天
変
 地
 

異
な
ど
の
ハ
ッ
キ
リ
し
た
兆
候
が
現
わ
れ
、
そ
の
時
に
死
者
た
ち
 
 
 

に
よ
る
復
活
が
あ
り
、
そ
の
後
に
世
の
終
わ
り
が
あ
り
最
後
の
審
 
 
 

っ
て
天
地
は
新
し
く
つ
く
り
変
え
ら
れ
、
善
人
は
神
の
国
に
入
り
 

、
悪
人
 

は
地
獄
に
投
げ
込
ま
れ
 
-
 
水
連
 に
 罰
せ
ら
れ
る
：
と
い
う
筋
書
き
で
 

あ
る
。
 

だ
が
現
在
の
と
こ
ろ
、
終
末
は
ま
だ
来
て
い
な
い
か
ら
神
の
国
も
 
天
国
も
 

ま
だ
無
い
こ
と
に
な
り
、
死
者
も
無
い
と
こ
ろ
へ
は
い
け
な
い
 

道
 理
 で
あ
 

る
 。
従
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
誰
も
死
後
は
不
安
定
な
 
宙
 ぶ
ら
  
 

状
態
に
な
る
こ
と
に
な
ろ
う
、
と
著
者
は
い
う
。
復
活
し
た
 
イ
エ
   

 
 

会
っ
た
パ
ウ
ロ
に
は
「
わ
た
し
に
と
っ
て
 、 生
き
る
と
は
キ
リ
ス
 
 
 

 
 

る
 」
「
生
き
て
い
る
の
は
、
も
は
や
わ
た
し
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 
 

ト
 が
わ
た
し
の
内
に
生
き
て
お
ら
れ
る
の
で
す
」
と
い
っ
た
 
、
イ
 
エ
ス
 と
 

の
 強
い
一
体
化
願
望
が
あ
っ
た
。
パ
ウ
ロ
は
イ
ェ
ス
の
死
は
失
敗
 
で
は
な
 

く
 、
そ
れ
は
人
類
を
救
 う
 た
め
の
賄
 
い
 で
あ
っ
た
と
し
、
ま
た
、
 
 
 

復
活
す
る
の
で
は
な
く
そ
れ
は
霊
の
体
に
よ
る
も
の
だ
と
し
て
、
 

復
活
を
 

新
し
い
生
の
起
 
占
 
と
す
る
新
契
約
論
を
示
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
 に
と
つ
 

て
は
他
界
が
イ
ェ
ス
で
あ
り
、
イ
ェ
ス
 

と
 共
に
あ
る
こ
と
だ
け
が
 
至
福
 と
 

な
り
、
す
べ
て
は
そ
こ
に
帰
着
す
る
。
他
界
が
ど
う
で
あ
る
か
と
 
 
 

関
心
は
な
く
、
そ
れ
は
と
り
 七
 な
お
さ
ず
キ
リ
ス
ト
教
が
支
配
す
 る
 国
々
 

に
お
い
て
は
他
界
観
の
禁
圧
に
体
な
ら
ず
、
異
教
徒
た
ち
は
救
わ
 
 
 

こ
と
に
な
る
。
過
去
に
お
い
て
 
漏
 筆
工
対
策
と
し
て
悪
魔
払
い
に
よ
 
っ
て
日
取
 

も
 直
接
的
な
他
界
情
報
を
遮
断
し
て
き
た
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
 
国
 で
は
 

自
由
な
他
界
観
は
葬
り
去
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
。
 

第
五
章
一
他
界
統
合
の
試
み
」
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
他
界
観
に
 つ
 

て
 述
べ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
に
お
い
て
は
砂
漠
の
民
に
共
通
な
 
 
 

よ
る
完
全
な
復
活
の
期
待
が
踏
襲
さ
れ
る
と
い
う
。
イ
ス
ラ
ー
ム
 
は
 
@
.
@
 

ダ
 

ヤ
後
期
の
終
末
観
を
引
き
継
い
だ
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
終
末
に
お
け
 
る
 現
世
 

救
済
の
観
念
が
強
く
影
響
し
て
、
現
世
へ
の
復
活
の
や
み
が
た
い
 
要
求
が
 

あ
る
と
説
く
。
そ
の
他
界
構
造
は
終
末
前
は
天
と
中
間
 界
 の
 二
 層
 が
あ
 

り
 、
終
末
後
も
天
国
 @
 
と
神
が
一
緒
に
い
る
一
と
地
獄
 竺
百
 旧
構
吐
坦
ネ
 

Ⅰ
 

あ
る
。
他
界
 
l
 と
 他
界
 2
 の
あ
い
だ
に
 
は
魂
 的
中
間
領
域
が
 
扶
圭
 り
，
、
 
-
 
」
 

こ
に
は
い
ま
だ
天
国
も
地
獄
も
な
い
。
一
図
参
照
 

一
 



 
 
 
 
書
評
 

 
 

 
 

イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
二
段
階
の
他
界
、
す
な
わ
ち
死
後
直
ぐ
の
他
界
 
 
 

末
 後
の
他
界
と
が
あ
る
。
人
は
死
ん
で
ま
た
死
ぬ
、
そ
の
こ
と
に
 
よ
っ
て
 

真
に
蘇
生
す
る
と
い
う
観
念
が
あ
り
、
一
種
の
再
生
観
念
と
見
れ
 
 
 

な
い
と
い
う
。
他
界
 
l
 は
そ
れ
だ
け
で
充
実
し
た
も
の
で
は
な
く
 

、
他
界
 

2
 に
お
い
て
完
全
な
も
の
と
な
る
。
他
界
 l
 は
他
界
 2
 へ
の
移
行
 

期
間
で
 

あ
り
小
安
定
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
中
間
赤
で
は
人
間
の
死
後
の
魂
 
が
 様
々
 

な
形
と
状
態
で
住
ん
で
は
い
る
が
、
そ
こ
に
は
本
当
の
生
命
は
感
 
 
 

ず
 、
ま
た
人
間
他
界
は
ほ
と
ん
ど
 問
胆
 Ⅰ
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
 
 
 

フ
ィ
ズ
 ム
 は
こ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
不
完
全
な
他
界
観
を
修
正
し
、
 

中
間
 領
 

域
は
人
間
の
魂
の
本
来
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
と
し
て
定
着
さ
せ
、
 

か
  
 

問
 他
界
は
一
神
教
に
お
い
て
こ
こ
に
初
め
て
堂
々
と
存
在
し
た
と
 
 
 

以
上
が
本
論
の
中
核
部
分
で
あ
り
、
第
六
章
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
 
リ
  
 

他
界
観
」
と
終
章
「
他
界
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
」
の
二
章
は
付
 
論
 部
分
 

で
あ
る
の
で
そ
の
内
容
の
締
 
介
は
 何
か
せ
て
頂
き
、
以
下
に
評
者
 の
 感
想
 

の
な
か
で
触
れ
る
こ
と
と
し
た
 

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
見
過
ご
し
或
い
は
軽
視
さ
れ
て
顧
み
ら
れ
な
か
 つ
 @
@
 

十
八
 

「
他
界
」
観
に
着
目
し
、
世
界
の
諸
下
散
 

-
 
特
に
セ
ム
系
一
神
教
 
-
 を
捉
 

て
 直
し
た
学
問
の
視
点
と
、
著
者
の
そ
の
真
摯
な
研
究
態
度
は
 
一
 
@
 
同
 
 
 

さ
れ
て
よ
い
。
一
神
教
世
界
が
そ
の
教
義
へ
の
あ
ま
り
の
頑
な
さ
 
と
、
既
 

得
の
権
威
を
守
る
た
め
に
二
千
年
も
の
長
き
間
、
如
何
に
他
界
の
 
 
 

オ
ー
マ
ン
ト
を
圧
迫
し
、
他
界
か
ら
の
情
報
を
拒
み
続
け
、
人
士
 

正
一
死
者
 

の
 生
き
を
ま
る
で
無
き
か
の
ご
と
く
に
抑
圧
し
冷
遇
し
て
き
た
 か
、
ま
 

た
 、
そ
の
故
に
一
神
教
の
他
 卯
 に
は
「
人
間
他
界
」
が
あ
ま
り
に
 

も
 希
薄
 

で
 不
活
発
な
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
本
書
に
よ
っ
て
よ
く
理
解
由
 
来
る
。
 

研
究
者
と
し
て
の
著
者
の
今
後
の
大
成
を
期
待
し
て
敢
え
て
言
わ
 
せ
て
も
 

ら
え
ば
、
本
研
究
で
は
殊
更
に
脱
 魂 ・
 想
霊
 と
い
っ
た
シ
ャ
ー
 
マ
 ニ
ズ
ム
 

の
 実
体
論
的
、
機
械
論
的
モ
デ
ル
を
導
入
せ
ず
と
も
よ
か
っ
た
の
 
で
は
な
 

い
か
。
ま
た
そ
の
万
が
読
者
に
と
っ
て
も
よ
り
理
解
し
や
す
く
、
 

且
つ
 、
 

よ
り
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
「
他
界
」
論
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
 
思
わ
れ
 

る
 。
「
魂
が
出
る
 、
 抜
け
る
」
な
ど
と
い
っ
た
機
械
論
的
な
霊
魂
 論
 を
果
 

し
て
人
類
が
普
遍
的
に
有
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
甚
だ
疑
問
で
あ
 
る
 。
 著
 

者
 白
身
も
随
所
に
「
 脱
魂
と
潟
雀
皿
 
と
は
分
か
ち
が
た
い
」
と
か
、
 

脱
魂
と
 

猿
霊
の
 
「
両
者
を
対
立
的
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
」
「
単
純
に
 

先
後
関
 

係
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
い
」
と
従
来
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
 
ぬ
 
 
 

て
は
十
分
注
意
を
払
っ
て
い
な
が
ら
も
、
結
局
は
実
体
論
的
、
機
 
概
論
的
 

解
釈
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
点
に
気
付
い
て
欲
し
い
。
そ
も
そ
 
も
 シ
 ャ
 

｜
 
マ
ニ
ズ
ム
と
い
う
考
え
方
そ
の
も
の
が
、
著
者
が
批
判
的
な
目
 
 
 

る
 ヨ
ー
ロ
ッ
パ
唯
物
論
的
モ
デ
ル
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

 
 

 
 

「
脱
税
し
て
他
界
を
見
て
き
た
」
と
そ
の
霊
界
訪
問
を
つ
ぶ
さ
に
 

生
々
 し
 

く
 詰
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
実
は
脱
魂
な
ど
で
ば
な
く
 
想
 体
な
  
 

り
、
 彼
に
恩
 低
 し
た
或
る
霊
が
本
人
に
そ
の
よ
う
に
見
さ
せ
、
感
 
じ
さ
せ
 

て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
場
 
古
 、
脱
税
し
た
 
と
 語
る
 

シ
ャ
ー
マ
ン
自
身
、
白
 
分
 が
何
者
か
の
霊
に
逓
伝
さ
れ
た
の
だ
と
 い
う
こ
 

 
 

と
さ
え
全
く
気
が
付
い
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
事
例
報
告
や
記
録
 
類
 を
真
 

に
 受
け
て
、
従
来
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
者
た
ち
は
自
身
が
 見
た
ま
㏄
 
 
 

ま
、
 聞
い
た
ま
ま
を
や
れ
 
脱
 魂
だ
、
 
猿
霊
だ
 、
混
合
型
だ
な
ど
と
 
単
純
に
 



類
型
化
し
て
き
た
だ
け
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
学
問
と
言
 う
に
 値
し
な
 

 
 

し
て
は
 

使
え
な
い
の
で
あ
る
。
「
 
脱
魂
 し
た
ら
身
体
は
か
ら
っ
ぽ
に
な
る
 」
な
ど
 

と
い
っ
た
単
純
な
モ
デ
ル
そ
の
も
の
が
唯
物
主
義
モ
デ
ル
で
は
  
 

 
 

か
 。
確
か
に
 脱
魂
 と
か
 妓
霊
と
 呼
ば
れ
る
よ
う
な
現
象
は
世
界
各
 
地
 に
見
 

っ
 れ
る
が
、
こ
れ
に
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
モ
デ
ル
を
当
て
は
め
る
こ
 
と
で
、
 

か
え
っ
て
そ
の
本
質
部
分
を
分
か
ら
な
く
し
て
き
た
の
で
は
な
 か
ろ
う
 

か
 。
そ
れ
ら
の
現
象
を
説
明
す
る
従
来
の
モ
デ
ル
が
あ
ま
り
に
 
貧
 困
 す
ぎ
 

る
の
で
あ
る
。
 

こ
と
ば
は
神
で
あ
り
、
ま
た
わ
が
同
に
は
舌
口
電
信
仰
さ
え
あ
る
が
 

、
そ
 

の
場
 台
 、
私
た
ち
が
発
話
し
た
と
き
、
こ
と
ば
が
出
た
と
き
に
そ
 
 
 

け
 私
た
ち
の
舌
口
業
が
減
る
だ
ろ
う
か
。
私
が
人
に
話
を
し
た
と
き
 

話
す
 

こ
と
で
私
の
七
は
減
る
だ
ろ
う
か
。
善
き
こ
と
ば
は
む
し
ろ
人
の
 
心
 を
豊
 

か
に
し
、
減
る
よ
り
は
む
し
ろ
殖
え
る
の
で
あ
る
。
霊
も
こ
れ
と
 
同
様
で
 

あ
ろ
う
。
 

一
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
例
え
ば
次
の
事
例
は
ど
の
よ
う
に
解
さ
 

れ
る
 

で
あ
ろ
う
か
。
日
本
書
紀
、
 
巷
 第
一
 

-
 
神
代
上
 -
 に
大
己
貴
神
が
 
自
分
自
 

身
 と
問
答
を
交
わ
す
場
面
が
あ
る
。
大
己
貴
神
が
国
土
経
営
に
 際
し
て
 

「
…
 其
れ
吾
と
 共
に
天
下
を
理
 
む
 可
き
者
蓋
し
有
り
や
」
と
舌
口
 挙
   

と
き
に
、
海
上
を
照
ら
し
て
浮
か
び
来
る
神
が
あ
り
、
「
汝
は
是
 

れ
誰
ぞ
 」
 

と
 聞
く
と
、
「
舌
は
是
 
れ
 汝
が
幸
魂
商
魂
な
り
」
と
い
う
。
そ
の
 神
に
対
 

し
て
大
己
貴
神
は
す
か
さ
ず
「
汝
は
此
 
れ
 舌
が
幸
魂
 奇
 魂
な
り
け
  
 

り
ぬ
」
と
認
知
し
て
お
り
、
結
局
は
こ
の
神
を
御
諸
山
の
上
に
 
斎
 き
廷
下
 る
 

記
述
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
自
己
の
魂
を
自
分
の
か
ら
だ
に
戻
し
 
 
 

な
い
し
、
付
着
さ
せ
て
も
い
な
い
。
ま
た
、
本
人
が
倒
れ
た
わ
け
 
で
も
、
 

気
を
失
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
夢
の
中
の
こ
と
と
も
詰
っ
て
は
い
 
 
 

こ
れ
を
魂
が
出
る
・
抜
け
る
な
ど
と
い
っ
た
今
日
の
実
体
論
的
機
 
械
払
珊
ネ
 

Ⅰ
 

解
こ
う
と
し
て
も
一
寸
た
り
と
も
解
明
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

シ
   

 
 

ニ
ズ
ム
な
ど
、
唯
物
主
義
実
体
論
の
危
険
性
は
一
見
分
か
り
易
い
 

 
 

点
で
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
は
常
に
こ
の
危
険
な
説
明
概
念
に
掴
ま
 
ら
れ
よ
 

う
に
注
意
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

ま
た
、
次
の
事
例
は
ど
う
解
さ
れ
よ
う
か
。
例
え
ば
、
強
い
 
神
懸
  
 

願
望
を
持
つ
者
が
、
あ
る
日
つ
い
に
希
望
通
り
に
何
ら
か
の
 霊
 が
想
依
 

し
 、
素
晴
ら
し
い
霊
託
を
受
け
得
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
内
 
に
 求
め
 

な
い
時
に
も
霊
が
盛
ん
に
さ
さ
や
き
か
け
て
く
る
た
め
に
身
体
に
 
変
調
を
 

き
た
し
、
 ム
 「
度
は
そ
の
霊
を
離
そ
う
と
す
る
が
な
ん
と
し
て
も
 

霊
 は
 離
れ
 

ず
さ
さ
や
き
も
無
く
な
ら
な
い
。
そ
れ
か
ら
 
ム
叩
 
懸
け
の
苦
し
み
の
 
 
 

何
と
三
十
年
以
上
も
続
い
た
の
で
あ
る
。
苦
心
惨
憎
の
挙
げ
 
句
、
 あ
る
 時
 

ふ
と
気
付
い
て
、
「
さ
さ
や
く
声
を
気
に
し
な
い
、
考
え
な
い
」
 

と
ど
う
 

な
る
か
実
験
し
て
み
る
と
、
な
ん
と
さ
さ
や
く
声
は
ピ
タ
ッ
 
と
聞
 こ
え
な
 

く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
こ
の
 霊
 と
は
自
分
自
身
の
こ
こ
ろ
 
だ
っ
た
 

の
で
あ
り
、
「
 瓶
霊
 」
で
も
な
ん
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 
こ
れ
は
 

「
内
な
る
他
界
」
と
で
も
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
現
実
に
そ
う
 

い
 ，
「
 
忌
示
 

教
 者
た
ち
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
 -
 
斎
藤
 

峻
 
「
安
静
 道
｜
 知
の
闇
を
抜
け
る
 
ヒ
地
湧
社
 ㍉
 

最
後
に
、
「
他
界
」
が
あ
る
と
し
て
「
他
界
」
を
実
体
論
的
に
 
机
  
 

き
 出
し
の
よ
う
に
措
定
し
、
こ
れ
が
あ
た
か
も
人
類
の
普
遍
的
意
 
調
 め
よ
 

う
に
と
ら
え
て
い
る
が
、
こ
の
モ
デ
ル
は
根
底
か
ら
考
え
直
し
て
 
み
る
 必
 

要
 が
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
な
ど
に
は
 
唯
物
主
 

義
 モ
デ
ル
が
当
て
は
ま
っ
て
も
、
一
歩
こ
の
外
に
出
た
と
き
に
は
 
そ
の
 妥
 



当
 性
は
非
常
に
制
限
さ
れ
 

 
 

か
 
6
%
 

。
 ろ
う
と
い
う
こ
。
・
 

ぱ
 ・
・
 

十
分
考
え
、
・
 

7
 ま
 
，
 
…
 へ
 
 
 



書評と抽分 

長
崎
県
下
に
散
見
さ
れ
る
 

-
 

カ
ク
レ
 キ
リ
シ
タ
ン
は
、
世
界
の
宗
教
 

史
上
 

ま
れ
に
み
る
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
興
味
あ
る
現
象
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
 
 
 

タ
ン
時
代
に
布
教
さ
れ
た
中
世
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
伝
承
と
と
も
  
 

道
 、
仏
教
そ
し
て
民
間
信
仰
が
習
合
し
た
複
合
的
宗
教
現
象
だ
か
 
ら
で
あ
 

る
 。
 

こ
う
し
た
 カ
ク
レ
 キ
リ
シ
タ
ン
に
関
す
る
研
究
は
す
で
に
い
く
つ
 

@
 
カ
カ
 
@
 
。
 

公
 に
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
、
円
札
 
耕
 杜
 氏
の
 

「
昭
和
時
代
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
」
一
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
五
 

四
年
一
 

を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
文
字
通
り
そ
の
信
仰
を
か
く
し
続
け
て
 
 
 

和
 初
期
か
ら
長
年
に
わ
た
り
現
地
調
査
を
続
け
、
そ
の
カ
ト
リ
ノ
 
ク
的
要
 

素
を
克
明
に
追
求
し
た
、
ま
さ
に
パ
イ
オ
ニ
ア
的
労
作
で
あ
る
。
 

今
日
に
 

お
い
て
も
、
調
査
に
訪
れ
て
ほ
 

執
捌
に
 聞
き
取
り
を
し
て
い
た
 
田
  
 

坂
井
信
士
 

東
京
大
学
出
版
会
一
九
九
六
年
一
一
月
二
 
0
 日
刊
 

A
5
 判
 

三
 0
 三
頁
四
九
 0
0
 
円
 

宮
崎
賢
太
郎
著
 

「
カ
ク
 レ
 キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
世
界
」
 

姿
を
記
憶
す
る
古
老
が
い
ろ
。
 

古
野
清
人
氏
に
よ
る
「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
（
至
交
 

堂
 、
一
九
五
 九
年
 

の
ち
に
「
キ
リ
シ
タ
ニ
ズ
ム
の
比
較
研
究
・
著
作
集
五
宝
一
九
 七
三
年
 

に
 増
補
再
録
）
は
、
宗
教
社
会
学
的
視
点
か
ら
の
観
察
で
あ
り
、
 

 
 

か
れ
ら
の
信
仰
と
行
事
の
体
系
が
も
は
や
カ
ト
リ
ッ
ク
的
と
は
い
 
ぇ
ず
、
 

シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ッ
ク
な
「
キ
リ
シ
タ
ニ
ズ
ム
」
と
呼
ば
る
べ
き
こ
 
と
を
 提
 

唱
 し
て
い
る
。
評
者
は
古
野
氏
の
本
書
執
筆
の
た
め
の
調
査
に
同
 
 
 

当
時
出
回
り
は
じ
め
た
大
型
の
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
持
参
し
て
 
 
 

シ
タ
ン
村
落
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
る
。
 

さ
ら
に
、
片
岡
 弥
吉
氏
の
 
「
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
一
日
本
放
送
 
 
 

協
会
、
一
九
六
七
年
 -
 も
貴
重
な
研
究
で
あ
る
。
地
元
長
崎
に
あ
 っ
て
 長
 

年
 調
査
を
続
け
た
氏
は
、
カ
ク
 

レ
 キ
リ
シ
タ
ン
を
民
俗
詩
的
に
詳
 細 に
記
 

述
 し
て
い
る
。
こ
の
時
期
か
ら
日
本
の
高
度
経
済
成
長
の
波
を
う
 
け
た
 農
 

同
部
の
大
き
な
社
会
変
動
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
社
会
に
も
大
き
な
 
変
 化
 を
及
 

ぼ
し
た
。
本
書
は
こ
の
大
き
な
変
化
が
及
ぶ
以
前
の
か
れ
ら
の
 
信
  
 

事
の
記
録
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
 
 
 

さ
て
、
こ
の
度
出
版
さ
れ
た
宮
崎
賢
太
郎
氏
の
「
カ
ク
 レ キ
リ
シ
 タ
ン
 

の
 信
仰
世
界
」
は
、
こ
れ
ら
と
と
も
に
研
究
史
上
に
残
る
労
作
と
 いえ
よ
 

ぅ
 。
 苧
ギ
 宮
崎
氏
は
父
方
、
母
方
と
も
に
長
崎
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
 
ン
 の
子
 

孫
 で
、
 軒
肝
 門
井
 L
 
「
私
の
中
に
も
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
血
が
残
 

つ
て
い
 

る
 」
と
い
う
よ
う
に
、
研
究
対
象
た
る
 カ
ク
レ
 キ
リ
シ
タ
ン
に
 
対
 す
る
 愛
 

情
 と
視
私
感
を
、
本
書
の
随
所
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
 

 
 

究
 者
と
し
て
東
京
大
学
で
宗
教
学
に
関
す
る
深
い
学
識
と
本
格
的
 
な
 調
査
 

法
を
学
び
、
長
崎
細
心
大
学
赴
任
後
は
一
貫
し
て
 カク
レ
 キ
リ
シ
 2
0
1
 

究
 に
専
念
し
て
き
た
学
徒
で
あ
る
。
本
書
は
そ
の
成
果
で
あ
り
、
 

こ
の
 研
 



究
 対
象
を
取
り
扱
う
に
最
適
の
人
を
え
た
労
作
と
い
う
べ
き
で
あ
 
る
 。
 

本
書
は
次
の
二
白
 
を
 ：
 
主
 た
る
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
第
一
 

は
 

 
 

も
ふ
れ
た
よ
 
う
 に
、
近
年
の
日
本
の
高
度
経
済
成
長
に
よ
る
大
主
 

@
 
な
 社
会
 

変
動
、
あ
る
い
は
世
俗
化
に
よ
る
日
本
人
の
宗
教
意
識
の
変
化
は
 
、
 当
殊
 

の
こ
と
な
が
ら
、
カ
ク
 
レ
 キ
リ
シ
タ
ン
社
会
に
も
劇
的
な
変
化
を
 

 
 

し
た
。
こ
の
変
動
変
化
の
中
で
の
 

カ
ク
レ
 信
仰
の
変
容
の
プ
ロ
セ
 
ス
と
、
 

衰
退
の
傾
向
が
著
し
い
こ
の
集
団
の
い
わ
ば
最
後
の
す
が
た
を
 
詳
 網
 に
記
 

述
 す
る
こ
と
に
あ
る
。
出
札
 氏
 は
も
ち
ろ
ん
従
来
の
研
究
書
は
 
、
 現
今
の
 

カ
ク
レ
 キ
リ
シ
タ
ン
理
解
に
際
し
て
か
な
り
の
相
違
が
生
じ
て
い
 

 
 

で
あ
る
。
第
二
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
 
害
 で
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
 

る
こ
と
 

の
な
か
っ
た
テ
ー
マ
、
す
な
わ
ち
 

神
 観
念
を
は
じ
め
と
す
る
重
層
 
 
 

祖
先
崇
拝
、
現
世
利
益
、
儀
礼
中
心
主
義
、
著
者
の
い
う
「
信
仰
 
世
界
」
 

を
 解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
通
し
て
、
現
在
の
 カク
  
 

ン
タ
ン
が
 H
 本
の
民
衆
宗
教
に
共
通
し
て
観
察
さ
れ
る
諸
特
性
を
 

-
 も
つ
 民
 

俗
 宗
教
の
一
つ
で
あ
る
事
実
の
実
証
で
あ
る
。
著
者
の
王
た
る
 
目
  
 

し
ろ
こ
の
局
面
に
あ
り
、
こ
こ
に
こ
そ
本
書
の
意
義
と
価
値
が
あ
 
る
 。
 

「
カ
ク
 レ
 キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
世
界
」
と
本
書
の
タ
イ
ト
ル
が
な
 っ
て
 

い
 る
と
は
い
え
、
 

王
 た
る
対
象
は
生
月
の
、
し
か
も
吉
郎
集
落
の
 
 
 

キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
。
か
つ
て
は
、
長
崎
県
下
で
も
ひ
ろ
く
長
崎
 
 
 

外
海
、
平
戸
、
五
島
に
も
存
在
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
キ
リ
シ
タ
ン
 
 
 

消
滅
寸
前
の
状
況
で
あ
る
。
衰
退
傾
向
が
著
し
い
と
は
い
え
、
 

と
  
 

定
期
的
に
年
中
行
事
が
行
わ
れ
、
信
仰
対
象
や
信
心
 
m
 具
が
め
一
三
 
@
@
m
 

 
 

生
 Ⅱ
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
 

著
者
が
主
と
し
て
本
書
で
用
い
て
い
る
万
法
 は
廿
与
謂
察
 
で
あ
る
  
 

の
種
の
研
究
に
は
最
適
の
方
・
 伝
 と
い
う
べ
き
で
由
る
。
た
だ
し
 

著
 者
に
よ
 

本
書
の
構
成
は
序
章
を
ふ
く
め
て
十
二
章
そ
れ
に
付
録
か
ら
な
っ
 
 
 

る
 。
そ
れ
七
三
部
に
分
っ
て
簡
単
に
紹
介
し
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
 
 
 

た
い
。
第
一
部
は
序
章
か
ら
第
三
章
ま
で
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
 
歴
 史
 と
現
 

状
を
概
観
 凧
に
 論
じ
た
部
分
で
あ
る
。
第
二
部
 -
 第
四
章
 ｜
 第
七
 章
 ）
に
 

お
い
て
は
、
生
月
吉
郎
に
み
ら
れ
る
組
織
、
オ
ラ
シ
ョ
そ
れ
に
 
年
 中
行
事
 

な
ど
の
儀
礼
と
い
っ
た
具
体
的
な
か
れ
ら
の
宗
教
活
動
が
明
ら
か
 
に
さ
れ
 

る
 。
第
八
章
か
ら
第
一
一
章
ま
で
の
第
三
部
は
、
ま
さ
に
本
書
の
 土
栗
 部
 

分
 で
あ
り
、
カ
ク
 
レ
 キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
本
質
に
か
か
わ
る
問
題
 
 
 

 
 

第
一
部
の
概
観
的
に
の
べ
た
部
分
に
お
い
て
、
ま
ず
現
今
の
 
カ
ク
 レ
キ
 

リ
シ
タ
ン
が
も
は
や
か
く
れ
て
も
お
ら
ず
、
ま
た
キ
リ
シ
タ
ン
で
 
 
 

と
の
本
書
を
貫
く
著
者
の
立
場
を
明
確
に
す
る
た
め
「
カ
ク
 
レ
鰻
 頭
 」
と
 

い
う
興
味
あ
る
た
と
え
を
用
い
る
一
字
上
呈
。
カ
ク
 

レ
鰻
頭
は
和
 
風
韻
 頭
 

｜
 H
 本
の
民
俗
宗
教
 
｜
 と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
表
皮
は
「
欧
風
な
 パイ
 皮
 

包
み
」
で
は
あ
っ
て
も
、
 
鰻
 頭
の
本
質
部
分
た
る
内
部
の
ア
ン
コ
 

は
 
「
 大
 

納
言
小
豆
を
豊
富
に
使
っ
た
純
和
風
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
 

こ
の
指
摘
は
そ
の
表
記
法
と
も
か
か
わ
る
 一
 
第
二
ま
 邑
 。
従
来
、
 

の
 

る
そ
れ
は
、
文
字
通
り
行
事
に
参
加
し
て
観
察
を
試
み
る
の
で
は
 
 
 

 
 

調
査
を
開
始
し
て
 
一
 ①
年
の
間
「
七
回
の
正
月
を
生
月
で
迎
え
た
 
 
 

う
よ
う
に
、
長
年
に
わ
た
る
 

カ
ク
レ
 キ
リ
シ
タ
ン
の
 
人
 び
と
と
の
 

触
れ
ぬ
 

 
 

い
の
結
果
、
全
幅
の
信
頼
関
係
に
結
ば
れ
た
 

ヒ
 で
の
参
与
観
察
と
 
い
，
 
「
 ，
こ
 

と
で
あ
る
。
 

壱
 部
の
指
導
者
大
岡
 留一
 
氏
が
「
宮
崎
先
生
は
私
達
 の
 山
下
散
 

の
こ
と
を
私
達
以
上
に
よ
く
ご
存
知
」
と
評
者
に
語
っ
た
言
葉
が
 
そ
れ
を
 

  



  
宗
教
現
象
は
多
く
の
名
称
で
呼
ば
れ
て
き
た
。
「
か
く
れ
キ
リ
シ
 
タ
ン
」
 

「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
「
か
く
れ
切
麦
 
丹
 」
 キ
せ
 。
今
日
の
か
れ
 ら
の
 実
 

態
か
ら
、
著
者
は
表
意
文
字
で
な
く
昔
の
み
を
示
す
 
ヵ
 タ
ヵ
 ナ
 で
 
「
カ
ク
 

レ
 キ
リ
シ
タ
ン
」
と
記
す
こ
と
を
提
唱
す
る
。
こ
の
一
つ
の
現
象
 
：
一
つ
 

カ
 

0
 表
記
法
で
統
一
的
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
は
望
ま
し
い
。
こ
の
 
提
 案
 を
支
 

 
 

さ
ら
に
、
こ
の
部
に
お
い
て
、
本
書
の
王
た
る
舞
台
で
あ
る
生
月
 
の
概
 

要
 、
こ
の
地
の
キ
リ
シ
タ
ン
 
史
 、
聖
地
な
ど
の
説
明
に
加
え
て
、
 

か
つ
て
 

県
 -
 
丁
に
数
万
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
分
布
が
み
ら
れ
た
が
、
今
日
で
は
 
 
 

0
 人
か
ら
一
五
①
①
 人
 、
多
く
推
定
し
て
も
 
二
 ①
①
 0
 人
 程
度
に
  
 

て
い
る
実
状
光
明
ら
か
に
さ
れ
る
 -
 第
一
、
二
章
㍉
緊
急
の
調
 査
 が
求
 

め
ら
れ
て
い
る
所
以
で
あ
る
。
 

第
二
部
と
も
い
い
う
る
部
分
は
、
生
月
 カ
ク
レ
 キ
リ
シ
タ
ン
、
 
と
  
 

吉
郎
の
そ
れ
の
具
体
的
宗
教
活
動
の
現
況
を
記
し
た
数
 
章
 で
あ
る
 

。
衰
退
 

傾
向
の
著
し
い
現
在
、
著
者
に
よ
る
現
状
の
克
明
な
記
録
は
い
た
 
っ
て
 貴
 

車
 で
あ
る
。
 

こ
こ
で
ま
ず
取
り
扱
わ
れ
た
問
題
は
組
織
に
関
し
て
で
あ
る
 
-
 
第
四
 

上
呈
。
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
コ
ン
フ
ラ
リ
ア
 

-
 
組
・
 
講
 -
 を
原
型
 
と
す
る
 

組
織
の
存
在
が
、
宣
教
師
不
在
の
潜
伏
時
代
二
百
数
十
年
に
わ
た
 
 
 

リ
シ
タ
ン
信
仰
が
存
続
し
え
た
最
大
の
要
因
で
あ
る
こ
と
は
し
ば
 
し
ば
 語
 

ら
れ
る
。
現
在
の
 
カ
ク
レ
 キ
リ
シ
タ
ン
の
組
織
も
、
コ
ン
フ
ラ
 

リ
 ア
 組
織
 

0
 名
残
り
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
生
月
吉
郎
に
お
い
て
も
、
 お
 授
け
 

（
洗
礼
一
、
戻
し
 

-
 葬
儀
 -
 を
司
る
 
オ
ジ
役
 、
御
前
様
 
-
 納
戸
伸
 -
  
 

る
 宿
主
の
オ
ヤ
ジ
 
役
 、
小
組
 
-
 コ
ン
パ
ン
ヤ
 -
 責
任
者
の
役
中
、
 
 
 

属
す
る
一
般
信
徒
と
い
う
組
織
が
み
ら
れ
る
。
 

た
し
か
に
、
こ
れ
ら
の
組
織
が
キ
リ
シ
タ
ン
社
会
の
存
続
に
貢
献
 
し
て
 

き
た
と
は
い
え
、
ム
コ
日
の
最
大
の
問
題
は
そ
れ
を
今
後
い
か
に
 

継
 承
 す
る
 

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
般
信
徒
の
減
少
と
り
わ
け
高
齢
化
し
 
た
 役
職
 

の
後
任
選
出
に
は
か
な
り
の
困
難
に
直
面
し
て
い
る
。
後
継
者
不
 
 
 

え
に
、
行
事
の
簡
略
化
な
ど
の
改
革
を
試
み
た
り
、
報
酬
を
出
す
 
 
 

改
善
を
計
り
つ
つ
、
組
織
の
維
持
を
模
索
し
て
い
る
か
れ
ら
の
 す
が
た
 

を
 、
著
者
は
同
じ
 
視
占
に
 立
ち
悩
み
を
共
有
し
な
が
ら
あ
た
た
か
 く
 見
守
 

っ
て
い
る
。
 

オ
ラ
シ
ョ
は
か
れ
ら
の
儀
礼
に
際
し
て
必
ず
唱
え
ら
れ
る
不
可
欠
 
 
 

の
で
あ
る
 
-
 
第
五
寸
 邑
 。
ラ
テ
ン
 
文
 と
日
本
語
訳
文
 -
 慶
長
五
年
 

長
崎
 

刊
 

の
 
「
お
ら
し
ょ
の
 翻
詳
 し
と
か
ら
な
っ
て
お
り
、
全
部
唱
え
る
  
 

五
 0
 分
を
要
す
る
。
オ
ラ
シ
ョ
は
明
確
に
カ
ト
リ
ッ
ク
 
的
 要
素
を
 示
し
て
 

い
る
と
は
い
え
、
今
日
の
 
カ
ク
レ
 キ
リ
シ
タ
ン
は
そ
れ
が
本
来
意
 抹
 す
る
 

と
こ
ろ
を
ま
っ
た
く
理
解
し
て
お
ら
ず
、
ま
さ
に
呪
文
化
し
て
お
 
 
 

術
的
 神
秘
的
 力
 を
も
つ
も
の
と
感
じ
て
い
る
。
こ
の
オ
ラ
シ
ョ
に
 
関
し
て
 

も
 、
 暗
話
 す
る
の
が
伝
統
で
あ
る
が
、
近
年
は
簡
略
化
し
た
り
、
 

本
 を
み
 

な
が
ら
と
い
う
よ
う
に
改
革
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
な
お
、
巻
末
に
 
オ
 ラ
シ
ョ
 

が
 記
載
さ
れ
て
い
る
。
 

カ
ク
レ
 
キ
リ
シ
タ
ン
の
年
中
行
事
は
多
岐
に
わ
た
り
三
五
を
数
 
え
る
 

茎
立
 ハ
 上
呈
。
そ
こ
で
は
所
願
 
-
 オ
ラ
シ
ョ
奉
唱
 
-
 、
直
会
、
宴
会
 
と
 神
道
 

行
事
の
構
造
と
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
神
道
と
の
虚
仮
性
 を
 指
摘
す
 

 
 
 
 

る
 。
年
中
行
事
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
暦
に
由
来
す
る
も
の
も
あ
 
る
が
、
 

 
 

農
事
、
死
者
供
養
、
 
疫
 払
い
の
ご
と
き
現
世
利
益
的
性
格
の
も
 の
が
 多
 

い
 。
本
書
の
後
段
に
お
い
て
、
著
者
は
教
理
的
理
解
を
ほ
と
ん
ど
 

 
 

 
 

い
か
れ
ら
の
「
信
仰
世
界
」
を
考
察
す
る
に
際
し
、
こ
の
年
中
行
 
事
 を
と
 



 
 

年
中
行
事
以
外
の
必
要
に
応
じ
て
随
時
行
わ
れ
る
行
事
に
「
お
 
授
  
 

と
「
戻
し
 万
 」
が
あ
る
 

-
 
第
七
上
呈
。
前
者
は
洗
礼
に
あ
た
り
、
 

 
 

キ
リ
シ
タ
ン
の
儀
礼
体
系
の
な
か
で
最
も
カ
ト
リ
ッ
ク
と
の
関
連
 
を
 示
し
 

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
か
れ
ら
は
そ
の
本
来
的
意
味
の
理
解
は
な
 
 
 

か
し
、
「
お
授
け
」
に
関
し
て
様
々
の
タ
ブ
ー
が
存
す
る
こ
と
は
 

そ
の
 重
 

要
 性
を
示
す
と
い
え
る
。
と
は
い
え
、
最
近
で
は
ほ
と
ん
ど
お
 
授
 け
の
 実
 

や
は
り
後
継
者
不
足
は
探
 刻
 で
あ
る
。
 

「
戻
し
方
」
と
は
葬
儀
の
こ
と
で
あ
る
。
死
者
の
魂
を
パ
ラ
イ
  
 

「
戻
す
」
と
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
観
念
は
す
で
に
な
 

 
 

い
ら
れ
る
舌
口
業
が
存
す
る
だ
け
で
あ
る
。
葬
儀
は
仏
式
と
キ
リ
シ
 

タ
ン
式
 

の
 二
重
で
行
わ
れ
、
か
つ
て
は
「
 

経
 消
し
」
と
い
う
仏
式
否
定
の
 
 
 

あ
っ
た
が
、
今
 
H
 
で
は
双
方
の
形
式
に
よ
る
葬
儀
に
ご
利
益
が
あ
 ると
 考
 

え
ら
れ
て
い
る
。
 

第
三
部
と
も
い
い
う
る
第
八
章
か
ら
第
一
一
章
は
、
本
書
の
中
心
 
 
 

7
 で
あ
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
「
信
仰
世
界
」
の
分
析
部
分
で
あ
る
  
 

で
、
そ
の
信
仰
と
行
事
の
体
系
が
日
本
の
民
俗
宗
教
の
諸
特
性
を
 
典
型
的
 

な
か
た
ち
で
具
有
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
ま
で
 
公
 に
さ
 

れ
た
先
行
研
究
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
、
カ
ク
 レ キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
 
の
 本
質
 

に
か
か
わ
る
論
究
で
あ
る
。
 

ま
ず
著
者
は
か
れ
ら
の
他
界
観
を
取
り
上
げ
る
（
第
八
上
呈
。
 

す
 
で
に
 

の
 べ
た
よ
う
に
、
オ
ラ
シ
ョ
は
か
れ
ら
に
と
り
一
種
の
呪
文
に
近
 

 
 

と
え
 パ
ラ
イ
ゾ
な
ど
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
意
味
 
 
 

 
 

 
 

と
い
う
キ
リ
シ
タ
ン
的
他
界
観
は
み
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
先
祖
 
の
 殉
教
 

地
 
（
中
江
ノ
島
な
ど
の
遺
跡
 -
 あ
る
い
は
先
祖
を
祀
る
仏
壇
そ
の
 
 
 

他
界
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
い
わ
ば
祖
先
の
霊
が
 
存
 す
る
 場
 

が
 他
界
で
あ
り
、
日
本
人
一
般
の
他
界
観
 と
 何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
 
が
な
れ
 

 
 

著
者
は
一
貫
し
て
 
カ
ク
レ
 キ
リ
シ
タ
ン
を
、
日
本
の
民
俗
宗
教
の
 

一
つ
 

で
あ
る
と
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
第
九
章
で
こ
の
占
を
正
面
 
か
ら
 取
 

り
 上
げ
る
。
民
俗
宗
教
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
、
重
層
信
仰
、
 

祖
先
 崇
 

拝
 、
現
世
利
益
、
儀
礼
中
心
主
義
を
あ
げ
、
カ
ク
 レ
 キ
リ
シ
タ
ン
 
に
は
ま
 

さ
に
そ
の
す
べ
て
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
あ
り
 
万
は
カ
 

ト
リ
ッ
ク
と
本
質
的
に
対
照
的
な
ま
で
に
変
容
し
て
い
る
と
い
わ
 
 
 

 
 

そ
れ
で
は
、
カ
ク
 
レ
 キ
リ
シ
タ
ン
は
い
か
な
る
も
の
を
信
仰
対
象
   

て
い
る
の
か
 

牡
 東
一
①
 章
 ㍉
キ
リ
ス
ト
教
的
唯
一
絶
対
神
は
も
 
は
や
み
 

ら
れ
な
い
。
た
し
か
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
由
来
す
る
信
仰
対
象
も
 
 
 

な
い
が
、
生
月
の
諸
神
仏
、
祖
霊
、
そ
れ
に
御
前
様
 -
 
生
月
で
は
 
「
純
一
戸
 

神
 」
と
は
い
わ
な
い
 
-
 、
サ
ン
ジ
ュ
ワ
ン
 
様
鏑
 王
水
 -
 な
ど
、
「
 知
 覚
 で
き
 

る
 物
的
存
在
と
し
て
の
神
」
で
あ
る
。
こ
の
中
で
も
と
く
に
御
前
 
様
は
重
 

要
 で
あ
り
、
「
 ツ
 モ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
オ
ヤ
ジ
役
宅
の
祭
壇
に
 祀
 ら
れ
、
 

諸
行
事
の
多
く
は
こ
の
御
前
様
の
前
で
行
わ
れ
る
。
 

生
月
の
 カ
ク
レ
 
の
神
観
念
に
と
り
重
要
な
の
は
、
「
御
霊
入
れ
 」
と
 

「
御
霊
抜
き
」
で
あ
る
と
い
う
。
か
れ
ら
に
と
っ
て
の
神
は
 

カ
ト
  
 

に
 由
来
す
る
神
や
日
本
の
神
仏
と
い
う
よ
り
、
「
御
霊
 

-
 
み
魂
一
  
 

て
い
る
も
の
」
「
ア
ニ
マ
の
内
在
す
る
物
的
存
在
」
で
あ
り
、
 

一
 種
の
フ
 

ェ
 テ
ィ
シ
ズ
ム
と
す
る
。
こ
の
御
霊
の
入
っ
た
も
の
、
と
り
わ
け
 
御
前
様
 

に
 供
物
を
捧
げ
所
願
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
幸
運
が
約
束
さ
れ
る
 
 
 

  



書評と紹介 

本
書
は
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
と
り
わ
け
戦
後
大
き
く
変
貌
 
し
 た
日
 

本
の
社
会
構
造
あ
る
い
は
世
俗
化
の
波
に
呑
み
込
ま
れ
よ
う
と
  
 

る
 、
カ
ク
 レ
 キ
リ
シ
タ
ン
と
い
う
一
地
方
の
宗
教
体
系
の
動
向
の
 
記
述
を
 

目
的
の
一
つ
に
し
て
い
る
。
明
確
な
教
理
も
な
く
、
た
だ
伝
統
的
 
に
 順
守
 

さ
れ
て
き
た
信
仰
と
行
事
の
体
系
は
、
若
者
た
ち
に
魅
力
あ
る
も
 
 
 

て
 継
承
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
衰
退
の
一
路
を
辿
っ
て
い
る
。
ま
さ
 に山
下
 

利
休
 

鵬
 

史
の
脚
註
へ
と
足
早
に
進
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。
著
者
宮
崎
氏
 はこ
う
 

し
 た
カ
 ク
レ
 キ
リ
シ
タ
ン
の
現
況
を
詳
細
な
記
録
と
し
て
残
す
こ
 
と
に
 成
 

功
 し
て
い
る
。
と
く
に
、
自
ら
の
研
究
上
の
視
座
を
保
持
し
な
が
 
ら
も
、
 

か
れ
ら
と
の
全
幅
の
信
頼
関
係
に
結
ば
れ
、
指
導
者
た
ち
の
悩
み
 
を
 共
有
 

し
つ
つ
調
査
を
試
み
る
宮
崎
氏
の
姿
勢
は
、
こ
の
種
の
宗
教
調
査
 
の
範
と
 

も
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
 

に
 儀
礼
が
続
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
御
霊
の
入
っ
 
 
 

が
 古
く
な
れ
ば
、
戻
し
の
儀
礼
「
御
霊
抜
き
」
が
必
要
と
な
る
。
 

放
置
し
 

た
り
す
れ
ば
 
タ
タ
リ
 を
招
致
す
る
の
で
あ
る
。
 

さ
ら
に
、
著
者
は
 
カ
ク
レ
 キ
リ
シ
タ
ン
調
査
に
際
し
て
タ
フ
ー
の
 

多
さ
 

に
 驚
か
さ
れ
、
タ
ブ
ー
の
分
析
こ
そ
か
れ
ら
の
信
仰
世
界
理
解
の
 
鍵
 で
あ
 

る
と
こ
れ
に
 
任
 目
す
る
 
一
 
第
一
一
章
Ⅰ
 
@
 章
で
ふ
れ
た
フ
ェ
テ
  
 

ム
 は
幾
多
の
タ
ブ
ー
に
と
り
囲
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
タ
ブ
ー
を
 
犯
 す
こ
と
 

で
 霊
を
汚
し
、
そ
の
怒
り
に
ふ
れ
、
人
び
と
に
 タ
タ
リ
 が
及
ぼ
さ
 れ
る
。
 

こ
の
 タ
タ
リ
 が
ひ
き
起
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
か
れ
ら
は
儀
礼
を
遂
 
@
 し
タ
 

ブ
 ー
を
順
守
す
る
の
で
あ
る
。
カ
ク
 

レ
 を
や
め
な
い
主
た
る
理
由
 の 
一
つ
 

に
 、
こ
の
タ
ブ
ー
・
 
タ
 タ
リ
信
仰
が
強
固
に
存
す
る
こ
と
を
指
摘
 
 
 

る
 。
 

本
書
の
目
的
の
 
ム
 「
一
つ
は
、
カ
ク
 レ
 キ
リ
シ
タ
ン
を
日
本
の
宗
教
 

史
上
 

に
 位
置
づ
け
、
そ
れ
が
す
で
に
カ
ト
リ
ッ
ク
的
伝
統
を
喪
失
し
た
 
民
俗
 宗
 

我
 と
化
し
て
い
る
こ
と
の
実
証
で
あ
る
。
本
書
の
後
段
、
評
者
が
 
第
三
部
 

と
し
た
部
分
で
著
者
は
そ
の
努
力
を
傾
圧
し
て
い
る
。
著
者
が
こ
 
0
 目
的
 

の
た
め
に
取
り
上
げ
た
の
は
、
年
中
行
事
を
は
じ
め
と
す
る
 
諸
儀
  
 

る
 。
た
と
え
ば
ラ
テ
ン
 
文
や
 
「
お
ら
し
ょ
の
 翻
 諸
口
に
復
元
可
能
 な
オ
ラ
 

ン
ョ
 は
、
た
し
か
に
カ
ト
リ
ッ
ク
的
要
素
を
示
し
て
い
る
と
は
い
 

え
、
そ
 

0
 本
来
的
意
味
内
容
は
ま
っ
た
く
理
解
さ
れ
て
お
ら
ず
、
呪
文
化
 
し
て
し
 

ま
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
オ
ラ
シ
ョ
の
分
析
は
今
日
的
 
意
義
を
 

も
た
な
い
が
ゆ
え
に
、
諸
儀
礼
を
中
小
に
か
れ
ら
の
信
仰
世
界
、
 

い
わ
ば
 

「
カ
ク
 レ
鰻
頭
 」
の
本
質
部
分
た
る
ア
ン
コ
が
純
和
風
で
あ
る
こ
 と
を
 明
 

ら
か
に
す
る
方
法
が
採
 
m
 さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
適
切
な
 

万
法
を
 

用
い
て
の
成
果
が
、
カ
ク
 
レ
 キ
リ
シ
タ
ン
は
日
本
の
典
型
的
な
民
 俗 宗
教
 

の
 
一
つ
と
い
う
事
実
の
検
証
に
ほ
か
な
ら
な
 

本
書
は
 カ
ク
レ
 キ
リ
シ
タ
ン
の
現
在
を
取
り
扱
っ
た
す
ぐ
れ
た
 
研
 由
ヰ
八
室
 

日
 

で
あ
る
。
し
か
し
、
評
者
に
は
若
干
の
疑
問
に
思
え
る
点
の
あ
る
 
こ
と
も
 

指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
一
つ
は
所
信
 師 
一
木
ウ
ニ
ン
一
の
 存
 在
 で
あ
 

る
 。
カ
ク
 u
 社
会
に
お
い
て
か
れ
ら
自
身
で
解
決
し
え
な
い
宗
教
 
的
 危
機
 

に
 直
面
し
た
際
、
組
織
宗
教
の
神
工
な
い
し
仏
僧
に
よ
ら
ず
、
 

ま
 
っ
 た
く
 

の
 民
間
宗
教
者
で
あ
る
 
祈
禧
師
 
に
依
存
し
、
そ
の
指
示
を
仰
ぐ
 

慣
 行
か
ぬ
 

る
 。
こ
の
事
例
は
か
れ
ら
が
一
つ
の
民
俗
宗
教
で
あ
る
こ
と
の
 
有
 力
な
ィ
 

ン
デ
ッ
ク
 ス
 た
り
う
る
。
 

ホ
 ウ
ニ
ン
の
役
割
と
機
能
そ
し
て
地
位
 を
さ
ら
 

 
 

に
 掘
り
下
げ
て
の
論
求
が
な
か
っ
た
の
は
何
故
か
、
と
感
じ
る
の
 
は
 評
者
 

 
 
 
 

の
み
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

ム
 「
一
つ
気
に
な
る
占
は
神
観
念
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
「
 

御
 W
@
 」
 



の
ご
と
き
が
ま
さ
に
信
仰
対
象
と
し
て
最
重
要
視
さ
れ
る
仲
酌
 
存
 在
 で
あ
 

る
と
し
て
も
、
「
オ
マ
フ
 
り
 」
「
オ
テ
ン
ペ
シ
ャ
」
の
類
は
む
し
ろ
 
 
 

い
し
玩
具
と
い
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
「
 

み
魂
 
-
 
御
幸
ま
入
れ
」
 
が
繍
 ㌍
 行
 

さ
れ
た
ゆ
え
に
「
聖
な
る
も
の
」
で
あ
り
、
タ
ブ
ー
に
と
り
囲
ま
 
れ
て
は
 

い
て
も
、
「
御
前
様
」
と
同
格
で
は
な
い
。
著
者
は
「
玉
串
 

神
 」
 と
「
 機
 

能
神
 」
と
に
分
つ
が
、
そ
れ
で
十
分
な
説
明
と
は
思
え
な
い
。
 

ま
 た
 
「
 御
 

霊
 入
れ
」
が
 神
 観
念
の
 キ
 イ
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
 

フ
 エ
テ
ィ
 

シ
ズ
ム
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
ア
ニ
ミ
ズ
ム
が
強
調
さ
る
べ
き
で
あ
 

ろ
う
。
 

ア
ニ
ミ
ズ
ム
こ
そ
日
本
の
民
俗
宗
教
に
ひ
ろ
く
観
察
さ
れ
る
要
素
 
の
 
一
つ
 

と
 考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
な
若
干
の
疑
問
が
評
者
に
は
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
 

 
 

こ
と
で
本
書
の
価
値
が
損
な
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
本
書
に
お
 
 
 

衰
退
傾
向
著
し
い
 
カ
ク
レ
 キ
リ
シ
タ
ン
の
現
況
を
つ
ぶ
さ
に
記
録
 
し
、
そ
 

れ
が
民
俗
宗
教
化
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
目
的
は
充
分
 
達
せ
ら
 

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
本
書
の
公
刊
に
よ
り
、
世
人
が
 
カ
ク
レ
 キ
リ
 シ
タ
ン
 

に
 寄
せ
る
多
く
の
誤
解
た
と
え
ば
、
弾
圧
を
避
け
る
べ
く
 

仏
 教
徒
を
 

装
い
な
が
ら
 
依
殊
 
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
を
維
持
し
て
い
る
篤
信
の
人
 
び
と
、
 

な
ど
を
 矯
 す
こ
と
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
。
 



  

本
書
は
、
カ
ン
ト
「
単
な
る
理
性
の
限
界
内
に
お
け
る
宗
教
」
 一
 
 
 

ヨ
 %
 教
諭
」
と
昭
一
を
主
な
考
察
対
象
と
し
つ
つ
、
カ
ン
ト
哲
学
 と
 キ
リ
 

ス
ト
 教
 と
の
関
係
を
、
批
判
哲
学
に
よ
っ
て
打
ち
立
て
ら
れ
た
 一
 
理
性
へ
 

の
 信
頼
」
と
い
う
 
観
 占
か
ら
一
貫
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
試
み
で
 
あ
る
。
 

批
判
哲
学
を
完
成
し
た
カ
ン
ト
は
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
次
に
一
 

つ
の
 具
 

体
 的
な
宗
教
、
す
な
わ
ち
カ
ン
ト
自
身
の
生
き
る
歴
史
的
現
実
で
 
あ
っ
た
 

キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
批
判
的
考
察
を
加
え
て
い
る
。
自
身
の
生
 
き
る
 現
 

実
社
会
と
の
こ
の
よ
う
な
批
判
的
対
決
は
、
哲
学
思
想
に
と
っ
て
 「
必
須
 

の
 課
題
」
で
あ
る
、
と
著
者
は
述
べ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
 
 
 

対
決
に
お
い
て
カ
ン
ト
の
哲
学
的
立
場
は
揺
ら
ぐ
こ
と
な
く
貫
か
 
れ
て
お
 

り
 、
そ
れ
は
や
が
て
青
年
時
代
の
へ
 

｜
 ゲ
ル
に
決
定
的
な
影
響
を
 
与
え
、
 

彼
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
ら
れ
る
。
本
書
は
こ
の
よ
う
な
カ
ン
ト
 
哲
 学
と
キ
 

リ
ス
ト
 教
 と
の
対
決
の
経
過
を
明
確
に
再
現
し
、
分
析
・
検
討
す
 
る
 。
 そ
 

の
 意
味
で
本
書
は
 
、
 常
に
鋭
く
一
貫
し
た
真
理
を
追
究
す
る
近
代
 の
 哲
学
 

思
想
と
既
成
の
宗
教
と
の
間
の
激
し
い
緊
張
関
係
を
鮮
明
に
描
き
 
出
す
も
 

の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
加
え
て
、
哲
学
が
宗
教
に
つ
い
て
ぬ
 

珊
 じ
る
こ
 

脇
坂
真
弘
 

近
代
文
芸
社
一
九
九
六
年
二
月
二
五
日
刊
 

四
六
判
二
八
八
頁
一
八
四
五
円
 

氷
見
 
潔
著
 

「
カ
ン
ト
哲
学
と
キ
リ
ス
ト
教
」
 

  



書評と紹介 

続
い
て
、
本
書
の
内
容
を
章
を
追
っ
て
紹
介
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
 
第
一
 

章
 
「
批
判
哲
学
と
 
コ
 下
散
 論
 」
と
の
関
係
」
に
お
い
て
、
著
者
は
 「
 
亡
 
ホ
教
 

ョ
冊
」
そ
の
も
の
の
考
察
に
先
立
ち
、
あ
ら
か
じ
め
批
判
哲
学
 

-
 
時
 

「
 
実
 

践
 理
性
批
判
」
及
び
「
判
断
力
批
判
旨
と
の
関
係
に
お
け
る
 
ヨ
 本
数
 ゑ
哩
 

0
 位
置
づ
け
を
試
み
る
。
著
者
は
、
 

ョ
聖
 責
善
」
の
概
念
の
二
 
義
 性
 を
指
 

摘
 す
る
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
所
説
を
引
き
つ
つ
、
こ
の
説
に
根
 
木
杓
 修
 

正
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
批
判
哲
学
と
の
関
係
か
ら
「
宗
教
 
三
冊
」
 
を
 

解
釈
す
る
た
め
の
独
自
の
視
点
を
定
め
て
い
る
。
 

著
者
に
よ
れ
ば
、
「
実
践
理
性
批
判
」
で
の
個
人
的
な
道
徳
的
実
 

践
と
 

「
判
断
力
批
判
」
で
新
た
に
獲
得
さ
れ
た
道
徳
神
学
的
世
界
観
 

と
 の
綜
 ム
口
 

を
 達
成
し
た
の
が
 
冨
 ホ
我
 論
 」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「
判
断
力
 

批
 判
 」
 

お
い
て
獲
得
さ
れ
た
道
徳
神
学
的
世
界
観
の
中
で
、
人
類
は
「
 
創
 壮
迫
 
小
 
い
究
 

極
目
的
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
一
方
、
個
々
の
人
間
は
こ
 
 
 

な
人
類
の
類
的
在
り
方
に
自
ら
参
与
す
る
た
め
に
、
道
徳
律
に
適
 
合
し
て
 

行
為
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
と
き
個
人
の
道
徳
的
実
践
の
究
極
 
目
的
と
 

し
て
表
象
さ
れ
る
の
が
 ョ
堅
 責
善
」
で
あ
り
、
 
ョ
 堅
塁
」
の
 実
 現
 可
能
 

性
を
保
証
す
る
者
と
し
て
神
が
出
会
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
 

こ
  
 

な
垣
的
 基
盤
に
基
づ
く
個
人
の
道
徳
的
実
践
に
関
し
て
は
、
す
で
 @
 
 

-
@
 
 

司
 
キ
 
リ
 

と
の
意
味
と
難
し
さ
を
、
す
な
わ
ち
「
宗
教
哲
学
」
と
い
う
学
問
 
の
 一
つ
 

の
 在
り
方
と
そ
の
含
み
持
つ
困
難
と
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
よ
 
 
 

思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
評
者
に
は
、
著
者
が
鮮
明
に
描
き
出
す
 
宗
教
と
 

哲
学
と
の
対
立
が
、
既
成
の
権
威
と
真
理
の
追
究
と
の
対
立
の
構
 
 
 

な
ら
ず
、
「
 信
 」
 対
 
「
 知
 」
の
根
本
的
な
対
立
を
も
顕
に
し
て
い
 る
よ
う
 

に
 思
え
る
か
ら
で
あ
る
。
 

断
力
 批
判
」
が
考
察
し
て
は
い
た
が
、
し
か
し
両
者
の
綜
合
を
十
 
分
 に
成
 

し
 遂
げ
た
の
は
 
忍
 ホ
教
諭
」
で
あ
る
と
著
者
は
見
て
い
る
。
 

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
 

碍
に
 基
づ
き
、
著
者
は
続
く
第
二
章
 か ら
第
 

五
章
に
お
い
て
、
ヨ
本
教
諭
」
本
論
の
内
容
を
順
次
カ
ン
ト
の
 
叙
  
 

っ
て
検
討
し
て
い
る
。
ま
ず
、
第
二
章
「
根
源
 

悪
 と
原
罪
」
で
は
 

「
宗
教
 

ュ
凸
 
第
一
部
の
内
容
が
扱
わ
れ
る
。
著
者
も
触
れ
て
い
る
通
り
  
 

研
究
者
は
こ
れ
ま
で
 

口
 ホ
教
諭
」
の
中
で
も
と
り
わ
け
こ
の
第
一
 

部
 を
重
 

要
祝
 し
て
き
た
。
「
実
践
理
性
批
判
」
に
お
け
る
自
由
が
善
へ
の
 

能
力
で
 

あ
っ
た
の
に
対
し
、
 
ヨ
 示
教
論
」
第
一
部
で
の
自
由
は
 
、
 悪
へ
の
 
可
能
性
 

を
も
含
む
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
由
 
概
念
の
 

変
化
は
、
カ
ン
ト
の
自
由
論
に
と
っ
て
進
歩
な
の
か
後
退
な
の
か
 
0
 
 
至
心
 へ
 

の
 自
由
と
い
う
新
た
な
可
能
性
は
、
カ
ン
ト
の
自
由
論
の
本
来
の
 
意
義
を
 

失
わ
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
カ
ン
ト
が
こ
の
第
一
部
で
 
新
た
に
 

用
い
る
人
間
本
性
の
「
根
源
 悪
 」
と
い
う
概
念
は
、
理
性
の
自
律
 を
 
「
 原
 

罪
 」
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
教
義
に
屈
従
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
の
 か
 

著
者
は
こ
れ
ら
の
問
い
に
「
否
」
と
答
え
る
。
確
か
に
「
実
践
 
理
  
 

判
 」
は
、
人
間
的
自
由
の
成
立
を
そ
の
根
本
的
要
件
一
理
性
独
自
 
の
 因
果
 

性
と
 道
徳
律
の
意
識
一
に
お
い
て
捉
え
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
ま
 
だ
 自
由
 

概
念
の
抽
象
的
・
形
式
的
把
握
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
 
「
 ゐ
ホ
ヰ
鰍
 

論
 」
第
一
部
で
は
、
道
徳
律
に
対
立
す
る
自
己
愛
的
要
因
が
感
覚
 
的
 ・
 経
 

験
的
 動
機
と
し
て
実
際
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
と
 
道
徳
律
 

と
い
う
二
つ
の
動
機
を
材
料
と
し
た
格
率
構
成
の
働
き
こ
そ
が
 現
実
的
 

 
 
 
 
 
 

か
つ
具
体
的
な
人
間
的
自
由
と
し
て
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

し
た
が
っ
て
、
著
者
は
こ
の
よ
う
な
カ
ン
ト
の
自
由
概
念
の
変
   

 
 

「
大
き
な
進
歩
」
を
認
め
る
。
そ
の
上
で
、
著
者
は
カ
ン
ト
の
 「
根
源
 



悪
 」
と
キ
リ
ス
ト
教
教
義
に
お
け
る
「
原
罪
」
と
の
比
較
検
討
を
 
試
み
て
 

い
る
。
著
者
は
両
概
念
が
か
な
り
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
否
定
 
し
て
は
 

い
な
い
。
本
質
的
な
次
元
で
見
れ
ば
、
両
者
は
同
じ
内
容
で
あ
る
 
こ
と
を
 

認
め
て
す
ら
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
明
確
な
違
い
が
現
れ
る
の
 
は
む
し
 

ろ
こ
の
悪
の
克
服
の
道
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
恩
寵
に
よ
る
 
救
 済
の
道
 

を
 説
く
。
こ
れ
に
対
し
て
カ
ン
ト
は
、
一
貫
し
て
実
践
哲
学
の
基
 
不
 信
条
 

を
 貫
く
。
つ
ま
り
、
「
 汝
 為
す
べ
き
が
ゆ
え
に
為
し
能
う
」
と
い
 う
 理
性
 

的
 三
体
の
自
力
に
よ
る
克
服
の
道
を
説
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
 

、
著
者
 

は
こ
の
「
宗
教
 
ョ
塑
 第
一
部
の
論
述
か
ら
、
宗
教
的
権
威
に
対
す
 8 カ
 ン
 

ト
の
 哲
学
的
理
性
の
挫
折
ど
こ
ろ
か
、
「
一
段
と
深
め
ら
れ
た
 
彼
 の
 理
性
 

へ
の
信
頼
の
念
」
を
こ
そ
読
み
取
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
「
 

理
性
へ
 

の
 信
頼
」
こ
そ
が
第
二
部
以
降
の
議
論
を
理
解
す
る
た
め
の
鍵
に
 
な
る
、
 

と
 考
え
る
の
で
あ
る
。
 

続
い
て
、
第
三
章
「
イ
ェ
ス
 

論
 」
で
は
「
宗
教
 
ョ
遡
 第
二
部
の
内
 容
が
 

検
討
さ
れ
る
。
「
宗
教
論
」
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て
カ
ン
ト
が
当
局
 
の
 検
閲
 

を
 受
け
、
最
終
的
に
国
王
命
令
に
よ
っ
て
宗
教
に
関
す
る
意
見
 
発
 表
 の
 禁
 

止
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
 一
 
・
検
閲
 
不
 ム
ロ
 
格
 」
 

0
 間
題
作
が
第
二
部
な
の
で
あ
る
。
イ
エ
ス
論
を
中
小
と
し
て
 
具
 体
 的
に
 

奇
蹟
や
恩
寵
の
問
題
に
ま
で
批
判
的
解
釈
を
展
開
す
る
第
二
部
は
 
、
第
一
 

部
 よ
り
も
さ
ら
に
深
く
、
教
会
的
信
仰
の
内
部
に
立
ち
入
る
内
容
 
と
な
っ
 

て
い
る
。
し
か
し
、
カ
ン
ト
は
こ
こ
で
も
恐
れ
る
こ
と
な
く
自
身
 
の
 哲
学
 

的
 理
性
に
基
づ
き
、
信
仰
内
容
の
徹
底
的
な
取
捨
選
択
を
行
な
 
う
 。
著
者
 

に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
神
学
的
キ
リ
ス
ト
論
に
対
す
る
近
代
的
理
 
性
 主
体
 

の
 挑
戦
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
既
成
の
権
威
 
と
の
 激
 

し
い
衝
突
が
国
家
権
力
に
よ
る
弾
圧
を
招
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
 
は
 真
正
 

の
 哲
学
思
想
に
ふ
さ
わ
し
い
「
 逮
 の
な
り
ゆ
き
」
で
あ
っ
た
 
、
 と
 著
者
 

 
 
 
 

は
 見
る
。
 

 
 

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
カ
ン
ト
は
福
音
書
の
記
述
か
ら
イ
ェ
ス
の
 
神
性
 

 
 

の
 超
自
然
的
な
証
明
一
例
え
ば
「
生
誕
の
奇
蹟
」
 

-
 を
 
一
切
退
け
 る
 。
 奇
 

蹟
 と
は
キ
リ
ス
ト
教
が
か
つ
て
蒙
昧
な
社
会
に
お
い
て
人
々
の
 
、
小
 
を
 捉
え
 

ん
が
た
め
に
こ
し
ら
え
た
一
種
の
「
方
便
」
で
あ
る
、
と
カ
ン
ト
 
は
 考
え
 

る
 。
カ
ン
ト
に
と
っ
て
、
神
学
の
い
う
イ
エ
ス
の
神
子
性
と
は
 
結
 局
単
 な
 

る
 地
楡
 に
 過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
カ
ン
ト
の
哲
学
的
理
性
が
 
め
 旧
土
日
主
日
 

に
 見
出
だ
 す
 イ
エ
ス
 像
 と
は
、
善
悪
南
原
理
の
職
別
な
闘
 い
 で
あ
 8
 人
間
 

の
道
徳
性
の
現
実
に
お
い
て
、
あ
く
ま
で
も
人
間
が
模
範
と
す
べ
 

き
、
 道
 

徳
 的
な
善
の
理
想
と
し
て
の
一
個
の
人
格
な
の
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
カ
ン
ト
の
こ
の
よ
う
な
哲
学
的
イ
エ
ス
像
に
対
し
て
、
 

一
切
 

の
 詮
索
抜
き
に
生
誕
の
奇
蹟
を
こ
そ
イ
エ
ス
の
神
子
生
の
端
的
な
 
証
明
と
 

見
 な
す
伝
統
的
宗
教
の
立
場
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
激
し
く
 反
発
す
 

る
 。
こ
の
両
者
の
対
立
に
お
い
て
、
著
者
は
、
純
粋
な
理
性
の
限
 
界
 内
で
 

読
み
取
り
得
る
こ
と
の
み
を
提
示
せ
ん
と
す
る
カ
ン
ト
の
側
に
 こ
そ
、
 

「
近
代
の
理
性
的
主
体
と
し
て
の
人
間
の
追
求
す
べ
き
「
敬
虔
 

さ
 」
の
す
 

ぐ
れ
た
モ
デ
ル
」
を
見
る
。
そ
の
「
敬
虔
 
さ
 」
と
は
、
理
性
の
限
 界
 を
知
 

る
 
一
方
で
、
そ
の
限
界
内
に
お
け
る
理
性
の
完
全
な
権
能
を
確
 立
し
た
 

「
近
代
的
理
性
人
の
衿
持
と
慎
み
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
 

次
に
第
四
章
「
共
同
体
論
」
で
は
、
「
宗
教
 

ョ
遡
 
第
三
部
の
内
容
 が
考
 

察
さ
れ
て
い
る
。
カ
ン
ト
は
こ
の
第
三
部
で
、
善
の
原
理
の
勝
利
 
を
 普
遍
 

的
な
倫
理
的
共
同
体
の
実
現
と
し
て
論
述
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
 
て
、
こ
 

こ
で
 カ
ン
ト
の
哲
学
的
批
判
の
対
象
と
な
る
の
は
「
神
の
国
」
 と
「
 教
 

会
 」
と
い
う
神
学
的
概
念
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
の
第
三
部
の
論
 
述
の
中
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圧
 の
問
題
 と
 、
そ
こ
に
現
れ
る
カ
ン
ト
の
哲
学
的
聖
書
解
釈
の
原
 
理
 と
を
 

考
察
し
て
い
る
。
 

著
者
は
、
「
諸
学
部
の
争
い
」
に
描
か
れ
る
神
学
部
と
哲
学
部
と
 の
恥
王
 

書
 解
釈
を
め
ぐ
る
争
い
に
注
目
す
る
。
聖
書
の
伝
統
的
解
釈
を
護
 
持
し
、
 

国
家
権
力
と
共
通
意
見
を
抱
く
神
学
部
に
対
し
、
哲
学
部
は
理
性
 
独
白
の
 

聖
書
解
釈
原
理
を
掲
げ
て
対
抗
す
る
。
こ
こ
で
カ
ン
ト
が
示
し
て
 いる
 哲
 

学
的
聖
書
解
釈
の
原
理
は
、
第
五
章
ま
で
で
分
析
さ
れ
た
「
宗
教
 
払
柵
 
」
 チ
 
L
 

の
 聖
書
解
釈
の
原
理
に
等
し
い
。
著
者
は
カ
ン
ト
の
叙
述
に
沿
っ
 
 
 

の
 原
理
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
理
性
に
よ
る
 
徹
底
的
 

な
 聖
書
の
批
判
的
解
釈
、
啓
示
に
基
づ
く
信
仰
よ
り
も
「
行
い
」
 

を
 先
に
 

す
る
道
徳
的
態
度
、
行
為
に
お
け
る
他
力
の
否
定
、
自
力
を
往
き
 
尽
く
す
 

道
徳
的
主
体
の
み
に
許
さ
れ
る
超
越
的
力
一
他
力
一
の
協
力
の
相
 

胆
疋
 、
 と
 

い
う
四
つ
の
原
理
で
あ
る
。
 

続
い
て
、
本
書
は
い
よ
い
よ
最
終
章
で
あ
る
第
七
章
「
ベ
ル
ン
 
期
  
 

ゲ
ル
の
キ
リ
ス
ト
教
理
解
」
に
入
る
。
こ
こ
で
考
察
の
対
象
と
 な
る
の
 

は
、
へ
｜
 ゲ
ル
の
「
イ
エ
ス
の
生
涯
」
及
び
「
キ
リ
ス
ト
教
の
実
 
定
性
」
 

で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
 
べ
 ル
ン
時
代
の
へ
 
｜
 ゲ
ル
の
思
想
の
中
に
 
 
 

ト
の
 
「
宗
教
 払
肥
が
 提
起
し
た
問
題
を
継
承
発
展
さ
せ
つ
つ
、
 

や
 が
て
は
 

こ
れ
を
大
き
く
乗
り
越
え
て
い
く
よ
う
な
一
つ
の
思
想
動
向
を
見
 
出
だ
し
 

て
い
る
。
 

ま
ず
、
著
者
は
「
イ
エ
ス
の
生
涯
」
を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
 へ
｜
  
 

は
 カ
ン
ト
の
イ
エ
ス
像
を
継
承
し
つ
つ
も
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
 一
 
歩
 を
踏
 

み
 出
し
て
、
一
個
の
道
徳
の
教
師
と
し
て
の
イ
ェ
ス
の
人
間
像
を
 
、
そ
の
 

具
体
的
な
歴
史
的
生
涯
に
お
い
て
描
き
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
 
な
 描
写
 

の
 試
み
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
根
底
を
掘
り
返
し
、
さ
ら
に
は
神
 
学
 と
の
 

完
全
な
訣
別
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
神
学
生
と
し
て
出
発
 
 
 

 
 

｜
 ゲ
ル
の
思
想
に
と
っ
て
画
期
的
な
意
義
を
持
つ
、
と
著
者
は
 分
析
す
れ
 

 
 

る
 。
 

 
 
 
 

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
試
み
の
中
で
、
 

へ
｜
 ゲ
ル
は
イ
ェ
ス
に
お
け
 
る
純
 

枠
 な
道
徳
性
の
発
現
を
妨
げ
た
否
定
的
要
因
と
し
て
、
カ
ン
ト
 
と
 同
様
に
 

ユ
ダ
ヤ
民
族
社
会
を
名
指
し
し
て
い
る
。
先
の
第
五
章
で
カ
ン
ト
 

の
反
ュ
 

ダ
ヤ
教
内
傾
向
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
問
題
は
 
、
へ
｜
 ゲ
ル
に
 お
い
て
 

さ
ら
に
顕
著
な
展
開
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。
 

へ
｜
 ゲ
ル
の
「
 イ
エ
 
ス
の
生
 

涯
 」
は
、
イ
エ
ス
 
と
 
ユ
ダ
ヤ
民
族
社
会
と
の
間
の
激
し
い
対
立
と
 

憎
悪
を
 

機
軸
に
展
開
さ
れ
る
。
著
者
は
こ
の
へ
 

｜
 ゲ
ル
の
思
想
の
中
に
 
、
 
イ
エ
ス
 

を
 
ユ
ダ
ヤ
民
族
社
会
の
偏
見
の
犠
牲
者
と
し
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
は
 

イ
 エ
ス
 殺
 

害
の
 
「
刑
罰
」
を
代
々
に
わ
た
っ
て
受
け
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
 

、
ユ
 
ダ
 

ヤ
 民
族
に
対
す
る
一
種
の
「
無
限
責
任
論
」
の
帰
結
を
読
み
取
 っ
て
 
い
 

る
 。
 

「
キ
リ
ス
ト
教
の
実
定
圧
」
で
は
、
 

へ
｜
 ゲ
ル
は
さ
ら
に
進
ん
で
 明
ら
 

か
に
「
宗
教
論
」
の
圧
倒
的
影
響
か
ら
脱
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
 

こ
こ
で
 

へ
｜
 
ゲ
ル
は
イ
ェ
ス
の
姿
を
、
他
律
的
な
ユ
ダ
ヤ
民
族
社
会
に
お
 
い
て
 自
 

ら
の
玉
体
性
を
保
ち
得
ず
に
挫
折
し
た
道
徳
宗
教
の
教
師
と
し
て
 
描
く
。
 

へ
｜
 ゲ
ル
は
、
こ
の
よ
う
な
イ
ェ
ス
の
挫
折
を
現
在
の
教
会
的
 
キ
  
 

教
の
権
威
的
有
り
様
（
 実
 定
圧
）
の
発
生
の
原
因
と
見
る
。
こ
の
 よ
う
な
 

見
方
の
内
に
は
す
で
に
カ
ン
ト
哲
学
に
対
す
る
 へ｜
 ゲ
ル
の
疑
問
 
が
ロ
 三
一
下
 

さ
れ
て
い
る
、
と
著
者
は
分
析
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
後
 
へ
  
 

は
 、
イ
ェ
ス
の
道
徳
的
主
体
性
を
崩
壊
さ
せ
る
ほ
ど
の
 
力
 を
持
っ
 て
い
た
 

古
代
ユ
ダ
ヤ
の
民
族
社
会
に
関
す
る
考
察
と
、
「
道
徳
宗
教
の
教
 
師
 」
 を
 

越
え
た
新
た
な
イ
ェ
ス
像
の
根
本
的
描
き
直
し
と
い
う
、
カ
ン
ト
 
哲
学
の
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以
上
、
本
書
全
体
を
通
し
て
貫
か
れ
て
い
る
著
者
の
問
題
意
識
は
 
明
快
 

で
あ
る
。
 第
セ
 章
か
ら
著
者
の
舌
口
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
 
 
 

う
 に
舌
ロ
 
い
 表
す
こ
と
が
で
き
よ
う
「
い
っ
た
 い
 哲
学
者
が
宗
 
教
 を
論
 

ず
る
と
い
う
こ
と
の
意
義
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
。
哲
学
者
が
論
 
ず
る
 宗
 

教
諭
 は
 、
宗
教
哲
学
と
い
う
微
妙
な
領
域
を
形
成
す
る
。
著
者
が
 
十
八
で
重
目
 

に
 

お
い
て
論
ず
る
の
は
、
ど
こ
ま
で
も
理
性
に
基
づ
く
こ
の
よ
う
な
 「
 
士
不
払
利
卦
 

枠
を
越
え
る
二
つ
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
 
 
 

さ
て
、
最
終
章
で
あ
る
こ
の
 
第
セ
 章
の
後
、
著
者
は
さ
ら
に
二
つ
 

の
補
 

論
を
付
け
加
え
て
い
る
 
一
補
論
一
 

「
人
倫
の
形
而
上
学
」
に
 

お
け
る
 

「
選
択
意
志
ミ
ヨ
 き
 こ
の
概
念
Ⅰ
補
講
 
二
 

H
.
 
コ
ー
エ
ン
 
 
 

ト
 批
評
に
つ
い
て
㍉
特
に
補
講
二
で
は
、
本
書
と
同
様
に
 カ
ン
 ト
 @
 せ
す
 

と
 キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
を
扱
っ
た
コ
ー
エ
ン
の
議
論
が
取
り
 上
げ
ら
 

ね
 、
そ
の
要
約
を
通
じ
て
カ
ン
ト
の
宗
教
考
察
の
性
格
と
そ
こ
に
 
残
さ
れ
 

た
 課
題
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
著
者
の
関
心
は
 
、
 先
に
 

問
題
に
な
っ
た
ユ
ダ
ヤ
教
の
位
置
づ
け
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
 

カ
 
 
 

聖
書
解
釈
に
お
け
る
哲
学
の
完
全
な
主
体
性
を
確
立
し
、
理
性
 
宗
 教
へ
と
 

向
か
う
普
遍
的
宗
教
史
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
も
一
個
の
歴
 
史
的
 信
 

何
 様
式
と
し
て
相
対
化
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
カ
ン
ト
の
 
宗
教
 考
 

察
の
視
野
は
十
分
に
展
開
さ
れ
た
も
の
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
 

特
 に
ユ
 ダ
 

ヤ
 教
に
関
し
て
は
偏
っ
た
不
十
分
な
論
述
し
か
な
さ
れ
て
い
な
い
 
 
 

ェ
ン
 
の
カ
ン
ト
批
評
は
こ
の
点
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
著
者
は
こ
 

 
 

エ
ン
 
の
批
評
に
接
し
、
カ
ン
ト
が
十
分
に
展
開
す
る
こ
と
の
な
か
 

っ
た
ユ
 

ダ
ヤ
教
の
位
置
づ
け
を
自
ら
の
残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
、
本
書
を
 
終
え
て
 

い
る
。
 

哲
学
」
の
意
義
で
あ
り
、
既
成
の
宗
教
的
権
威
に
対
す
る
そ
の
 
批
 判
 の
 重
 

要
 性
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
著
者
は
ま
た
、
宗
教
哲
学
と
は
哲
学
の
 
 
 

の
 宗
教
の
温
 造
 に
過
ぎ
な
い
と
す
る
批
判
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
 

に
 強
く
 

反
論
す
る
。
「
哲
学
者
が
宗
教
の
本
質
を
理
性
的
な
も
の
に
求
め
 よう
と
 

す
る
と
き
、
彼
は
、
そ
う
い
う
正
体
性
の
覚
醒
 
-
 理
性
に
基
づ
 く
 自
発
 

的
 ・
主
体
的
覚
醒
 -
 を
人
々
に
呼
び
掛
け
よ
う
と
し
て
い
る
ま
で
 の
こ
と
 

で
あ
っ
て
 、
 自
ら
の
体
系
を
押
し
つ
け
よ
う
な
ど
と
い
う
、
つ
ま
 ら
な
い
 

こ
と
を
考
え
て
い
る
わ
け
が
な
い
。
ま
し
て
、
宗
教
を
「
 
提
遣
 す
 る
 」
 な
 

ど
と
い
う
こ
と
が
、
い
っ
た
い
ど
う
し
た
ら
哲
学
者
に
可
能
だ
と
 
 
 

で
あ
ろ
う
か
」
三
 

-
 内
は
評
者
一
。
 

著
者
は
カ
ン
ト
と
共
に
普
遍
的
な
理
性
の
光
に
よ
っ
て
既
成
の
宗
 
教
の
 

隅
々
ま
で
を
 
昭
 ら
し
、
宗
教
か
ら
一
切
の
非
ム
ロ
 理
 な
も
の
を
洗
い
 
流
す
。
 

こ
の
と
き
宗
教
の
本
質
は
理
性
の
光
そ
の
も
の
で
あ
り
、
信
仰
 
と
 は
、
人
 

間
の
中
に
こ
の
宗
教
の
本
来
の
姿
 @
 
佳
 -
 が
輝
き
出
る
こ
と
に
 
ほ
か
な
 

ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
宗
教
理
解
は
、
カ
ン
ト
に
と
っ
て
そ
れ
 
自
 身
 が
一
 

つ
の
宗
教
一
理
性
宗
教
 
一
 と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
既
成
の
宗
教
 が
 最
も
 

激
し
く
反
発
す
る
の
は
こ
の
点
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
上
に
引
い
 
た
 著
者
 

の
 言
葉
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
カ
ン
ト
は
こ
の
反
発
に
対
し
て
 哲
学
は
 

宗
教
を
一
握
 造
 」
し
た
り
は
せ
ず
、
む
し
ろ
本
来
既
成
宗
教
の
内
 に
あ
っ
 

た
 宗
教
の
「
本
質
」
を
明
ら
か
に
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
だ
、
 

と
再
 反
論
す
 

る
で
あ
ろ
う
。
 

こ
の
よ
う
な
カ
ン
ト
の
 

-
 
さ
ら
に
は
著
者
の
 
一
 立
場
の
背
景
に
は
 
、
 

歴
田
 
 
 

史
的
な
制
約
を
受
け
る
現
実
の
宗
教
に
対
し
て
絶
対
的
な
尺
度
と
 

 
 

理
性
が
こ
れ
を
批
判
し
、
本
来
の
信
仰
の
在
り
方
へ
と
呼
び
覚
ま
 

 
 

い
う
根
本
的
な
構
図
が
存
在
す
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の
構
図
に
対
 
し
て
、
 



理
性
の
有
限
性
の
自
覚
、
す
な
わ
ち
「
 幹
 持
と
慎
み
」
に
お
け
 る
 
「
 慎
 

み
 」
の
自
覚
が
余
り
に
も
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
 
 
 

判
 も
あ
り
得
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
批
判
に
対
し
て
著
者
 
は
お
そ
 

ら
く
、
慎
み
は
 
衿
 持
と
表
裏
一
体
で
あ
り
、
理
性
が
そ
の
権
能
に
 よ
っ
て
 

あ
く
ま
で
も
自
力
の
道
を
行
き
、
容
易
に
超
越
的
な
力
に
頼
ら
ぬ
 こ
と
こ
 

そ
が
、
超
越
に
対
す
る
理
性
の
深
 い
 慎
み
を
端
的
に
表
現
し
て
  
 

だ
、
と
 
主
張
す
る
で
あ
ろ
う
。
超
越
の
領
域
は
理
性
の
権
能
の
外
 
に
 想
定
 

さ
れ
る
一
つ
の
希
望
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
希
望
に
対
す
る
感
受
 
性
 を
維
 

持
し
つ
つ
努
力
を
続
け
る
理
性
の
態
度
こ
そ
が
「
慎
み
」
に
ほ
か
 
な
ら
な
 

い
 。
し
た
が
っ
て
、
著
者
や
カ
ン
ト
の
立
場
に
ほ
理
性
の
慎
み
の
 
自
覚
が
 

欠
け
て
い
る
と
い
う
批
判
も
ま
た
、
当
を
得
て
い
な
い
よ
う
に
 思
わ
れ
 

る
 。
合
理
的
理
性
と
い
う
最
も
近
代
的
な
力
に
よ
っ
て
全
て
を
 一
 貫
 し
て
 

考
察
し
て
い
く
カ
ン
ト
と
そ
の
考
察
の
本
質
を
捉
え
る
著
者
の
立
 
口
吻
 

土
 斗
み
 

@
@
 
、
 

ま
さ
に
非
の
打
ち
ど
こ
ろ
が
な
い
。
 

と
は
 言
え
、
仮
に
そ
れ
で
も
 
な
お
 読
 

れ
 者
が
違
和
感
を
感
じ
る
と
す
れ
 ば
 、
そ
れ
は
そ
の
非
の
打
ち
ど
 

こ
ろ
の
 

な
さ
そ
の
も
の
に
対
し
て
で
あ
ろ
う
。
そ
の
違
和
感
は
、
著
者
と
 
 
 

か
 拠
っ
て
立
つ
理
性
と
い
う
基
準
の
絶
対
性
へ
の
疑
念
に
由
来
し
 てい
る
 

と
 思
わ
れ
る
。
理
性
 は
 合
理
 ｜
 非
合
理
の
絶
対
的
な
枠
を
設
け
て
 歴
史
的
 

宗
教
を
批
判
す
る
が
、
そ
の
理
性
そ
の
も
の
も
ま
た
歴
史
的
な
も
 
 
 

っ
て
、
絶
対
的
な
批
判
の
尺
度
た
り
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。
「
 

哲
学
者
 

が
 宗
教
を
論
ず
る
と
い
う
，
」
と
の
意
義
」
を
突
き
詰
め
る
と
き
、
 

そ
も
そ
 

も
 理
性
と
は
何
で
あ
る
か
、
哲
学
と
は
何
で
あ
る
か
と
い
う
根
本
 
的
な
問
 

い
が
、
そ
こ
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
く
る
よ
う
に
評
者
に
は
感
  
 

る
 。
 



中
牧
弘
允
 

同
僚
の
だ
し
た
本
の
書
評
は
や
り
に
く
い
。
ま
し
て
や
同
じ
職
場
 
で
組
 

織
 を
あ
げ
て
企
画
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
 

そ
  
 

り
が
原
因
で
は
な
い
が
、
遅
き
に
失
し
た
感
の
あ
る
書
評
を
こ
こ
 
に
 掲
載
 

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
責
務
の
一
端
を
果
た
し
た
い
と
お
も
う
。
 

さ
て
、
国
立
民
族
学
博
物
館
（
民
博
 - で
は
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
 
地
域
 

に
お
け
る
民
族
文
化
の
比
較
研
究
」
と
い
う
特
別
研
究
を
一
 

0
 年
 計
画
で
 

継
続
し
て
い
る
が
、
本
書
は
そ
の
第
四
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
再
生
 
す
る
 宗
 

教
 」
に
も
と
づ
き
、
そ
の
報
土
口
を
中
小
に
編
集
さ
れ
て
い
る
。
 

シ
  
 

ウ
ム
 は
一
九
九
二
年
一
一
月
に
四
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
 

一
 三
の
 

報
告
と
五
つ
の
総
括
的
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
 

一
 三
の
報
告
は
本
 
書
 の
 策
 

一
部
か
ら
第
四
部
の
 
一
 三
章
の
論
文
と
な
り
、
コ
メ
ン
ト
は
第
五
 

部
 の
 丘
 

つ
の
章
を
構
成
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
報
土
 

ロ
 ・
コ
メ
ン
ト
と
も
 
シ
 ン
ポ
ジ
 

ウ
ム
 の
順
序
の
ま
ま
で
は
な
い
。
本
書
で
は
報
告
は
東
ア
ジ
ア
 
-
 
第
一
 

部
 一
、
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
 

-
 第
二
部
 -
 、
東
南
ア
ジ
ア
昌
典
 部
 
一
 
第
二
一
 

部
 ）
 、
 南
ア
ジ
ア
（
第
四
部
 -
 と
い
う
よ
う
に
地
域
別
に
再
編
成
 さ
れ
 

コ
メ
ン
ト
も
二
名
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
 

編
者
に
よ
る
 

田
辺
整
治
編
著
 

「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗
教
の
再
生
 

宗
教
的
経
験
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
 
ス
 

京
都
大
学
学
術
出
版
会
一
九
九
五
年
五
月
一
①
日
刊
 

菊
判
四
七
四
頁
四
四
六
 
-
 
八
円
 

  



本
書
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

序
章
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗
教
の
再
生
 

下
散
的
経
験
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
 

-
 
田
辺
 繁
冶
 ）
 

第
一
部
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗
教
の
再
生
１
 
@
 

東
ア
ジ
ア
 

第
 l
 章
中
国
南
部
の
宗
教
的
復
興
 

-
 テ
ィ
モ
 

第
 2
 章
賭
事
と
「
神
々
」
三
尾
裕
子
 - 

第
 3
 章
現
代
産
業
社
会
に
お
け
る
救
済
論
的
課
題
 
一
 
池
上
良
工
 
 
 

第
 4
 章
タ
イ
・
雲
南
周
辺
に
お
け
る
モ
ン
族
の
メ
シ
ア
ニ
ズ
 
 
 

-
 ニ
コ
ラ
ス
・
タ
ッ
プ
）
 

第
二
部
ア
ン
 ア
 に
お
け
る
宗
教
の
再
生
 

｜
 東南
ア
ジ
ア
大
陸
 部
 

第
 5
 章
仏
教
の
周
縁
に
て
 

-
 
田
村
克
己
 -
 

第
 6
 章
支
配
者
と
瞑
想
者
の
あ
い
だ
 

-
 
グ
ス
タ
フ
・
ハ
ウ
ト
マ
ン
）
 

第
 7
 章
精
霊
祭
祀
の
再
構
築
 

-
 
田
辺
 繁
冶
 ）
 

第
 8
 章
五
月
事
件
 
-
 テ
ィ
ラ
 ユ
ツ
ト
 ・
フ
ン
ミ
 %
 

第
三
部
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗
教
の
再
生
 

｜
 東南
ア
ジ
ア
昌
典
 部
 

第
 9
 章
コ
ス
モ
ス
の
馴
化
 -
 レ
イ
モ
ン
ド
 

 
 

第
 ㏄
 章
 

伝
統
の
操
作
一
山
下
昔
日
 -
 

 
 
 
 

第
皿
章
 

儀
礼
的
秩
序
の
語
用
論
に
つ
い
て
一
福
島
真
人
 - 

評
 

第
四
部
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗
教
の
再
生
南
ア
ジ
ア
 

 
 

 
 長

文
の
序
章
 
1
 

｜
 書
名
と
ま
っ
た
く
同
一
テ
ー
マ
の
解
説
 

さ
ら
に
 

は
 索
引
な
ど
が
く
わ
わ
り
、
四
七
四
頁
の
 
セ
 
-
a
 
み
ご
た
え
の
あ
る
 
書
  
 

っ
て
い
る
。
な
お
、
評
者
は
そ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
参
加
し
 て
い
な
 

 
 

目
次
を
一
見
す
る
だ
け
で
も
本
書
の
充
実
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
が
 
、
多
 

岐
 多
彩
な
報
告
内
容
に
つ
い
て
は
編
者
が
序
章
の
後
半
部
に
お
い
 
て
か
な
 

り
 詳
細
に
紹
介
し
な
が
ら
、
理
論
的
な
位
置
づ
け
を
お
こ
な
っ
て
 
い
る
。
 

そ
こ
で
は
宗
教
再
生
現
象
の
方
法
的
 視占
 と
し
て
、
以
下
の
六
白
 
が
あ
げ
 

ら
れ
て
い
る
。
 

第
一
は
、
従
来
の
宗
教
社
会
学
に
お
い
て
主
流
を
占
め
た
近
代
化
 
論
や
 

世
俗
化
論
を
批
判
す
る
立
場
 -
 
田
中
 -
 で
あ
り
、
第
二
は
宗
教
の
 
再
生
を
 

文
化
的
ポ
リ
テ
ィ
ク
 ス
 と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
見
方
 
宋
コ
 村
 、
福
 

昌
 -
 で
あ
る
。
文
化
的
ポ
リ
テ
ィ
ク
 

ス
 と
は
宗
教
行
為
や
宗
教
 経
 瞼
 が
本
 

質
的
に
か
か
え
る
政
治
的
次
元
の
問
題
 -
 権
威
、
服
従
、
抵
抗
 
秩
序
な
 

ど
の
権
力
関
係
）
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
 

第
三
の
視
点
は
宗
教
の
再
生
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
展
開
と
関
連
 
 
 

て
 説
明
す
る
 

-
 田
村
、
ハ
ウ
ト
マ
ン
、
大
塚
、
田
中
、
ツ
ー
 -
 。
 た
と
え
 

ば
 お
な
じ
ビ
ル
マ
で
も
、
政
治
の
中
心
で
影
響
力
を
も
っ
た
 内
 観
 
瞑
想
用
 

ス
ラ
ト
マ
ン
 -
 と
上
座
部
仏
教
の
周
縁
で
呪
術
的
な
力
を
発
揮
 し
 た
 々
 

男
 は
草
宗
教
の
再
生
と
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
の
仏
教
 

-
 テ
ィ
モ
シ
ー
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
）
 

藁
㎎
 章
 

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
再
生
 

-
 
田
中
雅
一
 -
 

第
五
部
メ
ン
ト
ー
 
@
 
上
下
散
的
経
験
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
 

第
 Ⅱ
章
現
代
韓
国
社
会
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
 
-
 
秀
 村
研
三
 

男
 騰
 章
再
臨
す
る
宗
教
・
再
生
す
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
 
-
 
清
水
長
 @
 
 
 

男
Ⅱ
 章
 

イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
と
「
近
代
」
 

-
 
大
塚
和
夫
 
-
 

第
 Ⅳ
 章
 

オ
セ
ア
ニ
ア
の
近
代
 

-
 
清
水
昭
 俊
 -
 

第
 ㎎
 章
 

社
会
形
成
に
お
け
る
宗
教
の
役
割
 宋
 「
 村
 仁
司
）
 



ッ
 信
仰
 や
 ガ
 イ
ン
 集
団
 
-
 
田
村
 -
 が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
読
者
は
中
 心
と
周
 

縁
 と
い
う
 観
 占
か
ら
立
体
化
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
 々 
ン
 5
 々
 

リ
ズ
ム
の
 視
 占
か
ら
は
「
宗
教
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
る
政
治
 0
%
 

小
劫
 

仏
 

化
」
「
国
家
に
よ
る
宗
教
の
政
治
的
利
用
」
「
国
家
に
よ
る
宗
教
や
 

エ
ス
ニ
 

ン
テ
ィ
ー
の
支
配
」
な
ど
の
表
現
が
ひ
き
だ
さ
れ
て
い
る
。
 

第
四
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
階
級
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
ー
な
ど
を
め
ぐ
る
 
再
生
 

の
 諸
相
で
あ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
非
イ
ス
ラ
ー
ム
系
宗
教
の
活
性
 
 
 

巴
 、
ジ
ャ
フ
の
「
宮
廷
的
ム
ロ
理
性
」
か
ら
乖
離
し
た
実
利
的
な
 

神
秘
主
 

義
一
福
島
 -
 、
タ
イ
の
多
様
化
す
る
新
仏
教
運
動
（
テ
ィ
ラ
 ユ
ッ
 ト
 -
 、
プ
 

ィ
 リ
ピ
ン
の
「
二
月
革
命
」
一
清
水
 
展
 -
 、
イ
ン
ド
の
不
可
触
民
 と
 新
仏
教
 

ラ
 イ
 ソ
 ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
 
-
 が
そ
の
例
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
 

第
五
番
目
の
立
場
は
国
民
国
家
の
周
縁
に
お
け
る
宗
教
の
再
生
 で
あ
 

り
 、
モ
ン
族
の
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
の
歴
史
的
意
味
の
変
遷
 
-
 
タ
ツ
 プ
 -
 、
ス
 

ラ
ウ
ェ
シ
島
の
観
光
化
に
刺
激
さ
れ
た
ト
ラ
ジ
ャ
の
宗
教
の
再
 圭
 
一
山
 

了
 -
 、
な
ら
び
に
オ
セ
ア
ニ
ア
の
島
々
に
顕
著
な
断
片
化
さ
れ
た
 

の
 シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
密
接
な
関
連
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
 

 
 

さ
れ
て
 

持
続
 
-
 
清
水
昭
俊
一
が
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
含
め
ら
れ
て
い
る
。
 

最
後
に
、
個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
か
か
わ
る
宗
教
の
再
 
主
を
 

論
じ
た
報
告
と
し
て
、
ム
ロ
湾
に
お
け
る
株
式
投
資
や
宝
く
じ
 

二
 二
尾
 -
 、
 

沖
縄
の
聖
霊
主
義
的
キ
リ
ス
ト
教
会
の
救
済
観
 
-
 
池
上
 -
 、
韓
国
 の
 プ
ロ
 

テ
ス
タ
ン
ト
教
会
や
祈
 薦
院
 に
お
け
る
病
気
治
療
（
 秀
村
 -
 、
北
  
 

女
性
の
霊
媒
カ
ル
ト
 

-
 
田
辺
 -
 が
あ
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
 

も
 土
着
 

 
 評

者
は
こ
の
地
域
の
宗
教
現
象
に
多
少
の
関
心
を
い
だ
き
、
さ
さ
 
 
 

な
 研
究
調
査
は
お
こ
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
専
門
的
に
評
価
で
き
 
る
ほ
ど
 

一
 
l
1
-
 

の
 知
見
は
な
い
。
そ
こ
で
、
そ
れ
は
別
の
評
者
に
ま
か
せ
る
こ
と
 
 
 

 
 

こ
こ
で
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
単
行
本
に
す
る
過
程
で
の
若
干
の
間
 
題
 に
つ
 

四
 

 
 

い
て
コ
メ
ン
ト
 
し
、
 
責
め
を
ふ
た
ぐ
こ
と
に
し
た
い
。
 

 
 
 
 

ま
ず
、
序
論
の
的
確
な
問
題
把
握
に
は
日
を
見
張
る
。
い
ま
紹
介
 
 
 

よ
う
 に
、
こ
れ
を
読
む
だ
け
で
も
、
全
体
像
が
か
な
り
正
確
に
と
 

ら
え
ら
 

れ
る
。
そ
れ
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
で
あ
り
、
 

本
 土
圭
 
日
の
エ
 

デ
ィ
タ
ー
で
も
あ
る
田
辺
氏
の
知
的
辣
腕
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
 
た
 力
作
 

で
あ
る
。
た
だ
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
刊
行
物
と
し
て
惜
し
ま
  
 

は
 、
討
論
の
や
り
と
り
の
記
録
が
欠
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
 

何
 々
の
 朝
 

上
口
に
お
い
て
ど
の
 
ト
 ふ
人
 
ノ
 ん
は
議
論
ぶ
 
朋
 本
化
れ
 
几
か
 八
り
 
ム
ビ
 
ゼ
ル
た
の
か
に
つ
い
 

て
、
本
 

書
 は
ほ
と
ん
ど
何
も
語
っ
て
い
な
い
。
民
博
の
他
の
刊
行
物
を
さ
 
ぐ
っ
て
 

も
 、
理
論
的
な
問
題
占
や
議
論
の
枠
組
み
は
提
示
さ
れ
て
い
る
が
 
、
席
上
 

 
 

 
 

の
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
た
だ
で
さ
え
大
部
の
書
物
に
そ
れ
を
 
盛
 り
込
む
 

と
な
る
と
、
ま
す
ま
す
高
価
に
な
っ
て
売
り
さ
ば
け
な
い
と
い
う
 
出
版
 事
 

情
 も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
魅
力
の
ひ
と
つ
 
は
 共
同
 

で
 議
論
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
し
ば
し
ば
 
予
想
外
 

の
方
向
に
展
開
す
る
と
い
う
占
を
か
ん
が
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
筋
書
 
き
の
な
 

い
 ド
ラ
マ
の
い
く
つ
か
の
ヤ
マ
場
く
ら
い
は
舌
口
 
反
 し
て
ほ
し
か
っ
 
た
 。
 五
 

つ
 め
 
コ
メ
ン
ト
も
地
域
や
宗
教
動
向
を
補
足
す
る
も
の
が
主
で
、
 

提
出
さ
 

れ
た
議
論
を
か
み
あ
わ
せ
て
い
る
の
は
、
わ
ず
か
に
一
本
人
 フ
村
  
 

で
あ
る
。
そ
の
か
わ
り
な
の
だ
ろ
う
か
、
索
引
は
二
五
頁
に
も
わ
 
 
 

圧
巻
で
あ
る
。
索
引
を
欠
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
が
お
お
い
な
 
か
で
、
 

本
書
の
索
引
の
突
出
ぶ
り
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
 

ち
な
み
に
、
そ
の
索
引
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
の
頻
度
 
を
比
 



致
 す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
書
の
性
格
に
さ
ぐ
り
を
い
れ
て
み
よ
う
 
。
研
究
 

者
で
は
 デ
ュ
 モ
ン
 -
 
円
Ⅰ
エ
リ
ア
ス
 一
は
 
Ⅰ
ウ
ェ
ー
バ
ー
 -
 
皿
Ⅰ
 
プ
 ロ
 

ウ
 @
8
 Ⅰ
ギ
ア
ツ
、
フ
ル
デ
ュ
ー
 一
 
7
 て
ア
 ー
ダ
イ
ン
、
 
ゴ
 フ
マ
ン
 

一
 
6
-
 、
 ギ
デ
 ン
ズ
、
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
 

-
5
-
 
と
い
う
順
に
な
る
 

-
 
カ
ツ
 コ
 

内
は
引
用
頁
の
総
数
一
。
他
方
、
い
く
つ
の
論
文
に
ま
た
が
つ
 

て
  
 

を
見
る
と
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
（
 
8
 Ⅰ
 
ギ
デ
 ン
ズ
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
 
、
ボ
  
 

ヤ
ー
ル
 
@
@
 Ⅰ
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
、
ギ
ア
ツ
、
デ
ュ
モ
 
ノ
、
デ
ユ
 
 
 

ム
 、
フ
ー
コ
 
日
 
ブ
ロ
ッ
ク
 
、
 ホ
ブ
ス
ボ
ー
ム
 
-
2
 一
 
と
な
る
。
 し
  
 

時
代
を
反
映
す
る
の
か
、
マ
ル
ク
ス
や
フ
ロ
イ
ト
、
リ
ー
チ
 
や
レ
  
 

ス
ト
ロ
ー
ス
の
名
は
見
あ
た
ら
な
い
。
 

キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
は
ポ
リ
テ
ィ
ク
 

ス
 が
書
名
の
副
題
に
採
 
用
さ
 

ね
 、
序
章
の
前
半
部
で
く
わ
し
く
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
  
 

イ
ク
ス
と
い
う
概
念
は
本
書
で
は
編
者
し
か
使
っ
て
い
な
い
。
 

索
 引
 で
も
 

文
化
的
ポ
リ
テ
ィ
ク
 
ス
 は
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
ポ
リ
テ
ィ
 

ク
ス
 自
 

体
は
独
立
し
た
項
目
に
な
っ
て
い
な
い
。
エ
ー
ト
ス
、
プ
ラ
ク
テ
 
 
 

よ
う
な
キ
ー
ワ
ー
ド
も
独
立
項
目
と
し
て
事
項
索
引
か
ら
れ
け
 
お
 ち
て
ぃ
 

る
 。
ま
た
産
業
化
に
つ
い
て
は
序
章
を
は
じ
め
随
所
で
話
題
に
な
 って
 い
 

る
が
、
情
報
化
の
議
論
が
な
い
こ
と
な
ど
も
索
引
か
ら
読
み
取
れ
 
る
 。
 

本
書
で
は
ポ
リ
テ
ィ
ク
 
ス
と
 は
ス
タ
ン
ス
が
ち
が
 
ウ
 コ
ン
セ
プ
ト
 
そ
 つ
 

か
っ
た
議
論
も
な
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
 

め
質
 化
現
象
 
-
 
 
 

命
運
錦
二
二
尾
）
、
競
争
原
理
と
共
生
原
理
の
葛
藤
 

と
柑
剋
 
-
 
泡
 七
一
、
 
グ
 

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
タ
ッ
プ
 て
 
ポ
ス
ト
モ
・
ダ
ニ
ズ
ム
 
一
リ
 
 
 

 
 

 
 

計
 

一
 
l
@
 
 た
と
え
ば
小
野
沢
正
喜
氏
の
書
評
 
-
 
「
 
ぁ
 
示
教
と
社
会
」
 第
 一
一
ロ
 

百
、
 

「
宗
教
と
社
会
」
芋
台
、
一
九
九
六
年
 
沌
 

一
 
2
@
 
 田
辺
 繁
油
 
「
再
生
す
る
宗
教
」
「
月
刊
み
ん
ぱ
く
」
一
七
 
巻
 四
号
 

一
九
九
三
年
。
田
辺
整
治
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
再
生
す
る
宗
教
 ヒ
 
 
 

「
民
博
通
信
」
第
六
三
号
、
一
九
九
四
年
。
 

く
 意
識
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
民
族
誌
的
事
例
か
ら
 
0
%
 
奉
ヰ
弘
謂
 

に
そ
れ
ぞ
れ
豊
か
な
内
実
が
あ
る
こ
と
も
あ
れ
せ
て
指
摘
し
て
 お
き
た
 

 
  
 い
ず
れ
に
し
ろ
、
一
九
七
 
0
 
｜
八
 0
 
年
代
以
降
の
ア
ツ
ア
地
域
を
 
 
 

と
す
る
宗
教
再
生
現
象
を
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
た
本
書
は
、
同
僚
 
 
 

き
 目
で
は
な
く
、
理
論
的
に
も
民
族
誌
的
に
も
高
水
準
の
知
的
 
刺
 激
 に
満
 

ち
た
書
物
に
な
っ
て
い
る
。
 

  



会
報
 

0
 第
五
六
回
学
術
大
会
 

日
本
宗
教
学
会
第
五
六
回
学
術
大
会
は
、
九
月
一
三
日
一
十
 

-
@
 
一
 五
 

（
月
）
に
か
け
て
、
 慶
樵
 義
塾
大
学
に
お
い
て
以
下
の
日
程
で
開
 催
 

ね
 、
五
九
三
人
の
参
加
者
、
二
九
 0 人
の
研
究
発
表
が
あ
っ
た
。
 

九
月
一
三
日
一
十
）
 

開
会
式
 

一
 三
時
 @
 
一
 三
時
三
 0
 分
 

公
開
講
演
会
 

一
 三
時
三
 0
 分
 @
 
一
六
時
三
 0
 分
 

「
世
俗
社
会
に
お
け
る
新
宗
教
」
 

日
本
宗
教
学
会
会
長
・
筑
波
大
学
名
誉
教
授
 

井
門
富
 二
夫
 

「
フ
ロ
イ
ト
と
宗
教
心
理
」
 

東
京
国
際
大
字
教
授
・
慶
応
義
塾
大
学
特
別
 招膀
 教
授
 

小
此
木
啓
吾
 

学
会
賞
選
考
委
員
会
一
四
時
 
@
 
一
六
時
 

一
七
時
 @
 
一
九
時
 

理
事
会
 

九
月
一
四
日
一
日
）
 

九
時
 ｜
 
一
二
時
 

研
究
発
表
 

一
二
時
 @
 
一
 三
時
三
 0
 分
 

評
議
員
会
 

一
 三
時
三
 0
 分
 @
 
一
六
時
一
 0
 分
 

研
究
発
表
 

一
六
時
二
 0
 分
 @
 
一
七
時
四
 0
 分
 

会
員
総
会
 

一
八
時
 @
 
二
 0
 時
 

懇
親
会
 

九
月
一
五
日
 
-
 
月
 -
 

さ 日 

一
九
九
七
年
度
学
会
賞
選
考
委
員
会
報
告
 

下
田
正
弘
 氏
 
（
東
京
大
字
助
教
授
）
の
研
究
業
績
に
つ
い
て
 

審
査
対
象
「
 
浬
架
 経
の
研
究
１
１
大
乗
経
典
の
研
究
方
法
試
 
払
遡
 

（
春
秋
社
、
一
九
九
七
年
二
月
刊
 
一
 

多
種
多
様
な
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
経
典
の
形
成
・
展
開
過
程
に
つ
い
   

て
 、
従
来
の
研
究
は
、
大
別
し
て
、
あ
る
特
定
の
経
典
を
対
象
と
 
 
 

そ
の
思
想
内
容
を
分
析
す
る
「
思
想
研
究
」
と
、
そ
の
経
典
の
担
 
い
手
 

の
 在
り
方
を
考
察
す
る
「
教
団
史
的
社
会
背
景
研
究
」
と
に
大
別
 
さ
れ
 

る
 。
そ
し
て
、
現
状
で
は
、
膨
大
な
大
乗
仏
教
経
典
の
う
ち
一
部
 
分
 か
 

0
 
日
本
宗
教
学
会
賞
選
考
委
員
会
 

日
時
一
九
九
七
年
九
月
一
三
日
工
 -
 一
四
時
 @
 
一
六
時
 

場
所
 
慶
礁
 義
塾
大
学
 北
 新
館
会
議
室
 二
 

出
席
者
江
島
 恵
教
 、
島
 薗
進
 、
寺
田
喜
 基
 、
中
村
恭
子
、
西
山
茂
、
 
茂
、
 

藤
田
正
勝
、
宮
田
元
 

議
事
 

一
、
今
年
度
学
会
賞
受
賞
者
と
し
て
推
薦
す
べ
き
業
績
の
審
査
 

そ
の
結
果
、
今
年
度
は
下
田
正
弘
 著 
「
 
浬
架
 経
の
研
究
大
乗
経
 
経
 

典
の
研
究
方
法
試
 ョ
 凸
を
推
薦
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
推
薦
 理
 由
 

は
 以
下
の
通
り
で
あ
る
。
 九

時
 @
 
一
二
時
 

研
究
発
表
 

「
宗
教
研
究
」
編
集
委
員
会
一
二
時
 @
 
一
四
時
 

一
 三
時
三
 0
 分
 @
 
一
七
時
五
 0
 分
 

研
究
発
表
 

閉
会
式
 

6
 

 
 

 
 

 
  
 
 
 
 
  
 



会 報 

て確経 げよ を く 研 
ぃ 主典 、 ぅ 重が 究 

なよ過て   占 、 観に 

っ 究一 を本らか ぎ 

究部て 

国     
慮れ 書     め の 教 上の」 多 

て
 、
大
乗
「
 浬
穏
経
 成
立
の
核
と
な
る
部
分
、
す
な
わ
ち
 法
 顕
訳
 

「
大
股
淀
縫
 ヒ
 エ
ハ
 巻
 -
 甲
第
一
 
｜
 二
巻
、
 
曇
 無
識
 訳
 
「
大
股
 浬
盤
 経
ヒ
 

-
 
全
日
 0
 巻
 -
 中
の
第
一
 ｜
 三
巻
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
の
最
初
部
分
 
を
、
 

「
原
始
大
乗
 浬
穏
経
 」
と
呼
ぶ
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
、
文
献
学
 約手
 

法
 に
よ
っ
て
、
そ
の
部
分
に
現
れ
る
社
会
背
景
の
変
化
を
分
析
し
 
、
さ
 

ら
に
そ
の
中
に
第
一
類
部
分
と
第
二
頸
部
分
と
い
う
二
層
が
あ
り
 
、
そ
 

の
 
ト
レ
ー
ガ
ー
が
「
法
師
」
か
ら
「
菩
薩
」
に
変
化
し
、
そ
の
 こ
日
ド
 

田
印
 
@
 

「
教
団
化
」
が
進
め
ら
れ
た
と
い
う
事
実
を
予
示
す
る
。
 

そ
れ
を
承
け
て
、
（
第
三
章
大
乗
 浬
柴
 経
の
思
想
の
変
遷
）
に
  
 

い
て
、
著
者
は
思
想
史
的
分
析
に
入
り
、
第
一
類
部
分
で
は
「
 
仏
 は
常
 

住
 で
あ
る
」
と
い
う
仏
身
思
想
が
、
第
二
 

類
 部
分
で
は
「
一
切
の
 
衆
生
 

に
は
如
来
に
な
る
可
能
性
 

-
 
如
来
蔵
 -
 が
あ
る
」
と
い
う
如
来
蔵
 思
想
 

が
 、
そ
れ
ぞ
れ
中
心
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
 
そ
こ
 

に
 
一
定
の
思
想
的
展
開
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
。
あ
わ
せ
て
、
 

こ
の
 

思
想
的
展
開
を
仏
舎
利
・
仏
塔
を
基
軸
と
し
た
「
外
の
舎
利
・
 

仏
 塔
 -
 
」
 

か
ら
「
内
の
舎
利
・
仏
塔
」
へ
の
変
遷
で
あ
る
と
い
う
、
新
し
く
 
、
つ
 

カ
 

佳
日
す
べ
き
見
解
を
表
明
し
て
い
る
。
 

（
第
四
章
大
乗
 浬
 埋
経
の
社
会
背
景
の
変
遷
）
に
お
い
て
は
、
 

先
 

行
 す
る
（
第
二
市
）
で
予
示
さ
れ
た
ト
レ
ー
ガ
ー
の
状
況
が
 、
 「
 遊
行
 

者
 」
か
ら
「
定
住
者
」
へ
、
「
法
師
」
・
「
個
人
の
菩
薩
」
か
ら
 

一
 
 
 

｜
プ
の
 菩
薩
」
へ
と
変
化
し
、
経
典
伝
承
の
仕
方
も
一
話
し
こ
と
 
ま
 
@
 」
 

か
ら
「
書
き
 
，
 
」
と
ば
」
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
 

提
 示
さ
 

 
 
 
 
 
 

れ
る
。
 

（
第
五
章
結
論
）
に
お
い
て
は
、
以
上
の
分
析
を
ま
と
め
、
 イ
  
 

ド
 仏
教
史
上
に
お
け
る
大
乗
「
 浬
架
経
ヒ
の
 
位
置
づ
け
を
提
示
し
 
 
 



0
 理
事
会
 

日
時
一
九
九
七
年
九
月
一
三
日
一
十
）
一
七
時
 ｜
 
一
九
時
 

つ
 、
本
研
究
の
も
つ
イ
ン
ド
仏
教
研
究
史
上
に
お
け
る
万
法
的
意
 
義
に
 

触
れ
て
い
る
。
 

以
上
、
本
書
は
、
直
接
的
に
は
大
乗
「
 混磐
 経
口
の
形
成
過
程
を
 
 
 

象
 と
し
て
い
る
が
、
著
者
が
本
書
の
副
題
を
「
大
乗
経
典
の
研
究
 
万
法
 

試
論
」
と
し
て
い
る
占
か
ら
も
窺
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
分
析
 
に
お
 

い
て
は
、
よ
り
開
か
れ
た
宗
教
学
的
な
万
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
 

。
 著
 

者
は
、
「
大
乗
仏
教
」
を
至
上
 
規
 す
る
よ
う
な
フ
ィ
ル
タ
ー
を
 経
 た
日
 

本
に
お
け
る
仏
教
研
究
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
り
、
近
年
の
欧
米
 にお
 

け
る
、
単
に
文
献
学
的
で
は
な
い
、
宗
教
学
的
視
座
か
ら
す
る
 
研
 先
 に
 

触
発
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
本
書
は
、
特
殊
イ
ン
ド
仏
教
を
 
場
と
 

し
な
が
ら
、
一
般
的
な
宗
教
史
研
究
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
 
と
し
 て
も
 

位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
 

た
だ
し
、
本
書
に
は
、
仏
教
 
史
 研
究
と
宗
教
史
研
究
と
い
う
二
つ
 

 
 

観
 占
か
ら
し
て
、
著
者
が
方
法
上
導
入
し
使
 
m
 す
る
諸
概
念
の
内
 
容
規
 

定
 と
そ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
提
示
に
は
一
部
不
確
定
さ
が
感
ぜ
 ら
れ
 

る
 。
ま
た
、
結
論
を
急
ぐ
あ
ま
り
看
過
さ
れ
今
後
再
検
討
を
要
す
 
る
事
 

項
も
少
な
く
な
い
こ
と
も
指
摘
せ
ざ
る
を
え
な
 

以
上
を
総
合
し
て
、
本
書
は
、
仏
教
主
研
究
に
多
く
の
知
見
を
提
 
 
 

す
る
の
み
な
ら
ず
、
宗
教
史
研
究
に
お
い
て
新
し
い
局
面
を
提
示
 
す
る
 

も
の
と
し
て
、
 
一
 
@
 
日
 く
評
価
さ
れ
る
。
 

よ
っ
て
、
本
選
考
委
員
会
は
本
書
を
一
九
九
 
セ
 年
度
日
本
宗
教
学
 ム
五
 

賞
 に
ふ
さ
わ
し
い
業
績
と
し
て
推
薦
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

場
所
 
慶
樵
 義
塾
大
字
 北
 新
館
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ク
ラ
ブ
 

出
席
者
青
山
女
、
阿
部
美
哉
、
 

洗
建
 、
荒
木
美
智
雄
、
家
 
 
 

志
 、
弁
円
昌
二
夫
、
池
田
昭
、
石
田
慶
和
、
市
Ⅲ
 
裕
 、
上
田
 

 
 

賢
治
、
江
島
忠
致
、
大
村
英
昭
、
岡
亮
二
、
葛
西
 
實
 、
加
藤
 

 
 

智
見
、
金
井
新
三
、
鎌
田
純
一
、
木
村
清
孝
、
小
山
田
丸
、
 

坂
井
信
士
、
櫻
井
治
男
、
佐
々
木
 宏
幹
 、
真
菌
 進
 、
鈴
木
康
 

治
 、
芹
川
博
通
、
薗
田
 
坦
 、
薗
田
 稔
 、
高
崎
直
道
、
田
島
 照
 

久
 、
田
中
英
三
、
田
丸
 
徳
善
 、
土
屋
 博
 、
 寺
 国
書
芸
、
中
村
 

恭
子
、
奈
良
康
明
、
花
岡
水
干
、
華
国
穂
 麿 、
藤
井
正
雄
、
 

藤
田
富
雄
、
藤
田
正
勝
、
平
敷
台
 治
 、
堀
越
知
己
、
間
瀬
 
啓
 

允
 、
松
山
康
国
、
宮
家
 準
 、
宮
田
元
、
宮
田
 登
 、
 渡
逼
費
 

陽
 、
一
能
谷
大
学
）
高
田
信
良
 

議
事
 

一
 、
庶
務
報
告
 

金
井
新
 三
 常
務
理
事
 ょ
 り
、
一
九
九
六
年
度
の
庶
務
報
告
が
な
  
 

ね
 、
承
認
さ
れ
た
。
 
-
 
別
記
 参
 昭
 -
 

一
 、
会
計
報
告
 

金
井
常
務
理
事
よ
り
、
一
九
九
六
年
度
の
収
支
決
算
報
告
と
一
九
 
 
 

七
年
度
の
予
算
案
が
提
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
一
別
記
参
照
）
 

一
 、
日
本
宗
教
学
会
賞
ほ
つ
い
て
 

江
島
 恵
教
 選
考
委
員
長
よ
り
、
審
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
報
土
 

日
浦
 
一
 

り
 決
定
し
た
。
 

Ⅰ
新
人
会
 @
 
貝
に
つ
い
て
 

別
記
七
人
の
入
会
が
承
認
さ
れ
た
。
 

Ⅰ
名
誉
 %
 台
 貝
は
 つ
い
て
 



0
 評
議
員
会
 

日
時
一
九
九
七
年
九
月
一
四
日
 -
 
日
一
一
二
時
 @
 
一
 三
時
三
 0
 分
 
 
 

場
所
 
慶
礁
 義
塾
大
学
 北
 新
館
会
議
室
 

報
 

出
席
者
九
二
名
 

議
事
 

 
 

本
年
度
は
海
辺
忠
治
、
櫻
井
秀
雄
、
中
野
 幡能
 の
 三
 氏
を
名
誉
 ム
 互
員
 

に
 推
薦
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
 

一
 、
来
年
度
学
術
大
会
に
つ
い
て
 

京
都
の
龍
谷
大
学
に
お
い
て
一
九
九
八
年
九
月
一
三
日
 
@
 
一
五
日
 
 
 

開
催
の
予
定
で
あ
る
こ
と
が
、
同
大
学
の
岡
亮
二
理
事
よ
り
報
土
 

口
さ
 

 
 

一
 、
日
本
学
術
会
議
宗
教
学
研
 連
は
 つ
い
て
一
宮
家
常
務
理
事
）
 

一
 、
 l
A
H
R
 

に
つ
い
て
 
宰
 爪
木
常
務
理
事
）
 

一
 、
 S
I
S
R
 

に
つ
い
て
 
-
 阿
部
常
務
理
事
，
 
島
薗
 常
務
理
事
一
 

一
 、
会
費
納
入
状
況
に
つ
い
て
 

金
井
常
務
理
事
 よ
 り
天
網
者
が
多
い
と
の
報
告
が
な
さ
れ
、
未
納
 
者
 

に
 対
す
る
催
促
と
会
費
徴
収
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
 
 
 

 
 

一
 、
名
誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て
 

井
門
 会
長
よ
り
年
齢
等
に
つ
い
て
の
提
案
が
あ
り
、
今
後
も
検
討
 
 
 

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
 

一
 、
「
宗
教
研
究
白
総
目
次
・
索
引
号
の
作
成
に
つ
い
て
 

刊
行
に
む
け
編
集
委
員
会
が
検
討
中
で
あ
る
こ
と
が
、
 

井
門
 会
長
  
 

り
 報
告
さ
れ
た
。
 

O
 総
会
 

日
時
一
九
九
七
年
九
月
一
四
日
一
日
 
-
 一
六
時
二
 
0
 分
｜
 
一
七
 持
口
 

 
 

場
所
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1996 年度 日本宗教学会 決算報告 

く 収入 フ く支出 ノ 

会費 16,834,600 会話直接刊行 費 

賛助会費 840,000 会誌 発送 費 

会誌 売上金 42,600 編集諸費 

第 5R 日大会参加費 l,496,@49 第 55 回大会費用 

出版助成金   日本宗教学会賞賞金 

岸本・諸声・ 石津・ 堀 学会賞諸費 

埴谷・柳川 基金利子 46.269 選挙関係費 

預金利子 9,274 会合 費 

前年度繰越金 984.227 通信連絡 費 

事務 m 品費 

印刷費 

本部 費 

関係学会費 

事務所賢 

次年度繰越金 

計 20.653.819 

1997 年度 日本宗教学会 予算案 

く 収入 ノ く支出 ノ 

会費 16,800,000 会話直接刊行 費 

賛助会費 840.000 会読発送 費 

会読売上金 30,000 編集諸費 

第 56 回大会参加費 1,500,000 第 56 回大会費 m 

出版助成金 400.000 日本宗教学会賞賞金 

岸本・諸 声 ・石津・ 堀 学会賞諸費 

増谷             基金利子 40,000 会合 費 

預金利子 8,000 通信連絡 費 

前年度繰越金 1,288,039 事務用品 費 

印刷費 

本部 費 

関係学会費 

事務所質 

名簿作成準備 費 

予備費 

計 20,906.039 

6.591,471 

940,148 

311,134 

2,200,000 

200,000 

140,684 

387,768 

434,828 

685,353 

880,808 

427.509 

4,542.070 

150,520 

1.473,487 

1.288,039 

計 20 ・ 653,8T9 

7,000,000 

1,000,000 

350,000 

2,200,000 

200,000 

250,000 

450.000 

700,000 

450,000 

400,000 

4.550,000 

120,000 

1,600,000 

300,000 

1,336.039 

計 20 ， 906,039 

(700)@ 222 
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The Sacred Fires and the Social 
Zoroastrian Parsis 

Harukazu NAKABEPP 

Structure of 

u 

The Sacred fires of Zoroastrian Parsis are addressed as "the son of 

Ahura Mazda" (Av. athro ahurahe mazdao puthra. A t a ~  NiyaeS: 4-8 ; 

10 ; 12 ; 181, and the Parsis "adore Ahura Mazda through the (sacred) 

fires." With "the offering and prayer," the Parsis should approach the 

sacred fires, the "infinite, immortal being" (AN : 7-8 ; 13-15). Such 

blessings as "life, wisdom, offspring, animate energy, courage" (AN : 10- 

11) and "good rewards and everlasting relief of fravaSi" (AN : 13) are 

believed to be best bestowed on those Zoroastrians who offer sandalwood 

and prayer to the sacred fires. 

Each sacred fire of Zoroastrian Parsis has been founded by an individual 

person or family in order that one may be consecrated and installed in 

one's own fire temple. Each sacred fire has its own individuality entirely 

different from that of any other sacred fire or any other ordinary one. 

This sort of traditional pious foundation of sacred fires among the Parsis 

is to remember the name of the individual or the family and the fravaSi 

(soul) of the departed. The religious practice of offering sandalwood to 

the sacred fires has been carried out by the Parsis so that they can 

remember the name or the fravaSi of those concerned. The matis can be 

done in several ways: as an individual, a family, group, or in trust, and 

they mean so much to the Parsis that heirship and inheritance are involved 

in many cases. 

The matis, in the case of AtaS Bahram in Navsari, have been done by 

the Parsis descended from the priestly class, the Mobed. To be more 

specific, the Bhagaria priests derived from the Parsis priesthood in 

Navsari have conducted not only the individual matis but also the family 

or collective ones for the perpetual maintenance of the most important 

sacred fire. 



What Do the Bataks Worship? 

Haruki YAMAMOTO 

The Batak religion has been termed animism, polytheism and so forth, 

or has been characterised as  a belief in High God. As the objects of 

worship of the Batak people, various kinds of so-called supernatural 

beings-like gods, natural gods, the dead spirits or the ancestral spirits, 

living souls, etc. -have been mentioned in preceding literature. In this 

article, we first try to make clear the elements of the religious ideas of the 

Bataks by refering to J. Warneck's book, then inspect how these objects 

are actually worshipped in scenes of ritual activities by using J. Winkler's 
book as a main source. Finally, we come to the conclusion that the objects 

of worship of the Batak peoples form, in reality, the one and only object. 

Various kinds of objects like gods, souls and so forth are nothing else than 

its indications. This one and only object is called Debata by the Bataks. 

Debata does not really form a real existence but is identical with the 

invisible and intangible phase of the world that, according to the Batak 

notion, make up this actual world in conjunction with the visible and 

tangible phase. In this connection, 0. L. Tobing's study must be highly 

appraised in its discovery of this notion, on condition that his High God 

could be identified with Dabata. 



Theravada Buddhism in Urban Thai Society : Formation 
of Thammakai Meditation and its Popularization 

Hide take  YANO 

The  rapid change in the society and culture of contemporary Thailand 

has, since around the middle 1970's, created various religious movements 

and religious ideas. However, little attention has been given to the 

continuity and change between this religious change and the religious 

changes before it. This paper is intended a s  an investigation of the 

Thammakai meditation a s  a case study of religious change in the early 

twentieth century in the urban society of Thailand. This meditation has 
a particular style of visualizing a crystal ball and multi-layered inner 

bodies. The  practice of this meditation not only leads the meditator to 

Nirvana but also gives one magical powers which relate to folk 

belief. The  syncretic convergence of magico-religious service and the 

appearance of lay meditation was due to state control of the Sanga and 
social mobility in and near Bangkok. 



Dreaming in the Japanese Middle Age : 
A Record of Dreams by the Buddhist Priest Myoe 

Hiroyuki UMIYAMA 

The Japanese medieval Buddhist priest Myoe kept a record of his 

dreams throughout his life called the "Yume-no-ki." Each dream of the 

"Yume-no-ki" has basically its own corresponding actual event. This 

means that Myoe's dreams were not simply dreams but a way of seeking 

religious reality. In opening up their religious meaning, they can be seen 

to apply profound reality to actual events. In other words, Myoe's dream 

reconstructs reality and orients his life. In this sense, Myoe and his 

surroundings shared his dream. 
Further, "Yume-no-ki" reveals two sides of the dream concept which 

maintains an archaic religious idea. One is the message dream and the 

other is the foreboding dream. We can see these two types spread 
throughout Myoe's era in a very complicated form. That era is called 

"Dream Age" in which dreams played an important role in religious 

practices. We might say that Myoe embodies that era. 



A Review of Augustan Religious Restoration 

Keiko KOBORI 

Westerners have considered the root of the West to be in ancient Rome, 

and the idea of "Eternal Rome" has had a great influence on western ideas. 

It has been the "Augustan Religious Restoration" that has sustained this 

myth, which means that the first emperor Augustus restored and reno- 

vated the Roman religion. 

First, when he ruled Rome in the second triumvirate age, Augustus 

presented himself to Romans as a "rebuilder of the republic." They 

expected him to retrieve Rome from the evils of the civil war. Virgil 

supported this expectation in his 4th Eclogue in writing that following an 

age of disaster a baby would bring about a new golden age. Romans took 

this to mean that the baby was Augustus and that in this way Rome would 

continually be renewed, even if she had once been corrupted. It was this 

idea that bore "Eternal Rome." Horace also expected Augustus to restore 

the piety and morality of Romans in order to purify Rome from evils. 

Second, Augustus gained power by degrees after 27 B.C. and throughout 

his whole life reconstructed many ruined temples and shrines, restored old 

rites, built new temples and established new cults. He presented his policy 

under the rubric of "restoration" though there were many new elements 

contained within it. The ludi saeculum, for example, had been a festival 

in which Romans had commemorated a century and had memorialized 

the dead. Augustus, however, changed its meaning to celebrate the 

purification of Rome and to make Romans admit his great power and 

authority. In this way, he gave new meaning to the old rites. 

Some recent researches have revealed that the reformation of Augustus 

was not special but of a type often seen in ancient cities. Even so, 

Augustus himself presented his reformation as restoration, and the subse- 

quent myth of "Eternal Rome" has continued as a vital force to this day. 

In conclusion, the impact of the "Augustan restoration" on western ideas 

is not diminished by these researches. 



Das Absolute bei Fichte : 
Der Standpunkt der ,,Wissenschaftslehre" von 1804 

Hitoshi MINOBE 

Die Absicht dieses Aufsatzes ist, zu klaren, was das Absolute in der 

Wissenschaftslehre von 1804 bedeutet. Fichte sieht das Problem des 

Absoluten als das des Wissens. Denn die Philosophie, die das Absolute 

auBer das Wissen setzt, setzt sich der Gefahr aus, das Absolute willkiirlich 

zu bestirnrnen, wenn sie auch eigentlich beabsichtigt, es in seiner Reinheit 

zu halten. Das Absolute irn Wissen zurn Therna zu rnachen, bedeutet aber 

hier nicht, es als einen Gegenstand des Wissens zu betrachten. Es ist eine 

grundlegende Einstellung Fichtes, daB das vorn Wissen objektivierte 

Absolute nicht rnehr absolut ist. Das Absolute ist, nach der Wissenschafts- 

lehre von 1804, das Leben des Wissens, ein Leben, welches das Wissen 

nicht objektivieren kann. Das Absolute ist narnlich das unserern 

BewuBtsein verborgene Leben unseres BewuBtseins. Und das Wissen ist, 

urngekehrt, das Bild des Absoluten. 



Die Urheimat des Heiligen : Rudolf Otto's 
,,Reise nach Tenerifa und Nordafrika" (1911) 

Tsuyoshi MAEDA 

Rudolf Otto hat  so viele groBe Reisen gemacht, deshalb sagt man, e r  sei 

der erste Weltreisende unter den Theologen geworden. Und die ganzen 

Erfahrungen seiner Reisen sind sehr lehrreich fur die Bildung seiner 

Religionsidee und Religionswissenschaft. Die Erfahrung des Heiligen ist 

ihm zum Beispiel nicht primar durch die Lekture oder die Analyse von 

heiligen und religiiisen Texten, sondern als eine spontane religiose Er- 

fahrung auf einer seiner Reisen zuteil geworden. 

Es ist das Therna dieser Abhandlung, Otto's ,,Reise nach Tenerifa und 

Nordafrika" anhand vom Original (Otto-Archiv) zu erlautern. Meine 

Arbeit zielt auf die Interpretation der Urform der Religionswissenschaft 

und des Urbildes der Religionsidee von Otto. 

Die drei typischen religiosen Erfahrungen auf dieser Reise sind wie 

folgt : 

1. ,,Unsere Frau von Candelaria" der Guanchen, Tenerifa. 

Hier wird nach dem Sinn des alten Naturdienstes und zwar des Hohlen- 

kultus und schlieI3lich nach der Wurzel der Religion gefragt. 

2.Die Derwische und die Baraka des Islam auf dem Markt von Saffi. 

Bei ihrem Anblick interessierte Otto sich stark fur einen seltsamen 

dunklen Untergrund der Religion. 

3.Dreimal-Heilig am Sabbat in einer Synagoge in Marokko. 

Aus diesem Urerlebnis des Heiligen von Otto fand er, daI3 gerade die 

Erfahrung des Heiligen das  Kern der Religion ist. 




